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現在第2刷(1998)が出ており、これには以下の通り、若干の訂正が施してある。 
 
77頁 　9行目　頼豪阿闍梨恠鼠傳の項目(8)「広島市浅野」を削除 
103頁 　1行目　「文化十四丁丑(一八一七)年」を前頁の朝夷巡嶋記全傳第
二編の前に移動 
288頁 　9行目　「夫の氏」を「夫の死」に訂正 
386頁 　1行目　『世間妾気質』を『世間妾形気』に訂正 
543頁左17行目　『小櫻姫風月後記』を29行目『小櫻姫風月奇観』の下に
移動 
 
なお、JISに定義されていない文字は一律に「〓」となっている。索引は頁を検索す
るもので機械可読テキストでは意味がないので公開しないことにした。また、増補
http://www.fumikura.net/paper/e_index.html (1/2)2007/04/17 14:51:33
江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－
改訂の過程で発見した誤りについては、その都度訂正している。多々残っているで
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『江戸読本の研究』 序章  
 
江戸読本研究序説 
高　木　　元
 
　　一　江戸出来の読本 
　読本(よみほん)は、近世小説ジャンルの中でもっとも知的で格調の高い小説ジャン
ルであった。生硬な中国臭の強い和漢混淆文によって綴られた伝奇小説に、今日ま
で多くの読者たちが魅せられてきた。 
　都賀庭鐘の『古今奇談英草紙(はなぶさぞうし)』(寛延二年)や上田秋成の『雨月物語』
(安永五年)などは、中国白話小説を翻案するという方法により、近世中期に上方の知
識人の手で作られ、上方で出板された短編怪談奇談集で、これらを前期読本と呼ん
でいる。一方、山東京伝の『忠臣水滸傳』前後編(寛政十一年・享和元年)以降、主として
江戸の作者によって作られ、江戸で出板された中長編伝奇小説、たとえば曲亭馬琴
の『南總里見八犬傳』(文化十一年～天保十三年)などを、後期読本あるいは江戸読本とい
う。 
　この「江戸読本」という用語は、一般には後期読本と同義で用いられているが、
ここではもう少し狭義の「江戸作者によって書かれ、江戸書肆の手を通じて刊行さ
れた読本」として用いたい。したがって、そこには上方書肆が相板元となっている
ものも含むが、上方書肆が主体となって刊行した「絵本もの読本」などは江戸読本
とは呼ばないことにする。この定義は十九世紀の江戸という土地における出板につ
いて考えてみたいからで、もちろん上方との関連を無視するものではない。なお、
馬琴は江戸読本を前期読本と区別して「國字の稗史▼1」と呼んでいる。 
　さて、読本を前期後期に分ける文学史上の概括的把握は、もはや誰も疑う余地の
ない常識となっている。確かに中国小説を典拠として作られたという共通点は備え
ているものの、摂取や利用の方法から見れば、前期読本と江戸読本とは性格を異に
する部分が多いのである。だが、そもそもジャンルというもの自体が、いわば研究
者側の都合によって用意されたという側面を持っている。文学史上に多様性を持っ
て存在する作品群を、細大漏らさず正確に定義して分類することなど所詮できるは
ずがない。たとえば、前述の定説によっては割り切れずに、前期後期のいずれへも
位置付けようのない『童唄古實今物語(こじついまものがたり)』(宝暦十一年)、『後篇古實
今物語』(明和二年)などのような作品も存在しているのである。もちろん、だからと
いって厳密を期するために、いたずらに分類を細分化していくのは不毛であろう。
むしろ当時の人々がその差異をどのように認識していたかということを明らかにす
べきなのである。 
　たとえば、当時すでに次のような観点からの区別が存在していた。 
御伽這子(おとぎばふこ)の書は漢土の小説を皇國(みくに)の事に摸(うつし)たる鎬
矢(はじめ)にて。文体いにしへにちかく猶物語の余波(なごり)あり。繁(しげ／
＼)英(きなぶさ)の二書はこれを襲(つぎ)間(まゝ)皇國の事を飜案して古に非今に
非。文章の竒絶國字小説第一といはんに論なし。莠草(ひつぢぐさ)は強弩の
末荒唐(とりしめなく)美を前書に紹(つぐ)事を不得。新齋前席垣根草の諸篇文
花降(くだる)といへとも事に託(よせ)て自己の識見を述。議論高にいたりては
剪燈(せんとう)の書中。子胥笵蠡を罵(のる)の流亞(たぐひ)にして二書の美を奪
(うばふ)に足れり。ちかころ復讐の書世に行はるゝ竒事怪話百出すといへど
も勸懲を主として議論を不立。竊(ひそかに)羅氏の風韻に據(よる)又國字小説
の一變といふべし。 
東家(ひがしどなり)女子あり年十二　予に従て書を讀一夕古人の名を命事を
問ふ。明旦一冊子を携來ていふ名を命の教を受て戲に記と。巻を舒ば復讎
の書にして二子に名つくる老蘇が言に依。閨秀を称ずる翠翹が行に擬(なず
らふ)。美婦(よきめ)を具(ぐし)たる士。氏を鳴門と呼ひ。内衞を失へる翁。字
を外衞といふ。志大ならざれば燕雀を以し。心定らざれば舩路を以す。鳩
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谷生鵲を愛(あいし)て兒を生し。雪児春風に妬(ねたま)れて身を亡。其國風(わ
かのみち)を論(あげつらふ)にいたりては　予が生平の言を載たり。勸戒あり議
論あり。妙年にして野史の才あるを愛て　予これを潤色し画家を労し題て
濡衣冊子と号。題意は巻を披て知べし。 
或難ていふ書は人の事跡情態を記。画は時の制度風俗を写。古記画軸徴と
すべし。此書の如は文當時(そのとき)の事を記て称呼言辞當時の言に非。画
當時の形を写て服飾器財當時(そのとき)の物に非。これを梓に彫(ゑる)何の心
ぞや。予いふ戦國の時復讐殺戮の事を説とも耳目の馴處誰かこれを竒とせ
ん。今昌平二百年復讐の〓を説は人競てこれを竒とせざるはなし太平の余
澤に非すや。これを画。これを雕。これを鬻。これを讀者。すべて太平の
余沢に浴に非や 
　　　文化丙寅春 
東都芍藥亭主人序 
　これは狂歌師であった芍薬亭主人こと菅原長根の江戸読本『坂東竒聞濡衣雙紙(ぬ
れぎぬぞうし)』(文化三年)の自序である。 
　読本を中国小説翻案による国字小説として捉え、浅井了意『伽婢子(おとぎぼうこ)』
(寛文六年)を筆頭に、都賀庭鐘の古今奇談三部作『英草紙』(寛延二年)、『繁野話(しげし
げやわ)』(明和三年)、『莠句冊(ひつじぐさ)』(天明六年)に言及し、梅朧館主人『新斎夜
語』(安永四年)、文栄堂『怪談前席夜話』(寛政二年)、草官散人『席上竒観垣根草』(明和
七年)を列挙して前期読本の史的展開を踏まえている。さらに、その上で〈議論〉と
〈勧懲〉という概念によって前期後期の読本を峻別した視点は新鮮である。江戸読
本としては比較的早い文化三年の刊行であり、いわゆる長編史伝ものが出る以前の
作である点を考慮しなければならないが、主張の主意は読本の格調に存するものと
考えられる。 
　この『濡衣雙紙』は、序文に見えるように中国の才子佳人小説『金翹傳』の趣き
を映しつつ、『説苑』による考証を趣向化したり、狂歌の論を展開するなど、勧懲
を主眼とした単なる敵討ものから離れようとする工夫の跡が見られなくもない。 
　また、物語の時代設定と作中の風俗描写とは別であるとするのも、江戸読本の
採った立場の一つである。そしてこのことは、江戸読本が盛んに考証を挿入するよ
うになったことと、おそらく無関係ではないだろう。史的〈事実〉に対する徹底し
た考証なしには虚構小説を生み出すことはできない。なぜなら実体を幻視する装
置、すなわちそれが考証という手段であり、これなしには幻想を紡ぎだすことはで
きなかったからである。また読み手の側も、考証を通じて知識を補完することによ
り、たとえ時代設定と風俗描写との齟齬があろうとも安心して理外の仙境に遊ぶこ
とが可能だったのである。 
 
　　二　江戸読本と考証 
　ところで、江戸の読本作者たちは、考証を中心とした〈随筆〉を主として大本と
いうサイズで出している。本の大きさは基本的にその本の格を示す指標であり、江
戸読本が半紙本であるのに比べれば、大本である考証随筆の方が明らかに格が上で
ある。たとえば、馬琴の『燕石雜志(えんせきざつし)』(文化八年)や京伝の『骨董集』(文
化十一～十二年)、柳亭種彦の『還魂紙料(かんごんしりよう)』(文政九年)などを見ると、近世
風俗や伝承に関する文献を博捜し、多くの挿絵を交えつつ独自の考証を展開してい
る。もちろん読本作者の著作だけではないが、これらの考証随筆の刊行はかなりの
点数にのぼる。そして、興味深いことには、その板元となったのが江戸読本を出板
した書肆と重なるのである。つまり、出板されたからにはそれなりの商品価値を
持っていたと考えるのが自然であるし、後印本もよく見かけるので、おそらくかな
り売れた本なのであろう▼2。 
　ただし、貸本屋で読本を借りて読んでいた読者たちが、同様に考証随筆をも読ん
でいたとは思われない。ただこれらの考証随筆は、江戸読本や草双紙などと並行し
て執筆され刊行されたものであるから、相互にきわめて近い関連を持っていること
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は確かである。京伝は晩年に『骨董集』に全力を注ぎ、馬琴も数多くの考証随筆を
書いているが、知的好奇心の赴くまま情報収集に努めて勘案し、それを一編の本と
して結晶させるのは、さぞかし楽しい知的作業であったことだろう▼3。また、それ
は同時に作品の趣向を集めるための調査取材でもあったわけで、作品の成立過程を
知る手掛りとしても有効である▼4。 
　ただし、江戸読本における具体的な考証過程や構想への関与の仕方などについて
は、個別の作品に即して分析していく必要がある。つまり、注釈しながら読み進め
ていく以外に途はないのであるが、その作業を通じて構想の組み立てられた過程が
見える場合がある。しかし、短絡的にそれを〈作者〉の構想や意図へと収斂させよ
うとするのは問題がある。作品の本文や図画の注釈によって明らかにできるのは、
文字通り典拠との相互テキスト性なのであり、注釈とはそれを確認するための手段
にほかならないからである。また、執筆に際して用いられた資料のすべてが考証随
筆などの中に提示されているわけではなく、秘匿された典拠の発見や、伝承的な想
像力に思いを馳せなければ読めない作品も少なくないのである▼5。 
　さて、京伝と馬琴とでは嗜好の位相が相違するものの、江戸読本を構想し組み立
てていく過程では二人とも徹底した考証をしている。 
　京伝の場合は近世初期の風俗考証の成果が、表紙の意匠など本自体の装幀や見返
し口絵などにいかされている。『昔話稲妻表紙(むかしがたりいなづまびようし)』(文化三年)
の保存状態のよい初印本▼6などは溜め息が出るほど美しいし、『雙蝶記(そうちよう
き)』(文化十年)の凝った仕立てにも感心させられる▼7。これらは、みな考証によって
得た情報の反映であり、その表現なのである。 
　一方、馬琴も造本には決して無頓着ではなかったと思われるが、むしろ本文の方
に特徴が出ている。ある時には序文や跋文に関連文献を抄出して自説を開陳し、あ
る時には一見すると本筋に関係がないとしか思えない口絵や挿絵を入れたりもす
る。さらに、本文中に多くの割注を挿入したり、匡郭外に頭注を施すことさえもあ
る。とくに『そのゝゆき』(文化四年)は外題角書に「標注」と冠したように、頭注を
配すること自体を趣向化している。 
　このような傾向は京伝と馬琴以外の作者の場合も同様で、三馬は『流轉數囘阿古
義物語(あこぎものがたり)』(文化七年)の巻頭に「勢州阿漕浦事蹟竝地名考證」を載せ、
さらに巻末「阿古義物語撮引書目」に仰々しく六十三種の文献を列挙しているが、
これこそが江戸読本というジャンルの特徴なのである▼8。また、小枝繁は『經島履
歴松王物語』(文化九年)の巻之六を「附録」とし「幼童の惑いを諭」すために丸ごと
一冊全部を考証資料に充て、『景清外傳松の操』(文化十三年～十五年)でも巻末附録と
して考証を加えている。 
　これらを〈俗〉文学における〈雅〉志向の反映と見ることも可能であろうが、い
ずれにしても、彼らの個性に還元した考証癖としてのみ片付けられる問題ではな
い。いまここで問題にしたいのは、考証随筆と読本との密接な関係や方法の問題で
はなく、江戸読本が考証を内在化させることの可能な様式をもって成立したという
点である▼9。京伝をはじめとする作者や板元が、新しい小説ジャンルにふさわしい
造本様式を積極的に創り出したのである。つまり、本文のみならず〈本〉自体をテ
キストとして表現し得る体裁を持った大衆小説として造型されたのが江戸読本なの
であった。  
 
　　三　江戸読本の構造 
　江戸読本の多くは、稗史小説(よみほん)という宛字的表記があるように、基本的に
は歴史小説という側面を持っている。だから歴史叙述を避けて通れない構造を文学
形態自体が保有しているのである。時代設定と場所、そして登場人物たちの固有名
詞は自在に設定できるわけではなく、演劇世界で培われた伝統的な枠組であるいわ
ゆる〈世界〉に規制されている▼10。つまり制度化された歴史叙述の様式的方法から
いかに離れられるかが、草双紙とは異質な江戸読本にとっての一つの課題でもあっ
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たのである。 
　京伝が『忠臣水滸傳』において、忠臣蔵の〈世界〉と『水滸傳』とを組み合わせ
たことに端を発した江戸読本は、確実に新鮮なものであったはずである。ところ
が、基本的には既知の話柄の少しく意外な撮合に過ぎず、むしろ中国語彙に傍訓し
た生硬な文体がもたらした新味さが強烈であったと思われる▼11。この『水滸傳』と
の関係でいえば、悪漢小説の系譜として位置付けられる読本がいくらかあり、これ
らでは『前太平記』の〈世界〉が受け皿として機能していたようである。従来、
『水滸傳』がなければ江戸読本が成立しなかったかのように説かれてきた文学史
も、〈水滸伝もの〉が江戸読本の中でも一支流に過ぎない点から再検討を加えてし
かるべき問題の一つであろう。外来の『水滸傳』も〈世界〉の一つとして取り込ま
れたと考えるべきだからである。 
　馬琴が江戸読本において極端に演劇めいた作風を嫌ったのは、単に草双紙との区
別という格調の問題ではなく、近世後期小説が発想の枠組として〈世界〉を越えら
れないことに対する、かなり先鋭的な危機感であったのかもしれない。とりわけ情
話ものと分類される諸作には、後日譚としての時間軸を設定し、因果律という合理
性を紡ぎだす論理を持ち込んでいる。しかし、のちに同様の試みは合巻でも見ら
れ、ことが読本だけで済まなかったことを証明している。 
　たとえば〈敵討もの〉という枠組が、草双紙のように事件の顛末と登場人物の具
体的な行動の記述だけで済んだならば、直線的な叙述ではない一種の饒舌体ともい
うべき、紆余曲折する江戸読本の文体は生れなかったであろう。逐一考証を加えつ
つ本筋とは別途の文脈を織り込んでいくという書法こそが江戸読本の特徴の一つで
あり、〈世界〉を越えようとする現象でもあった。 
　様式とは類型化するための方法である。であるからこそ定型化したジャンルに
は、新たな参入が容易であり、多くの無名〈作者〉の作が多数残された。もし様式
が定まってなければ、おそらく一切の表現は不可能であったはずである。読本は読
本らしく、草双紙は草双紙らしく、相互に影響を与え合いながら変化していく。小
説ジャンルにとっては、具体的な本の体裁と、それに見合った中身とを、日々更新
し続けなければならない運命にあった。本というモノが商品であり、たとえ生計を
維持するためであろうと、そこに表現の場を求める以上は、常にふさわしい規格や
体裁、そして文体と中身とを摸索せざるをえなかった。安定すると飽きられ、飽き
られるとまた新装するという具合にジャンル自体が運動を繰り返すことになる。も
ちろん、これは一人〈作者〉だけの問題ではなく、むしろプロデューサーたる板元
の側の問題かもしれない。 
　この問題については、とくに中本サイズの諸ジャンルの変遷を通じて、中本型読
本に凝縮して立ち現われているものと思われる。草双紙と読本の間で、体裁と中身
との両方に影響を与え続けたからである。しかし、基本的には〈世話もの〉であっ
たためか、中本型読本の大部分は漢文体の序文を持たず、江戸読本の問題を直接的
に継承したわけではない。しかし、近代に入っても四六判という、ほぼ中本サイズ
の書型として享受され続けたことの意味は、体裁が中身を規定するという観点から
は見逃せない現象である。  
 
　　四　江戸読本享受史 
　ところで、板本は印刷されたものなので、同一の板木を用いている限り読本書誌
研究は本文批評上あまり重要な意味を持たないように思われる。しかし板元が後か
ら序跋類や口絵挿絵を省くなどの改修を加えることも珍しくなく、通常この後印本
の方が多く流布している。だから、まずは基礎的な書誌調査をして初板本を確認す
る必要がある。というのも、初板本の見返しや刊記などの記載事項からしか明らか
にできない出板上の情報が多いからである。 
　この作業は、いまだに精確な書目も整備されていない読本をめぐる研究状況とし
て重要な課題となっている。にもかかわらず、初板本追求だけが書誌学の課題では
ありえない。たとえ後印本であっても、加えられた改変には何らかの合理的理由を
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持っているはずであり、これを明らかにする必要がある。なぜなら、ものごとの本
質が始源的な事象に存するという遡源へ向かう問題意識がすべてではないはずだか
らである。〈作者の意図〉へ向けられた恣意的な研究を相対化する方法として、一
見すると直線的に〈文学〉へ向かわないかに見える出板機構の仕組や実態の解明
が、実は有効性を持つと考えられる。 
　後印本や改題改修本に関する調査は、享受の問題として重要である。流布本の数
からいっても、初板初印本に接した読者が圧倒的に少数であったことは容易に想像
できる。つまり江戸読本が基本的には商品として生産され享受されてきたという観
点が不可欠であろう。文学性という抽象的な質とは別の次元の問題ではあるが、こ
れを無視して普遍性を論じることはできないからである。 
　さらに、この享受史の視点から見れば、板本の後印本のみならず近代の活字翻刻
本の調査も等閑視できない。いまだに読者論の地平からの確乎たる文学史は構築さ
れていないが、前田愛が示した通りに、近世末期に板本から活版本へと印刷技術が
変革を遂げる時点に多くの問題が凝縮しているのである▼12。 
　和装の板本と洋装の活字本という造本の差異がもたらした本質的な問題とは一体
何なのであろうか。江戸読本や草双紙の活字本化を通して考えてみるならば、じつ
はジャンルという様式そのものがメディアにほかならないことに気付くのである。 
　以上、江戸読本を中心に問題意識のありかを論証抜きで略述してきた。しかし、
問題はこれだけでなく、自己の研究対象を相対化する視点も必要である。つまり、
膨大な近世期の出板物の中にあって、江戸読本などの出板数は微々たるものであ
り、たとえ草双紙を入れたとしても、実用書やら仏書などに比べたら取るに足らな
い規模なのである。もちろん数と中身は別問題であるが、このような観点なしに江
戸読本をはじめとする近世後期小説だけを取り出して論じてみても、あまり意味が
ないのではなかろうか。作品から書誌出板研究に基づく享受史、そしてメディア論
へと、換言すれば文学から文学史、そして文化史へと視野を広げつつ、そのなかで
改めて江戸読本の魅力に立ち戻るという視座を持つべきなのだと思う。  
 
注 
▼1.『近世物之本江戸作者部類』(木村三四吾編、八木書店、一九八八年)。 
▼2.『作者部類』には「骨董集ハ全本六巻と定めたるを初編二巻中編二巻刊行した
るに好事者流に賞鑒せられて夛く賣れたりといふ鶴屋喜右衛門板也」「六年己巳燕
石雜志六巻を編述す隨筆也大坂河内屋太助板也當時合巻册子讀本流行して曲亭に新
編を乞ふ書賈年に月に夛しこの几紛中雜志の撰ありこゝをもて思ひ謬てること尠か
らすといふしかれともこの書久しく行れて今なほ年毎に摺刷して江戸の書賈へもお
こすことたえすといふ」などと記されている。 
▼3.佐藤悟「考証随筆の意味するもの―柳亭種彦と曲亭馬琴―」(「国語と国文学」、一
九九三年十一月)では、考証随筆を執筆した好事家たちのグループが連鎖状に存在した
ことを指摘している。 
▼4.京伝については、山本陽史「山東京伝の考証随筆と戯作」(「国語と国文学」、一九八
六年十月)、井上啓治「『骨董集』論序説―京伝考証における認識・主題形成と読本方
法論考察のための基礎稿として―」(「国文学研究」百集、一九九〇年三月)などが、馬琴に
ついては、大高洋司「文化七、八年の馬琴―考証と読本―」(『説話論集 第四集 近世の説
話』、清文堂出版、一九九五年一月)などが備わる。 
▼5.山本和明「〈改名〉という作為―『昔話稲妻表紙』断想―」(「相愛国文」六号、一
九九三年三月)では、「〈考証〉という枠組を利用することで」「物語世界の存在根
拠」を創出するという京伝読本における典拠利用の方法(考証)について論じている。 
▼6.熊谷市立図書館所蔵の『昔話稲妻表紙』は、欠本ながら素晴らしく綺麗な状態
で保存されている。 
▼7.『雙蝶記』は京山が装幀に関わった本で、国会図書館所蔵本は裏打ちされてい
るものの初印時の趣きをよく残していると思われる。 
▼8.このパロディは、単純に三馬の馬琴に対する対抗意識だけで説明がつくもので
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はあるまい。早くに、山崎麓「馬琴と三馬の不和」(「東亜の光」、一九二二年三月)が指
摘しているが、三馬の合巻『無根草夢譚』(三巻一冊、春亭画、文化六年、近江屋権九郎板)の
口絵に「何何何何＼何何何＼何何何＼何何何何＼宋何何師詩＼何山人録」「こけお
どしの聯句」などとあるのは、草双紙ごときにあえて読本風の賛を入れる馬琴に対
する「当てつけ」(今中宏「解題」、大江戸文庫６『無根草夢譚』、一九五九年)と考えてもよい
と思う。やはり、合巻と読本との区別は明確に意識されていたからである。 
▼9.佐藤深雪「『稲妻表紙』と京伝の考証随筆」、(「日本文学」、一九八四年三月)は、
「読本は、考証からは排除された資料や仮説をも含みつつ、有機的な連関をもった
全体像を描き出すことが可能なジャンルであった」と指摘している。 
▼10.読本の文体すなわち発想法は歌舞伎よりもむしろ浄瑠璃に近いと考えられる
が、石川秀巳「〈史伝物〉の成立―馬琴読本と時代浄瑠璃―」(「日本文学」、一九八八
年八月)では、時代浄瑠璃の「虚構の史実化」という方法から影響を受けて馬琴の史
伝物読本が成立したことを具体的に指摘している。 
▼11.徐恵芳「『忠臣水滸伝』の文体について―『通俗忠義水滸伝』の影響を中心に
―」(明治大学文学部紀要「文芸研究」五十三号、一九八五年三月)。 
▼12.「近代読者の成立」(『前田愛著作集』二巻、筑摩書房、一九八九年、初出は一九七二年)。 
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『江戸読本の研究』第一章 江戸読本の形成 
 
第一節 江戸読本の板元 －貸本屋の出板をめぐって－ 
高　木　　元
 
　　一　『出像稗史・外題鑑』 
 
　江戸読本の初作は山東京伝の『忠臣水滸傳』(寛政十一年)であるといわれている。
『水滸傳』と『仮名手本忠臣蔵』とを撮合した新奇な内容や、白話語彙に傍訓を
振った生硬な文体、さらには半紙本で繍像を持つという造本様式から見ても、前期
に上方で出来した短編怪談奇談集としての読本とは一線を画す作品であった。 
　これから紹介する『出像稗史(ゑいりよみほん)・外題鑑(げだいかゞみ)』(以下『外題鑑』)
は、江戸読本のカタログとでもいうべきものであるが、やはり冒頭に『忠臣水滸
傳』を据えている。両面摺りの一枚物(縦三十糎×横四十二糎ほど)で、『忠臣水滸傳』以
降文化末年頃までに刊行された百種ほどの江戸読本の外題と冊数と作者画工とを挙
げて、簡単にその内容を紹介したものである。板行年の記載は見当たらないが、お
そらく文化末年頃のものと推測される。表面標題の下に、 
汗牛といはんは猶すこしきなり一日文溪堂主人　予が草扉をとふて近世發
市の小説の外題鑑をゑらましむかたくいなめどゆるさずやう／＼筆をとれ
は寛政の末享和の間いま文化十をあまりにかぞへて其小説百有餘部かばか
り行はるゝこと古に聞ず後世にあるべきかはこれが為に市紙の價むかしに
倍す予井蛙の管見をもて細改にいたらず麁漏の罪はゆるし給へ上方の絵本
をゑらむの日後編にくわしくすべし 
一楊軒玉山撰
とある▼1。裏面の末尾には、「右にもれたる草紙且は京大坂のしん板等後編にゑら
み増補仕候左様に御覧奉願上候以上」と後編が予告され、その下に刊記が記されて
いる。  
　　　　　蔦屋重三郎　　　大坂　　　　塩屋長兵衛  
東都書賈　丸屋文右衛門　　江戸小傳馬町三丁目  
　　　　　鶴屋金助　　　　　　　　　丁子屋平兵衛 
　つまり、この『外題鑑』を中心になって板行したのは、当時まだ貸本屋であった
文溪堂丁子屋平兵衛であった。また出板の目的について、  
右にあらはす外題はよみ本を翫ひ給ふ・ひめ・との・たちの為に備ふれば
出来の巧拙甲乙をわくるにあらず只その数の荒増を挙て次第の順は思ひい
だせるまゝにしるせば必しも論し給ふな何の本を今一度よまんとおぼす時
の便とするのみ 
とある。読本は草双紙と違って庶民が簡単に買えるほど安価な本ではなかったか
ら、販売広告というよりは、主として貸本屋の客に対する案内であると同時に、貸
本屋の品揃えのための手引きや在庫目録としても使われたものと考えられるのであ
る。読本読者の大部分が貸本屋の客であったことを考えれば当然であろう。また、  
左に記したるは中形のよみ本也但仇討等の冊子は限りあらず故に・式亭主
人・十返舎主人・振鷺亭主人の滑稽本のみを畧記す 
とあるように、刊記の右側に二十八作の滑稽本を列挙している▼2。さらに、中本型
読本や上方出来の読本は後編で扱うと予告されているが、その後編は管見には入っ
ていない▼3。 
　さてここで注意したいのは、この『外題鑑』に登載された読本の選択基準につい
てである。江戸読本という用語こそ用いていないが、明らかに江戸作者の手になり
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江戸書肆が板元となった作品を撰んだものなのである▼4。つまり、ここに掲載され
ている読本を丁寧に分析すれば、江戸読本の形成期をめぐる作者や画工のみなら
ず、筆耕や彫工、さらには板元と貸本屋との相互関係など、さまざまな出板事情が
解明できるはずである。 
　幸いなことに、江戸読本の出板記録として『画入讀本・外題作者畫工書肆名目
集』(以下『名目集』)が残され、文化四～九年頃までの様子がわかる。さらに『享保以
後江戸出版目録』(以下『割印帖』)につけば、開板出願書肆名などが判明する▼5。現存
する江戸の出板関係資料が比較的少ない中にあって、文化期の読本に限っては恵ま
れた環境である。ところが肝心の江戸読本の初板本に関する書誌調査は、まだなさ
れていないようである。そこで、とりあえず『外題鑑』に登載されている本につい
て、可能な限り網羅的な書誌調査を試みた結果、ほぼ初板に関する出板事項は把握
できたものと思う▼6。  
 
　　二　江戸読本の概観  
　以下、文化期の江戸読本についての概観をまとめておくことにしたい。 
　まず『外題鑑』に登載されている作品の中で、別枠に掲げられている滑稽本と、
『歌舞伎年代記』および『膝栗毛』の二作とは、ともに江戸読本と称するには不適
当なので、一応除外して考えることにした。また同じ題名の作品が二編三編と続い
ている場合や、前後編が時間的に隔たって刊行された場合、これらを同じ作品とし
て一つに勘定する場合は＜種＞を用い、編毎に刊行数を別々に数える場合には＜点
＞を用いることにする。こうして登載されている江戸読本の数を勘定してみると、
全部で九十三種百十一点ということになる。 
　そこで、まず年次ごとの刊行数をグラフにしてみた(一種につき■一個。□は後編や二、
三編目を表わしている)。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　寛政十一(一七九九)
年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寛政十二(一八〇〇)
年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　享 和 元(一八〇一)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　享 和 二(一八〇二)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　享 和 三(一八〇三)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□■■　文 化 元(一八〇四)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　□■■■■■■　文 化 二(一八〇五)年 
　　　　　　　　　　　　　　■■■■■■■■■　文 化 三(一八〇六)年 
　　　　　　　　　　　　　　　□□■■■■■■　文 化 四(一八〇七)年 
□□□□■■■■■■■■■■■■■■■■■■■　文 化 五(一八〇八)年 
　　　　■■■■■■■■■■■■■■■■■■■　文 化 六(一八〇九)年 
　　　　　　　　　　　　　□□□■■■■■■■　文 化 七(一八一〇)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□■■■　文 化 八(一八一一)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■■■■　文 化 九(一八一二)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■　文 化 十(一八一三)年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□■　文化十一(一八一四)
年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　□■■■■　文化十二(一八一五)
年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□■　文化十三(一八一六)
年 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□　文化十四(一八一七)
年 
　ここに見られる推移は、上方読本や中本型読本を含めた読本全体の総出板部数の
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推移と、ほぼ同様の変化を示していると思われる。 
　寛政末から漸増して文化五年に頂点を迎え、その後は漸次減っていく。そして文
化十一年に『南總里見八犬傳』肇輯、翌十二年に『朝夷巡嶋記』初編が発刊される
と、次第に長編続きものが流行し、文政天保期には江戸読本の主流は長編読本に
なってしまうのである。 
　さて江戸読本の定義の一つの要件として、江戸書肆が発刊したものとしたが、相
板元として上方の本屋の参加も見られる。大坂三十三点、京都十点、名古屋二点と
いう具合で、とくに目立つのが大坂の文金堂河内屋太助の十七点である。馬琴の初
作『月氷竒縁』を出した縁からか、とりわけ馬琴の作品には深く関わっており六点
の蔵板元にもなっている。そのほか、勝尾屋六兵衛や、大野木市兵衛、植村藤右衛
門等も多くに参加して相板元となっているが、蔵板元となっているのは河内屋太助
だけである。もちろん江戸読本であるから単独で出したものは一点も見られない
が、いち早く江戸の書肆と連携している点に注意が惹かれる。 
　なお「三都板」と明記するものも二点あるが、文政以降の再板や求板になると三
都板のみならず、尾張名古屋を加えた四都板なども、別段珍しいものではなくな
る。 
　ここで作者について見ることにしよう。『外題鑑』に登載されている著作数の多
い順に挙げてみる。  
　曲亭馬琴　三十種　三十七点 
　山東京伝　　十種　　十一点 
　小枝繁　　　九種　　十三点 
　柳亭種彦　　六種　　　六点 
　高井蘭山　　四種　　　七点 
　振鷺亭主人　四種　　　四点 
　談洲樓焉馬　三種　　　三点 
　芍薬亭長根　三種　　　三点 
　梅暮里谷峨　三種　　　三点 
　六樹園　　　二種　　　二点 
　山東京山　　二種　　　二点 
　感和亭鬼武　一種　　　二点(ほかに「鬼武校」が一種) 
　このほかにも、無名で実体の不明な作者たちのものが十種ほどある。 
　馬琴が生涯に書いた読本は全部で四十種あるが、そのうちの中本型読本八作と
『外題鑑』刊行後に出された二種を除いた三十種三十七点がここに載っている(馬琴
校も一種ある)。一方、山東京伝の方は、江戸読本と呼ぶには躊躇させられる『図画・
通俗大聖傳』(寛政二年)を除いた十種十一点が登載されている。二人の作品を合わせ
ると、実に四十種四十八点にのぼる。つまり文化期における江戸読本出板点数のう
ち、馬琴だけで約三分の一、京伝と合わせると、全体のほぼ半数弱に達することに
なるのである。 
　この半数弱という数量は全体に占める割合としては確かに多い。だが残り半分
は、ほかの作者の作品なのである。彼らは所詮二流作家たちではあるが、だからと
いって駄作ばかりとはいえない。それどころか、これらの多様な作者による作品を
抜きにして、江戸読本の全体像を把握するのは不可能であろう。換言すれば、これ
ら二流の読本作者たちが生み出した作品に関する研究なくしては、江戸読本の全体
像を見通すことはできないと思われるのである。 
　一方、画工についても同様に一覧にしてみよう。  
　葛飾北斎　二十八種　三十八点 
　蹄斎北馬　　十五種　　十九点 
　一陽斎豊国　十三種　　十三点 
　一柳斎豊広　十一種　　十三点 
　北尾重政　　　四種　　　五点 
　蘭斎北嵩　　　四種　　　四点 
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　柳川重信　　　二種　　　三点 
　勝川春亭　　　二種　　　二点 
　盈斎北岱　　　二種　　　二点 
　歌川国直　　　一種　　　二点 
　右の表から察知できるように、圧倒的に北斎の描いた作品が多い▼7。また、北斎
一門の関わる割合は五割を越すのである。読本よりは草双紙向きの似顔をよくした
豊国や、敵討物の名手といわれた豊広も意外に多い。 
　江戸読本の初期作『繪本三國妖婦傳』や『繪本加々見山列女功』などは、実録写
本に見られる「～事」という箇条書きの目録を持ち、この体裁の顕著な特徴から見
て、上方の絵本読本と様式上で深い関係を持っていると思われる。また江戸読本の
中でも『ゑ入櫻ひめ』や『繪入つね世物語』のように、外題に「絵入」を標榜する
ものが多い。さらに、見返しや広告などでは「繪入読本」という用語によって江戸
読本を指す用例が次第に増えてくる。 
　つまり、江戸読本における挿絵は単なる添えものではなく、題名に標榜するくら
いに、その魅力の重要な一端を積極的に担っていたのである。草双紙より大きな紙
面に、迫力ある構図を嵌め込み、さらに薄墨や艶墨を施して絵自体としても大層興
趣あるものとなった。これは北斎およびその門下の手柄であった。上方の絵本物と
比較すればその違いは一目瞭然であるが、江戸の読者の嗜好を反映して丁寧に描き
込まれた伝奇的な酸臭の強い絵柄が多い。さらに現代における江戸読本の魅力も、
おそらくこれらの挿絵がなければ半減してしまうはずである。 
　なお、当時の画工たちは作者の描く下絵に基づいて筆を執ったのであるから、挿
絵にも作者の意志が少なからず反映していると見て間違いない。ただ、丁寧に自筆
稿本や校合本と比較してみると、時には画工が作者の指示や本文を無視して勝手に
描いてしまうこともあったようである。 
　ところで、江戸読本の看板ともいうべき馬琴と北斎の組み合せによって出された
作品は十一種十八点ある。とくに『椿説弓張月』の成功が両者の名声を共に高めた
ものと思われる。他方、京伝は豊国との組み合せが多く六種六点ある。こちらの組
み合せは草双紙合巻の看板となったもので、京伝合巻の大半を豊国が描いている。 
　ところが、なぜか京伝と北斎の組み合せは一つも見られないのである。いま一つ
目に付くのは、馬琴と豊広の組み合せで九種十一点ある。豊広はこのほかには京伝
と京山の各一作を手掛けただけであるから、いかに馬琴作の比重が重いかが知れよ
う。 
　さて、多くの江戸読本に目を曝していると、無意識のうちに特定の作者の作風と
一定の画工の画風とが結び付き、漠然としたイメージとして頭に残っていることが
多い。とくに似た筋立の多い江戸読本の作品内容の記憶は、挿絵の図柄や雰囲気に
依拠する部分が大きいのである。おそらく過去の大勢の読者たちの場合も同じだっ
たはずである。右の統計は、その印象を数値化したものだといってよいだろう。  
 
　　三　江戸読本の板元  
　ここでは初板の刊行に関与した板元についてだけ考えてみたい。 
　まず江戸読本の刊記を縦覧していくと、鶴屋喜右衛門と角丸屋甚助を除いて、単
独で刊行されているものは意外に少ないことに気付く。次に刊記と蔵板および開板
出願書肆の関係に注目すると、必ずしも開板申請をした書肆が蔵板元となっていな
いことに気付く▼8。 
　そこで刊記に記されたすべての書肆の名寄せをし、刊記に出てくる頻度と蔵板の
点数を調べて整理したのが次に示した表である。なお配列は蔵板元になっている作
品の点数が多い順にし、これが同じ場合は刊記に現われる回数の多い順とした。つ
まり実質的に江戸読本の刊行に関わった度合の強い順に並べたのである。 
　また、『名目集』の巻末に付されている名前一覧(文化五年五月から文化六年二月頃に記
録されたもの)を参照して、それぞれの書肆の渡世についても調べてみた。◎「江戸三
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組書物問屋名前」(通油組二十六人仲通組十二人南組二十三人)  
●「貸本屋世利本渡世の者にて手広にいたし候者名前」(十八人) 
〇「町々貸本屋世話役名前」(三十三人、十二組凡1E69六百五十六人) 
△「地本問屋名前」(二十四人) 
　堂号と書肆名の間に付けた右の記号で渡世を表わし、不明の場合は無印、名古屋
を含む上方の書肆には×を付けた。 
　たとえば、一番最初の「衆星閣◎〇角丸屋甚助」は、渡世としては◎書物問屋と
〇貸本屋世話役を兼ねており、十三点の江戸読本に蔵板元と明示され、さらに二十
三点の作品の刊記にその名が記され(蔵板元になっている本を含む)、そのうち十七点の開
板出願をしているのである。  
　堂号　渡世　書肆名　　　蔵板　 刊記　 出願 
　衆星閣◎〇角丸屋甚助　　十三　二十三　十七 
　僊鶴堂◎△鶴屋喜右エ門　十三　　十七　十五 
　山青堂〇●山崎平八　　　　十　　十一 
　文金堂　×河内屋太助　　　九　　十八　　一 
　平林堂〇●平林庄五郎　　　九　　十一 
　木蘭堂　●榎本惣右衛門　　八　　　八 
　同　右〇　榎本平吉　　　〔八　　　八　〕 
　桂林堂　●石渡利助　　　　六　　　八 
　平川館〇●伊勢屋忠右衛門　四　　　九 
　螢雪堂〇　三河屋〓兵衛　　四　　　四 
　耕文堂　　伊勢屋忠右衛門　三　　　三 
　耕書堂◎△蔦屋重三郎　　　三　　　五 
　慶賀堂　●上總屋忠助　　　三　　　三 
　雄飛閣　●田邊屋太兵衛　　三　　　三 
　雙鶴堂△●鶴屋金助　　　　二　　　八 
　柏榮堂〇●柏屋半蔵　　　　二　　　六 
　鳳来堂　●住吉屋政五郎　　二　　　五 
　柏新堂　●柏屋清兵衛　　　二　　　四 
　玉泉堂〇●大和屋文六　　　二　　　三 
　永壽堂◎△西村與八　　　　二　　　三　　二 
　文溪堂〇　丁子屋平兵衛　　二　　　二 
　咬菜堂〇●伊勢屋治右エ門　二　　　二 
　文亀堂　△伊賀屋勘右衛門　二　　　二 
　宇多閣　●本屋儀兵衛　　　二　　　二 
　逍遥堂◎　若林清兵衛　　　一　　十一　十一 
　盛文堂◎　前川弥兵衛　　　一　　　六　　三 
　樂養堂　　大坂屋茂吉　　　一　　　三 
　史籍堂　　關口平右衛門　　一　　　三 
　柏悦堂　●柏屋忠七　　　　一　　　三 
　蘭秀堂　　篠屋徳兵衛　　　一　　　二 
　龍池閣　　中村屋久蔵　　　一　　　二 
　群書堂　　石渡佐助　　　　一　　　一 
　松茂堂　△濱松屋幸助　　　一　　　一 
　松涛館　　中村藤六　　　　一　　　一 
　昌雅堂　　中川新七　　　　一　　　一 
　瑞玉堂◎　大和田安兵衛　　一　　　一　　一 
　榮山堂　　丸山佐兵衛　　　一　　　一 
　文栄堂　×河内屋嘉七　　　一　　　一 
　連玉堂　　加賀屋源助　　　一　　　一 
　北林堂◎　西宮彌兵衛　　　　　　十三　十三 
　文刻堂◎△西村源六　　　　　　　　十　　十 
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　慶壽堂◎　松本平助　　　　　　　　七　　七 
　　　　　×勝尾屋六兵衛　　　　　　七 
　　　　　×植村藤右エ門　　　　　　六 
　層山堂◎　西村宗七　　　　　　　　五　　四 
　　　　　×大野木市兵衛　　　　　　四 
　崇高堂　×河内屋八兵衛　　　　　　三 
　泰山堂◎　竹川藤兵衛　　　　　　　三　　三 
　　　　　　大和屋伊助　　　　　　　二 
　申椒堂◎　須原屋市兵衛　　　　　　二　　二 
　栄邑堂◎△村田屋次郎兵衛　　　　　二　　一 
　東壁堂　×永樂屋東四郎　　　　　　　　　二 
 
　　　＊以下一点の刊記にだけ見られる書肆が三十九あるが、ここでは取
り上げないことにする。 
　また蔵板が二書肆にわたる場合や、相板の場合も重複して勘定してあ
る。 
　一口に初板の刊行に関与した板元といっても、開板出願元と蔵板元、さらには相
板元との間には明確な相違があるようだ。つまり右の表から次の指摘ができるので
ある。 
　まず、開板申請は書物問屋からしか行なわれていないこと▼9、そしてその書物問
屋の中には、出願をして相板元として刊記に名を連ねていながら、蔵板数の少ない
書肆が目に付くことである。すなわち、表の末尾の方にあり◎の付いている西宮彌
兵衛、西村源六、松本平助、西村宗七、竹川藤兵衛、須原屋市兵衛、村田屋次郎兵
衛の蔵板はない。このほか、若林清兵衛や前川弥兵衛、大和田安兵衛も蔵板は一点
しかない。彼らは書物問屋として開板出願をしても刊記に名を連ねただけで、蔵板
元としては明示されていない場合が多いのである。つまり『割印帖』に記された板
元とは、江戸読本の出板に書物問屋が携わったという書類上の記録であり、実質的
な板元は、刊行された本に蔵板元と記されている方なのである。 
　この蔵板元とは、出板経費の大半を出資して板株を所有している書肆のことであ
る。ならば多額の先行投資を必要とした新作企画について、資金調達はもちろんの
こと、流行や読者の要求を充分に検討した上で、どの作家に稿本を依頼し、どの画
工に挿絵を描かせるかなどという、出板に関わる具体的な企画や人選や資金調達な
どをしたのは、ほかでもない蔵板元自身であったはずである。 
　このように考えた上で、いま一度、先の一覧表の冒頭の方に挙げた、数多くの江
戸読本の蔵板元になっている板元(山崎平八、平林庄五郎、榎本惣右衛門、榎本平吉、石渡利
助、伊勢屋忠右衛門、三河屋〓兵衛、上總屋忠助、田邊屋太兵衛等)の渡世を見ると、「●貸本屋
世利本渡世の者にて手広にいたし候者」、それも「〇町々貸本屋世話役」が、その
主体を形成している様子が一目瞭然なのである。 
　以上のことから、文化期江戸読本の実質的な板元は貸本屋であったと結論付けて
よいものと思われる。 
　なお、表の冒頭にある角丸屋甚助と鶴屋喜右衛門は、書物問屋であるにもかかわ
らず、その蔵板数の多さは際立っている。しかし角丸屋が貸本屋世話役でもあるこ
と、また鶴喜が地本問屋でもあることと密接な関連があったと考えれば理解できよ
う。 
　最後に、開板申請した書物問屋と蔵板元の関係で、とくに目に付くものを掲げて
おくことにする。  
開板申請書肆…蔵板元(＊は本人、(　)内の数字は出板点数) 
角丸屋甚助……衆星閣(＊十二)文金堂(三) 
鶴屋喜右衛門…仙鶴堂(＊十一) 
西村源六………平林堂(七) 
若林清兵衛……山青堂(七)文金堂(二) 
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松本平助………木蘭堂(五)慶賀堂(二) 
西宮彌兵衛……桂林堂(四)螢雪堂(二)雄飛閣(二) 
竹川藤兵衛……咬菜堂(二) 
鶴屋金助………平林堂(二) 
　これらの書物問屋と貸本屋の関係が、実際のところいかなるものであったのか
は、いまのところ不明である。しかし書物問屋にとって貸本屋は本来得意先のはず
であった。その貸本屋が出板に進出してきたのに対して、これを系列化しようとい
う意図があったと考えればよいのかもしれない。  
 
　　四　板元としての貸本屋  
　ところで、江戸の出板文化史上における貸本屋の機能については、早くから詳細
な研究が備わっている▼10。当時の貸本屋に関する認識は、よく引かれる例である
が、京伝の読本『雙蝶記』の序文に「板元は親里なり。読んでくださる御方様は壻
君なり。貸本屋様はお媒人なり」とあることから、作者や板元と読者の間にあって
作品の普及や販売を担っていたというものであった。 
　しかし長友千代治氏は、貸本屋の役割は土地柄や文化程度、経済程度等の立地条
件に応じて異なるとし、とくに都市型の貸本屋の役割について、  
貸本屋とは新本や古本を買い入れて商品にし、これを読者に貸して見料を
稼ぐものである。そのため貸本屋は、とくに新本については商品とする本
の作、画にわたって評価、吟味し、読者の反応をさぐり、次にはこれを後
の作品に反映させるよう、要求することがあった。つまり貸本屋は読者を
リードするとともに、制作にも介入したのである。それのみならず、みず
から新版発行を行なうこともあった。 
と説き、さらに『近世物之本江戸作者部類』(以下『作者部類』)の記述から、丹念に貸
本屋の出板事例を取り出している▼11。つまり出板に携わった貸本屋の基本的位置付
け、およびその機能については、すでに余すところなく整理して提示されているの
である。 
　そこで、ここでは貸本屋が出板をしていたことを確認できる別の史料を挙げてお
きたい。出板史の方面では比較的知られていると思われる国会図書館蔵の旧幕引継
文書『類集撰要』である▼12。 
　まず、注目に値するのは、折しもくすぶっていた書物問屋と新興の零細出板業者
(貸本屋)との利権をめぐる争いに乗じて、出板検閲体制の実質的な再編強化が行なわ
れたことである▼13。  
　＜繪入讀本改掛始而被仰付候節＞申渡 
上野町　肝煎名主　源　八　 
村松町　同見習　　源　六　 
鈴木町　同　断　　源　七　 
雉子町　同　断　市左衛門　 
右は近來流行繪入讀本同小冊類年々出板いたし候分行事共立合相改メ禁忌
も無之候得は伺之上致出板候仕來候処已來右改方申渡候間入念禁忌相改差
合無之分ハ已來伺ニ不及出板并賣買共為致可申候。 
但新板書物奈良屋市右衛門方江相伺差圖請來候本は都而是迄之
通取斗候様書物問屋行事共江申渡候間可得其意候。 
右之通被仰渡奉畏候。下本草案永く留置候而は出板之年後ニ可相成候ニ付
成丈致出情相改メ遣し可申旨被仰渡奉承知候。為御請御帳ニ印形仕置候。
以上。 
　　文化四卯年九月十八日 
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右名前四人印　 
書物問屋行事共　 
以上の史料からは、文化四年秋に四人の絵入読本改掛肝煎名主が任命されたことが
わかる。同時に、文化四年九月に記録が開始されている『名目集』が、肝煎名主任
命後の出板記録であることも明らかになった。 
　さて、これに続く同年十月の条を順に見ていくと、書物問屋と貸本屋等の抗争の
様子がわかる。その一部を引用しておこう。 
　　　　一札之事 
一　繪入讀本同小冊類私共仲ヶ間外之者共江上方筋より荷物直積并御當地
仲間外ニ而出板之品行事改を不請近來猥ニ取引致候義有之取締不宜ニ付此
上右躰之儀無之様仕度右は御觸流も有之候様仕度此段各方より御願ニ成下
候様此度私共より書付差出候處右一条は先規仲間内規定も有之候ニ付上方
筋并御當地仲ヶ間外糶本貸本屋共江も能々及懸合得与取極メ可申。其上ニ
而も行届兼候儀有之候ハヽ其節は御取斗方も可有之段被仰聞候ニ付此上我
儘成取斗不仕新板物之儀ハ逸々私共方へ差出候上各方御改を請可申旨夫々
申合せ則別帋之通仲ヶ間外御當地糶本屋貸本屋共并上方直荷引受候者共よ
り私とも方迄一札取置候間右写し差出申候。尤上方筋書物問屋江も直荷物
積送申間敷段追々及懸合候間是又取極次第書面写シ差出可申候。然上は向
後行届可申奉存候得共尚又私共精々心付紛敷繪入讀本無之様可仕候。此段
為御届申上候。以上。 
　　　文化四卯年十月 
九月懸り行事　六人連印 
改掛り名主衆中　　　　　　　　　　　 
　この記録は、『名目集』の「手広にいたし候」貸本屋の末尾にある「右十八人の
者共より書物問屋共え、上方直荷物并に江戸板共改を受す売捌申間敷旨之取極、一
札取置申候」という記述に、ぴったりと符合するのである。 
　つまり、この時点における「手広にいたし候」貸本屋とは、嘉永四年株仲間再興
時の「仮組」に相当するような、仲間株を持っていないだけの、実質的には書物問
屋と変わらない存在であったものとも考えられるのである。さらに記録は続く。 
　　　　以書付御願申上候 
一　繪入讀本并小冊之類去秋中各様方へ改方掛り被仰付候ニ付私共仲間内
は勿論仲間外之者ニ而も開板仕度品ハ先規定之通仲間内之者を相頼草案本
を以私共江差出下見仕各様方之御改ヲ請禁忌有之所ハ委く相改候上開板為
致候。并京大坂ニ而出板之品も私共仲間内へ積下シ候分ハ是又右同様取斗
禁忌有之候得は上方へ申遣し相改候上致商賣候。然ル処上方より仲間外之
本屋江直積下候品ハ不沙汰ニ致商賣候ニ付改方難行届奉存候。尤去秋中各
様方へ申上候之通私共仲間定ニ而上方より仲間外之者へ荷物直積下候義致
間敷旨申合置候処近頃猥ニ相成仲ヶ間外直積下候ニ付猶又去十月中京大坂
行事共江も右之段申遣し并御當地仲ヶ間外之者より上方下リ荷物引受申間
敷一札取置候。然處此度いつまて草四冊七福七難圖會五冊浦青梅二冊同後
編二冊仲間外新右衛門町上総屋忠助方へ上方より荷物積送不沙汰ニ致商賣
候。去冬一札まて差出置右躰之儀有之候而は自然禁忌之品も賣捌候様相成
取締不宜奉存候。依之何卒仲間外之者上方より荷物引受不申様、御觸被成
下并京大坂書物屋共江も御當地仲間外之者へ荷物積下し不申様ニ為仰付候
ハヽ取締も宜且は仲間内之者も商内手廣ニ相成問屋株之規模も有之仲間一
同難有仕合奉存候。何卒仲間外之者共へ御觸被成下并上方書物屋共へも右
之段被仰渡候様御願被下度此段各様迄御願申上候。以上。 
　　　文化五年辰二月 
書物問屋　　　 
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須原屋茂兵衛　 
代　儀左衛門　 
山崎　全兵衛　 
竹川　藤兵衛　 
去卯九月行事　　　　 
　 西村源六　 
繪入讀本改懸り肝煎名主中　　　　　　 
　書物問屋は、かなりの危機意識を持って貸本屋の出板取り締りを嘆願したようで
あるが、これもまた『名目集』の、石渡利助と上總屋忠助に関する「此両人書物屋
外ニ而上方直荷物引請候者」という記述に対応しているのである。 
　以上の『類集撰要』の記事から『名目集』の記述を裏付けることができる。つま
り、貸本屋等が出板に携っていたのみならず、上方の書肆と直接取引をして上方出
来の絵入読本類を改めを受けずに売り捌いていたという事実が明らかになったので
ある。 
　ところで、決して資本の豊かではないと思われる貸本屋が、少なからざる先行投
資▼14を必要とし、かつ多大なリスクの伴う出板という事業に乗り出すためには、ど
うしてもスポンサーが不可欠であったと思われる。この資金源については資料が見
つからず、残念ながら明らかにすることができないでいる。しかし資金調達や開板
申請を依頼する書物問屋との交渉に際しては、説得力のある魅力的な企画を提出す
ることはもちろん、信頼できる営業力をも示さなければならなかったはずである。
その点きちんと組織された貸本屋の世話役は、客の評判はもとより貸本屋たちの意
見をも吸収して、流行に関する情報分析などを容易にできる立場であっただろう。 
　そして何よりも大切なのは、売れそうな作者に企画通りの稿本を遅滞なく貰うこ
とであった。とくに流行作者の信頼が得られないとうまくいかないのである。京伝
から三年もの間『浮牡丹全傳』の稿本を貰えなかったため、先行投資が回収できず
に潰れてしまった貸本屋住吉屋政五郎の例(『作者部類』)を見れば、この推測があなが
ち的外れでないことが知れよう。しかし資金力のない板元は、潤筆や画料の安い作
者や画工しか使えなかったのである。自画作や板下筆耕の作品が目に付くのも、こ
のような経済的背景があったからではなかろうか。 
　こうして推測してみると、現代の出版事情とあまり変わらないように思えてく
る。製作者としての板元が持ち込んだ企画を、いかに自分の書きたい材料に合致さ
せて書くかという程度に作家の裁量範囲は限られていたと考えたい▼15。場合によっ
ては、いくつかの江戸読本序文に見えるように、粉本を渡されることさえも珍しい
ことではなかったと思われる。とくに二流作家になれば、なおさら板元からの細か
い注文が多かったはずである。  
 
　　五　貸本屋の出板  
　鶴屋喜右衛門については別の問題を孕んでいるので次節で述べるとして、ここで
は主な貸本屋ごとに出板傾向を整理して、その特徴を見ておくことにしたい。 
　まず、書物問屋で貸本屋世話役でもあった麹町平川町二丁目家主、衆星閣角丸屋
甚助は、一般学問教養書にも従来物にも積極的に手を出し、文化期に急成長した書
肆である。馬琴の『作者部類』によれば、以前は下駄屋をしていたという。江戸読
本の出板に関して注目すべきは、次に掲げるように出板した読本のすべてに葛飾北
斎を画工として使っている点である。 
　復讐竒話・繪本東〓錦　　　　小枝繁　北斎　文化二年正月 
　新編水滸画傳初編初帙　　　　　馬琴　北斎　文化二年九月 
　春宵竒譚・繪本璧落穂前編　　小枝繁　北斎　文化三年正月 
　そのゝゆき　　　　　　　　　　馬琴　北斎　文化四年正月 
　新編水滸画傳初編後帙　　　　　馬琴　北斎　文化四年正月 
　春宵竒譚・繪本璧落穂後篇　　小枝繁　北斎　文化五年正月 
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　斐〓匠物語　　　　　　　　　六樹園　北斎　文化六年正月 
　假名手本・後日之文章　　　　　焉馬　北斎　文化六年正月 
　忠孝潮來府志　　　　　　　　　焉馬　北斎　文化六年正月 
　經島履歴・松王物語　　　　　小枝繁　北斎　文化九年正月 
　寒燈夜話・小栗外傳　　　　　小枝繁　北斎　文化十年正月 
　寒燈夜話・小栗外傳　　　　　小枝繁　北斎　文化十一年正月 
　寒燈夜話・小栗外傳　　　　　小枝繁　北斎　文化十二年正月 
　こうして見ると、江戸読本の初期から文化末までコンスタントに出板を続けてい
ることがわかる。また、上方との相板も多いようだ。しかし、『そのゝゆき』の板
行に関わる米輔の一件(『作者部類』参照)で馬琴の不興を買い、『そのゝゆき』後編は
もちろんのこと、以後の馬琴の読本は出板できなくなってしまったが、小枝繁をは
じめとする作者等の稿本を得て、そのすべてを北斎に描かせている。また京伝とも
うまくいかず、京伝読本の刊行にはまったく関与できなかった。 
　とかく問題ばかりを起こした甚助について「人格の問題のようでもある」▼16とも
いわれているが、北斎との関係はよかったようである。文化後半には、かなり筆料
が高くなっていた北斎を使っている点から、読本の挿絵は北斎でなければ、という
強い思惑が感じられる。そして何より、江戸読本の板元としては一番多数の本の刊
行に関わっており、大坂の書肆と提携して懸命に鶴喜等に対抗したものと思われ
る。その程度が急激に過ぎて人気作者からは疎まれたが、ほかの作者を得て着実に
江戸読本流行の一端を担ったのである。 
　なかでも小枝繁との関係には注意すべきである。その処女作『繪本東〓錦』は江
戸読本流行の兆しに乗じた企画であり京伝の『安積沼』との密接なる交渉が指摘さ
れているが▼17、この早い時期に江戸読本を執筆できる作者を世に出した功績は、紛
れもなく角丸屋甚助のものである。また『新編水滸画傳』の企画も決して悪いもの
ではなかった。幸か不幸か馬琴は手を引いてしまったが、高井蘭山を得て完結させ
たのである。そして、これもまた北斎の筆であった。 
　貸本屋世話役の平永町代地元右衛門店、山青堂山崎平八も特徴のある本屋であ
る。作者の中でも柳亭種彦との繋がりが強かったと見え、その作品の過半はこの書
肆から発兌したものである。  
　繪本加々見山列女功　　　川関楼主人　なし　享和三年三月 
　近世怪談霜夜星　　　　　　　　種彦　北斎　文化五年正月 
　唐金藻右衛門金花夕映　　　　　谷峨　北嵩　文化六年正月 
　淺間嶽面影草紙　　　　　　　　種彦　北嵩　文化七年正月 
　加之久全傳香篭艸　　　　　　　谷峨　豊国・国房　文化八年正月 
　淺間嶽面影草紙後帙逢州執着譚　種彦　北嵩　文化九年正月 
　綟手摺昔木偶　　　　　　　　　種彦　重信　文化十年正月 
　美濃舊衣八丈綺談　　　　　　　馬琴　北嵩　文化十年十一月 
　南總里見八犬傳　　　　　　　　馬琴　重信　文化十一年十一月 
　南總里見八犬傳第二輯　　　　　馬琴　重信　文化十三年十二月 
　特徴的なのは文化五年以降に主たる出板活動が見られる点で、几張面にほぼ一年
に一作のペースで出している。梅暮里谷峨の作品が二種あるが、作風が種彦に似て
いなくもない。また画工に蘭斎北嵩を使っているのは山青堂だけである。重信との
関係も気になる。 
　何よりも特筆すべき点は、最後までは続かなかったものの、江戸読本を代表する
不朽の名作『南總里見八犬傳』板行の口火を切ったことである。平林堂から譲られ
た企画であったが、これ以前の馬琴読本は『美濃舊衣八丈綺談』だけしかなく、い
わば実績のない板元であった。文化末から文政以降に読本が長編化していくに伴っ
て板元地図も大きく変動していくが、その一端を示した事例である。 
　貸本屋世話役の本所松坂町家主、平林堂平林庄五郎が出したのは、すべて馬琴の
作である。  
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　繍像復讐石言遺響　　　　　　　馬琴　北馬　文化二年正月 
　椿説弓張月前篇　　　　　　　　馬琴　北斎　文化四年正月 
　敵討裏見葛葉　　　　　　　　　馬琴　北斎　文化四年正月 
　椿説弓張月後篇　　　　　　　　馬琴　北斎　文化五年正月 
　椿説弓張月續篇　　　　　　　　馬琴　北斎　文化五年十二月 
　椿説弓張月拾遺　　　　　　　　馬琴　北斎　文化七年八月 
　椿説弓張月殘篇　　　　　　　　馬琴　北斎　文化八年三月 
　青砥藤綱摸稜案　　　　　　　　馬琴　北斎　文化九年正月 
　青砥藤綱摸稜案後編　　　　　　馬琴　北斎　文化九年十二月 
　何よりも文化二年に『石言遺響』を出した点は注目すべきである。江戸読本に
とっても馬琴にとっても、まだ手探りの状態である未開のジャンルであったからで
ある。また後に『椿説弓張月』を流行させ、馬琴北斎のコンビを定着させた功績も
決して小さいものではない。この実績からであろうか、馬琴の信頼していた数少な
い板元の一つであったことが『作者部類』の記述からうかがわれる。蔵板の中には
京伝の『昔話稲妻表紙』などのように、別の板元から板株を買って後印している本
もある。 
　貸本屋世話役の深川森下町治助店、木蘭堂榎本惣右衛門、同平吉もやはり馬琴作
が多い板元である。 
　三七全傳南柯夢　　　　　　　　馬琴　北斎　文化五年正月 
　阿波之鳴門　　　　　　　　　　種彦　北斎　文化五年正月 
　由利稚野居鷹　　　　　　醉月庵主人　北斎　文化五年正月 
　阿旬殿兵衛實實記　　　　　　　馬琴　豊広　文化五年十一月 
　常夏草紙　　　　　　　　　　　馬琴　春亭　文化七年十二月 
　三七全傳第二編・占夢南柯後記　馬琴　北斎　文化九年正月 
　絲櫻春蝶竒縁　　　　　　　　　馬琴　豊清・豊広　文化九年十二月 
　皿皿郷談　　　　　　　　　　　馬琴　北斎　文化十二年正月 
　惣右衛門と平吉との関係はよくわからないが、同住所同号であり常に刊記に並ん
で見えているので、あるいは血縁関係ではないかと思われる。ただし惣右衛門は
「手広に致し候貸本屋」であるが、平吉の方は貸本屋世話役をしている。目立たな
いが中堅の板元として比較的売れゆきのよい作品を出した書肆である。 
　右表中『由利稚野居鷹』は馬琴作として予告広告のあった作品であるが、いかな
る事情があったのか無名作者の手になったものである。なお『名目集』には、作中
の蒙古退治の一条が、時事問題に触れるとして差し留められた様子が記されてい
る。 
　貸本屋である青物町、桂林堂石渡利助は書物問屋からもっとも攻撃された板元で
ある。馬琴の作はなく、振鷺亭と談洲楼焉馬の作品の板元となっている。 
　繪本敵討・待山話　　　　　　　焉馬　豊国　享和四年正月 
　春夏秋冬春編　　　　　　　　振鷺亭　豊国　文化三年正月 
　千代曩媛七變化物語　　　　　振鷺亭　北馬　文化五年正月 
　俊徳麻呂謡曲演義　　　　　　振鷺亭　北馬　文化六年正月 
　忠孝潮來府志　　　　　　　　　焉馬　北斎　文化六年正月 
　陰陽妹脊山　　　　　　　　　振鷺亭　北斎　文化七年正月 
　この内で、焉馬の『待山話』と振鷺亭の『春夏秋冬』とは、江戸読本中では珍し
く挿絵に役者似顔を用いている▼18。そのせいで似顔の得意な豊国に描かせているの
であろう。振鷺亭との関係も気になるところであるが、この登場人物のほぼ全員に
似顔を使うという企画は、どうも板元の発案ではなかったかと思われる節がある。
江戸読本にはふさわしくない趣向であったためか、ほかではあまり見られない趣向
だからである。 
　ところで、少しく奇妙なことではあるが、前掲の『外題鑑』の板元でもある貸本
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屋世話役の小伝馬町弐町目家主、文溪堂丁子屋平兵衛が刊行に関わっていた江戸読
本は、 
　復讐古實・獨揺新語　　　熟睡亭主人　榮松齋長喜　文化五年正月 
　月宵鄙物語　　　　　　　　四方歌垣　柳々居辰齋　文化七年正月 
　天縁竒遇　　　　　　　　　神屋蓬洲　同人文化九年正月 
の三点に過ぎない。文政天保期には上方の河内屋一統と組んで、『南總里見八犬
傳』をはじめとする長編読本や人情本の板元として大活躍をするのであるが、文化
期には貸本屋世話役として資本を貯めていたのであろうか、無名作者の読本を筆料
の安い画工に描かせているに過ぎない。とりわけ神屋蓬洲は、画工はもちろんのこ
と筆耕まで自分でやってのけた、安上がりな作者である。 
　いま見てきた以外にも、たとえば出板企画を知る手掛りとして、広告から得られ
る情報も有益である。作品の成立を巡って趣向(典拠や構想)の受け渡しが行なわれたこ
とが推測できる場合もある▼19。また刊記などの隅に小さく「傭筆」と記されている
筆耕、すなわち板下の浄書をした者に関する情報も見逃せない。 
　たとえば『石言遺響』には二～四巻の筆耕として「濱枩幸助」と見える。彼は
『繪本東〓錦』の板元松茂堂で、このほかにも馬琴の中本型読本『曲亭傳竒花釵
兒』(享和四年)などを出している。また、数少ない馬琴の門人の一人である節亭琴驢
(岡山鳥)も筆耕をしながら戯作を学んだようで、次の諸作に見えている▼20。 
　新累解脱物語　　　　　　　　　　　島五六六 
　頼豪阿闍梨恠鼠傳　　　　　　　　　節亭琴驢 
　由利稚野居鷹　　　　　　　　　　　節亭琴驢〔校正〕 
　復讎竒語・雙名傳前篇　　　　　　　節亭琴驢(馬琴の序末) 
　報怨珎話・とかえり花　　　　　　　岡山鳥 
　忠兵衛梅川赤縄竒縁傳・古乃花双紙　岡山鳥 
　夢想兵衛胡蝶物語　　　　　　　　　序跋・岡山鳥 
　昔語質屋庫　　　　　　　　　　　　嶋岡節亭 
　常夏草紙　　　　　　　　　　　　　嶋岡節亭 
　馬夫與作乳人重井・催馬樂竒談　　　神田丹前住・岡山鳥 
　三七全傳第二編・占夢南柯後記　　　嶋岡節亭 
　青砥藤綱摸稜案　　　　　　　　　　岡節亭 
　このほかに、石原駒知道二十点、近田中道(千形仲道)十五点、鈴木武筍(皎窓武筍)十五
点、橋本徳瓶四点などがある▼21。このように、江戸読本の出板現場に関わる人物の
関係も見えてくるのである。 
　順を追って主な板元に関して詳細に見てきたが、個別の書肆と作者や画工との関
係についても一覧表にすることによって一目瞭然になった。そこからは、板元とし
ての貸本屋にはそれぞれ特徴があり、企画や営業の手腕を発揮していた様子がうか
がえたものと思う。 
　また、丁子屋平兵衛板『外題鑑』が企画そのものからして貸本屋の需要によるも
のであり、蔵板元である貸本屋によって編まれた江戸読本カタログなのであった。 
　以上、『外題鑑』を手掛りとして文化期の江戸読本を俯瞰し、おもに板元に焦点
を当てて見てきた。いきおい作者の位置については、受動的な側面を強調する結果
になってしまった。一見うしろ向きの見解のようではあるが、出板機構の内部で著
述をすることの外面的な規制の実態を、一旦は確実に押さえておかなければならな
いと思う。なぜなら、馬琴の『作者部類』における口吻を額面通り受け取り、作者
が板元を牛耳って思い通りのものを書き与えていたかの如き感覚では、正しい判断
を下すことはできないからである。 
　長友氏が「近世文学、ことに第二文芸といわれるような庶民文芸は、このような
本屋が主導権を取りつつ、作者や周辺との緊張関係の中で産み出されてきた」▼22と
説くように、板元を中心にした商業ベースに乗らなければ江戸読本の著述は不可能
だったのである。だが同時に、その一定の枠の中では、作者の手腕にすべてがか
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かっていたともいえ、またそれだからこそ、板元には作者の魅力を引き出すための
製作者(プロデューサ)としての手腕が不可欠なのであった。 
 
注 
▼1 引用は都立中央図書館蔵の資料によった。なお、横山邦治編『為永春水編 増
補・外題鑑』(和泉書院影印叢刊、和泉書院、一九八五年)の巻末折込みとして影印復刻され
ている。 
▼2 ここでいう「中形のよみ本」は滑稽本を指し「仇討等の冊子」の方が中本型読
本を指していると考えられる。 
▼3 天保九年に為永春水編『増補・外題鑑』が出されているが、あくまでも「増
補」であって、予告された後編とは別の意図で編まれたものと思われる。なお、こ
の増補版の成立については、鈴木圭一「資料報告『書林文渓堂藏板目録』・『東都
書林文渓堂藏版中形繪入よみ本之部目録』－『増補・外題鑑』成立の一過程－」
(「読本研究」四輯下套、渓水社、一九九〇年)に詳しい。 
▼4 もちろん完全に網羅しているわけではなく、『忠婦美談・薄衣草紙』(津川亭作、
文化八年、西村源六板)など若干の洩れもある。また、上方の作者であるから純粋な江戸
読本ではないが、中川昌房『小説東都紫』(文化四年三月、石渡利助・上総屋忠助板)など
も、やはり江戸書肆のみが発兌している。 
▼5 『名目集』は「国文学論叢一輯 西鶴－研究と資料－」(慶応義塾大学国文学研究会編、
至文堂、一九五七年)に松本隆信氏の手によって紹介されており、『割印帖』は朝倉治
彦・大和博幸編『享保以後・江戸出版書目(新訂版)』(臨川書店、一九九三年)に翻刻されて
いる。書誌書目シリーズ10『江戸本屋出版記録(上中下)』(ゆまに書房、一九八四年)は『割
印帖』の影印復刻。 
▼6 具体的な調査結果については本書第一章第三節に掲げた。 
▼7 『北齋讀本插繪集成』全五巻(美術出版社、一九七三年)に、その全貌が明らかにされ
ている。 
▼8 一般に読本の蔵板元は初板本の見返しに記載されていることが多い。刊記に
「梓行」などと蔵板元が明記されている本もあるが、複数の書肆が並び、その中で
蔵板元が不明の場合には、やはり見返しによらなければならない。また刊記や見返
しを欠く場合でも、広告の蔵板書目や序文中の記述、まれには柱刻などから蔵板元
が知れることもある。 
▼9 大坂の板元である文金堂河内屋太助からの開板申請が一件見られるが、上方の
本屋の場合は江戸の書物問屋を売出し元として申請したものと思われる。 
▼10 濱田啓介「馬琴をめぐる書肆・作者・読者の問題」(『近世小説・営為と様式に関する
私見』、京都大学学術出版会、一九九三年、初出は一九五三年)、前田愛「出版社と読者－貸本
屋の役割を中心として－」(『前田愛著作集』二巻、筑摩書房、一九八九年、初出は一九六一年)、
広庭基介「江戸時代貸本屋略史」(「図書館界」、一九六七年一～三月)、長友千代治「行商
本屋・貸本屋・読者」(『近世の読書』、青裳堂書店、一九八七年、初出は一九八〇年)など。 
▼11 長友千代治『近世貸本屋の研究』(東京堂出版、一九八二年)。 
▼12 拙稿「『類集撰要』巻之四十六－江戸出板史料の紹介－」(「読本研究」二輯下套、
渓水社、一九八八年)。 
▼13 佐藤悟氏は「読本の検閲―名主改と『名目集』―」(「読本研究」六輯上套、渓水社、
一九九二年)で、拙稿を引き「高木のいう検閲態勢の強化のため、改の主体が町年寄か
ら町名主に移管されたという点」に疑問を呈し、単に事務処理の軽減策であり「少
なくとも改正した側には検閲強化の意図はなかったと思われる」と指摘し、にもか
かわらず名主の自己規制が働いて「結果的にはこの改制度の改正が検閲の強化に
なったとする高木の指摘は正しい」と述べている。佐藤氏が指摘する通り、確かに
「体制側の意図」ではなかったと思われる。ただし、『京都書林行事上組済帳標
目』(書誌書目シリーズ５『京都書林仲間記録』五、ゆまに書房、一九七七年)の「文化四年卯九月
より同五年辰正月迄」の箇所に、 
　一　繪入讀本類別段嚴重御吟味ニ付江戸より書状到来返状候写之 
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　一　江戸仲ヶ間外ニ直賣致間敷旨一統相觸候一件 
などとあるのを見るにつけても、文化四年九月の改め制度改変に関する現場側の認
識は「別段厳重御吟味」、すなわち実質的には＜検閲の再編強化＞だったのであ
る。 
▼14 前述した濱田氏の調査によれば、読本二十五丁五冊を発行するのに八十両ほど
の元手を必要とするという。おそらく、この元手は先行投資しなければならなかっ
たはずである。 
▼15 内田保廣「曲亭馬琴－作家の成立－」(「解釈と鑑賞」、至文堂、一九七九年八月)。 
▼16 長友千代治『近世貸本屋の研究』(前掲)。 
▼17 鈴木敏也「小枝繁の處女作から京傳を眺める」(「国文学攷」二巻一輯、広島大学国語
国文学会、一九三六年四月)。 
▼18 向井信夫「古書雑録(五)－元文曾我と「絵本敵討待山話」－」(「愛書家くらぶ」九
号、一九六九年五月)。 
▼19 拙稿「江戸読本の新刊予告と＜作者＞－テキストフォーマット論覚書－」(「日
本文学」、日本文学協会、一九九四年十月)。 
▼20 『とかえり花』の巻末に、岡山鳥作として三作の読本が予告されているが管見
に入っていない。なお、岡山鳥については本書第四章第四節参照。 
▼21 ここには出てこないが、後に松亭金水が筆耕から作者になっている(拙稿「近世後
期の出板界」「日本古典文学会々報」117、一九九〇年)。また、彫工に関しても、菊地茂兵衛
は式亭三馬の父親であるし、朝倉力蔵は東西庵南北と名乗って戯作を始める(拙稿「も
う一人の南北」「近世部会会報」７、日本文学協会近世部会、一九八四年)。 
▼22 長友千代治「本屋の貸本、貸本屋の出版」(前掲『近世の読書』所収、初出は一九八一
年)。 
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『江戸読本の研究』第一章 江戸読本の形成 
 
第二節 江戸読本の形成 －板元鶴屋喜右衛門の演出－ 
高　木　　元
 
　　一　文学史の記述 
　ここでは文化初頭の江戸読本史を説く際に必ず触れられる京伝と馬琴の競作状況
について、従来の文学史書の記述を検討してみよう。 
　まず、藤岡作太郎『近代小説史』▼1には、 
其作品の間に二者の競爭の現はれたるを見ざるべからず。即ち讀本にあり
ては、京傳は既に得たる名聲を維持せんとし、馬琴は之を超えんとす。
こゝに於て二人の間に競爭あり、其の作を見るに、彼は此より取り、此は
彼を取り、而も互に一歩を進んとする哀情歴歴として現はる。 
と記されている。文化初年に刊行された両者の読本に見られる趣向の模倣(相似)を根
拠に、お互いの意識的な競争であると述べるのである▼2。 
　一方、鈴木暢幸『江戸時代小説史』▼3には、 
當時の大家たる京傳を目標として、彼の地位に近づき、或はかれに優らん
として努力する様になつて來た。京傳も亦彼を一敵手として兩々並に競爭
したかの如き觀がある。さればその趣向も自然相似た所もあり、又互に他
の作の趣向を摸擬せる所もあつた。 
と、一敵手という言葉を使っているが、ほぼ藤岡氏と同様の見解が示されている。 
　ところが、重友毅氏は「京傳・馬琴の對立と江戸讀本の成型」▼4で、 
共に讀本界の覇者を目指して進んで來た競爭意識が、機を得てこゝに爆發
した……一擧にその勝敗を決したものは、實に『雙蝶記』一篇の失敗にあ
つた。 
などと、過剰な感情移入を伴った大層修辞的な叙述によって、現象としての競争状
況を、感情的な対立として解釈し、さらに勝敗の問題とするに至ったのである。さ
らに同氏は、『日本近世文學史』▼5でも、  
この勝負が、結局はかれの敗退に終るであろうことが豫感せられるに及ん
で、その苦惱はいよいよ深まってゆくのであって、この素質の問題と精神
的な負い目とが、ついにかれをしてこの領域での大成を見ることなく終ら
しめるのである。 
と、町人と武士という出自に関する潜在意識にまで踏み込んで述べているのであ
る。 
　これら重友氏の京伝馬琴対立論は、江戸読本の形成史を語る時の暗黙の前提に
なってしまった嫌いがあり、以後文学史の通説として大部分の文学史書が、京伝と
馬琴の対立抗争によって江戸読本が成立し、馬琴が勝って京伝が負けたかのごとく
記述しているのである▼6。 
　たとえば、前田愛『日本の近世文学』▼7には次のようにある。 
かつて師弟関係にあった京伝と馬琴ははげしい競り合いを演ずることにな
る。……『南総里見八犬伝』は、馬琴の勝利と京伝の敗北を決定的に印象
づけるのである。 
　表現としては、あるいは「演ずる」などというのが一番ふさわしいのかもしれな
い。それにしても＜勝利＞とか＜敗北＞という修辞には馴染めない。文学史の記述
に過剰な感情移入や修辞は不必要だと思うからである。まして、それが事実誤認に
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基づいた脚色だとしたら、なおさら看過するわけにはいかないのである。 
 
　　二　鶴屋喜右衛門の演出  
　ここで、前節で取り上げた資料の続きを見てみよう。 
　書物問屋であり地本問屋でもあった通油町八右衛門店、僊鶴堂鶴屋喜右衛門は、
蔦屋重三郎と共にいわば江戸読本流行の火付役とも仕掛人ともいえる書肆である。
その読本出板は文化五年までしか見られないが、『忠臣水滸傳』以降の京伝作の半
数以上を出板し、また馬琴の初期作も手掛けている。 
　　忠臣水滸傳前編　　　　　　京伝　重政　寛政十一年十一月 
　　忠臣水滸傳後編　　　　　　京伝　重政　享和元年十一月 
　＊復讐安積沼　　　　　　　　京伝　重政　享和三年十一月 
　＊優曇華物語　　　　　　　　京伝　武清　文化元年十二月 
　＊復讐奇談・稚枝鳩　　　　　馬琴　豊国　文化二年正月 
　＊櫻姫全傳曙草紙　　　　　　京伝　豊国　文化二年十二月 
　＊源家勲績・四天王剿盗異録　馬琴　豊国　文化三年正月 
　＊善知安方忠義傳前編　　　　京伝　豊国　文化三年十二月 
　＊墨田川梅柳新書　　　　　　馬琴　北斎　文化四年正月 
　　梅之與四兵衛物語梅花氷裂　京伝　豊国　文化四年二月 
　　松浦佐用媛石魂録　　　　　馬琴　豊廣　文化五年正月 
　＊頼豪阿闍梨恠鼠傳　　　　　馬琴　北斎　文化五年正月 
　資金力のある書物問屋の貫禄か、書名の上に＊を付けて示したように、単独で出
板したものが多いのが特徴である。 
　とくに注意すべきは、文化元年から四年にかけての刊行順序で、京伝の『優曇華
物語』を文化元年十二月に、馬琴の『稚枝鳩』を文化二年正月に出している。この
二作は、共に文化二年春の新板という意識で出されたもので、以下同様に、文化三
年の新板として『曙草紙』と『剿盗異録』を、文化四年の新板として『善知安方』
と『梅柳新書』を出すのである。京伝作にやや敬意を表して十二月に、馬琴作を正
月にという具合に、両人の新板をぶつけて巧みに競作状況を作り出している様子が
よくわかる。 
　実際の売り出し時期と刊記の日付とが、若干ずれていたであろうことは容易に想
像できるのだが、二大作家の新板をあえて同年同月としていない点に、板元の作為
が存すると考えられる。 
　すなわち、京伝と馬琴とによる競作状況は、江戸読本を流行させるために板元で
ある鶴屋喜右衛門が意図的に演出(プロデュース)したものと考えるべきなのではないだ
ろうか。だとすれば、この競作状況を、ただちに京伝と馬琴との対立競争意識の反
映として説明してきた従来の文学史には、いささか問題がある。 
　おそらく、この説を敷衍した江戸読本の成立を説き続ける限り、京伝馬琴以外の
読本作家たちとその作品、および読本の刊行をめぐる板元の演出など、大きな枠組
としての出板界の様子が覆い隠されてしまう危険がある。とくに京伝読本を評価す
る場合には、この対立抗争説という文学史の呪縛から自由な、そして勝ち負けとは
別の新たな視座が必要になるはずである▼8。 
 
　　三　京伝馬琴不和説の検討  
　ところで、藤村作『國文學史總説』▼9を見ると、 
(馬琴は)黄表紙を去つて讀本を出し、京傳を凌駕して一流の讀本作者となつ
た。而して後には京傳の女らしい嫉視や、馬琴の傲岸な利己的な不人情の
ため不和になつたのであつて、京傳が歿した時にはその葬式にも參列しな
かつた。 
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と、根拠のない人物像の憶断から性急な不和説を立てているが、競作状況を説明す
る際に用いられたこの京伝馬琴不和説は、だいぶ歪められたものなのではなかろう
か。 
　そもそも、この説は馬琴の記した京伝の伝『伊波伝毛之記』(写本)や文壇史『作者
部類』(写本)と、京伝の弟京山の『蜘蛛の糸巻』(写本)や『蛙鳴秘抄』(写本)などに記さ
れた両者の誹謗中傷が紹介されるに至って形成されたのである。馬琴の側の発言は
あっても、京伝本人の記述がないことにも注意すべきである。そして、これらはす
べて写本として伝存されてきたもので、本来ならば秘匿され他見の及ばない私的な
雑記であったはずである。もっとも、だからこそ本音が綴られているともいえる
が、さらに裏返せば事実でないことを書いておくことも可能であったはずである。 
　従来の研究史において、馬琴の私生活がうかがえる日記や家記書翰類の資料紹介
が先行したせいで、馬琴の人物像が固定化されたのかもしれないが、いずれにせよ
近代になってから作られた逸話に過ぎず、残されたテキストの読解に際しての先入
観としては無用な情報であろう。 
　有名な逸話であった北斎馬琴の絶交説が、鈴木重三氏の「馬琴読本の挿絵と画
家」▼10によって否定された前例もあり、馬琴と京山の記したまことしやかな逸話な
どもたしてどこまで信じてよいものであろうか。 
 
　　四　京伝馬琴の口上書  
　さて、ここに二人の関係を知る上で有効な史料がある。これは文化中期の江戸読
本に関しても、大変に重要な意味を持ったものである。 
　新たな出板統制の一環として、文化四年九月に四人の絵入読本改掛肝煎名主(和
田・斉藤・佐久間・村松)が任命され、直接検閲制度が確立したことはすでに述べた。そ
の名主たちは仕事始めとして、当時の人気作者山東京伝を参考人として呼び「著述
の仕方」を尋ね、草紙読本類吟味の内意を聞かせている。この内意の問題点は「近
来別して剛悪の趣意を専一に作り設け、殺伐不祥の絵組のみを取合わせ候類」とい
う一点であった▼11。その後、文化四年十一月二十八日付で、京伝と馬琴の連名によ
り、名主の一人和田源七宛に口上書を提出している▼12。 
　　　　　内々以書付申上候覚 
一　私共廿年來草紙讀本類著述仕來候ニ付少々宛之作料所得も御座候而傍
生活ニも相成候ニ付是迄毎年板元之書林共より被相頼候得は新作仕遣し申
候然処今般御四ヶ所様右讀本類禁忌御改之蒙　仰候ニ付京傳被召呼著述仕
方御内意被仰聞難有奉存候。依之私共両人平生心得罷在候後御内々達御聞
置申度左ニ口上書を以申上候。 
一　草紙讀本類之義ニ付先年町御觸有之候後堅相守猶又其時々之流行風聞
等之儀ハ決而書著し不申第一ニ勧善ン懲悪を正敷仕善人孝子忠臣之傳をお
もに綴り成丈童蒙婦女子之心得ニも可相成儀を作り設可申旨心掛罷在候。
尤前廣ニ著述仕候本類板元江相渡し程經候而書林行事共より伺ニ差出候砌
不斗著述後之流行風聞ニ合候義有之此義ハ不用(本ノマヽ)ニ而暗合仕候故不
及申候得共是以心付候分は早速相改メ申候併猶以心付不申義も可有之旨毎
度恐入奉存候事。 
一　禁忌御附札之趣第一ニ相守縦板下認候而も其板元江精々申請写本不及
申入木直しニ至迄職人を私共宅江相招差圖仕候而急度為改申候尤賣得ニ迷
ひ私共申候儀を相用不申板元御座候得共相断翌年より著述之藁本相渡不申
様ニ申談置候事。 
一　私共両人は年來相互ニ申合不行届所は無腹蔵申談候。此義先年京傳蒙
　御咎候ニ付當人ハ不及申馬琴義も同様相慎ミ罷在候得共外作者共ハ行届
不申も有之候哉近來別而剛悪之趣意を専一ニ作設ヶ殺伐不祥之繪組而已を
取合候類有之。右は先々賣捌方も格別宜由及承私共成丈ヶ右躰之書入繪組
相省キ候而著述仕候本類は却而賣方不宜由ニも御座候間無拠少々宛右躰之
繪組等差加江候儀ニ御座候。然共勧善懲悪之趣意は取失ひ不申様心懸ヶ申
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候。然処先日京傳被召呼御内意之趣近來草紙讀本之作風兔角剛悪殺伐不祥
之繪組等多候而不宜候間私共両人申合せ右作風變候様ニ仕可然旨被仰聞御
尤ニ奉存候乍併前書申上候通繪組書入等剛悪不祥之類多草紙讀本ハおのつ
から賣捌も宜敷候ニ付著述仕候者共一同右之風義を似せ候事ニ御座候間私
共両人而已相慎候而も中々右躰之作風變候義は有之間敷奉存候。依之何卒
渡世仕候作者共并画師共被召呼向後草帋讀本類右格別剛悪之儀甚敷不祥之
儀格別殺伐之儀道ニ外れ候天災火難之繪組等堅相慎ミ書著不申様一統江被
仰渡被下度奉存候。左様無之候而私共両人御内意之趣を以諷諫仕候而も執
用申間敷奉存候。右一統江被仰渡候ハヽ私共并渡世ニ仕候作者画師共寄合
仕來秋より出板之作風殺伐不祥之儀成丈相省キ候様ニ申談一同相慎候様ニ
可仕候右一同ニ相慎ム様ニ相成候ハヽ乍憚私共両人平生之心掛ニも相應仕
剛悪殺伐不祥之繪組等差加不申候而も外の並々賣捌可申旨難有奉存候。依
之内々口上書を以申上候。以上。 
　文化四卯年十一月廿八日 
京傳事　京　屋　傳　蔵　 
馬琴事　瀧澤　清右衛門　 
和田源七様　　　　　　　　　 
　　　　右書面差出候由尤印形ハ無之候 
　まさに「幕府権力への迎合を余儀なくされた作者の創作態度をよく物語ってい
る」▼13のである。しかし、速断はできないものの、これを境にして作風が一転した
とも思えない。気が付く変化といえば、京伝がしばらく読本を書かなかったこと
と、鶴屋喜右衛門が読本から手を引いたことである。 
　この文化四年の十一月頃には文化五年の新板が出来しつつあり、京伝には執筆中
の読本はなかったようだが、馬琴は『頼豪阿闍梨恠鼠傳』前編の跋文などを書いて
いる。また、すでに馬琴の作品数が京伝を上回っている時期でもある。 
　このような背景において、京伝と馬琴が連名で口上書を提出した点が大層興味深
いのである。どこから見ても、競争意識をむき出しにして対立抗争している二人の
姿はうかがえない。むしろ、最初に呼び出された京伝が馬琴に相談を持ちかけて、
公儀に対してそれなりの共同戦線を張ったと考えたい。つまり寛政の改革で痛い思
いをした京伝が危機感を持ち、馬琴と共に迎合的な創作態度を表明しておいたので
あろう。 
　さて、文中「絵組み書き入れ等、剛悪不祥の類多き草紙読本は、自ずから売り捌
きも宜敷く候に付き、著述仕り候者共、一同右の風義を似せ候事に御座候間、私共
両人のみ相慎み候ても、なかなか右躰の作風変じ候義はこれ有る間敷く存じ奉り
候」とあるが、これは単なるいい逃れではなかった。現代の写真週刊誌でも似たよ
うなものだが、買う人がいて売れるものについては、商売である以上、現場の製作
担当者にはどうしようもないということを率直に述べたに過ぎないのである。それ
に、二人の作品には大勢の作者たちに対する影響力があったかもしれないが、二人
に出板界全体をまとめて動かすだけの政治力があったとは考えられない。 
　ところで馬琴の本音は、  
板本ンの作者ハ、書をつゝるのミにあらず、かく申せハ自負に似てはつか
しく候へ共、作者の用心ハ、第一に売れる事を考、又板元の元入何程かゝ
る、何百部うれねハ板代がかへらぬと申事、前序より胸勘定して、その年
の紙の相場迄よく／＼こゝろ得ねハ、板元のためにも身のためにもなり不
申候。これをハしらず只作るものは素人作者也。とかくその時々の人気を
はかり、雅俗の気に入り候様に軍配いたし候事也。余人ハしらず、野生ハ
年来如此こころ得罷在候▼14。 
というものである。つまり、板元は読者の要求を満たさなければ商売にならず、文
化三年以降筆一本で生計を立てていた馬琴の利害も、また板元と一致していたので
ある。それゆえ、こうした実情を率直に口上書に認めたのであり、この行為を迎合
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的と呼んでも誤りではないが、ちょっと酷な気もする。 
　以上述べてきたことから、文化期の江戸読本形成期における京伝馬琴の競作状況
は、板元である鶴屋喜右衛門が江戸読本の流行を煽るために、作意的に演出した結
果として生じたものと考えたい。もちろん馬琴の側には京伝に対する対抗意識が内
包されていたという側面も否定できないし、またそれをテキストに読むことも可能
だと思われるが▼15、ただ江戸読本の出板に関する諸般の条件を、作者が勝手気まま
に采配できたわけではないという点だけは押さえておくべきである。 
　京伝も馬琴も書きたい作品を好きなように出板できたわけではない。彼らはさま
ざまな制約のなかで、いかに書きたい作品を出板できるかという努力をしてきたの
である。なぜなら本の刊行に関わるすべての経済的リスクを負うのは板元であっ
て、決して作者ではないことを彼らは充分に承知していたからである。 
　このように、文壇の覇者としての勝ち負けの問題や、結果的に売れたか売れな
かったかという問題から江戸読本を解放して、初めて京伝馬琴以外の多くの作者た
ちを視野に入れた新たな江戸読本の形成史の記述が可能になるはずである。 
 
注 
▼1 藤岡作太郎『近代小説史』(大倉書店、一九一七年)、五七四頁。 
▼2 大高洋司氏は「『優曇華物語』と『月氷奇縁』―江戸読本形成期における京
伝、馬琴―」(「読本研究」初輯、渓水社、一九八七年)や、同「『優曇華物語』と『曙草
紙』の間―京伝と馬琴―」(「読本研究」二輯上套、渓水社、一九八八年)など近年発表した一
連の論考で、両者の作品に使われた趣向の類似という内部徴証を探る方法によっ
て、両者の関係を問い直している。 
▼3 鈴木暢幸『江戸時代小説史』(教育研究会、一九三二年)、四三九頁。 
▼4 重友毅「京傳・馬琴の對立と江戸讀本の成型」(重友毅著作集五巻『近世文学論集』、文
理書院、一九七二年、初出は一九三五年)。 
▼5 重友毅『日本近世文学史』(岩波全書119、岩波書店、一九五〇年)、一四〇頁。 
▼6 麻生磯次『江戸小説概論』(山田書院、一九五六年)は、京伝馬琴の関係についても、
読本史についても対立抗争説から自由であった。 
▼7 前田愛『日本の近世文学』(新日本出版社、一九八三年)、二三二頁。 
▼8 武藤元昭「京伝と馬琴―初期読本界の動向―」(研究叢書一号「外国文化の輸入と言
語」、青山学院大学総合研究所人文学系研究センター、一九九二年)は、これらの問題点を整理し
ている。 
▼9 藤村作『國文學史總説』(角川文庫、一九五一年)、一九八頁。 
▼10 鈴木重三「馬琴読本の挿絵と画家」(『絵本と浮世絵―江戸出版文化の考察―』、美術出
版社、一九七九年、初出は一九五九年)。 
▼11 高田衛「江戸小説・幻想と怪奇の構造」(ゴシック叢書『城と眩暈』、国書刊行会、一九
八二年)。 
▼12 『類集撰要』所収。 
▼13 今田洋三「化政文化と出版」(ＮＨＫブックス299『江戸の本屋さん―近世文化史の側面
―』、日本放送出版協会、一九七七年)、一四二頁。また、同「江戸の出版資本」(『江戸町人
の研究』三巻、吉川弘文館、一九七四年)や、同「江戸出版業の展開とその特質」(「出版研
究」三号、一九七二年)にも言及がある。 
▼14 文政元年二月三十日牧之宛書簡(『鈴木牧之全集』、中央公論社、一九八三年、初出は一九
六一年)、二〇一頁。 
▼15 石井洋美「馬琴と京伝―『四天王剿盗異録』の位置―」(「岡山大学国語研究」四
号、一九九〇年)も、文化二年以降の馬琴側に激しい対抗意識を見ている。 
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『江戸読本の研究』第一章 江戸読本の形成 
 
第三節 江戸読本書目年表稿（文化期） 
高　木　　元
 
　『出像稗史外題鑑』（以下『外題鑑』と略す）は、題一節に記したように文化期の江戸読本カタログともいえるもの
である。東京都立中央図書館に所蔵されている『外題鑑』は、縦三十糎×横四十二糎余で、ちょうど新聞紙の半分
ほどの大きさ。両面摺りの一枚物で、板行年の記載はない。しかし登載された書名などから文化末年頃のものと推
測される。板元は、蔦屋重三郎、丸屋文右衛門、鶴屋金助、塩屋長兵衛、丁子屋平兵衛で、標題下の記述から、中
心になって板行したのは文溪堂丁子屋平兵衛であることがわかる。また、筆耕は読本や草双紙でもよく見かける千
形仲道である。 
　残念ながら登載されていてしかるべき作品に洩れもあるが、まずは文化期の江戸読本リストと見做してよいよう
に思われる。そこで以下、ここに載っている百種ほどの江戸読本に関して書誌を一覧にしてみた。 
 
凡例 
　一、『外題鑑』掲載の順序にかかわらず、刊記による刊行年月順に挙げた。 
　一、書名として内題を採用した。訓みが示されている場合にはルビで示した。 
　一、原本に記載のない事項などはすべて括弧に入れた。 
　一、書名の下に巻数冊数、作者、画工、蔵板元（見返しなどによる）を記し、(1)刊記、(2)序、(3)後跋、(4)柱刻、(5)
筆耕、(6)彫工、(7)出願（『割印帖』による）、(8)所蔵先（板の違いは＼で示した）の各項目は括弧数字の後に示し、◆以下
に『外題鑑』の掲載名と紹介記事を、そのほかの事項は＊以下に記した。 
　一、記載のない項目は省いた。 
　一、所蔵は公的機関の場合は『国書総目録』に準じた略称を、公刊された目録に登載されていない個人蔵のもの
はアルファベットで示した。 
 
 
寛政十一未己（一七九九）年
忠臣水滸傳前編　五巻五冊　山東窟京傳子作　(北尾重政)画　僊鶴堂・耕書堂板(1)「寛政十一年己未冬十一月發行
＼書林＼江戸通油町・蔦屋重三郎＼同所・鶴屋喜右衞門＼同梓」　(2)「寛政戊午仲夏・山東子」　(3)「石川五老＼
東兆熊＼京山嵒世載」　(4)「忠臣水滸傳前編」　(7)鶴屋喜右衛門・蔦屋重三郎　(8)国会・京大・狩野・東大・東
京誌料・成田・学習院・東博・岩瀬・刈谷・島原・上田・函館・中村・Ｄ
◆「忠臣水滸傳」かなでほん忠臣蔵をもろこしの小説水滸傳になぞらへて作る
＊画工名の記載なし。
享和元酉辛（一八〇一）年
忠臣水滸傳後編　五巻五冊　山東窟京傳子作(北尾重政)画　僊鶴堂・耕書堂板
(1)「享和改元辛酉冬十一月發行＼書林＼江戸通油町・蔦屋重三郎＼同所・鶴屋喜右衛門＼同梓」　(2)「寛政庚申春
三月望・洛橋老店主人（京伝）」　(3)「南華＼一杖閑客＼薫堂敬義＼鑾山外史」　(4)「忠臣水滸傳後編」　(7)蔦
屋重三郎・鶴屋喜右衛門　(8)国会・京大・狩野・東大・東京誌料・成田・学習院・東博・岩瀬・刈谷・島原・上
田・函館・中村
＊画工名の記載なし。
享和三亥癸（一八〇三）年
繪本三國妖婦傳（上編)　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬画　書林合刻(柱)板(1)「享和三癸亥年春＼正月吉日＼東
都書肆＼下谷御成小路・柏屋忠七＼麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼東叡山下谷竹町・花屋九次郎＼四谷傳馬町二
丁目・住吉屋政五郎」　(2)「享和癸亥春正月・（自序）」　(4)「三國妖婦傳」　(6)朝倉卯八　(7)花屋久次郎　(8)
東京誌料・早大・八戸・東大国文・三康・天理・酒田（上巻三欠）・中村（上のみ刊記存）・新城教委牧野・学習
院・玉川・伊達開拓・会津若松・函館・鹿児島大玉里
◆「三國妖婦傳」世にもてはやす九尾の老狐三國に妖をなし和朝に亡びて陰魂那須野に止り殺生石となるを作る
＊色紙型題簽(早印）と短冊型題簽(後印）がある。後印本には須原屋佐助板(伊達開拓、新城教委牧野）や、文政十
三年の河長・河茂・丁平板(酒田）がある。
繪本加々見山列女功　五巻五冊　川関楼主人作　山青堂板
(1)「享和三癸亥歳＼春三月吉旦＼東都書林＼筋違御門通御成徑平永町・山崎平八＼梓行」　(2)「享和三癸亥＼春三
月・武陽川関惟充」　(3)「（年記なし）川関楼主人」「巨撰、三朝、社若」「享和三の年梓の木のめ春雨乃日・山
青堂主人」　(4)「繪本加々見山」　(8)東大・八戸・広大・学習院・阪急池田・新城教委牧野・中村・徳田・Ａ・Ｃ
◆「加々見山烈女功」つぼね岩ふじ中らう尾上下女おはつが事等浄るり本を取直してかけり
＊画工不明。見返し刊記は東大本に存。池田文庫本は薄墨入り。広大本には吉野屋仁兵衛「繪本蔵版目次」あり。
確実な初印本未見ゆえ刊行等存疑。
小幡小平次死霊物語復讐安積沼　五巻五冊　山東京傳作・拝田泥牛校　(北尾重政)画　僊鶴堂板(1)「享和三年癸亥
冬十一月發兌＼書林＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門繍梓」　(2)「享和三年癸亥夏五月・山東主人題」　(3)「（年記な
し）東都書舗 仙鶴堂小林近房謹誌」　(4)「安積沼」　(7)鶴屋喜右衛門　(8)八戸・早大×３・国会・東大・広大・大
阪府・岩瀬(写本）・岐阜大・中村・Ａ
◆「安積沼」小はだ小平治がむかし語に仇討を取まじへたるさうしなり
＊画工名の記載なし。後印本「文政十二己丑年孟陽発販＼京・山城屋佐兵衞＼大坂・河内屋茂兵衞＼江戸・前川六
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左衞門＼前川忠右衞門（寶善堂板）」（Ａ本）。早大本ほか刊年未詳の文溪堂板あり。
享和四子甲（一八〇四）年（二月十一日改元、文化元年）
繪本三國妖婦傳中篇　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬画　書林合刻(柱)板
(1)「享和四甲子歳正月吉辰＼皇都＼堀川通高辻上ル町・植村藤左衞門＼浪華＼心齋橋筋安堂寺町・大野木市兵衞＼
東都＼麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼四ッ谷傳馬町二丁目・住吉屋政五郎＼下谷御成小路・柏屋忠七＼東叡山麓
下谷町・花屋久治郎」　(2)「享和甲子孟春・高蘭山男高伴恭」　(4)「三國妖婦傳中篇」　(6)江戸＼（巻一二）細
字茂兵衞刀、（巻三四五）朝倉宇八刀　(7)花屋久次郎　(8)東京誌料・早大・八戸・東大国文・三康・天理・酒田
（上巻三欠）・中村（上のみ刊記存）・新城教委牧野・学習院・玉川・伊達開拓・国会（中のみ巻三欠）・会津若
松・函館・鹿児島大玉里
繪本敵討待山話　五巻五冊　談洲楼焉馬作　歌川豊國画　(桂林堂・群書堂)板
(1)「享和第四歳次甲子春王正月發行＼書林＼大坂心齋橋南久宝寺町・勝尾屋六兵衞＼江戸日本橋四日市・西宮彌兵
衞＼江戸日本橋四日市・石渡利助(梓）＼同所・同佐助＼梓」　(2)「享和四年甲子初春・立川談洲楼焉馬」　(4)
「待山話」　(6)晴雲堂菊地茂兵衞刀　(7)西宮彌兵衛　(8)学習院・広大・新城教委牧野（巻一五欠）・Ａ
◆「敵討松山話」似顔繪入りのかたきうち
＊初印本未見。Ａ本「文政七甲申年二月補刻＼江都日本橋南壱丁目・須原屋茂兵衞＼大坂　心齋橋通安堂寺町・秋
田屋太右衞門」（寶善堂板）。広大本は縹色無地表紙で「群玉堂岡田茂兵衞」板。
優曇華物語　五巻七冊　山東軒主人(京伝)作　喜多武清画　仙鶴堂板
(1)「文化改元甲子冬十二月發兌＼書林＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門梓」　(2)「文化紀元甲子春三月・醒々齋（京
伝）」　(3)「蘭洲東$8090撰」　(4)「優曇華」　(6)（巻一四下)江川吉五郎、（巻二三)朝倉藤八郎、（巻四上)岡本
與八郎、（巻五)朝倉九左衞門　(7)鶴屋喜右衛門　(8)狩野・石川県・国会・東大・早大・岐阜大・学習院・中村・
抱谷・Ａ・Ｈ
◆「優曇華物語」金れい道人といへるもの吉凶を卜せしより洪水に人を助て禍をひき出す仇討物かたり
＊巻四五を上下に分冊した後印本あり。原刊記＋「嘉永元戊申年求板＼大坂書林＼心齋橋筋博労町・河内屋茂兵衞
＼同・河内屋藤兵衞」「群玉堂＼岡田茂兵衞」（東大）。
文化二丑乙（一八〇五）年
繍像復讐石言遺響　五巻五冊　曲亭主人作・魁蕾癡叟校　蹄齋北馬画　平林堂・昌雅堂板
(1)「文化乙丑年春正月吉日發行＼繍梓書肆＼江戸本石町二丁目・西村源六＼同本所枩坂町二丁目・平林庄五郎＼京
都堀川六角下ル町・中川新七＼開板」　(2)「文化新元甲子年暑月龍生日・曲亭主人」　(3)「文化甲子林鐘朔・門
人 魁蕾子」　(4)「復讐石言遺響」　(6)（巻一五)朝倉宇八、（巻二三四)濱枩幸助　(7)西村源六　(8)東大国文・八
戸・国会・岩崎・学習院・関大・京大・林美一・酒田・天理・諸家・花春・岐阜大・中村・三康・Ｂ
◆「石言遺響」小夜の中山にありといふ夜なき石を種として化鳥たいぢに仇討を取交て作る
＊表紙に型押しされた短冊の中に「昌雅堂蔵板」とある。題「蘭洲秋〓」。広告「乙丑發行曲亭先生著述目録」に
「五節句物語〇来寅春出来」とある。
月氷奇縁　五巻五冊　曲亭馬琴作　(流光齋)画　文金堂板
(1)「文化二乙丑歳孟春＼發行書肆＼江戸本町通油町・蔦屋重三郎＼尾州名古屋本町・永樂屋東四郎＼京三条通御幸
町・蓍屋儀兵衞＼大坂心齋橋北詰・播磨屋五兵衞＼同心齋橋通唐物町・河内屋太助」　(2)「享和三年歳在癸亥春二
月上浣・曲亭蝉史」　(3)「江戸 東秋〓撰」「文金堂森本太助欽白」　(4)「月氷竒縁」　(7)蔦屋重三郎　(8)林美
一・学習院・早大・広大・京大・国会・東大・三康・弘前市(巻二のみ）・岐阜大・中村・Ａ・Ｃ
◆「月氷竒縁」異國より山鳥を貢ぐわざはいのはじめとなり熊谷何がしが仇うちのものがたり
＊画工名の記載なし。見返しに「亨徳年間復讎小説」とある。
復讐竒談稚枝鳩　五巻五冊　曲亭馬琴作　一陽齋豊國画　僊鶴堂板
(1)「文化二歳次乙丑春正月良辰兌行＼繍梓書肆＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門蔵」　(2)「文化新元甲子年秋八月・著
作堂主人」　(3)「小林近房」　(4)「稚枝鳩」　(6)小泉新八郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)諸家・静嘉堂・学習院・京
大・早大・国会・天理・花春・抱谷・中村・Ｄ・Ａ
◆「稚枝鳩」弁才天の御利生にて危きをのがれ或は凶事の御告などいと面白き仇討なり
＊後印本「本所相生町一丁目＼紙屋利助板」（早大）。群玉堂板、寶善堂板もあり。
繪本三國妖婦傳下編　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬画　書林合刻(柱)板
(1)「文化二年乙丑正月發行＼書林＼京都堀川通高辻上ル町・植村藤右衞門＼大坂心齋橋筋安堂寺町・大野木市兵衞
＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼同神田通鍋町・柏屋半蔵＼同筋違御門外御成小路・柏屋忠七」　(2)「文化
二年乙丑初春望・高井伴寛思明」　(4)「三國妖婦傳下篇」　(7)花屋久次郎　(8)東京誌料・早大・八戸・東大国
文・三康・天理・酒田（上巻三欠）・中村（上のみ刊記存）・新城教委牧野・学習院・玉川・伊達開拓・会津若
松・函館・鹿児島大玉里
復讐竒話繪本東〓錦　五巻五冊　小枝繁作　画狂老人北斎画　松茂堂・衆星閣板
(1)「文化二年乙丑年正月＼三都書林＼京都堀川通高辻上ル町・植村藤右衞門＼大坂心齋橋通安堂寺町・大野木市兵
衞＼大坂心齋橋轉苦町・勝尾屋六兵衞＼江戸通油町・濱松屋幸助＼同麹町平川町二丁目蛤店・角丸屋甚助」　(2)
「文化二乙丑正月・小枝繁」　(4)「繪本東〓錦」　(7)角丸屋甚助　(8)葛飾北斎美術館・国会・京大・天理・学習
院・中村・Ａ
◆「東〓錦」むさしのくにの地名によりて孝子ふくしうの傳をのぶ
＊後印本「文化六年己巳五月＼東都＼麹町平川町弐丁目・角丸屋甚助梓」（Ａ本）。
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新編水滸画傳初編初帙　五巻六冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　(衆星閣)板
(1)「文化第二乙丑年秋九月＼書肆＼大坂心齋橋轉苦町・勝尾屋六兵衞＼江戸日本橋通三丁目・前川彌兵衞＼江戸麹
町平川町二丁目・角丸屋甚助」　(2)「皇話文化乙丑年重陽前五日」　(4)「新編水滸畫傳」　(5)葛飾知道　(6)（巻
一四)山口清蔵、（巻二)山口半四郎、（巻三五)酒井米助　(7)前川六左衛門　(8)国会・静嘉堂・早大・東大・京都
府・福井松平・金沢市（初のみ）・天理・八戸・岡山県・酒田・岐阜県・園部教委小出・岐阜市・Ａ
◆「水滸画傳」水滸傳のこだつを正しこと〓〓く画を加へそのおもむきをうつす
＊後帙は文化四年刊。
櫻姫全傳曙草紙　五巻五冊　醒醒齋京傳作　一陽齋豊國画　僊鶴堂板
(1)「文化二年乙丑冬十二月發兌＼書林＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門繍梓」　(2)「文化乙丑晩秋・半達道人」　(4)
「曙〔ノド〕」　(6)小泉新八郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)諸家・東大国文・愛知県大・学習院・国会・早大・福井久
蔵・Ａ・Ｉ
◆「櫻姫全傳」鷲尾家のせいすいよりさくらひめ清玄のものがたり
文化三寅丙（一八〇六）年
報仇竒談自来也説話　五巻六冊　感和亭鬼武作・高喜齋校　蹄齋北馬画　松涛館板
(1)「文化三丙寅歳孟春版元＼東都京橋常盤町・中村藤六」　(2)「文化三年丙寅春正月朔旦・鬼武」「蘭洲東秋〓」
　(3)「（年記なし）千霍庵萬亀」　(4)「自来也説話」　(6)朝倉宇八　(8)都立中央・蓬左・早大・学習院・狩野・
天理・広大・中村・早大・Ａ
◆「自来也物語」盗ぞくの張ぼん尾形周馬異名自来也とよべること敵討とりまじへしものがたり
＊後編は文化四年刊。
源家勲績四天王剿盗異録　前後各五巻五冊（十巻十冊)　曲亭主人作・魁蕾癡叟校　一陽齋豊國画　僊鶴堂板
(1)（前）「乙丑冬新編」、（後）「文化改元甲子冬十月著述＼同三年丙寅春正月吉日發行＼書肆＼江戸通油町・鶴
屋喜右衞門梓」　(2)（前）「文化新元冬至除夜（自序）」、（後）「文化きのとの丑のとしきく月廿日あまりよか
の日（自序）」「門人 梅柯軒記」　(3)（前）「魁蕾外史」、（後）「仙鶴堂小林近房欽白」　(4)「剿盗異録」　
(6)小泉新八郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)八戸(前）・明大・国会・学習院・京大・早大・東大・天理×２・中村・大阪
府・花春・諸家・麗沢大・岐阜大・中京大・酒田・林美一・中村・Ａ
◆「四天王剿盗異録」姥捨山の古事より頼光四天王英勇強盗の張本袴垂保輔道广法師が幻術等を記す
＊前五冊は文化二年中の刊行か。
富士淺間三國一夜物語　五巻五冊　曲亭主人作　一陽齋豊國画　慶賀堂板
(1)「文化乙丑年夏五月脱稿了＼同三年丙寅春正月吉日發行＼書肆＼東都江戸橋四日市・石渡利助＼同處・松本平助
＼同日本橋通四丁目・上總屋忠助」　(2)「文化二年夏五月上浣・魁蕾子」　(3)「文化乙丑季穐の日・曲亭主人みつ
から書」　(4)「三國一夜物語」　(6)（巻一三四)山口清藏、（巻二五)中村吉左衞門　(7)松本平助　(8)八戸・酒田・
天理・国会・学習院・早大・広大・弘前市(巻一のみ）・林美一・中村・都立中央・Ａ・Ｃ
◆「三國一夜物語」浅間の左衛門か奸曲より富士太郎が孝行のいさほし夫婦が苦中孤島に仇を復するを記す
＊文政板は、七巻八冊、歌川国直画、文永堂板。
勸善常世物語　五巻五冊　曲亭主人作　蹄齋北馬画
(1)「文化二年乙丑三月著述同三年丙寅正月發行＼書肆＼京都堀川通高辻上ル町・植村藤右衛門＼大坂心齋橋筋南久
宝寺町・勝尾屋六兵衛＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼同湯島切通シ・柏屋清兵衛＼同下谷御成小路・柏屋
忠七＼同神田通鍋町・柏屋半蔵」　(2)「文化乙丑竹秋端八・著作堂蝉梓」　(3)「文かはるふたつのとし弥生のはじ
め・梅柯」　(4)「常世物語」　(6)（巻一)朝倉卯八、（巻二四)朝倉権八、（巻三五)朝倉伊八　(7)角丸屋甚助　(8)
青森県(巻三欠）・熊谷市（巻一二のみ）・Ａ・Ｂ＼国会・広大・天理・竜谷・八戸(再板初印本）・岐阜大・学習
院・花春・藤廬・福井松平・成田・静嘉堂・都立中央・お茶成簣（自筆稿本、未見）・Ｃ
◆「勧善つね世物語」孝子常世義婦白妙がいさほしより継母奸心時頼あんぎやの仁政梅松桜の雪の段を目當に作る
物語
＊内題下に「門人梅柯軒嶺松亭校」とある。再板刊記「文政六丁未孟春再發行＼大坂、勝尾屋六兵衞＼江戸、角丸
屋甚助・柏屋忠七・柏屋半蔵・大坂屋茂吉・西村屋與八＼同橘町二丁目・越前屋長次郎再板」。「嘉永元年戊申冬
求板＼河内屋茂兵衞・河内屋藤兵衞・勝尾屋六兵↓菊屋幸三郎、西村屋與八（削除）」。
春宵竒譚繪本璧落穂前編　五巻五冊　小枝繁作　葛飾北斎画　衆星閣板
(1)「文化三丙寅年正月發兌＼三都書林＼京都堀川通高辻上ル町・植村藤右衞門＼大坂心齋橋筋轉苦町・小林六兵衞
＼大坂同所安堂寺町・大野木市兵衞＼江戸麹町平川二丁目・森甚助」　(2)「文化丙寅孟春〓〓間士」　(4)「繪本璧
落穂」　(6)江戸麹町平川一丁目・酒井米助　(7)角丸屋甚助　(8)国会・東博(前）・京大・東大・広大・学習院・新
城教委牧野・福島県・中村・狩野・Ａ・Ｂ
◆「玉落穂」新田義興玉川に亡て後その臣辛苦して幼君徳寿丸を取たて籏上までを記す
＊後編は文化五年刊。改題後印本「矢口神霊新田功臣録」三都板（文溪板）。
春夏秋冬春編　五巻五冊　振鷺亭主人作　一陽齋豊國画　桂林堂板
(1)「文化三歴丙寅孟春刻成＼書肆＼大阪心齋橋筋南久宝寺町・勝尾屋六兵衞＼江都江戸橋四日市・石渡利助」　(2)
「文化三暦舎丙寅春正月・振鷺亭主人」　(3)「口禀・上梓書肆某」　(4)「春夏秋冬　春之部」　(8)国会・早大・
玉川大・中村・Ａ
◆「春夏秋冬」すべてせかいを芝ゐに仕組画やうも本ぶたいの飾付をはなれず似顔見立の役割よみ本
＊後編は鬼卵作「四季物語夏編」（文化十五年泰文堂刊）。玉川本は後編共十冊の後印本で三木佐助板。後印改題
本「四季物語」。
坂東竒聞濡衣雙紙　五巻五冊　芍藥亭長根作　蹄齋北馬画　慶賀堂板
(1)「維時文化三歳在丙寅春王正月發兌＼書肆＼江戸橋四日市廣小路・松本平助＼江戸日本橋通四町目・上總屋忠助
＼蔵版」　(2)「文化丙寅春・芍藥亭主人」　(4)「濡衣雙紙」　(6)浅倉宇八郎　(7)松本平助　(8)国会・京大・中
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村・Ａ・Ｄ
◆「坂東竒聞 濡衣草紙」舩遊ひの雅談より珎事をひき出す口の禍鳩谷義二郎が仇うちはなし
善知安方忠義傳前編　五巻六冊　山東京傳作　一陽齋豊國画　仙鶴堂板
(1)「文化三年丙寅冬十二月發兌＼書林＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門繍梓」　(2)「文化の二とせといふとし。神無月
ついたちの日」　(3)「附言」　(4)「善知」　(6)小泉新八郎、同平八郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)国会・早大・天理・
お茶成簣・中村・後藤丹治・抱谷・学習院・青学・岐阜大・実践女・Ａ
◆「うとふ安方忠義傳」平良門が籏上より伊賀寿太郎が強勇咄肉芝仙のがまの術相馬内裡の古御所をあらたに作る
物語
＊巻三上下。見返しに「此稗史文化二年乙丑冬＼醒醒老人之所編也」とある。巻三上の十ウ十一オの挿絵に用いら
れる薄墨板に二種類ある。後印本は安政七年河内屋茂兵衛板の八冊。昔話稲妻表紙　五巻六冊　山東京傳作　一陽
齋豊國画　(文亀堂)板
(1)「文化三年丙寅冬十二月發行＼書林＼江戸本石町十軒店・西村宗七＼同高砂町・伊賀屋勘右衞門梓」　(2)「時文
化二年乙丑秋九月下浣・〓〓齋主人」　(3)「時文化三年穐仲下浣・山東覧山」　(4)「名古屋」　(6)小泉新八郎、
同彌吉、同金次郎　(7)西村宗七　(8)国会・学習院・東大・早大×２・東京誌料・熊谷・お茶成簣・林美一・中村・
河野信一記念・Ｂ・Ｃ
◆「稲妻表紙」名古屋山三不破伴左衛門が事三本傘稲妻のはじまり見するものがたり
＊後に、「書賈 本所松坂町・平林庄五郎蔵梓」あり。未見だが文政十三年の文溪堂板あり。
文化四卯丁（一八〇七）年
報仇竒談自來也説話後編　五巻五冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画
(1)「時維文化四年星次丁卯孟春＼浪華書肆　吉文字屋市左衞門」　(2)「丁卯初春・東汀間人」「文化丁卯春正月」
　(4)「自来也説話後編」　(8)鶴舞・蓬左・早大×２・学習院・狩野・天理・広大・関西大・都立中央（五欠）・
Ａ・Ｃ・Ｙ
＊『享保以後大阪出版書籍目録』には、「自來也説話後編五冊、作者・感和亭鬼武（江戸京橋弓町）、板元・吉文
字屋市左衞門（木挽町中之丁）、出願・文化三年十一月、〔付記〕江戸にて同種のもの出板されしにより出願を取
消す」とあるが、鶴舞本は吉文字屋板である。ただし、初印に近いと思われる蓬左本は「東都書林＼銀座一丁目・
布袋屋彦兵衞板」と入木されている。後印本外題「絵本自来也説話」（十一冊、河内屋板）あり。
そのゝゆき　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　衆星閣板
(1)「文化四丁卯年春正月發兌＼書林＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助梓」　(2)「文化丙寅のとし立夏後の一
日」　(4)「そのゝゆき」　(6)酒井米輔　(7)角丸屋甚助　(8)花春・京大・都中央・国会・学習院・早大・天理・新
城教委牧野・資料館・中村・Ａ
◆「標注そのゝ雪」金ぎやう傳をとりなをし少女が貞節のみさほを述て情にこまかきよみ本也
＊未完。巻末に「魁蕾標注園雪　後編五冊来春發行」とある。
鎭西八郎爲朝外傳椿説弓張月前篇　六巻六冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化四年丁卯春正月發行＼江戸書肆＼本石町十軒店・西村源六＼本所松坂町二町目・平林庄五郎」　(2)「文化
乙丑年冬十一月・曲亭主人」　(4)「椿説弓張月前篇」　(6)櫻木松五郎　(7)西村源六　(8)林美一・花春・八戸・国
会・学習院・早大・狩野・京都府・東京誌料・諸家・阪急池田・無窮平沼・熊谷市・大阪女大・島根大・加賀聖
藩・宇部・中村・Ａ・Ｃ
◆「椿説弓張月」六條判官為義の八男九州に勢ひをふるひ鎮西八郎と称するより保元の一乱後為朝伊豆の大島に流
されしこと八丈ヶ島のおこり琉球國のそうどう為朝その乱を切しづめ子孫彼國に王たりしこと讃岐院の神徳などす
べて為朝一代の記也
＊後編は文化五年刊、残編まで二十八巻二十九冊。
墨田川梅柳新書　六巻六冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　仙鶴堂板
(1)「文化四年丁卯春正月發行＼江戸本町筋通油町＼書肆鶴屋喜右衞門」　(2)「文化丙寅のとし三月十五日・著作
堂」「文化三丙寅孟夏朔・半間處士」　(3)「七月廿三日。更に校正す・蓑笠隠居」　(4)「梅柳新書」　(6)酒井米
輔　(7)鶴屋喜右衛門　(8)花春・東北大阿部・国会・学習院・京大・早大・天理・蓬左・中村・林美一・Ａ・Ｂ・Ｙ
◆「墨田川梅柳新書」梅若松若の一期より角田川の古意をたづね吉田家の興發録
新累解脱物語　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　文金堂板
(1)「文化四年丁卯春王月發兌＼書坊＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門＼京御幸町姉小路下ル町・菱屋孫兵衞＼同寺町二
條下ル町・〓屋安兵衞＼大坂心齋橋筋唐物町・河内屋太助」　(2)「文化丙寅嘉平月朔・友石主人」「丙寅仲秋・著
作堂」　(4)「新累解脱物語」　(5)島五六六　(6)（京）井上治兵衞、（大阪）市田治兵衞　(7)（板元）河内屋太
助、（売出）鶴屋喜右衛門　(8)関大・資料館・京大・天理・甲南女子大・静嘉堂・学習院・早大・富山大ヘルン・
東京誌料・船橋西・青学・林美一・中村・Ａ・Ｉ
◆「新累觧脱物語」千葉家の息女田糸姫仏門にいらんとしてわざはひをかもすより絹川与右衛門がことを交作る
＊大高洋司編『新累解脱物語』（和泉書院、一九八五年）に関大本が影印されている。
敵討裏見葛葉　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化四年丁卯春正月發販＼江戸書行＼本石町十軒店北側・西村源六＼本所松坂町二町目・平林庄五郎」　(2)
「（年記なし）著作堂主人」　(4)「葛葉」　(7)西村源六　(8)酒田光丘・東博・学習院・京大・花春・早大・天
理・岐阜大・宇部新井・中村・弘前市（巻四五欠）・Ａ・Ｂ
◆「敵討裏見葛葉」安部のやすなくずのはの一期をあかすものがたり
＊後印本に中村屋幸蔵板と前川善兵衛板がある。
梅之與四兵衞物語梅花氷裂　三巻三冊　山東京傳作　一陽齋豊國画　僊鶴堂・雙鶴堂板
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(1)「文化四季丁卯春二月發兌＼江戸通油町・鶴屋喜右衞門＼仝新吉原揚屋町・鶴屋金助＼梓行」　(2)「時文化三季
丙寅〓月　醒醒齋京伝」　(4)「梅花」　(6)小泉新八郎　(8)八戸・国会・早大・中村・Ａ
◆「梅花氷烈」（なし）
＊八戸本には鶴金の住所なし。後印本に文政九年楚満人序を持つ大坂屋半蔵板あり。
新編水滸画傳初編後帙　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　(衆星閣)板
(1)「文化四丁卯年春正月吉日＼大坂書林＼心齋橋轉労町・勝尾屋六兵衞＼江戸書林＼今川橋白銀町・前川弥兵衞＼
麹町平川町二丁目・角丸屋甚助」　(2)「文化乙丑初冬上旬・曲亭主人」　(3)「乙丑季秋の日」　(4)「新編水滸画
傳」　(6)酒井米輔　(7)角丸屋甚助・前川彌兵衛　(8)同前編
文化五辰戊（一八〇八）年
鎭西八郎爲朝外傳椿説弓張月後篇　六巻六冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化五年戊辰正月吉日發販＼江戸本石町十軒店・西村源六＼同本所松坂町二町目・平林庄五郎」　(2)「文化四
丁卯年春三月・曲亭主人」　(3)「丁卯季秋の日・再識」「魁蕾子」　(4)「椿説弓張月後篇」　(6)櫻木松五郎　(7)
西村源六　(8)同前編
椀久松山柳巷話説括頭巾縮緬帋衣　三巻三冊　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　鳳来堂板
(1)「文化五年正月吉日發販＼江戸書林＼通油町・鶴屋喜右衞門＼四谷傳馬町・住吉屋政五郎」　(2)「文化丁卯小
春・馬田昌調」「丁卯夏肆月・簑笠隠居」　(4)「縮緬帋衣」　(6)小泉新八郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)京大・林美
一・Ａ＼八戸（改題再板初印本）・国会・東博・学習院・東大国文・中村・Ｂ（改題再板）・Ｙ
◆「くゝりつきん縮緬帋子」碗きう松山か傳をしるせしものかたり
＊再板本『碗久松山柳巷話説』（五冊、一勇齋国芳画）「文化五戊辰年元板＼文政十四辛卯年正月再板＼東都書
林・大阪屋茂吉＼浪華書林・長門屋兵助＼堺書林・住吉屋弥三郎」。板元は後に「丁子屋平兵衞＼河内屋茂兵衞」
と入木される。
雲妙間雨夜月　五巻六冊　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　柏榮堂板
(1)「文化五年戊辰正月吉日發販＼江戸書肆＼神田通鍋町・和泉屋平吉＼小傳馬町三丁目・和泉屋幸右衞門＼神田鍜
治町二丁目・北嶋長四郎＼湯嶋切通町・柏屋清兵衞＼下谷御成小路・柏屋忠七＼神田通鍋町・柏屋半蔵」　(2)「文
化丁卯華月・著作堂主人」　(3)「録雲妙間雨夜月後（年記なし）」　(4)「雲絶間」　(6)朝倉伊八　(7)和泉屋平吉
　(8)都中央・資料館・国会・学習院・早大・東大・狩野・広大・花春・上田市藤廬・お茶成簣・天理・三島市郷土
館・中村・Ａ・Ｇ・Ｉ
◆「雲妙間雨夜月」鳴かみほう師が悪行より兄弟の孝子。たえ太治吉があたうちのはなしを書
＊門人琴驢として予告広告と「鈴菜物語」の広告あり。後印本に「文化五年戊辰＼繍梓書肆＼江戸神田通鍋町・英
平吉＼同町東側・柏屋半蔵＼深川六軒堀町・堺屋与八＼同所・堺屋国蔵」（文榮堂板）あり（花春）。さらに後、
河内屋、前川板になる。
三七全傳南柯夢　六巻七冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　木蘭堂板
(1)「文化五年戊辰正月吉日發販＼江戸書肆＼須原屋市兵衞＼深川森下町・榎本〓右衞門・榎本平吉＼梓」　(2)「文
化四年丁卯夏孟・蓑笠隠居」　(3)「文化四年乙卯冬十月中浣・魁蕾子」　(4)「南柯夢」　(6)高橋待人　(7)須原屋
市兵衛　(8)東京誌料・天理・国会・神原・学習院・京大・岩崎・早大・東大・日大・諸家・花春・八戸・Ａ
◆「三七全傳南柯夢」みのや三勝茜根半七が貞と忠義理のつんだる世話ものかたりよみ本中の一大竒書といふべし
松浦佐用媛石魂録（前編）　三巻三冊　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　雙鶴堂・仙鶴堂板
(1)「文化五載戊辰正月吉日發販＼江戸書肆＼雙鶴堂＼通油町・鶴屋喜右衞門＼新吉原・鶴屋金助梓」　(2)「文化四
年夏五月下浣・曲亭主人馬琴」　(4)「大和言葉」　(5)石原駒知道　(6)小泉新八郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)Ｃ・中村
＼三康・静嘉堂・岩瀬・早大×２・花春・天理・学習院・国会・東大・大阪府・弘前市
◆「松浦佐用媛石魂録」瀬川うねめはかた秋しくが傳北条時代のことをしるすいとおもしろきさうしなり
＊後編は文政十一年刊。Ｃ本中村本以外の文化五年板は未見。
頼豪阿闍梨恠鼠傳（前編)　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　僊鶴堂板
(1)「文化第五載戊辰正月吉日發販＼綉梓書肆・江戸通油町翠橋＼仙鶴堂鶴屋喜右衞門」　(2)「文化丁卯暑月甲子・
曲亭馬琴」　(3)「文化丁卯仲冬上浣・著作堂主人」　(4)「怪鼠傳」　(5)節亭琴驢　(6)櫻木松五郎　(7)鶴屋喜右衛
門　(8)東大・国会・静嘉堂・学習院・京大・潁原・早大・陽明・三康・資料館・伊達・広島（前）・長崎（後）・
Ａ・Ｃ・Ｅ・Ｕ
◆「頼豪阿闍梨怪鼡傳」義仲の公達よし高の孝と勇烈女唐糸か苦肉の行頼朝をねらひし事大姫君の貞心頼朝の仁智
西行が金猫鼡の祠のものかたり
＊後編三冊は文化五年十月刊。
報讐奇話那智の白糸　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬画
(1)「文化第五戊辰正月發兌＼東都書肆＼日本橋四日市・西宮彌兵衞＼淺草北馬道・大和屋文六＼同所・中村屋久蔵
＼梓行」　(2)「文化第五歳次戊辰春正月・高伴寛思明」　(3)「（年記なし）高伴寛」　(4)「那智白糸」　(7)西宮
彌兵衛　(8)国会・玉川大・宮城・小諸市・弘前・中村・実践女・Ａ
◆「那智の白糸」老狐のたゝりをはじめとしてあたうちにつくるものがたり
＊刊記に石渡利助を加えたもの、また前川源七郎板の後印本あり。
復讐古實獨揺新語　五巻六冊　熟睡亭主人編・忍持摺校　榮松齋長喜画　逍遥堂・文溪堂板
(1)「文化四年丁卯五月稿成＼仝五年戊辰正月發兌＼浪花　心齋橋通・河内屋太助＼江戸＼馬喰町三丁目・若林清兵
衞梓＼小傳馬町三丁目・丁子屋平兵衞梓」　(2)「文化丁卯麦穐・熟睡亭」　(3)「文化丁卯夏・門人忍持摺」　(4)
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「獨揺新語」　(6)（巻一二)沖重左衞門、（巻三)中村吉左衞門、（巻四)木村嘉兵衞、（巻五)小泉新八　(7)若林清
兵衛　(8)八戸・国会・京大・国学院・東大・天理・無窮平沼・関西大・玉川大・中村・Ａ
◆「とくようしんご若葉榮」（なし）
＊冊数は存疑。
春宵竒譚繪本璧落穂後篇　五巻五冊　小枝繁作　葛飾北斎画　衆星閣板
(1)「文化五年戊辰年春正月發行＼東都書林＼麹町平川町貮丁目・角丸屋甚助板」　(2)「文化丁卯春・〓〓閑士」　
(4)「繪本璧落穂後篇」　(6)宮田新五郎　(7)角丸屋甚助　(8)東大・国会・京大・広大・福島・中村・Ａ・Ｃ
＊前編は文化三年。
千代曩媛七變化物語　五巻五冊　振鷺亭主人作　蹄齋北馬画　桂林堂板
(1)「惟文化四年丁卯編成同五戊辰春正月發兌＼江都書肆＼江戸橋四日市街・西宮彌兵衞＼江戸橋四日市街・石渡利
助梓行」　(2)「文化四次丁卯年皐月望・振鷺亭主人」　(3)「（年記なし）振鷺亭貞居」　(4)「千代曩媛物語」　
(5)皎〓武筍　(6)菊地茂兵衞　(7)西宮彌兵衛　(8)八戸・早大・お茶大・尾崎・中村・Ｃ・Ｇ
◆「千代曩姫七変化物語」玉屋新兵衛出村新へい三くに小女郎がことを面白くかきなしたり
＊内題角書「三國小女臈孝記・玉屋眞平忠義傳・出邑震平懲惡傳」。嘉永六年板あり。
かたきうちくわいだん久智埜石文　三巻三冊　千霍庵萬亀作　尋跡齋雪馬画　龍池閣板
(1)「文化五稔戊辰春正月發行＼東都書肆＼西宮彌兵衞＼關澤文吉＼中村久蔵＼仝版」　(2)「文化よつの季。ひのと
なる卯寝さめ月。後三日・千鶴庵萬亀」　(3)「（年記なし）・みやこ堀川の隠士＼茂山桑園子」　(4)「久智埜石
文」　(5)月桂庵香庭　(6)朝倉直右衞門　(7)西宮彌兵衛　(8)国会・学習院・関西大・中村・甲南女・Ｕ
◆「久智伊志婦美」（なし）
＊後印本に前川善兵衞板あり。翻刻『久智埜石文』（明治）。
近世怪談霜夜星　五巻五冊　柳亭種彦作　葛飾北斎画　山青堂板
(1)「文化五年戊辰春正月吉日＼書林＼皇都　堀川通・植村藤右エ門＼浪華　心齋橋筋唐物町・河内屋太助＼東都　
馬喰町三丁目・若林清兵衞＼御成小路平永町・山崎平八」　(2)「文化丁卯歳孟冬朔日・柏菴玉豕」「文化三年丙寅
孟夏・柳亭主人」　(4)「霜夜星」　(5)中道　(6)酒井米輔　(7)若林清兵衛　(8)蓬左・国会・早大×２・お茶大・国学
院・神原・弘前・高岡中央・日大・Ａ
◆「近世怪談霜夜星」日はくるゝ雨は降夜の伽ばなし夜通屋雑たんをとりなをしていとおそろしき物語
＊後印本に中村屋幸蔵板あり。国会本は文字題簽の後印本「嘉永元戊申年求板＼大坂書林＼浪華　河内屋太助、心
齋橋筋博労町・河内屋茂兵衞＼同・河内屋藤兵衞」（群玉堂・群鳳堂）。
阿波之鳴門　五巻五冊　柳亭種彦作　葛飾北斎画　木蘭堂板
(1)「文化五戊辰年正月吉日＼東都＼通油町・村田治郎兵衞＼深川森下町・榎本惣右衞門＼同平吉」　(2)「丁卯之小
重陽日・伴雲山人」　(4)「鳴門」　(8)東大国文・八戸・国会・関西大・狩野・東大・中村・新城教委牧野・文教女
◆「阿波鳴門」じようるりのおもむきとはことかはりいと面白きじゆんれいのかたきうち
＊後印本「文政七年甲申春求板＼皇都藤井文政堂＼書林＼山城屋佐兵衞」。
近江縣物語　五巻五冊　六樹園先生作　北尾紅翠齋画　畊書堂・瑞玉堂・螢雪堂・宇多閣板
(1)「文化五載戊辰春王正月發兌＼東都書林＼通油町南側・耕書堂重三郎＼大傳馬町二丁目・瑞玉堂安兵衞＼芝三田
三鈷坂・榮雪堂宗兵衞＼山下御門通南鍋町一丁目・宇多閣儀兵衞」　(2)「（年記なし）六樹園」　(3)「（年記な
し）夙興亭高行」　(4)「近江縣物語」　(7)大和田安兵衛　(8)国会・潁原・東大・狩野・早大×４・無窮神習・中
村・岐阜大・岐阜県・青森県工藤・新城教委牧野・Ａ
◆「近江縣物語」（なし）
＊見返し「淡海縣物語」。
斐〓匠物語　六巻六冊　六樹園飯盛作　葛飾北斎画　衆星閣板
(1)「文化六己巳年正月發兌＼江戸書物問屋＼麹町平川町貮丁目・角丸屋甚助板」　(2)「（年記なし）・六樹園」　
(3)「（年記なし）尋幽亭載名しるしつ」　(4)「飛彈匠物語」　(6)宮田吉兵衞・中藤留吉　(7)角丸屋甚助　(8)東
博・学習院・慶大・岐阜大・京大・阪大・国会・狩野・早大・岩瀬・徳島図森・中村・東大国文・宇部新井・岐阜
県・三康・Ａ
◆「飛弾匠物語」いなべのすみなわが竒工のはなし十六夜日記のことなどを思ひよしたるものかたり
＊早い時期に巻二の挿絵（十六ウ十七才）の白洲が削られ、また巻五の挿絵（廿二ウ）中の詞書きが象嵌されてい
る（入江尚子氏の教示）。
國字鵺物語　五巻五冊　芍薬亭長根作　葛飾北斎画　柏悦堂板
(1)「文化五戊辰年正月＼十軒店・西村宗七(梓行）＼下谷御成小路・柏屋忠七＼梓行」　(2)「文化丁卯秋・芍薬亭
主人」　(4)「國字鵺物語」　(7)西村宗七　(8)国会・八戸・京大・岩瀬・早大・広大・秋田・中村・Ａ・Ｇ
◆「國字ぬへ物語」三女のおんねんぬへに化するより頼まさこれを射てたゝりにあふはなし
由利稚野居鷹　五巻五冊　萬亭叟馬作　葛飾北斎画　木蘭堂板
(1)「文化戊辰正月吉日＼江戸書肆＼本町二丁目・須原屋市兵衞＼深川森下町・榎本惣右衞門＼同・榎本平吉」　(2)
「文化丁卯年正月・叟馬主人」　(4)「由利若」　(5)石原駒知道　(6)高橋待人　(7)須原屋市兵衛　(8)国会・京大・
蓬左・学習院・早大・狩野・八戸・中村・Ａ
◆「百合若埜居鷹」ゆり若の弓せい家臣別府が悪行等を記
＊校正・節亭琴驢。国会・京大は大惣本。
姉菅根弟孝太郎孝子〓物語　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬・抱亭北鵞・〓亭北壽画　玉泉堂板
(1)「文化五載辰五月吉日發兌＼東都書肆＼江戸四日市・西宮弥兵衞＼同浅艸北馬道町・大和屋文六＼同・大和屋伊
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助」　(2)「文化第六龍會己巳孟春・高井伴寛思明」　(4)「〓物語」　(5)石原駒知道　(6)朝倉宇八　(7)西宮彌兵衛
　(8)国会・学習院・京大・広大・長野・玉川大・Ａ・Ｙ
◆「孝子〓物語」孝子千辛万苦しておはりをよくするものかたり
＊画工は（巻一)北馬、（巻二三)北鵞、（巻四五)北壽。
頼豪阿闍梨怪鼠傳後編　三巻四冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　僊鶴堂板
(1)「文化第五載戊辰十月吉日發販＼綉梓書肆・江戸通油町翠橋＼僊鶴堂鶴屋喜右衞門」　(2)「文化第肆丁卯年冬十
二月上浣・曲亭蝉史」　(3)「文化五年戊辰正月・著作堂主人」　(4)「怪鼠傳」　(5)鈴木武筍　(7)鶴屋喜右衛門　
(8)同前編
＊内題下「門人・魁蕾癡叟批評」所見の初印本は、巻八を十九丁以降分冊してあるが、見返しや広告には後編三冊
とある。
俊寛僧都嶋物語　前後各四巻四冊(八巻八冊)　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　柏榮堂板
(1)「文化五年戊辰冬十月吉日發販＼繍梓書肆＼江戸神田通鍋町・英平吉＼同町東側・柏屋半蔵」　(2)「文化戊辰年
仲夏・曲亭主人」　(3)「年記なし・蓑笠隠居」　(4)「俊寛」　(7)英平吉　(8)広島市浅野・国会・静嘉堂・学習
院・京大・早大・東大・狩野・東京誌料・岐阜大・成田・諸家・三康・花春・八戸・蓬左（巻八のみ）・Ａ・Ｃ
◆「俊寛嶋物語」平相國清盛如意の滝見より牛若俊寛に對面鬼一法眼みなづる姫白川丹海等いとおもしろき冊子也
＊表紙の文様は前四冊が薄灰色で後編四冊が藍色摺り。後印本は堺屋板を経て河内屋板に至る。
復讎竒語雙名傳前篇　五巻五冊　蒿〓主人著述・馬琴校合　小石軒一指画
(1)「（刊年なし）書肆＼江戸通油町・蔦屋重三郎＼江戸鎌倉町・中村屋善蔵」　(2)「文化第肆彊圉單閼陽月下浣・
曲亭主人」「文化三年秋八月編＼同五年初冬發兌・蒿〓主人」　(4)「雙名傳」　(5)なし（馬琴序は節亭琴驢）　
(7)蔦屋重三郎　(8)国会・大阪女・Ａ
◆「双名傳」（なし）
阿旬殿兵衞實實記　前後各五巻五冊(十巻十冊)　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　木蘭堂板
(1)「文化五年戊辰冬十一月吉日發販＼江戸綉梓書肆＼江戸橋四日市・松本平介＼深川森下町・榎本〓右衞門＼榎本
平吉」　(2)「文化五年戊辰夏初三日・浪速杏林百癡」　(4)「旬殿實々記」　(6)（巻端)朝倉伊八郎、（全部)小泉新
八郎、（序跋)木村嘉兵衞　(7)松本平助　(8)八戸・岩崎・東博・京大・東大・お茶成簣・神原・伊達・林美一・花
春・国会・都立中央・酒田光丘・中村・Ａ・Ｃ
◆「旬殿實々記」おしゆん傳兵衛さるまはし与次郎がたぐひ忠孝貞婦のおもむきをくわしくしるす物がたり
＊後編十巻十四丁裏に「實實記後編五冊文化六年己巳秋九月嗣出全璧」と入木してある。安政再刻本は上篇六冊。
鎭西八郎爲朝外傳椿説弓張月續篇　六巻六冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化五年戊辰冬十二月吉日發行＼江戸書肆＼本石町十軒店・西村源六＼本所松坂町二町目・平林庄五郎」　(2)
「文化五年戊辰季春・蓑笠隠居」　(3)「馬琴伏禀（年記なし）」　(4)「椿説弓張月續篇」　(5)石原駒知道　(6)櫻
木松五郎　(7)西村源六　(8)同前編
文化六巳己（一八〇九）年
復讐奇談尼城錦　三巻三冊　葛飾隠士吉満作・鬼武校　蹄齋北馬画　慶賀堂板
(1)「（刊年なし）江都書肆江戸橋四日市・西宮彌兵衞＼日本橋新右エ門町・上総屋忠助」　(2)「文化六とせ巳の春
日・かつしかの隠士吉満述」　(3)「文化六ッつちのとの巳のはる日・鬼武しるす」　(4)「尼城錦」　(6)朝倉卯八
郎　(7)西宮彌兵衛　(8)国会・東京誌料・京大・八戸・中村・Ａ
◆「天城錦」（なし）
＊内題の角書、上巻のみなし。後印本として河内屋茂兵衞・堺屋源蔵板あり。
松染情史秋七草　五巻五冊　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　文金堂板
(1)「文化六年己巳春正月吉日發販＼江戸日本橋室町十軒店書肆・文刻堂西村源六＼大阪心齋橋筋唐物町書肆・文金
堂森本太助」　(2)「文化戊辰年孟穐中浣・著作堂主人」　(3)「馬琴再識」　(4)「松染情史」　(5)鈴木武筍　(6)
（京師)井上治兵衞、（大阪)山崎庄九郎　(7)西村源六　(8)天理×５・八戸・国会・神原・都立中央・静嘉堂・学習
院・京大・潁原・早大・三康・花春・東大（巻三のみ）・林美一・中村・Ａ・Ｇ
◆「松染情史秋七草」楠家の興はいよりおそめ久まつ油うりの何がし等種々のことをまじへて作る
星月夜顕晦録初編　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬画　樂養堂・史籍堂・松榮堂・柏悦堂板
(1)「文化六年歳宿己巳春月發版＼東都書肆＼麹町平河町二丁目・角丸屋甚助＼大門通小傳馬町三丁目・關口平右衞
門＼東叡山谷中御門通三崎町・大坂屋茂吉＼神田通鍋町・柏屋半蔵＼下谷御成小路・柏屋忠七＼湯嶋切通町・柏屋
清兵衞」　(2)「文化己巳孟春日・高伴寛思明」　(4)「星月夜初編」　(5)鈴木武筍　(6)朝倉伊八　(7)角丸屋甚助　
(8)京大・国会・静嘉堂・学習院・早大・東大・広大・東京誌料・宮城・天理・祐徳・中村・三康・日大・Ａ・Ｇ
◆「星月夜顕晦録＼同二編」鎌倉見聞志を改正せし記録のよみ本
＊柏屋忠七届出（名目集）。
小説浮牡丹全傳　前帙三巻四冊　山東京傳編・山東京山校　歌川豊廣画　鳳来堂板
(1)「文化六年己巳正月發行＼書林＼江戸本石町十軒店・西村宗七＼同四谷傳馬町二丁目・住吉屋政五郎＼梓行」　
(2)（自序）「文化戊辰花朝」、（小引）「文化五年戊辰夷則」　(4)「浮牡丹全傳」　(5)はし本徳ひやうゑ　(6)小
いづみ新八　(7)西村宗七　(8)国会・狩野・霞亭三康・早大・中村・Ａ・Ｃ
◆「浮牡丹全傳」（なし）
＊外題に「團七黒兵衞釣舩三撫一寸徳兵衞三侠傳奇」。
卅三間堂棟材竒傳柳の糸　五巻五冊　小枝繁作　蹄齋北馬画　平川館・雄飛閣板
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(1)「文化六年己巳孟春發兌＼東都書肆＼本銀町三丁目・前川彌兵衞＼日本橋四日市・西宮彌兵衞＼麹町十三丁目・
田辺屋太兵衞＼同平川町二丁目・伊勢屋忠右エ門」　(2)「文化己巳春夜・〓〓陳人繁」　(4)「やなきのいと」　
(5)鈴木武筍　(6)（巻一二)朝倉卯八、（巻三四五)宮田吉兵衞　(7)西宮彌兵衛　(8)中村・八戸・学習院・Ａ
◆「柳乃糸」三十三間堂平太郎縁起をたねとしてつくるあはれにおかしきさうしなり
＊巻二の内題角書「卅三間堂＼霊材竒侍」。
俊徳麻呂謡曲演義　五巻五冊　振鷺亭主人作　蹄齋北馬画　桂林堂板
(1)「文化六年春正月、吉旦桂林堂刊行＼江都書坊＼江戸橋四日市・西宮彌兵衞＼江戸橋四日市・石渡利助梓」　(2)
「時文化五季春二月時正日・振鷺亭主人」　(3)「振鷺亭」「北馬」　(4)「俊徳丸」　(5)鈴木武筍　(6)菊地茂兵衞
　(7)西宮彌兵衛　(8)広島市浅野・学習院・新城教委牧野・神原・広島文教女・中村（巻四五欠）・Ａ×２・Ｇ（五
のみ）・Ｙ
◆「俊徳丸」高安左衛門がこと能の秘曲なぎさの方の悪心俊とく丸の孝行などおもしろき本なり
＊神原本刊記「文化十五戊寅年三月補刻＼大阪書林心齋橋あんどう町・秋田屋太右衞門」。後印本の外題「絵本俊
徳丸」。中村本の一本は弘化五年板。
松井家譜僊窟史　三巻三冊　赤城山人作　北川真厚画
(1)「文化六己巳春新板＼江戸橋四日市・竹川藤兵衛＼日本橋通三丁目・多田屋利兵衛＼同新右エ門町・三河屋安右
エ門＼同捨物町・伊勢屋佐治右エ門＼開板」　(2)「文化戊辰三月上已後一日・友人自適子」　(4)なし（丁付のみ）
　(6)栄家堂　(7)竹川藤兵衛　(8)国会・狩野・林美一・Ａ
◆「松井民次郎物語」（なし）
＊本文の匡郭なし。内題下に「門人淡海源鮒五魚泉南壷天一地同校」とある。
假名手本後日之文章　五巻五冊　談洲楼焉馬作　葛飾北斎画　衆星閣板
(1)「文化六年己巳正月發行＼江戸書物問屋＼麹町平川町二丁目・角丸屋甚助板」　(2)「于時文化五年戊辰初夏・立
川談洲楼焉馬」　(4)「後日之文章」　(5)石原駒知道　(6)中藤留吉、宮田吉兵衞　(7)角丸屋甚助　(8)国会・静嘉
堂・京大・八戸・学習院・抱谷
◆「かな手本後日文章」仇討より後のことをあらたに作る
忠孝潮來府志　五巻五冊　談洲楼焉馬作　葛飾北斎画　衆星閣・桂林堂板
(1)「文化六己巳年春正月發兌＼東都書林＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼同江戸橋四日市・石渡利助＼梓」
　(2)「于時文化四年卯仲秋・立川談洲樓焉馬」　(4)「忠孝潮來武〔府〕志」　(5)石原駒知道　(6)(巻一)中藤留吉、
（巻二三五)菊地茂兵衞、（巻五)宮田吉兵衞　(7)角丸屋甚助　(8)国会・京大・学習院・早大・阪大忍ぶ頂寺・大阪
府・東京誌料・広大・酒田光丘・八戸・船橋西・林美一・中村・Ａ
◆「忠孝潮来武志」すまよ鹿傳の利生記になんじやもんじやの因縁ばなしうきしま千原の忠信傳
復讐竒説田村物語　五巻六冊　天風坊〓作　蹄齋北馬画　玉泉堂板
(1)「文化六年己巳春正月發販＼東都書林＼江戸四日市・西宮彌兵衞＼同浅艸北馬道町・大和屋文六＼同・大和屋伊
助」　(2)「文化己巳春日・川上鯰翁」　(4)「田村物語」　(5)石原駒知道　(6)朝倉卯八、朝倉權八　(7)西宮彌兵衛
　(8)京大・国会・学習院・早大・東京誌料・都立大・中村・Ｇ
◆「田村丸」田むら将軍のおさなだちより遠島にひやうはくし後勅命を得て鈴鹿山に賊を亡す咄
＊巻五上下。内題下は「武關 川上下流〓老人　梅梢軒關旭 編緯訂正」とある。後印に三木佐助板あり。
唐金藻右衞門金花夕映　五巻五冊　梅暮里谷峨作　蘭齋北嵩画　山青堂板
(1)「文化六年己巳春正月吉辰＼書林＼本銀町通二丁目・須原屋善五郎＼本石町十軒店・西村宗七＼御成小路平永
町・山崎平八」　(2)「文化五戊辰年夏六月・蕣亭主人」「文化己巳年正月望日・鶴雲棲主人生駒高峰」　(4)「金花
夕映」　(6)好静堂綱之　(7)須原屋善五郎　(8)国会・広大・岡大池田・中村・学習院・新城教委牧野・実践女・
Ａ・Ｓ
◆「金花夕映」東金茂右衛門の物かたり
＊後印は前川源七郎板。
山桝太夫榮枯物語　五巻五冊　梅暮里谷峩作　葛飾北斎画　樂養堂・史籍堂板
(1)「文化六己巳載正月吉日發販＼書肆＼大坂心齋橋筋唐物町・河内屋太助＼江戸通油町・村田屋次郎兵衞＼同東叡
山谷中御門通三〓町・大坂屋茂吉（梓）＼同大門通リ小傳馬町三丁目・関口平右衞門＼梓」　(2)「（年記なし）墨
水漁人」、「文化巳春・蕣亭主人」　(4)「〇山桝太夫＝増補」　(5)石原駒知道　(6)櫻木松五郎　(7)村田次郎兵衛
　(8)舞鶴西・国会・中村・早大・日大・林美一・Ａ
◆「山荘太夫」（なし）
＊後編「古意今調録」（文政八年河内屋平七刊）。後印本は河内屋吉兵衞板。
泉親衡物語　五巻五冊　福内鬼外作　北尾紅翠齋画　宇多閣板
(1)「文化六己巳春王正月發兌＼尾陽書林＼本町一丁目・風月孫助＼本町七丁目・永樂屋東四郎＼本町九丁目・菱屋
久兵衞＼大坂書林＼西口砂場前・海部屋勘兵衞＼中橋南塗師町・前川六左衞門＼東都書林＼三田三鈷坂・三河屋宗
兵衞＼山下御門通南鍋町一丁目・宇田閣儀兵衞」　(2)「文化六のとし巳の春・福内鬼外」　(3)「巳の春・鬼外軒」
　(4)なし（丁付はノド）　(7)前川六左衛門　(8)国会・京大・東大国文・広大・阪急池田・学習院・中村・早大
（自筆稿本）
◆「泉親衡物語」いづみの親ひらよしつねをしたふこゝろより籏上篭城のはなしをしるす
＊稿本の題は「泉親衡大嶋軍記」。「催馬楽奇談」巻末の「雄飛閣蔵版繪入読本目次」にも載る。
報怨珎話とかえり花　五巻五冊　良々軒器水作　盈齋北岱画　咬菜堂板
(1)「文化六己巳年春正月吉日令開板也＼江戸書店＼日本橋四日市・竹川藤兵衞＼糀町十二丁目・伊勢屋治右エ門＼
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咬菜堂」　(2)「時文化戊辰之季秋良日・十四童楓亭醉山」　(4)「とかえりはな」　(5)岡山鳥　(6)渡辺喜平二　(7)
竹川藤兵衛　(8)国会・京大・伊達開拓・実践女・中村・Ｇ
◆「十嘉惠利花」（なし）
＊岡山鳥作読本の予告がある。後印本外題「松花報怨奇談」河内屋長兵衞板、伊丹屋板。
於陸幸助戀夢〓（前編)　三巻三冊　樂々庵桃英作　葛飾北斎画　蘭秀堂板
(1)「文化六年己巳春＼書林＼本石町十軒店・西村源六＼御成小路平永町・山崎平八＼本石町壹町目・篠屋徳兵衞」
　(2)「文化戊辰五月・柳瀧真逸」「文化いつとせ五月雨ふる頃・楽々山人」　(3)「文化執徐仲夏・文憲阿闍梨」　
(4)「戀夢〓」　(5)（空欄になっている）　(6)菊地茂兵衞、好静堂綱之　(7)西村源六　(8)国会・神原・中村・Ａ
◆「於陸幸助戀夢〓」役の小角が神通於陸幸すけが戀乃通ひぢ夢ばなし哀につくれるさうし也
＊後編五冊は鬼卵作馬圓画で文化十一年崇文堂刊。
淺間嶽面影草紙　三巻三冊　柳亭種彦作　蘭齋北嵩画　山青堂板
(1)「文化六年己巳春正月發兌＼製本所＼通油町・鶴屋喜右エ門＼本石町一丁目・篠屋徳兵衞＼御成小路平永町・山
崎平八」　(2)「維時文化五年戊辰夏六月一二ノ巻書果同冬十月草稿完ヲハル・柳亭主人種彦誌」　(4)「あさま」　
(5)中道　(6)伊葉熊五郎　(7)鶴屋喜右衛門　(8)国会・日大・早大・天理・中村・学習院・Ａ・Ｃ・Ｇ
◆「浅間嶽面影草紙」浅間巴之丞けいせい逢州のこと小性何がしあさまの家に恩をうけ立のくはなし
＊後編は文化九年刊。
忠兵衞梅川赤縄竒縁傳古乃花双紙　三巻四冊　〓〓陳人作　盈齋北岱画　咬菜堂板
(1)「文化六己巳年孟春發行＼東都書肆＼日本橋四日市・竹川藤兵衞＼四ッ谷傳馬町・住吉屋政五郎＼糀町十二丁
目・伊勢屋治右衞門」　(2)「文化己巳春・〓〓陳人」　(3)「文化六己巳春・〓〓陳人」　(4)「古乃花」　(5)岡山
鳥　(6)宮田六左衞門　(7)竹川藤兵衛　(8)京大・中村・国会・学習院・米沢・日大・Ａ・Ｇ
◆「古能花草紙」梅川忠兵衛がことを作りしものがたり
＊四冊が原形。京大本の後ろ表紙見返しには咬菜堂の庚午予告があり、岡山鳥と器水の三作が挙げられている。後
印本は河内屋茂兵衞板。
稲妻表紙後編本朝酔菩提〔後帙〕　前五巻六冊後三巻四冊　山東京傳作　一陽齋豊國画　文亀堂板
(1)「文化六年己巳秋九月〔冬十二月〕發行＼開板所〔書林〕＼江戸本石町十軒店・西村宗七＼同小舩町二町目・伊
賀屋勘右衞門〔梓行〕」　(2)「文化五年戊辰夏六月＼文化五年戊辰冬月」　(4)「本朝酔菩提」　(5)橋本徳兵衞　
(6)小泉新八郎　(7)西村宗七　(8)国会・静嘉堂・京大・早大・東大・熊谷市・お茶成簣・天理・祐徳・（林美
一）・Ａ・ Ｇ
◆「後編本朝酔菩提」是は前へんの人物の外一休禅師のことをまじへなほ前へんにまさりて佳なり
　「同　後編」すいぼたいのだん〓〓ゑん稲づま表紙のくゝりをしるす
国字小説小櫻姫風月奇觀　三巻四冊　山東京山作　歌川國貞画
(1)「文化六年己巳歳冬十月發行＼開版所＼江戸　前川彌兵衞＼田邊屋太兵衞＼平川舘忠右衞門」　(2)「文化戊辰之
星夕・山東京山」　(3)「（年記なし）天山老人」　(4)「小櫻（ノド）」　(5)橋本徳瓶　(6)小泉平八郎、名古屋治
兵衞　(7)前川彌兵衛　(8)東京誌料・京大・国会・学習院・国学院・東洋大哲学・中村・玉川・Ａ
◆「小櫻姫」赤鯉魚の怪談より滝窓志賀の助小桜ひめのことすべて桜姫の談を徴用し作る
＊後編は櫟亭琴魚作「小櫻姫風月後記」文政三年翰山房刊。
文化七午庚（一八一〇）年
夢想兵衞胡蝶物語　五巻五冊　曲亭馬琴作　歌川豊廣画　螢雪堂板
(1)「文化七年庚午春正月吉日発販＼江戸綉梓書肆＼日本橋青物町・西宮彌兵衞＼三田魚藍前町・大和屋源次郎＼三
田三鈷坂・三河屋〓兵衞」　(2)「文化六年己巳六月・曲亭主人」　(3)「附言」　(4)「夢想兵衞」　(5)（序跋）岡
山鳥、（本文）鈴木武筍　(7)西宮彌兵衛　(8)広島市浅野・国会・静嘉堂・神原・学習院・早大・東大・狩野・広
大・東京誌料・熊谷・天理・薬師寺・花春・花月・諸家・三康・Ａ・Ｆ・Ｇ
◆「夢想兵衞胡蝶物語」人欲の有さまを別せかいに見たて道理をつくせし翁の筆意おもしろきこつけいの嶋めぐり
＊後編は同年十二月刊。後印本に文化十年平林堂板あり。
星月夜顯晦録二編　五巻五冊　高井蘭山作　蹄齋北馬画　(柏新堂)板
(1)「文化七年歳宿庚午春月發兌＼東都書肆＼麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼大門通小傳馬町三丁目・關口平右衞
門＼東叡山谷中御門通三崎町・大坂屋茂吉＼神田通鍋町・柏屋半蔵＼下谷御成小路・柏屋忠七＼湯嶋切通町・柏屋
清兵衞」　(2)「文化己巳夏至日・高井伴寛思明」　(4)「星月夜二編」　(5)鈴木武筍　(6)朝倉伊八　(7)角丸屋甚助
　(8)同前編
◆「星月夜顕晦録・同二編」鎌倉見聞志を改正せし記録の読本
＊蔵板は記載がないが、刊記の書肆は初編と同一。
鷲談傳奇桃花流水　五巻五冊　山東京山作　歌川豊廣画　盛文堂・榮山堂板
(1)「文化七年庚午歳正月發兌＼江戸書肆＼前川弥兵衞＼丸山佐兵衞＼同梓」　(2)「刻成序之文化戊辰歳立秋月也・
山東嵒京山」　(3)「（年記なし）天山老人識」　(4)「鷲談」　(5)橋本徳瓶　(6)七人敢不贅　(7)前川彌兵衛　(8)学
習院・東洋大哲学・広大・天理・Ａ・Ｇ
◆「鷲之談」（なし）
＊後印本に伊丹屋板あり。
月宵鄙物語　四巻五冊　四方歌垣作　柳々居辰齋画　文溪堂板
(1)「文化七庚午年孟春発兌＼書肆＼大坂心齋橋唐物町・河内屋太助＼江戸馬喰町三丁目・若林清兵衞＼同小傳馬町
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三丁目・和泉屋幸右衞門＼同所・丁子屋平兵衞梓」　(2)「（年記なし）四方歌垣主人」　(4)「鄙物語」　(5)石原
駒知道　(6)田代吉五郎　(7)和泉屋幸右衛門　(8)都立大・学習院・早大×３・日大佐藤・阪大・東京誌料・お茶成
簣・祐徳・中村・Ａ
◆「月宵鄙物語」とくさかるその原山の牧狩ハ頼朝公の武とく傳孝子弓太郎悪婆黒とぢがことなどを種にしなのゝ
し更科や月に照そふ書ぶりハいとみやびたる物がたり
＊巻四上下。後編は文政十一年河内屋直助刊。後印本「繪本月宵鄙物語」は前川源七板。
流轉數囘阿古義物語　四巻五冊　式亭三馬作　歌川豊國・歌川國貞画　(雙鶴堂)板
(1)「文化七年庚午春正月發行＼江戸本問屋＼通油町・鶴屋喜右衞門＼田所町・鶴屋金助＼版」　(2)「文化三歳次丙
寅夏六月中浣・式亭三馬」　(3)「午正月」　(4)「阿古義物語」　(5)石原駒知道　(6)菊地茂兵衞　(7)鶴屋喜右衛門
　(8)京大・広大・広島市小田（巻三のみ）・国会・都立大・学習院・中村×２・Ａ・Ｃ・Ｓ
◆「阿古義物語」あこぎが浦の事の跡あこぎ平次が一期のでん大いその十人ぎりいりくみたる面白き冊子なり
＊門人等の校で（巻一)益亭三友、（巻二)古今亭三鳥、（巻三)徳亭三孝、（巻四)楽亭三笑。「一名大磯十人き
り」。刊記に摺物師として「信濃屋長蔵＼三河屋仙太郎」刷印とある。初印本の見返しには銅版画風のものが使わ
れている。初板でも後には普通の文字見返しになる。後印本に河内屋茂兵衞板あり。後編は文政九年、教訓亭三鷺
編、國安畫。
〓〓妹脊山　六巻六冊　振鷺亭主人作　葛飾北斎画　桂林堂板
(1)「文化七庚午年正月發販＼東都書林＼江戸橋四日市・西宮彌兵衞＼日本橋音羽町・石渡平八＼江戸橋四日市南
側・石渡利助梓」　(2)「文化戊辰蘭秋之月上澣・振鷺亭主人」　(4)「いもせ山」　(5)石原駒知道　(6)菊地茂兵衞
　(7)西宮彌兵衛　(8)早大・八戸・国会・東京誌料・中村・蓬左・Ａ
◆「〓〓妹脊山」久我の助ひなどりがことすべてじようるりとハことかハりいりくみておもしろし
＊後印本に河内屋佐助板あり。
雙〓蝶白糸冊子　五巻五冊　芍薬亭長根作　葛飾北斎画
(1)「文化七載庚午正月發販＼書房＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼大坂心齋橋筋唐物町・河内屋太助＼京都
醒井通リ高辻上ル町・伏見屋作兵衞」　(2)「文化五戊辰年仲秋望日・菅原長根」　(3)「（年記なし）芍薬亭のある
し菅原長根」　(4)（糸巻に帙数と丁付）　(5)石原駒知道　(7)角丸屋甚助　(8)国会・都立中央・東博・中村・武雄
市鍋島・Ａ・Ｄ・Ｇ
◆「雙〓蝶白糸草紙」ぬれかみはなれごまあづま与五郎がことをおもしろくしるす
鎭西八郎爲朝外傳椿説弓張月拾遺　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化七年庚午八月發販＼江戸本石町十軒店・西村源六＼江戸本所松坂町二丁目・平林庄五郎」　(2)「己巳仲
夏」　(3)「（年記なし）柯亭琴梧」　(4)「椿説弓張月拾遺」　(5)駒知道　(6)櫻木松五郎　(7)西村源六　(8)同前編
昔語質屋庫　五巻五冊　曲亭馬琴作　勝川春亭画　文金堂板
(1)「文化七年庚午冬十一月吉日發販＼綉像書賈＼江戸馬喰町二町目・西村屋與八＼大坂心齋橋筋唐物町・河内屋太
助」　(2)「文化七年庚午林鐘」　(3)「文化七年庚午肇秋下澣・江湖陳人魁蕾」　(4)「質屋庫」　(5)嶋岡節亭、鈴
木武筍　(6)(巻一三)京・井上治兵衞、（巻二五)山崎庄九郎、（巻四)市田治郎兵衛　(7)西村屋與八　(8)国会・静嘉
堂・学習院・九大・京大・神戸大・駒沢沼沢・早大・東大・大阪府石崎・加賀・東京誌料・花月・刈谷・天理×
３・阪急池田・三康・青森県
◆「質屋庫」いろ〓〓さま〓〓の器財おのれ〓〓がうへによせてものがたりする俗説弁也
＊「文化庚午季夏起稿同季秋刻成」。後印本に文栄堂板あり。稿本がニューヨーク・パブリック・ライブラリーの
スペンサー・コレクションに所蔵されている。
常夏草紙　五巻五冊　曲亭馬琴作　勝川春亭画　木蘭堂板
(1)「文化七年庚午冬十二月令日發行＼江戸書賈＼江戸橋四日市・松本平助＼深川森下町・榎本〓右衞門＼同平吉
梓」　(2)「庚午季秋日・（馬琴）」　(4)「常夏艸紙」　(5)嶋岡節亭　(6)（繍像)朝倉伊八、（刊字)木村嘉兵衞　
(7)松本平助　(8)天理・国会・神原・学習院・京大・抱谷・中村・Ｇ
◆「常夏草紙」銭亀弁天の由来よりとこなつぐさのことのよしおなつ清十郎が一期の傳を哀につくる物語
夢想兵衞胡蝶物語後編　四巻四冊　曲亭馬琴作　一柳齋豊廣画　螢雪堂板
(1)「文化七庚午冬十二月吉日發販＼江戸書肆＼日本橋青物町・西宮彌兵衞＼三田魚籃観音前・大和屋源次郎＼三田
三鈷坂・三河屋〓兵衞梓」　(2)「文化七年庚午夏日・曲亭馬琴」　(3)「庚午仲秋望・馬琴」　(4)「夢想兵衞後
編」　(5)鈴木武筍　(7)西宮彌兵衛　(8)同前編
＊見返し題の角書「滑稽嶌遊」。釜屋又兵衞板あり（岩波文庫の底本）。
文化八未辛（一八一一）年
馬夫與作乳人重井催馬樂奇談　五巻六冊　小枝繁作　蹄齋北馬画　雄飛閣板
(1)「文化八辛未歳孟春發行＼東都書林＼日本橋青物町・西宮弥兵衞＼糀町平川町・伊勢屋忠右衞門＼新橋加賀町・
田辺屋太兵衞梓」　(2)「文化庚午春・〓〓閑士」　(4)「さいばら」　(5)岡山鳥　(7)西宮彌兵衛　(8)中村・八戸・
国会・実践女・林美一・Ａ
◆「催馬樂奇談」だての与作をたねとしていろ〓〓のことを述作
加之久全傳香籠艸　六巻六冊　梅暮里谷峨作　歌川豊國・歌川國房画　山青堂板
(1)「文化八年歳在辛未春正月發販＼江戸書肆＼馬喰町三丁目・若林清兵衞＼外神田御成道・山崎平八」　(2)「文化
未の春・蕣亭主人」　(3)「文化第七龍集著雍大荒落季春・雲昇軒壷龍」　(4)「加之久」　(5)皎〓武筍　(6)好静堂
綱之　(7)若林清兵衛　(8)国会・京大・八戸・中村
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◆「香志久全傳」おその六三郎かしくがことを作りしものがたり
＊「文化七庚午夏五月稿成」（見返し）。
蘭菊の幤帛尾花の幤帛勢田橋竜女本地　三巻三冊　柳亭種彦作　葛飾北斎画　永寿堂板
(1)「文化八辛未年正月二日」（廿四ウ）「浪花書肆　心齋橋筋唐物町・河内屋太助＼東都書肆　馬喰町二丁目・西
村與八＼開板」（後ろ表紙見返し）　(2)「文化七年庚午八月望・柏庵主人」「文化七年庚午夏日・柳亭主人種彦」
　(3)「附言」　(4)「俵（ノド）」　(5)中道　(6)(上冊)名古屋治平（中冊)江川留吉（下冊)朝倉伊八　(7)西村與八　
(8)演博・京大×２・早大・国会・関大・狩野・Ｃ
◆「勢田橋龍女本地」田原とうだが文武の傳せたの老狐がほうおんの話世にめづらしきじようるりよみ本
＊巻末に「柳亭種彦戯編、醉月壷龍校合、近田中道筆耕、畛直道校筆、葛飾北斎画圖」とある。国会本は同板「文
化十年癸酉九月」。後印本は五冊、丸屋善兵衞板。
鎭西八郎爲朝外傳椿説弓張月殘篇　五巻六冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化八年辛未三月發販＼江戸本石町十軒店・西村源六＼江戸本所松坂町二丁目・平林庄五郎」　(2)「庚午仲
春・曲亭陳人觧」　(3)「文化庚午林鐘」　(4)「椿説弓張月残篇」　(5)駒知道　(6)櫻木松五郎　(7)西村源六　(8)同
前編
文化九申壬（一八一二）年
三七全傳第二編占夢南柯後記　前後帙各四巻四冊（八巻八冊)　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　木蘭堂板
(1)「文化九年壬申春正月良節發販大吉利市＼江戸書賈＼江戸橋四日市・松本平介＼深川森下町・榎本〓右衞門＼榎
本平吉」　(2)「文化辛未立秋の日・曲亭主人」「辛未初冬朔・玄同陳人」　(4)「南柯後記」　(5)嶋岡節亭、鈴木
武筍　(6)朝倉伊八、木村加兵衞　(7)松本平助　(8)八戸・花春・東大・日大・諸家・天理・神原・学習院・林美
一・Ａ
◆「占夢南柯後記」三勝の後へん也さハいへ是ハ初へんに事すみしを亦この編にときおこす世にめつらしきよみ本
也
青砥藤綱摸稜案　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化九年壬申春正月吉日發販＼江戸田所町・鶴屋金助＼本所松坂町二丁目・平林庄五郎梓」　(2)「辛未肇冬豕
兒之日・玄同陳人」　(3)「辛未仲冬十三日・簑笠漁隠」　(4)「摸稜案」　(5)石原知道、岡節亭、鈴木武筍　(6)櫻
木藤吉　(7)鶴屋金助　(8)天理・八戸（前のみ）・国会・静嘉堂・京大・潁原・慶応大・花春・駒沢沼沢・狩野・早
大・宮城・蓬左・学習院・三康・酒田光丘・弘前市・大阪女・天理（自筆校合本）・国学院（後のみ）・東大（後
のみ）・中村
◆「青砥藤綱摸稜案」青砥左衛門が公事の明だんを面白く書たり
＊後編は十二月。後印本、弘化三年河内屋平七板あり。
經島履歴松王物語　六巻六冊　小枝繁作　葛飾北斎画　衆星閣・文榮堂板
(1)「文化壬申年春正月發行＼書肆＼浪華心齋橋北久宝寺町・河内屋嘉七＼東都麹町平川町二丁目・角丸屋甚助」　
(2)「文化八年辛未夏六月・小枝繁」　(3)「（年記なし）米花山人鼠堂」　(4)「松王」　(5)近田中道　(6)（巻一)朝
倉伊八、（巻二三四)井上治兵衞、（巻五)宮田吉兵衞、（附録)江川留吉　(7)角丸屋甚助　(8)国会・学習院・八戸・
中村・Ａ・Ｄ
◆「松王物語」滝口時より横笛が傳平相國清もり兵庫のつきじまをめあてに作るさうし也
＊彫工の井上治兵衞は京都。
天縁奇遇　三巻三冊　神屋蓬洲作　神屋蓬洲画
(1)「文化九壬申年孟春發兌＼大坂心齋橋筋唐物町・河内屋太助＼江戸十軒店・西村源六＼同大傳馬町二丁目・前川
彌兵衞＼同小傳馬町三丁目・武蔵屋直七＼同所・丁子屋平兵衞」　(2)「文化九年壬申季春望日・羅月野人＼自序」
　(4)「天縁奇遇」　(5)(本人）　(7)西村源六　(8)国会・京大・早大・Ａ・Ｂ
◆「天縁奇遇」（なし）
＊改題後印本は柳亭種彦作「觀音守護寶劔」（三巻六冊、安政七庚申、前川善兵衞板）と改竄されている。
淺間嶽面影草紙後帙逢州執着譚　五巻五冊　柳亭種彦作　蘭齋北嵩画　山青堂板
(1)「文化九年壬申孟春發兌＼開板所＼心齋橋通・塩屋長兵衞＼馬喰町三丁目・若林清兵衞＼筋違御門通平永町角・
山崎屋平八」　(2)「壬申孟春・煮茶道人」　(3)「附言」　(4)「執着譚」　(5)中道　(6)朝倉伊八　(7)若林清兵衛　
(8)国会・京大・日大・早大・中村・学習院
◆「浅間後編逢州執着譚」是ハ逢州がことをくハしくのべ男だて御所の五郎蔵がこと仇討を残らず記す
＊目録題「逢州執着譚一名本朝長恨哥」。
絲櫻春蝶竒縁　八巻八冊　曲亭馬琴作　歌川豊清・一柳斎豊廣画　木蘭堂板
(1)「文化九年壬申冬十二月吉日發販＼東都書林＼江戸橋四日市・松本平助＼深川森下町・榎本〓右衞門＼榎本平吉
繍梓」　(2)「文化九年壬申季秋望・飯台・雷水散人書」　(4)「絲櫻春蝶奇縁」　(5)鈴木武筍　(6)（繍像)朝倉伊
八、（刊字)木村加兵衞・櫻木藤吉　(7)松本平助　(8)八戸・早大・東京誌料・諸家・天理・学習院・酒田光丘・国
会・岡大池田・花春・京大谷村（巻七八のみ）
◆「絲櫻春蝶奇縁」ほんてう綱五郎がことおよび小いと佐七等がものがたりをいりくみてかけり
＊巻末に「一柳齋豊廣男・歌川豊清十六歳筆」とある。後印の宝聚堂板は十冊。
青砥藤綱摸稜案後集　五巻五冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　平林堂板
(1)「文化九年壬申冬十二月吉日發販＼江戸田所町　書肆　鶴屋金助＼本所松坂町　書肆　平林庄五郎」　(2)「時文
化九年壬申夏六月二十五日・簑笠隠居」　(4)「摸稜案後集」　(5)鈴木武筍　(6)（繍像)櫻木藤吉、（刊字)木村嘉兵
衞　(7)鶴屋金助　(8)同前編
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◆「同二編」お六ぐしのおこりかゐや善吉がこと等奇説を書
＊早い摺りの見返しに二種類ある。
文化十酉癸（一八一三）年
寒燈夜話小栗外傳　六巻六冊　小枝繁作　葛飾北斎画　文金堂・衆星閣板
(1)「文化十癸酉年孟春新版＼書肆＼大坂心齋橋南久宝寺町南　江入・河内屋八兵衞＼同心齋橋通唐物町南　江入・
河内屋太助＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼合梓」　(2)「文化十癸酉正月・絳山人〓〓」　(4)「小栗」　
(5)石原駒知道　(6)(巻一四)宮田吉兵衞、（巻二三六)井上治兵衞、（巻五)酒井久米吉　(7)角丸屋甚助　(8)国会・八
戸・花春・岐阜大・高知図山内・延岡内藤・天理・宮城・福井松平・早大×４・岩瀬（写）・Ｇ
◆「小栗外傳初編・二編・三編」小栗助重のこうはいよりてるて姫の貞そう苦せつ十人のとのばらが忠勇美傳さま
〓〓にのべつくりていとおもしろきさうしなり
＊二編は文化十一年、三編は文化十二年。
綟手摺昔木偶　五巻五冊　柳亭種彦作　柳川重信画　山青堂板
(1)「文化十年癸酉春正月發兌＼書林＼大坂心齋橋通・塩屋長兵衞＼東都馬喰町二丁目・若林清兵衞＼同筋違御門通
平永町・山崎平八版」　(2)「文化癸酉孟春・松亭陳人」　(4)「綟てすり」　(5)近田中道　(6)台霞堂朝倉伊八　(7)
若林清兵衛　(8)国会・八戸・中村・林美一・松江・早大・京大・抱谷・Ａ・Ｃ
◆「綟手摺昔木偶」ふど吉三かへり花のお香いとぐちハ宇治川の合戦に起りむすびハ廓のあげやに終り世話時代古
今の妙作
＊後印本は文溪堂板。
雙蝶記　一名霧籬物語　六巻六冊　醒醒齋山東京傳作　一陽齋歌川豊國画　永壽堂板
(1)「文化十年癸酉九月發行＼書林＼大坂心齋橋通唐物町・文金堂河内屋太助＼江戸馬喰町二町目・永壽堂西村屋與
八＼梓行」　(2)「文化十年癸酉春二月・醒醒齋京傳」　(4)「双蝶記」　(5)橋本徳瓶　(6)小泉新八　(7)西むら与八
　(8)国会・八戸・早大・神原・酒田光丘・抱谷・Ａ
◆「雙蝶記」あづま与五郎がことをさま〓〓にとり合せいとおもしろく作りかへたる冊子なり
美濃舊衣八丈綺談　五巻五冊　曲亭馬琴作　蘭齋北嵩画　山青堂板
(1)「文化十年歳次癸酉冬十一月吉日發兌＼刊行書肆＼江戸馬喰町三丁目・若林清兵衞＼江戸筋違御門外平永町・山
崎平八版」　(2)「文化十年癸酉春三月十又四日書於著作堂」　(4)「八丈綺談」　(5)千形仲道　(6)朝倉伊八郎　(7)
若林清兵衛　(8)花春・中村・国会・静嘉堂・学習院・早大・東大・東京誌料・三康・天理×２・神原・都立中央・
東洋哲学・Ａ・Ｃ
◆「美濃舊衣八丈綺談」齋藤道三が傳におこりおこま才三等が因果ものかたりを新たに作る面白き本
文化十一戌甲（一八一四）年
寒燈夜話小栗外傳　四巻四冊　小枝繁作　葛飾北斎画　文金堂・衆星閣板
(1)「文化十一甲戌年孟春新版＼書肆＼大坂心齋橋南久宝寺町南　江入・河内屋八兵衞＼同心齋橋通唐物町南　江
入・河内屋太助＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼合梓」　(2)「文化甲戌孟春・絳山樵夫」　(4)「小栗」　
(5)石原駒知道　(7)角丸屋甚助　(8)同前編
＊初印本未見。巻九を上下に分冊した五冊が本来の形か。
南總里見八犬傳　五巻五冊　曲亭馬琴作　柳川重信画　山青堂板
(1)「文化十一年歳次甲戌＼冬十一月吉日發販＼刊行書肆＼大坂心齋橋筋唐物町南ヘ入・森本太助＼江戸馬食町三丁
目・若林清兵衞＼本所松坂町二丁目・平林庄五郎＼筋違橋御門外神田平永町・山崎平八」　(2)「文化十一年甲戌秋
九月十九日・簑笠陳人觧」　(4)「八犬傳」　(5)千形仲道　(6)朝倉伊八郎　(7)若林清兵衛　(8)国会・明大・学習
院・林美一・都立大（以下略）
◆「里見八犬傳・同二編」里見よしさね結城をおちて後房総をきりしたがへ五十余城の主となる發端伏姫の事八ツ
ぶさの犬のこと八犬士の傳をこと〓〓く記す
文化十二亥乙（一八一五）年
皿皿郷談　五巻六冊　曲亭馬琴作　前北斎載斗画　木蘭堂板
(1)「文化十二年歳次乙亥春正月上浣發兌之記＼江戸書肆＼江戸橋四日市・松本平助＼深川森下町長慶寺前・榎本〓
右衞門＼同所・木蘭堂榎本平吉梓」　(2)「文化十年冬十月・簑笠陳人」　(4)「皿皿郷談」　(5)石原駒知道、千形
仲道　(6)（綉像)朝倉伊八、（刊字)木村加兵衞　(7)松本平助　(8)天理×４（自筆校合本）・蓬左・花春・学習院・
広大・東博・国会・京大・早大・東大・林美一・Ａ・Ｃ
◆「皿皿郷談」べにざらかけざらがことをつくりかえたるものがたりにして面白き本也
＊見返し上部に「缺皿紅皿一期物語」とある。安政改刻板は八巻八冊で「文化十二年乙亥春發販＼安政五年戊午秋
補刻」とあり、丁子屋平兵衞・河内屋藤兵衞・河内屋茂兵衞（群玉堂板）。
朝夷巡嶋記全傳　五巻五冊　曲亭馬琴作　一柳齋豊廣画　文金堂板
(1)「文化十二年乙亥＼春正月吉日發販＼繍梓書肆＼江戸馬喰町三丁目・若林清兵衞＼筋違御門外神田平永町・山崎
平八＼大坂心齋橋唐物町南ヘ入・河内屋太助」　(2)「文化甲戌冬至除夜・簑笠陳人」　(4)「朝夷初編」　(5)千形
仲道　(6)井上治兵衞　(7)若林清兵衛　(8)国会・八戸・東大・静嘉堂・早大・秋田・三康・学習院・天理（自筆稿
本）・Ａ
◆「朝夷巡嶋記」義仲の愛妾巴女粟津が原の血戦より後和田に嫁し真貞を失ハす朝夷を産て自害し朝夷母の勇きを
受て力量をあらハし及民間に生立等一代の記也
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寒燈夜話小栗外傳　五巻五冊　小枝繁作　葛飾北斎画　文金堂・衆星閣板
(1)「文化十二乙亥年孟春發行＼書林＼大坂心齋橋南久宝寺町南　江入・河内屋八兵衞＼同北久太郎町東　江入・播
磨屋十郎兵衞＼同心齋橋通唐物町南　江入・河内屋太助＼江戸麹町平川町弐丁目・角丸屋甚助＼合梓」　(2)「文化
甲戌孟春・米花山人鼠堂」　(3)「付録」　(4)「小栗」　(5)石原舎駒知道　(6)(巻一四五)井上治兵衞、（巻二三附)
宮田吉兵衞　(7)角丸屋甚助　(8)同前編
文覺上人発心之記橋供養　五巻五冊　〓山翁作　葛飾前北斎翁・雷洲画　平川館・耕文堂板
(1)「文化十二乙亥孟春閲＼書林＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼同所・伊勢屋忠右衞門＼江戸新橋南大坂
町・伊勢屋忠右衞門」　(2)「文化十二年乙亥孟春・絳山」　(3)「橋供養附録」　(4)「橋供養」　(5)澤耕齋耕　(7)
角丸屋甚助　(8)国会・京大・八戸・広大・学習院・中村・Ａ
◆「橋供養」もんがく上人ならびにけさごぜんのことをしるせし時代はなし
＊見返しに「一名袈裟御前貞操記」とある。
菖蒲草檐五月雨　三巻三冊　昇亭岐山作　歌川國芳画　連玉堂板
(1)「文化十二乙亥孟春閲＼書林＼江戸麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼同所・伊勢屋忠右衞門＼江戸新橋南大坂
町・伊勢屋忠右衞門」　(2)「文化十一稔歳在甲戌穐八月下浣・池岐山子」　(5)千形仲道　(7)若林清兵衛　(8)国
会・八戸
◆「檐五月雨」浦ざと時二郎が傳をのべおよび南朝はたあげのものがたりをしるす
＊本文の匡郭なし。人情本風。
文化十三子丙（一八一六）年
景清外傳松の操(前編)　五巻五冊　〓山翁作　一楊齋國直画　耕文堂・平川館板
(1)「文化十三年丙子孟春發兌＼東都書房＼麹町平川二丁目・角丸屋甚助＼田所町新道・鶴屋金助＼麹町平川二丁
目・伊勢屋忠右エ門＼山王町・伊勢屋忠右エ門」　(2)「文化十二乙亥孟秋・絳山」　(4)「景清外傳」　(5)千形仲
道　(6)水目彫直　(8)京大・早大・学習院・広大・延岡内藤・祐徳・光丘・八戸・中村・長野県・青学・岐阜県×３
◆「景清外傳」かげきよが一世のものがたりを書り
＊初印本未見。後編は文化十四年刊。
南總里見八犬傳第二輯　五巻五冊　曲亭馬琴作　柳川重信画　山青堂板
(1)「文化十三年歳次丙子＼冬十二月吉日發販＼刊行書肆＼大坂心齋橋筋唐物町・河内屋太助＼江戸馬食町三町目・
若林清兵衞＼江戸本所松坂町二町目・平林庄五郎＼筋違御門外神田平永町・山崎平八」　(2)「文化十三年丙子仲秋
閏月望・簑笠陳人」　(4)「八犬傳二輯」　(5)千形仲道　(6)朝倉伊八郎　(8)同前編
文化十四丑丁（一八一七）年
朝夷巡嶋記全傳第二編　五巻五冊　曲亭馬琴作　一柳齋豊廣画　文金堂板
(1)「文化十四丁丑歳＼春王正月＼吉日發兌＼江戸馬喰町三町目・若林清兵衞＼筋違御門外平永町・山崎平八＼大坂
心齋橋唐物町・河内屋太助」　(2)「文化十三年立冬後一日・簑笠漁隠」　(4)「朝夷二編」　(5)千形仲道、棚加正
臧　(6)京攝六剞〓合刊　(8)同前編
景清外傳松の操後編　五巻五冊　〓山翁作　歌川國直画　耕文堂・平川館板
(1)「文化十四年丁丑孟春發兌＼東都書房＼麹町平川町二丁目・角丸屋甚助＼田所町新道・鶴屋金助＼麹町平川町二
丁目・伊勢屋忠右エ門＼山王町・伊勢屋忠右エ門」　(2)「文化丙寅孟秋・絳山樵夫」　(4)「景清後編」　(5)千形
仲道　(6)水目彫直　(8)同前編
＊初印本未見。三編は文化十五年刊。
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『江戸読本の研究』第二章 中本型の江戸読本 
 
第一節 中本型読本の展開 
 
高　木　　元
 
　　一　中本型読本の定義 
 
　中本型読本という用語については少し説明を加える必要があると思われる。とい
うのも、まだそれほど普遍的な用語として認知されていないからである。そのせい
か〈中型読本〉とも〈中本読本〉とも、あるいは〈中本もの読本〉とも呼ばれるこ
とがあり、場合によっては〈中形読本〉とされることもある。どれを採ってもよさ
そうなものであるが、無用な混乱を避けるためには文学史用語として統一した方が
都合がよい。そこで〈中本型読本〉という呼称に統一したらいかがかと考え、これ
を用いることにした。 
　じつは〈中本型読本〉という用語自体は、近代になって使われ始めたもので、近
世における用例はないようである。ところが〈中形読本〉や〈中本〉という用語に
は、近世当時に人情本や滑稽本を指示した用例が見られる。たとえば、前述した
『出像稗史外題鑑』には「左に記したるは中形のよみ本也。但、仇討等の冊子は限
あらず。故に……滑稽本のみを略記す」とあり、「滑稽本」と「仇討等の冊子」と
を共に「中形のよみ本」と呼んでいる。時代の下がった天保九年の『増補外題鑑』
では「近来、児女童幼の愛玩し給ふ中形本の外題をこまやかに集め……おなぐさみ
に中形本類を著作てあそび給ふの種本ともなり」とあり、この場合の「中形本」は
人情本を指示している。このほか広告などにも多くの用例が見られる。これでは文
学史用語として使うには紛らわしく、具合が悪いので、とくに「仇討等の冊子」を
指していう場合に〈中本型読本〉という用語が使われ始めたのである。このような
呼称の混同は同時に内容的な混同を反映したものでもあり、ほかのジャンルとの境
界が漠然としている中本型読本の特質を象徴しているのである。 
　本来〈中本〉というのは本の大きさを表わす用語である。普通の読本が〈半紙
本〉と呼ばれる菊判（二十三×十六糎）ほどであるのに対して、〈中本型読本〉とは、
やや小さい四六判（十八×十三糎）ほどの書型を持つ読本を指す。近世小説はジャンル
ごとに、ほぼその体裁が決まっていて、書型とその内容とは不可分の関係を持って
いた。この中本という書型が用いられているのは、洒落本の一部（大菎蒻）、滑稽
本、人情本、草双紙（黄表紙合巻）などである。式亭三馬が「讀本(よみほん)ハ上菓子(じ
やうくわし)にて。草雙紙(くさざうし)ハ駄菓子(だくわし)也」（『昔唄花街始(むかしうたくるわのはじ
まり)』跋）と記しているごとく、半紙本読本は近世文学中にあっては一番格調の高い
知的な小説であった。これに対し中本型の滑稽本や人情本は大衆向きの娯楽小説、
草双紙に至っては婦女子向きの絵を主体とした小説である。そして本来は単に大き
さを表わした〈中本〉という用語は、次第に滑稽本や人情本という中本サイズが用
いられた大衆小説の諸ジャンルを指して用いられるようになったのである。一方、
このような大衆小説の書型である中本型で刊行された読本は、単に半紙本読本を小
さくしただけでなく、内容的にも中本仕立ての諸ジャンルと密接な関係を持ったの
である。中村幸彦氏は「人情本と中本型読本▼1」で、その特徴を、（一）既成の読本
的規格から自由、（二）読者層に合わせ表現が平明、（三）世話的であり演劇色が濃
厚、という三点に要約して押さえている。これは中本型読本に関する唯一のまと
まった論考で、中本型読本の孕む本質的な問題がジャンルにあることを示唆してい
る。 
　ところで曲亭馬琴は『近世物之本江戸作者部類』（以下『作者部類▼2』）という江戸
文壇史の中で、文化四年に執筆した作品を列挙した後に「この後中形のよみ本作ら
す」と、ことさらに注記し、また山東京伝の半紙本読本『忠臣水滸傳』について
「水滸傳を剽窃模擬せしもの是より先に曲亭が高尾舩字文ありといへともそは中本
也」と卑下している。そして当の京伝は遂に中本型読本には手を染めなかったので
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ある。また、同書「讀本作者部第一」の冒頭には「文化年間細本銭(ホソモトデ)なる書
賈の作者に乞ふてよみ本を中本にしたるもあれとそは小霎時(シハシ)の程にして皆半
紙本になりたる也」とある。つまり作者にとっては格調の低いものであり、書肆に
とっては仕込みの経済的負担が軽い読本、それが中本型読本なのであった。 
　このような性質を持つ中本型読本は、さまざまの新しい試みを実験してみる場と
しては最適であったといえる。とくに寛政より文化の初頭にかけての江戸文壇は、
新しいジャンルの模索期であった。草双紙は黄表紙から合巻へとその装いを変化さ
せつつあり、極端な写実性ゆえに破綻寸前であった洒落本は寛政の改革を契機とし
て姿を消し、滑稽本が流行した。かくて本そのものの商品価値が増大し、作者も書
肆もより売れるものを編み出す必要に迫られたのである。このような状況の下、江
戸読本の様式をめぐる試行錯誤は、とりわけこの中本型読本というジャンルを通じ
て試みられたのである。 
　そこで江戸読本の成立をめぐる実験が行なわれた享和までを〈初期〉、草双紙と
の間において様式上の振幅を見せる文化前半を〈中期〉、人情本の揺籃期である文
化後半から文政までを〈後期〉と三期に分けて、主な作者について具体的な作品に
触れながら中本型読本の史的な展開の様相を概観してみる。なお、切附本として読
本の格調を失っていく嘉永以降は第五節に述べることにする。 
 
　　二　初期の中本型読本  
　中本型読本の原初的形態を示す作品として、横山邦治氏が「中本もの書目年表稿
▼3」の冒頭に挙げているのは、容楊黛の『敵討連理橘(かたきうちれんりのたちばな)』で
ある。安永十年初春序、五十五丁一冊、江戸書肆の西宮新六板。作者の容楊黛は下
谷長者町の医師松田某であるというが未詳、天明二年一月初演の『加々見山旧錦
絵』（江戸外記座、西宮新六板）の作者でもある。中本型読本のごく初期の作品というだ
けでなく〈浄瑠璃読本〉とでも称すべき、文学史上特異な位置を占める作品であ
る。 
　水谷不倒氏は『古版小説挿絵史▼4』で、本書について「此書には挿絵はなく、口
絵が唯一枚あるだけだ。筆者は誰であるか知れないが、之は作者の自画作ではな
く、勝川派の絵師の描いたものであろう▼5。内容は白井権八と小紫の話で、その経
緯が、安永七年刊、田螺金魚の『契情買虎之巻』に似た所がある」と記している。 
　この解題には訂正すべき点が多く、鈴木敏也氏は「「敵討連理橘」の素材を繞つ
て▼6」で、一般に流布している権八小紫の情話とは別系統の説話が用いられている
点、また『契情買虎之巻』とは内容的に関係がない点を指摘し、さらに関連の強い
作品として浄瑠璃『驪山比翼塚(めぐろひよくづか)』（江戸肥前座、安永八年七月七日初演）を
挙げて紹介した。すなわち、 
播州龍野城主の家老本庄典膳は子が無いので同藩の白井助市を養子とした
が、その後、女子をもうけ八重梅と名づけた。殿の奥方は八重梅を助市の
弟権八に媒した。典膳は頗る民心を得てゐたが、実は渋川玄蕃と謀つて主
家横領を企てゝいる。この玄蕃はかね／＼八重梅に思を寄せてゐた。権八
は典膳等の陰謀を知り、主家のため又兄のために典膳を討ち取り、お家の
宝刀千寿丸を奪つて立退いた。そこで助市は養父の仇討に発足しなければ
ならない破目に陥り、八重梅は自害する。逃亡した権八は川崎で幡随長兵
衛と知つたが、鈴森で非人を斬り、その振舞を認められて長兵衛と義兄弟
の盟約をなし、江戸に赴いてその家に匿まはれる。こゝに浅草蔵前の米屋
明石屋の養子栄三郎は、吉原三浦屋の小紫と二世を契る仲であつた。栄三
郎の許婚お関に心のある番頭甚九郎は姦策によつて栄三郎を養家から追放
せしめたが、長兵衛のために助けられる。而してお関の貞節は遂に栄三郎
を動かし改悛の末、婚姻にまで導く。一方犬垣頭平太なるものが小紫を落
籍せんとする。この事を長兵衛が栄三郎のために気にかけていると知つた
権八は、かの千寿丸の剣を質入して金を作る。しかも、土手で甚九郎を殺
し、その所持金をも贋金と知らないで奪つた。そこで権八は、長兵衛の宅
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から身を退いて自首せんとし、一策を案じ、女房お時に懸想したと見せか
ける。長兵衛は却つて親女房と縁を切り権八を庇って自首せんとする。こ
の争ひの中にお時は身売を決意して宝刀の質うけせんとする。とど長兵衛
は権八を落してやる。こゝにまた目黒大鳥村に閑居する山田右内は栄三郎
の実父であるが、国許で権八の父に大恩をうけた事があつた。一日、右内
の家へ虚無僧姿の男が宿を求めた。折柄、廓を抜け出た小紫が栄三郎と共
にこの家を尋ねてくる。右内はこの二人が兄妹であると語つて、二人を自
害させようとする。それは権八の身代りにしたいためである。ところへ龍
野から早飛脚で、権八にお咎めなしとの報があった。虚無僧は助市の仮の
姿でこの報を聞いて共々に喜ぶ。しかし天下の法と廓の掟とを立てるため
に、権八と小紫とを表向には亡き者として、生きながらの比翼塚が建立さ
れたのである。 
というものである。この浄瑠璃『驪山比翼塚』は、翌九年には同題の春朗画の黄表
紙としても刊行されているが、『敵討連理橘』がこの浄瑠璃を典拠としていること
は明確である。 
　なお権八小紫の情話に関する論としては、内田保廣氏の「馬琴と権八小紫▼7」が
備わり、実録をはじめとして、その説話系統を詳細に整理した上で、馬琴が中本型
読本『小説比翼文』（享和四年）で利用した際の摂取法について論じている。 
　一方、中村幸彦氏は「人情本と中本型読本」で、初期の中本型読本が実録を題材
に選んでいることに言及し、その性格を〈世話中編小説〉と規定した。さらに『契
情買虎之巻』についても「洒落本調は持つけれども、その本質はむしろ、世話中編
小説なる読本の一、もしくは江戸におけるその初出であったかも知れない」と述べ
ている。この『契情買虎之巻』は、実際の事件を小説化したもので、実録や浄瑠璃
によった作品ではないが、後に多くの追随作を生んでおり▼8、やはり初期の中本型
読本の一つとして見なしてよいものと考えられる。 
　横山邦治氏は「初期中本ものと一九の中本もの―その実録的性格について―▼9」
で、この『敵討連理橘』と作者不明の中本型読本『女敵討記念文箱(おんなかたきうちか
たみのふみばこ)』（天明二年三月、中山清七板）とを取り上げ、この二作の〈敵討〉を標榜
する〈初期中本もの〉について「浄瑠璃の影響による世話種たることもさることな
がら、基本的には実録に根差したもの」と位置付け、さらに中本型読本を多作した
十返舎一九の作品に、この実録を種本とする方法が継承されていることを明らかに
している。 
　ここまで簡単に従来の研究に触れてきたが、『敵討連理橘』の特徴は何といって
も浄瑠璃色の濃さにある。丸本まがいの文体や表記法、さらには段の構成法や人物
の形象など、おそらくは意図的に浄瑠璃を反映したものである。いま少し積極的に
考えれば、容楊黛が『加々見山旧錦絵』に手を染める前段階の、いわば筆慣らしと
考えることもできよう。『加々見山旧錦絵』が本書と同じ西宮新六の板であること
から考慮すると、あるいは板元の側からの依頼によって、上演されることのない読
むための浄瑠璃、すなわち〈浄瑠璃読本〉を書いたのかもしれない。 
　後に馬琴は、この様式を一段と徹底させて『化競丑満鐘(ばけくらべうしみつのかね)』
（寛政十二年）を書いており、種彦も『勢田橋龍女本地』（文化八年）を出している。中
国の伝奇を院本風に翻案した馬琴の中本型読本『曲亭傳竒花釵兒(きよくていでんきはな
かんざし)』（享和四年）も、上演を意図せずに書かれた〈浄瑠璃読本〉の一支流と見て
よいであろう。 
　ところで『加々見山旧錦絵』の大当りは、前述の『女敵討記念文箱』の刊行にも
関係があるはずである。この初期中本型読本もやはり色濃く浄瑠璃色を備えている
からである。 
　余談になるが、鏡山が弥生狂言として定着し、市村座で「加賀見山」が上演され
た享和三年三月にも、江戸読本『繪本加々見山列女功(かがみやまれつじよのいさおし)』
（川関惟充序、山青堂板）が刊行されている。明らかに弥生興行を当て込んだもので、巻
末に付録として上演時の配役、尾上(常世)、おはつ(粂三郎)、岩藤(松助）が詠んだ
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句を掲載している（後印の際には削除されてしまう）。この作品は外題に「絵本」と冠す
るように挿絵が多く、上方の〈絵本物〉の流れに位置付けられる作品である。とこ
ろが、その巻末に「……童蒙の一助ともならんかと、勧善懲悪の姿を今目に写、浄
瑠璃本と読本との其間を、八文字屋本の趣向に取組、詞遣いと道具建を新にして、
此春の桜木にちりばめ……」とある。つまり、これもまた浄瑠璃を意識した作品な
のであった。 
　『敵討連理橘』が刊行された安永十年（四月二日改元、天明元年）といえば、まだ上方
で怪談奇談集（前期読本）が刊行され続けていた頃で、江戸読本の出現には少し間が
ある過渡的な時期である。これらごく初期の中本型読本は短編でもあり、中国小説
を利用した形跡も見られないことから、江戸読本成立までにはまだほど遠いものと
見なければならない。 
　さて寛政期に中本型読本を多作し、江戸読本への先鞭を付けたのは振鷺亭であ
る。当時異国情緒に富む新奇な小説として人気のあった『水滸傳』の趣向を翻案し
た『いろは酔故傳』（寛政六年序）は、見返しに、 
此書ハ魏晋唐宋元明ノ小説ヲ採リ、源氏物語ノスジヲ交ヘテ世話狂言ニ和
ラゲ、白猿ガ荒事、路考ガ若女形、訥子ガ和実、杉暁ガ色悪、其外若ィ衆
大勢ニナゾラヘテ趣向トス。誠ニ紙上ニ劇場アツテ筆下ニ声色アルガ如
シ。 
と記されている。発端で石櫃を開くと黒気が立ち昇り金の光となって八方に飛び散
るのは、家に不義者が現われる予兆であるとし、高求、宋江、九龍紋などという登
場人物の名をもじって使用している。御家騒動風の展開をするが、結末ですべては
一睡の夢であったと逆転させ韜晦してしまう。文体は洒落本的な砕けた会話調を用
い、口絵にはそれとなく役者似顔風のものを入れている。馬琴はこの作品を「部し
たる物にあらねとも水滸傳に本つくこと京傳が忠臣水滸傳より前に在り」「酔語と
題して相似さるもの也」（『作者部類』）と評す。ただ無自覚的であったかもしれない
が、中国白話小説と日本演劇の付会という、江戸読本成立に関わる問題を提起した
作品として注目に値する。 
　これを継承し、一歩進めたのが馬琴の『高尾舩字文』（寛政八年）である。目録で
「夫(それ)ハ小説(たうほん)の水滸傳(すいこでん)＼是(これ)は戯文(しばゐ)の先代萩(せんだい
はぎ)」とその種を明かしているように、先代萩の世界（『伊達競阿国戯場』）に『水滸
傳』の趣向を付会した作品。凡例に「此書(このしよ)や。戲房(がくや)は唐土(から)の稗
説(ものがたり)に倣(なら)ひ。戲廂(ぶたい)ハ日本の演史(ぎだゆう)を引く」と見えるよう
に、自覚的な翻案意識に支えられたもので、『今古奇観』第三話「滕大尹鬼断家
私」（通俗本『小説奇言』巻三）などの中国小説を、わが国の演劇である先代萩の世界に
付会した作品でもある。しかし、巻末で予告された後編『水滸累談子』が出板され
ていないことからもわかるように、評判はあまり芳しいものではなかった。中国小
説からも趣向を取り込んでいる点においては『いろは酔故傳』より一歩踏み込んだ
ものである。後日『南總里見八犬傳』において大成される『水滸傳』翻案による大
長編国字稗史小説の先駆的役割を果たしたという意味で、馬琴にとっては記念碑的
処女作であった。 
　この二つの中本型読本『いろは酔故傳』と『高尾舩字文』は、本格的江戸読本の
濫觴となる京伝の半紙本読本『忠臣水滸傳』前後編（寛政十一、享和元年）を生み出す
直接の契機の一つとなった作品で、文学史上持つ意義は決して小さくなかった。し
かもそれは方法上だけでなく、繍像風の口絵や五巻五冊で一編を形成するという造
本上でも影響を与えていたのである。 
　さて『いろは酔故傳』の作者である振鷺亭は、本名猪狩貞居、通称与兵衛とい
い、別号に関東米、金龍山下隠士などがある。その伝については精確なところはわ
からないが、寛政初年より洒落本、噺本、滑稽本の筆を執り、後には読本や合巻も
書いている。このほかにも二作の中本型読本『風流夕霧一代記』と『芳礼綿助手柄
談』とを刊行している（共に刊年未詳、寛政期ヵ）。寛政期の後半は江戸読本成立への過
渡期であり、振鷺亭自身が明確なジャンルの意識を持っていたとは考えられない。
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前述の『出像稗史外題鑑』を見ると、現在では滑稽本とする『会談興晤〓雅話(ももんが
わ)』（刊年未詳、寛政期ヵ）と『いろは酔故傳』が並べられ、共に滑稽本として扱われ
ている。つまり、作者や書肆の意識にはこの両者の区別が見られないのである。馬
琴は自作『高尾舩字文』について「當時ハ滑稽物の旨と行はれたれハさせる評判な
し」（『作者部類』）と記すが、江戸読本というジャンルが未分化なこの時期にあって
は、流行がすべてなのであった。したがって棚橋正博氏が「振鷺亭論▼10」で、この
二作を中本型読本として扱わなかったのも、それなりに納得できるのである。つま
り『風流夕霧一代記』は人情本的な雰囲気を持った作品で、後になって『紀文大尽全
盛葉南志』（文政五年）と人情本風に改題後印され、一方『芳礼綿助手柄談』の方は
『水滸傳』を利用しながらも滑稽本的色彩の濃い作品だからである。しかし、ここ
では中本型読本の江戸読本成立への過渡期における一つの試行錯誤の軌跡として見
ておきたい。 
　さて『風俗本町別女傳』（寛政十年、以下『別女傳』）は、『水滸傳』ではないがやは
り中国白話小説を利用しており、浄瑠璃『糸桜本町育』に付会した作品である。そ
の強引な付会は、作品としての完成度を損なっているとも考えられるが、以下具体
的に典拠の摂取利用の様子を見てみよう。 
　水谷不倒氏は『選択古書解題▼11』で、典拠として「呉衙門隣船赴約」（『醒世恒
言』第二十八巻）と「売油郎独占花魁」（『醒世恒言』第三巻）を挙げている。どちらにも
当時すでに日本語訳（抄出）があり、おそらく振鷺亭が用いたのは原本ではなく、そ
の翻訳の方であろう。 
　まず一つは、逆旅主人（石川雅望）訳『通俗醒世恒言』（寛政二年）の巻之二「呉衙内
隣船赴約」である。はじめの方に、 
タゞ一件(ヒトツ)ノ異(コト)ナル事アリ。這人(コノヒト)カゝル一箇(イツカ)ノ清
標(セイヒヨウ)人物(ジンブツ)ニシテ。東西(モノ)ヲ喫(クラ)フ事至(イタツ)テ多(オ
ホ)ク毎日(マイニチ)三升(サンシヤウ)ノ飯(メシ)。二〓(ニキン)アマリノ肉(ニク)。
十餘〓(ジウヨキン)ノ酒(サケ)ヲ喫(キツ)ス。コレモ父(チヽ)ノ呉府尹(ゴフイン)ノ
他(カレ)ガ食傷(シヨクシヤウ)セン事ヲ恐(オソ)レテ。定置(サタメオキ)タル規矩(キ
ク)ニシテ。呉衙内(ゴカイタイ)ガ食量(シヨクリヤウ)ニハ。未(イマ)ダ足(タ)ラザ
ル程(ホド)ナリ。 
【頭注】三升ハ日本ノ今ノ一升五合ホトニアタルヘシ 
これに対応する『別女傳』上冊の第一回冒頭には、 
此(この)佐七郎先祖(せんぞ)業平(なりひら)ともいつべき美男(びなん)にて眉清(ま
ゆきよく)目すゞやかにて面(おもて)玉のごとく也。年已(としすで)に十九。幼(お
さな)き時より書(しよ)をよみ広(ひろ)く万事(ばんじ)に通(つう)じ詩哥(しいか)書画
(しよぐは)みなすべてよろし。たゞ一つのきずあり。此人かゝる風雅(ふうが)
のやさ男にして物をたべる事(こと)至(いたつ)て多(をゝ)く毎(まい)日一舛(しや
う)五合(ごう)の飯(めし)一舛(しやう)の酒をのむ。是も父の業正(なりまさ)が定置
(さだめおい)たるにて佐七郎が食事(しよくじ)にはいまだたらざる程(ほど)な
り。（句点を補った） 
とある。これは呉衙内（佐七郎）の唯一の欠点として形象化された大食というキズに
関する部分である。表現上用字まで一致する部分もあるが、面白いことに「三升ノ
飯」に関する頭注がほぼ本文中にそのまま用いられ、『別女傳』では「一舛五合の
飯」となっているのである。また、『別女傳』に用いられた頭注という衒学的な形
式も、この典拠より取り入れたものであろう。 
　『別女傳』上冊第一回、船に隠れた佐七郎が鼾をかいて父親に見付かってしまう
までの筋は、ほぼこの典拠『通俗醒世恒言』に沿って展開している。しかし佐七郎
が、大変な美人である小糸と取り違えて、ひどく不器量なお房と契りを結ぶ、とい
う設定は典拠には見られないものである。また佐七（呉衙内）がお房（秀娥）へ送った
詩は典拠では詩の奥に付された小字となっており、「承芳卿雅愛(ホウケイノカアイヲウ
ク)敢不如命(アエテメイノコトクナラサランヤ)」とある。これを引いて振鷺亭が「承芳卿雅
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愛(おまへのおなさけにあづかる)敢不如命(なんぞおやくそくをたがゑん)」と傍訓を付したので
あろう。 
　さて「売油郎」の方、贅世氏訳『通俗赤縄奇縁』（宝暦十一年）巻二の中ほどに、 
ソノ日天氣(キ)晴明(セイメイ)ニシテ。游(ユウ)人蟻(アリ)ノ聚(アツマ)ルガ如
ク。遥(ハルカ)ニ十景塘(ケイトウ)ノ方ヲ眺(ナガ)ムレバ。桃紅(モヽクレナイ)ニ柳
緑(ヤナギミドリ)ニシテ。湖(コ)中ノ游船(ユウセン)絃歌(ケンカ／ヒキウタヒ)ノ声(コ
ヱ)。往来(ワウライ)紛々(フン／＼)ト喧(カマビス)シク。……秦重(シンチヤウ)那(カ
ノ)女子ヲ見ケルニ。花ヲ欺(アザム)キ。月ヲ嗤(ワラ)フノ貌(カタチ)アリテ。終
(ツイ)ニ目ニ見サル姿(スガタ)ナリケレバ。秦重(シンチヤウ)忽(タチマチ)魂(タマシ
イ)ヲ奪(ウバ)ハレ。暫(シバラ)ク呆(アキ)レ居タリケル。他(カレ)原(モト)老實(ラ
ウジツ／ジツテイ)ノ子弟(シテイ／ワカイモノ)ナレバ。イマダ烟花(エンクワ／イロザ
ト)ノ行径(カウケイ／ヤウス)ヲ知ラズ。是(コレ)什麼(ナン)ノ人家ナラント。怪
(アヤ)シミ居ケル處(トコロ)ニ。 
とある。対応する『別女傳』下冊の第三回冒頭に対応する部分を見ると、 
その日天気(てんき)晴(はれ)やかにして、遊(はなみの)人蟻(あり)の集(あつま)るが
ごとく、遥(はるか)に風景(ふうけい)をながむれば、花紅(くれない)に柳緑(やなぎ
みどり)にして、川(かは)は屋根(やね)舟ひきうたふ声(こえ)おもしろく、詩(し)
を作(つく)り哥(うた)をよむべき気色(けしき)也。……佐七、彼(かの)遊君(ゆうく
ん)を見けるに、花(はな)を欺(あざむ)き月を笑(わら)ふの容(かたち)ありて、終
(つい)に目に見ざる姿(すがた)なりければ、佐七忽(たちまち)魂(たましい)をうば
われ、しばらくあきれゐたりける。佐七元じつていなれば、くるわの大門
をしらず。是(これ)何(いづれ)の女(おんな)ならんと、見とれ入てゐけるに 
とあり、ほぼ忠実な翻案をしていることがわかろう。 
　このようにして典拠『通俗赤縄奇縁』の巻之二中ほどより巻之三第五回までの一
連の筋が、そのまま『別女傳』の下冊第三回に翻案されているのである。この「売
油郎」は「短編白話小説中第一級の名作といってよい作品で、江戸人にも大いに好
まれた▼12」のであり、何度も翻訳されているが、『別女傳』ではまったく別の筋の
一部分として取り込まれている。 
　さて「売油郎」全体の筋であるが、女主人公の瑶琴(王美)は、一家離散の後、騙
されて娼家に売られてしまう。無理やりに水揚げさせられ、遊女にされてしまう
が、やがてその美貌と才能により全盛をきわめることになる。最後には幸せな結婚
をして、両親にもめぐり会うことができた。というように、数奇な運命をたどった
女の物語である。一方これに似た境遇を経験したのが『通俗金翹伝』（宝暦十三年）の
女主人公である翠翹である。翠翹は、無実の罪で捕らえられた父弟を救うために妾
奉公を決意するが、騙されて娼家に売られてしまう。やはり、その美貌と才能によ
り全盛を窮めるのであるが、その後も多くの艱難辛苦を経ることになる。やがて軍
閥徐明山に妻として迎えられ、彼女を騙した男たちに対して、その恨みを晴らすこ
とができた。が、それも束の間、官軍の策にはまって明山は滅ぼされてしまう。官
軍に捕らえられた翠翹は、命だけは助けられ、最後には家族とも再会できるのであ
るが、やがて出家してしまうのであった。　右の梗概の紹介でわかる通り、『別女
傳』第四回は『通俗金翹伝』巻之五の結末に当たる部分の翻案なのであった。 
　この女を主人公に据えた二つの白話小説は比較的有名な作品であり、両者を通読
した時に、その共通する主題に気付くはずである。おそらく振鷺亭もこの点に注目
したに違いない。 
　以上見てきた中国種の典拠について整理すると、  
 
　第一回　『通俗醒世恒言』巻之二  
　第三回　『通俗赤縄奇縁』巻之二～三  
　第四回　『通俗金翹伝』巻之五  
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という具合になる。第二回も同様に通俗物の典拠がありそうだが、残念ながら、ま
だ明らかにできないでいる。しかし、女の片付き方による得失を語る場面は『通俗
赤縄奇縁』に見えているし、また恩愛別離の愁嘆場なども『通俗金翹伝』で連綿と
綴られているので、これらの部分も第二回と関係があると思われる。いずれにして
も各回ごとに別の通俗物（白話小説の翻訳）を典拠として、これを継ぎ合わすことに
よって組み立てられた作品なのであった。 
　『別女傳』が登場人物たちの性格に一貫性を欠き作品としての完成度を損なって
いるとしたら、それは典拠を付会するに際しての結合のさせ方が性急であったため
である。だが振鷺亭は、翻訳を通してではあろうが複数の白話小説の中から共通の
主題を見いだし、これを繋ぎ併せて日本演劇の世界に取り込んだのである。この江
戸読本成立前夜における中本型読本を通じての試みは、振鷺亭の手柄として高く評
価してよいと思われる。 
　享和に入り馬琴は興味深い試みをしている。前に少し触れたが『曲亭傳竒花釵
兒』（享和四年、以下『花釵兒』）では、中国の伝奇『笠翁伝奇十種曲』の「玉掻頭」を
浄瑠璃風に翻案し▼13、さらにそれを中国戯曲の様式で記述しているのである。少し
引用してみると、 
〔末たちやく〕あたり見(み)まハし耳(みゝ)に口(くち)〔私語介さゝやくみぶり〕
　 〔浄かたき〕ムウすりやこよひのうちにかつらめを　 〔末たちやく〕人し
れず只(たゞ)一トうち　 〔浄かたき〕シしのべ　 〔末たちやく〕はつとこたへ
て軍蔵(ぐんざう)ハ。奥(おく)の一ト間(ま)へ　仝下〔臺在機関まハりどうぐぶたい
かハる〕 
という具合である。もっともこの様式には先行作があり、八文舎自笑の『役者綱目
▼14』（明和八年）は『笠翁伝奇十種曲』の「蜃虫楼」を翻訳している。また寛政二年
には銅脈先生（畠中頼母）の『唐土奇談▼15』があり、やはり笠翁の『千字文西湖柳』
を翻訳している▼16。馬琴はこれらの先行作を踏まえ、実験的な試みとして中本型読
本に中国戯曲の様式を導入してみたのであろう。しかも様式だけでなく筋や造本に
まで、演劇的趣向を凝らしている。このことは自叙巻頭の「遊戯三昧」という印記
にも如実に表れているのである。尾崎久彌氏が「馬琴初期の芝居好▼17」で黄表紙
『松株木三階奇談』（享和四年）などを例示して説いているが、『花釵兒』の場合は
中国戯曲の様式に日本演劇を付会しており、そこに馬琴の工夫があったのである。
たとえば、浄瑠璃風の人物形象、丸本まがいの文体、五段という編成、さらには挿
絵に役者似顔を用いる▼18など、他作に比して極端に強い演劇趣味が見られるのであ
る。袋や見返しに「一名彼我合奏曲」と標榜するごとく、中国伝奇を日本の浄瑠璃
といかに付会していくか、という江戸読本の模索期における斬新な試みであった
が、作品自体の完成度は決して高くはなかった。 
　なお様式上『花釵兒』の後塵を拝した作品としては、山東京伝の合巻『敵討天竺
徳兵衛』（文化五年）や『女侠三日月於仙』（文化五年）、柳亭種彦の合巻『国字小説三
蟲拇戦』（文政二年）などがある。 
　一方、『小説比翼文』（享和四年、以下『比翼文』）は中国典拠として、『醒世恒言』
第八「喬太守乱点鴛鴦譜」（訓点本『小説精言』巻二）の指摘がある▼19。だが、ここか
ら利用したのは女装した美少年が美女と契りを結ぶという部分的な趣向に過ぎな
い。むしろ中心は浄瑠璃『驪山比翼塚』（安永八年）や実録『比翼塚物語』（写本）、
さらに容揚黛の中本型読本『敵討連理橘』（天明元年）などさまざまな形で流布して
いた小紫権八譚である。これら実録の小紫権八譚を換骨奪胎して、『比翼文』全体
の枠組としているのである。すでに内田保廣氏が「馬琴と権八小紫」（前出）で詳細
に分析しているように、『比翼文』では実録の約束に従いながらも権八の〈悪〉を
薄め、その庇護者である幡随院長兵衛を〈侠客〉として形象化している。つまり馬
琴は、この改変によって道義性を強調したのである。とはいっても表面的な〈勧善
懲悪〉臭は、後年の馬琴読本に比べればずっと希薄である。 
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　一方、水野稔氏は「馬琴の短編合巻▼20」で、浮世草子『風流曲三味線』巻四、五
（宝永三年）と読本『西山物語』太刀の巻（明和五年）とを、『比翼文』の全体の構想に
関わる典拠として挙げている。『風流曲三味線』によって権八と濃紫との因縁の伏
線を設定し、『西山物語』によって両家の葛藤の発端として武芸試合を設定したの
であった。 
　ところで読本では作中人物たちの関係に前生の因縁を設定し、その宿世によって
筋の進行を合理化することが多い。すなわち〈因果応報〉と呼ばれている方法であ
る。馬琴の場合は、後に益々この傾向が強くなり馬琴読本の顕著な特徴の一つにな
るのだが、すでに『比翼文』においてその萌芽が見られる。すなわち権八と濃紫の
前生を権八の父が撃ち取った雌雄の雉子であったとすることにより、この二人が現
世では夫婦として添い遂げられないように設定したのである。そして、このような
仏教思想を借用した因果律は、以後の読本の構想法として作者と読者との間におけ
る暗黙の約束事となったのである。 
　さて馬琴は『比翼文』の自叙でも言及しているように、美少年の持つ妖しい美し
さや男色に対して興味を持っていたようだ。享和元年の黄表紙『絵本報讐録』（あえ
て玉亭主人と署名）で男色ものを手掛けているし、後年、未完の長編読本『近世説美少
年録』九編（文政十一～弘化四年、四編以下は『玉石童子訓』と改題）では善悪二人の美少年を
主人公としているのである。それでも公式的な発言では、男色に対して露骨な嫌悪
の念を説いている。このように『比翼文』は、以後の馬琴読本において自覚的に方
法化される多くの要素を孕んでおり、馬琴読本の出発点として重要な位置を占める
作品であるということができよう。 
　いまここに挙げた『曲亭傳竒花釵兒』と『小説比翼文』とは同じ享和四年の刊行
であるが、一方で〈伝奇〉を、他方で〈小説〉を題名として掲げている点に注意す
べきである。共に中国の文芸用語であり、当時にあってはさほど一般的な語彙では
なかったからである。にもかかわらず、あえてこの象徴的な二語を題名に使用した
ところに、一部知識人たちの中国趣味を摂取し、江戸読本という新しいジャンルに
採り入れんとする意図が明確に見て取れるのである。 
　ここまでの初期の中本型読本に見られるのは、文人の戯作気分が残る振鷺亭と、
新しい江戸読本というジャンルに意欲を燃やす馬琴との二人による、中国文芸をい
かに摂取利用するかという試行錯誤の軌跡であった。  
 
　　三　中期の中本型読本  
 
十返舎一九  
　文化期に中本型読本をもっとも多く刊行したのは十返舎一九である。一九は本名
重田貞一、明和二年駿河府中に生まれ、天保二年八月七日歿、享年六十七歳とい
う。若い頃は上方で浄瑠璃作者を志したが、寛政六年には江戸の書肆蔦屋重三郎の
食客となった。翌年より自画作の黄表紙を出し始めたが、筆耕までこなしたので書
肆に大変重宝がられた。後に『道中膝栗毛』が大当りして、全国に一名を馳せるこ
とになる。また著述で生活を立てた最初の戯作者だといわれ、生涯に書いた作品は
五百種を超えるという。とくに黄表紙や合巻をはじめとし、洒落本、滑稽本、そし
て人情本と、中本で刊行された通俗大衆小説を中心に活躍した。実は中本型読本を
最も多く刊行したのも、この一九なのであった。近世後期の大衆小説作家として
は、第一人者であったということができるのである。 
　加えて本屋仲間との付き合いが深く、有能な出板企画者でもあったらしい。従来
は式亭三馬の手柄といわれている〈合巻〉という草双紙の造本の上での工夫も、お
そらく最初は一九の発案であったものと思われる▼21。三馬が声高に功名をいい立て
るのに対して、一九の方は控え目で地味なので正当な評価が得られないのである。
あの口の悪い馬琴でさえも一九については「生涯言行を屑とせす浮薄の浮世人にて
文人墨客のごとくならされハ書賈等に愛せられ」た、と好意的に書き留めている
（『作者部類』）。 
　さて『膝栗毛』の流行と共に板元から路銀を貰って地方旅行に出かけることが多
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くなり、その旅先で取材した口碑などを作中に利用するようになる。完結していな
い作品の多い点が気になるが、十作ほどある中本型読本には地方の伝承を題材にし
た作品が多く見られる。 
　一九という署名はないが『熊坂傳奇東海道松之白波』（文化元年）は、牛若丸に討た
れた盗賊熊坂長範の一代記で、悪漢小説的な要素は式亭三馬の合巻『雷太郎強惡物
語』（文化三年）や馬琴の半紙本読本『四天王剿盗異録』（文化二年）に通じる。この作
品の題簽には「全部十冊合巻」とあり、黄表紙風の造本であるが前後二冊に〈合
巻〉されている。五丁一冊の意識が見られるので草双紙の感覚で書かれたものであ
るが、挿絵が全丁に入っていない点や挿絵の余白に本文がない点から、中本型読本
に近いものと見てよいと思われる。 
　また、一九の『相馬太郎武勇籏上』（文化二年）も同様の体裁を持ったもので、頼
光と四天王に滅ぼされた平良門の一代記である。これらの作品は寛政期に多数出板
された一代記物や戦記物の流れを汲んだものである。馬琴の関わった『畫本武王軍
談』（寛政十三年）など「この冊子の形ハ半紙と中本の間なる物なれハ中形本と唱ふ」
（『作者部類』）という、いわば歴史教科書的な絵本である。この内容を中本型読本に
持ち込んだのが一九の初期中本型読本なのである。同様の〈合巻〉体裁はあまり見
かけないので、おそらく一時的な試みとして出されたものと思われる。 
　『復讐玄話浪花烏梅(なにわのうめ)』前二編後一編（文化二年）は、重勝五七郎という悪
人の一代記風の作品である。故郷を追われた五七郎は遊女霞野をめぐる意趣返しに
人を殺す。その後も悪行を重ね、遂に侠客夢の市兵衛等の助太刀によって討たれ
る。序文では、大坂で浄瑠璃作者としての修業をしていた頃『男伊達浪花雀』とい
う播州三木の敵討を書き写し、その面白い箇所を採ってこの作品を書いたと記す。
話の筋としては一応完結しているにもかかわらず続編が予告されているが、刊行に
は至らなかったようである。 
　『復讐竒語天橋立』前二冊後二冊続一冊（文化三～五年）は三編まで三年にわたって刊
行されたもので、中本型読本としては長編に属す。逆怨みによる不当な敵討と、そ
れに対する正当な敵討という込み入った展開に、狐の奇談や霊験譚を配した作品。
『丹後縞』という写本を種本にしたと記している。なお、本書には文化五年鶴屋金
助板で絵外題簽を貼り付けた体裁のものがある。三編まで揃ったところで刊行され
たものと思われる後印本である。 
　『風声夜話翁丸物語』全二冊（文化四年）は犬の報恩譚を絡めた敵討物で、疫神や鼠
の怪異など奇怪な民譚が利用されている。『甲州鰍沢報讐(かじかざわのあだうち)』前二
冊（文化四年）は一名「身延山御利生伝記」とあり、日蓮大師の霊験譚を利用した敵
討物。後編予告があるが未見。『孝子美談白鷺塚』前二冊（文化五年）は丹後国与謝郡
涙の磯にあるという白鷺塚の由来譚に絡めた敵討物で、狐の怪異譚を利用してい
る。これも後編予告があるが未見。 
　『復仇女實語教』全二冊は文化六年の新板として前年十月二十八日に売り出され
たものである。内容的に分類すれば敵討物となるが、随分と奇抜な趣向を用いてい
る。発端部にある「猟師に追われた狼を助けてやったところ、逆に狼に喰わせろと
要求される」という話は、中国の明代の伝奇小説『中山狼伝』（流布している民譚名は
「東郭先生」）に見えている。この話から「中山狼」が「忘恩負義」を表わす成語と
なったというが、実は林羅山の『怪談全書』（元禄十一年）巻之二「中山狼」に翻案さ
れており、末尾に「説海ニアリ」と付記されている。おそらく一九はこれを下敷に
用いたものと思われ、「實語教」という題にふさわしく、教訓的な話として枕の部
分に利用したというのならわかるのだが、「傍らにあった栗の木に狼の要求の理非
を問うと狼の論理の方を正当だと答える」という狼の忘恩を正当化した部分を用い
ている。夢として扱っている点が意味深長である。 
　また敵討の方法も奇抜である。病身で余命幾許もないかつての家臣を相手に、
華々しく身代りの敵討をして真の敵をおびき出すという趣向である。『大岡政談』
の「石地蔵吟味の事」の着想にも通ずる部分が見られ、敵討物の一趣向としては面
白いのであるが、結末があまりにもあっけないので少々拍子抜けの恨みはある。 
　同年刊の一九の合巻『三峯霊験御狼之助太刀(おいぬのすけだち)』（春亭画、鶴喜板）で
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo21.html (9/23)2007/04/17 14:52:12
中本型読本の江戸読本
も本作と似通う趣向が数多く使われている。狼が登場するのはさて措き、病人相手
の果し合いや、庚申塔を捕まえて敵討をして一味を発見するなどという趣向であ
る。もちろん全体の筋はまったく別のものだが、同じ作者が同じ時期に書いたもの
として興味深いものがある。 
　なお本作の挿絵中、最初の一図は明らかに象嵌されたものである。伝本が少ない
ので理由は未詳とせざるを得ないが、気になる改変である。挿絵は北馬が描いてお
り、面白い悪戯をしている。挿絵中に一九や取り巻きの連中を描き込んでしまうの
である。着物に付けられた紋の意匠から一九、感和亭鬼武、東汀等が、それとわか
るように描かれているのである。別の一図にも鬼武が描かれており、さらに同年の
一九の合巻『大矢數譽仇討』（春亭画、西与板）の末丁にも鬼武の歌が入れられてい
る。この時期の二人の交流の深さがうかがわれる。 
　一九はその生涯におよそ五百種の多作を誇っているというが、草双紙をはじめと
して滑稽本、中本型読本、人情本と、中本型の書型を用いた諸ジャンルの変遷が個
人史の中で辿れる貴重な作家である。ジャンルの境界で、その交代に深く関与して
いるはずだからである。一九の中本型読本には実録や民譚に取材した作品が多いよ
うである。作品の舞台を江戸以外の上方西国に求め、由来譚に絡めた敵討に動物の
報恩譚や怪異譚を織り込むという方法は、一九独特の行き方を示したものと思われ
る。おそらく大坂での浄瑠璃作者としての修業中に実録の扱い方を学び、また各地
への旅行中に足で集めた材料も少なくなかったはずである。 
 
感和亭鬼武 
　感和亭鬼武もまた中本型読本の多作者である。鬼武は本名前野曼七（満七郎とも）と
いう。はじめ曼亭と号し文化二年に感和亭と改めている。伝記については不明な点
が多いが、宝暦十年生まれ、文政元年二月二十一日歿、享年五十九歳という。寛政
初年には代官の手代として奥州桑折に下っており、江戸との間を行き来していたよ
うである▼22。寛政初期には山東京伝の門を敲き、「京伝門人」と署名した作品もあ
る。しかし本格的に草双紙の筆を執り始めた享和二年以降は十返舎一九に接近し、
その取り巻きの一人として「栄邑堂咄之会」に列席している。比較的知られた当り
作としては、読本『報仇竒談自来也説話』（文化三年、後編は同四年）や滑稽本『有喜世物真
似舊観帖』一～三編（文化二～六年）があるが、江戸戯作界における鬼武の位置は決し
て高いものではなかった。にもかかわらず江戸戯作者としては典型的な人物の一人
でもあった▼23。 
　鬼武は寛政から文化にかけて、およそ五十種ほどの読本、草双紙、滑稽本、噺本
などを書いている▼24。その中でとくに注目したいのは、七作の中本型読本である。
この七作という数は、中本型読本に限っていえば、多作を誇る一九と馬琴に次ぐ点
数なのである。しかも鬼武の中本型読本のうち三作に合巻仕立ての改題改修本が存
在している。おそらく鬼武の中本型読本には、板元の要求や合巻読者の嗜好に合致
する部分が多く備わっていたのであろう。だからこそかなり売れ、その結果として
三作もの改題改修本が出されたものと思われる。 
　『竒児酬怨櫻池由來』全三巻（文化三年）は発語（序）で「相傳(あいつたへて)曰(いはく)
桜(さくら)と号(なつく)る所以(ゆゑん)ハ昔(むかし)池中(ちゝう)に大蛇(だいじや)住(すめ)りと于
時(ときに)國主(こくしゆ)の妾女(せうぢよ)桜(さくら)の前(まへ)なるもの池中(ちゝう)に沈没(ち
んぼつ)す國主(こくしゆ)これを 傷(いたみ)故(かるがゆへ)に妾(せう)の名(な)を傳(つたへ)て桜邑
(さくらむら)の櫻池(さくらいけ)といふ其后(そのゝち)肥後(ひご)阿闍梨(あじやり)皇圓(くわうゑ
ん)上人(しやうにん)の霊魂(れいこん)此池(このいけ)に入寂(にうじやく)すと云々」と、『和漢
三才図会』の「桜池」の項に見える水神伝承と皇円上人入寂説話を紹介している。
桜池の主霊である桜と縣義虎との間に出生した奇児鱗太郎が亡父と亡義兄の敵を
追っている時、偶然室津の遊女勇女と知り合う。両人が所持する横笛から同じ敵員
弁滋広を持つことがわかり、折りよく勇女の下に通ってきた敵を討つという話であ
る。種々の説話を巧く構成しており、処女作としてはよくまとまった作品である。 
　『復讐鴫立沢』全二冊（文化三年）は、享保二年七月十七日夜五ッ時に大坂の高麗
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橋上であった妻敵討を題材としている。その実説は『月堂見聞集』巻之九などに記
録されているが、際物として近松門左衛門の浄瑠璃『鑓の権三重帷子』（享保二年八
月）に仕組まれたのをはじめとし、西沢一風の浮世草子『乱脛三本鑓』（享保三年）、
さらに『女敵討高麗茶碗』や『雲州松江の鱸』などでもこの事件が扱われている。
このように枠組みとしては広く人口に膾炙した題材を用いながら、鬼武は大きく改
編している。物難い武士が同僚の妻に口説かれ、その色香に迷って駈落ちして罪を
重ね、遂には討たれてしまうというもので、「勧善懲惡の一助ともならめ」（序）と
編んだものにしては、やや不穏当な題材である。 
　また発端部では、城主に命を助けられた狐が恩返しにと城中の有様を密かに知ら
せていたが、ある日御所望の鰹を求めて城外に出たところ野犬に殺され、事が露見
するという奇談を用いる。この狐の話の典拠は未詳であるが、伊原青々園は松江侯
に関わる伝説として『演劇談義』（岡倉書房、昭和九年）で紹介している。 
　この『鴫立沢』は中本型読本の中でも比較的短い作品である。発端部を除けばご
くありきたりの敵討物で、とりたてて特徴があるわけではない。むしろ、この作品
の特徴は北馬の描いた挿絵にあるのである。 
　第一の特徴は、挿絵中の有坂五郎三郎と阿町に、初代の男女蔵と三代の路考の似
顔が使われている点である▼25。そもそも半紙本読本の挿絵に役者似顔を用いた前例
は皆無ではないが、あまり見かけない。対してこの時期の草双紙合巻の方は、およ
そすべてが似顔になっていると考えて間違いない。この相違は読者層の違いから生
じたものであるが、本質的には芝居との距離の置き方の差なのである。 
　第二の特徴は、挿絵中にさりげなく作者自身が描き込まれている点である。よく
見ると着物の意匠として鬼武の書判が利用され、袖のところに「鬼」とある。その
ほかの人物にも鬼武周辺の人を当て込んでいるようで、今日でいえばヒッチコック
映画並みの鑑賞が可能なのである。 
　これらの作者と画工の渾然一体となった仕掛けは、画工である北馬の本名有坂五
郎八が敵役の名「有坂五郎三郎」と無関係ではないことを知ると、俄然はっきりと
してくるのである。さらに結末近くで「有坂五郎三郎」が変名として用いている
「東汀」という名も、ほかの鬼武の作品でよく見かける人である。たとえば滑稽本
『春岱[睾丸]釣形』（文化四年）では、蹄齋（北馬）、上忠（慶賀堂上総屋忠助）、松波な
どと共に登場人物の一人として登場し、挿絵に「東汀」と描かれている。また『自
来也説話』後編に序文を送ったのも「東汀間人」なる人物なのである。 
　こうして見ると、鬼武と周辺の人物とが作品世界に深く関わっている様子がよく
わかる。とくに画工である北馬は鬼武の作品の大部分に挿絵を描いており、一九な
どと共にかなり親密な付き合いをしていたものと思われる。草双紙『女仇討菩薩角
髪』（文化十四年）でも同様なのだが、鬼武が敵役に北馬の実名を使ったのを見て、北
馬の方でも挿絵中に仲間の似顔を描き込んでしまう。おそらく、こんな具合に作品
が作られていったのであろう。つまり『鴫立沢』は、趣向として鬼武とその周辺の
人物の楽屋落ちを秘めた作品なのである。これも半紙本読本では実現不能な中本型
読本ならではの新奇な工夫であった。 
　『報寇文七髻結緒』全二冊（文化五年）は、小紫権八の世界に『助六』の趣を採り
入れている。序文で「今歳(ことし) 余 著(あらは)す處(ところ)十有余編の中(うち)侠客(をと
こだて)てふもの綴(つゞ)り入(いれ)たる戯述(げじゆつ)四五遍(しこへん)茲(これ)皆(みな)起梓
客(はんもと)の好(このみ)に任(まか)す處(ところ)なり蓋(けだし)此書(このしよ)の作意と[奇遇]
糸筋(よるべのいとすじ)とう稗史(よみほん)は別(わけ)て混(こん)し雑(まじは)りたる事(こと)あ
り」と述べるごとく、文化八年刊の半紙本読本『東男奇遇糸筋』全五冊でもやはり
侠客を扱い、こちらでは『助六』と『糸桜本朝育』を綯い交ぜにしている。 
　『函嶺(かんれい)復讐談』全二冊（文化五年）の「函嶺」は箱根のことであるから、曾
我物の面影を映していることは容易に想像できよう。ただし、この作品では山荘太
夫説話に付会するために兄弟を姉妹に直している。跋文では、 
那(かの)三庄太夫の説(せつ)に似寄(により)侍(はべ)れど茲(この)復讐(ふくしう)の一
条(いちでう)は往古(いにしへ)斯(かゝ)る實話(じつは)ありしと 予 幼頃(いとけなきこ
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ろ)小耳(こみゝ)に聞振(きゝふり)し有(あり)の儘(まま)を書綴(かいつゞ)り 
としている。なお本作の序文は当時の中本型読本の性質をよくいい得ているので、
少々長いが引いてみる。 
一日(あるひ)書肆(しよし)慶賀堂(けいがどう) 予 が草蘆(さうろ)を訪(とふら)ひ一回
(いつくはい)の雑話(ざつは)畢(おはつ)て后(のち)いへらく近来(ちかころ)小説(しやう
せつ)和文(わぶん)讀夲(よみほん)の類(たぐひ)歳々(せい／＼)出版(しゆつぱん)すとい
へども女童(をんなわらべ)の字義(じぎ)に踈(うとき)は其文(そのぶん)の高上(かうし
やう)なるにつれて難分事(わけかたきこと)多(をゝ)く這(これ)を見るに倦事(うむこ
と)あり因茲(これによつて)俗文(ぞくぶん)卑言(ひげん)を不厭(いとはず)童蒙(とうも
う)にも讀易(よみやす)からんを要(よう)とし二巻(にくはん)の書(しよ)を編(あみ)て
與(あた)へよと請(か)ふ原来(もとより) 予 がごとき文(ぷん)に朦(くらき)は卑拙(い
やしくつたなき)にあらては綴(つゞ)ることかたし僥倖(これさゐはひ)といえども
近(ちか)き頃(ころ)まで讀夲(よみほん)は童子輩(どうじはい)の弄(もてあそび)にあら
ざれば諸名家(しよめいか)半点(すこしく)文(ぶん)に力(ちから)を容(もちゆ)るに至
(いた)れる歟(か)今(いま)や流行(りうかう)して年々(ねん／＼)遍出(あみいだ)せる讀
夲(よみほん)なれバ那(かの)艸本(くさほん)の如(ごと)く児女(じぢよ)幼童(ようどう)
も見まく欲(ほつ)する事(こと)になんしかあらば 予 が不学(ふがく)の俗文(ぞくぶ
ん)卑詞(ひし)も可用(もちゆべき)ときなるにやとさりや作意(さくい)は華林戯(し
ばゐ)に靠(もとつ)き文(ぶん)は音節談(じやうるり)に據(より)此書(このしよ)を綴
(つゞ)りて書肆(しよし)の需(もとめ)に應(おう)す閲(み)る人(ひと) 予 が面皮(めんひ)
の厚(あつき)を饒(ゆる)し玉へといとくちに其(その)分説(いゝわけ)をしるす耳(の
み) 
　文化年間に入り読本が流行し、この文化五年には出板部数では頂点に達する。こ
こに至って大衆化した読本は、需要に見合った質の低下が求められる。かつての知
識人たちの高踏的戯作性が徐々に退色していき、大衆的な娯楽性が前面に押し出さ
れるようになってきたのである。また鬼武の卑下自慢もさることながら、この年に
は多くの無名作者が中本型読本に手を染めているのである。さらに「那艸本の如く
児女幼童も見まく欲する」ので草双紙的な中本型読本が出来する。この背景には、
読本の流行による大衆化という事情があり、それがとりわけ中本型読本に強く反映
したのである。 
　『増補津國女夫池』全二冊（文化六年）に至っては、近松の『津国女夫池』の抄出本
ともいえるもので、「増補」したのは、ほんの発端部に過ぎない。 
　『撃寇竒語勿來関(なこそのせき)』全四冊（文化六年）は東北地方の実録によったものと
思われる。剣術試合の折、卑怯な手を使って父を殺された娘が、道中の他見を憚っ
て自ら顔を焼いた忠臣を伴い敵討に赴く。夢の場や亡霊の出現など伝奇性の強い趣
向が織り込まれ、花街の喧嘩や侠客を描きながら遂に仇を討つというもの。序文で
は人から聞いた話であると記している。 
　鬼武の当り作としては半紙本読本『報仇竒談自来也説話』前後二編（文化三～四年）が
ある。これは猟奇的な妖術や霊薬を使う義賊小説で、その新奇な趣向が評判となっ
た。一方、中本型読本では地方の伝承や演劇実録に取材しながらも、侠客を扱う作
品が多い点が特色となっている。「名(な)に逢(あ)ふ人々(ひと／＼)の作意(さくい)を見聞
(みきく)儘(まゝ)に彼(あれ)を学(まな)び是(これ)を習(なら)ひ歳々(せい／＼)年々(ねん／＼)著(あ
らはす)」（『勿來関』跋）という作家であったが、その伝記についても不明な点が多
く、出典研究を含めて今後の研究の余地が多く残されている。とくにいま述べてき
た中本型読本については、従来ほとんど触れられたことがなかったが、江戸読本研
究上興味深い位置を占めている作家だと思われる。原稿料だけで生活できるほどの
職業作家ではなかったから、肩肘を張らずに楽しみながら書いていたのであろう。 
 
曲亭馬琴 
　馬琴にも次の八種の中本型読本がある。 
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一、高尾舩字文　　　　　五　長喜画　　寛政八年序　　蔦屋重三郎板  
二、小説比翼文　　　　　二　北斎画　　享和四年刊　　鶴屋喜右衛門板  
三、曲亭傳竒花釵兒　　　二　未詳　　　享和四年刊　　濱松屋幸助板  
四、敵討誰也行燈　　　　二　豊國画　　文化三年刊　　鶴屋金助板  
五、盆石皿山記(前編)　　二　豊廣画　　文化三年刊　　住吉屋政五郎板  
五、盆石皿山記(後編)　　二　豊廣画　　文化四年刊　　住吉屋政五郎板  
六、苅萱後傳玉櫛笥　　　三　北斎画　　文化四年刊　　榎本惣右衛門板  
七、巷談坡堤庵　　　　　二　豊廣画　　文化五年刊　　上總屋忠助板  
八、敵討枕石物語　　　　二　豊廣画　　文化五年刊　　上總屋忠助板  
　文化期の作品は、実験的な意味合いの強かった寛政享和期の作品とは大分相違が
ある。以下、少し丁寧に見ていくことにする。 
　『敵討誰也行燈』二巻二冊（文化三年）の題名となっている誰也行燈は、見返しに
意匠されているが、その名の由来は『古今吉原大全』（明和五年）の巻四「吉原年中
行事」に見えている▼26。 
扨鐘四ッの時。大門口をしめ。くゞりより出入す。両河岸(かし)は。引四ッ
打て。木戸をしめ此時。丁／＼へ。中あんどうをともす。是をたそやあん
どうとなづく。むかし。庄司甚右ヱ門が家の名を。西田やといふ。此内
に。京より来りし。たそやといへる。名高き女郎ありけり。ある夜引ヶ四
つ過て。あげやよりかへりしに。何者ともしれず。たそやを殺害(せつがい)
に及びける。其比より。用心のためとて。丁中に行燈(あんどう)を出す。よ
りて。たそや行(あん)燈の名あり。 
　この吉原名物を利用して構想を立てたのである。 
　一方では『近世江戸著聞集』巻九に見られる佐野次郎左衛門と万字屋八橋の実録
に取材している（『異本洞房語園』にも見えている）。これは「吉原千人切り」と呼ばれて
いるが、並木五瓶によって『青楼詞合鏡』（寛政九年江戸桐座初演）に脚色されている。
後には講談にもなり、現代では『籠釣瓶花街酔醒』（三代河竹新七作、明治二十一年東京千
歳座初演）としてよく知られている。内田保廣氏は、この籠釣瓶譚と『幡随院長兵衛
一代記』とが権八小紫譚を介して結び付き、『誰也行燈』に利用されていると説い
ている（前出「馬琴と権八小紫」）。後になって、この佐野次八橋譚は合巻『鳥籠山鸚鵡
助劔』（文化九年）で再び用いられることになるのである。 
　はやくに後藤丹治氏は『太平記』の「新田義貞が劔を海中に投じて潮を退けると
いふ故事」などを典拠と指摘し▼27、向井信夫氏は『窓の須佐美』第三巻中の一話を
第四編で潤色使用していることを指摘した▼28。 
　なお本書には自筆稿本が残っており▼29、これを見るとかなり正確に製板されてい
ることがわかる。しかし口絵の一図だけが下絵（首級を描く）とまったく異なる図柄
で、振鷺亭の読本『千代嚢媛七変化物語』（文化五年）巻五の挿絵「簗(やな)太郎北海
(ほつかい)に挺頭魚(ふかざめ)を殺(ころ)す」（北馬画）に酷似している。この改変の理由は
定かではないが、図柄が不穏当であったためであろうか。いずれにしても大筋とし
ては、里見家の御家騒動を多くの犠牲の上に敵討によって解決していくというもの
である。 
　『盆石皿山記』前後二編各二巻二冊（文化三、四年）は、馬琴の中本型読本では最も
大部の作品である。構想もほかの作品に比べて複雑になっており、趣向も凝らされ
ている。まとまった作品論はいまだ備わっていないが従来〈伝説物〉と分類され、
題材として皿屋敷伝説、鉢かづき伝説、苅萱桑門伝説が指摘されている。 
　自序には「みまさかや久米のさらやまさらさらに我名はたてじ万代までに」（『古
今和歌集』巻之第二十、神あそびの歌）を踏まえた借辞が見られるが、美作国、久米の更山
という場所は〈皿〉から得た着想であると思われる。錦織、佐用丸などという登場
人物名も付近の地名によったのである。 
　また継子譚が取り入れられているが、「紅皿缺皿」（話型としては「米福粟福」）より
もむしろ「皿々山」と呼ばれる話を利用している。これは、殿様が姉妹に盆皿を見
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せて歌を詠ませ、実子に比べて上手な継子の方を城へ連れて行くという話である。
このほかにも継子譚には「継子の椎拾い」や「継子と井戸」と呼ばれる話型もあ
る。さらに「鉢かづき」も継子譚に属する型である。 
　馬琴がどのような資料によったかは詳らかにできないでいるが、これらの継子譚
を集めて趣向としてちりばめたものと思われる。つまり「紅皿缺皿」「椎拾い」
「盆皿」「皿」「井戸」という趣向の連続の根底には、継子譚を集大成するという
意識が存したのである。「皿」と「井戸」にまつわる話が連想の鍵となり、皿屋敷
伝承へと構想が展開していく。一般に『播州皿屋敷』として人口に膾炙した話を利
用しながらも、伴蒿蹊『閑田耕筆』（享和元年）巻二に所収の次の話を利用したよう
である▼30。 
上野国の士人の家に秘蔵の皿二十枚ありし。もしこれを破るものあらば一
命を取るべしと、世々いひ伝ふ。然るに一婢あやまちて一枚を破りしか
ば、合家みなおどろき悲しむを、裏に米を舂く男これを聞きつけて、わが
家に秘薬ありて、破れたる陶器を継ぐに跡も見えず、先ずその皿を見せ給
へといふに、皆色を直してその男を呼んで見せしに、二十枚をかさねて、
つくづく見るふりして、持ちたる杵にて微塵に砕きたり。人々これは如何
にとあきれれば、笑ひていふ、一枚破りたるも二十枚破りたるも、同じく
一命をめさるるなれば、皆わが破りたると主人に仰せられよ。この皿陶器
なれば一々破るる期あるべし。然らば二十人の命にかかるを、我れ一人の
命をもてつぐのふべし。継ぐべき秘薬ありといひしはいつはりにて、かく
せんがためなりと、一寸もたじろがず、主人の帰りを待ちたるに、主人帰
りてこの子細を聞きてその義勇を甚だ感じ、城主へまうして士に取り立て
られたりしが、果して廉吏なりしとかや。 
　場所や二十枚の皿という設定は異なるものの、馬琴は筋をこのまま利用している
のである。本作以外にも皿屋敷伝説を使ったものとして合巻『皿屋敷浮名染着』（文
化十一年）がある。 
　以下は部分的な趣向だが、前編第二で源七が遁世する場面や父子再会の場面は
『苅萱桑門筑紫轢』を踏まえたものと思われる。この苅萱伝説は文化四年の中本型
読本『苅萱後傳玉櫛笥』でも取り上げられており、また他作でも頻繁に利用されて
いる点を見ると、馬琴にはとくに関心が深かった素材だと思われる。 
　また前編第四、広岡兵衛が深夜に山神廟の梁に隠れて出没する異形のものを退治
する段は、浅井了意『伽婢子』（寛文六年）巻十一の一「隠里」に似た話がある。後
編第七に見られる、飼っていた鸚鵡が奸夫淫婦の密言を覚えてしまい主人がそれと
知るという趣向について、徳田武氏は『開元天寶遺事』（和刻本は寛永十六年）の「鸚
鵡告事」によるとする▼31。 
　結末の後編第十で、寂霊和尚の済度により紅皿の怨魂が仮現していた姿が消えて
しまう段は、後編執筆直前の文化二年十二月に刊行された京伝の読本『櫻姫全傳曙
草紙』の結末の一齣を想起させる。なおこの「寂霊和尚」と「永沢寺」建立の話、
「誕生寺の椋」「宇那提森」「塩垂山」などは『和漢三才図会』に見えているか
ら、案外手近な資料を使ったのかもしれない。 
　『苅萱後傳玉櫛笥』三巻三冊は葛飾北斎画で、文化四年に木蘭堂から刊行され
た。中本型読本としては丁数が多目であるが、六丁にわたる「附言」が付されてい
る。叙文には、文化三年春から夏にかけて北斎が馬琴宅にいたかと思わせる記述が
見られ、その北斎に本作の執筆を勧められたとある。内容は説経節で有名な苅萱説
話の後日譚として構想されたもの。中村幸彦氏は、この枠組の典拠として仏教長編
説話『苅萱道心行状記』（寛延二年）を指摘した▼32。地名や人名をはじめとする苅萱
説話からの要素は、多くがこの本から取られているのである。一方、妾腹の子が成
人後に父と対面するという展開は、中国白話小説『石点頭』の第一話「郭挺之榜前
認子」か、もしくは抄訳本『唐土新話(まことばなし)』（安永三年）を踏まえたものであ
る（前出中村論文）。 
　信州善光寺の親子地蔵の本地譚である苅萱説話には、妻妾の嫉妬、落花に無常を
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観じての発心、父子再会の折に名告れない等という有名な悲劇構成モチーフがちり
ばめられている。ところが馬琴はその一切を捨ててしまい、恩愛別離という発心譚
の持つ基本的なモチーフを払拭した上で、家族再会、家門栄達という結末に向けた
現世的な因果譚として再構成している。「縦(たとひ)佛家(ぶつか)の忠臣(ちうしん)といふ
とも、祖先(そせん)の爲(ため)には不孝(ふこう)」（叙）という発想から、「縦(たとひ)作(つ
く)り設(まうけ)るものなれバとて、義理(ぎり)に違(たが)へる談(たん)は、人も見るに堪(た
へ)ざるべく、われも實(じつ)に作(つく)るに忍(しのば)ず」（附言）というのである。ここ
から直ちに馬琴の仏教に対する批判を読むのは当らないと思われるが、このように
合理化されているのである。 
　本作の前にも苅萱説話を趣向化した作品はいくつかあったが、とりわけ享保二十
年豊竹座初演『苅萱桑門筑紫〓』の影響力が強かった。これは馬琴も何度か使って
おり、繁氏館の段「一遍上人絵伝」によるという妻妾の頭髪が蛇になって縺れ争う
場面が、『盆石皿山記』前編（文化三年）では丑の時参りの姿絵から蛇が出る箇所で
挿絵として視覚化されている。また、慈尊院の段女之介の淫夢は『松浦佐用媛石魂
録』後編（文政十一年）でも利用され、さらに『椿説弓張月』『俊寛僧都嶋物語』『南
總里見八犬傳』でも趣向化されているのである▼33。『筑紫〓』の改作で興味深いの
が『苅萱二面鏡』（寛保二年）という八文字屋本で、結末は石堂丸が十五歳になった
ら家督を譲って繁氏遁世めでたしめでたしという具合で、浮世草子の定法通り祝言
で締め括っている。 
　ところで、不可解なのが口絵の「忠常(たゝつね)人穴(ひとあな)に入(いる)」と「鍾馗
(しようき)靈(れい)をあらはして虚耗(きよがう)の鬼(おに)を捕(とら)ふ」の二図である。共
に発端部に出てくるだけで本筋には関係しない。忠常の富士人穴探検の話は「附
言」に引用されている通りに、胤長の伊東が崎の洞探検の話と共に『吾妻鏡』の建
仁三年夏六月に見られる。一方、本文には出拠が示されていない「源性(げんしよう)算
術(さんじゆつ)に自誇(じふ)して神僧(あやしきそう)に懲(こら)さる」という挿絵に描かれた
挿話も、実は『吾妻鏡』正治二年十二月三日の条に見えているのである。本作の趣
向上での『吾妻鏡』の位置は小さくない。 
　「逸史」に見えるという虚耗を退治した鍾馗の挿話には、特別の興味があったら
しく、「附言」で井沢蟠龍『広益俗説弁』を引きつつ考証しているが、早くに享和
元年の上方旅行の記録である『羇旅漫録』巻一「戸守の鍾馗」でも「遠州より三州
のあひだ。人家の戸守はこと／＼く鍾馗なり。かたはらに山伏某と名をしるしたる
もあり鍾馗のこと愚按ありこゝに贅せず」と記していた。また、文化八年刊『燕石雑志』
巻一「早馗大臣」でも触れ、『兎園小説』第九集（文政八年）にも輪池の考証を載
せ、『耽奇漫録』には「清費漢源畫鍾馗」を出している。 
　「著述はわが生活の一助なり。この故にわが欲するところを捨て、人の欲すると
ころを述ぶ」（附言）といいつつも、これらの考証を延々と続けざるを得なかったと
ころに、馬琴流読本の行き方が暗示されていると思われる。 
　なお、文化六年頃、春亭画の合巻風絵題簽を付けた改題本『石堂丸苅萱物語』が
出されている。 
　『巷談坡〓庵』は一柳斎豊広画で三巻三冊、文化五年に慶賀堂から刊行された。
同年同板元刊の『敵討枕石夜話』と共に、曲亭馬琴の中本型読本としては最後の作
品である。ただ、序文の年記は文化丙寅（三）年となっており、刊行が一年遅れたも
のの思われる。「巷談」と標榜するごとく、江戸の伝承的人物である粂平内、三浦
屋薄雲、向坂甚内、土手の道哲などを登場人物として構想された敵討物。巻頭には
仰々しく「援引書籍目録」をおき『江戸名所記』『事迹合考』など江戸関係の本を
二十冊ほど挙げている。本文中でも割注を用いて考証を加えるなど、近世初期の江
戸風俗に対する興味を示しつつ作品背景として利用している。この点について大高
洋司氏は、山東京伝の『近世奇跡考』巻之一の十一・十二・十七、巻之二の四・
十・十一、巻之三の八、計七ヶ所の引用と、『骨董集』上之巻の二十「耳垢取古
図」と挿絵（巻下十一ウ十二オ）との関係を指摘している▼34。 
　後印本として、序文を文化七年の山東京山序に付け替えた本がある。序文によれ
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ば文亀堂（伊賀屋勘右衛門）板のようだが、残念ながらこの板は管見に入っていない。
この序文中に「此繪草紙」と見えており、本作が中本型読本としては珍しく挿絵中
に「ヤレ人ごろし／＼」「うすくもさいごなむあみだぶつ」などという草双紙風の
詞書が書き込まれている点、やや草双紙寄りの性格がうかがえる。この時期に何作
か見られるような絵題簽付の体裁で出されたのかもしれない。 
　巻末には「亦問。こゝに説ところは。半虚にして半実なるか。答て云、皆虚な
り、比喩なり。仏家に所謂善巧方便のたぐひと見て可也」といった調子で、金聖〓
の外書を真似て「門人逸竹斎達竹」なる仮託の人物との評答を載せている。やや堅
苦しい印象を受けるが、基本的には敵討物の枠組を持ち、複数の伝承を組み合わせ
た点に面白さがある。中本型読本としての、さまざまな実験が行なわれた作品であ
る。 
　後印改修本として、「翰山房梓」「乙亥」と見返しに象嵌した半紙本三巻五冊が
あり、刊記は「文化十二年己亥年孟春新刻＼書肆＼江戸日本橋通一町目＼須原屋茂
兵衛＼京三條通柳馬場西へ入＼近江屋治助」となっている（天理図書館本）。目録など
を彫り直し、内題等の「巷談」を削り「坡〓庵」とし、巻下巻末の「附言」も省か
れている。この体裁の本には、刊記を欠いた本（学習院大本）のほかに、「河内屋喜兵
衛＼大文字屋與三郎」板があり（広島大本）、また天保期の後印本と思われる『粂平
内坡〓庵』（外題）という江戸丁子屋平兵衛から大坂河内屋茂兵衛まで四都六書肆が
刊記に並ぶ、口絵の薄墨をも省いた半紙本五冊もある（個人蔵）。いつの改竄だかわ
からないが、口絵の薄墨板（薄雲の姿四オ）を彫り直した本もある（林美一氏蔵）。 
　この後印板の多さは、それだけ広く読まれた傍証になると思われるが、じつは本
作には序文と口絵を彫り直した中本三巻五冊の再刻板も存在する（都立中央図書館
本）。幕末期の出来だと推測されるが、改装裏打ちされている上、見返しや刊記を欠
くため出板事項は未詳である。口絵には濃淡二色の薄墨が入れられ、本文は内題の
「巷談」を削り「坡〓庵」とした板を用いているようであるが、挿絵第六図（巻中三
ウ四オ）は薄墨板がないと間が抜けてしまうためか削除されている。新刻された序末
には「于時乙丑鶉月仲旬＼飯台児山丹花の〓下に＼曲亭馬琴誌＼松亭金水書」とあ
るが、この「乙丑」は不可解である。慶応元年ならばすでに馬琴は歿しているし、
文化二年なら原板の序より早くなってしまうからである。また、どう見ても馬琴の
文体とは考えられず、おそらくは松亭金水の仕業ではないかと思われる。金水はこ
の時期に『敵討枕石夜話』の再刻本『観音利生記』の序文を書いており、さらに
『江都浅草観世音略記』（中本一冊、弘化四年、文渓堂板）を編んだりと、浅草関連の本に
手を染めているからである▼35。 
　『敵討枕石夜話』二巻二冊（文化五年）は、馬琴の中本型読本としては最後の作品
となる。序文で『回国雑記』や『江戸名所記』をそのまま引用し、浅草姥が池の
一ッ家伝承を紹介している。登場人物たちには「綾瀬」「浅茅」「駒形」などと浅
草近辺の地名が与えられている。一方、一ッ家の〈石の枕〉からの連想で『和漢三
才図会』に見える常陸国枕石寺の由来を付会している。この寺の回国行者の路銀を
奪って殺害した戸五郎が、一旦は栄え、やがて没落するのは座頭殺しに絡む長者没
落譚の形式を踏む。海上を進行する船が突然動かなくなり、船底を調べると大きな
角が刺さっていたという奇談は、大槻茂賀『六物新志』（天明六年）の「一角」の条
や『土佐淵岳志』などを参照したのであろう。馬琴はこの角を殺された回国行者の
怨魂が化したものとし、さらに『吾妻鏡』四十一の建長三年三月六日浅草寺に「牛
の如き物」が出現したという記事を利用、この「牛の如き物」を〈牛鬼〉とする。
この〈牛鬼〉によって戸五郎の妻綾瀬が殺され、娘浅茅は吐きかけられた涎沫によ
り懐胎、五年後に娘駒形を産む。この時夜な夜な牛鬼の吠えた島が「牛島」である
として、地名由来譚にしているのである。 
　その後、浅茅は一ッ家で旅宿を営み、石の枕で旅人を殺して路銀を奪うようにな
る。ある晩投宿した美少年の身代りになって駒形は石の枕に死す。これを知って
怒った浅茅は美少年を追うが池の端で討たれ大蛇と化すが因果を諭され得度する。
折よくその場に居合わせた戸五郎は、美少年が自分の殺した回国行者の息子である
ことを知って討たれる。 
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　敵討物としては安易な構成であり、筋立も伝承によるところが多いが、展開過程
にさまざまの趣向を取り入れており、そこに読者の興味を吸引しようとした作品で
ある。人口に膾炙した題材を用いる場合は、誰しも結末は知っているわけであるか
ら、その改編ぶりにこそ作意が払われるのである。この作品においては、浅草とい
う空間に〈石枕〉と〈牛鬼〉に関する伝承を重ね合わせていく手法が採られてい
る。 
　ところで馬琴が『枕石夜話』を執筆したのは文化三年六月からであるが、なぜか
途中で筆を折っている。にもかかわらず文化四年になってから慶賀堂上総屋忠助の
要求で続きを執筆したのである。この慶賀堂は文化三年刊の半紙本読本『三國一夜
物語』（五巻五冊）の板元であったが、売り出して間もない同年三月の大火で板木を
焼失してしまったのである。前述の『巷談坡〓庵』が文化三年七月に稿了していた
のに文化五年の新板となったのも、こうした事情があったからだと考えられる。 
　さらに推測を重ねれば、馬琴の中本型読本の板元の中で、慶賀堂だけが中本型読
本を出す以前に半紙本読本の板元になっているので、早くから何か特別な関係が
あったのかもしれない。また一度筆を折った作品の「嗣録」をしたのも、この板元
に対する配慮からであろう。いずれにしても、いま注意したいのは、板元の注文で
「嗣録」した『枕石夜話』が文化三年六月に起筆されている点である。つまりこの
時点で作品の構想はまとまっていたということになる。ならば馬琴が中本型読本を
執筆したのは文化三年の秋までと考えてよいだろう。折しも生活のために続けてき
た手習いの師匠をやめているのである。つまり、この時点で初めて江戸読本作家と
しての見通しがたったということを意味しているのであり、それと同時に中本型読
本の筆を執ることもなくなったのである。 
 
柳亭種彦 
　柳亭種彦の『情花竒語奴の小まん』前後二編各二巻二冊（文化三～四年）は、発端部に
おいて斜橋道人の中本型読本『近代見聞怪婦録』（享和三年）より狐の敵討の一節を利
用し、浄瑠璃『容競出入湊』『津国女夫池』や『とりかえばや物語』、『雨月物
語』の「青頭巾」などを使っていることが指摘されている。種彦にとっては読本の
初作であるが、構想趣向ともによく練られた佳作である。同じく種彦の『總角物
語』二編各二巻二冊（文化五～六年）は、助六総角の情話を翻案した里見家の御家騒動
で、登場人物たちの間に複雑に絡まる因果関係を設けている。この前編の表紙には
蒸篭をあしらった意匠を摺り込み、後編では色摺りの色紙型絵題簽に杏葉牡丹（団十
郎の替紋）をあしらうなど、表紙の意匠にまで心を配っている。後に草双紙で本領を
発揮する種彦であるが、読本においても造本の洗練された美しさに趣味の良さがう
かがえる。 
　一般に中本型読本は、地味な色の無地表紙に短冊型の文字題簽を貼ったものが多
く、おそらくは天理図書館蔵『總角物語』巻末に貼り込まれているような多色摺り
を施した絵入りの袋に入れられていたものと思われる。しかし次第に凝った美麗な
意匠の表紙が見られるようになる。これも読者層の変化に伴う現象の一つなのであ
る。 
 
小枝　繁 
　小枝繁は戯号、通称は露木七郎次、また〓〓(せつり)陳人、絳山樵夫などとも号し
た人物で、水戸藩の臣、四谷忍原横町に住み城西独醒書屋といった。青山焔〓蔵に
住んでいた時期もあったらしく、撃剣に長じ卜筮に詳しいともいう。文政九年八月
七日歿、享年六十八歳というが、一説には天保三年四月十九日歿とも。詳しいこと
は明らかではない▼36。 
　馬琴や京伝に次ぐ中堅読本作家として活躍し、処女作『復讐竒話繪本東嫩錦』（文化
二年）以後十数作の読本を出している。鈴木敏也氏は、未刊に終った読本の自筆稿本
序文に「今茲丙申」（天保七年）とあることを紹介し、従前の歿年に疑義を提出して
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いる▼37。 
　当時複数のジャンルにまたがって筆を執る作家が多かった中で、その著述は読本
に集中しており、ただ一作の合巻『十人揃(じゆうにんまえ)皿譯續(さらのやきつぎ)』（文
化九年、西与板▼38）を画工北岱の要請にしたがって書いているに過ぎない。 
　さて小枝繁が読本を主として書いていたのは、一番知的で格調の高いジャンルで
あった故でもあろうが、同時に馬琴のように職業作家として潤筆だけで生活してい
たわけではなかったからである。流行を創り出すような独創的な話題作はなかった
ものの、比較的堅実に流行に即した作品を残している。書肆にとっては気軽に執筆
依頼ができた、重宝な作者の一人であったはずである。 
　中国白話小説に対する知識も少なからず持っていたものと思われる。処女作『繪
本東嫩錦』は、白話語彙に和訓を振った中国臭の強い生硬な文体で書かれ、「十五
貫戯言成巧禍」（『醒世恒言』）の趣向を用いている▼39。この『東嫩錦』が刊行され
た文化二年といえば、馬琴の半紙本読本の初作『月氷竒縁』が出た年でもあり、江
戸読本としては比較的早い時期である。なお、京伝の『安積沼』（享和三年）からの
影響の指摘がある▼40。一方『繪本璧落穂』前後編（文化三、五年）では、翻訳のな
かった白話小説『金石縁全傳』を翻案して利用しているという▼41。 
　全著作のうち中本型読本は二作だけで、『於梅粂之助高野薙髪刀(こうやかみそり)』二
巻二冊（文化五年）と『愛護復讐神〓伝(しんえんでん)』前後二編五冊（文化五、六年）とが
ある。これらの中本型読本では比較的平易な文体を用い、あまり中国臭も強くなく
肩肘を張った感じはしない。半紙本との格の差や読者層の違いを配慮したものと思
われる。 
　さて『高野薙髪刀』については、同年同板元から出された『繪本璧落穂』後編の
初印本に付された広告に、 
於　梅　　　　　　小枝繁著 
　　　高野薙髪刀　蘭齋北嵩画　　　中本二冊出来 
粂之助　　　　　　葛飾北斎校 
 
俳優(わさおぎ)になす角額(すみびたい)といへるによりて。新(あらた)に作(つく)
りもふけたる物語(ものがたり)にして。一振(ひとふり)の夭劔(ようけん)を冶(きた
ひ)しよりこと発(おこ)り。仁海(じんかい)が神通(しんつう)。強八(がうはち)雪路
(ゆきぢ)が婬悪(いんあく)。牛都(うしいち)が夭祟(たゝり)粂之助(くめのすけ)が孝(か
う)。梅児(おむめ)が貞(てい)。等(とう)のこと有枝(いろ／＼)有葉(さま％＼)にいり
くみたる。おもしろき絵入(ゑいり)読本(よみほん)也。 
と見える。この紹介からもわかるように、いわゆる高野山心中つまり近松の浄瑠璃
『高野山女人堂心中万年草』（宝永五年四月、竹本座）や、その改作『角額嫉蛇柳』（明和八
年、豊竹和歌三座上場）を踏まえている。序文で「角額てふ俳優の書をよみはべりし
に」と記しているので小枝繁は『角額嫉蛇柳』の方を見ていたようだ。しかし全編
は敵討物として結構されており、もちろん心中物ではない。作品全体の世界として
人口に膾炙した浄瑠璃を取り込んだのであり、登場人物名や高野山という場所以外
は、部分的な趣向（偽筆の手紙など）を借りたに過ぎず、主となる話の筋からいえば、
まったく別の作品である。 
　零落した武士が家の再興を息子に託すという展開の中で、冒頭部で用意された妖
剣の祟りが、家の再興を果たすまでに通過せざるを得ないすべての災禍の原因にな
るように仕組んでいる。この展開に加える脇筋として、殺された女の怨恨が小蛇と
なり敵の男に纏わり付くという、いわゆる蛇道心説話を用いている。この話は『因
果物語』などに見られる唱道話材として流布していた仏教怪異説話で、千代春道の
中本型読本『復讐竒談東雲草紙(しののめそうし)』（文化五年）や、式亭三馬の半紙本読本
『流轉數囘阿古義物語』（文化七年）にも用いられている。そして結末では、この脇
筋も主筋の敵討に合流して大団円となるのである。 
　このように芝居の世界を骨格として用い、主筋と脇筋を巧みに絡めていく創作方
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法は近世後期小説の常套手段であるが、次第に多くの筋をより複雑に混合して創作
されるようになるのである。 
　なお、本書を「北斎画＼曲亭馬琴編述」と改竄し、半紙本五冊に分冊した改題改
修本『於梅粂之助花雪吹高嶺復讐』（外題は『於梅粂之助繪本花雪吹』）がある。小枝繁の作
風が馬琴に似ていることもあるが、挿絵も北斎門人の筆なので、馬琴北斎という江
戸読本の黄金コンビの作とするには、大変に都合がよかったのであろう。しかし改
竄本が出されたということは、それだけの商品価値を持っていたということであ
り、おそらくこの作品に対する板元の判断を示唆しているものと思われる。 
　『愛護復讐神〓伝』の方は、説経をはじめとする「愛護若」ものの翻案であるが、
八文字屋本『愛護初冠女筆始』（享保二十年）を利用し、また人面瘡を趣向とするなど
伝奇性に富んだ作品。中本型読本としては長い部類に属するが構成上の破綻もなく
完成度の高い作品である。 
 
一溪庵市井 
　一溪庵市井という人物については、残念ながら何一つわかっていない。『国書総
目録』では一溪庵を感和亭鬼武の別号として挙げているが根拠は未詳。おそらく別
人だと思われるが、実体の解明については後考を俟ちたい。文化年間に入り、次第
に流行してきた江戸読本は、一溪庵の中本型読本『復讐竒談七里濱』三巻三冊（以下
『七里濱』）が出板された文化五年に出板点数の上では頂点を迎える。中本型読本に
おいても事情は同じ。主要な読本作家のほぼ全員がこの年に中本型読本を刊行して
いるのである。ただ山東京伝だけは、楚満人遺稿という合巻風の中本型読本『杣物
語僊家花(そまものがたりせんかのはな)』（文化五年）の序文を書いているに過ぎない。一
流作家としての誇りの故か中本型読本は一つも書いていないのである。 
　ところで『七里濱』の初板本を見ると、大層効果的に薄墨板が使われた挿絵に目
が惹かれる。ほかの中本型読本にも薄墨板を用いたものがないわけではない。しか
し『七里濱』では表紙に色摺りを施して貝殻の意匠の貼題簽を用いるなど、かなり
造本に意匠が凝らされているのである。その上『七里濱』の改題改修本『島川太平
犬神物語』（文化六年）には、表紙に大きな色摺りの合巻風絵題簽が施された本があ
る。『七里濱』の刊行後わずか一年足らずで板元が変わり、改題改修されていたの
である。後印本の常として序跋類や挿絵の薄墨板は省かれてしまっている。 
　このような改変は、制度上は書物問屋しか出板することができない読本（中本型読
本）を、地本問屋が出すために行なった偽装工作ではないかと考えられる。とくに文
化六年頃にまとめて数点の中本型読本を求板し、合巻風に仕立て直して改題改修本
を出したのは、貸本屋から出発して後に書物問屋になった雙鶴堂鶴屋金助であっ
た。『名目集』によれば、鶴屋金助が地本問屋になったのが文化五年六月であり、
面白いことに、これらの改題本の出板と時期を同じくしているのである。同様の改
題改修本は、鬼武の中本型読本三作をはじめとして全部で六種類ほど確認できる。
おそらく中本型読本の読者層が次第に拡大し、合巻の読者にまで及んだということ
であろう。同時に女性読者の獲得を意図した板元の販売戦略だともいい得るのであ
る。 
　一方、自序に、 
余生業の暇に書を好む。一日、本草綱目を読みて、番木鼈の条下に至る。
此草や獣を殺すの毒あり。就中く能く狗を毒し死に至らしむ。茲に於て忽
ち一奇事を案得して、島川礒貝両士の是非と与に復讐の一事を著す。 
とあるように、内容的にはいわゆる「御堂前の仇討」の世界を取り込んだもの。実
説かどうかは不明ながら、貞享元年二月八日阿波徳島の藩士島川太兵衛が礒貝実右
衛門を殺害し出奔、貞享四年六月三日御堂前にて礒貝兵左衛門等に討たれたという
事件である。早くから芸能化されており、浄瑠璃『敵討御未刻太鼓』（長谷川千四、享
保十二年）や、この改作『御堂前菖蒲帷子』（菅専助、安永七年）などがある。また歌舞
伎では『郭公合宿話』（享和二年四月、河原崎座）や、『初紅葉二木仇討』（文化三年七
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月、中村座）に仕組まれている。とくに、この文化三年の上演が好評であったものと
思われ、式亭三馬は合巻『御堂詣未刻太鼓』（文化四年春三月稿文化五年）を出してい
る。 
　このように『七里濱』が出板される前に、いくつもの「御堂前の仇討」の世界を
扱う先行作がある。ところが直接的に典拠となった作品を特定できない。その上肝
心の敵討の場所を御堂前ではなく七里浜に変え、題名も「御堂前」ではなく「七里
浜」としているのである。このように舞台を上方から関東に移したのは、おそらく
江戸の読者を意識したからに相違ない。 
　人物名などは芝居の世界としての約束事に従いつつも、序文に見えているように
趣向として〈犬神の妖術〉と〈唐猫の香器〉とを設定している。さらに阿波国の御
家騒動であることから、広く四国地方に伝承されていた民譚「犬神憑き」を付会し
たのかもしれない。 
　作者の実態は不明ながらも敵討に際して女の犠牲死を用意するなど、全体の説話
的構成も整っており、敵討物としてはよく仕組まれた作品である。また部分的な趣
向にも和漢の説話が工夫を凝らされて配置されており、作者の教養がうかがい知れ
る作品である。 
 
六樹園ほか 
　六樹園の『天羽衣』二巻二冊（文化五年）は、この時期には珍しく敵討物ではな
い。作者の浪漫的嗜好を反映した雅文体で記述されており、謡曲『羽衣』を踏まえ
て中国白話小説『醒世恒言』の「両縣令競義娘孤女」や「陳多寿生死夫婦」を翻案
したものである。なお六樹園は同年の合巻『敵討記乎汝(かたきうちおぼえたかうぬ)』で
敵討物のパロディを試みている。 
　神屋蓬洲は、挿絵はもとより筆耕彫工まで一人でやってのけた器用な人物で、中
本型読本には『復讐十三七月(はつかのつき)』三巻三冊（文化五年）と『敲氷茶話龍孫戛玉
(たけのともずり)』二巻二冊（文化六年）がある。趣向挿絵共凝った作品であるが、惜し
いことに二作とも未完である。 
　盛田小塩の『復讐竒怪完義武逸談』三巻三冊（文化四年）は前半部で『奇異雑談集』
巻一の四「古堂の天井に女を磔にかけおくこと」を丸取りした敵討物である▼42。い
ずれにしても、奇談の一つを敵討の枠組として取り込んだ単純な構成の作品であ
る。 
　千世蔭山人（盛田小塩）の『因縁竒談近世風説柳可美』二巻三冊（文化四年）は京都の遊
女美和の発心譚。節亭山人『繪本復讐放家僧』三巻四冊（文化三年）は際どい描写を
含む男色物。岡田玉山の『阿也可之譚』（文化三年）は口絵挿絵に多色摺りを施した
綺麗な本だが、信田妻の筋に依拠したもの。 
　いま列挙した『完義武逸談』以下の四作の匡郭は、ほぼ中本型読本の大きさであ
るが、紙型がやや大きく中本と半紙本の中間ほどの大きさである。『柳可美』以外
は上方の書肆より出されたものなので江戸読本とはいえないが、前述した一九の
『天橋立』も岐阜の書肆の手になる後印本はやはりこの中間型であった。 
　一方、馬琴の『敵討裏見葛葉』五巻五冊（文化四年）や種彦の『阿波之鳴門』五巻
五冊（文化五年）をはじめとして、手塚兎月の『小説竒談夢裡往事』四巻四冊（文化五
年）、千鶴庵万亀の『かたきうちくわいだん久智埜石文』三巻三冊（文化五年）、高井蘭山
の『復讐竒話那智の白糸』五巻五冊（文化五年）、蓬洲の『復讐雙三弦』三巻五冊（文化
九年）、東里山人の『山陽奇談千代物語』二編十冊（文政十年）、一九の『名勇發功譚』
五巻五冊（文政十一年）、滄海堂主人の『復讐野路の玉川』二編九冊（天保七年）などは
半紙本より少し小さい匡郭を持ちながら、中間型の紙型で出されている。これらの
〈中間型読本〉は単に紙の大きさの規格の相違から生まれたものかもしれないが、
前述のごとく中本型読本とも傾向を異にする作品が含まれており、一応別に扱った
方がよさそうである。一見したところでは上方板にこの様式が多い。なお明らかに
初印時より半紙本に摺られた中本型読本もあり、これは貸本屋向きに作られたもの
と考えられる。 
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　文化期の半ばには草双紙に近い様式の中本型読本が見られ、同時に中本型読本並
の格調を備えた草双紙も出現する。これらは中本型読本の読者層の広がりを反映し
たもので、流行に従って大衆化し、それに見合う形での造本上の変化なのであっ
た。 
 
　　四　後期の中本型読本 
　文化期の末には中本型読本はほとんど見られない。所見本は半紙本仕立ての後印
本であったが、文松庵金文の『忠臣烈女東鑑操物語』五巻五冊（文化十年）は東北の阿
曾沼での御家騒動を骨子とし、犬の報恩譚や狐の怪異などの伝奇的要素を取り込ん
だもの。発端部の「筒井筒」では『伊勢物語』を利かせ、その二人が結末「結赤
縄」で結ばれるといった恋愛小説風の構成を持っている。 
　文政期に入ると狐郭亭主人の『薄雲伝竒郭物語』五巻五冊（文政二年）がある。こ
の作品は妖獣退治に始まり破戒僧の妖術、薄雲の猫の怪異、女の亡霊と多くの猟奇
的趣向が散りばめられ、総角助六の情話が利用された敵討物である。この文政初年
には人情本の濫觴とされている一九の『清談峯初花』前編や瀧亭鯉丈の『明烏後正
夢』初編が出板されている。 
　一九の『遠の白浪』三巻三冊（文政五年）は、「一本駄右衛門東海横行記」（見返
し）とあるように白浪物。東里山人の『夢の浮世白璧草紙』二編六冊（文政七年）は「契
情白璧が事跡」（序）を扱ったもの。やや横幅の広い紙型を用い、匡郭を双柱にして
いる。目録の体裁や会話文の導入、句読点を用いない表記法などに人情本的要素が
見られる。 
　東西庵南北こと板木師朝倉力蔵の『江戸自慢翻町育（二人藝者一對男）』三巻五冊
（文政十一年）は、中本型読本から人情本への過程を端的に示す演劇趣味の強い作品
で、色模様をも含むが、基本的には「観善徴悪をさとす」（叙）敵討物である。『糸
桜本朝育』の世界を取り込み、地の文で筋を進行しながら会話体を導入し、全文で
はないが次のように正本風にしている。 
おりしもとなりざしきのかげしばゐのせりふは菊之丞と団十郎［菊］人の
心とあすか川きなふのふちもけふの瀬とかわらさんすはどのごのつね
［団］こよいしゆびしてあふたも人のせわ……［菊］かならずまつてゐさ
んせや大ぜいにてほめるはま／＼成田屋引 
【佐】あのせりふのとふり金といふやつにはかなはねヱの【糸】それも女
によりけりサ〇 
隣室より聞こえる声色（「鰻谷」菊之丞と団十郎の見立て）を利用している。おもいれ
「〇」や「此所ぶんまはしにて」などとあり、さらに義太夫まで使って趣向として
いる。この徹底した演劇趣味は草双紙や人情本の読者を意識したものであろうか。
当時の風俗流行への言及や濡れ場の描写、妻妾同居の結末などは人情本を思わせ
る。また改題後印本『江戸紫恋の糸巻』の存在は、当時の読者に好評だったことを
物語っているだろう。なお所見本は半紙本であったが、改題後印本は中本で出され
ている。 
　一方、人情本の元祖為永春水の『武陵埜夜話』三巻三冊（文政十一年）は匡郭を取り
払った人情本風の造本ではあるが、色模様のない敵討物で、会話文を導入し愁嘆場
を強調した作品である▼43。同じく『小説坂東水滸傳』前後二編各三巻三冊（文政十三
～十四年）は一名「千葉系譜星月録」とあり、千葉家の御家騒動を「星塚佐七、星合
於仙、星井志津馬、星野正作、星川主水、星影利光、星石賢吾」の七人の活躍で解
決するという構想の『八犬傳』模倣作である。 
　以上見てきたように文化期末から文政期に出板された中本型読本には、人情本へ
の過渡的な内容様式を持った作品が多い。が、反面半紙本の史伝物を指向する作品
も見られる。またこの時期の人情本にも中本型読本的な伝奇性を残した作品も多
く、厳密な意味でのジャンル分けは困難であろう。つまりこの時期もまた過渡期で
あり、狂蝶子文麿の半紙本読本『五大力後日物語』五巻五冊（文化十一年）が口絵挿絵
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を除いた本文で中本大の匡郭を用いているように、その試行錯誤が中本型読本を通
して試みられたのであった。 
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▼1.中村幸彦「人情本と中本型読本」（『中村幸彦著述集』五巻、中央公論社、一九八二年、初
出は一九五六年）。 
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▼3.横山邦治「中本もの書目年表稿」（『讀本の研究―江戸と上方と―』、風間書房、一九七四
年、初出は一九七〇年）。 
▼4.水谷不倒『古版小説挿絵史』（『水谷不倒著作集』五巻、中央公論社、一九七三年、初出は
一九三五年）。 
▼5.画工は記されていないが、向井信夫氏は勝川春英の筆かと推測する。 
▼6.鈴木敏也「「敵討連理橘」の素材を繞つて」（藤村博士功績記念会編『近世文學の研
究』、至文堂、一九三六年）。 
▼7.内田保廣「馬琴と権八小紫」（「近世文芸」二十九号、日本近世文学会、一九七八年六
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▼8.本書第二章第四節参照。 
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本の研究―江戸と上方と―』、風間書房、一九七四年）。 
▼10.棚橋正博「振鷺亭論」（「近世文芸研究と評論」十一号、研究と評論の会、一九七六年）。 
▼11.水谷不倒『選択古書解題』（『水谷不倒著作集』七巻、中央公論社、一九七四年、初出は一
九二七年）。 
暉峻康隆『江戸文學辭典』（冨山房、一九四〇年）では、『通俗赤縄奇縁』を挙げてい
る。 
▼12.日野龍夫「解題」（『近世白話小説翻訳集』二巻、汲古書院、一九八四年）。 
▼13.徳田武「『曲亭伝奇花釵児』と「玉掻頭伝奇」」（『日本近世小説と中国小説』、青
裳堂書店、一九八七年、初出は一九七八年）、同「解説」（新日本古典文学大系『繁野話・曲亭伝奇
花釵児・催馬楽奇談・鳥辺山調綫』、岩波書店、一九九二年）。 
▼14.八文舎自笑『役者綱目』（『歌舞伎叢書』第一輯、金港堂、一九一〇年）。 
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▼16.石崎又造『近世日本に於ける支那俗語文學史』（弘文堂書房、一九四〇年）。 
▼17.尾崎久彌「馬琴初期の芝居好」（『近世庶民文学論考』、中央公論社、一九六五年、初出
は一九五〇年）。 
▼18.義輝の顔は沢村源之助の似顔である旨、向井信夫氏より教示を得た。 
▼19.麻生磯次『江戸文学と中国文学』（三省堂、一九四六年）。 
▼20.水野稔「馬琴の短編合巻」（『江戸小説論叢』、中央公論社、一九七四年、初出は一九六一
年）。 
▼21.向井信夫「十返舎一九滑稽もの５種」解題（近世風俗研究會、一九六七年）。 
▼22.鈴木俊幸「寛政期の鬼武」（「近世文芸」四十四号、日本近世文学会、一九八六年六
月）。 
▼23.三田村鳶魚「『有喜世物真似旧観帖』解題」（『三田村鳶魚全集』廿二巻、中央公論
社、一九七六年、初出は一九三六年）。 
▼24.本書第四章第五節参照。 
▼25.向井信夫氏の教示による。 
▼26.『古今吉原大全』（『洒落本大成』四巻、中央公論社、一九七九年）。 
なお、後に『古今青楼噺之画有多』（安永九年）に絵を加えて抄録されている。 
▼27.後藤丹治『太平記の研究』（河出書房、一九三八年）。 
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▼30.伴蒿蹊『閑田耕筆』（『日本随筆大成』一期十八巻、吉川弘文館、一九七六年）。 
ずっと後だが、松亭金水の『積翠閑話』や暁鐘成の『雲錦随筆』にも見えている。 
▼31.徳田武「『八犬伝』と家斉時代」（『日本近世小説と中国小説』、青裳堂書店、一九八七
年、初出は一九八一年）。 
ただ典拠としては、むしろ馬琴の合巻『鳥篭山鸚鵡助劔』（文化九年）の方が一致点
が多い。また、この趣向は改題本が広く流布していた『語園』（寛永四年）下、「鸚
鵡賊を告事」にも出ている。 
▼32.中村幸彦「読本発生に関する諸問題」（『中村幸彦著述集』五巻、中央公論社、一九八
二年、初出は一九四八年）。 
▼33.後藤丹治「解説」（日本古典文学大系60『椿説弓張月』上巻、岩波書店、一九五八年）。 
▼34.大高洋司「湛湛青天不可欺―『新累解脱物語』解題正誤―」（「いずみ通信」十
一、和泉書院、一九八八年十月）。 
▼35.本書第二章第三節参照。 
▼36.菩提寺であるという市ヶ谷薬王寺に出掛けてみたのだが墓石は見当らなかっ
た。寺側の協力が得られず、それ以上の調査はできなかった。 
▼37.鈴木敏也「「南枝梅薫九猫士傳」解説」（『秋成と馬琴』、丁子屋書店、一九四八
年）。 
▼38.なお本作中主人公の名「きく（菊）」が「さく」と細工して直されている点に
ついて、鈴木重三氏は「校合本は語る―「おきく」と「おさく」―」（「書誌学月報」
三十八号、青裳堂書店、一九八八年）で、所蔵の自筆校合本を図示し、菊千代君の生誕に伴
う「菊禁」の一件と、序の年記「辛未」が「壬申」に直されていることなどを紹介
している。馬琴の『松浦佐用媛石魂録』で「秋布」の名を「菊」にできなかったこ
とや、瀬川菊之丞が路考と名乗ったのも同様の理由によるものであろう。 
▼39.横山邦治『讀本の研究―江戸と上方と―』（風間書房、一九七四年）。 
▼40.鈴木敏也「小枝繁の処女作から京伝を眺める」（「国文学攷」二巻一輯、広島大学国
語国文学会、一九八六年）。 
▼41.徳田武「『金石縁全伝』と馬琴・小枝繁」（『日本近世小説と中国小説』、青裳堂書
店、一九八七年、初出は一九八六年）。 
▼42.向井信夫氏の教示。同じ話は『諸国百物語』巻二の五「六端の源七ま男せし女
をたすけたる事」にもある。 
▼43.向井信夫「人情本寸見（二）」（「書誌学月報」二十五号、青裳堂書店、一九八六年三月）
に解題が備わり、延広真治氏の手によって水野稔編『近世文芸論叢』（明治書院、一九
九二年）に翻刻されている。 
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『江戸読本の研究』第二章 中本型の江戸読本 
 
第二節 中本型読本書目年表稿 
 
高　木　　元
 
凡例 
一、原則として原本を確認した作品を挙げた。未見の場合や所見本に記されていない事項は括弧で括り、その典拠
を示した。 
一、原則として刊記による刊年順に挙げたが、所見本のいずれにも刊記がない場合は見返しや序などによった。 
一、次のように見出を立てた。 
書名　原則として内題により、書名の訓みが記されている場合はルビで示した。また外題等が異なる場合
は注記した。 
巻冊　所見本が合綴されている場合でも、内題等によって本来別冊であったことが明らかな場合は、本来
の冊数を示した。なお巻数を括弧で括ったものは草双紙の意識で書かれた作品で、五丁を一巻に数えた場
合であることを示す。 
作者　奥付、見返し、内題下などによった。 
画工　作者に準ずる。 
蔵板　蔵板元が明示されている場合は、これを示した。 
 
一、項目は(1)刊記、(2)題序、(3)後跋、(4)筆耕彫工、(5)柱刻、(6)所蔵先（板の違いは＼で示した）、＊備考の順に
記号で示した。 
一、所蔵機関名は公私立機関名を略称を用い、個人蔵本のうち目録類で公開されていないものはアルファベットで
示した。 
一、該当する項目がない場合は、項目そのものを略した。 
 
 
安永十　丑辛(一七八一)年（四月二日改元、天明元年）
敵討連理橘　一巻一冊　容楊黛作　西宮新六板
(1)「東都書林　本材木町一丁目　西宮新六板」　(2)「安永十丑はつ春　作者容楊黛」　(5)「連理」　(6)岩崎・国
会・
霞亭・岐阜大
天明二　寅壬(一七八二)年
女敵討記念文筥　三巻一冊　中山清七板
(1)「天明二年寅三月吉日＼売所　牛込おたんす町　駿河屋藤助＼同　江戸橋四日市　上総屋利兵衛＼板元　本町四
丁目大横町
　中山清七」　(2)「天明二年三月吉日」　(5)「女敵〔仇〕討」　(6)国会・霞亭・東博・中村・抱谷・Ａ
＊東博本とＡ本は刊記に「寛政五癸丑正月吉日」と入木。
寛政六　寅甲(一七九四)年
教訓いろは酔故傳　一巻一冊　振鷺亭作　自画カ　南總舘板
(2)「寛政甲寅春正月＼八文舎自笑題」　(6)国会・岩崎・東博・東大国文・阪大・尾崎・加賀・慶応吉田
＊Ａ本の改題改刻本『時代世話建久酔故伝』（文政三年三鷺序、英泉の口絵を新刻、文魁堂・双鶴堂）。
寛政八　辰丙(一七九六)年
高尾舩字文　五巻五冊　曲亭馬琴作　長喜画　蔦屋重三郎板
(1)「江戸通油町　蔦屋重三郎」　(2)「寛政捌丙辰年孟春＼曲亭馬琴」　(5)「高尾」　(6)岩瀬・狩野・天理・広
大・花月
・中村・Ａ＼国会・京大・東博・玉川大(後編欠）・Ａ
＊再刻本は中本五冊。初編上下は天保六年刊「蔦屋重三郎・柴屋文七＼合板」（見返し）、後編上中下は「天保七
丙申歳孟陽発販
＼版元・赤松庄太郎-中村屋勝五郎＼製本所・柴屋文七」。各巻首に寛政板の口絵に対応した国貞画の色摺り口絵一
図がある。
寛政十　午戊(一七九八)年
風俗本町別女傳　二巻二冊　振鷺主人作　自画カ　南總舘板
(1)「板出來戊午＼春南總舘鐫」　(2)「題　巽空舎白猿」「小引　振鷺亭主人」　(3)「後跋　門人關東米謹識」
　(5)「本」〔ノド〕　(6)国会・九大・天理
＊見返し「振鷺亭先生譯」。
寛政期カ
風流夕霧一代記　三巻三冊　振鷺亭作
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(2)「夕霧一代記自序　作者振鷺」　(3)「振鷺亭主人識」　(5)「夕きり」　(6)京大・国会・加賀・（南木）＼学習
院・
成田・Ａ
＊改題再刻本『紀文大盡全盛葉南志』（中三冊、文政壬午秋中浣　駒人序、英泉画、青林堂板）。再刻本の改題本
『全盛貞女夕霧物語』（半三冊、序の年記を削る、学習院）。
芳禮綿助手柄談　一巻一冊　振鷺亭作
(2)「序引　振鷺亭のあるじ」　(6)狩野・中村・Ａ・Ｂ・学書言志
＊見返し色摺り。
享和三　亥癸(一八〇三)年
近代見聞怪婦録　五巻五冊　斜橋道人作　鳳嶽舘板
(1)「東都書林＼馬喰町二丁目　若林重左衛門」　(2)「（自序）享和三亥陬月」　(5)「怪婦録」　(6)国会・東博・
狩野
＊見返題の角書「近代正説」。次の刊記が加えられたものがある。「享和三癸亥正月吉日＼書林＼浪華　小林六兵
衛
＼東都　中川新七板」。
享和四　子甲(一八〇四)年（二月十一日改元、文化元年）
小説比翼文　二巻二冊　曲亭馬琴作　北齋辰政画　仙鶴堂板
(1)「享和四年歳宿甲子正月吉日兌行＼江戸本町條通油町　〓鶴堂　鶴屋喜右衛門梓」　(2)「自叙＼蓑笠隱居」　
(5)「小説ひよく文」　(6)国会・天理・Ａ(有欠）
＊目録題の角書「守節雉恋主狗」。
曲亭傳竒花釵兒　二巻二冊　曲亭馬琴作　浜枩堂板
(1)「享和四甲子年春正月兌行＼江戸通油町　蔦屋重三郎＼同所義太夫抜本版元　濱松屋幸助梓」　
(2)「享和癸亥肇秋中浣　飯顆山農曲亭子題」　(3)「評論　著作堂主人識」　(6)岩瀬・尾崎・加賀・東大国文・国
学院・
京大国文・国会（上のみ）・天理（上のみ）・岐阜大・中村・Ｉ・Ｆ(袋）
＊袋と見返しに「一名彼我合奏曲」とある。
白狐傳　一巻一冊　鹽屋艶二作　北渓画　寶珠堂板
(1)「享和甲子新鐫（見返し）＼麹町平川町壹丁目　伊勢屋忠右衛門＼同所弐丁目　松本屋新八＼梓行」　
(2)「維時享和甲子時正月　鹽屋外史艶二題」　(6)国会・尾崎・東博・岐阜大・（東大教養）
＊後編予告があるが未見。
東海道松之白浪〔外〕（十)巻二冊　一九＼春水亭元好作　豊國画　永壽堂板
(1)「甲子＼江戸馬喰町二丁目　西村屋與八」　(6)大阪府・日大・Ａ
＊前編の題簽未見。『青本絵外題集Ⅱ』に後編の題簽のみ存。改刻本『熊坂長範一代記』（春水亭編述、十返舎一
九校、
一陽齋豊國画、山崎屋清七板）は五十丁一冊の切附本。
〔奥州戦記〕(二)巻　（二)冊　春水亭花元好作　歌川豊國画　永壽堂板
(1)「西邑與八」　(5)「下巻」　(6)Ａ
＊下巻のみ（～六十六丁）の端本。題簽欠。外題は後補墨書き。刊年の記載はない。
文化二　丑乙(一八〇五)年
相馬太郎武勇籏上　(十)巻二冊　十返舎一九作　一陽齋豊國画　永壽堂板
(2)「文化乙丑春　十返舎一九識」　(6)東大・東誌・Ａ・Ｆ
＊黄表紙風貼題簽に「全部十冊物合巻」とある。
復讐玄話浪花烏梅　二巻〔五〕冊　十返舎一九作　月麿画　慶賀堂板
(1)「文化二歳乙丑孟春發行＼書舗＼東都日本橋通四丁目　上総屋忠助蔵板」　(2)「文化二乙丑蒼陽月　十返舎一九
誌
（前編）」　(5)「浪花梅〔〓〕」　(6)鶴舞・東大(前下欠）・資料館(後欠）・中村(前欠）・岩崎・尾崎・玉川大
(前上欠）・高木(前下下のみ）
＊前編上下巻をそれぞれ二分冊し、後編一冊と併せて五冊。ただし広告などには三冊とある。
改題後印本『浪花烏梅侠夫湊花』（半紙本六冊、河内屋平七板、尾崎）。
文化三　寅丙(一八〇六)年
敵討誰也行燈　二巻二冊　曲亭馬琴作　一陽齋豊國画　双鶴堂板
(1)「文化三丙寅年春正月發行＼書肆　鶴屋金助梓」　(2)「文化丙寅孟春＼曲亭馬琴戯識」　(3)「簑笠軒」　
(4)小泉新八郎　(6)天理(自筆稿本、上）・Ａ・Ｆ(上）・Ｊ＼国会・早大
＊改題後印本『再榮花川譚』（半紙本四冊、文化十三年刊、瑞錦堂丸屋善兵衛板、国会・早大本）
盆石皿山記前編　二巻二冊　曲亭馬琴作　一柳齋豊廣画　鳳来堂板
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(1)「文化二年乙丑夏五月著述＼同三年丙寅春正月發行＼江戸四谷傳馬町二丁目　住吉屋政五郎梓」　
(2)「文化ひのえ寅のとし正月　曲亭主人」　(3)「曲亭門人　嶺松亭琴我」　(6)国会・国会亀田・静嘉堂・東洋哲
学堂・
阪急池田(川崎文庫）・天理・都中央・岐阜大・中村・学習院・東大国大
＊後編は文化四年刊。
奇児酬怨櫻池由来　三巻〔三〕冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画　伊勢屋藤六板
(1)「京橋常盤町　伊勢屋藤六蔵板」　(2)「文化三歳丙寅春正月　感和亭鬼武誌」　
(3)「文化乙丑晩夏書于浅水中田草舎　蘭洲東秋〓」　(5)「桜か池」　(6)Ａ・天理(上のみ）
＊所見本は外題下の巻名に春夏秋〔冬〕を使う下巻を二分冊した四冊本。広告等には三冊とある。
復讐鴫立澤　二巻二冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画　伊勢屋藤六板
(1)「京橋常盤町　伊勢屋藤六蔵板」　(2)「于時文化二丑の年＼感和亭鬼武」　(5)「鴫立沢」　(6)尾崎
＊改装本。
敵討女夫似俄蜂　三巻三冊　南杣笑楚満人作　一柳斎豊廣画　文集堂板
(1)「文化三丙寅正月吉日＼東都＼神田弁慶町　満留屋文右衞門＼高砂町南新道　伊賀屋勘右衛門＼板」　
(2)「文化三年寅の正月　のみてうなごんすみかね焉馬」　(6)国会・東大国文・Ａ(中のみ）・Ｓ(上のみ）
＊Ｓ本は大きな絵題簽に「敵討女夫似我蜂＼楚満人作＼豊廣画＼高砂丁いがや板＼前編＼丁卯」とあり、
見返しも完備する。この体裁で文化四年刊か。
報讐十八公栄〔目首〕　一巻一冊　百齋作　自画
(2)「丙寅孟春」　(6)国会・早大
＊「表紙には貼外題包紙にも図画があって、まだ草双紙の域を脱せず、合巻と読本と過渡期の過程にあるとして見
るべきであろう」
（『選択古書解題』）。早大本の絵題簽には「敵討松榮　全部＼文化四卯春新板＼山城屋板」とあるが、
これが初印である確証がなく、いまは序の年記にしたがう。
阿也可之譚　中間九巻九冊　法橋玉山作　自画
(1)「文化三丙寅歳正月穀旦＼書肆＼江府　須原屋茂兵衛＼同　西村與八＼京都　錢屋利兵衛＼同　梅村伊兵衛＼
浪花　秋田屋太右衛門＼同　大野木市兵衛」　(2)「白狐傳序」　(6)国会・早大・学習院・八戸市・阪急池田(川崎
文庫）・中村
＊「文政六年癸未正月求版＼書肆＼京都・銭屋利兵衛＼同　梅村伊兵衛＼浪華　加島屋久兵衛＼同　伊丹屋善兵衛
＼
同　河内屋茂兵衛」（半十、池田本）。外題「繪本白狐伝」（半十、河内屋茂兵衛〔他十書肆〕板、学習院本）。
風聲夜話天橋立前編　二巻二冊　十返舎一九作　豊國画　雙鶴堂板
(1)「于時文化三歳丙寅孟陽日＼新吉原揚屋町　〓屋金助版」　(2)「十返舎一九題」　(6)中村・京大・京大潁原(上
欠）・
宮津市・舞鶴西・大阪府・国会・早大・天理・学習院・Ａ(前のみ）
＊見返し「復讐／天橋立」。下巻の角書「復讐奇語」。後編は文化四年、三編は文化五年刊。初印本挿絵に薄墨多
用。
宮津市・舞鶴西本の表紙は絵題簽。
繪本復讐放下僧　中間三巻四冊　節亭山人作　蘆溪画
(1)「維時文化三歳丙寅仲秋良辰兌行＼書律＼東叡山下谷廣小路　伏見屋卯兵衞」　(2)「文化丙寅」　(6)国会・京
大・
早大・広大・林美一・Ａ
＊山城屋佐兵衛の「蔵板小説目録」に「復讐放家僧　五」とあるが未見。
敵討朝妻舟　三巻三冊　手塚兎月作　(歌川豊秀)画　晴旭堂板
(1)「文化三寅十一月吉日＼晴旭堂藏版＼皇都書肆　橘屋嘉助＼白粉屋與兵衞」　(2)「時文化丙寅～橘生堂手冢兎月
職」
　(6)Ａ＼Ａ・中村・高木
＊高木本は原装で薄墨入りの早印本だが、刊記の「藏版」「橘屋嘉助」を削り、末尾に「三條通寺町西へ入町北側
　
正本屋吉兵衞求板」と入木してある。後印本は半紙本三冊、「文政五年正月＼京都書林　三条寺町西へ入丁　
正本屋吉兵衛」。『挿画史』（三二九頁）に袋の写真あり、「歌川豊秀画」とある。
文化四　卯丁(一八〇七)年
苅萱後傳玉櫛笥　三巻三冊　曲亭馬琴作　葛飾北斎画　(木蘭堂)板
(1)「文化四丁卯年正月発販＼深川森下町　榎本惣右衛門＼同　平吉＼梓」　(2)「丙寅立秋後一日（自叙）」　
(3)「附言」　(4)高橋蠧輔刀　(5)「玉櫛笥」　(6)高木・Ｍ＼Ｂ・天理・岩崎・都中央・早大・広大・
弘前市（上のみ）・資料館・Ａ×３・河野信一記念
＊改題改修本「石堂丸苅萱物語」（双鶴堂、文化六年、春亭の絵題簽付き）、半紙本三冊・京　伏見屋半四郎板。
半紙本五冊・弘化二乙巳正月の三都版、同板で弘化四丁未正月発行もある。
盆石皿山記後編　二巻二冊　曲亭馬琴作　一柳齋豊廣画　鳳来堂板
(1)「文化三丙寅年皐月上浣著述＼同四丁卯年春正月吉日発販＼江戸書肆＼通油町　鶴屋喜右衞門＼
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四谷伝馬町二丁目　住吉屋政五郎梓」　(2)「文化柔兆摂提格麦秋上浣　曲亭馬琴」　
(3)「時丙寅夏日書～門人一竹齋達竹」　(5)「皿山後編」　(6)国会・国会亀田・静嘉堂・東洋哲学堂・
阪急池田(川崎文庫）・天理・都中央・岐阜大・中村・学習院・東大国文
＊改題改修本「絵本皿山奇談」（半紙本八冊、芸香堂・大坂　柏原屋義兵衛板、都中央ほか）。
中間八冊、三木佐助板もある（学習院ほか）。
復讐竒語天橋立嗣編　二巻二冊　十返舎一九作　一陽齋豊國画　雙鶴堂板
(1)「文化丁卯春発兌＼書房 新吉原揚屋町　〓屋金助板」　(2)「于時文化四丁卯春正月　十返舎一九識」　
(6)中村・京大・京大潁原・宮津市・大阪府・国会・早大・天理・学習院・舞鶴西・尾道市
＊三編は文化五年。
身延山利生記甲州鰍澤報讎　二巻二冊　十返舎一九作　春亭(一部)画
(1)「文化丁卯春梓行＼東武書舗＼通油町＼村田屋治郎兵衞・同　平蔵」　
(2)「文化丁卯春正月　野史著作喜三二書芍薬亭」　(6)Ａ・Ｎ＼国会・京大潁原・中村
＊見返しに「甲州鰍澤報讐＼前編二冊＼一名身延山御利生傳記＼十返舎一九著」とある。
後印本は半紙本五冊で外題「身延山利生記」（文化甲戌 十一 正月叙、前川源七郎板、国会本）。
風声夜話翁丸物語　二巻二冊　十返舎一九作　蹄齋北馬画　慶賀堂板
(1)「文化四年丁卯春新版＼書林＼堀江六軒町　上總屋忠助梓」　
(2)「于時文化丁卯春＼亀戸寓居におゐて十返舎一九識」　(6)国会・岩崎・東大・中村・高木(上）
＊見返し未見。
情花竒語奴の小まん　二巻二冊　柳亭種彦作　優々齋桃川画　山青堂板
(1)「板元　外神田御成道平永町　山嵜平八」　(2)「文化丙寅十二月朔　江戸 柏菴玉家」　(4)酒井米輔刀　
(5)「小まん」　(6)岩崎(後欠）・中村(後欠）＼京大・早大・東大・学習院・高木(下）・Ｃ・Ａ・Ｅ(下）
＊後編は文化五年。
敵討孝烈傳　半三巻三冊　(手塚)兎月〔序〕作　(喜多川月麿)画
(1)「文化四丁卯年初春＼東都　前川弥兵衛＼浪華　塩屋長兵衛＼須原平左衛門＼京都　生〓小兵衛＼小川五兵衛＼
小川彦兵衛」　
(2)「文化三寅とし中秋　橘生堂兎月」　(6)国会・中村（中欠）
＊画工名の記載なし、『小説年表』による。中本仕立の本未見。
復讐竒怪完義武逸談　中間三巻三冊　盛田小塩作
(1)「書林＼京都　但馬屋太兵衞＼〓屋喜右衞門＼伏水　亀屋伊兵衞」　(2)「文化四卯孟春　大原舎主人盛田小塩」
　
(6)国会・京大
＊巻名は「智仁勇」を用いる。画工名の記載なし、豊秀か。
復讐竒童小栗興太郎倭琴高誌　五巻五冊　盛田小塩作　哥川豊秀画　文昌堂板
(1)「文化四丁卯年三月＼江戸書林　麹町平川町二丁目　角丸屋甚助＼尾陽書林　名古屋本町五丁目　菱屋久八
＼京都書林　醒井五条上ル町　伊豫屋佐右衛門＼花屋町油小路東入　永田調兵衛」　
(2)「于時文化四卯年孟春　盛田小塩山人」　(5)「小栗」　(6)国会・中村・Ａ(一二四欠）
＊見返し色摺り。
因縁竒談近世風説柳哥美　中間二巻三冊　千世蔭山人作　高さかえ画
(1)「文化四年卯秋九月＼東都　丹波屋甚四郎」　(2)「自叙　文化卯とし＼きさらき」　(6)国会・京大
＊見返し「因縁竒談柳哥美＼全部三冊」とある。水谷不倒『選択古書解題』では、盛田小塩作歌川豊秀画とし
「二人共、匿名で出してゐるのは事実談であるから、世間を憚ったやうに思はれる」とする。
文化五　辰戊(一八〇八)年
巷談坡〓庵　三巻三冊　曲亭馬琴作　一柳齋豊廣画　慶賀堂板
(1)「文化五戊辰年正月吉日發販＼江戸通油町　村田次郎兵衞＼同日本橋新右衞門町　上總屋忠助梓」　
(2)「文化丙寅ふみひろけ月なぬかのゆふべ　曲亭馬琴みづから叙」　(3)「附言　門人逸竹齋達竹評」　
(4)綉像・朝倉卯八、三猿刀　筆耕・嶋五六六騰寫　(5)「坡〓庵」　(6)天理・Ａ(後のみ）・広大・都中央・弘前
市・
学習院・林美一・Ｈ
＊改修本は「文化午の春　京山序」、半紙本五冊、翰山房板、林本。また「文化十二己亥年孟春新刻＼書肆
＼江戸日本橋通一町目　須原屋茂兵衞＼京三條通柳馬場西へ入　近江屋治助」、見返しの二箇所に入木「乙亥発
販」
「翰山房梓」という天理本もあり。都中央本は安政頃の一部改刻本。
觀音利生孤舘記傳敵討枕石夜話　二巻二冊　曲亭馬琴作　歌川齋豊廣画　慶賀堂板
(1)「文化五年歳次戊辰春王正月吉日發販＼江戸通油町　村田屋次郎兵衞＼日本橋新右衞門町　上總屋忠助梓」　
(2)「文化丁卯年皐月中浣　著作堂主人」　(4)朝倉卯八　(5)「枕石夜話」　(6)国会・玉川大・Ａ(有欠）
＼中村・広大＼阪急池田(川崎文庫）・Ｓ
＊改題改修本『浅艸寺一家譚讎同士石與木枕』（文化午のはつ春　京山序、半紙本四冊、文亀堂板）。
後刻本『觀音利生記』（外題　觀世音利生記）、中本四冊、松亭金水序、歌川國直画、全幸壹板。
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この後刻本の後印本は半紙本五冊、山城屋佐兵衞板。抄出した切附本もある。
孝子美談白鷺塚　二巻二冊　十返舎一九作　蹄齋北馬画　慶賀堂板
(1)「書房＼日本橋中通り新右エ門町　上總屋忠助梓＼通油町　村田屋次郎兵衞」　
(2)「戊辰孟陽日　十返舎一九誌」　(3)「後序＼戊辰孟春　門人一河題于東寧舎」　
(6)早大・舞鶴西・中村・Ａ
＊後編未見。
復讐竒語天橋立五編　一巻一冊　十返舎一九作　一陽齋豊國画　雙鶴堂板
(1)「戊辰春發行＼〓屋金助蔵」　(2)「文化戊辰孟陽　十返舎一九識」　(4)彫工　小泉新八　
(6)京大・京大潁原・宮津市・中村・大阪府・国会・早大・天理・学習院・舞鶴西
＊巻末に「雙鶴堂蔵版目録」が付されている。後印本は中間型仕立て三編五冊
「美濃国厚見郡岐阜米屋町　三浦源助板」（早大ほか）。
報寇文七髻結緒　二巻二冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画　平川館板
(1)「文化五辰年春月＼通油町　蔦屋重三郎＼田邊屋太兵衞＼麹町平河貮丁目　伊勢屋忠右衞門」　
(2)「于時文化戊辰春正月＼感和亭鬼武」　(6)国会・尾崎＼石川県郷土資料館(大鋸コレクション）・Ａ
＊改題改修本は合巻風絵題簽『男達意氣路仇討』（中本二冊、文化六刊、鶴屋金助板）。
函嶺復讐談　二巻二冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画　(慶賀堂)板
(1)「文化五年戊辰正月吉日＼書肆＼江戸通油町　村田次郎兵衛＼同日本橋新右衛門町　上総屋忠助」　
(2)「文化五戊辰歳春正月　感和亭鬼武」　(3)「于時文化戊辰孟春＼感和亭鬼武」　(4)彫工　朝倉卯八　
(6)国会・広大・舞鶴西・尾崎(上のみ）
＊岩崎文庫所蔵の袋の写真が『図説日本の古典曲亭馬琴』（集英社、一九八〇年）一四二頁に掲載されている。
復讐奇談七里濱　三巻三冊　一溪庵市井作　歌川豊廣画　觀竹堂板
(1)「文化五載丙辰正月＼江戸通油町　村田次郎兵衛＼同梓＼同市ヶ谷田町下二丁目　上州屋仲右衛門」　
(2)「自序　文化丁卯仲夏」　(3)「市門処市士　小原鄰＼市路賈翁」　(5)「（復讐奇談）七里濱」　
(6)国会・Ａ・Ⅰ(上のみ）＼岩崎・狩野・中村
＊見返しに「礒貝示凶唐猫銘器＼鳥川惑人犬蠱妖術」とある。改題改修本は合巻風絵題簽『島川太平犬神話』
（中本三冊、文化六年、鶴屋金助板）。後に半紙本五冊。
於牟女粂介傳高野薙髪刀　二巻二冊　〓〓間士作　蘭齋北嵩画　衆星閣板
(1)「文化五年辰正月發行＼江都書林＼麹町平川町二町目　角丸屋甚助」　(2)「文化五のとし春＼小枝しける」　
(5)「高野薙髪刀」　(6)国会・早大・抱谷・Ａ＼早大・Ａ・Ｃ
＊改題改修本『於　梅粂之助花雪吹高嶺復讐』（外題「於　梅粂之助絵本花雪吹」、半紙本五冊、曲亭馬琴編述、
三都板）。
愛護復讐神〓傳　二巻二冊　〓〓陳人作　盈齋北岱画　雄飛閣板
(1)「文化五戊辰年正月發版＼東都書肆＼四日市　西宮彌兵衛＼四谷傳馬町二丁目　住吉屋政五郎
＼麹町平川町　伊勢屋忠右衛門＼南鍋町　宇多儀兵衛＼市谷谷町　田邊屋太兵衛梓」　
(2)「文化戊辰春　〓〓閑士」　(5)「あいこのわか」　(6)国会(下欠）・京大潁原(下欠）・中村・Ａ・Ｃ
＊改題後印本『愛護若物語』（半紙本四冊、後編下欠、中村本）。
後編奴の小まん　二巻二冊　柳亭種彦作　優々齋桃川画　山青堂板
(1)「開版所＼江戸通油町　鶴屋喜右衛門＼同御成町平永町　山奇平八」　(5)「小まん」　
(6)京大・中村（前編のみ）・早大・高木（上欠）・Ａ・Ｅ（後編のみ）・Ｃ
＊京大本見返しに「戊辰孟春発彫」。上巻一丁表に「一名新とりかえばや物語」。
後印改修本外題『敵討奴小万一代記』（半紙本八冊、群鳳堂板、早大）。
總角物語前編　二巻二冊　柳亭種彦作　優遊齋桃川画　東延堂板
(1)「文化五戊辰正月吉日＼版元＼大傳馬町三町目　榎本吉兵衛＼本郷三町目　越前屋長右エ門」　
(2)「文化四丁卯孟夏　種彦」　(3)「（年記なし）」　(4)筆耕清書　中道　(5)「あけまき」　
(6)天理・国会・Ｂ・Ｅ＼早大・Ａ
＊後編は文化六年刊。天理本の後ろ表紙見返しに袋存。改題改修本『　萬屋助六三浦屋総角江戸紫三人同胞』
外題「江戸紫総角物語」、半紙本五冊、天保十四年初夏、島街野史序、河茂板。
敵討猫魔屋敷　一巻一冊　振鷺亭主人作　蹄齋北馬画　慶賀堂板
(1)「文化五年春正月＼東武書肆＼通油町　村田屋次郎兵衞＼日本橋新右衞門町　上總屋忠助」　
(2)「自序＼文に化す四の年如月のころ＼振鷺亭主人」　(3)「跋（年記なし）」　
(6)国会・早大・尾崎・中村・玉川大・Ａ
＊改題改修本『　難波 潟猫之舊語』（半紙本一冊〔後に三分冊〕、序末「申の春」、慶賀堂板）。
天羽衣　二巻二冊　六樹園作　江南先生画
(1)「文化五年戊辰正月發行＼東都書肆＼馬喰町二町目　西村與八＼四谷内藤新宿下町　伊勢屋吉五郎
＼四谷塩町壹町目　佐久間屋藤四郎＼同梓」　(2)「六樹園」　(3)「牛多楼恒成」　(5)「天の羽ころも」　
(6)国会・京大国文・岩崎・東大・狩野・早大・岐阜大・香川大神原・聖心女大・中村・高木(下）・Ａ・Ｅ・Ｓ
＊後印本は英山画絵外題簽に西与の商号がある（『草双紙と読本の研究』）。
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杣物語仙家花　二巻二冊　南杣笑楚満人(遺稿)作　豊國(巻首)・國貞(総画)画　文亀堂板
(1)「文化戊辰新鐫＼江戸高砂町　伊賀屋勘右衞門＼繍梓發兌」（見返し）　(2)「文化丁卯秋八月＼山東京傳述」　
(4)刻工　小泉新八〔下巻二十九丁裏ノド〕　(5)「まんざ(ぞ)う」　
(6)国会・加賀・東大国文(上のみ）・中村・林美一・抱谷・Ａ
＊下巻二十九丁裏に「文化五戊辰春新刻繪草紙総目録＼江戸地本問屋　伊賀屋勘右衛門」がある。
後印改修本は半紙本四冊、序年月を削り各巻を二分冊する。
復讐竒談東雲草紙　二巻二冊　千代春道作　(春亭)画
(2)「自序＼文化五戊辰のはつ春發行」　(5)「定九郎」　(6)岩崎
＊画工名の記載なし、『小説年表』による。改装、外題欠、見返し、刊記なし。
復讐十三七月　三巻三冊　神屋蓬洲作　〔自画〕
(1)「文化五戊辰年春正月＼大傳馬町三丁目　榎本吉兵衛＼湯嶋天神表門通　越後屋庄兵衛
＼本郷三丁目　越前屋長右衛門＼同四丁目　武蔵屋喜右衛門」　
(2)「小萬紅叙＼文化四年歳彊梧単閼仲春＼蘿日山人」「題言＼文化四年丁卯春三月＼神屋蓬洲」　
(5)「十三七月（上巻口のみ）」　(6)国会
＊叙題の下に「是編初名小萬紅後更名十＼三七月序及題言従初名矣」とある。巻末に後編「来巳之春発行」とある
が未見。
復讐快事駅路春鈴菜物語前編　二巻二冊　節亭琴驢作　歌川豊廣(口絵)・俵屋宗理画　柏榮堂板
(1)「文化五年歳次戊辰正月吉日發販＼江戸書肆＼糀町平川町二丁目　角丸屋甚助＼神田通鍋町　和泉屋平吉
＼同町　柏屋半藏」　(2)「魁蕾癡叟録」「文化五年戊辰人日　曲亭馬琴」　(3)「丁卯季秋　節亭琴驢」　
(4)翰墨・鈴木武筍＼剖〓・田龍二　(5)「鈴菜前編」　(6)服部仁・高木（上のみ）・Ａ(上のみ）
＊見返しに「曲亭翁補綴」「曲亭門人節亭琴驢著」とある。後編は未見。
山本勝山髷三浦兵庫結両禿對仇討　(十二)巻三冊　式亭三馬作　歌川國貞画　僊鶴堂・雙鶴堂板
(1)「文化戊辰年正月吉日＼江戸＼物の本とい屋＼通あぶら町　鶴屋喜右エ門＼新よし原あげや町　つるや金助＼開
版」　
(6)狩野・天理・玉川大・Ａ
＊見返しに「新板ゑ入けいせいざうり打」とある。合巻と中本型読本の折衷様式で「絵入かなばかりのよみ本、
まがい合巻」（『式亭雑記』）と記す。原表紙の体裁は不明だが絵表紙か。
神霊紫物語　一巻一冊　漫戯老人〔自序〕作　盈齋北岱〔口絵〕画
(2)「自序　文化五辰孟春」　(6)天理
＊未完。他本を見ないが『大惣蔵書目録』には登載されている。
〔婦人撃寇麓の花〕〔三巻三冊　感和亭鬼武作　北渓画〕
(6)不明＼狩野
＊改題改修本は国安画の合巻風絵題簽『三島娼化粧水茎』（中本三冊、午の春、鶴屋金助板、刊記なし）。
文化六　巳己(一八〇九)年
復仇女實語教　二巻二冊　十返舎一九作　蹄齋北馬画
(1)「江戸＼通油町　村田屋治郎兵衛＼日本橋通三丁目　多田屋利兵衛＼開板」　(2)「文化己初春　十返舎一九識」
　
(6)東誌・Ａ(上欠）
＊上編の内題は「女実語教」。
増補津國女夫池　二巻二冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画
(1)「文化六己巳年正月吉旦發販＼江戸書肆＼江戸橋四日市　竹川藤兵衞＼麹町平川町二丁目　角丸屋甚助
＼麹町平川町二丁目　伊勢屋忠右エ門＼同　松本屋新八」　(2)「文化むつの年己の春日　感和亭鬼武識」　
(6)中村・Ａ(下のみ）＼狩野・高木
＊改題改修本は國安画の合巻風絵題簽『女夫池鴛鴦裁時代模様室町織』（文化六年、鶴屋金助板）。
總角物語後編　二巻二冊　談洲楼門人柳亭種彦作　葛飾北斎画　東延堂板
(1)「文化六己巳年正月吉日＼版元＼大傳馬町三丁目　榎本吉兵衞＼本郷三丁目　越前屋長右エ門」　
(2)「于時文化五戊辰年＼柳亭種彦誌」　(4)好静堂綱之刀　清書中道　(5)「あけまき」　
(6)天理・国会・Ｂ・Ｅ＼早大・Ａ
＊見返し「後編總角物語」。国会本の上巻二十六丁に下巻二十八丁が混入している。
愛護復讐神〓傳後編　三巻三冊　〓〓陳人作　盈齋北岱画　雄飛閣・平川館板
(1)「文化六己巳孟春發販＼東都書肆＼日本橋四日市　西宮彌兵衞＼京橋南鍋町　宇田儀兵衞
＼四谷傳馬町　住吉屋政五郎＼麹町平川町　伊勢屋忠右エ門＼同拾二丁目　田辺屋太兵衞」　
(2)「自序＼文化己巳春　〓〓陳人題」　(4)筆耕　鈴木武筍　(5)「神〓伝後編」　
(6)国会・Ａ＼中村(後編下欠）・Ｃ
＊巻三の四丁の柱は「鈴菜前編」となっているが、本文は一貫している。後印本外題「愛護若物語」。
敲氷茶話龍孫戞玉　二巻二冊　神屋蓬洲作　自画　文刻堂板
(1)「文化六己巳年正月吉日＼石町弐丁目十軒店＼文刻堂　西村源六板」　(2)「文化五年戊辰季春＼神屋蓬洲」　
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(6)国会・Ａ・Ｂ
＊後編予告があるが未刊か。
辨天利生建久女敵討　半三巻三冊　與鳳亭梧井作　盈齋北岱画　南総舎板
(1)「皇文化六年己巳正月發行＼皇都　三條通舛屋町　出雲寺文治郎＼新町西口砂場前　海部屋勘兵衞
＼浪花　本町一丁目　風月孫助＼尾陽　玉屋町　永樂屋東四郎＼本町九丁目　菱屋久兵衛
＼江都書肆　江戸橋四日市　石渡利助＼上總屋吉左エ門＼中橋塗師町　前川六左衛門」　
(2)「文化六年己巳正月　式亭三馬」　(5)「けん久」　(6)国会・新城市牧野・中村
＊中本仕立ての本未見。外題に「一名潮干土産＼ゑいりよみ本」とあり、見返しに「式亭三馬閲〓序」とある。
侠客金神長五郎忠孝話説　(十二)巻三冊　式亭三馬作　歌川國貞画　文刻堂板
(1)「文化六己巳春發市」（見返し）「本問屋　江戸本石町十軒店西側　西村源六版」　
(2)「江戸　式亭三馬」　(4)彫工　菊地茂兵衛刀＼春風堂柳湖刀　(5)「男たて・長五ら・金神」　
(6)国会・狩野・Ａ・高木(上六冊のみ）
＊上巻は本文だけの丁が多いが中巻以下は全丁に絵があり、合巻と変わらない。架蔵の端本は後印本で、
三巻を二分冊した前半六冊だが、短冊題簽の剥離した痕跡が残っている。
昔唄花街始　　（十二)巻三冊　式亭三馬作　歌川國貞画　雙鶴堂板
(1)「江戸田所町　鶴屋金助版」（見返し）　(3)「題花街始後　石町乃舎において＼式亭三馬題」　
(5)「大じんまひ」　(6)狩野・早大・尾崎・国会・船橋西・中村・Ａ
＊刊記なし。見返題角書は「純子三本紅絹五疋」。刊年は、「文化六己歳稗史目」（鶴金板、『時代模様室町織』
奥付）に、
「きのくに文左三うらの几帳大尽舞花街仇討　ひらかなよみ本三冊」とあるのによる。岩崎文庫蔵の貼込帖に袋が
残っており、
上中編は「巳春」下編には「文化庚午春」とある。なお、後印本には文政十二年刊と天保十五年刊とがある。
〔撃寇竒話嫩助劔〕　〔三巻三冊　柳花堂我独作　盈齋北岱画〕
＊所在不明。『名目集』による。
文化七　午庚(一八一〇)年
撃寇竒話勿來関　四巻四冊　感和亭鬼武作　榮松齋長喜画
(1)「文化七丙午孟春發行＼東都書店＼石町十軒店　西村源六＼糀町平川町　角丸屋甚助＼通油町　鶴屋喜右衛門
＼　同　村田屋治郎兵衛＼神田弁慶橋　近江屋新八」　(2)「于時文化己巳孟春　感和亭鬼武」　
(3)「文化六巳春正月」　(5)「勿来関」　(6)東博・阪急池田(川崎文庫）・国会・学習院・中村・多久・Ａ
＊出願は近江屋新八。後印本は半紙本四〔五〕冊外題「絵本奈古曽関」。
文化八　未辛(一八一一)年
大念佛寺霊宝畧傳連理隻袖　半五巻五冊　十返舎一九作　狂畫堂蘆國画
(1)「文化八辛未年九月＼東都書林　西宮彌兵衛＼大坂書林・平野屋宗七＼秋田屋太右衛門＼河内屋嘉七
＼敦賀屋久四郎」　(2)「文化未秋八月　十返舎一九題」　(4)筆耕（摂都）浅埜高蔵　(5)「隻袖」　
(6)京大・中村・高木・Ａ
＊早印と思われる本は半紙本で、本文匡郭は中本並みながら半紙本大の見返しを持つ。中本仕立てのもの未見。
後印改修本『繪本連理片袖』（外題）は見返しに「補刻」とある半紙本五冊「文政七年甲申秋七月
＼京都書林　山城屋佐兵衛＼江戸書林　大阪屋茂吉＼大坂書林　塩屋卯兵衛＼河内屋茂兵衛」（中村）。
文化九　申壬(一八一二)年
復讐雙三弦　半三巻五冊　蓬洲作画　文刻堂・遊文堂・寶山堂・與壽堂版
(1)「文化九壬申年春正月＼書房＼皇都　伏見屋半三郎＼東都　丸屋文右衞門＼西村源六＼攝都　播磨屋重郎兵衞
＼平野屋惣七＼山田屋喜右衞門」　(2)「文化四年丁卯季春望　蘿月園主人」　(5)「雙三弦」　
(6)国会・関大・神原・中村・Ａ
＊中本仕立ての本未見。匡郭がやや小さい。後印本として釜屋又兵衞板、山城屋佐兵衞板がある。
文化十　酉癸(一八一三)年
忠臣烈女東鑑操物語　半五巻五冊　文松菴金文作　一峯齋馬圓画
(1)「文化拾歳癸酉正月發兌＼京都　蛸薬師寺町西へ入　伏見屋半三郎＼攝津　心齋橋通傳馬町　河内屋嘉七
＼北久太郎町五町目　播磨屋十郎兵衛＼東都　日本橋通廣小路町　西宮弥兵衛」　
(2)「文化八年葉月末つかた＼東都隱士　神楽郎山人」　(5)「操物語」　
(6)慶応大(写本）・高木(二のみ）・Ｃ・宮城(現在所蔵せず）
＊（出願）西宮彌兵衛。中本仕立ての本は未見。慶応大本は板本の写し。
文化十一　戌甲(一八一四)年
狂言竒語古今化物評判　(五)巻二冊　談洲樓焉馬作　五渡亭國貞画　永壽堂板
(2)「七十一翁談洲樓」　(6)国会・京大・加賀
＊草双紙様式による滑稽本風の作品だが板面は中本型読本と同じである。
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五大力後日物語　半五巻五冊　狂蝶子文麿作　一峰斎馬円画　文栄堂板
(1)「文化十一年甲戊正月吉日＼書林＼大阪堺筋通備後町　和泉屋善兵衞＼同心斎橋通北久宝寺町　河内屋嘉七
＼江戸日本橋通廣小路　西宮彌兵衞」　(2)「文化十一年甲戊の春」　(5)「五大力後日物語」　
(6)国会・狩野・Ａ・Ｊ・Ｇ(五欠）
＊見返し、序文、口絵、挿絵はすべて半紙本の大きさにもかかわらず、本文の匡郭だけが中本型読本並みである。
文政二　卯己(一八一九)年
義經千本櫻〔外題〕　三巻三冊　曲亭馬琴(仙鶴堂)作　歌川豊國画　仙鶴堂板
(1)「鶴屋喜右衛門」　(2)「文政二年己卯春正月　乾坤一草亭のあるじ信天翁」　(5)「千本」（絵の丁だけ）　
(6)狩野・慶応大・加賀・東大・鶴舞・中村・Ａ
＊文政元年刊の見立て絵本『繪本義經千本櫻』（一九序、豊國画、鶴屋喜右衛門・山本平吉板、Ａ本）
に本文を増補したもの。末丁に「仙鶴堂主人約述＼曲亭馬琴閲」とある。
薄雲傳竒廓物語　半五巻五冊　狐廓亭主人作　(月光亭)百齋墨僊画
(1)「文政二己卯年新版＼三都賣弘書林＼江戸　角丸屋甚助＼大坂　河内屋徳兵衛＼　京　伏見屋半三郎
＼尾陽書林　名古屋本町十一丁目　松屋善兵衛版」　(2)「浪華人正剛誌」　
(6)国会・都中央・香川大神原・広大・新城市牧野・中村・高木(四のみ）・Ａ
＊作者は「東都葛飾」画工は「尾陽」。後印本には原刊記＋「伏見書林＼京町通三丁目角　亀本屋半兵衛」。
また、「文政七甲申年秋九月求板＼浪華書林　河内屋茂兵衛＼東武書林　大坂屋茂吉
＼尾陽書林　永楽屋東四郎＼皇都書林　山城屋佐兵衛」（国会）もある。高木本は中本仕立て。
文政五　午壬(一八二二)年
江戸堅木浪華梅　二巻二冊　梅暮里谷峨作　溪齋英泉画
(1)「文政五稔壬午初春新刻＼書肆＼名古屋中市場町　美濃屋市兵衛＼江戸人形町通り　鶴屋金助
＼日本橋砥石町　大坂屋茂吉」　(2)「自序　巳春」　(6)都中央・早大・阪大
＊後編は『園の曙』（文政七、早大）で、人情本となっている。
一本駄右衞門東海横行記遠のしら浪　三巻三冊　十返舎一九作　(葛飾北斎)画　雙鶴堂板
(1)「書林＼大坂心齋橋唐物町　河内屋太助＼尾州名古屋永安寺町　菱屋金兵衛＼江戸人形町通　鶴屋金助」　
(2)「文政五壬午孟春　十返舎一九誌」　(5)「白浪」〔ノド〕　(6)国会・Ａ(中欠）・Ｓ(中のみ）
＊やや大きな貼題簽（五・八×十三・七）が施され、鶴屋金助の商標がある。画工名の記載はないが、
文政五年刊『太田道潅雄飛録』巻四の巻末に見える本作の広告に「葛飾北斎戴斗画」とある。後編の予告があるが
未見。
花嵜綱五郎一期物語花影胡蝶夢　二巻三冊　梅園樵夫作　柳川重政画
(1)「文政五年正月穀旦新刊＼發市書舗＼名古屋　美濃屋伊六＼深川　伊藤與兵衞＼日本橋　大坂屋茂吉」　
(2)「維時文政辛巳春日＼七曲亭玉蟻」　(6)鶴舞・尾崎
文政六　未癸(一八二三)年
兒女美譚梛乃二葉　〔三〕巻〔三〕冊　志満山人作　歌川國信画
(1)「文政六未春＼江戸書林＼鶴屋平藏＼蔦屋重三郎＼中村屋幸藏」　(4)筆者　千形道友　(6)Ａ(下のみ)
＊上中巻未見。人情本刊行会本の翻刻によれば三巻三冊で「文政ひつじの孟春＼十返舎一九誌」という序文を備え
る。
ちなみに志満山人と国信は同一人の別称。
文政七　申甲(一八二四)年
夢の浮世白璧草紙　前後各三巻六冊　東里山人作　岳亭定岡画　耕文堂板
(1)「皇和文政七甲申歳孟春＼浪華心齋橋博労町北へ入　河内屋長兵衛＼東都日本橋新右エ門町　前川六左エ門
＼同　京橋銀座第二丁目　伊勢屋忠右エ門」　(2)「文政六癸未年正月」　(5)「白玉（四巻のみ）」　
(6)都中央(前一二欠）・都中央・国会・東大・広大・宮城・中村(後五六欠）・玉川大
＊刊記は三巻末のものによる、六巻末のものには「河内屋長兵衛」がない。後印本は半紙本六冊で「河内屋源七郎
板」。
〔殺生石後日恠談（初編)　二巻二冊　曲亭馬琴作　歌川豊國・國貞画　山口屋板〕
＊所在未詳。初編だけは五丁一冊の意識が見られず、文政七年に中本型読本として出板されたものと思われる。
翌文政八年に合巻仕立てで出され、天保四年の五編下巻で完結した。合巻と中本型読本の折衷様式で本文だけの丁
が多い。
文政八　酉乙(一八二五)年
忠孝水水川（前編)　三巻三冊　岳亭定岡作　自画
(1)「文政八乙酉春新版＼東都書肆＼江戸深川永代橋詰佐賀町　伊藤与兵衛板」　(2)「六樹園主人」　
(5)「ふたまた川」　(6)東大・中村(前一二と前三、後一二三）
＊刊記（広告）は中村本によるが、初板の板元かどうか不明。
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文政九　戌丙(一八二六)年
松田屋瀬喜川庫米屋五喬鳳凰染五三桐山　三巻三冊　山旭亭真婆行遺稿・十返舎一九補訂　歌川國安画　文壽堂板
(1)「文政九年丙戌陽旦發行＼書肆＼江戸神田弁慶橋・丸屋文右衞門上梓」　(2)「山旭亭真婆行誌」　
(5)「鳳凰染」　(6)九大国文(下のみ）・Ａ(上中のみ）・Ｌ・Ｇ(上のみ）
＊嗣編は天保二年序。享和四年刊の同題黄表紙による。
文政十　亥丁(一八二七)年
丹波与作関の小万春駒駅談　三巻三冊　柳泉亭種正作　広重画　仙鶴堂板
(1)「文政十年丁亥春正月發行＼東都書林＼通油町　鶴屋喜右衛門板」　(2)「文政丁卯春　柳亭種彦」　
(4)浄書　千形道友　(5)「小まん」　(6)国会・Ａ(中欠）
＊Ａ本は文溪堂板。
山陽竒談千代物語　中間十巻十冊　鼻山人作　渓齋英泉画
(1)「文政十稔亥孟春發兌＼東都書肆＼西村屋與八＼大嶋屋傳右エ門」　(6)国会・早大・尾崎・中村
＊紙型は半紙本なれど匡郭が少し小さい。
忠義小伊曽物語（前編)　三巻三冊　岳亭定岡作　青齋夏山画　三林堂板
(1)「文政十丁亥春＼東都書房＼西村屋與八＼中村屋幸藏」　(2)「（自序）」　(5)「小いそ」　
(6)青森県・早大（前のみ）・狩野・実践女大・天理(四、六）・中村
＊後印本は「大阪本町四丁目　岡島真七」板。後編は天保三年序。
忠孝水水川（二編)　三巻三冊　岳亭定岡作
(1)「文政十年亥の春＼東武書肆＼西村屋與八＼越前屋長次郎＼中村屋幸藏」　(2)「丙戌榴花月　小笠釣翁述」　
(5)「ふたまた川」　(6)東大・中村・Ｄ
＊三編の予告があるが未見。
葦間月浪華一節　三巻三冊　柳園(種春)作　歌川画
(1)「文政十年亥初春新版＼書林＼大阪天神橋通本町　正本屋利兵衞＼江戸日本橋砥石店　大阪屋茂吉」　
(2)「あしの家高振」　(6)尾崎
文政十一　子戊(一八二八)年
名勇發功談　半五巻五冊　十返舎一九作　春齋英笑画　文永堂板
(1)「文政十一戊子孟春發販＼三都書房＼大阪心斎橋筋博労町　河内屋茂兵衞＼京三条寺町　山城屋佐兵衞
＼江戸馬喰町二丁目　西村屋與八＼同通油町　越前屋長次郎＼同京橋弥左衛門町　大嶋屋傳右衞門」　
(2)「于時文政十一戊子年新春良辰　南仙樵夫誌」　(5)「發功談」　(6)国会・Ａ
＊半紙本で匡郭がやや小さい。中本仕立は未見。二編の稿本が尾崎にある。
二人藝者一對男　半三巻五冊　東西庵南北作　(英泉)画
(1)「文政十一戊子春發販＼江戸書林＼馬喰町二丁目　西村屋與八＼小傳馬町二丁目　丁子屋平兵衛
＼京橋具足町　伊勢屋喜左衛門」　(2)「文政戊子十一年　通一居百丈述」　(6)国会・(小諸市)・Ａ
＊外題は『江戸自慢飜町育』。
中本仕立の改題改修本『江戸紫恋の糸巻』（浪華書肆　日本ばし通安堂寺町　藤屋九兵衛板）あり。
圓席竒聞武陵埜夜話　三巻三冊　南仙樵作　菱川政信画　平林堂板
(2)「文政十一年戊子冬月良日　平林堂主人」　(5)「武陵」　(6)Ａ
＊おそらく文政十二年の新板として出されたものの後印本であろう。上冊一丁目の柱「一二」、四丁目「五ノ七」
となっている。
文政十二　丑己(一八二九)年
本朝悪狐傳（前編)　半五巻五冊　岳亭丘山作　英齋國景画
(1)「文政十二己丑年＼書房＼江戸小傳馬町三丁目　丁子屋平兵衛＼名古屋本町六丁目　永樂屋東四郎
＼大阪心齋橋博労町北へ入　河内屋長兵衛」　(2)「文政己丑中秋月下に誌す　岳亭丘山」　(5)「悪狐傳」　
(6)国会・京大・学習院・東洋大哲学堂・新城市牧野・中村・Ａ・Ｃ
＊後編は文政十三年刊。
文政十三　寅庚(一八三〇)年（十二月十日改元、天保元年）
本朝悪狐傳（後編)　半五巻五冊　岳亭丘山作　英齋國景画
(1)「文政十三寅孟春＼書肆＼名古屋　永樂屋東四郎＼江戸　丁子屋平兵衛＼大阪　河内屋長兵衛」　
(2)「于文政十二己丑暮秋中旬～白頭子柳魚識」　(5)「悪狐傳」　
(6)国会・京大・学習院・東洋大哲学堂・新城市牧野・中村・Ａ・Ｃ
＊紙型は半紙本だが匡郭がやや小さい。
奥陽群談壷の碑(初編)　五巻五冊　恵陽陳人作　歌川國安画　涌泉堂板
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(1)「涌泉堂」　(2)「文政十三寅春　水谷真清誌」　(6)中村・Ｊ(二五欠）
＊序の年記は入木か。二輯は天保期。
小説阪東水滸傳　一名 星月録　三巻三冊　教訓亭主人作　英泉・國安・泉晁画　平林堂板
(1)「東都書賈　本所松坂町二丁目　平林庄五郎梓行」　(2)「于時文政十三年春む月の下旬＼為永春水識」　
(4)「松亭金水校」　(5)「ちば」　(6)八戸・Ａ
＊二輯は天保二年。
天保二　卯辛(一八三一)年
小説阪東水滸傳（第二輯)　一名 星月録　三巻三冊　五亀亭貞房画　平林堂板
(1)「文政十四年辛卯春月吉辰發行＼書舗＼江戸本所松坂町二丁目　平林庄五郎」　(2)「辛卯の春月　平林堂誌」　
(5)「ちば」　(6)八戸
＊後印本。上冊一丁目「一ノ三」。見返しに「一名千葉系譜星月録＼全本十巻」とあるが、三輯以下は未見。
五三桐山嗣編　三巻三冊　十返舎一九旧稿・爲永春水補綴　米花齋英之画
(1)「東都＼馬喰町二丁目　西村屋與八＼南侍馬町三丁目　中村屋幸藏＼南鍛冶町二丁目　和泉屋惣兵衞」　
(2)「于時天保二ツの年文月の初旬　金龍山人為永春水誌」「五三桐山嗣編跡着衣装叙　十返舎一九誌」
「文亭主人綾継」　(5)「桐（きり）山二」　(6)九大国文(上のみ）・熊谷市(中欠)・Ｋ(中のみ)・Ｋ(写本）
＊前編は文政九年刊。
天保三　辰壬(一八三二)年
忠義小伊曾物語（後編)　三巻三冊　岳亭丘山作(自画）
(2)「于時天保辰の春　在阪　岳亭丘山誌」　(5)「小いそ」　(6)狩野・実践女大
＊前編の後印本と同じ意匠の表紙なので岡島真七板かと思われる。
復仇越女傳　半五巻五冊　柳川春種作
(2)「天保三壬辰稔秋九月日　東都市隠 柳亭春種誌」　(6)京大・国会・八戸・Ｃ
＊本文の匡郭は中本型読本並で挿絵だけが半紙本大。
天保四　巳癸(一八三三)年
復仇越女傳後編　五巻五冊　柳川春種作　柳齋重春画　薬玉堂板
(1)「天保四歳癸巳陽春發兌＼書肆＼京都　本屋宗七＼丸屋善兵衛＼山城屋佐兵衛＼尾陽　松屋善兵衛
＼大阪　河内屋長兵衛＼泉州堺　住吉屋弥三郎＼江戸麹町平川二丁目　伊勢屋忠右衛門＼同小傳馬町三丁目　丁子
屋平兵衛」　
(2)「あめたもつ三とせてふとしの葉月十あまり七日　黙々山人題」　(6)京大・八戸・Ｃ
＊「天保五甲午年初春発兌」の刊記を持つ後印本があり、後編の見返題角書は「復讐新話」。
前後編を揃えて刊行されたものらしく、見返しには「書林＼石倉堂・文溪堂」とある。
奥陽群談壷の碑(二編)　中五巻五冊　恵陽陳人作　歌川國安画
(1)「天保四巳年新発行」「河内屋茂兵衛＼西村與八＼美濃甚三郎梓」　(6)Ａ（二三欠）・Ｈ
＊Ａ本は半紙本仕立てだが、匡郭は中本並。
天保七　申丙(一八三六)年
復讐野路の玉川　中間前五巻後四巻九冊　滄海堂主人作
(1)「天保七申年九月＼大坂書林＼河内屋茂兵衛＼河内屋長兵衛＼塩屋喜兵衛＼塩屋利助＼江戸書林＼森屋治兵衛＼
丁子屋平兵衛」　
(2)「滄海堂渺々」　(5)「野路の玉川」　(6)国会・早大・中村・Ａ
＊前編五冊後編四冊で同刊記。見返題「くさつのかたきうち」。口絵は色摺り、挿絵に詞書を入れる。
後印本は河内屋茂兵衛蔵板の三都板で天保末年以降のもの。
天保期カ
伊賀古跡豪傑譚初編　五巻五冊　松亭金水作　(一鵬齋芳藤)画
(1)「發行書肆＼大坂心齋橋北久太郎町　河内屋喜兵衛＼仝心齋橋博労町　河内屋茂兵衛＼仝心齋橋一町目錺町　秋
田屋市兵衛＼江戸中橋下槙町　大和屋喜兵衛＼仝京橋五郎兵衛町　中屋徳兵衛」　(2)「松亭漁父」　(5)「伊賀」　
(6)中村
＊二編の予告があるが未見。『小説年表』の人情本出版年代未詳部に見え、画工を「一鵬齋芳藤」とする。
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『江戸読本の研究』第二章 中本型の江戸読本 
 
第三節 馬琴の中本型読本 －改題本再刻本をめぐって－ 
高　木　　元
 
　　一　はじめに 
　馬琴が読本における著作活動を中本型読本から開始したことは、馬琴の個人史の
みならず、江戸読本の歴史にとっても示唆的なことであった。なぜなら中本という
本の形態が、草双紙に代表される江戸地本における大衆小説の標準ともいえる規格
であったからである。 
　大衆小説とは、読者の評判によって売行が左右される一種の＜商品＞である。し
たがって、板元や作者に要求されたのは、美しい装幀を施し、人気絵師の挿絵を入
れ、奇抜な構想に新規な趣向を盛り込むことである。この大衆小説の流行こそが、
貸本屋が江戸読本という新たなジャンルを開拓するに際しての必要条件であった
▼1。 
　現代において、流行性の強い商品を開発するに際しては必ず事前に市場調査が行
なわれ、そのためにアンテナショップなどが活用されている。しかし、近世期に貸
本屋という流通業者が商品の企画製作にまで携わったということは、おそらく劃期
的な出来事であったはずである。そして、それを促した一因が中本型読本という
ジャンルにあったのである。出板手続が楽で出板経費の負担が少なくて済むという
板元側の問題だけでなく、作者の側も定型化された既成のジャンルと違い、自由に
筆が執れたと思われるからである。 
　このような十九世紀初頭の活性化した江戸出板界において、ひたすら職業作家を
志していた馬琴と新興零細書肆である貸本屋との利害は一致し、中本型読本という
恰好の実験場を得たのである。しかし単なる筆試しに終始したわけではなかった。
揺籃期から全盛期にかけて八つの作品を出し続け、ジャンルとしての中本型読本の
成立を担ったのである。従来、馬琴の中本型読本は、半紙本の本格的な読本執筆を
開始するのに際しての習作として位置付けられてきたが、それのみならず中本型読
本というカテゴリーの積極的な推進者でもあった。このことは、伝奇性の強い半紙
本読本である『月氷竒縁』や『石言遺響』などが刊行された文化初年以後も、世話
性の強い中本型読本の執筆を続けていることから明らかであろう。 
　すなわち、馬琴の中本型読本を通史的に見ていくことにより、また、それらの改
題本や再刻本を調査することによって、中本型読本の商品価値がどのように変化
し、そして享受され続けたかを知ることができるはずである。 
 
　　二　執筆刊行時期 
　馬琴の中本型読本を、書名、巻冊丁数、刊行年、画工、板元、善本の所蔵機関
名、という順で示し、次に序と刊記、〇で改題本再板本、◆で翻刻、＊で備考を示
して一覧にしてみた。 
一、高尾舩字文　五巻五冊六十九丁　寛政八年(序）　長喜　蔦屋重三郎　
岩瀬文庫 
　　　( 序 ）寛政捌丙辰年孟春 
　　　(刊記）蔦屋重三郎 
　　〇再刻本　高尾舩字文　中本五冊　國貞画　天保六～七年刊　国会 
　　◆「国文学論叢第六輯―近世小説研究と資料―」（慶応義塾大学国文学研
究会） 
　　　「説林」四十四号（愛知県立大学国文学会） 
　　＊再刻本には色摺り口絵を付す。 
 
二、小説比翼文　二巻二冊六十五丁　享和四年　北斎辰政　仙鶴堂　国会 
　　　( 序 ）享和三年弥生も半過るころ 
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　　　(刊記）享和四年歳宿甲子正月吉日兌行＼鶴屋喜右衛門 
　　　○改題後印本　遊君操連理餅花（きみ□みさをれんりのもちはな）丁卯、
仙鶴堂版  
　　　◆叢書江戸文庫『中本型読本集』（国書刊行会） 
　　　　続帝国文庫『名家短編傑作集』（博文館） 
 
三、曲亭傳竒花釵兒　二巻二冊六十丁　享和四年　未詳　濱枩堂　蓬左文
庫 
　　　( 序 ）享和癸亥肇秋中浣 
　　　(刊記）享和四年甲子春正月兌行＼蔦屋重三郎・濱松屋幸助梓 
　　　◆『繁野話・曲亭傳竒花釵兒ほか』（新日本古典文学大系80、岩波書店） 
　　　　「研究実踐紀要」六号（明治学院中学東村山高校） 
　　　＊役者似顔を用いる。 
 
四、盆石皿山記前編　二巻二冊五十一丁　文化三年　一柳齋豊廣　鳳来堂
　国会 
　　　( 序 ）文化ひのえ寅のとし正月 
　　　(刊記）文化二年乙丑夏五月著述・同三年丙寅春正月發行＼住吉屋
政五郎 
　　　〇改題後印本　繪本皿山奇談　半紙本四冊 
　　　◆「研究実踐紀要」七号 
　　　＊後印本は後に半紙本八冊になる。 
 
五、敵討誰也行燈　二巻二冊六十一丁　文化三年　一陽齋豊國　鶴屋金助
　個人 
　　　( 序 ）文化丙寅孟春 
　　　(刊記）文化三年丙寅年春正月發行＼鶴屋金助 
　　　〇改題後印本　〔敵討紀念長船〕（未見） 
　　　〇改題後印本　再榮花川譚　半紙本四冊　文化十三年　国会 
　　　◆「研究実踐紀要」五号 
　　　※乙丑秋七月上旬稿了(刊記）乙丑年六月下浣稿(稿本)、初印本は稀
覯。 
　　　　稿本は上巻のみ存（天理図書館善本叢書『近世小説稿本集』、八木書店）。 
 
六、苅萱後傳玉櫛笥　三巻三冊七十七丁　文化四年　葛飾北斎　榎本惣右
衛門・平吉　架蔵 
　　　( 序 ）丙寅立秋後一日 
　　　(刊記）文化四丁卯年正月發販＼榎本惣右衛門・同　平吉 
　　　〇改題後印本　石堂丸苅萱物語　中本〔三冊〕　〔文化六〕　天理 
　　　〇改題後印本　石堂丸苅萱物語　半紙本三冊 
　　　◆「説林」四十号、影印本は内田保廣編（三弥井書店、一九八〇年）。 
　　　＊中本の後印本は絵外題簽。起稿「丙寅年夏のはじめ」（序）。 
 
七、盆石皿山記後編　二巻二冊六十四丁　文化四年　一柳齋豊廣　鳳来堂
　国会 
　　　( 序 ）文化柔兆摂提格麦秋上浣 
　　　(刊記）文化三丙寅年皐月上浣著述＼同四乙卯年春正月吉日發販＼
鶴屋喜右衛門・住吉屋政五郎梓 
　　　〇改題後印本　繪本皿山竒談　半紙本 
　　　◆「研究実踐紀要」八号 
　　　＊刊記に鶴喜が加わる。 
 
八、巷談坡〓庵　三巻三冊八十五丁　文化五年　一柳斎豊廣　慶賀堂　天
理 
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　　　( 序 ）文化丙寅ふみひろけ月なぬかのゆふべ 
　　　(刊記）文化五戊辰年正月吉日發販＼村田次郎兵衛・上總屋忠助梓 
　　　○改題後印本　薄雲うすくもが侠気いきぢ／溶女うねめが貞操みさほ・
提庵二枚羽子板つゝみのいほにまいはごいた 
　　　　　　　　　　中本三冊　文化七年　文亀堂梓行　京山序 
　　　〇後印本　半紙本　文化七年、山東京山序 
　　　〇改刻本　中本　松亭金水序 
　　　◆「愛知県立大学文学部紀要」四十一号、「未刊江戸文学」十四、
十七号（未刊江戸文学刊行会） 
　　　＊改刻本には色摺り口絵入り。 
 
九、敵討枕石夜話　二巻二冊六十二丁　文化五年　一柳斎豊廣　慶賀堂　
国会 
　　　( 序 ）文化丁卯年皐月中浣 
　　　(刊記）文化五年歳次戊辰春王正月吉日發販＼村田屋次郎兵衛・上
總屋忠助梓 
　　　〇改題後印本　讎同志石與木枕　半紙本四冊　文化七年　京山序 
　　　〇改題再刻本　觀音利生記　中本四冊　松亭金水叙 
　　　〇改竄改刻本　観音利益仇討　中本一冊　松園梅彦纂補（切附本） 
　　　◆「研究実踐紀要」四号 
　　　＊起稿は「丙寅の年雷鳴月下旬」（序）。 
 
　まず、それぞれの作品の執筆時期を検証してみよう。稿本や刊記に「稿了」や
「著述」と記してある場合は問題ないが、それ以外の場合は序文の中の言及が参考
になるし、序の年記が刊記より早い場合は、序の年記を稿了の時期と見なすことに
する。 
作　品　　　　　起　稿　　　　　稿　了　　　　　刊　行　　　板　元 
高尾舩字文　　　　　　　　　　　寛政七年中カ　　寛政八年　　蔦重 
小説比翼文　　　　　　　　　　　享和三年三月　　享和四年　　鶴喜 
曲亭傳竒花釵兒　　　　　　　　　享和三年七月　　享和四年　　濱幸
（蔦重） 
盆石皿山記前編　　　　　　　　　文化二年五月　　文化三年　　住吉屋 
敵討誰也行燈　　　　　　　　　　文化二年七月　　文化三年　　鶴金 
苅萱後傳玉櫛笥　文化三年春～夏　文化三年七月　　文化四年　　榎本平
吉・惣右衛門 
盆石皿山記後編　　　　　　　　　文化三年五月　　文化四年　　住吉屋
（鶴喜） 
巷談坡〓庵　　　　　　　　　　　文化三年七月　　文化五年　　上忠 
敵討枕石夜話　文化三年六月下旬　文化四年五月　　文化五年　　上忠 
　こうして並べてみると、馬琴の中本型読本の刊行は、寛政八年、享和四年、文化
三年以降と明確に三つの時期に分かれていることがわかる。 
 
　　三　時代区分  
　馬琴読本の初作が寛政八年刊の『高尾舩字文』である。江戸読本の濫觴となった
山東京伝の『忠臣水滸傳』より早い時点で『水滸傳』を利用したもの。目録に「夫
は小説の水滸傳、是は戯文の先代萩」とあるように、我国の演劇に中国白話小説を
付会するという方法を試みた作品で、馬琴自ら『近世物之本江戸作者部類』で次の
ように述懐している▼2。 
寛政七年乙卯の夏書賈耕書堂蔦重の需に応して、高尾舩字文五巻を綴る 大
半紙半枚の中本にてさし画は長喜画けり 是よみ本の初筆也 明年丙辰の春発行 當時未
熟の疎文なれともこの冊子の開手絹川谷藏か霹靂鶴之助を師として相撲を
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まなふ段は水滸傳なる王進史進師徒のおもむけを模擬したりこの餘の段も
焚椒録今古奇観なとより翻案したるすち多かりなれとも當時は滑稽物の旨
と行はれたれはさせる評判なし江戸にては三百部はかり賣ることを得たれ
とも大坂の書賈へ遣したる百五十部は過半返されたりといふそはかゝる中
本物は彼地の時好に称はす且價も貴けれはなといひおこしたりとそ 
　つまり、『水滸傳』をはじめとする中国白話小説を利用したが当時の流行に合わ
ず、また中本仕立の本は上方で受け入れられなかったというのである。この作品で
試みられた趣向や造本の工夫は、後の江戸読本では一般的になるのであるが、この
時点では失敗に終わった。予告されていた『舩字文後篇水滸累談子(すいこかさねだん
す)』も出されず未完のまま中絶してしまったが、天保半ばになって全面的に再刻さ
れている。中本五冊、初編二冊は天保六年刊で「蔦屋重三郎・柴屋文七＼合板」（見
返し）、後編三冊は「天保七丙申歳孟陽発販＼版元赤松庄太郎・中村屋勝五郎＼製本
所柴屋文七」（刊記）、各冊の巻首に元板の口絵に対応した国貞画の色摺りの口絵一
図がある。天保七年といえば、いまだ完結には及んでいないものの、すでに『南總
里見八犬傳』が広く読まれている時期である。ここに来てやっと『舩字文』を読む
読者層が形成されたという判断が、板元側にあったのだと考えられる。 
　『舩字文』刊行の後九年間を経た享和四年に、二作の注目すべき中本型読本が出
された。題名に「小説」「伝竒」という異国情緒の溢れる語彙を冠した意欲作『小
説比翼文』と『曲亭傳竒花釵兒』とである。『比翼文』の方は浮世草子や実録に中
国小説を併せたもの、『花釵兒』の方は中国の芝居を浄瑠璃風に翻案し、かつ中国
戯曲の脚本様式によって表現したものである。ともに彼我の戯曲や小説というジャ
ンルを、それぞれ取り合わせて書かれた点が新鮮であった。ところが、この二作品
は比較的伝本が少なく、改題本や再刻本が出された形跡が見出せないのである。こ
のことが直ちに二作の不成功を意味するのかどうかはわからない。しかし、ほかの
馬琴中本型読本には改題後印本や再刻本が多く存在しており、長期間にわたって商
品価値を保ちつつ、多くの読者に読まれてきたものと考えられる。ならば、やはり
何か商品としての魅力に欠ける要素があったものと思われるのである。それか否
か、享和四年（文化元年）には中本型読本を執筆していない。 
　文化期に入ると、その板元の中心が貸本屋となる点に注意が惹かれる。文化二年
には、中本型読本としては長編に属する作品である『盆石皿山記』前編と『敵討誰
也行燈』が執筆され、文化三年には、『盆石皿山記』後編と『苅萱後傳玉櫛笥』が
書かれている。『盆石皿山記』は『絵本皿山竒談』という半紙本の後印本が流布し
ており、『敵討誰也行燈』には『再榮花川譚』（半紙本四冊、文化十三年、丸屋善兵衛板）
があり、『苅萱後傳玉櫛笥』には、文化六年ごろ鶴屋金助から出された改題改修本
がある。この本には合巻風の絵外題簽が付けられ、薄墨を用いた口絵の一部が削除
されている▼3。中本型読本の読者層の変化がうかがえる現象である。 
 
　　四　文化五年の慶賀堂  
　さて、この時期の作品で問題にすべきは『巷談坡〓庵』である。文化三年五月（序
年記）に稿了したと思われるにもかかわらず、文化五年の刊行になっている。これは
どう考えても時間がかかり過ぎている。実際のところ、中本型読本一編に費やされ
る執筆期間については、起稿時期が判明しないものが多いので正確にはわからな
い。しかし、「二冊にて五日限りに請合し」（誰也行燈跋文）などという極端な例を除
けば、「一帙の草蒿ハ一旬を出ずして成」（『盆石皿山記』前編跋文）あたりが妥当なと
ころだと思われる。 
　そこで注意深く初板本の見返しを観察してみると、どうも「戊辰發販」の「戊
辰」に象嵌した痕跡が見受けられる。さらに、刊記の「文化五戊辰年＼正月吉日發
販」の「文化五戊辰年」という部分も入木して手を加えてあるように見える。おそ
らく板木が完成した後に何らかの事情があって当初の予定より刊行が一年遅れたた
め、部分的に手直しされたものと考えられる。 
　一方、文化三年六月下旬に起稿していながら稿了までに約一年も費やしている
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『枕石夜話』もまた不自然である。この間の事情は「序文」に見えている。 
この冊子(さうし)はいぬる丙寅の年(とし)。雷鳴月(みなつき)下旬(げじゆん)倉卒
(さうそつ)の際(あいだ)に草(さう)を起(おこ)し。草(さう)する事央(なかば)にして止
(や)む。しかるを今茲(ことし)慶賀堂(けいがだう)のあるじ。その草稿(さうこう)
を獲(え)て。梨棗(りそう)に登(のぼ)せんと乞(こ)ふ。よつて嗣録(しろく)して首
尾(しゆび)二巻(にくわん)とし。更(さら)に校正(きやうせい)して。その需(もとめ)
に應(おう)ずといふ。 
文化丁卯年皐月中浣 
著作堂主人誌［馬琴］
　途中で執筆を中断した理由は書かれていないが、文化四年の新板を予定して執筆
が始められたことは間違いない。 
　つまり、文化五年に上総屋忠助（慶賀堂）から刊行された『坡〓庵』と『枕石夜
話』の二作は、本来は文化四年に出るべきはずの作品だったのである。この遅滞の
理由については、上総屋忠助が文化三年三月の大火に罹災したためではないかと推
測できる▼4。ところが、それのみならず文化四年の冬には、書物問屋仲間でもない
のに上方読本等を勝手に取次販売したということで一札を取られている▼5。この事
件も上総屋忠助の出板活動を考える上で無視できないことである。上総屋忠助は、
ほかの貸本屋に先駆けて、文化三年という早い時点で馬琴の半紙本読本『三國一夜
物語』を出していることからもうかがえるように、果敢に書物問屋仲間に対抗し、
江戸読本出板に意欲的な貸本屋であった。これらのことを考えるに、「文化年細本
銭なる書賈の作者に乞ふてよみ本を中本にしたるもあれとそは小霎時の程にして皆
半紙本になりたる也」（『作者部類』）と馬琴が記すところの「細本銭なる書賈」は、
おそらく上総屋忠助のことではないかと推測できる▼6。さらに、感和亭鬼武の滑稽
本『春袋睾丸釣形』（文化四年）などには登場人物の一人（上忠）として挿絵にも描か
れており、蹄斎北馬との関係も深かったようだ。いずれにしても色々と興味深い書
肆で、文化初頭における馬琴との繋がりも気になるところである。 
 
　　五　敵討枕石夜話  
　さて、『枕石夜話』に改題改修本が存在することは、早くに横山邦治氏の紹介が
ある▼7。外題に「絵本枕石伝」とある半紙本四冊で、伊賀屋勘右衛門板。内題尾題
に入木し『浅艸寺一家譚讎同士石木枕』とし、口絵を削り、挿絵の薄墨板を省略
し、序文を文化七年京山のものに代えている。いまだ閲覧する機会に恵まれない
が、広島大学には同板の改題後印本『觀音靈應譚』（半紙本五冊、丁子屋源次郎板）が所
蔵されているという。 
　この京山の序文は未紹介なので全文を引いておく▼8。 
叙言
山東京山識［京山］
むかし／＼の赤本(あかぼん)ハねりま大根(だいこん)ふといのねやんりや様は
ありや／＼といふことば書(がき)にしていかにもひなびたる書(かき)ざまな
りしに金々(きん／＼)先生(せんせい)榮花(えいくは)の夢(ゆめ)一度(ひとたび)さめて
よりのち古調(こてふ)変(へん)じて洒落(しやれ)となり洒落(しやれ)亦(また)変(へん)
じて古調(こてふ)となる洒落(しやれ)と古調(こてふ)とかならずしも文化巳の夏
日(かじつ)伊賀屋のあるじ予(よ)が晝寝(ひるね)の枕(まくら)をたゝきて此書(この
しよ)に序(じよ)せよと〓(もとめ)たり巻(くハん)を繙(ひらき)て閲(けみす)れバ友人
(ゆふじん)馬琴(ばきん)子が例(れい)の妙作(みやうさく)なり教導(けうだう)にてハ四
情(じやう)河原(かハら)伊勢ハ白子の勧善(くハんぜん)懲悪(ちようあく)何地(どこで)
か一度(いちど)見た機関(からくり)作者(さくしや)の胸(むね)のつもり細工(さいく)
此(この)一屋(ひとつや)の扉(とぼそ)を覘(のぞか)バ石(いし)の枕(まくら)の故事(ふる
こと)も今(いま)目前(めのまへ)に見るごとく老人(らうしん)窗(まど)からあいさつ
するまでこまやかに御目がとまれバ前篇(ぜんへん)ハおかハり／＼ 
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　　　　文化午のはつ春 
　ところで、阪急池田文庫に所蔵されている『觀音利生記』という本は、挿絵など
をすべて描き直した『枕石夜話』の再刻本である。内題「觀音利生記」、外題「繪
本觀世音利生記」、半紙本五冊、曲亭馬琴纂補、松亭金水叙、弘化期の刊行であろ
うか、巻三と五の巻頭に改印［渡］がある。刊記には「皇都藤井文政堂＼寺町通五
条上ル町＼書林山城屋佐兵衛」と見え、どうやら本来は中本として出されたものの
後印本のようであった。ところが、鈴木俊幸氏がこの再刻本の初印本を所蔵してい
るのを知った。氏の御厚意によって熟覧する機会を得たので簡単に書誌を記してお
く。 
『觀音利生記』　中本（十七・五×十一・八糎）　四巻四冊 
　表紙　鳥の子色（灰色で沙羅形地に花菱丸を散らす） 
　題簽　左肩（十二×二・七）　「觀世音利生記（春－冬）」 
　見返　「曲亭翁著　歌川國直畫＼觀世音利生記＼東都　金幸堂板」 
　柱刻　「くわんおん一（－四）」 
　刊記　「京都書林＼山城屋佐兵衞、河内屋藤四郎、大文字屋専藏 
　　　　　浪花書林＼秋田屋市兵衞、河内屋茂兵衞、河内屋源七郎 
　　　　　東都書林＼丁子屋平兵衞、釜屋又兵衞、菊屋幸三郎板」（巻四後
ろ表紙見返し） 
　構成　巻一、松亭金水叙二丁、口絵二丁（薄墨濃淡二色入三図）、本文十七
丁半、挿絵三図。 
　　　　巻二、十九丁半、三図。 
　　　　巻三、二十一丁、三図。 
　　　　巻四、十八丁以下破損、三図。 
　備考　改印なし。本文は用字の違いを除けば概ね初板本に忠実であ
る。、 
　　　　口絵挿絵中に新たに賛が加えられており、次のような松亭金水の
叙文が付されている。 
 
觀音利生記叙 
妙法蓮華経普門品は、観音大士の功力を挙て、その霊驗を説れたり。そも
／＼観世音菩薩ハ、廣大無邊の大徳ある事、世の人の知る所ながら、わき
て武蔵の浅草なる、大慈大悲正観音ハ、往昔　推古の朝に當つて、宮戸川
より出現まし／＼、世々の　天子将軍も、尊崇し給ふ〓佛なれバ、貴賎道
俗渇仰して、利益を蒙るもの無量なり。謂ある哉かの経に、若人あつて諸
〓〓の、財宝奇珍を求めん為、海に浮ぶの時にあたつて、悪風竜魚の災あ
り。此時御名を称ふれバ、竜魚の難を免かれて、風穏になるとなん。迅雷
鳴雨烈しく、樹木を碎く時に遇ひて、御名を称ふる人あれバ、時に應じて
消散す。其餘の功徳甚深无量、実に不可思議の〓應あれば、挙て人の信ず
るものから、日々に新にまた日々に、新なりける感應あり。そが中に古へ
より、語り聞え書に留て、話柄となすことの、また洩たるも鮮からず、因
て曲亭子が遺るを拾ひ、今様風流の文に編て、もて童蒙の伽となし、且勧
〓の一助となす。その筆頭の妙なるハ、例の翁の事なれば、今更にいふに
たらず。必求て看給へかしと、販元にかはりて願奉つるになむ。 
應需　　　　　 
松亭金水誌　 
この再刻本のほかにも、『金龍山淺草寺聖観世音靈驗記』（安政二年）という浅草寺
縁起を入話にして『枕石夜話』を抄録した切附本が存在する。このように多様な改
題本や再板本、さらには抄録本が出来されたのは、浅草寺を中心とする浅草周辺の
伝承を扱ったものであるからに違いない。 
 
　　六　巷談坡〓庵  
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　一方、『坡〓庵』にも、「文化午の春」という年記の京山序文に付け替えられた
改修後印本がある。半紙本五冊、「翰山房梓」「乙亥」と見返しに象嵌し、口絵（四
オ）の薄墨板（三浦屋薄雲の姿）を彫り直し、内題の「巷談」を削り「坡〓庵」とした
もの。巻下の末尾に付けられた「附言（門人逸竹齋達竹評）」（二十九オ～三十一ウ）も省
かれている。刊記は、京山序文の年記にもかかわらず「文化十二乙亥年孟春新刻＼
書肆＼江戸日本橋通一町目 須原屋茂兵衞＼京三條通柳馬場西ヘ入 近江屋治助」と
なっている（天理図書館本）。そのほか「河内屋喜兵衞、大文字屋與三郎板」や、『粂
平内坡〓菴』という外題を持つ四都板などが管見に入っている▼9。これらの板に付
された京山序文を紹介しておく。 
叙言 
山東京山識　
花に二度咲の花あり月に后の月ありはじめあれバをはり初もの外題ハ緑の
青表帋中ハくれなゐの赤本花咲老漢の花と共にひらきて閲バかち／＼山の
手に鋼鐵をならす戯作の本店曲亭馬琴子の作なりぬしハどうやら見申た黄
金の長者の郭通ひを發端とし浅草河原の暗闘月も朧の薄雲が亰町の猫通ひ
たる揚屋入の全盛話一寸太夫を雁金屋溶女が傳土手の道鐵甚内橋の縁故ま
でいと信だちてうつしとりたる鏡が池の昔語引書ハ則洞房語園・丸鏡・事
跡合考外が濱數本の書を参考し趣向をたてたる此繪草帋御評判ハありそ海
の巌に背を〓文亀堂の宿主如才の如の字もなき作に序せよといふにいな舩
のいなみがたなく馬琴子かために月花の脇櫂を盪ていきまきあらく詈つゝ
　あたるぞ／＼といふ事しかり 
　　文化午の春 
　ところで、この本にも序文と口絵を彫り直した改修板がある。都立中央図書館蔵
の中本三巻五冊で、改装され裏打ちされており、見返しや刊記を欠くため出板事項
は未詳ながら、あらたに描き直された口絵には濃淡二色の薄墨が施され、明らかに
幕末の出来だと思われる。本文には内題の「巷談」という部分が削られた元板を用
いているようだ。また、中巻挿絵（三ウ四オ）は薄墨板がないと体裁を成さないため
か削除されている。この序文には、いささか問題がある。 
〓談坡〓庵の序 
青き葉の繁るが中に此頃は雨に色づく梅もめづらしと詠れたる五月雨のを
やみなき徒然に例の書賈はつれ％＼の伽草を思ひ出てや新著の冊子を小止
なく乞るゝまゝに倭と漢土の古事を是彼と思ひ合すれど婦幼の愛よろこぶ
べきやすらかなるはなし種は最まれなり。それ大聲は俚耳に不入と既に古
人の金言あり。そも童蒙の伽艸に君子の拍掌せらるゝ深理の妙説ハ馬耳東
風の類ひなるべしと兼てはかりし戲文の著述なれバ百年遺笑のわざくれと
他の謗を心とせず唯一向に児女達の愛翫せる趣向を旨とすれバ街談〓説の
淺々しきを種としつ。黄金長者の廓通にむかし／＼の物語を菱川の画の古
くうつして三谷通ひを眼前にしるす廓の古雅風流。彼薄雲が猫の故事渋谷
の里の名にしおふ金王丸の名をかりてハ駒牽沢の稱をも稚く説て禿山継母
が慈愛義士の傳堤の道哲の孝心悟道鴈金屋の畷女が薄命を鏡が池の水鏡に
清くうつせし節婦の情甚内橋の復仇に勾坂が積悪の報を示し粂の平内の因
縁にむすび結びし江戸鹿乃子ゆかりを尋ねる紫の一本芒武蔵野の千艸の花
の露しげきその名所を假用して百年餘りの星霜を經にし古跡の一奇談かた
り傳えて耳近きを綴り合する〓堤の菴。博識君たちの覧にハあらず婦女子
の眼気をさまし善を勧め悪を懲老婆心のみ。 
　于時乙丑鶉月仲旬 
飯台児山丹花の〓下に　　 
曲亭馬琴誌　　　　　 
松亭金水書　 
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　この序文は一読して馬琴の文体ではないと感じられるはずである。おそらく金水
の手によって偽作されたものであろう。そもそも馬琴が再板本に自ら序文を書き与
えた作品はほかに例を見ないし、「乙丑」という干支も妙である。もし慶応元年の
乙丑ならば馬琴はすでに歿しているし、文化ならば二年に相当する。初板の序文は
「文化丙寅ふみひろけ月なぬかのゆふべ＼曲亭馬琴みづから叙」という文化三年の
年記を持つもので、まったく別の文章である。一体何を根拠にして「于時乙丑鶉月
仲旬」としたのか、はなはだ不可解である。 
 
　　七　松亭金水と浅草  
　ただ、ここで思い当たるのは前述した『敵討枕石夜話』の再刻本の存在である。
あちらも金水の手になる本で、やはり金水の序文が付されたものであった。 
　江戸後期を通じて浅草寺の開帳を当て込んで出板された草双紙は枚挙にいとまが
ない。また、浅草寺縁起に関する書も多く、松亭金水によって編まれた『江都浅草
観世音略記』（外題「金龍山淺草寺正觀世音御縁起」、中本一冊、弘化四年三月、文渓堂板）に
は、その来由を詳に述たるの書。世に多しといへども。或は俚老の口碑に傳ふる所
を旨として。頗る杜撰なるもの多く。或ひハ小冊にして見るに絶ず。或ハ大部にし
て需むるに難し。とあり、人口に膾炙した三社大権現御由来が絵入りで平易に記さ
れている。これなどを見ると、ここまでに見てきた再刻本は、『江都浅草観世音略
記』を弘化期に出した金水が、浅草に馴染み深い馬琴の旧作を利用したものと推測
できるのである。 
　浅草に関する読みものは近世期を通じて恒常的に需要があり、これに対して供給
される新作は少なかったはずである。そのような状況の中で、金水は旧板を利用し
た＜おっかぶせ＞と呼ばれる覆刻改竄板を作ったのであった。その方法の安直さ
は、この時期の出板では決して珍しい現象ではないが、問題は馬琴の中本型読本が
持っていた商品価値である。 
　文化期から幕末までは半世紀ほどの時間を経ており、その間に、後印本、改題改
修本、再刻本などが継続的に出されているのは、一時的な流行ものではなく随分と
息の長い享受があったことを想定させるのである。それも、馬琴の中本型読本の中
では伝本が少なく後印本も見かけない享和四年の二作ではなく、とくに浅草に関す
る題材を用いた文化五年の二作であった。これらは、皮肉なことに、馬琴がことさ
らに「この後中形のよみ本を作らす」（『作者部類』）と記した中本型読本としては最
後の作品であった。 
 
 
注 
▼1.本書第一章第一節参照。 
▼2.木村三四吾編『近世物之本江戸作者部類』（八木書店、一九八八年）。 
▼3.鶴屋金助が文化六年に地本問屋になったことと関係があるかもしれない。馬琴
の中本型読本以外にも感和亭鬼武の作品に同様の改修本が存在している。 
▼4.『作者部類』に「三國一夜物語五巻こも亦その板文化丙寅の火に焼て烏有とな
りぬ」という記述がある。 
▼5.『画入読本外題作者画工書肆名目集』の「貸本屋世利本渡世の者ニ而手広にい
たし候者名前」の中で、とくに「書物屋外ニ而上方直荷物引請候者」として上総屋
忠助の名が挙げられている。また、『類集撰要』文化五年辰二月の条に「御當地
仲ヶ間外之者より、上方下リ荷物引受申間敷一札取置候然處、此度、いつまて草四
冊、七福七難圖會五冊、浦青梅二冊、同後編二冊、仲間外新右衛門町上総屋忠助方
へ上方より荷物積送、不沙汰ニ致商賣候。去冬、一札まて差出置、右躰之儀有之候
而は、自然禁忌之品も賣捌候様相成、取締不宜奉存候」と見える。 
▼6.『作者部類』には「日本橋四日市なる書賈上総屋利兵衛、上総屋忠助利兵衛に
仕えて分家せしもの也」とある。 
▼7.横山邦治『讀本の研究―江戸と上方と―』（風間書房、一九七四年）、二五一頁。 
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▼8.中村幸彦氏所蔵本（国文学研究資料館マイクロフィルム）による。 
▼9.林美一「翻刻巷談坡堤庵」（「未刊江戸文学」十四・十七冊、未刊江戸文学刊行会、一九五
五・五九年）の解題中、改修後印本の板元として「文龜堂伊賀屋勘右衛門」が挙げら
れているが、序文中の記述によるものか。  
 
 
# 『江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－』（ぺりかん社、1995）所収  
#　補訂 2006/01 改題後印本2本追加  
# Copyright (C) 1995-2007 Gen TAKAGI  
# この文書を、フリーソフトウェア財団発行の GNUフリー文書利用許諾契約書  
# バージョン1.2 が定める条件の下で複製、頒布、あるいは改変することを許  
# 可する。変更不可部分、及び、表・裏表紙テキストは指定しない。この利用  
# 許諾契約書の複製物は「GNU フリー文書利用許諾契約書」という章に含まれ  
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『江戸読本の研究』第二章 中本型の江戸読本 
 
第四節 鳥山瀬川の後日譚 
高　木　　元
　　一　実説と後日譚 
　安永四年、鳥山検校が吉原松葉屋▼1の瀬川という妓女を落籍した事件▼2は、おそ
らく当時の人々の耳目を驚かせたに相違ない。鳥山検校は、さらにその三年後の安
永七年には、悪辣なる高利貸として処罰された。〓庭喜多村信節『過眼録』▼3に拠
れば、 
安永七年、高利の金子を借したる者共、多く御咎めありし、其起りは、御
旗下の士、筋わろき金子を借用し、出奔したりしよりの事と云う、(中略) 
一、家財の外、有金廿両、貸金一万五千両、所持の町屋敷一ヶ所　鳥山検
校(中略) 
此鳥山わきて名高く聞へしは、遊女を身請せし事にて、噂高かりし也、
［瀬川を身請せしは安永四年なり、この瀬川の事は、余別に委しく記した
り、爰に略す、所持地所も一ヶ所にはあらず、浮世小路南側、又小舟丁に
も存、北御番所付永御手当地と唱］ 
とある。 
　この安永七年の中村座では、正月から五月晦日まで三度の景清を出したが、「二
番目、「二人與作」へ「鳥山検校瀬川」を仕くむ、此狂言中檢校處刑ゆゑ、別て大
入」▼4とあるように、世間の関心は決して低くなかったようである。更に『譚海』
▼5巻二、には 
鳥山檢校と云もの、遊女瀬川といふを受出し、家宅等の侈(おごり)も過分至
極せるより事破れたりといへり。 
と見え、『玉菊燈籠弁』▼6(安永九年)では、 
真芝屋(ましばや)の屁川(へがは)なりいかに金がほしいとて眼のない客を逢ひ
とをすそれもたて引かなんぞと金気(け)のうすい砂糖(さとう)なら張もいき
ぢも有で青楼の傾城ならんに何ンほ女郎がこすくなつても遊女中間のつら
よごしこんにやくのよごしがはるかまし 
などとも論評された。 
　実際のところ、この五代目瀬川がその後どうなったかは定かではない。三田村鳶
魚「瀬川五郷」▼7によれば、喜多村信節の『〓庭雑考(いんていざつこう)』に後日譚が
記されているというが、現存の『〓庭雑考』にこの記事は見えず▼8、宮武外骨の
「瀬川考」▼9には、次のように『只誠埃録』所引の『〓庭雑考』が引かれている。 
予(よ)しばらく住(すみ)ける本所(ほんじよう)埋堀(うめぼり)に大久保家(おほくぼ
け)の町屋敷(まちやしき)あり、爰(こゝ)に家守(やもり)を勤(つと)めたる結城屋(ゆ
ふきや)八五郎(らう)はかたはら大工職(だいくしよく)をす、是(これ)がもとに頭
(かしら)おろしたる（頭(かしら)おろしたるといふは剃髪(ていはつ)にあらず、
所謂(いはゆる)切(き)り下(さ)げの事(こと)なり）老婆(らうば)ありき、是(これ)實
(じつ)は八五郎(らう)が妻(つま)なり、何故(なにゆゑ)にこの体(てい)ぞと尋(たづ)
ぬるに、是(これ)名(な)たる鳥山(とりやま)檢校(けんぎやう)が身受(みうけ)したる
吉原(よしはら)松葉屋(まつばや)の瀬川(せがは)がすがれなり、鳥山(とりやま)罪科
(ざいくわ)の後(のち)、瀬川(せがは)はかたらひし人(ひと)も多(おほ)き中(なか)に深
川(ふかがは)六間(けん)堀(ぼり)邊(へん)に飯沼(いひぬま)何某(なにがし)といふ武家
(ぶけ)の妻(つま)となりて、子(こ)二人(ふたり)生(う)めり、夫(をつと)うせて寡婦
(やもめ)となりしうち、彼(かの)大工(だいく)八五郎(らう)仕事(しごと)に雇(やと)は
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れて此(この)屋敷(やしき)へ來(きた)りけるに、いかにして通(つう)じけん、密
(ひそか)に約(やく)して瀬川(せがは)は八五郎(らう)が方(かた)へ逃(に)げ來(きた)り
て妻(つま)となれり、其侭(そのまゝ)にてすむべきにもあらず、やむ事(こと)を
得(え)ず薙髪(ちはつ)せしなり、先(さき)に生(う)める子(こ)一人(ひとり)は家督(か
とく)たり、一人(ひとり)は他(た)の養子(やうし)となりしに、放蕩(はうたう)にて
養家(やうか)を出(いで)、行(ゆく)べき所(ところ)なきにや、八五郎(らう)がもと
に來(きた)りて居(ゐ)たりしに、果(はて)は髪結(かみゆひ)となれりとぞ、此(こ
の)尼(あま)手跡(しゆせき)もよしとにはあらねども、用事(ようじ)足(た)すばかり
はものせしかば、八五郎(らう)代筆(だいひつ)させたり、尼(あま)が生涯(しやう
がい)はかの飯沼(いひぬま)氏(し)より扶持(ふち)など贈(おく)れる事(こと)とか
や、近邊(きんぺん)のうはさにて委(くは)しき事(こと)は知(し)らず、益(えき)な
き咄(はなし)ながら、傾城(けいせい)虎(とら)の巻(まき)などいふされ草紙(さうし)
にも出(で)て名高(なだか)き女(をんな)なれば語(かた)りくさとす 
　また、一説▼10によれば 
「越方覚草」には、本所の御家人青木健蔵となじみ、安永二(ママ)年鳥山検
校身受、其年家出して青木と夫婦になり、老年根岸に死亡云々とあり。 
ともいう。 
 
　　　二　後日譚の文芸化 
　さて、田螺金魚の洒落本『契情買虎之巻(けいせいかいとらのまき)』(安永七年)につい
て、曲亭馬琴は『近世物之本江戸作者部類』において、 
天明中鳥山檢校か新吉原の松葉屋なる瀬川に懸想して得靡かさりしを辛く
して根引せしといふ世の風声をたねとして綴りたり。こは狂言の首尾整ひ
て作りさま餘のしやれ本とおなしからす。瀬川か〓魂の段なとを看官(ミル
モノ)あはれ也とて甚しく賞玩したりしかハ當時板元はさら也なべて貸本屋
をうるほしたりとそ。この板も寛政に削られしを竊に再板せしものありと
歟聞たるか初のたひにハ似さるなるへし 
と記している。一方、洒落本の評判記『戯作評判花折紙(けさくひやうばんはなのおりか
み)』▼11(享和二年)では『契情買虎之巻』が惣巻軸に据えられ「極上上吉」と記さ
れ、 
第一はん目生駒(いこま)幸(こう)二郎となつて腰元(こしもと)まきか手ひきにて
お八重かねやへしのはれてのぬれ事うまい／＼。次に夜半の鐘(かね)を相図
(あいつ)にしのひ出て館(やかた)をおちらるゝまてきれいことてこさります
る。それよりおもき枕にふしての仕(し)うちよし。二番(はん)目に二役(ふたや
く)五橋(こきやう)となつての和(わ)ことあまたのたいこをひきつれてのくるわ
通ひ瀬川丈とのぬれことうけとりました。それよりせかわ丈のせりふにさ
りしおつとの面さしにいきうつしとてこゝろをよせらるゝ所(ところ)このひ
とそんならおつとに似(に)たる面(おも)さしの人あらばそれにもほれるかと
のせりふやはらかみに手つよきところあつて大出来／＼。次(つき)の幕(ま
く)にはつはるの趣向(しゆかう)松田屋をせかれはん頭(とう)義平(きへい)にだし
ぬかれてかん当(とう)の身(み)とならるゝまてよし／＼。大切(をゝきり)富元
(とみもと)連中(れんちう)てかたりにてむかふか岡(おか)のしよさことまててき
ました／＼。 
と絶賛されている。これらの評価は、馬琴のいうところの「狂言の首尾」、つまり
「二役」に譬えられたような演劇的趣味に富んだ、小説としての完成度の高さによ
るものであろう。鳶魚が「五暁というのは、全く田螺金魚の空想に生れたもので、
実在の鳥山検校及び瀬川を粧飾するために、添加されたのである。」(「瀬川五郷」▼7)
と記された如く、この作品は事件に基づきながらも、後日譚として結構された実録
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風の虚構なのであり、そこには伝奇的な要素も含まれている。好評の原因として、
このような他の洒落本に対する独自性だけでなく、座頭金の取り締りという背景が
あったことも見逃せない。 
　このような当り作が板摺を重ねたのは勿論のこと、追従作もまた多かったのであ
る。作者不明の黄表紙『吉原語晦日月(くるわばなしみそかのつき)』(安永八年、鶴屋板)は、
登場人物の名を少し変えているものの、筋はほぼ丸取り。ただし安永七年六月朔か
ら六十日間回向院で行なわれた善光寺の出開帳▼12を当て込んで、結末に「善光寺縁
起」を取り込んでいる。同年七月には市村座で『本田弥生女夫巡礼』が上演され
た。興味深いことに、この結末に「築地善交」▼13が登場し「本田善光」の生まれ変
りということになっている。 
　一方、伊庭可笑の黄表紙『姉二十一妹恋聟(あねはにぢういちいもとのこひむこ)』(安永八
年、清長画、岩戸屋板)は『糸桜本町育』の世界から、お房・小糸・左七を登場させ、遊
女の金貸し「鳥山」(お房)と、通人「瀬川」(左七)という具合に男女を逆転させ、最後
はお房が左七の本妻、小糸が妾となってめでたしめでたし。黄表紙らしい軽妙な作
である▼14。 
　市場通笑の黄表紙『盲仙人目明仙人』(安永八年、松村板)は、仙人達が下界(吉原)に
下って琴高仙人(通人)、山鳥仙人(盲目の金貸し)となり、身請けした一角仙人(遊女)から遊
里の一巻を得るというもの。続編ともいうべき『傾城買三略之巻』(安永九年)は、そ
の一巻の内容を公開するという趣向で、題名だけがパロディとなっている。 
　さて、山旭亭真婆行の黄表紙『鳳凰染五三桐山(ほうわうぞめごさんのきりやま)』(享和四
年、喜久麿画)も、その筋の大部分を『契情買虎之巻』に拠ったもので、同じ年に十返
舎一九が『五三／桐山・後編跡着衣装(あとぎのいしやう)』(喜久麿画)という後日譚を出
し、さらに翌文化二年には『五三桐／山三編・操染心雛形(みさほぞめこゝろのひなが
た)』(月麿画、丸屋文右衛門板)を出している▼15。三編巻末近くに、初編と後編の書名が
並べられ「此本去春出板仕候、評判宜く難有奉存候、依而当春比三編売出し申
候‥‥版元」とあり、好評の余勢を駆って出された三編はあらずもがなの続作では
あるが、後日譚が限りなく書けるという可能性を示していて面白い。また初編と後
編の所見本には板元名が見当らなかったが、三編の刊記と前述の広告により三編と
も丸文板であることが判明する▼16。この三部作はそれぞれ一冊に合綴され、袋入本
として出されたものらしい。その辺の事情や詳細な内容の検討は、前掲の小池氏の
論考や、同氏執筆による『日本古典文学辞典』所載「鳳凰染五三桐山」の項に尽く
されており、さらに棚橋正博氏は『黄表紙総覧』で板元と刊年についての詳細な考
証を加えている。 
　真婆行作という初編は、その大部分が典拠『契情買虎之巻』のままである。た
だ、後編を仇討物として展開できるように結末にたげ改変を加えてあった。棚橋氏
は初編が『契情買虎之巻』の丸取である故に「洒落本の翻案作であったことは時節
柄これを秘匿し、作の手柄を発案者真婆行に全面的に譲り序文と署名を添え、ただ
わずかに一九が物した作であったことを題言にそれとなく掲げたと考えればよい」
▼17。と説き、企画者である真婆行は名目だけで、実際は一九が執筆したことを論証
している。 
　もちろん草双紙であるから全丁に挿絵が加えられた。また「はまのやにたしか一
九さんがいなんした」(初編)。とか「喜久麿さんおよしなんし、よしさんに言いつけ
いすよ」(後編)などという地口や、挿絵中の衝立にさりげなく「東汀書」(三編)と書き
込む点などから、一九の取り巻き連中の楽屋落ちが見られ、本作が作られた雰囲気
がうかがい知れる。 
 
　　　三　黄表紙から人情本へ 
　ところで『小説年表』や『国書総目録』には未載であるが、同じ題名の人情本仕
立の本が出板されている。上巻見返扉に「山旭亭真婆行遺稿　十返舎一九補訂　全
三冊　鳳凰染五三桐山　丙戌春　文壽堂発販」と列記してある▼18。管見に入ったの
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は向井氏御所蔵の上中巻と、九州大学文学部国語国文学研究室蔵の下巻である▼19。
内題の角書は「松田屋瀬喜川／庫米屋五喬」とあり、刊記は「文政九年丙戌陽旦発
行　書肆　江戸神田弁慶橋　丸屋文右衛門上梓」となっている。二十二年前に草双
紙を出したのと同じ板元であった。内容的には序文を含めてほとんど同じなのであ
るが、上巻に口絵二図を施し、各巻三～四図の挿絵を加え、本文は漢字混じりで部
分的には会話体を用いる。体裁は人情本風であるが、伝奇性の強い文化初年の草双
紙の仕立直しであるので中本型読本に近いものである。刊記の脇には「五三／桐
山・後編跡着衣装　十返舎一九作／歌川国安画　全三冊近日うり出し申候」とあ
り、巻末にその内容の予告がある。 
○此(この)冊(さう)子なほ後編(かうへん)あり。こは傾城せき川が禿(かふろ)清乃
(すみの)が事(こと)。三拍子(みつひやうし)の甚(しん)九郎夫婦(ふうふ)が弁(べん)。
農民(ひやくせう)田作(たさく)が娘(むすめ)の話(こと)。彼(かの)富(とみ)五郎成長(ひ
とゝなりて)て終(つひ)に母(はゝ)せき川が仇(あた)。軍(ぐん)次を討(うつ)に至るま
で。尚(なほ)種々(くさ％＼)の奇譚(きたん)あり。そは十返舎翁の著(ちよ)する所
(ところ)亦(また)格別(かくべつ)に赴向(き)あり。且(かつ)発市(うりだし)もちかきに
あらん。かならず求(もとめ)て見給へかし。 
　ここで述べられた「清乃」と「田作が娘」は草双紙の後編には出て来ない人物で
あるし、瀬喜川と五喬の間に生れたのは「富三郎」であり「富五郎」ではなかっ
た。すなわち予告された後編は、一九が書いた享和四年刊『跡着衣装』とは別の筋
を持つ後日譚なのである。 
　この後編は、内題に『五三桐山嗣編』とあるものであるが、九州大学文学部国語
国文学研究室蔵の上巻▼20、熊谷市立図書館蔵の上下巻と、鈴木圭一氏所蔵の中巻を
取り合わせないと完全に全冊揃いにならない▼21。 
于時天保二ッの年(とし)文月(ふみつき)の初旬(はじめつかた)北里(さと)には近(ち
か)く住(すみ)ながら燈篭(とうらう)さへも見にゆかぬ当時(とうじ)洒落(しやらく)
に薄倖(はくこう)の隠士(いんし)墨水(ぼくすゐ)を硯(すゞり)に漑(そゝい)で 
金龍山人為永春水誌　
という叙では「木に竹をつぐ補綴の拙作」と記している。この叙の後に、さらに一
九の書いた「五三／桐山・嗣編(じへん)跡着衣装(あとぎのいしやう)叙」が付されている
が、これはほぼ草双紙の序文と同じものである。 
嚮(さき)に五三(ごさん)の桐山(きりやま)と題(だい)したる小冊(さうし)ハ山旭亭(さ
んきよくてい)真婆行(まばゆき)なる人(ひと)の補綴(ほてつ)にして元(もと)安永(あん
えい)年間(ねんぢう)の妙作(めうさく)にて其(その)人情(にんじやう)の涯(かぎり)を盡
(つく)し桐山(きりやま)の頑癡(ぐはんち)五暁(ごけう)が好意(こうい)且(かつ)瀬喜川
(せきがは)が遺憾(いかん)の意(こゝろ)逼(せまつ)て奇(き)をなす産児(うぶこ)の始末
(しまつ)挙(みな)倶(とも)に絶妙(ぜつめう)也書肆(しよし)亦(また)予(よ)に後篇(こうへ
ん)を索(もと)む予(よ)兼(かね)て咾欲(ぎよく)にまかせ辞(ぢ)せずして此(この)冊子
(はいし)を編(あむ)といへ共事(こと)ハ初輯(しよしふ)に盡(つく)したり只(たゞ)その
糟粕(そうはく)を拾鳩(しうきう)せし物(もの)なれバ龍頭蛇尾(りようとうじやび)の
書(しよ)といつつべき歟(か) 
東都　　　十返舎一九[印]　
　口絵には「巻中出像　静斎英弌画図」とあり、内題下は「十返舎一九旧稿／為永
春水補綴」となっている。本文の五丁目までは春水が増補しており、その末尾は
「こは前編の発端にてこれより次の物がたりは五暁の勘当ゆるされて再び郭(くるわ)
に全盛の花を詠る一条なりそのおもむきを心得てよみ給へとは筆癖のおのれがくど
きわざなりかし　春水開語」とある。「第一回」では予告通りに、かつて瀬喜川の
禿であった清乃が二代目瀬喜川となり、五暁を頼る様子が描かれている。これは草
双紙とはまったく別の筋であるのに、あえて一九の叙文を付したり「一九旧稿」と
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記したりするのはなぜであろうか。不可解である。 
 
　　　四　もう一つの後日譚 
　最後に『当世虎之巻後編』に触れておこう。これには文政九年孟陽の卯木山人に
よる「題辞」と安永八年春正月の田螺金魚「叙」が付され、「安永八亥年稿成／文
政九戌年正月発行　黄石堂蔵版」という刊記がある。中村幸彦氏が「内容は一見し
て、『契情買虎之巻』の作者の手になったものでないことは、今日において明らか
である。しかし、前編に金魚の作をおいて、かかる後編を付した作者は、その手腕
はともかくとしても、前編とどこか共通するものが存するとして、著述出刊したも
のと思わざるを得ない。」▼22と述べている通りである。未見であるが『契情買虎之
巻』の文政天保期の改刻本に「虎之巻二編　全本三冊　為永春水校正」「虎之巻三
編　全部三冊　教訓亭補撰」とある広告が付された本があるという▼23。こちらは勘
当されたままの五郷が我子(瀬之介となっている)の子守をしていたお雛(実は嘗て瀬川と幸二
郎が厄介になったお菊の娘)と奇しくも結ばれるという筋の、本格的な人情本である。 
　この後編の概略を示せば、文政九年に為永春水が『契情買虎之巻』の後編を継作
し、金魚の遺稿めかした増補改刻本ということになる▼24。 
〈初篇〉上中下三冊。安永原板の内容をその儘に、口絵を「花岡光宣画」とするも
のに代え、三巻に分冊して巻移りの文章を改変。巻末には二、三篇の概要を記した
予告一丁を付す(『洒落本大成』第七巻所収、浜田啓介氏の「解題」でも触れられているもの)。便
宜上、これを次に掲げておく。 
 
　虎之巻(とらのまき)二編(にへん)　全本／三冊　為永春水校正 
この書(しよ)の初編(しよへん)おこなはるゝ事(こと)安永(あんゑい)のいにしへよ
り今(いま)にいたつて五拾(ごじう)余年(よねん)看官(かんくわん)巻(まき)をひらく
こと再三(さいさん)にして倦(うむ)ことなく二編(にへん)の趣向(おもむき)をいか
に／＼と請(はた)り給ふ人も少(すく)なからずしかるに近(ちか)ごろ反古(ほう
ぐ)のうちより此(この)二編(にへん)の草稿(さうかう)を見出(みいだ)しつされど数
年(すねん)の星霜(せいさう)を経(へ)たれば紙魚(しみ)その半(なかば)を食(くら)ひて
定(さだ)かならざるもの多(おほ)しそを漫(すゞろ)に補(おぎな)ひ正(たゞ)しても
て梓(あつさ)にのぼせ世(よ)に行(おこな)ふ事(こと)とはなりぬその趣向(しゆかう)
の精密(せいみつ)なるはなほこの初編(しよへん)とひとしうして見(み)る人(ひと)
日(ひ)闌(たけ)夜(よ)のふくるを知(し)らざるべし 
 
　虎之巻(とらのまき)三編(さんへん)　全本／三冊　教訓亭主人補述 
 
瀬川(せがは)が愛着(あいぢやく)の一念(いちねん)ゆかりの少女(をとめ)にのりうつ
り少女(をとめ)はからず五暁(ごきやう)を思(おも)ひそめてよりいろ／＼の患難
(くわんなん)辛苦(しんく)年(とし)をへだてて王子(わうじ)なる茶亭(さてい)に五暁
(ごきやう)とめぐりあひ初(はじめ)て恋情(れんじやう)を通(つう)じ唄妓(うたひめ)の
身(み)ながら貞操(ていさう)を守(まも)りあはれに五暁(ごきやう)を見(み)つぐこ
と亦(また)桐山(きりやま)が旧悪(きうあく)軍二(ぐんじ)が非道(ひだう)終(つひ)にあ
らはれて罪(つみ)をかうむりいとめでたく五暁(ごきやう)ふたゝび世(よ)になり
いで瀬川(せがは)がのり移(うつ)りたる少女(をとめ)と夫婦(ふうふ)むつましく子
孫(しそん)はんじやうにいたることすべて初(しよ)へん二(に)へんにもれたる
をくはしく綴(つゞ)りあはせて全備(ぜんび)となすもよりのふみやにて御求(も
と)め御覧(ごらん)之程奉希候 
〈後編〉三巻三冊。外題は「當世虎之巻　二編　上〔中下〕」。内題は「當世(とう
せい)虎(とら)の巻(まき)後編(こうへん)巻之一(～三)」。「于時文政九のとし／戌乃孟陽 卯
木山人」の題辞(序)二丁があり、次に「安永八亥年／春正月　田にし金魚撰」という
「叙」一丁が付されている。巻之三(二編下巻)末には「安永八亥年稿成／文政九戌年
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正月發行／黄石堂藏版」とある。これらは金魚の遺稿めかす為の細工であろう。ま
た尾題の直前に細字で次の様な予告をしている。 
這末(このすへ)小(こ)ひなさま／＼の辛苦(しんく)をすぎて終(つい)に五郷と夫婦
(ふうふ)になり中(なか)むつましくくらす事(こと)。茨屋(いばらや)未六が身のお
わり。桐山(きりやま)が一子(いつし)また桐(きり)山におとらぬ姦悪(かんあく)の
こと。五郷が本家(ほんけ)の事など。すへて残編(ざんへん)三冊(さんさつ)とな
して以(もつ)て首尾(しゆび)まつたからしむるものなり。 
 
〈三編〉三巻三冊。外題は「虎之巻 三編 上〔中下〕」。内題は「當世(とうせい)虎(と
ら)の巻(まき)後編(こうへん)巻之四(～六)」。口ノ一表に「虎の巻第三編全／瀬川五郷が
一期もの語まつたくおわる」とあり、口絵見開き一図を挟んで口ノ二裏に「名にお
いて千里にはしる虎の巻／狂訓舎」とある。巻之六(三篇下巻)末には「安永八戌年　
田にし金魚作／文政九丙戌年正月發行 黄石堂」「浄書 音成」とある。 
　すでに中野三敏氏が「「傾城買二筋道」板本考」▼25で全文を引用して紹介されて
いる通り、この後編述作の経過に就いては、『教訓二筋道』(文政十二年刊、四篇十二冊)
の二篇上巻に付された春水序▼26に述べられている。『虎之巻』に関する部分だけを
抄出しておく。 
‥‥拙亭(せつてい)元来(もとより)名(な)を活(うら)ず数(しば)々徳(とく)を思(おも)
ふをもて前(さき)には五十餘年来(よねんらい)星霜(せいさう)経(ふり)ていと久(ひ
さ)しき虎之巻(とらのまき)の次篇(じへん)を綴(つゞ)りいさゝか書林(しよりん)に
寛尓(につこり)させしは虎(とら)の威(ゐ)を借(かる)ゑせ作者(さくしや)‥‥ 
　以上のことから、『當世虎之巻後編』も『五三桐山嗣編』同様、春水の手に成る
ものと考えて良さそうである。ならば二つの『契情買虎之巻』の後日譚を手掛けた
ことになるのである。 
 
　　　五　〈世界〉としての鳥山瀬川 
　人情本は「いわゆる継作は自由自在といっていい」▼27本であったが、どうやらそ
ういった点からも『契情買虎之巻』の位置が計測できそうである。しかし、「人情
本発生の基礎と人情的性格の素地とを誘導確立した。」▼28というように、洒落本か
ら人情本への変遷史の中だけでは捉えきれない部分があるのではないだろうか。つ
まり草双紙における展開では、逸早く善光寺出開帳の際物に材を提供したし、軽妙
な黄表紙らしいパロディの対象にもなった。文政期になると合巻にも取り込まれ、
柳亭種彦の『千瀬川(ちせがわ)一代記(いちだいき)』(文政二年、国貞画、丸文板)では、浮世草
子『けいせい哥三味線』(享保十七、其磧自笑作、八文字屋板)や、中本型読本『奴(やつこ)の
小万』(文化四～五年、種彦作、桃川画、山崎平八板)に用いられた趣向と撮合され▼29、市川
三升(徳升代作)の『ぬしや誰問(たれととへど)白藤(しらふじ)』(文政十一年、国芳画、佐野屋喜兵
衛板)では、お俊白藤譚と付会されている。 
　さらに、安政三年四月の中村座『一曲奏(ひとかなで)子宝(こだから)曾我(そが)』にも仕
組まれている。この時には正本写『題(なに)大磯(おほいそ)虎之(とらの)巻筆(まきふで)』(紅
英堂板)が出ている。渥美清太郎「歌舞伎小説解題」▼30には 
安政四年の出版、種清の編、國貞の畫、三編讀切で、前年の春、中村座初
演、櫻田治助作の「一曲奏子宝曾我(ひとかなでこだからそが)」の中から、在
來の夜討曾我の部分を抜いて綴つたもの。この狂言は、田螺金魚の「當世
虎の巻」といふ洒落本を脚色したもので、有名な瀬川五郷だ。 
とある。 
　なお、この『題大磯虎之巻筆』には『瀬川五郷真情話』という改題後刷本があ
る。刊年は不明であるが、板元は蔦吉(紅英堂)のまま変わっていない▼31。 
　こうして見てくると、事実譚としての鳥山瀬川譚は、まず後日譚として「世話中
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編小説なる読本の一、もしくは江戸におけるその初出であったかも知れない」▼32と
いわれる『契情買虎之巻』に結実する。すると次に中本サイズの諸ジャンルにおい
て次々と後日譚の後日譚が生みだされ、その結果、鳥山瀬川譚はあたかも一つの
「世界」といっても良いほどの説話的普遍性を獲得してしまったと考えられるので
ある。  
 
〔注〕 
▼1 向井信夫「松楼史語」(『続日本随筆大成』第九巻付録、吉川弘文館)。 
▼2 たとえば、大田南畝『半日閑話』巻十三(『太田南畝全集』十一巻、岩波書店、一九八八
年)の安永四年十二月の項に「吉原松葉屋瀬川といへる妓を鳥山検校うけ出せしとい
ふ事当年の是沙汰なり」とある。 
▼3 向井信夫「松楼史語」(『続日本随筆大成』第九巻付録、吉川弘文館)。 
▼4 『歌舞伎年表』四巻(岩波書店、一九五九年)安永七年の条。 
▼5 『譚海』(『日本庶民生活資料集成』八巻、三一書房、一九六九年)。 
▼6 『玉菊燈篭弁』(『洒落本大成』十巻、中央公論社、一九八○年)。 
▼7 三田村鳶魚「瀬川五郷」(『三田村鳶魚全集』第十九巻、中央公論社、一九七六年)。 
▼8 向井信夫「松葉屋瀬川の歴代」(『江戸文藝叢話』、八木書店、一九九五年、初出は一九七六
年)。 
▼9 宮武外骨「瀬川考」(人物傳記専門雑誌『有名無名』二号、雅俗文庫、一九一二年六月二十五
日)。 
▼10 前掲『歌舞伎年表』安永七年の条。なお、該項のあとに「日本盲人史」所載の
町触などの史料が示されている。 
▼11 『戯作評判花折紙』(『洒落本大成』二十二巻、中央公論社、一九八三年)。 
▼12 比留間尚「江戸開帳年表」(『江戸町人の研究』二巻、吉川弘文館、一九七三年)。 
▼13 園田豊氏より、これは歌舞伎役者初代坂東善次である旨の教示を得た。 
▼14 この年の岩戸屋の絵外題簽中、本作だけ背景の意匠が異なり、亥の絵ではなく
鳥という文字があしらわれている。あるいは「鳥山」から来たものとも考えられ
る。棚橋正博氏は「本書は安永八年中の刊行であったとしても、やや遅れた秋以降
の刊行ではなかったかとも推察される。」(日本書誌学大系48-1『黄表紙総覧』前編、青裳堂、
一九八六年、一八四頁)と述べている。 
▼15 小池正胤「十返舎一九の黄表紙－鳳凰染五三桐山とその続編、合巻の発生と協
作の問題について－」(「言語と文芸」、六巻三号、一九六四年五月)。 
▼16 棚橋正博氏は『黄表紙総覧』後編(青裳堂、一九八九年)で、天理図書館本と東洋文
庫本に存する「寅春」の絵題簽を示し、叙文年記を削った再板本(改竄再摺本というべき
か)が、文化三年に丸文から出板されていることと、初編が藤白屋太兵衛板であった
可能性について言及している。 
▼17 棚橋正博「寛政・享和期の洒落本作家像」(「江戸文学」創刊号、ぺりかん社、一九八九
年)。 
▼18 向井信夫「人情本寸見」(『江戸文藝叢話』、八木書店、一九九五年、初出は一九八五年)。 
▼19 三谷一馬氏からは所蔵の中下巻について、画工が歌川国安である旨の教示を得
た。なお、その後、中巻のみを入手した。 
▼20 板元の記載はないが、初編下巻と同じ意匠の表紙が付されている。 
▼21 熊谷市本は口ノ四を欠き、英之画の九大本とは別の口絵と文亭綾継の序文とを
持つ。刊記は「東都　金龍 山人補綴＼仝　米花齎英之画」「東都　馬喰町二町目　
西村屋與八＼南侍馬町三丁目　中村屋幸藏＼南鍛冶町二丁目　和泉屋惣兵衞」とあ
る。なお、鈴木圭一「『五三桐山嗣編』考(上・下)」(「國學院雑誌」、一九九五年三、四月)
が備わる。 
▼22 「洒落本における後刷、後版の問題」(『中村幸彦著述集』五巻、中央公論社、一九八二
年、初出は一九七四年)。 
▼23 浜田啓介「解題」(『洒落本大成』七巻、中央公論社、一九八〇年)。 
▼24 以下、中野三敏氏の教示による。 
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▼25 中野三敏「「傾城買二筋道」板本考」(『長沢先生／古稀記念・圖書學論集』所収、三省
堂、一九七三年)。 
▼26 序題は「孝女両葉(かうぢよふたば)の錦(にしき)初編叙」、蓬左文庫尾崎久弥コレク
ション蔵〈尾一四・一ィ〉による。 
▼27 前田愛「江戸紫－人情本における素人作家(アマチュア)の役割－」(『前田愛著作集』
第二巻、筑摩書房、一九八九年、初出は一九五八年)。 
▼28 鵜月洋「田にし金魚の研究」(「国文学研究」第十五輯、一九四〇年十二月)。 
▼29 「千瀬川一代記」の項(暉峻康隆『江戸文学辞典』、富山房、一九四〇年)。 
▼30 渥美清太郎「歌舞伎小説解題」(「早稲田文学」二六一号〈草双紙の研究〉、一九二七年十
月)。 
▼31 管見に及んだのは大阪府立中之島図書館本(乙四○三)だけであるが、全三編を一
冊に合綴してあった。 
▼32 中村幸彦「人情本と中本型読本」(『中村幸彦著述集』第五巻、中央公論社、一九八二年、
初出は一九五六年)。 
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『江戸読本の研究』第二章 中本型の江戸読本 
 
第五節 末期の中本型読本 －いわゆる＜切附本＞について－ 
高　木　　元
　　一　はじめに 
　化政期に興隆を極めた江戸読本は、近世小説の中では最も格調の高いものであっ
たが、天保の改革を経て中心的な担い手であった馬琴を失い、その後は衰退の一途
をたどった。多くの文学史が一致して説くこの見解は、おそらく結論的には妥当な
記述なのであろう。しかし、実際には読本史がそこで途切れているわけではない。
だから、天保の改革以後に見るべき作品はないといって済ませてしまうわけにはい
かないのである。とくに、弘化期以降の末期中本型読本は、文字通りの大衆文芸と
して流布し、書型も内容もそのままに明治初期まで流れ込んでいるのである。 
　近年、この「文学史上の盲点▼1」といわれた時代に関しても次第に研究が積み重
ねられてきた▼2。柳園種春などについては長友千代治氏の、笠亭仙果などについて
は石川了氏の精緻な報告が備わっている▼3。ともに、作家の個人史を解明すること
を通して、その時代を記述しようとした大変な労作である。本節では、これらの成
果を踏まえた上で、その造本様式の変遷▼4に着目して、末期の中本型読本について
考えてみることにしたい。 
　さて、ここで取り上げる末期の中本型読本とは、弘化期以降とりわけ嘉永安政期
を中心に粗製濫造された廉価な小冊子のことである。読本としての格調など微塵も
持ち合わせない低俗性のためであろうか、従来の文学史では、ほとんど顧みられる
ことがなかった。しかし出板点数およびその発行部数は、かなりの数にのぼったも
のと推測され、文学史を考える上では無視できない作品群だと思われる。 
　ところが具合の悪いことに、その大部分は『訂改日本小説書目年表』（ゆまに書房、
一九七七年）に見当たらない。まして『国書総目録』によって所在が確認できる作品
も、ほとんどないに等しい。つまり、大学図書館や国公立図書館では蒐集の対象に
はならなかったのである。しかも、たとえ何点か所蔵されていたとしても、分類が
一定しないので容易に検索することができない有様である。また、かつては古書店
も商品とは見做さずに、反古同然に扱ったという。その結果、現在では個人のコレ
クションの片隅に散見する程度で、その大半はすでに散佚してしまったものと思わ
れる。 
　このような状況が今後好転することは考えられないので、さしあたり管見の範囲
内でこれらの作品群についての概要を紹介しておきたい。なお、その紹介の過程で
は、従来の鈍亭（假名垣）魯文研究で看過されてきた数多くの作品や、明治期草双紙
の様式に先行する様式を持った作品群を提示することにもなるはずである。  
 
　　二　切附本の定義  
　まず最初に、末期中本型読本を指示して用いられる＜切附本＞という用語につい
て触れておきたい。 
　この＜切附け＞という用語について、明快に解説されている書誌学関連の事辞典
類は見当たらない。おそらく、小口を残して三方を裁つという簡易製本法の謂だと
思われるが、その意味からいえば、草双紙（合巻）の一部にも同様に仕立てたものが
存在するのである。そこで、当時の呼称を確認するために、末期中本型読本の巻末
広告などから、＜切附本＞という名称が用いられている具体例を拾ってみることに
したい。 
　鈍亭魯文の作と思われる『岩見重太郎一代実記▼5』（安政五年）の巻末、品川屋朝
治郎の広告には次のようにある。 
切附一代記本品々（きりつけいちだいきほんしな／＼）　武者切附本品々
（むしやきりつけぼんしな／＼） 
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　また、二世為永春水『正清一世英雄伝』（元治元年序）の巻末、山口屋藤兵衛の広告
には、 
切附類品々　草双紙小本類品々 
とあり、これを見る限りでは草双紙とは区別して用いられていたものと思われる。 
　一方、近代のものであるが、野崎左文氏も「切附本と稱する印刷紙質とも粗惡な
る册子▼6」と述べ、「安政頃の切付本枚數五十丁内さし畫十丁」▼7などと＜切附本
＞という用語を用いているのである。 
　これ以外にも、まだ多くの用例があるはずであるが、本稿ではこれらを踏まえ
て、合巻風摺付け絵表紙付きの末期中本型読本を＜切附本＞と呼ぶことにした。た
だし、短冊型文字題簽を持つものについてはとくに＜切附本＞とは区別して＜袋入
本＞と呼ぶことにする。＜切附本＞とは造本上の意識に違いが見られるからである
▼8。もちろん、この＜袋入本＞という呼称も、広告などに見られる用例によったも
のである。 
 
　　三　切附本の造本  
　切附本の造本様式については、あまり知られていないと思われるので、典型的な
例として鈍亭魯文の『玉藻前悪狐傳』を挙げ、書誌を紹介しておくことにする。  
 
書型　中本（十七・五糎×十一・五糎）　一冊　四十五丁 
表紙　合巻風の摺付表紙。左肩に「玉藻前悪狐傳＼魯文作＼芳直画」。玉藻前と三
浦介が描かれている。 
見返　上部に「玉藻前悪狐傳＼鈍亭著＼一盛斎画」、その下に色摺りで殺生石を描
く。 
自序　一丁表。右肩に看板の意匠で「玉藻前悪狐傳　一盛齊芳直画」 
　　　その左側に煙中に出現した「三国傳来白面九尾金毛老狐」を描き、その下に
次のようにある。 
自序 
狐（きつね）千歳（せんさい）を経（へ）て美女（びぢよ）に変化（へんげ）すとい
へること、唐土（もろこし）の書（ふみ）に粗（ほゞ）のせたり。悪狐（あくこ）
の人を魅（たぶ）らかすや其（その）性（せい）なり。霊狐（れいこ）の人に感
徳（かんとく）あるや、こも又（また）性（せい）によるところ。人に善悪（ぜ
んあく）あるがごとけん。此書（このふみ）は前（さき）に妖婦傳（ようふでん）
玉藻譚（ぎよくそうだん）あり。何（いづ）れも大同（たいとう）小異（せうい）に
して、ことふり似（に）たる談柄（だんへい）なれども、名（な）だかき標題
（げたい）ぞ好（この）ましと、書肆（ふみや）が需（もとめ）に止（やむ）こと
を得ずそが侭（まゝ）に抄録（せうろく）して大関目（たいくわんもく）の利市
（りし）にそなふ云云▼9 
于時安政二乙卯初春人日
　戀岱　鈍亭魯文漫題[文]　
 
改印　自序の上部余白に「改」「卯四」とあり、安政二（乙卯）年四月に改めを受け
たことがわかる。 
匡郭　四周単辺（十五・四糎×十・三糎） 
口絵　見開三図（一丁裏～四丁表）。墨一色摺り。主な登場人物十名を描き、野狐庵
（魯文）等の賛を加える。 
付言　四丁裏、上部に「玉藻＼前妖＼狐畧＼傳全＼魯文記＼芳直画」。その下には
次のようにある。 
〇凡例附言發客　新庄堂壽梓 
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一此書は浪速の玉山先生の著はされたる玉藻譚五巻にもとづき支那印度両
界の談話の要を摘て吾皇朝の事をのみもはらとし童蒙婦女子の夜話に換て
もて勧懲の一助とす 
一假字の遣ひざまの拙きと手尓遠葉のたがへるなど元来児戯の策子なれば
具眼の嘲をかへりみず諭し難きところは大かたに心して看給へかし 
　　　於東都恋岱野狐庵鈍亭再識　［呂］［文］ 
内題　「玉藻前悪狐傳」。下に「鈍亭魯文抄録」 
本文　一丁十一行、一行二十九字内外の細字。表記は仮名漢字混じりで総傍訓、句
読点なし。 
挿絵　見開き十三図　墨一色摺り 
尾題　「玉藻前悪狐傳終」 
柱刻　「たまも　丁付」 
刊記　四十五丁裏。刊年の記載なし。 
作　　者　　荏　土　　　鈍亭魯文録 
画　　工　　　仝　　　一盛齋芳直圖 
足利尊氏一代記　全一冊　源平盛衰記　初編二編 
小夜中山夜啼碑　　仝　　安達原黒塚物語　全一冊 
團七黒兵衛一代記　仝　　釋迦御一代記　初編二編 
江戸日本橋新右エ門町　　糸屋庄兵衛板 
所蔵　吉沢英明氏・架蔵 
諸本　改題改修本の外題は『玉藻九尾傳』。見返しと一～二丁目を削除。また後印
時には二分冊されたものと思われるが、一冊に改装合冊されており、表紙には三浦
介だけが描かれている。おそらく、二枚続きの表紙の片方であろう（架蔵別本）。 
 
　さて、周知のことではあるが、化政期のほぼ安定した様式を念頭において、中本
型読本と合巻との造本上の相違を整理してみたのが次の表である。  
 
　　　　　　　中本型読本　　　　　合　　巻 
　一　表紙　短冊型貼付題簽　　　摺付絵表紙（絵題簽） 
　二　表記　漢字混じり総傍訓　　基本的には平仮名だけ 
　三　文体　漢語を多用　　　　　平易な和語が主体 
　四　句点　普通はある　　　　　普通はない 
　五　板面　比較的大きい字　　　かなり細かい字 
　六　本文　挿絵からは独立　　　挿絵中の一部を占める 
　七　挿絵　少ない　　　　　　　全丁にある 
　八　丁数　とくに規格はない　　五丁一冊の規格あり 
　その対象とする読者層に合わせて、読本は＜読むもの＞として、合巻は＜見るも
の＞として、それぞれの機能に見合った様式が生み出されたのである。右の表から
もわかる通り＜切附本＞の造本様式は、中本型読本と合巻とを折衷したものとして
位置付けることができるのである。 
　ところで、末期中本型読本としては比較的早い時期のものに、笠亭仙果の『三都
妖婦伝』四編四冊（嘉永六年～安政五年）という袋入本がある▼10。初編の付言を引いて
みよう。 
 
此一小冊は原合巻の草冊紙にて刊行すべかりけるを聊其故ありて繪入讀本
のさまに製たれば文段も語路も改書では相應しからぬを例の事ながら板元
山本某頻に發兌の期を急ぎ其工夫を許さねば舊稿のまゝ擱ぬ唯假名のみに
かき下したるを過半漢字にとりかへ悉〓〓傍假名を注し読易からしむ十に
九俗語には適當の文字有ことなきに文盲不学の早仕事よく叶ふ字も知らぬ
がち又忘れたるも考居ずそのまゝ假字にてすますかと思へば未曽有の自分
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極筆にまかせし不躰裁そのつたなさが笑の種かへつて興になりもすべし 
　ここで、仙果が「文段も語路も改書では相應しからぬ」と書いているように、合
巻と読本とは本来はまったく異なる様式であって、その相違は明確に意識されてい
た。それにもかかわらず、書肆の求めに応じて漢字混じりの総傍訓に直して句点を
施し、その体裁だけを取り繕ったのである。おそらく、合巻よりも中本型読本に仕
立てた方が、絵の少ない分だけ仕込みが安くて済み、その上高く売れたからなので
あろう。現存する初印本を見ると、色摺りの美麗な袋に入れられて口絵や挿絵に重
ね摺りが施され、大層入念に造本して刊行された様子をうかがい知ることができる
のである▼11。だが、「製本美を以て拙文の醜を覆はんとす」（四編序）というよう
に、様式上は袋入本として中本型読本を継承しながらも、内容的にはまさに合巻並
みの＜読みもの＞なのであった。 
　ところが、このような合巻的な中本型読本は、次に挙げた四つの例からわかるよ
うに、早くは文化初期から見られるのである。 
［例一］『熊坂伝記東海道松之白浪』二編二冊（五十丁、文化元年）は黄表紙風の貼題
簽が施されて＜合巻＞されている。板面は一丁当たり十二行で比較的挿絵は少な
く、挿絵中に本文は入り込んでいない。歴史教科書風の内容は画本物▼12の流れを汲
んだものであろう。なお、この作品は被せ彫りにより改題再刻され『熊坂長範一代
記』（三代豊国画の合巻風摺付表紙、安政期刊カ）という切附本になっている。このよう
に、切附本の様式や内容を先取りした合巻風中本型読本は、十返舎一九の『相馬太
郎武勇籏上』二編二冊（文化二年序）ほか、零本ではあったが、もう一点管見に及ん
だ。 
［例二］楚満人遺稿という『杣物語僊家花』（京伝序、文化五年）は中本仕立ではある
が、本文は仮名ばかりで句点も施されていない。おそらく合巻用の稿本だったので
あろう。与鳳亭梧井の『建久女敵討▼13』（文化六年）もやはり同様の板面を持つ。こ
れらは内容的にも合巻に近い作品である。 
［例三］新たな様式の開拓に意欲的であった式亭三馬は「絵入かなばかりのよみ
本、まがひ合巻」（『式亭雑記』）として、『両禿対仇討』（文化五年）と『侠客金神長
五郎忠孝話説』（文化六年）と『昔唄花街始』（文化六年）との三作を鶴屋金助から出し
ている。残念ながら、これらの表紙の原型が絵題簽なのか短冊題簽なのかは不明で
あるが▼14、一丁あたり二十行ほどで本文だけの頁が多い。『昔唄花街始』の跋文に
は「読本は上菓子にて草双紙は駄菓子なり」と記されており、その折衷様式を意図
したものであろう。ただし、同書に付けられた広告には「中本ゑいりよみ本之部」
とあることから、書肆や作者の意識としては、中本型読本として見做していたもの
と思われる。 
［例四］鶴屋金助は文化六～七年に、次の中本型読本を求板し、役者似顔を用いた
合巻風絵題簽を付けて改題改修本を出している。  
『石童丸苅萱物語』（文化六年）　→　曲亭馬琴『苅萱後傳玉櫛笥』三（文化
四年、木蘭堂板） 
『男達意気路仇討』（文化六年）　→　感和亭鬼武『報寇文七髻結緒』二
（文化五年、平川館板） 
『島川太平犬神話』（文化六年）　→　一溪庵市井『復讐奇談七里浜』三
（文化五年、観竹堂板） 
『三島娼化粧水莖』（文化七年）　→　感和亭鬼武『婦人撃寇麓の花』 ▼15
三（未見） 
『女夫池鴛鴦裁時代模様室町織』（文化六年）　→　感和亭鬼武『増補津国
女夫池』二（文化六年、宝珠堂板） 
　なお、六樹園の『天羽衣』二（文化五年）にも同様の本があるが、こちらは改題も
されず、板元も西村与八のままである▼16。また、一九の『天橋立』初～三編（文化
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三～五年）も、三編まで完結した文化五年に、板元の鶴屋金助自身が合巻風絵題簽を
付けた本を刊行している。 
　現在判明しているのは右の七種だけであるが、この種の改修本がほかにも存在し
た可能性はあるものと思われる▼17。 
　これらの改題本は、序文や口絵などを削って薄墨板を省き内題に象篏、さらに尾
題を削除した上で新たに合巻風絵題簽を付けるという改修が加えられたもの。初板
刊行後あまり間をあけないで刊行されている点に注意が惹かれる。鶴金の広告「文
化六巳歳稗史目」には、これらの改題本が「合巻」として挙げられており、「右の
さうし先達より諸方へ賣出し置候もよりのゑさうしやにて御もとめ被下御ひやうば
んよろしく奉希候以上」とある。　つまり、このような造本様式の改変は、読者を
騙すために新作に見せかけたというよりは、むしろ地本問屋が中本型読本を出板す
るための細工と考えられる。当然、その販売対象として措定されたのは、従来の合
巻読者たちであったはずである。 
　以上四つの事例から帰納できるのは、読本出板数のピークであった文化四、五年
を過ぎると中本型読本の読者層が次第に拡大し、合巻の読者と大差なくなってきた
ということである。さらには、これと並行して、半紙本読本でも読者層の拡大が
あったことを想定してよいかと思われる。  
 
　　四　絵本と切附本  
　一見すると中本型読本風の短冊題簽を持つ『絵本義経千本桜』は、豊国の見立役
者似顔によって描かれた絵が全丁に入る文字通りの＜絵本＞であった。ところが、
馬琴は次のように記している。只、一九の序あるのみにて讀べき処の些もなければ
とて絶て賣れざりければ、仙鶴堂、則、馬琴に乞ふてその画に文を添まく欲りせ
り。馬琴已ことを得ず千本桜の趣をその画に合し畧述して僅に責を塞ぎたれども、
こは本意にあらざれば、仙鶴堂の代作にして、只、その序文にのみ自分の名號を見
しけり。かくて、板をはぎ合し書画具足の合巻冊子にして、戊寅の春、再刷發行し
けるに、こたびは大く時好に稱ひて賣れたること數千に及びしといふ。（『作者部
類』）　ここで馬琴が述べていることは、現存する諸本からも裏付けられる。つま
り、『絵本義経千本桜』（三十丁一冊、一九序、文政元年、仙鶴堂板）はほとんど見かける
ことがないが、細字の本文十六丁を増補して合巻風絵表紙を施した『義経千本桜』
（三冊、馬琴閲・序、仙鶴堂主人約述、文政二年、仙鶴堂）の方は、それほど珍しい本ではない
のである。 
　右の引用の後に「只、画のみにて文なき冊子は婦幼もすさめざりければ‥‥‥」
とある。このように『絵本義経千本桜』が増補された経緯からは、単に＜見るもの
＞だけでは飽き足らずに読む部分を要求するという、読者層の変化を見て取ること
ができると思われる。 
　少し後になるが、『殺生石後日恠談』全五編（文政八～天保四年）では中本型読本と
合巻の折衷様式を試みている。とくに、初編には五丁一冊の意識が見られないこと
から、向井信夫氏は文政七年に中本型読本仕立で出されたとするが▼18、その本の所
在は確認されていない。しかし、翌文政八年に刊行された初編上冊の見返しには、
次のような板元の口上がある▼19。合巻の繪草紙は筆畊のいと多かるを猶画の中へ書
納れ侍れば合印あまたあり且細字なるをもて讀にわづらはしく思ひ給ふも侍りて
ん。この冊子は作者の新案にて画と筆畊を別にしたれば見るに目易く讀に煩しから
ず。價も亦合巻とさのみの高下あらずして御遣物に直打あり。讀本と合巻を兼て下
直の三徳あればこれを利便の冊子といはん歟江戸馬工郎町　山口屋藤兵衛版　一読
して馬琴の口調と知れるが、「この冊子は作者の新案」という部分には少し問題が
ある。『殺生石後日恠談』を見るに漢字混じりで黒丸の句点が施され、挿絵中にも
本文が入り込んでいる。この様式は、前述した通り文化六年の『昔唄花街始』で、
三馬が「読本新工夫直伝」（下巻見返し）として先鞭を付けたものであった。ところ
が、すでに文政五年には当の三馬は死んでしまっている。したがって、馬琴が右の
口上を板元に仮託したのは、あるいは自らの手柄として虚飾するためであったのか
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もしれない。 
　いずれにしても、『殺生石後日恠談』の第二編以降は四十丁を二分冊した合巻仕
立で刊行し続けられたが、五編で完結するまで板面の体裁は折衷様式のままであっ
た。これを普通の合巻と呼ぶには、やはり躊躇せざるを得ないのである。 
　さらに後になるが、笠亭仙果はこの様式に近い『稚源氏東国初旅』全五編（弘化四
～嘉永五年）を出している。ただし、二編の序文に「初へん二十丁、はん元合巻のは
つたびにて、ものなれねばよろずにてまとり、いと／＼おそくうりいだし……」と
あるように、合巻として見做していたようである。  
 
　　五　中本型読本と合巻  
　ここまで、文化初年から切附本の出現までの、中本型読本と合巻との折衷様式を
持つ作品について見てきたが、代表的な様式について前述した一～八の観点から一
覧表にしてみた（ＡとＢとに示した通り、〇が「中本型読本」的要素を、×が「合巻」的要素を示し
ている）。  
　　　　　　八　　七　　六　　五　　四　　三　　二　　一 
　　　　　 丁数　挿絵　本文　板面　句点　文体　表記　表紙 
　　　　Ａ　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　中本型読
本 
　　　　Ｂ　×　　×　　×　　×　　×　　×　　×　　×　合　　巻 
　例１　Ｃ　〇　　〇　　〇　　×　　×　　〇　　〇　　×　東海道松之
白浪　（文化元年） 
　例２　Ｄ　〇　　〇　　〇　　×　　×　　×　　×　　〇　杣物語僊家花
　（文化五年） 
　例３　Ｅ　×　　〇　　×　　×　　×　　×　　×　　×　両禿対仇討　
（文化五年） 
　例３　Ｆ　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　×　時代模様
室町織　（文化六年） 
　袋入　Ｇ　〇　　〇　　〇　　×　　〇　　×　　〇　　〇　三都妖婦伝
　（嘉永五年） 
　　　　Ｈ　×　　〇　　×　　×　　×　　×　　×　　×　稚源氏東国初旅
　（弘化四年） 
　切附　Ｉ　〇　　〇　　〇　　×　　×　　〇　　〇　　×　玉藻前悪狐
伝　（安政二年） 
　切附　Ｊ　〇　　〇　　×　　×　　×　　〇　　〇　　×　佐野志賀蔵一
代　（安政三年） 
　切附　Ｋ　〇　　×　　×　　×　　×　　〇　　〇　　×　将門一代記　
（安政二年） 
　合巻　Ｌ　〇　　×　　×　　×　　×　　〇　　〇　　×　侠勇水滸伝　
（明治十五年） 
 
　まず、ＣはＩと同じ様式であるが、表紙だけはＣが黄表紙風貼付題簽を持つ。し
かし、Ｃは合巻様式が出現する以前の出来であるから当然なのである。ならば、Ｃ
が切附本の始源ということになると思われる。被せ彫りによる改題改刻本が切附本
として出板されていることは、すでに述べた通りである。 
　一方、Ｄは手が加えられる前のＧと同じである。Ｄは合巻用の遺稿を手抜きして
絵を省いたために、結果的に中本型読本仕立となったものと思われ、逆にＧの方は
合巻用の稿本に手を加えて中本型読本仕立にしたもの。つまり、両者が異なってい
る表記と句点とに手が加えられたのである。 
　ＥとＨも同じ様式。本文が挿絵から独立している点では、草双紙より中本型読本
に接近したもの。 
　また、ＧとＨとは共に笠亭仙果の作であるが、それぞれＤ→Ｇ、Ｅ→Ｈと文化期
に見られる折衷様式を継承したものである。もちろん、仙果の作が直接切附本の発
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo25.html (6/14)2007/04/17 14:52:36
末期の中本型読本
生をもたらしたわけではないだろうが、仙果の作を媒介として、その延長上に切附
本の様式があると見て間違いないと思われる。 
　さて、一概に切附本といってもＩ、Ｊ、Ｋのように異なる三つの様式が存在する
のである。もっとも一般的な様式は前述したＩで、出板された点数も一番多いもの
と思われる。ＩもＪも全丁数に占める挿絵の割合は一定しないが、Ｉが完全に挿絵
から独立した本文を持っているのに対して、Ｊは挿絵中に本文が入り込んだもので
ある。ただし、Ｊでは一部の挿絵にだけ本文が入っているものから全部の挿絵に本
文が入っているものまで、全挿絵に占める本文入り挿絵の割合には程度の差があ
る。さらにＫになると合巻のように全丁に本文入り挿絵があり、しかもその本文は
ＩやＪと同様に漢字仮名混じりとなっているのである。 
　また、中には仙果の『報讐朱達磨縁起』（安政五年）などのように、Ｊの様式であ
りながら挿絵の上部は仮名ばかりで合巻風、下部は本文同様に漢字仮名混じりとい
うように、部分的にではあるが奇妙な体裁を持つ本も見られる。このような様式上
の振幅は明治期まで続くことになるが、次第にＫの様式が増えていくようである
▼20。 
　ここまでは言及してこなかったが、切附本や袋入本と並行して同時期に出板され
た小冊子に、忠臣列女銘々伝物、英雄百人一首物、三十六歌仙物、端歌物、役者追
善物などと呼ばれるものがある。これらは、外見上は切附本や袋入本と区別がつか
ないが、造本上はＫに近いもので、口絵や挿絵に色摺りを施したものもある。内容
的には絵を主体にした類聚的な啓蒙書とでもいうべきものだが、板元が共通してい
ることから、様式上でも影響関係があったと考えられる。 
　厳密な区別は困難であろうが、右に述べたような絵の比重が大きい類聚的作品
は、とりあえず末期中本型読本（切附本）には含めないことにする。 
　なお、Ｌ（明治合巻）がＫ（切附本）と同一の様式で、両者がまったく同じ板面を
持っていることから、明治合巻が新聞の続き物から派生したという従来の定説▼21に
は、若干の補訂を加える必要があるものと思われる▼22。  
 
　　六　切附本の概括  
　現在までに見ることのできた切附本は、およそ二百点、この数は「ただでさえ作
品数の多い戯作の中では一ジャンルを形成するほどの数とはいえないが、決して少
ない数ではない▼23」のである。個々の作品についてはまだ充分な調査が及んでいな
いが、全体像について、その概略を紹介しておくことにする。 
　槐亭賀全『松井多見次郎報讐記』（文久元年カ）に付けられた吉田屋文三郎の巻末広
告を見るに、 
讐討類、物語類、一代記物 
此書は五十枚一冊読切物品々明細早分り物 
とあり、切附本の性格をよく表現している。しかし、実際には「五十枚一冊」では
ないものも多いし、「読切物」でなく二編三編と続いたものもあるので、これで完
全に切附本が定義できるわけではない。一方、「いつまでも結果ぬ合巻より、書切
の切附表紙流行るゝと同じ理方……」（招禄翁の袋入本『親鸞聖人御一代記』万延新刻）とい
うように、「早分かり」が重宝がられた時代背景▼24も無視できないであろう。 
　さて、扱われた題材については、題名を眺めるだけでもわかるように実録種が多
い。基本的には、これらの筋を紹介するために作られたものと思われるが、『平井
権八一代記』（嘉永七年七月改）の魯文序には次のようにある。 
平井権八が事跡。狂言綺語にものし。謡曲にあやつりて。其顛末を述るこ
とやゝ久し。然はあれど。雑劇院本には平井をもて。一部の脚色すなれ
ば。彼が残刃奸毒をおし隠して。更に忠孝義士に摸偽せり。こはその悪を
忌きらひて。善を趣とする稗家の洒落。作者の用心なきにあらねど。聊真
意を失へり。柳下惠は飴をもて老を養ひ。盗跡は是をして鎖をあけんこと
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を謀る。其物の同じくその人の用ゆる所に依て善悪の左別如此し。人の悪
を見て己を慎み善を見て是に習はゞ。看官何ぞ浄を捨て穢にのぞまん。爰
に刻成の平井が傳奇は稗官者流の虚談を省き。實記を挙て。童蒙婦幼等
が。懲勧の一助にそなふと尓云。 
　嘉永七甲寅林鐘稿成談笑諷諫滑稽道場
鈍亭魯文填詞［印］
　つまり、真意を失った雑劇院本の脚色に対して実記を用いて勧懲を正すというよ
うに、序文の常套句として＜勧懲＞を標榜しているものが多い。また、ここでいう
「実記」とは貸本屋の写本として流布していた＜実録本＞のことだと思われる。そ
して、これらの筆記小説（書き本）は同時に講談の種本でもあった。 
　北梅の袋入本『織部武広三度報讐』（安政四年九月改、安政五年初夏魯文序）に付けられ
た品川屋久助の巻末広告には、 
読切一代記物　当時講談名人の作　敵討五十丁読切 
とあり、講談との関係を具体的に明示している。あるいは「読切」などという言葉
も講談からきたものかもしれない。また、この本の口上には高座に座る北梅が描か
れ、 
當時世に專ら流行るゝ軍書講談中興赤松清左エ門なる者を祖とし和漢歴代
の治乱忠孝義士の得失を演て蒙昧を醒すに至る其用意おさ／＼稗官者流に
同じ然りと雖舌頭と筆頭の差別いたく異りこゝをもて余此編をあらはし講
談と稗史との中庸を記録すと云云▼25 
と述べている。つまり表現方法上の差はあるものの、「和漢歴代の治乱忠孝義士の
得失を演」る点では、講談も切附本も同じなのである。ならば実録講談と同様に、 
一、御記録　　二、軍談　　　三、御家騒動　　四、捌き物　　五、仇討
物 
六、武勇伝　　七、侠客物　　八、白浪物　　　九、騒擾物　　十、巷談 
　という具合に分類できるものと思われる▼26。 
　ただ、これに一つだけ＜抄録物＞を付け加えたい。この時期には、一方で化政期
の読本のダイジェスト合巻▼27が続々と生産されていたわけだが、同様のものが切附
本にも見られるのである。具体的に例を挙げてみよう。 
　『英名八犬士』（魯文、全八編、安政期）　→　曲亭馬琴『南總里見八犬
傳』（読本、文化十一～天保十三年） 
　　　＊改修本に『里見八犬傳』（全八編）という袋入本があり「曲亭馬
琴」と改竄してある。 
　『玉藻前悪狐伝』（魯文、安政二年）　→　玉山『絵本玉藻譚』（読本、文化
二年） 
　　　＊「凡例附言」で原拠を明かしている（二二一頁参照）。 
　『父漢土母和朝國姓爺一代記』（魯文、袋入本全三編、安政二～文久元年）　→
　玉山『国姓爺忠義伝』（読本、文化元年） 
　　　＊全三編が年をおいて順次刊行されたもの。 
　『三荘太夫一代記』（西海舎比累児、安政四年序）　→　梅暮里谷峨『山桝太
夫栄枯物語』（読本、文化六年） 
　　　＊かなり原拠に忠実な抄録である。 
　『報讐信太森』（魯文、全二編、安政七年）　→　曲亭馬琴『敵討裏見葛
葉』（読本、文化四年） 
　　　＊口絵や挿絵もほぼ原拠と同じ図柄を用いているものが多い▼28。 
　『金龍山淺草寺聖觀世音靈驗記』（松園梅彦、安政二年）　→　曲亭馬琴
『敵討枕石夜話』（中本型読本、文化五年） 
　　　＊外題は『觀音利益仇討』。発端部に浅草寺縁起を付会して巧く原
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拠に筋を繋いでいる。 
　『執讐海士漁船』（岳亭梁左、刊年未詳）　→　山東京伝『敵討天竺徳兵
衛』（合巻、文化五年） 
　　　＊原拠にない趣向を加え、人物名などを変えている▼29。 
　『緑林自来也実録』（鈴亭谷峨、刊年未詳）　→　美図垣笑顔等『児雷也豪
傑譚』（合巻、天保十年～） 
　　　＊かなり改変されており、結末で自来也は仙人になっている。 
 
現在判明しているのはこれくらいであるが、まだほかにもあるものと思われる。 
　また、題名を見る限りは抄録かと思われるものでも、読んでみると関係のない場
合がある。たとえば魯文の『小夜中山夜啼碑』（安政二年五月改）は馬琴の黄表紙と同
題であるが、 
曲亭翁の石言遺響は、古跡を探り事實を尋ね、日を重ね月を經て、やゝ稿
成れる妙案なりとそ、這小冊は彼意に習はす古書にも寄らぬ自己拙筆疾い
が大吉利市発行、二昼一夜の戯墨にして、勧善懲悪應報の、道理を録せ
し……▼30 
と序文にあるように、黄表紙はもちろんのこと『石言遺響』とも関係ないのであ
る。 
　なお、ここで魯文が速筆を卑下自慢しているが、それもそのはず、切附本一冊の
原稿料はわずかに金二分だったという▼31。 
　一方、狗々山人の『西遊記繪抄』（安政五年十月改）は、口絵に色摺りを施した袋入
本。末尾に次のようにある。 
全傳一百回略譯画を加へて凡八百張小冊に鈔して僅四十餘紙さりとて神人
仏魔はさら也有情無情の物の名ひとつとして記せざるはなくその話におい
てや小事といへど漏す事なし彼孫行者が如意棒の長短大小自由なるがごと
きもの歟▼32 
　読本の絵本物に見られるような、中国小説の翻訳物から題材を採ったのである。
魯文の『繪本三國志』も同様のものである。となると、抄録された原拠の選ばれた
範囲は、合巻の場合よりやや広げて考える必要がありそうである。また、単純な抄
録ではなく、かなり自由に手を加えているものも少なくない。 
　ならば、この＜抄録＞という行為自体も、単に趣向が枯渇した衰退期に見られる
虚無的なものと決め付けるのではなく、一つの方法として、何らかの前向きな啓蒙
的意図を読み取ってもよいと考えられる。  
 
　　七　袋入本と軍談シリーズ  
　最後に、末期の中本型読本を見渡した時、とくに目立った特徴を持つ作品群につ
いて記しておきたい。 
『報讐信太森』（前後二帙、未五改、国周画） 
『平良門蝦蟇物語』（全一帙、未八改、芳幾画） 
『俵藤太龍宮蜃話』（全一帙、未八改、芳幾画） 
『忠勇景清全伝』（全一帙、未十改、芳幾画） 
『傀儡太平記』（全一帙、未十改、芳幾画） 
『氷神月横櫛』（前一帙、申五改、國周画、後帙未見） 
　安政七年（三月一八日改元、万延元年）に刊行された鈍亭（假名垣）魯文の作品は、切附
本全盛のこの時期にあって特異な袋入本であった。右の六作は、まったく同一意匠
の表紙（藍白地に布目風空摺りを施し下に小さく竹をあしらう）を持ち、すべて錦森堂こと森
屋治兵衛板。一丁当たり八行と、化政期の中本型読本を思わせる比較的大きな字が
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用いられている。また、口絵には濃淡の薄墨や艶墨、さらには空摺りなどが効果的
に用いられ、大層美しい中本型読本である。このような本の格調の高さから見ても
切附本とは比較にならないもので、おそらく値段も高かったものと思われる。 
　『報讐信太森』が馬琴の読本『敵討裏見葛葉』によったものであること以外、そ
れぞれの原拠については未詳であるが、『平良門蝦蟇物語』はその前半部で京伝の
読本『善知安方忠義伝』（文化三年）を利用している。 
　さて、切附本という安っぽい小冊子が流行しているこの時期に、同じ板元から同
じ年に六種もまとめて袋入本を出板したのは一体なぜであろうか。これらの本の見
返しや序などには「假名垣魯文」と署名しており、「假名垣」号の早い使用例では
ないかと思われる。また、この六作品は切附本としてではなく、明確に中本型読本
としての意識によって執筆されたものと思われる。ならば、その執筆時から、板元
の思惑を反映した魯文の心中には何か期するものがあったはずである。そして、こ
の万延元年に『滑稽富士詣』が当り作となり、戯作者としての名声を博したこと
は、すでに説かれているところである▼33。 
　一方、こちらは普通の切附本であるが、元治から明治初年にかけて、二十丁×三冊
という編成の軍記合戦物が、続々とシリーズのようにして山口屋藤兵衛（錦耕堂）か
ら刊行されている。 
『正清一世英雄伝』（元治元年序、二世為永春水、芳年画） 
『河中島両将伝記』（慶応二年序、二世岳亭定岡、芳盛画） 
『宮本無三四実伝記』（慶応二年序、二世岳亭定岡、芳盛画） 
『賎ヶ嶽軍記』（慶応二年、二世笠亭仙果、芳春画） 
『勢州軍記』（慶応三年序、二世笠亭仙果、芳春画） 
『日吉丸誕生記』（慶応三年序、二世笠亭仙果、芳春画） 
『四国攻軍記』（慶応三年、二世笠亭仙果、芳春画） 
『桶狭間軍記』（慶応三年、二世禁多楼仙果、芳春画） 
『伊賀水月録』（慶応四年序、二世岳亭定岡、光齋画） 
『岩倉攻軍記』（慶応四年、二世笠亭仙果、芳春画） 
『大河主殿一代記』（明治元年改、二世笠亭仙果、芳春画） 
『山崎大合戦』（明治二年序、二世岳亭定岡、芳春画） 
　これらの作品の題材は、『繪本太閤記』など人口に膾炙した説話によったものと
思われ、切附本としては決して珍しいものではない。ただ、同じ板元が同じ体裁で
同じ時期に刊行している点に注意が惹かれるのである▼34。 
　一方、慶応から明治にかけて出された『羽柴雲昇録』初編～四編（弄月閑人、芳虎
画、松林堂板）も似たような本だが、これには明治十三年板の後印本がある。また、多
くは見ていないが、明治十年代の刊記を入木してある後印本も存在している。つま
り、切附本はそのままの様式で、明治十年代までは確実に流通していたということ
になるのである。  
 
　　八　作者・画工・板元  
　さて切附本の作者に関しては「其頃切附本大に流行し其作者は魯文に限るやうに
書林仲間に吹聴せられし▼35」とある通り、圧倒的に鈍亭魯文のものが多い。次い
で、笠亭仙果、二代目岳亭定岡、鈴亭（二代目）谷峨、柳水亭種清、鶴亭賀全、篠田
（二代目）仙果、松園梅彦などが目に付く。ただし、書誌事項の記載がないものも多
く、とくに後印本では一般に見返しや序文を欠いている。したがって、多くの困難
は伴うものの、このような小冊子においてですら、初板本捜しは必須の基礎作業な
のである。また、記されている名が未知の戯号である場合もあり、その解明も今後
の課題として残る。 
　画工は二流の者が多く、芳直（一盛斎）、芳春（一梅斎）、芳幾（一惠斎）、国郷（立川
斎）、芳盛（一光斎）、芳員（一壽斎）、貞秀（五雲亭）等がたくさん描いている。なお、
合巻でも見られることだが、表紙（外題）だけを別人が描いていることがあり、表紙
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に名が記されているからといって直ちに挿絵の画工とは限らない点、注意を要す
る。とくに後印の際には、別の画工による表紙に付替えられることが多い。 
　板元については比較的限られているようで、山口屋藤兵衛（錦耕堂）、吉田屋文三
郎、品川屋久助（當世堂）、藤岡屋慶次郎（松林堂）、糸屋庄兵衛（新庄堂）などが多
く、次いで伊勢屋忠兵衛（公羽堂）などが見られる。概して貸本屋上がりの新興の本
屋が多いようで、糸屋庄兵衛が幕末に廃業しているほかは明治期になっても存続
し、山口屋をはじめとして、藤岡屋慶次郎は水野書店、品川屋久助も杉浦朝次郎と
名乗って活躍している▼36。 
　読者層についても考えてみる必要があると思われる。題材から考えると、その中
心に少年たちを想定できそうである。しかし、合巻にも男女ともに熱狂的読者がい
たようであるから、とくに少年と限定して考える必要はないのかもしれない。  
 
　以上、管見の及んだ範囲で多少の憶測をも含めて概略的に述べてきたが、じつは
中村幸彦氏が「幕末から明治初期にかけては、実録流行の一時期であって……小説
史の方でも、中本読本や草双紙の姿で、ダイジェストして、おびただしい数の出版
を見ている。小説史、読本史としては見のがしがたいことである▼37」と指摘したこ
とを、大雑把に検証してきたに過ぎなかったといえる。 
　ただ、切附本の史的位置については、書型や造本様式から考えて、化政期から明
治期へ繋がる中本型読本の変遷史の中で捉えてみたかったのである。しかし、「量
の文学▼38」である切附本自体の研究にとっては多くの問題を残したままである。今
後もさらに資料の収集に努めていかなければならない。  
 
注 
▼1興津要『最後の江戸戯作者たち』（有楽選書５、実業之日本社、一九七六年）の「あとが
き」による。この時期に関する研究に先鞭を付けられたのは興津氏で、『転換期の
文学―江戸から明治へ―』（早稲田大学出版部、一九六〇年）をはじめとする多くの業績
が備わっている。ただ、『新訂明治開化期文学の研究』（桜楓社、一九七三年）に結実
したように、近世末期については非文学性を説くのに急で、むしろ近代の側に興味
と力点があったように思われる。 
▼2早くは前田愛『幕末・維新期の文学』（法政大学出版局、一九七三年）や、シンポジウ
ム日本文学『幕末の文学』（学生社、一九七七年）などがあり、「文学」（岩波書店）が一
九八五年十一月号で「江戸から明治への文学」という特集を組み、「国語と国文
学」（東京大学国語国文学会）の同年十一月「舌耕文芸研究」特集号にも、この時期に関
する多くの論考が掲載されている。 
▼3長友千代治氏の『近世上方作家・書肆研究』（東京堂出版、一九九四年）にまとめら
れた研究や、石川了氏の「初代笠亭仙果年譜稿」（「大妻女子大学文学部紀要」十一～十六
号、一九七九～八四年）や「花山亭笑馬の生涯」（「近世文芸」四十三号、日本近世文学会、一九
八五年十一月）など一連の仕事から多くの学恩を蒙った。 
▼4本書第二章第二節参照。 
▼5引用は架蔵の袋入本による。なお、後印本では分冊され切附本仕立てになってい
る。以下、書名は原則として内題により、刊年の記載がない場合は改印によった。
また個人蔵以外のものについては所蔵機関名を記した。 
▼6野崎左文「假名垣魯文」（『近世列傳躰小説史』下巻、春陽堂、一八九七＜明治三十＞年）。 
▼7野崎左文「明治初期に於ける戯作者」（『私の見た明治文壇』、春陽堂、一九二七年）。
ただし、引用は明治文学全集『明治開化期文學集』（筑摩書房、一九六七年）所引によっ
た。 
▼8袋入本の方が切附本より、やや格調が高かったものと思われるが、中には同じ本
が双方の形態で刊行される場合もあった。 
▼9（「□」は手擦れや破損で判読不能の字を示す。【後補】管見に入った別本に拠
り補った。）この本に限らず保存状態のよい本はきわめて稀であり、表紙から最終
丁まで揃っていればよい方である。まして作者刊年板元の記載などがないものも多
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いのである。大衆的な読みものとしては当然のことかもしれないが、書物としては
扱われず現代の週刊誌並に消耗品として読み捨てられてきたのであろう。なお、以
下の本文の引用に際しては、振仮名など可能な限り原本に忠実にするように努めた
が、改行などは示さなかった。 
▼10この作品の特異性については、すでに多くの先学が説かれているところであ
る。たとえば、横山邦治氏は「幕末に出現した『三都妖婦伝』が、合巻と相関関係
を持って出現したことは注目される」（『讀本の研究―江戸と上方と―』、風間書房、一九七
四年、七三三頁）と、「合巻的中本もの」（切附本や袋入本を示す）の先行作として例示し
ている。なお、引用は架蔵本によった。 
▼11管見に入った十本ほどの内、国立国会図書館本（Ｗ98-８）は初印本だと思われ、
袋付きで保存のよい善本である。 
▼12馬琴の関与したものでいえば、『繪本巴女一代記』（寛政五年序）、『繪本大江山
物語』（寛政十一年）、『繪本尊氏勲功記』『楠二代軍記』（寛政十二年）、『畫本武王
軍談』（享和元年）、『繪本漢楚軍談』（文化元年）などを指している。中本よりはひと
まわり大きな紙型を用い、全丁絵入りで、上部を雲形に区切り漢字仮名混じりの本
文がある。表紙には短冊型題簽を用いているが、草双紙に近いものである。 
▼13中本のものは未見、国会本も新城市教育委員会牧野文庫本も半紙本仕立であっ
た。 
▼14東洋文庫岩崎文庫蔵『書物袋繪外題集』に『昔唄花街話説』の絵題簽三枚が残
されている。ほかの二作にも絵題簽が施されていた可能性がある。あるいは短冊型
文字題簽本と両方の形態で出されたものか。 
▼15本書第四章第五節参照。なお、この種の改題本に鬼武の作が多い点が気にな
る。おそらく、鬼武の作品の側に原因があったものと考えている。 
▼16原本未見。『草双紙と読本の研究』（『水谷不倒著作集』二巻、中央公論社、一九七三
年、二七三頁）に掲載されている図版による。 
▼17馬琴の中本型読本でも『敵討記念長船』など、所在不明の改題本と思われるも
のがあり、あるいは、このような合巻風のものであったかもしれない。 
▼18向井信夫「『殺生石』と山口屋について」（「馬琴日記月報３」、中央公論社、一九七
三年九月）。 
▼19引用は都立中央図書館特別文庫所蔵本（特632）による。 
▼20石川了氏は「幕末続き物合巻と切附本―『松浦船水棹婦言』の場合―」（「大妻
国文」二十四号、一九九三年）および、「幕末続き物合巻と切附本（二）―『古今草紙合』
の場合―」（「大妻女子大学紀要―文系―」二十六号、一九九四年三月）で、紅英堂蔦屋吉蔵が
安政六年頃に合巻の＜改竄後印本＞を出した実例を紹介し、それらの板木に加えら
れた改竄を詳細に分析した上で、五丁一冊の意識を捨て、読切りを意図したこれら
の合巻改竄本は＜草双紙型切附本＞とでも呼ぶべき本であること、また、この改竄
本の刊行は切附本流行に対する蔦吉の取り組みであることを指摘している。 
　石川氏の指摘は、近世末期の草双紙改竄本刊行の実態報告として、また天保の改
革以後急成長を遂げて明治期まで活躍した板元蔦吉の安直な商法の報告として、は
なはだ重要である。ただ、氏が丁寧に拙稿（本節初出）の論旨を紹介して下さった通
り、基本的には、切附本を中本型読本の流れの中で把握したいと考えている。もち
ろん、切附本は中本型読本の草双紙との折衷様式として作成されたのであるから明
確な峻別は困難であろうが。 
▼21興津要氏は「書型から見た終末期の戯作」（「学術研究」、一九六二年十一月）で、
「小新聞のふりがな絵いりのスタイルが単行本にもちこまれて……「みるもの」で
あった江戸式合巻から「よむもの」としての明治式合巻へと質的変化をきたしたの
だった」と述べ、『転換期の文学』（前掲、六四頁）でも「仮名垣派のはじめた漢字ふ
りがなつきの明治式合巻もたしかに江戸の合巻とちがって、新時代のよみ物へと質
的変化があった」としている（氏の用いる「江戸式合巻」とは、江戸期の仮名ばかりの＜合巻＞
を指し、「明治式合巻」の方は明治期の漢字混じり振仮名付きの＜明治合巻＞を表わしている）。さら
に、これらの説について『最後の江戸戯作者たち』（前掲）の「あとがき」では、
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「学界常識になったといおうか、定説になったといおうか」と述べている。 
▼22三田村鳶魚は「明治年代合巻の外観」（「早稲田文学」明治文学号、一九二五年三月）
で、明治合巻が「仮名交りに書いて、振仮名がついていること」の理由として「新
聞の体裁を持ち込んだからというだけでなく、学問といえばまず漢学を第一にした
時代ゆえ、……戯作者だった連中が、多少とも学者気取りになった様子がないでも
ない」と述べ、「明治になって新たに出来た江戸式合巻は、ことごとく仮名交りの
振仮名つきといって差支えなかろう」とした上で、江戸末期の「錦絵表紙の講談
本」が「仮名交りに書いて、振仮名がついている」ことを指摘している（ここでいう
「江戸式合巻」とは木板の謂で「錦絵表紙の講談本」とは、おそらく切附本を指すものと思われる）。
つまり鳶魚がつとに説いていた通り、明治合巻の「仮名交り振仮名つき」（漢字仮名
混じり総傍訓）という様式は、決して文明開化の所産ではなかったのである。 
▼23中野三敏『江戸名物評判記案内』（岩波新書、一九八五年九月、六五頁）。 
▼24坪内逍遥は「新舊過渡期の囘想」（「早稲田文学」明治文学号、一九二五年三月）で、慶
応末の時勢について「掛け構ひのない者共の心までをも忙しくした。いかな婦幼
も、もう迚も落ちついて、平假名一點張りのだらだらした草双紙などを拾ひ讀みし
てをられる時ではなかつた」と記している。 
▼25引用は架蔵本による。 
▼26中村幸彦「実録と演劇」（『中村幸彦著述集』十巻、中央公論社、一九八三年、五六頁）。 
▼27鈴木重三「合巻について」（文化講座シリーズ９、大東急記念文庫、一九六一年）、服部
仁「読本鈔録合巻の実相（上）（下）」（「読本研究」五・六輯上套、一九九一・二年）。 
▼28前編の序に「爰に著す野干の一話も、余は化たと思へども原稿虚の革衣、彼読
本の抄録とは、看官以前承知なるべし」とあり、本文だけでなく口絵や挿絵も、ほ
ぼ原拠と同じ図柄を用いている。 
▼29拙稿「切附本瞥見―岳亭定岡の二作について―」（「近世部会会報」８、日本文学協会
近世部会、一九八六年夏）。 
▼30引用は架蔵本による。 
▼31「切附本五十丁内挿畫十丁其下畫も皆作者より附けて遣る例なりの潤筆金二分
と定めたり」（野崎左文「假名垣魯文」）とある。相場より安かったのである。 
▼32引用は早稲田大学図書館蔵本（ヘ3-3944）による。 
▼33平塚良宣『假名垣魯文』（私家版、一九七九年）、山口豊子「仮名垣魯文」（『近代
文学研究叢書２』増訂版、昭和女子大学、一九六九年）。 
▼34大惣旧蔵書目の「画英雄鑑か八百題」（柴田光彦編、日本書誌学大系27、『大惣蔵書目録
と研究』本文編、青裳堂書店、一九八三年、三九七～四〇〇頁）には、管見に及んだもの以外に
も切附本ではないかと推測できるものが、いくつか挙げられている。 
▼35野崎左文「假名垣魯文」（『近世列傳躰小説史』下巻、春陽堂、一八九七＜明治三十＞
年）。 
▼36井上隆明『近世書林板元総覧』（日本書誌学大系14、青裳堂書店、一九八一年）。 
▼37中村幸彦「実録体小説研究の提唱」（『中村幸彦著述集』十巻、中央公論社、一九八三
年）。 
▼38延広真治「舌耕文芸関係資料」（「図書館の窓」十九巻九号、東京大学総合図書館、一九八
〇年九月）。  
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第一節　『松浦佐用媛石魂録』論 
高　木　　元
　一　問題の所在  
　文化五年(一八〇八)、馬琴は五点十冊の合巻と十一点五十五冊の読本を刊行してい
る。この年は馬琴の生涯において、一年間の刊行数が最大の年であり、同時に文学
史上、読本の刊行数が最大の年であった。そして、文化三年から五年に至る三年間
に、馬琴読本の約半数が刊行されているのである。 
　『松浦佐用媛石魂録』(以下『石魂録』)は、この多作期の頂点たる文化四年五月の序
を持っている。その前編(三巻三冊)は翌年文化五年に刊行された。下巻の奥付に「右
石魂録後編来冬無遅滞出版」と予告があるにもかかわらず、後編(七巻七冊)が刊行さ
れたのは二十年後の文政十一年(一八二八)であった。その間の事情を後編上帙の「再
識▼1」に見てみよう。 
この書(しよ)前集(ぜんしふ)三巻(みまき)。〔第(だい)一回(くわい)より第(だい)十回
(くわい)に至(いた)る。楮數(かみかず)九十一頁(ひら)〕文化(ぶんくわ)四年(よねん)
丁卯(ひのとう)の夏(なつ)。書肆(しよし)雙鶴堂(さうくわくだう)の需(もとめ)に応(お
う)して創(さう)したり。是(これ)よりして後(のち)。又(また)後集(こうしふ)の討
求(もとめ)ありといへども。筆硯(ひつけん)煩夛(はんた)の故(ゆゑ)をもて。いま
だ果(はた)さゞりけるに。雙鶴堂(さうくわくだう)物故(もつこ)して。その刻板
(こくはん)數十枚(すじうひら)。千翁軒(せんおうけん)の手(て)に落(おち)たり。こゝ
をもて千翁軒(せんおうけん)。梓(あづさ)を續(つぎ)て全(まつたう)せんとて。予
(よ)が著(ちよ)を乞(こ)ふこと頻々(ひん／＼)也。予(よ)はその舊作(きうさく)たる
をもて。今(いま)さら稿(こう)を續(つが)まく欲(ほり)せず。且(かつ)第(だい)十回
(くわい)の結局(むすび)なる。〔末(すゑ)の龍華(たつはな)の巻(まき)なり〕玉嶋(た
ましま)母子(ぼし)兄弟(きやうだい)再會(さいくわい)し。清縄(きよつな)自刃(じじん)
の段(だん)に至(いた)りて。一部(いちぶ)の趣向(しゆこう)既(すで)に全(まつた)し。
又(また)何事(なにこと)をか綴起(つゞりおこ)さん。この故(ゆゑ)にその請(こは)
るゝを許諾(うけひ)しより。又(また)五六年(ねん)を歴(ふ)る程(ほど)に。翁軒(お
うけん)屡(しば／＼)柴扉(さいひ)を敲(たゝ)きて。請求(こひもとむ)ることいよ／＼
急(きう)也。よりて已(やむ)ことを得(え)ず。今茲(ことし)病後(びやうご)に研(すゞ
り)を發(ひら)きて。後集(こうしふ)七巻(なゝまき)を綴(つゞ)り做(な)して。もて稍
(やゝ)責(せめ)を塞(ふさぎ)にき。前集(ぜんしふ)發兌(はつだ)の歳(とし)よりして。
こゝに二十一个年(かねん)。拙(つたな)き隋(まゝ)に老(おい)せぬ筆(ふで)もて。
又(また)後集(こうしふ)を續出(つぎいだ)せるは。吁(あゝ)われながらいと／＼を
かし。(後編一巻) 
 
　また、『近世物之本江戸作者部類』(以下『作者部類』)には次のようにある▼2。 
文政の初の比半蔵▼3石魂録前編の古板を購得て後編を刊行せまく欲りし文
政五六年の比より曲亭にこれを乞ふといへとも前編を綴りしより既に二十
許年に及ひていたく流行に後れしものなれハ作者のこゝろこゝにあらす。
この故に久しく稿を創めさりしに半蔵なほこりすまに乞ふこと年を累ねて
已さりけれハ曲亭竟に黙止かたくて編を續て全本となしたる也。 
 
　「流行に後れし」「旧作」というのは年月が経過した結果である。なぜ予定通り
翌年に後編が書かれなかったのであろうか。単に「筆硯煩多の故」に、未完の作品
を二十年も放置しておいたのであろうか。「已ことを得ず」書かれた後編ではあっ
たが、「勢ひ八犬傳に及ふへくもあらされとも亦是隋て行れたりといふ」(『作者部
類』)のである。確かに後印本も多く出板されており、さらに笠亭仙果により「仮名
読み石魂録」とでもいうべき合巻『松浦舩水棹婦言(まつらぶねみさほふげん)』が嘉永六
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年(一八五三)から安政三年(一八五六)にかけて、一勇斎国芳の華麗な挿絵によって刊行さ
れている。これらのことからも『石魂録』の評判をうかがうことができるであろ
う。 
　ところで、後編の序には次のようにある。 
今茲肇秋曝書ノ間。曩篇三巻ヲ取テ之ヲ讀ムニ。〓然トシテ世ヲ隔タル者
ノ如シ。 即舊案ニ縁テ。 以新研ヲ發シ。 黽勉シテ稿ヲ續ク焉。未數月ニ
至ラズ。 本篇七巻方ニ成レリ。 此レ後集之以世ニ刊布スル所也。蓋人情
ハ舊キヲ〓フ。 時好ニ也走レハ也。是ノ擧ヤ也既ニ時好ニ後レテ。 又自
售ンコトヲ索ム。 寔ニ兎ヲ獲テ蹄ウケヲ忘ルヽ者之為ル所。予カ之志ニ非
ス也。 
 
　いま、この「即縁舊案。以發新研。黽勉續稿焉」という内容を検討することに
よって、『石魂録』前後編の相違とその意味について考察していきたい。 
 
　二　作品構想  
　まず『石魂録』の構想が組み立てられた過程をたどってみよう。 
　『松浦佐用媛石魂録』という題に示されたように、佐用媛伝承によるところが多
い。全編のストーリーは、佐用媛が狹手彦と別れなければならなかったという「前
生の因果」を滅することへ向けて展開していく。前編の「再識」に次のようにあ
る。 
この書(しよ)の一名(いちみやう)を。松浦佐用媛石魂録(まつらさよひめせきこんろ
く)ともいふべし。故(ゆゑ)いかにとなれバ。領巾靡山(ひれふるやま)に妾(せう)
をもとめ。望夫石(ぼうふせき)上(しよう)に子(こ)を産(うむ)を發端(ほつたん)と
す。しかれば瀬川采女(せがはうねめ)ハ。後(のた)の狹手彦(さでひこ)にして。博
多秋布(はかたあきしく)ハ。後(のち)の佐用媛(さよひめ)とも見なし給ひね。 
 
　つまり登場人物の前生を伝承世界に求めたのである。また、前編の序に代えて
「領巾靡山考(ひれふりやまのかうがへ)」という考証を書いている。ここで『万葉集』巻
五の領巾靡山伝承と『幽明録』等に見られる望夫石の故事との類似について触れて
いる。『万葉集』に見られるような、出征して行く夫を恋慕う妻が山上で領巾を
振ったという領巾振山伝承は、『古今著聞集』『十訓抄』では中国の望夫石の故事
と並べられ、さらに『本朝女鑑』『曾我物語』では後に石に化したと記され、いつ
しか佐用媛石化の伝承となっている。馬琴の考証もこのことに触れ、「和漢の貞婦
化して石となり、その全体を遺す事いよ／＼思ひわきまへかたし」と、佐用媛伝承
を望夫石の故事として見做している。 
　また、『日本書紀』欽明紀に見えるの伊企儺の妻大葉子の歌が、『万葉集』の佐
用媛の歌に似ていると、この箇所を引用している。これは新羅を討とうとした伊企
儺が敵に捕えられ、敵の王を罵ったために殺され、またその妻大葉子も捕えられ、
夫の死を悼んで「韓国(からくに)の城(き)の上(へ)に立(た)ちて大葉子(おほばこ)は領巾(ひれ)
振(ふ)るすみも日本(やまと)へ向(む)きて」という歌を詠んだという伝承である。この記
事の後に大伴狹手彦の記事があることから、領巾振山伝承はこの大葉子を佐用媛と
誤ったものだという考証を加えた後に「佐用媛(さよひめ)が事(こと)ハ。今(いま)も節婦
(せつふ)の亀鑑(きかん)として。これを稱賛(せうさん)す。亦(また)大葉子(おほはこ)が亊(こと)
に至(いた)りてハ。しらざるもの多(おほ)し。伊企儺(いきな)夫婦(ふさい)の幸(さち)なきに
あらずや」と結句している。馬琴はこの考証で引用した伝承も登場人物の前世とし
て設定している。つまり伊企儺は浦二郎、伊企儺を殺した敵将胡子和は糸萩、大葉
子は千鳥の前世となっているのである▼4。 
　ところで、『石魂録』は前編の見返しに「瀬川采女復讎奇談」とあるように、い
わゆる〈仇討物〉という大きな枠組が与えられていた。この枠組は全編を一貫する
構想として二十年を隔てた前後編を繋ぎとめる機能を果たしたと思われる。 
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作者(さくしや)云(いはく)。前編(ぜんへん)三冊(さんさつ)稿(こう)成(なつ)て。まづ
刊行(かんこう)す。こゝに述(のぶ)るところ。稍(やゝ)央(なかば)に過(すぎ)ず。こ
れより以下(すゑ)。瀬川采女(せかはうねめ)鎌倉(かまくら)に赴(おもむ)く中途(ちう
と)。殃危(わざはひ)にあふこと。及(およ)び瀬川浦二郎(せかはうらじらう)が傳(で
ん)。博多弥四郎(はかたやしらう)讒死(ざんし)の弁(べん)。若黨(わかたう)俊平(しゆ
んへい)。簑七(みのしち)が始終(しゞう)。秋布(あきしく)が艱難(かんなん)苦節(くせ
つ)。終(つひ)に仇人(かたき)鼠川嘉二郎(ねずかはかじらう)。長城野兵太(をさきの
ひやうだ)を撃(うち)て。名(な)を海内(かいだい)に高(たかう)し。その後(のち)俳優
(はいゆう)瀬川路考(せかはろこう)。采女夫婦(うねめふうふ)が忠節(ちうせつ)心烈(し
んれつ)と。英才(ゑいさい)怜悧(れいり)を景慕(けいぼ)し。瀬川(せかは)と号(ごう)
し。濱村屋(はまむらや)と家称(かせう)せし事(こと)の終(をはり)まで。来載(らいさ
い)続(つぎ)て後篇(こうへん)に著(あらは)すべし。(前編下巻末) 
 
　このように前編が書き上げられた段階において、全編のプロットは固定されてい
たものと思われる。また、この引用からわかるように瀬川菊之丞に関連する瀬川采
女帰還伝承が利用されている。『太閤記』巻十四「秀吉公憐於夫婦之間事」や、
『本朝烈女伝』巻五「妻女伝・菊子」によってこの伝承の全体を知ることができ
る。便宜上、梗概を記す。 
島津の家臣、小野摂津守の娘菊子は、龍造寺の家臣、瀬川采女正に嫁し
た。折からの文禄の役で高麗へ出征していった夫を恋慕い、菊子はつのる
想いをしたためた長文の便りを船に託す。ところが嵐で船が難破し書簡が
浜へ漂着する。これを拾った漁師が役人に届け、さらに秀吉の下に送られ
る。秀吉はこの文を読んで憐み、采女を帰還させる。再会を喜んだ夫婦は
秀吉に謝す。すると秀吉はこの夫婦を称賛して多くの引出物を与えた。 
 
　この伝承は、さらに潤色が加えられ『玉帚木(たまははき)』巻四「波路文匣▼5」に
見られる。この中で、菊子と采女の別離の場面に修辞として佐用媛が登場してい
る。 
かくて夜あけはなれければ、采女正いまはこれまでなりとて、たもとをふ
りきり出行ば、菊子はなげきにたへかねて、しばしは人心ちもなかりけ
る。かのむかしまつらさよ姫が夫のわかれをかなしみて、身をもだへひれ
ふりたるありさまも、かくやあらんとあはれなり。(強調高木) 
　場所も肥前であり、朝鮮へ出征する夫との別離を悲しむ菊子の心情は、まさに佐
用媛のそれに合致しているのである。これを馬琴が看過するはずはない。ここに見
られる菊子の設定は、深窓で養われ、見目形美しく、ひたすらに敷島の道に思いを
寄せ、和歌を詠じ、これを見聞く人々はみな見ぬ恋いに焦れたとなっている。これ
らはすべてそのまま秋布の設定に利用されていると思われる▼6。 
　この伝承に関連する瀬川菊之丞について馬琴は次のように記している。 
〇傳に曰。近世の歌舞伎役者。瀬川菊之丞は。吉次菊子が情義を景慕し
て。瀬川と稱し。菊之丞と名つきたり。こは世の人の知る所也。按する
に。元祖瀬川菊之丞は。享保十五年の冬。初て東行して。中村勘三郎座へ
出たり。〔當時評判記の品定上上吉也〕このとき弟菊二郎は。京都榊山四
郎太郎座にあり〔評判記の品定上白上なり〕この菊之丞が俳名を。路孝と
いひしは。吉次が父の名を。道孝(みちたか○ドウコウ)といへるに。よく暗合
すといふべし。又二代目瀬川菊之丞は。 〔養子也世の人これを王子路孝と
いへり。〕小字(をさなな)を瀬川吉次といひにき。これも亦采女吉次が名を
取れるにや。強て説をなすときは。菊次郎が俳名を仙女(せんぢよ)といひし
は。浦二郎が實名の。選如(のぶゆき○センジヨ)と字音相近し。これらは蛇足
(じやそく)の辧(べん)なるを。縡(こと)の因(ちなみ)に識すのみ。(後編七巻末) 
路考が屋号(イヘナ)を濱村屋と唱るも吉次等が母は濱村氏也と前集に見えた
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れは縁あり。(同右頭注) 
 
　強調した部分に馬琴の作為が表出している。瀬川菊之丞に関する伝が登場人物の
命名に利用されているのである。 
　さらに、三代目瀬川菊之丞は、享和元年九月市村座で黒船忠右衛門女房おまさを
勤めた時から、菊の字を憚って菊之丞を改め路考とした▼7のである。これは作中の
秋布の名に利用されていると思われる。 
秋布(あきしく)ハ石切山(いしきりやま)なる。叢菊(むらきく)の中(うち)にて。生(う
ま)れたりといへバ。菊子(きくこ)と呼(よぶ)べきものならんを。當時(たうじ)諱
(いむ)よしありけれバ。菊(きく)の異名(ゐめう)を取(とり)たりと聞(きゝ)ぬ。然
(さ)らバけふより改(あらた)めて。菊子(きくこ)といはまほしけれ。(後編七巻) 
 
　菊の異名について、前編で『事物異名』『蔵玉』『莫伝抄』『藻塩草』などを引
き考証した後、重陽に菊を折布て褥として生まれた秋布について次のようにある。 
漢(から)に女節(ぢよせつ)。壽客(じゆかく)と呼(よ)び。和(やまと)に少女花(をとめ
はな)。まさり草(くさ)と稱(となへ)て。霜(しも)に後(おく)るゝ花(はな)の操(みさ
ほ)を。貞女(ていぢよ)のうへに譬(たとへ)たれバ。今(いま)博多(はかた)弥(や)四郎
が。女児(むすめ)を菊(きく)に象(かたど)りて。秋布(あきしく)と名(な)づけしも故
(ゆゑ)あり。(前編上巻第二) 
 
　この貞節の象徴である菊は、その異名「唐蓬」を採って題名ともなっている▼8。
「唐蓬大和言葉(からよもぎやまとことば)と名(な)づくるものハ。霜(しも)に後(おく)るゝ菊
(きく)の操(みさほ)を。義男(ぎだん)節婦(せつふ)に比(たとへ)ていふ也」(前編再識)とあるよう
に、菊は『石魂録』の構想に通底する連想の軸となっているのである。 
　ここまでを整理してみよう。まず、松浦という渡海地点をめぐる〈佐用媛－狹手
彦〉の別離の伝承と〈瀬川采女－菊子〉の別離と再会の伝承とが〈貞女〉という項
で括られて重ねられたものと思われる。その直接の契機は『玉帚木』に求められる
だろう。一方〈瀬川菊〉の名は〈瀬川菊之丞〉を想起させ、〈菊之丞－菊二郎〉の
兄弟をモデルにして〈松太郎－浦二郎〉という松浦の地名を冠した兄弟の設定を促
したと考えられる。さらに佐用媛伝承と〈大葉子－伊企儺〉の伝承を利用して、仇
討物という大きな枠組の中に、前生の因果を背負った登場人物たちが配されたもの
と思われる。 
 
　三　龍神と佐用媛  
　佐用媛伝承の記事がある『万葉集』八七一を、拓本風の意匠で引用した前編上巻
の口絵の上部に、向かい合った二尾の龍が描かれている。この一図は佐用媛伝承と
龍神との関係を暗示している。 
　『石魂録』において、佐用媛は世界を統一していく機能を持つ超越した存在のは
ずであった▼9。ところが佐用媛は夢告に二度だけ登場して、それ以後は出てこな
い。そこに龍神の化身が登場して秋布等を冥助するのである。ならば龍神は、佐用
媛に代わり『石魂録』を統一する機能を持つものとして設定されたと考えることが
できる。ところが、文脈上は佐用媛と龍神は何一つ脈絡を持っていないのである。
この点を馬琴の想像力の問題として考えてみたい。 
　北条氏の始祖伝承として弁才天を扱ったものがある。『本朝神社考』の「江ノ
嶋」の条に、 
北条四郎平時政詣榎島祈子孫蕃栄之事。三七日夜一人美婦緑衣朱袴忽来告
時政曰汝後胤必執国権若其無道七世有失言巳而還。時政驚怪見之大蛇長可
二十丈入海中。獲其所遺三鱗。鱗甚大取著之旗。所謂北条家三鱗形絞是
也。 
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とある▼10。この伝承に関して折口信夫は、「弁才天女はもと龍であって、北条氏の
祖先と結婚して子を産んだ▼11」と述べている。『石魂録』中に時宗が榎嶋弁天へ参
詣する記事があり、馬琴がこの伝承を踏まえて書いたものであると思われる。 
　この弁才天と龍とは竹生島弁才天の本地譚(佐用姫説話▼12)を想起させる。中世の語
りものに登場する「さよひめ」が佐用媛伝承と直接の関係を持つとは即断できない
が、無関係ではないだろう。まず、佐用媛伝承の背景に神功皇后伝承や在地の神婚
伝承等の水神伝承が広がっている点▼13と、人身御供となった「さよひめ」が水神
(大蛇)の犠牲になることが、何らかの関連を持つと思われる。また近世に至るまでの
多くの別離の場面の修辞として佐用媛伝承が利用されており、たとえば謡曲『池
贄』などに見られるように▼14、この佐用媛の別離のモチーフが中世の人身御供譚に
登場する必然性は充分にあると思われる。このような説話形成上の影響関係だけで
なく、黒本『小夜姫唐船▼15』(宝暦八年)のように、佐用媛伝承と佐用姫説話をないま
ぜにした話が存在しているのである▼16。 
　ところで、『石魂録』にも佐用姫説話の影響が認められる。たとえば健三夫婦(瀬
川吉次の両親)が鏡の宮に申し子をする時の次の記述はどうであろう。 
神(かみ)もし人間(にんげん)にありしときの悲(かなし)みに思ひくらべ給はゞ。
何(な)どか憐(あはれ)み給はざらん。(前編上巻第一) 
　明らかに神(佐用媛)の本地を意識した発想であろう。この申し子の段、また作中の
人買い、法華経提婆品、如意宝珠などの諸趣向は、佐用姫説話からの影響と考える
ことができる。この佐用姫説話には、〈佐用媛－弁才天－龍〉を結合させる要素が
備わっているのである。 
　また、作中の主なる事件が海や海辺という龍神の支配領域での出来事として描か
れている。主要な地点として鎌倉、赤間の関、松浦が挙げられる。これらの場所に
も水神伝承が見られる。江ノ島弁才天は鎌倉のほど近くであるし、「龍神の洞」が
設定されている赤間の関には、神功皇后伝承に付加された龍神伝承がある▼17。さら
に北九州には宗像神が鎮座し、松浦にも鏡の宮▼18などの神功皇后伝承がある。神功
皇后を水神の鎮魂を任とする最高位の巫女であると見るならば、水神の鎮魂呪具で
ある領巾や鏡を持つ佐用媛にもその投影があるはずである▼19。このようにして考え
てくると、 
松浦(まつら)に鏡神社(かゞみのみや)あり。みな佐用媛(さよひめ)が事迹(ことのあ
と)なりといひ傳(つた)ふ。或(あるひ)ハ鏡(かゞみ)の宮(みや)ハ。神功皇后(じんご
うくわうがう)。松浦山(まつらやま)に登(のぼ)りて。手(て)づから御鏡(みかゞみ)を
安置(あんち)し給へるを神体(しんたい)とすといふ。しかれども。源氏物語(げ
んじものがたり)。新古今集(しんこきんしう)等(とう)に。鏡(かゞみ)の宮(みや)をよめ
る哥(うた)を見れバ。佐用媛(さよひめ)が事迹(ことのあと)とするかとおぼし。
(前編上巻第一) 
 
という馬琴の設定も、あながち根拠のないものではないのである。つまり、佐用媛
伝承の背後にある水神伝承を、佐用姫説話や神功皇后伝承の享受に際して、さらに
奥深い龍神信仰と関わらせるという馬琴の想像力の大きな広がりの中に、佐用媛伝
承と龍神との脈絡が求められるのではないだろうか。 
 
　四　典拠の問題  
　麻生磯次氏は『石魂録』の中国典拠として明代小説『平山冷燕』を挙げた▼20。氏
が詳説しているように、馬琴がこの書に興味を感じたのは、随所に見られる詩文の
考較などの格調の高さであろう。馬琴は原話の漢詩を和歌に直したり、「筆戦舌
戦」の場面で「門字の謎」の詩を『狂詩選▼21』から採ったりして、存分に衒学的な
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言語遊戯性を持った趣向を凝らしている。ただし『平山冷燕』の利用は、前編上巻
第二回「陰陽(いんよう)贈答(ぞうとう)して名(な)初(はじめ)て香(かうば)し」から同中巻第
五回「才(さい)を猖(そねん)で讒奸(ざんかん)罪(つみ)せらる」までの一連のプロットに限
られているように思われる。 
　ところで馬琴は『平山冷燕』(四才子伝)について、文政十二年二月十二日付殿村篠
齋宛書簡で、「四才子傳ハ能文ニて詩句聯句抔実ニ妙也。乍去趣向ハ淡薄ニて今の
流行ニあひ不申候。文人の歓ひ候小説ニて御座候▼22」という感想をもらしている。
一方、文政十年三月二日付同人宛の書簡で「石魂録後編ヲ両三年已前より被頼居候
へ共、二十余年前の著述ニて、流行もちがひ候を、今さら書きつぎ候事甚難義ニ候
▼23」と前編の趣向がいまに合わないことを述べている。つまり『平山冷燕』に負う
ところの大きい前編の趣向が淡白で、いまの流行に合わないということになる。で
は二十年前である文化初頭の流行はどうであったのだろうか。『稚枝鳩』(文化二
年)、『勧善常世物語』(文化三年)、『新累解脱物語』(文化四年)などが当時の流行に適っ
たのは、アクの強い残虐な描写によるものであろう。文化初期の流行を猟奇趣味と
残虐さと括るならば、『石魂録』前編は当時の流行にすら合致していなかったと思
われる。ここに『石魂録』の一問題がある。 
　『平山冷燕』冒頭「小引」に次のようにある▼24。 
縦覧近世書坊間發行的諸種傳奇小説、除醒世覺世外、總不外乎才子佳人。
然流行既廣、珠目自混、其文其事、若非失之平平、即係體渉于淫、欲求其
語登大雅、〓而不淫、猶如鳳之毛、麟之角、豈是易求!然此平山冷燕、因
有其特殊之價値、故如雲中矯鶴、巍巍乎大有雄居文壇之概、此非他、蓋由
于其用筆不俗、且別具機杼、而非其他的一味以偸香竊玉爲發揮文體之根
由、而作爲燈下間談之資料者可比。 
　『平山冷燕』が高踏的であるが故の価値を主張しているのである。この趣旨の翻
案を試みたものが『石魂録』前編ではないだろうか。「再識」でも、『伊勢物語』
『大和物語』に言及していることから、歌物語を意識して書かれたことは間違いな
い。 
　前編が敢えて当時の流行を無視して書かれた理由の一つに、文化五年に蔦屋重三
郎より馬琴にまわされた「合巻作風心得之事▼25」のような当局からの圧力があった
のかもしれない。だが、それだけでなく一つの実験として高踏的であるが故の価値
を主張したいという内在的理由があったのではなかろうか。それは多分、当初は
『唐蓬大和言葉』という題名を考えていたごとく、『平山冷燕』の翻案意識に支え
られたものであったはずである。また、同時に馬琴自身の書く楽しみに支えられた
部分が大きかったに違いない。多作期にあって、京伝との競作において増長してき
た猟奇趣味と残虐さに対する反省なり批評なりが、高踏的な作者自らの書きたい小
説を書かせたのであろう▼26。 
　ところがこの実験は思わしい結果を生まなかったものと思われる。文政年間にな
ると、「今の流行にあひ不申候」と繰り返して「申逃れ」(前掲書翰)たのは、自分の
手腕を称賛できる読者がおらず、大衆に受け入れられなかったと判断したからに相
違ない。 
　この前編に対する反省を踏まえて、後編では〈流行〉を意識する職業作家たる自
覚に支えられた新たな趣向が見られる。『石魂録』前編(初板初印本)刊記の後の「双鶴
堂発販書目」に次のようにある。 
松浦佐用媛石魂録　曲亭馬琴著　〔前編三冊・後編三冊〕 
 
　これによれば、前編を刊行した当初の書肆(作者)の計画では「後編三冊」であった
ことがわかる。ところが、文政十一年に刊行された後編は上下帙合わせて七冊なの
である。丁数から見ても予定の二倍の分量になっている。これは、前編刊行時の構
想(旧案)に新たな趣向(新研)が書き加えられたことを示している。後編四巻末の「石魂
録後集七巻を釐(さき)て上下二帙となす附言(ふげん)」に次のようにある。 
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さて又(また)この書(しよ)の前集(ぜんしふ)に。玉嶋(たましま)清縄(きよつな)等(ら)
亡滅(ほろびう)せて。人寡(ひとすくな)なる後集(こうしふ)なれバ。只(たゞ)秋布(あ
きしく)と俊平(しゆんへい)と。主従(しゆう／＼)二人(ふたり)の道(みち)ゆきぶり
を。三巻(みまき)あまりに綴做(つゞりな)せしが。後(のた)の〓儲(しこみ)になれ
る也。 
　この道行きの途中で、俊平は秋布にいい寄り誤って殺してしまう夢を見る。この
趣向について後藤丹治氏は、『刈萱桑門筑紫〓』第四段の女之助と繁氏の御台所の
道行きを典拠に持つ「馬琴としては異色ある一段となっている」と指摘している
▼27。夢見の段として劇中劇の手法を典拠によっているのだが、馬琴はさらに手の込
んだ趣向にしている。 
俊平(しゆんへい)ハいと浅(あさ)まし。と思へバ他事(たじ)に紛(まぎ)らして。は
やく臥房(ふしど)に入(い)りたるが。日比(ひごろ)の疲労(つかれ)に熟睡(うまゐ)を
したり。かくて秋布(あきしく)ハ。次(つぐ)の日(ひ)の早旦(まだき)より。(後編三
巻十二丁裏) 
哀(あは)れわれ。男子(をのこ)と生(うま)れし生甲斐(いきかひ)に。只(たゞ)この美
人(びじん)を妻(つま)とせバ。百年(もゝとせ)の性命(せいめい)を。一歳(ひととせ)
に縮(ちゞむ)るとも。惜(をし)むべき事にはあらねど。(後編三巻十四丁表) 
恐(おそ)るべし慎(つゝし)むべし。と心(こゝろ)で心(こゝろ)を警(いまし)めたる。
これより後(のち)ハ情(じやう)を禁(とゞ)め。慾(よく)を征(せい)する工夫(くふう)
をせばや。と思ひつゝ又(また)睡(ねむ)りけり。間話休題(あだしことはさておき
つ)。有然程(さるほど)に秋布(あきしく)主従(しゆう％＼)ハ。その暁(あかつき)に浪
速(なには)を立(たち)て。三四日(みかよか)とゆく程(ほど)に。(後編三巻十四丁裏) 
　読者は「間話休題」の前で夢の場面は終わったと思わされてしまう。ところが、
これ以下が実はまた夢の場面なのである。 
いでや自刑(じけい)を行(おこなは)んとて。諸肌(もろはだ)脱(ぬぎ)て刀(かたな)を
抜取(ぬきと)り。刃(やいは)に袖(そで)を巻添(まきそえ)て。南無(なむ)とばかりに
刀尖(きつさき)を。肚(はら)へぐさと突立(つきたつ)る。と思へバ頻(しき)りに腹
痛(ふくつう)して。愕然(がくねん)として驚(おどろ)き覚(さめ)けり。是(これ)暁方
(あけかた)の夢(ゆめ)にして、身(み)ハなほ難波村(なんばむら)にあり。(後編三巻十
九丁裏) 
　五丁にわたって読者を騙したのである。職業作家のサービス精神とでもいおう
か、明らかに前編には見られない趣向である。後編になると、このような趣向が随
所に見られる。たとえば、秋布が敵討に出かける時に、南殿から護身刀を頂く場面
では次のようにある。 
これは是(これ)命婦丸(みやうふまる)と名(な)つけたる。筑紫鍛冶(つくしかぢ)の
業物(わざもの)也。長(たけ)ハ一尺二寸にして。〓(めぬき)に銀(ぎん)の猫(ねこ)を
附(つけ)たり。よりて一條院(いちでふいん)の愛(めで)させ給ひし。韓猫(からね
こ)の故事(ふること)もて。命婦丸(みやうふまる)とは名(な)つけたり。この逸物
(いちもつ)の猫(ねこ)をもて。彼(かの)鼠川(ねずかは)を撃捕(うちとら)んに。勝(か
た)ずといふことあるべからず。(後編二巻十四回) 
 
　「鼠川(ねずかわ)嘉二郎(かじろう)」という片目片跛の敵と誤って「根塚(ねづか)若二郎
(わかじろう)」を討とうとすることなども同じ趣向である。また後編になると龍神の妖
術が前面に出されてくる点も見逃せない。 
　このように、後編には明らかに前編とは違う点に作者の意が用いられているので
ある。馬琴の書く意識は自己充足的なものから、読者の興味を意識したものへと変
化してきたのである。 
　ここまで見てきたのは、前後編の一貫した構想と、変化した書く意識が趣向の相
違として見られるということであった。 
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　五　前後編の差異  
　前後編の趣向の相違は、作者における読本観の変化を意味している。以下、登場
人物たちの形象に注目して考えていきたい。 
　前編において秋布は才に長けた貞婦として描かれている。貞婦という概念で佐用
媛と瀬川菊子を括ったからである。この両者は待つ女として位置付けられる。とこ
ろが後半になると秋布は追う女へと成長を遂げるのである。 
近層(ちかころ)先非(せんひ)を悔(くふ)よしありて。一生涯(いつせうがい)歌(うた)
をば詠(よむ)まじ。問(とは)るゝ事(こと)を博士態(はかせぶり)て。論(ろう)ずまじ
けれ。と誓(ちか)ひ侍(はべ)りき。その故(ゆゑ)ハ親(おや)と良人(をつと)が。非
命(ひめい)に世(よ)を逝侍(さりはべ)りしも。始(はじめ)を推(お)せバ博士態(はかせ
ぶり)たる。わらはが愆(あやまち)より起(おこ)り侍(はべ)りき。(後編二巻十四回) 
 
という才女であるが故の罪障性の自覚を契機として、 
親(おや)良人(をつと)の。忌服(きふく)の怕(おそ)れハ有(あり)ながら。迚(とて)も
わが身(み)を贄(にゑ)にして。死(し)ぬるに憚(はゞか)ることやハある。鶴岡(つ
るがおか)なる大神(おほんかみ)の。社頭(しやとう)に祈念(きねん)を凝(こら)さんも
のを。と深念(しあん)をしつつ走(はし)り出(いで)て。……それ将(はた)神(かみ)
の威徳(ゐとく)にも。及(およ)ばせ給はぬものならバ。秋布(あきしく)が露(つゆ)
の命(いのち)を。七日(なのか)の間(あはひ)に取(と)らせ給へ。(後編二巻十三回) 
という自己犠牲を決意する。そしてこの決意が龍神の加護を発動させるのである。
かくして聖痕▼28としての〈才〉を捨て〈美貌〉を編笠で隠した仇討ち、夫恋いの流
浪が開始されるのである。この流浪受苦は貞婦であるが故の罪障性、つまり戦地に
赴いた夫に対し綿々とその情を訴える文を出したという、武士的倫理において否定
されるべき行為▼29の贖罪過程としての意味を持っていると考えることができる。秋
布の描かれ方のこのような変化は、馬琴の瀬川采女帰還伝承に対する批判が後編に
なって明確にされたものとして理解されるのである。 
　ところで、この道行きの後、行動者としての秋布は相対的に後退してしまう。代
わって前面に登場してくるのが糸萩である。秋布が佐用媛伝承を担っているよう
に、糸萩は日高川伝承を担っている。 
わらはハ件(くだん)の人々(ひと％＼)を。追(お)ひつゝこゝに来(き)ぬるもの
也。いかばかりの足(そく)なりとも。舩賃(ふなちん)は〓(いとは)しからず。乗
(の)して追著(おひつき)給へかし。と憑(たの)めバ舟人(ふなひと)微笑(ほうゑみ)
て。原来(さては)おん身(み)ハ清媛(きよひめ)歟(か)。こゝは日高(ひたか)にあら
ねども。世渡(よわた)りなれバ推辞(いなま)んや。疾(とく)乗(のり)給へ。と応(い
らへ)をしつゝ。(後編七巻廿三回) 
 
　海岸まで吉次等を追ってきた糸萩と船頭とのやりとりである。糸萩の追跡は、三
年間待ち続けた浦二郎を秋布に取られたと思い込む怨念によるものである。怨念を
果たさずにはいられない糸萩は、秋布との対比の中で負の方向性を持った女の執念
の体現者として描かれている。この糸萩の情念は背景にある清姫の情念により補強
される。つまり〈秋布－糸萩〉が対偶の方法▼30により〈佐用媛－清姫〉として対比
されているのである。しかし、この構造を単に〈貞婦－淫婦〉としてとらえ切るこ
とはできない。『神霊矢口渡』第四「道行比翼の袖」に次のような記述がある
▼31。 
夫を慕ふ執着心。蛇共成べき日高の川。領巾靡山の悲しみも是には。いか
で増るべき。 
 
　ここでは佐用媛と清姫とを並立している。正確にいえば、日高川伝承の方が佐用
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媛伝承より「夫を慕ふ執着心」が強いということなのかもしれない。だが、両者を
「夫を慕ふ執着心」で括った点に意味がある。佐用媛が夫を慕い追跡が不能な故に
石と化したのに対し、清姫はその追跡を可能にするために蛇と化したのである。共
にその追跡の障害は前に横たわっていた川(海)であった。ならば、川渡り＝渡海の可
否が両者の相違である。つまり佐用媛と清姫は「夫を慕ふ執着心」の有様を逆転さ
せた伝承を、それぞれが担っているのである▼32。 
　渡海地点における望夫石伝承は、その裏側に川渡り伝承を保有しているといえよ
う。つまり、望夫石の内側に女の執念が封じ込められていると見ることが可能なの
である。 
　前編における秋布の貞婦性には、待つ女として望夫石に封じ込められた女の執念
が秘匿されていた。これは、〈秋布－糸萩〉の対比の中で明らかにされる。〈秋布
－糸萩〉の関係は、双子で何から何まで酷似している〈吉次－浦二郎〉の関係に
よって側面から規定される。吉次にとって浦二郎は「鏡に映る影」(後編二巻十九丁裏)
なのである。対偶の方法において、影はその実像を相対化して裏側から照らし出す
機能が与えられていると考えられる。 
　つまり、秋布の内部に隠されていた情念が糸萩によって照らし出されているので
ある。これは秋布の内部における貞婦であることと女である情念との葛藤や成長
が、糸萩の行動を通じて描かれたということである。行動の叙述が中心である読本
において、待つ女から追う女に変貌した秋布の内部での葛藤は、影である糸萩の行
動によらなければ表現できなかったと考えられるのである。 
　一方、浦二郎は裏二郎でもあり、吉次の影として代受苦の任を負い、長い漂流の
末、潮毒に犯され体中がふくれ口がきけない乞食となる。その浦二郎が、宿直葛篭
の車に乗せられて経を唱えながら女に曳かれるように、そこには小栗の土車が投影
されている。つまり、浦二郎の仮死－再生の背後に餓鬼阿弥蘇生説話が見られる。
小栗が照手によりその罪障の贖いを代行され蘇生することができたように、浦二郎
も糸萩の血によって再生できたのである。 
　そして、この〈浦二郎－糸萩〉の関係は、〈吉次－秋布〉にとっての犠牲者であ
る玉嶋、清縄、俊平等の死の意味を照らし出す。つまり、近世道徳に沈められて死
んでいった者たちの上に、古代伝承へ回帰して血で贖うという側面が重ねられるこ
とによって、読本的悲劇としての犠牲死の意味が浮上してくるのである。それは、
近世道徳を貫くことによって死んだ者に対する一種の鎮魂歌だったのではないだろ
うか。古代伝承のロマネスクな世界こそ、魂の自由な飛翔の場としてふさわしかっ
たのであろう。 
　このように見てくると、伝承を織り交ぜた対偶の方法は、単に一対という意味で
はなく、物語を立体化し、ストーリーを活性化する方法であることがわかる。この
方法を馬琴が獲得したことによって初めて、前編の持つ衒学的な言語遊戯性に支え
られた貞婦物語という否定的側面を克服することができたのである。 
　前編の構想に拘束された因果を解きほぐすという後編の逃れがたい限定にもかか
わらず、伝承の扱い方による立体化の方法は、前編刊行時の構想を反転することに
成功をもたらしたのである。 
 
　六　虚実の場 
 
　馬琴は巻末に次のように書き加えている。 
大約(おほよそ)小説(せうせつ)に。實場(じつのば)あり虚場(きよのば)あり。虚場(き
よぢやう)ハ所云(いはゆる)。乾坤丸(けんこんまる)舩舶中(せんはくちう)の縡(こと)の
趣(おもむき)。又(また)村山俊平(むらやましゆんへい)が夢寝(ゆめ)の一段(いちだ
ん)。即(すなはち)これ也。實(じつ)はよく情態(じやうたい)を写(うつ)すをいふ。
虚(きよ)は猶(なほ)仮(か○ニセモノ)の如(ごと)し。虚實(きよじつ)の二場(ふたば)を
辧(べん)するものを。よく小説(せうせつ)を観(み)るといはまし。(後編七巻末) 
　これは馬琴流の逆説ではなかろうか。〈虚場〉において描かれる情態が〈実場〉
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の建前を相対化して、その実態を浮き彫りにするのである。夢見の段では、俊平の
〈忠心義胆〉に対して夢という幻想の方法によって、内面における愛慾の煩悶を描
き、乾坤丸▼33の段では、〈現世〉に対して龍神の妖術という幻想の方法で、洋中の
別世界というユートピアを対置したのである。 
　この〈虚場〉における幻想の方法はストーリーの流れを停滞させ混乱させてしま
うが、同時にストーリーの豊饒性を創出していると考えられる。いま、確認しなけ
ればならないのは、前編には〈虚場〉がないということである。そして、後編の大
部分が〈虚場〉であることを見れば、後編が前編を相対化していることに気付く。
ここに新たな趣向として〈虚場〉を後編に書き込まなければならなかった必然性が
あったのである。 
　さらに深読みしていけば、仇討物という建前的枠組の中で、『石魂録』はまった
く建前と異なる別途の主題を追求していると見ることができるかもしれない。 
 
　夫婦が共に住めないという男女の関係性の欠落を補足しようとする願望が女主人
公の行動原理となり、そこに結ばれるはずのない因縁の男女を配することによって
『石魂録』が成立しているとするならば、『石魂録』は馬琴にとって異色な女の内
的葛藤を描いた物語であるということができるのである。 
 
 
▼1. これは初板初印本だけにあり、後印本では「肥前松浦潟頭巾靡山望夫石之図」
と題する口絵となっている。 
▼2. 木村三四吾編『近世物之本江戸作者部類』(八木書店、一九八八年)。 
▼3. 『石魂録』後編の板元である千翁軒大坂屋半蔵のこと。 
▼4. 麻生磯次「松浦佐用媛石魂録と平山冷燕」(『江戸文学と中国文学』、三省堂、一九四六
年)。 
▼5. 浮世草子、林義端作、元禄九年刊。引用は国会本による。 
▼6. 麻生氏は瀬川采女伝説として『玉帚木』の趣向を採り入れたとするが、『太閤
記』や『本朝列女伝』でなく『玉帚記』を典拠としなければならなかった必然性が
あったと思われる。 
▼7. 『歌舞伎年表』『歌舞妓年代記』にも見えている。いわゆる「菊法度」。 
▼8. 『画入読本外題作者画工書肆名目集』には「唐蓬大和言葉＼松浦佐用媛石魂録
と改」とある。前編の板本につけば、内題尾題は象嵌されており、柱刻は「大和言
葉」となっている。菊法度のために出願後、書名が変更されたのであろう。 
▼9. 麻生磯次『江戸小説概論』(山田書院、一九五六年)。 
▼10. 同じ伝承は、ほかに『和漢三才図会』『太平記』『北条九代記』などにも見え
ている。 
▼11. 折口信夫「龍の伝説」(『折口信夫全集』十六巻、中央公論社、一九五六年、初出一九四〇
年)。 
▼12. 説経節『まつら長者』(『まつら長じや』)、奈良絵本『さよひめ』『さよひめのさ
うし』など。なお、これらの説話を佐用媛伝承と区別するために、ここでは〈佐用
姫説話〉と呼ぶことにする。 
▼13. 吉井巌「サヨヒメ伝承と山上憶良」(「国文学」二十三巻五号、學燈社、一九七八年四
月)。 
▼14. 「父母あれはと舟を慕へば。姫も互に名残を惜み。招けば招く風情はさなが
ら。松浦佐用姫かくやらんと。汀にひれ伏し泣き居たり」(名著全集『謡曲三百五十番
集』)。なお、この『池贄』所収の和歌は、佐用姫説話と類似のプロットを持つ謡曲
『松浦姫』(『未刊謡曲集』十四、古典文庫、一九六九年)にも見られる。 
▼15. 『松浦佐用姫望夫石』(明和四年)も同一のものである。改題後印本か。 
▼16. 『註文通書物語』(文化十三年、東里山人)も佐用姫説話に佐用媛伝承を付会した合
巻である。 
▼17. 『本朝怪談故事』巻四第六「和布苅神事」(高田衛・阿部真司編、伝統と現代社、一九
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo31.html (10/12)2007/04/17 14:52:44
『松浦佐用媛石魂録』論
七八年)。 
▼18. 『百錬抄』『東鑑』『松浦古来略伝記』など。 
▼19. 山上伊豆母「水呪と巫女」(「伝統と現代」四十八号、伝統と現代社、一九七七年九月)。 
▼20. 未見だが『望夫石』という伝奇(『晨風閣叢書第一集』所収)が典拠の可能性を持つと
思われる。『大漢和辞典』(大修館書店)「望夫石」の項に「傳奇の名。清初、海上の變
に常熟の戴高の子、研生と、王氏の女の琴娘とが婚約のまま音信が絶えたが、幾星
霜へ歴て團圓したことを演ず」とある。 
▼21. 『かくやいかにの記』(『随筆百花苑』六巻、中央公論社、一九八三年)第四段では、
『背紐』(享保十三年)から採ったとするが、徳田武氏は「馬琴読本の漢詩と『南宋志
伝』『狂詩選』」(『日本近世小説と中国文学』)で、都賀庭鐘編『漢国狂詩選』(宝暦十三年)
の馬琴自筆写本『狂詩選』に見える同詩の上に朱の丸が二個付されていることか
ら、直接のよりどころとして『狂詩選』を指摘した。なお、『かくやいかにの記』
第五段では『耳食録』兇賊の条が『石魂録』後編巻之一「渡海の舩中に少年清談
す」の典拠であると指摘している。後藤丹治氏は「庭鐘の諸作と後世文学」(「学大国
文」六号、大阪学芸大学、一九六三年)で、これを支持した上で『古今奇談英草紙』「豊原
兼秋」の条に胚胎したものであると述べている。 
▼22. 原翰所在不明。藤井乙男氏による転写本の翻刻を載せる『日本大学総合図書館
蔵馬琴書翰集』(八木書店、一九九二年)による。なお、文化四年刊『墨田川梅柳新書』(鶴
喜板)の巻末予告広告には『石魂録』とは別に『名歌徳四才子傳』が掲出されている
が、この『四才子傳』とは『平山冷燕』の一名「四才子書」に通じるところから、
当初は別本にする計画だったようだ。 
▼23. 『馬琴書翰集』(天理図書館善本叢書53、八木書店、一九八〇年)。 
▼24. 引用した「小引」は『新式標點平山冷燕』(王祖箴標點、大達圖書供應社、二十三年十
二月再版)に付されているもの。馬琴の所見本について、柴田光彦氏は「馬琴旧蔵は
「新刻批評繍像平山冷燕」(六巻　康煕　中静寄山房刊　八冊)をさすのか、また新収のもの
は、おそらく清版四冊本」(早稲田大学図書館紀要別冊３「早稲田大学図書館所蔵曲亭馬琴書簡
集」、早稲田大学図書館、一九六八年)と考証しているが、該本にこの「小引」があったか
どうかは未確認。 
▼25. 『著作堂雑記(抄)』(『曲亭遺稿』、国書刊行会、一九一一年)に次のようにある。 
〇去る九月二十日(文化五年)、蔦屋重三郎より文通之寫、 
　合巻作風心得之事 
一 男女共兇惡の事、 
一 同奇病を煩ひ、身中より火抔燃出、右に付怪異の事、 
一 惡婦強力の事、 
一 女〓幼年者盗賊筋の事、 
一 人の首抔飛廻り候事、 
一 葬禮の體、 
一 水腐の死骸、 
一 天災之事、 
一 異鳥異獣之圖、 
右之外、蛇抔身體手足へ巻付居候類、一切◎此の間不明夫婦の契約致し、
後に親子兄妹等の由相知れ候類、都而當時に拘り候類は不宜候由、御懸り
役頭より、名主山口庄左衛門殿被申聞候に付、右之趣仲ヶ間申合、以來右
體の作出板致間敷旨取極致置候間、御心得にも相成可申哉と、此段御案内
申上候、 
　　　　　　九月二十日 
蔦重 
　　　　〇著作堂様 
▼26. 徳田武氏は「文人の小説、戯作者の小説」(『日本近世小説と中国小説』)で、三宅匡
敬作の上方出来読本『絵本沈香亭』(文化三年)が中国小説の翻訳に近いものであるの
と比較して、馬琴が『石魂録』の詩文考較部に長嘯子『挙白集』や『藤原仲文章』
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『円珠庵雑記』などの和書から引いている点に注目し、雅の要素の意識的導入を見
る。 
▼27. 「解説」(日本古典文学大系60『椿説弓張月』上巻、岩波書店、一九五八年)。 
▼28. 秋布が佐用媛の後身であるが故の〈才〉と〈美貌〉を意味する。 
▼29. 松田修「概説」(有斐閣選書『近世の文学(上)』一章「幻のルネッサンス」、一九七六年、有斐
閣)。 
▼30. 水野稔「馬琴文学の形成」(『江戸小説論叢』、中央公論社、一九七四年)。 
▼31. 浄瑠璃、福内鬼外(平賀源内)作、明和七年正月江戸外記座初演、須原屋市兵衛
刊。引用は『風来山人集』(日本古典文学大系55、岩波書店、一九六一年)による。 
▼32. 源内のこの認識を馬琴が継承している。 
▼33. 乾坤丸という大船の記事は、いわゆる黒田騒動物である『寛永箱崎文庫』(帝国
文庫『騒動實記』所収、博文館、一八九三年)に見えている。 
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『江戸読本の研究』第三章 江戸読本の世界 
 
第二節　『松浦佐用媛石魂録』の諸板本 
高　木　　元
 
　馬琴読本における書誌研究の重要性を説かれたのは鈴木重三氏である。氏は多く
の板本にあたりながら、現在では稀覯となった多くの初板本の形態を紹介し、さら
に馬琴が本文の校合だけでなく挿絵にまで細かい神経を遣っていたことを実証した
▼1。 
　『松浦佐用媛石魂録』(以下『石魂録』)には、ほかの馬琴読本と同様に、初版初印本
の口絵や挿絵が入った校訂の確かな信頼すべき翻刻は備わっていない。そこで『石
魂録』の諸板研究を試みた▼2。 
　『石魂録』前編三巻三冊は文化五年に、後編七巻七冊は文政十一年に刊行され
た。前編刊行後二十年を経て後編が刊行されるという、馬琴読本にあっては特異な
成立をした作品である。 
　まず前編の初板本については鈴木重三氏が行き届いた報告をしているので、これ
に基づいて記しておくことにしたい。なお前編の初板本は鈴木氏のほかに、中村幸
彦氏も同板を所蔵で、こちらは国文学研究資料館の紙焼写真で見ることができた。
また都立中央図書館加賀文庫(8286)には文化五年初板発行時の自筆校合本(前編のみ合一
冊)がある。 
 
前編 
冊数　三巻三冊。 
表紙　鴬茶に業平格子風の浮出模様。題簽は表紙中央で木目模様の枠内に
書名「松浦佐用媛石魂録　上(中下)」。 
見返　紗綾型枠内に銅器の意匠、これを囲むように上部に「松浦佐用媛石
〓録」、右に「曲亭主人著」「戊辰發兌＼出像小説」、左に「歌川豊廣
畫」「仙鶴堂＼雙鶴堂梓」とある。壷の中に「壽光」「比〓毛美都波流巳
加我弥乃鳥梅麻傳母」「前編三冊」、上部欄外には「瀬川采女復讎奇談」
とある。 
柱刻　「大和言葉▼3巻之上(中下)」。 
口絵　二図(七ウ、八オ)は薄墨を用いて背景が潰されているが、八オの長城
野兵太の着物には艶墨が施されている。また、八オに付された「文化丁卯
仲夏提月曲亭主人再識」は後印本では削除されてしまう。 
内題　「松浦佐用媛石魂録前(編)上(中下)巻」(象嵌) 
挿絵　中巻第一図(三ウ四オ)では、御簾の中にいる侍女等を薄墨で入れ御簾
越しの風情を出している。同巻第五図(十八ウ十九オ)では、瀬川采女の乗る
馬と水平線上の雲と月を薄墨で入れ、上部をボカシている。下巻第一図(四
ウ五オ)の龍神洞の異人の乗る雲が薄墨で入れられ上に行くほど薄くなって
いる。異人の背の鱗や龍燈松の石碑にも薄墨が入っている。同巻第三図(十
四ウ十五オ)の雪景色は薄墨で立体感が添えられ、盥に映る牛淵九郎の顔も
薄墨で表現されている。第四図(十七ウ十八オ)の雪景色。同巻第五図(二十二ウ
二十三オ)では薄墨が雪景色に用いられ、博多倍太郎と牛淵九郎の着物に艶
墨を用いる。さらに、匡郭を大きくはみ出して描かれた昇天する龍の図
で、周囲の雲に用いられた板ボカシと薄墨も効果的である。 
刊記 
　　編述　　　　著作堂藁案　［曲亭］ 
　　出像　　　　一柳斎筆　　［豊廣］ 
　　　　傭書　石原駒知道 
　　　　剞〓　小泉新八郎 
　　右石魂録後編来冬無遅滞出版其餘新編録于下 
　　　俊寛僧都嶋物語　　曲亭主人著　来載出版 
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　　　伊達與作驛馬新語　曲亭主人　　同　　前 
　　〇雙鶴堂發販書目　　　揚屋町鶴屋金助版 
　　　梅ノ由兵衛物／語梅花氷裂　山東京傳著　全三冊 
　　　敵討天橋立　　　　　　十偏舎一九著　　全五冊 
　　　松浦佐用媛石魂録　曲亭馬琴著　　前編三冊後編三冊 
　　江戸書肆　雙鶴堂 
　　　　　　　　　　　　　通油町　鶴屋喜右衛門 
　　文化五載戊辰正月吉日發販 
　　　　　　　　　　　　　新吉原　鶴屋金助梓 
 
　さて次に、文政十一年刊の後編と、その時に後印刊行された前編について見てい
きたい。 
　『国書総目録』には欠本があるものを含めて所在が確認できる本が十本ある。そ
の中で全本揃っている八本と、管見に入った二本の計十本を挙げる。 
Ａ　三康図書館本(国書五－八一)　　　　　　＊残念ながらやや痛んでい
る。 
Ｂ　静嘉堂文庫本(一〇－甲－四一)　　　　　＊保存状態のよい美本だが改装
されている。 
Ｃ　岩瀬文庫本(一二－八四－二三)　　　　　＊保存状態のよい美本。文政十
三年刊前編五冊本を取り合せ。 
Ｄ　早稲田大学図書館本(特ヘ一三－七〇八)　＊美本だが全十巻を三冊に合冊
してある。 
Ｅ　学習院大学国文学研究室本(九一三－六六一)＊落丁あり筆写して補ってあ
る。 
Ｆ　天理図書館本(九一三・六五－七五)　　　＊金子和正氏等によって紹介さ
れた▼4本。 
Ｇ　静嘉堂文庫本(一〇－甲－四〇)　　　　　＊Ｂとは別本、改装されてい
る。 
Ｈ　国会図書館本(一二二－一五－四〇)　　　＊落丁が多い粗本。 
Ｉ　東京大学総合図書館本(Ｅ二四－五七) 
Ｊ　大阪府立中之島図書館本(二五五・六－三八) 
 
　このうち初板本グループはＡＢＣＤの四本である。ＥＦは表紙口絵の板木を彫り
直した後印本、ＧＨＩＪはさらに後の摺りだと思われる。次に前編、後編上帙、後
編下帙▼5の順に初板本(ＡＢＣ)を中心にした書誌を記す。 
 
前編(三巻三冊) 
冊数　Ｄは三巻一冊、ＣＥＦＨＩＪは三巻五冊、Ｇは三巻三冊(改装本、原体
裁不明)。 
表紙　斧琴菊を散らす。地の色と各部の色相は各本により少しずつ違って
いる。題簽は左肩、蝶模様白抜の飾枠中に「松浦佐用媛石魂録　初集巻之
上(中下)」とあり、「初」「上(中下)」は墨書(Ａ)。 
　ＨＩＪは同様の題簽に「初」「一(－五)」が墨書。 
　Ｃは灰色無地表紙、題簽は左肩、子持枠「松浦佐用媛石魂録前輯一(－
五)」とあり、「一(－五)」は墨書。 
　Ｄは黄色無地表紙、題簽左肩、子持枠灰色無地に「松浦佐用媛石魂録　
一」とある。 
　ＥＦは縹色地に松の枝葉が描かれており、右上から左下に向けて斜めに
薄墨を用いて縞模様が施されている。題簽左肩、子持枠「松浦佐用媛石魂
録初集一(－五)」とあり、「初」「一(－五)」は墨書。 
　ＢＧは二藍無地表紙に改装されている。題簽なし。 
見返　文化五年刊の初印本の見返しを流用、ただし書肆名「仙鶴堂雙鶴堂
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梓」を象嵌して「千翁軒梓」と直してある(ＡＢ)。 
　ＧＨＩＪは黄色地に菊模様白抜の飾枠。右に「曲亭主人著」、中央に
「松浦佐用媛石＼〓録」、左に「渓齋英泉画 文渓堂」とあるが、前編の画
工は「豊廣」であるから、後編の見返しを流用したものと思われる。な
お、Ｊは板元の箇所が「宝玉堂」となっている。 
　ＣＤＥＦは見返しなし。 
柱刻　すべて「大和言葉　巻之上(中下)」。 
口絵　ＥＦ以外に薄墨の使用は認められない。 
　ＥＦでは口絵の板木が彫り直された形跡がある。また、口絵の部分だけ
厚手の上質紙が用いられ、枠衣装小道具等に薄墨が施されている。さらに
背景には濃淡二色の薄墨を用いるという、大層手の込んだ改変が加えられ
ている。 
内題　「松浦佐用媛石魂録前(編)上(中下)巻」(象嵌)。 
挿絵　文化五年刊の初印本に見られた薄墨の使用は見られない。 
刊記　文化五年の刊記を持つものは一本もない。 
　ＣＤには別本に使われたものが利用されている。 
　Ｃは、文政十三庚寅年仲夏発兌 
　書房　　　　大阪心斎橋筋博労町　河内屋長兵衞 
　　　　　　　　　　　　　　同　所河内屋茂兵衞 
　　　　江戸小傳馬町三丁目　文渓堂丁子屋平兵衛 
　Ｄは、東都書林　小伝馬町三丁目中程　文渓堂　丁子屋平兵衛梓 
　ＣＤ以外のものには後編下帙のものが付されている▼6。 
 
後編上〓帙(四巻四冊) 
冊数　Ｄは四巻一冊、ＥＦＨＩＪは四巻五冊(巻之四を二分冊)、Ｇは四巻四冊
(改装、原体裁は不明)。 
表紙　前編と同じ。ただしＣは前後編の取り合せ本で、後編はＡＨＩＪと
同じ表紙になっている。 
見返　龍の意匠をあしらった薄墨の枠中右側に「曲亭主人著」「文政戊子
孟陽＼惣本發販之記」とあり、中央に「松浦佐用媛石＼魂録後集上帙」、
左側に「渓斎英泉畫　千翁軒梓［岡田］」とある。文字はすべて篆書体(Ａ
ＢＣ)。 
　ＧＨＩＪでは、菊模様の白抜枠に「曲亭主人著」「松浦佐用媛石魂録」
「渓斎英泉画　文渓堂」とある。ただしＪは「文渓堂」のところが「宝玉
堂」となっている。 
　ＤＥＦは見返しなし。 
柱刻　十本すべて同じ「石魂録後集巻之一(－四)千翁軒蔵」。なお、巻之二
の廿四廿五丁はＡＢＣＤが「廾四、廾五」と、ほかの丁付と同じ字体に
なっているが、Ｅ以下では「廿四、二十五」と字体が変わっている▼7。 
口絵　第一図(三ウ)では炎に包まれた胡子和の周囲、糸萩の着物、浦二郎の
袴等に薄墨が施されている。第二図(四オ)では返蝮の着物に紗綾型の模様が
薄墨で施され、輪栗の帯には艶墨が用いられ、さらに背景が薄墨でつぶさ
れている。第三図(四ウ)弥四郎、倍太郎の着物の一部と枠に薄墨が、語黙斎
の着物の一部に艶墨が施されている。第四図(五オ)手枕、簑七の着物の一部
に艶墨、背景に艶墨と薄墨が使用されている。第五図(五ウ)経高等三人の着
物の一部と傘の柄の部分に艶墨が使用されている。第六図(六オ)歌二郎、澳
進の着物に薄墨が施され、背景全体に薄墨が使われているが、昇天する龍
の下は「ぼかし摺り」になっている(ＡＢＣＤ)。 
　ＥＦでは、全図の人物の着物に薄墨が使用されている。第二図の返蝮の
着物も模様がなくなり薄墨で潰されている。また同図で「輪栗」の振仮名
が「一と くり」となっており、口絵と薄墨の板木が彫り直されたものと思
われる。 
なお、Ｇ以下においては薄墨艶墨が一切省かれている。 
　ところで、Ｅ以下では第三図第四図がなくなっている。さらにＡ～Ｄで
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は六ウに「再識」があったが、Ｅ以下では口絵の第七図として「肥前松浦
潟頭巾摩望夫石之図」が入れられている▼8。ただしＧＩＪでは白紙のまま
になっている。 
内題　「松浦佐用媛石魂録後集巻之一(―四)」 
挿絵　巻之二第二図(廿二ウ廿三オ)「動の磯に二兇吉次を撃」では、全面に
薄墨をかけ左上から右下へ向けて稲妻が白く抜かれ、さらに全面に細かい
雨足が抜かれている。巻之三第一図(八ウ九オ)「勇を奮て旡名氏二兇を撃」
でも全面に薄墨がかけられ、雨足だけが白く抜かれている。同第二図(十六
ウ十七オ)も夢の場面にふさわしく背景に薄墨が入っている(ＡＢＣＤ)。Ｅ以下
では薄墨の使用は認められない。とくに巻之三第一図では右半丁だけに墨
で雨足が摺られているが、左半丁にはこれがなく、はなはだ体裁の悪い図
となっている。 
刊記　刊記前の広告に「松浦佐用媛石魂録後集＼五の巻　六の巻　七の巻
＼右三巻近日引つゞき売出申候。後集すべての大趣向はこの巻々に宥之
候。不相替御求メ御覧可被成下候」「松浦佐用媛石魂録前集＼右同作三巻
＼此度多くすり出し後集と同時に売弘メ申候。前集を見給ハざれば後集わ
かりかたかるべし」とあり、ほかに「近世説美少年録」の予告、薬の広告
等がある(ＡＢＣＤＥＦ)。 
文政十一年戊子春正月吉日發行 
　　　　大坂心齋橋筋博労町　河内屋茂兵衛 
　　　　江戸小伝馬町三町目　丁子屋平兵衛 
　　　　同　　横山町二町目　大坂屋半蔵梓 
　Ｇ以下では書肆の住所と名前に象嵌されている。 
　　　　大坂本町通心斎橋東　河内屋真七 
　　　　江戸　伝馬町二町目　丁子屋平兵衛 
　　　　同　　横山町二町目　大坂屋半蔵梓 
 
後編下帙(三巻三冊) 
冊数　Ｄは三巻一冊、ＥＦＨＩＪは三巻五冊(巻之六、七を分冊)、Ｇは三巻三
冊。 
表紙　上帙と同じ。 
見返　飾り枠内右側に「松浦佐用媛石＼魂録後集下帙」、左側に「曲亭主
人著＼渓斎英泉畫　千翁軒梓」と紺色で摺られており、下に落款めかして
篆字で「戊子孟陽發販」とある。 
　ＧＨＪは上帙と同じ文渓堂(宝玉堂)のものがある。 
　ＥＦＩには見返しなし。 
柱刻　十本すべて同一。「石魂録後集巻之五(－七)千翁軒蔵」。 
口絵　第二図(序二オ)では狹手彦の下から両側に十三羽の小鳥が薄墨で入っ
ている。 
　ＥＦでは上帙と同様に、板木が作り直されたものと思われ、ここでも口
絵にだけ厚手の上質紙が用いられている。第一図では背景に薄墨が施さ
れ、第二図では小鳥はなくなり背景にたなびく煙の意匠で濃淡二色の薄墨
が使用されている。 
　Ｇ以下では、すべての重ね摺りが省かれている。 
内題　「松浦佐用媛石魂録後集巻之五(―七)」 
挿絵　巻之五第一図(二ウ三オ)「秋布俊平謬て語黙斎夫婦と戦ふ」では、全
面に薄墨をかけて暗闇を表現し、糸萩の持っている手燭から発する光が白
く抜かれている。巻之七第一図(十ウ十一オ)「絃管合奏して笞をゆるくす」
では、経高の座している段全体に艶墨で模様が入れられている(ＡＢＣＤ)。 
　Ｅ以下は、すべての重ね摺りが省かれている。 
刊記　右半分に「松浦佐用媛石魂録前集＼右同作三冊＼此節多くすり出シ
後集と同時に製本仕候。御覧下さるへく候」とあり、「近世説美少年録」
の予告と薬の広告等がある。刊記は上帙と同一(ＡＢＣＤ)。 
　ＥＦは上帙と違って丁子屋平兵衛の住所だけが「小伝馬町三町目→　伝
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馬町二町目」と入木変更されている。 
　Ｇ以下は上帙と同様な入木が施されている。 
 
以上見てきた諸板の相違を表にすると次のようになる。 
 
　　　　　　　　　　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ　Ｆ　Ｇ　Ｈ　Ｉ　Ｊ 
　冊　数　　　　　　　10　10　12a ３　15　15　10b 15　15　15 
　表　紙　　　　　　　〇　×　〇　◇c △d △d ×　〇　〇　〇 
　見　返　　　　　　　〇　〇　〇　◇i ×　×　△e △e ×　△e 
　後編口絵の重摺り　　〇　〇　〇　〇　△f △f ×　×　×　× 
　後編口絵第三、四図　〇　〇　〇　〇　×　×　×　×　×　× 
　後編「再識」　　　　〇　〇　〇　〇　△g △g ×　△g ×　× 
　後編挿絵の重摺り　　〇　〇　〇　〇　×　×　×　×　×　× 
　後、二の丁付変更　　×　×　×　×　〇　〇　〇　〇　〇　〇 
　刊記の象嵌　　　　　×　×　×　×　△h △h 〇　〇　〇　〇 
 
　注 
　　　a　前編五冊後編七冊の取合本 
　　　b　改装されている。本来は一五冊だったか 
　　　c　別表紙d　別表紙 
　　　e　文渓堂(宝玉堂)の見返しf　別の板木による重摺 
　　　g　「再識」ではなく口絵h　文渓堂の所在だけ下帙で変更 
　　　i　上帙あり、下帙なし 
 
　初板本グループＡＢＣＤのうち、ＡＢＣは基本的には同じ頃の摺りだと思われ
る。ただし、Ｂは表紙を欠いており、Ｃは前編を持たない。したがって、もっとも
よく刊行時の形態を残しているのはＡである。 
　また、Ｄは初印の形態を残しながらも三冊に合冊されており、見返しを持たな
い。しかし題簽は明らかに摺られたものであるから、初印に近い頃に出来したもの
と思われる。Ｄの前編の刊記は「文渓堂」だけであり、『田家茶話』の広告が見え
ることから、どんなに早くても文政十二年以降の刊行だろうと思われる▼9。文政十
一年三月二十日篠斎宛書翰▼10に、  
一　石魂録後集七巻の内、上帙四巻、四、五日已前ニうり出し申候。下帙
ハ只今校合いたし居候間、来月中ニ者うり出し可申候。乍去、登せハいま
だ極り不申候よし。左候ハヾ、御地江本廻り候者秋ニも及び可申候哉。本
がらよほどきれいニ出来候へ共、すり本ニて登せ、仕立ハ上方ニていたし
候間、江戸の本とハ仕立もちがひ可申候。 
 
と見え、上方で別製本が作られていたことが知れる。しかし、Ｄがそれだという根
拠は見出せない。 
　ところで、文政十二年三月二十三日の日記▼11には、「大坂や半蔵ハ土蔵やけお
ち、石魂録板ハ持退候へ共、先ニて焼亡、丸やけニて、甚力を落し候様子のよし
也」との伝聞が記述されている。この記述を信じれば、『石魂録』の板木はすべて
焼失してしまったことになる。ところが、同年四月八日の条に「夕方、大坂や半蔵
来ル。速にかり普請出来、売薬渡世はじめ候よし。石魂録板も焼不申よし、申之」
とあり、このことは書誌的調査の上からも裏付けられる。 
　また、後編上帙は「四五ヶ月やうやく二百」、後編下帙は「二三年かゝり四百積
り。上方上セ二百」というほど、売行きがよくなかったらしい▼12。この一因が上帙
三月十六日、下帙五月十七日という時宜を逸した発売時期▼13だったとしても、全編
にわたる再刻を、発刊後わずか一年でするとは考えにくいのである。文政十二年五
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月十二日の篠斎宛書翰▼14によれば、 
一　石魂録後集之事、……かねてハ、上帙、仲ヶ間うり直段十二匁位、と
申事ニ承り居候処、引請人丁子や平兵衛大慾心にて、中ヶ間うり正味十五
匁ニうり出し、少しも引不申候付、高イ／＼と申評判のミニて、やうやく
本弐百部捌候よし。下帙ハとぢわけ同様ニ候へども、これも同じわり合に
て、拾壱匁弐分五厘のよしニ御座候。是迄拙作に、これほど高料の本ハ無
之哉ニ覚申候。登せハ多分本がへニ成候間、上方ニて引請人却て下直ニう
り渡し候哉、難斗候。此板元素人故、自分ニて売捌キ候事不叶、丁子やハ
書林なれどもかし本問屋ニて、此もの引受、売捌キ候故、凡五、六わりの
高利を得(候)ハねば引請不申候。此義かねて存居候故、先頃勘定いたし見
候へバ、江戸売四百部、登せ弐百部、六百部うれ不申候でハ、板元之板代
かへり不申候。七冊ニて、惣元入、七十金かゝり申候。依之、本ハ板元ニ
壱部も無之、板元より丁子や江申遣し、本とりよせ、差越候事ニて、直段
も板元自由ニ成り不申候。……種々の意味合御座候而、作者の自由ニも成
りかね、板元の自由ニもなり不申候。御一笑可被下候。かやうの板元ヲ杜
鵑本やと可申哉。自分ニてほり立ても、うることならず、人にうりてもら
ひ候故、利分ハ人に得られ、やう／＼板ヲ自分の物ニいたし候が所得ニ御
座候。それでもほりたがり候もの多し。畢竟板ヲ株ニせんと思ふ見込ニ
て、うり出し候節、損さへせねバよい、と申了簡ニ御座候。しかれども、
四百部売捌申さねバ、急ニ元金かへり不申候。四百部ハ丁子や引請候へ
バ、二、三年かゝりてもぜひ売払可申候へども、此四百部不残出払ひ迄ハ
板元ニて壱部もすり込候事ならぬとり極メニ御座候。 
 
と値段の設定が高価であったことと、板元である大坂屋半蔵が、貸本屋である丁子
屋平兵衛に販売を委託した契約の一端がうかがえ興味深い。しかし、初印本四百部
が売切れた後には、後印本も年々摺り出されていたようである。『南總里見八犬
傳』六輯巻之下巻▼15末の広告に、 
松浦佐用媛石魂録　全部十巻　　曲亭主人著　一筆庵主人画 
 
とあり、『八犬傳』八輯巻之十には、 
松浦佐用媛石魂録　前編三冊後編七冊共に十巻＼近ころ続刻うり出し置き
候也。 
 
とある。また、同九輯巻之六には、 
松浦佐用媛石魂録　前後二編共に十冊＼先年全部いたし年々摺り出し候 
 
とある。さらに、同九輯巻之二十二の巻末「書林文渓堂蔵販目録」には、 
松浦佐用媛石魂録　馬琴作　前後全本十二巻▼16 
 
とある。蔵板が千翁軒から文渓堂に移動しているが、千翁軒が没する天保元年以前
から文渓堂が販売を担当していたのは、次の文政十一年三月十一日の日記▼17、 
一　夕方、大坂屋半蔵来ル。丁子や平兵衛孫、半蔵之為には甥也。此節、
疱瘡ニ而、平兵衛初孫と申、不案内ニて、家内取込居候故、石魂録上帙売
出し延引之由、兼而平兵衛引請、売候約束故也。半蔵は素人ニ而、人頼
ミ、扨々不自由之事也。 
 
からもわかる。 
　さて、この後印本の中でＥＦは特異な形態を持った本である。表紙の意匠を初印
本と変えて新たに作り直し、口絵を巧妙に初印本に似せ、さらにこの改変は前編に
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までおよび、濃淡二色の薄墨板を使用するといった大変に手の込んだものである
▼18。この本の上帙と下帙の刊記に見られる文渓堂の所在場所の異同から、転宅時期
の刊行かと思われる▼19。 
　さらにＧ以下の後印本になると一切の重ね摺りの手数が省かれた粗悪本となる。
これらは口絵ではＥＦと同じ板木が用いられながらも、表紙は初印本と同じものが
使われている。刊記の文渓堂の所在はすべて「伝馬町二町目」であり、河内屋茂兵
衛の代わりに河内屋真七が入っている。 
　ここまで、『石魂録』の諸板を見てきたが、明治大正期に活版で翻刻されたもの
がある。まず、単行本(一以外はボール表紙本)として次の五本がある。 
　一、明治十六年六月　　東京金玉出版社(和装九冊▼20) 
　二、明治十八年十二月　青木忠雄 
　三、明治十九年八月　　自由閣 
　四、明治二十五年十二月　銀花堂 
　五、明治二十九年一月　木村倍造 
 
　また、叢書に収められたものとして、次の六本がある。 
　一、馬琴叢書　　　　明治二十一年一月　東京堂 
　二、曲亭馬琴翁叢書　明治二十二年　　　銀花堂 
　三、馬琴翁叢書　　　明治二十四年　　　礫川出版 
　四、曲亭馬琴翁叢書　明治二十五年　　　銀花堂 
　五、袖珍名著文庫32 33　明治四十二年　 冨山房 
　六、絵本稗史小説一　大正六年　　　　　博文館 
 
　これらの本は校訂が悪い上、挿絵等を欠いており底本としての使用には耐えられ
ない。しかし、近代に入ってからも『石魂録』が読み続けられていたことを証する
もので、近代における江戸読本の享受に関して無視できない資料である。  
 
注 
▼1. 鈴木重三「馬琴読本諸版書誌ノート」(『絵本と浮世絵』、美術出版社、一九七九年)。 
▼2. 調査整理の方法については、板坂則子「南総里見八犬伝の諸板本　上下」(「近
世文芸」二十九・三十一号、日本近世文学会、一九七八年六月・一九七九年九月)を参考にした。 
▼3. 柱題が「大和言葉」となっているが、『名目集』に「唐蓬大和言葉＼松浦佐用
媛石魂録ト改ム」とあるように、当初の計画ではなく後から題名が変えられたので
ある。それも板木が彫られた後の変更であることは、柱題がもとのままであるのに
内題尾題に象嵌跡が認められることから明確である。＜唐蓬＞が＜菊＞の異名であ
ることから、菊法度による規制だと思われる。 
▼4. 金子和正ほか「天理図書館蔵馬琴資料目録(三)」(「ビブリア」六十一号、天理図書館、
一九七五年十月)。 
▼5. 後編上帙巻之四末尾に、次のような「石魂録後集七巻を釐て上下二帙となす附
言」がある。 
今茲夏月。予大恙あり。醫藥幸ひに効を奏めて。八月七日に病床を出た
り。いまだ本復せざりしかども。勉て稿を起せしもの。この編七巻即是
也。只直急にいそぎしかバ。書画の両工速に。その事を了るものから。〓
人いまだ刀を竟ず。よりて且四巻を釐て。早春これを發販し。遺る三巻も
うち續きて。程なく出すべしといふ。千翁軒の性急なるも。時の便宜によ
るものなれバ。遂にその意に任したり。しかれども。這後集ハ。第十八回
り末。伊萬里の段より。五六七の三巻に至りて。看官やうやく佳境に入る
べし。さるを七巻とりも揃へ傳。二度に観するハ夲意なけれども。世の賣
藥にも半包。小包などいふものあり。大魚の觧賣。豆腐の半挺。皆是便宜
の所行なれバ。千翁軒の量簡も。大かたハそこらなるべし。さて又この書
の前集に。玉嶋清縄等亡滅せて。人寡なる後集なれバ。只秋布と俊平と。 
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主従二人の道ゆきぶりを。三巻あまりに綴做せしが。後の〓儲になれる
也。かゝれバ五六七の三巻ハ。譬バ傀儡棚なる。三四の切と歟いはまほし
き。下帙も程なく發兌のよしを。江湖の君子に報んとて。戲房の意味を識
すのみ。 
▼6. このほか、早稲田大学図書館本(ヘ13-3240)の初集(三巻五冊)の刊記は「大坂書林　
本町通心斎橋東ヘ入　河内屋真七板」とある。この一本は後編上帙(四巻)を欠いてい
る。また、天理図書館本(913.65-(2)75)は前編(五冊)だけであるが、「大阪博労町心斎橋
通角　伊丹屋善兵衛版」と、文栄堂のものが付けられている。 
▼7. Ｅ以下ではＡ～Ｄに比べて全体的に文字が太めになり、細部を見ると異なった
板であることがわかる。本文に異同はないので被彫りを施したものか。 
▼8. ＥＦには薄墨一色で入っており、枠がややずれている。Ｈには墨一色で入って
いる。「再識」と「漢文序」は内容的に重複した記事を多く持ってはいるが、なぜ
このような改変が行なわれたのであろうか。また、口絵の第三図第四図がＥ以下で
なくなっているのは、板木が作り直された時に省かれたものか。 
▼9. 『田家茶話』は一名『奇説著聞集』、大蔵永常作の読本、文政十二年刊。 
▼10. 天理図書館善本叢書『馬琴書翰集』(八木書店)。 
▼11. 『馬琴日記』二巻(中央公論社、一九七三年)。三月廿一日に焼死者二千八百人余、
類焼三十七万軒という明和以来の大火があり、板元等の類焼に関する情報を記して
いる。 
▼12. 浜田啓介「馬琴をめぐる書肆・作者・読者の問題」(『近世小説・営為と様式に関す
る私見』、京都大学学術出版会、一九九三年)。 
▼13. 植谷元ほか「馬琴年譜稿」(「ビブリア」三十七・三十八号、天理図書館、一九六七、八
年)。日記三月一六日、五月一二日、五月二一日翰。 
▼14. 木村三四吾編校『京大本馬琴書簡集篠斎宛』(私家版、一九八三年)。 
▼15. 東京都立大学国文学研究室本による。都立大本は諸板の取り合わせ本で、肇輯
のみは初板本、六輯以下は文渓堂板だと思われ、一応百六冊揃っている。なお、六
輯の初板は文政十年刊だが、文渓堂板は天保十四年以降の刊行と思われる。 
▼16. 「十二巻」は「十二冊」の誤りであろうか。『増補稗史外題鑑』(天保九年)には
「松浦佐用媛石魂録　前後全本十二冊　曲亭主人作＼瀬川采女才女於菊が伝を翻案
しておもしろきしゆかう多し」(二十二ウ)とある。あるいは、前編三巻五冊、後編七
巻七冊の取り合わせ本のことか。 
▼17. 『馬琴日記』一巻(中央公論社、一九七三年)。 
▼18. 『南總里見八犬傳』の文渓堂板における改変とよく似ていると思われる。 
▼19. 板坂氏は前掲論文で「天保十四年位の事であろうか」とする。 
▼20. Ｇ以下の後印本の翻刻で、後編口絵第三、四図を欠いている。 
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『江戸読本の研究』第三章 江戸読本の世界 
 
第三節　戯作者たちの＜蝦蟇＞－江戸読本の方法－ 
高　木　　元
　　一　はじめに 
　文政四年刊の江戸読本に『道成寺鐘魔記』という作品がある。作者は縫山こと小
枝繁、画工は盈斎北岱。 
蛙(かはづ)の生(しやう)を更(かへ)て。前世(ぜんせ)の仇(あた)を報(むく)ゆ
るは。過去(くわこ)生(しやう)の報応(ほうおう)を示(しめ)す談(だん)な
り。此(これ)に均(ひとし)き物語(ものかたり)尚多(なをおほ)かり。 
と書き始められるこの小説は、跋文で粉本として仏教長編説話『道成寺霊蹤記』を
挙げるごとく道成寺説話の一変奏なのであるが、その構想上の仕掛けは結末で明ら
かにされる。 
其時荘司の云けるは。昔某貧かりし時。道成寺に詣し還るさ。蛇の蛙を呑
けるを。里の童子のこれを捉へ。蛙を吐して蛇を。殺んとするを見て。我
これを援しが。其後不図妻を得て。これに一女子生す。其時妻化して大蛇
となり。何方ともなく去りき。これ前に援ひし蛇の。恩を報んと女に化
し。妻となり子を生よし。正しき夢の告ありし。其生る女児は清姫也。母
の性を禀て妬ふかく。遂に蛇身となる事。浅猿き事ならずや。と涙とゝも
に語しかば。松月尼うち驚き。さては爾候ひけるよ。昔我夫熊野に詣。其
帰る道にして。足下の蛇援け給ふ。時にこそはべらめ。今の噺に露差ぬ。
蛙を助け放ちしが。其後奴家が夢中に。斑の衣着し童子の。懐の裡に入る
と見て。遂に安丸を産たり。これ彼思へば安丸が。前生は其時の蛙にてぞ
ありつらめ。と袂をしぼり聞こゆれば。荘司奇異の思ひをし。さては其時
旅人の 傍 に 彳 しは。藤太どのにてありけるよ。あな不思議なる因縁か
な。蛙は生をかえて。おんみの子安丸と生れ。蛇は生を易ざれど。其時の
念を子に傳へ。清姫をして安珍を。鬼殺したるにてあらん。其母の大蛇の
住といふ。日高川にて清姫が。大蛇となるも奇也。斯悪因縁あるものを。
子に持し我々は。是亦何の因果ぞや。思へば未来ぞ恐しけれと。遂に道成
寺の弟子となり。菩提の道に入にけり。（巻五結末) 
 
 
　　　　　　荘　司  
　蛇…………　｜－－－清姫  
　　　　　　大　蛇  
 
　　　　　　藤　太  
　蛙…………　｜－－－安丸（安珍）  
　　　　　　松月尼  
　安珍清姫の前生を、天敵である＜蛙＞と＜蛇＞として設定することによって、小
説の枠組に「因果」という合理性を与えているのである。清姫(すむひめ)が＜蛇性
＞を背負っている点は、道成寺説話を繞る伝承的な想像力から考えて自然なことで
ある。清姫の＜蛇性＞は、清姫(すむひめ)が「妬み深い」ということと何の説明も
なしに連続性を獲得し得る地平に形象化されたものである。ところが安珍に＜蛙性
＞が付与されなければならない必然性を、伝承的背景に求めることはできない。安
珍の方は、父藤太が熊野権現へ子を授けて欲しいと祈ると「虫類の生を変て人界に
生れ出づるを」子とするだろうとの夢告を受け、やがて「斑の衣着し童子」が妻の
夢に現われ「御身の胎内を借りぬと胸の辺を掻き分くる」と、「常ならぬ身」に
なって出生するのである。当然、申し子として異常出生した安珍には聖痕としての
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美貌と才が備わっている。 
　つまり、多くの伝承世界を負った清姫と対偶するに足る位置を安珍に占めさせる
ためには、かかる煩雑な操作の必要があったのである。換言すれば、道成寺説話を
因果論的に解釈することによって、伝承世界を合理化して趣向としているのであ
る。それを不自然と感じないのは、自然の秩序として誰でも了解可能な＜蛙は蛇に
喰われるもの＞という常識に依拠しているからで、この一種の自明性（世界の枠組
自体に備わる先見性）を保持していることによって、初めて作品が閉じた時空の秩
序を獲得できたのである。 
　『道成寺鐘魔記』において、＜蛙＞は構成上の要求として設定されたもので、伝
承世界を背後に抱えた＜蛇＞とは、指標としての意味において決定的な相違がある
と見なければならないのである。そして、蛇＝女に対して蛙＝男であったことも記
憶に留めておきたい。  
 
　　二　蛙と蝦蟇の伝承  
　だが、蛙の方にも説話的伝承的背景がまったくないわけではなかった。蛙はグロ
テスクではあるが人間にとって身近な存在であり、田の神の祭祀と結び付き、その
＜使令＞と信じられていた。また昔話にも「蛙聟入」「蛙女房」「蛙報恩」などの
異類婚姻譚や、「蛙と蛇」が天敵となった由来譚などがある。また蛙にまつわる奇
談も大変に多く、『前々太平記』には禁庭に出現した大蛙が大蛇と戦い、逆に蛇を
呑み込んだという話が出ているし、『百練抄』『近世拾遺物語』『和漢三才図会』
などにも類似した話が記録されている。また、群れをなして争ってする交尾が人の
眼には軍に映ったものといわれている、いわゆる＜蛙合戦＞に関する記事も『続日
本紀』以来、『古今著聞集』『扶桑怪談』などと数多く、『嬉遊笑覧』などの近世
考証随筆に恰好の題材を提供している。一方、『北越奇談』などには「蛙石」の由
来をはじめとする地方における蝦蟇の奇談が多く集められており、また「かへる」
と「かはづ」、「蛙」と「蝦蟇」という訓みや用字に関心を示した近世の考証随筆
も少なくない。 
　ところが、中国人の想像力は一枚上手で「蝦蟇仙人」なるものを生み出してい
た。これは文字通り蝦蟇を使う仙人のことで、三国時代の呉の葛玄、および五代後
梁の劉海蟾をもとに脚色したといわれている。『桂林漫録』によれば、海蟾は山中
にて仙術を得、蓬髪洗足姿で三足の疋蛙を弄んだという。なお画題として用いられ
る場合には、劉海蟾、呂洞賓、李鉄拐を一緒に描くことになっているともいう。 
　この蝦蟇仙人を取り入れた日本文芸としては、島原の乱を脚色した作品で近松の
浄瑠璃『傾城島原蛙合戦』（享保四年）が早い。さらに遡れば古浄瑠璃『天草物
語』（寛文六年）などにも見られるが、ここでは蝦蟇仙人を扱った文芸の一例とし
て、『傾城島原蛙合戦』の中で脚色された＜七草四郎＞の妖術に関連する部分だけ
抄出してみることにする▼1。 
陰陽家には仙宮の蛙、息を吐いて虹と成ると沙汰せり。蛙は即ち蝦蟇仙人
が仙術、不思議自在の奇特を顕はし衆生を迷はす。道に似て道にあらず。
儒には是等を異端と嫌ひ、仏家には邪宗と破す。（第一） 
木の葉を着たる荒法師、雲に乗じ口より虹を吹く絵像……音に聞きたり唐
土に、形を吹き出す鐵拐仙、虹を愛せし蝦蟇仙人の法を伝えて末の世に、
目を驚かす計りなり。（第二） 
蝦蟇合戦（蛙軍）……唐土にては漢の武帝元鼎五年、蛙闘つて北狄起り、
本朝にては推古の御代、蛙闘つて蝦夷の一族謀反せり。何れも不吉の例、
頭に角のある大の蝦蟇（第三） 
四郎が術は鬼神も同然、酒呑童子以来の朝敵、……江ノ島弁財天の注連
縄……金色の光矢を射る如く、黄色の蛇顕はれ出て、頭を抬げ紅の舌をち
ら／＼差し向へば、俄に四郎「うん」と許り、眼くらみ腕も痺れ、二人を
突き退け踏反り返り、苦しむ息の中よりも、蛙の姿飛び出づれば、二人の
女も動転し、物陰に立忍べば、蛙は声を雲に鳴き、大地に形を掘り入らん
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と、恐れて逃ぐるを追ひ回す。蛇は宇賀の御魂、四郎が邪法は蛙の術、虹
を吹き掛け身を包めど、手術も忽ち蛇の悪気に吹き消し吹き払はれ、互に
喰はん喰はれじと、追つつ追はれつ狂ひしは、目も当てられぬ風情なり。
神明守護の一口に、蛙をぐつと呑むよと見えし、蛇の姿ひき替へて弁財天
の御注連縄、虚空に翻めき失せ給ふ（第四） 
　最後の場面は、馬琴の未完長編読本『近世説美少年録』の冒頭に見られる大蛇と
鳥たちの闘争を描く一大スペクタクルほどではないにしても、かなりの迫力であ
る。蛙の吐く息が虹（幻影）となること、凶徴としての蛙合戦や奇形蛙の出現、蛙
と蛇の抗争など、ほとんど蛙づくしといってもよいほどの＜蛙＞にまつわる趣向の
集大成となっている。ここで面白いと思われる点は、「義経の郎党常陸坊海存」と
「泰衡の弟四郎高衡（七草四郎）」とが＜蛇＝正＞と＜蛙＝邪＞という対立項とし
て設定されている点である。そしてこの＜正←→邪＞という相対的な意味付けを合
理化し得る背景には、弁財天（の注連縄）と＜蛇＞とが直接に結び付くという仏教
的な心証（信仰）を介して、伝承的想像力の基盤の存在がある。いずれにしても、
中国の蝦蟇仙人は日本で文芸化された途端に、得体の知れない妖術使いの謀反人と
して形象化されてしまったのである。  
 
　　三　天竺徳兵衛  
　さて、この蝦蟇の妖術が悪の属性となっていくという傾向は、そのまま＜天竺徳
兵衛もの＞に脈絡していく。演劇方面での＜天徳もの＞としては、並木正三等の歌
舞伎『天竺徳兵衛聞書往来』（宝暦七年）が早い。また、この影響下に書かれた近
松半二・竹本三郎兵衛の合作浄瑠璃『天竺徳兵衛郷鏡』（宝暦十三年）は、半二が
立作者として初めて執筆した記念すべき作でもあり、小池章太郎氏は「後続の天竺
徳兵衛物の構想の基盤が定まり、現行歌舞伎の『音菊天竺徳兵衛』にいたる所作
に、多大な影響を及ぼしている」▼2とする。さらに歌舞伎『天竺徳兵衛故郷取楫』
（明和五年）を経て、鶴屋南北の『天竺徳兵衛韓噺』（文化元年）、『彩入御伽
草』（文化五年）、『阿国御前化粧鏡』（文化六年）と南北一流の綯い交ぜ狂言を
生み、明治二十四年の『音菊天竺徳兵衛』以来現在に至るまで、＜天徳＞は七十回
を越す上演が行なわれてきたのである▼3。これらの作品についてここで比較検討を
する余裕はないので、くわしくは『歌舞伎細見』▼4や、『鶴屋南北全集』第一巻解
題▼5、小池正胤「いわゆる「天竺徳兵衛」ものについてのノート」▼6などについて
いただきたい。ただ注意すべきは、天竺徳兵衛の妖術が巳年巳月巳日巳刻に生まれ
た＜女＞の生血によって破られるという趣向で、やはり蛇との対立抗争に蝦蟇の妖
術が破られるという構想を持つのである。そして対置された蛇性は、やはり＜女＞
の属性なのであった。 
　一方、蝦蟇の妖術が＜天竺＞帰りの＜徳兵衛＞と結び付いた事由については、す
でに松田修「歌舞伎、聖なる逆説－コード「天竺」の意味するもの－」▼7や、廣末
保「蝦蟇と妖術と反逆と船頭」▼8などに卓越した示唆的言及がある。 
　これらグロテスクな蝦蟇をめぐる伝奇的世界は、歌舞伎だけではなく草双紙や読
本の本領とするところでもあった。京伝の合巻『敵討天竺徳兵衛』（文化五年、豊
国画、伊賀屋板）は純友の末流である天竺徳兵衛が肉芝道人から授かった蝦蟇の妖
術を駆使して御家再興と足利家滅亡の陰謀を企てるが、妖術封じの蛇によって失敗
するという筋立になっている。これに別趣向を加えて書き換えた切附本に『報讐海
士漁舟』（岳亭梁左作、芳春画、安政期）がある。 
　また＜徳兵衛＞という名から連想して曾根崎心中に付会した合巻に、京伝の『天
竺徳兵衛＼お初徳兵衛・ヘマムシ入道昔話』（文化十年、国直画、泉市板）があ
る。同じく京伝の『尾上岩藤＼小紫権八＼天竺徳兵衛・草履打所縁色揚』（文化十
二年、美丸画、岩戸屋板）は、世界を鏡山に求めて小紫権八譚と綯い交ぜにしたも
のである。『天竺徳兵衛』（出子散人作、國久画、文久元年山亭秋信序）、序題は
「天竺徳兵衛蟇夜話」とあり、柱刻は「がま」、表紙を換えた後印本だと思われる
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（鈴木俊幸氏蔵）。これらの草双紙は、南北の芝居などによって定着した天竺徳兵
衛像を利用して、ほかの趣向と取り混ぜて構想されたのである▼9。 
　また＜正本写＞と呼ばれる上演された歌舞伎の筋書き合巻がある▼10。天保三年八
月に河原崎座で上演された『天竺徳兵衛韓噺』を、配役通りの役者似顔を用いて紙
上に再現した『天竺徳兵衛韓噺』（天保四年、夷福亭主人作、国芳画）もまた＜正
本写＞である。「狂言堂如皐原稿・柳水亭種清綴合、梅蝶楼国貞画図・国綱補助」
という『入艤倭取楫』全三編各二冊（安政四年、紅英堂板）は、同年春の森田座上
演『入船曾我倭取舵』を綴ったもので、「市川市蔵が大坂から下つて来た、お目見
得の天竺徳兵衛で、例の薩摩武士が舞台へ切り込んだといふ、有名な芝居である。
馬琴の『頼豪阿闍梨恠鼠傳』が搦めてあつて、ひどく複雑なだけに、芝居では完結
してゐないのを、草双紙では手際よく終りを纏めてある」▼11というもの。 
　読本の方で管見に入ったのは為永春水の『天竺徳瓶仙蛙奇録』全三編（嘉永四～
安政五年＜序＞、柳川重信画、河内屋茂兵衛板。初印本未見）くらいのもので、天
竺徳兵衛を扱った作品はあまり多くはないようだ。 
　これらの作品を通じて、天竺徳兵衛という蝦蟇の妖術使いが反逆者として形象化
されていく背景に、天草四郎の幻影が垣間見える。「はらいそ〓〓」などという奇
妙な呪文に象徴される了解不能の異文化に触れた超能力者＝反逆者という共通点だ
けでなく、グロテスクな蝦蟇を使役するのは美少年がふさわしかったはずだからで
ある。と同時に、島原の乱は、御家騒動のスケールを拡大させる趣向としても恰好
であったとも思われる。  
 
　　四　天徳の影響  
　南北の＜天徳＞は後続作に大きな影響を与えている。たとえば、京伝の読本『桜
姫全伝曙草紙』（文化二年十二月、豊国画）の登場人物の一人に蝦蟇丸という蝦蟇
使いの悪者がおり、「元来海賊（木冠者利元）の子」（巻三第十二）として設定さ
れている。そして「空中より一つの小蛇あらはれ出で、がま丸に飛びつき、右の腕
にまとひつきけるが、忽ち腕しびれて打つことあたはず。しばし惘然として心たゆ
み……忽ち倒れて死してけり」（巻五第十七）という具合に、やはり蛇に破れるの
である。京伝は＜天徳＞が気に入っていたと見え、随分と多くの作品で趣向化して
いる。この『曙草紙』でも、蝦蟇丸が鷲尾義治の首級を口にくわえて水門より逃走
する場面の挿絵などには、南北の舞台（吉岡宗観邸裏手水門の場）を彷彿とさせる
ものがある。 
　さらに従来は『離魂記』を引いて、双面として説明されてきた結末における二人
桜姫（一体二形）の趣向も、『天竺徳兵衛郷鏡』四段目で徳兵衛の妖術によって折
枝姫の姿が二つになる趣向と関係がありはしないか▼12。『曙草紙』の主筋の展開で
はなく、細かい趣向に＜天徳＞の影が見られるのである。 
　一方、京伝の読本『善知安方忠義傳』（文化三年十二月、豊国画）では、『元亨
釈書』第十八「尼女」や『前太平記』巻十八「如蔵尼〓平良門之事」、巻十九「平
良門蜂起付事多田攻之事」を利用し、いわゆる滝夜刃姫伝説を作り出している。題
名ともなり、本来は主筋であるはずの善知鳥の伝承を用いた筋はさて措いて、実質
的な主人公ともいうべき将門の子である良門（幼名平太郎）に注目したい。一連の
蝦蟇のモチーフは次のように組み立てられる。筑波山に登って「肉芝仙（蝦蟇仙
人）」に出会った良門は、そこで自分が将門の嫡子であることを知らされ、蝦蟇の
妖術を授かる。忽ち父の仇を討ち天下を略奪せんという企てを立て、姉である如月
尼も蝦蟇の妖術で同調させてしまう。如月尼は滝夜刃姫と名乗って相馬内裏に君臨
し、良門は同士を募るために旅に出て、仮に賊主となり妖術を駆使する。という具
合である。残念ながら『善知安方忠義傳』は未完で中断したが、松亭金水が嘉永二
年に二編、万延元年に三編を書き継いでいる。 
　『前太平記』の世界から良門の一代記を組み立てた先行作としては、すでに十返
舎一九の中本型読本『相馬太郎武勇籏上』（文化二年）があるが、蝦蟇の妖術は使
われていない。鈴木敏也氏が本作など京伝読本の位置について「近世浪漫派小説の
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展開に当たって、建部綾足から滝沢馬琴に至る中間に残した足迹はかなりに大き
かった」▼13と述べるように、蝦蟇の妖術を『前太平記』の世界（伊賀寿太郎の活躍
や頼光伝説の反映も見られる）に付会した趣向は、京伝読本の中にあってはスケー
ルが大きく面白い。当然、後塵を拝した作品は多く、文化五年三月大坂で浄瑠璃
『玉黒髪七人化粧』に仕組まれ、天保七年七月には江戸市村座で『世善知鳥相馬舊
殿』が上演されている。 
　合巻の方では、馬琴の『相馬内裡後雛棚』（春亭画、泉市板、文化八年刊）や、
京伝自身が『親敵うとふ之俤』（豊国画、鶴喜板、文化七年）を書いており、さら
に京山が合巻化した『外ヶ濱古　跡うとふ物語』全六編（芳虎画、錦森堂板、嘉永
四～文久元年）もある。一方、鈍亭魯文の中本型読本『平良門蝦蟇物語』（芳幾
画、万延元年刊）は、その前半部を『善知安方忠義傳』から丸取りしている。  
 
　　五　阿古義物語  
　式亭三馬にも蝦蟇の妖術を趣向化した読本がある。文化七年刊の『流轉數廻阿古
義物語』（前編四巻五冊、豊国・国貞画）である。とくにまとまった挿話を形成し
ているのは巻之三第八齣「天城に登りて術を練る」から巻之四「耶魔姫の怪異」ま
でで、およそ次のような筋である。 
強盗白波雲平は天城山に登り、出会った少女に一軒の家に案内された。そ
の家の主は泰衡の娘で耶魔姫という美女であった。雲平はこの美女と契り
を結ぶ。やがて耶魔姫が蝦蟇の妖術に長けていることを知った雲平は、そ
の仙術の伝授を強く乞う。すると耶魔姫はどんなことでも耐えていいなり
になれと要求する。これを承諾すると、 
……妾がするにまかせて。克く忍び給へよとて。別間に誘ひけ
るが。まず雲平を裸体にして。高手に縛め。廊下の天井に強く
釣り上げ。走馬燈のごとくくる／＼と回しつゝ。藤蔓巻たる堅
木の棒にて力にまかせて撃つ程に。雲平痛堪がたく。あまりの
苦しさに。ゆるし給へと叫びければ。耶魔姫莞尓と打咲て。然
らば術をば授けがたしとあるに。雲平やむことを得ず堪居れ
ば。撃つ事五十杖に及び。皮裂て肉をあらはし。眼眩きて悶絶
せり。其時丹薬をあたへてひとたび甦しめ。再び擲つ事五十杖
に到れば。素のごとく息絶たり。斯する事三百杖にして。雲平
泥のごとくになり。さらに人事を弁へず。再び丹薬をあたへけ
れば。雲平甦りて素のごとし。（巻之三) 
蝦蟇仙人の法を得るためには、この仙丹に千載経りし蝦蟇の脂と、嫉妬に
狂う女の怒気溢れる生血とを加えて服せばよいと教える。折しも嫉妬に
狂った雲平の妻沖津が耶魔姫の妖術によって導かれてくる。そこで、雲平
は沖津を惨殺し、その鮮血と蝦蟇の脂を仙薬に加えて飲み干す。その時、
傍らの蝦蟇の死骸にも鮮血がかかったので、沖津の執念が蝦蟇に還着して
しまい、その後執拗に雲平に祟ることになるのである。（巻之三) 
雲平は仙術を習得したが、どうしても耶魔姫には及ばない。そこで耶魔姫
を殺そうとするが、悟られ逆に取り囲まれてしまう。すると耶魔姫は、実
は天竺摩迦陀国柯葉林に穴居する玉芝道人であることを告げる。いまから
下総に帰り賊主となって、蝦蟇の妖術を伝え人々を魔道へ導けと命じ、そ
の身は一条の虹となって虚空遥かに飛び去った。すると、いままで宮殿だ
と思っていたのは廃屋であり、大勢の侍女と見えたのも朽ちた木像や古仏
の類であった。（巻之四第九) 
　この＜天井に吊された赤裸の男を鞭打つ美女＞の到錯した頽廃性は、三馬の病ん
だ精神の反映ではない。なぜなら江戸読本に繰り返し描かれてきた＜縛られた赤裸
の女を鞭打つ場面＞▼14を逆転させたにものに過ぎないからである。 
　三馬は数多くの先行作の趣向をいく重にも重ねることによってのみ、絢爛たる＜
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江戸読本＞的な世界を創り出すことに腐心していた▼15。つまり売れることを目指
し、読本にかかる趣向を要求した読者に迎合した三馬のサーヴィス精神が、いかん
なく発揮された作品なのである。文化期における伝奇小説（読本と合巻）の流行に
ついては、有名な文化五年の通達「合巻作風心得之事」を挙げるまでもなく、剛悪
残虐怪奇趣味なのであった。とにかく三馬にしてみれば初めての（結果的には唯一
の）読本でもあり、見返しに用いた銅版風細密画の意匠（初板本のみに存）などを
含めて、精一杯の趣向を凝らしたつもりなのであろう。ここでは触れる余裕がな
かったが、本書の別名にもなっている「大磯十人切り」や、狐の璧をめぐる怪異、
嫉妬した女の執念が小蛇と男に憑くいわゆる蛇道心譚、蜂の報恩譚等々、およそ思
い付く限りの＜江戸読本＞らしい趣向を盛りだくさん詰め込むことによって、この
作品ができ上がっているのである。そして、＜江戸読本＞であるための様式的体裁
として、こけおどしの引用書目一覧を挙げることも忘れなかった。ところが「此よ
み本はづれ」（『式亭雑記』）だったらしく、各巻末に丁寧に後編の筋立てを予告
して記しながらも後編は書か（書け）なかったのである▼16。 
　馬琴は他見を憚って秘かに記した『阿古義物語』に対する難評『驫鞭』で▼17、 
邪魔姫が引裂捨たる蝦蟇の殻へ沖津か寃魂入りて後々雲平を悩し蝦蟇瘡を
疾するといふよしも前後とゝのはぬ物かたり也。いかにとなれは邪魔姫は
蝦蟇によりて幻術を行ふもの也。雲平彼レに従ひて又蝦蟇の妖術を得たら
んには蝦蟇は則邪魔姫にして雲平が惡を助くるものも又蝦蟇也。しからは
耶魔姫が血をとりたる蝦蟇の死骸へ沖津が魂魄還着すべうもあらず。天竺
徳兵衛といふ歌舞伎狂言にも蛇をもて蝦蟇の妖術を折くよし也。 
と、構想の不整合性に言及している。三馬の構成力が弱いといわれるのは、このよ
うな部分で、読者との共通基盤である伝承的論理から離れてしまうからなのであ
る。ここまでに見てきたほかの作品における蝦蟇のモチーフからも外れた趣向に
なっている。 
　さて要約を示した部分の典拠として、明和七年刊の『席上奇観垣根草』一之巻
「伊藤帯刀中将重衡の姫と冥婚の事」、および四之巻「薮夢庵鍼斫の妙遂に道を得
たる事」が指摘されている。それも「絵入文庫本で約七頁余りがそつくり垣根草の
原文のままであるといふ、ひどい剽窃」▼18なのである。ほかにも浄瑠璃『田村麿鈴
鹿合戦』などが挙げられている▼19が、南北の『阿国御前化粧鏡』の指摘は見かけな
い。一瞬のうちに廃屋になる箇所の挿絵、「耶魔姫妖術火速扮二枚続」（巻之四）
は、南北の舞台を視覚的に趣向化したものであろう。 
　しかし、たとえこの『阿古義物語』が売れなかった作品であろうと、馬琴が八ツ
当り的に三馬の学問のなさを攻撃しようと、辻褄の合わない部分があろうと、とに
かくきわめて＜江戸読本らしい＞と三馬が判断した、ありとあらゆる趣向が詰め込
んであるという意味で、大層面白い作品なのである。同時にこれらの欠点は、あま
りにも多くの先行作を取り込もうとした構想自体に無理があったのであるが、どち
らかといえば、その方法は草双紙の行き方であった。また、伝承の約束に無頓着な
蝦蟇の妖術の取り入れ方にしても、結果的には江戸読本らしからぬ一編にしてし
まったのである。なお春水の手になる後編は（国安の挿絵はちょっといただけない
が）予告通り比較的巧くまとめられ、一応完結に至っている。  
 
　　六　自来也物の展開  
　蝦蟇の妖術をモチーフとする作品の白眉は、何といっても＜自来也＞である。 
　以下、管見に入った＜自来也もの＞を、便宜上ＡＢＣ……と記号を付し、［　］
内にジャンルの略称を、［読］読本、［歌］歌舞伎、［浄］浄瑠璃、［合］合巻、
［切］切附本、［端］端歌、［講］講談のごとく示して年代順に列挙した。ただ
し、原則として同題の芝居の再演は一切省き、明治以降はとくに目についた作品だ
けを挙げた▼20。 
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Ａ［読］報仇竒談自來也説話（鬼武作、高喜斎校、北馬画、中村藤六板、
文化三年） 
Ｂ［読］報仇竒談自來也説話後編（鬼武作、北馬画、吉文字屋市左衞門
板、文化四年） 
Ｃ［歌］柵自来也談（大坂角芝居、近松徳三・奈賀篤助・市岡和七作、文
化四年九月） 
Ｄ［浄］自来也物語（大坂角芝居、並木春三・芳井平八作、文化六年八月
十四日～） 
Ｅ［歌］柵自来也物語（江戸森田座、文化七年四月） 
Ｆ［合］聞説女自来也（東里山人作、勝川春扇画、文政三年） 
Ｇ［合］児雷也豪傑譚（美図垣笑顔他作、国貞他画、甘泉堂板、天保十～
慶応四年） 
Ｈ［歌］児雷也豪傑譚話（河原崎座、黙阿弥作、嘉永五年七月） 
Ｉ［合］児雷也豪傑譚（美図垣笑顔他作、国貞他画、甘泉堂板、嘉永六年
全面改刻） 
Ｊ［歌］児雷也（大坂中芝居、安政元年八月） 
Ｋ［切］緑林自来也実録（鈴亭谷峨作、芳盛画、吉田屋文三郎板、嘉永七
年八月序） 
Ｌ［歌］児雷也後編譚話（河原崎座、黙阿弥作、安政二年五月） 
Ｍ［歌］報讐自来也説話（中村座、安政二年九月） 
Ｎ［合］自来也物語（柳水亭種清作、国貞・国郷画、甘泉堂板、安政三改
印・四年） 
Ｏ［端］はうた一夕話（歌沢能六斎＜二世谷峨＞編、安政四年） 
Ｐ［歌］けいせい児雷也譚話（大坂角芝居、八十助・当七・金史朗、元治
元年一月） 
Ｑ［歌］三国一山曾我鏡（守田座、明治四年正月） 
Ｒ［合］児雷也豪傑物語（竜亭是正作、桜斎房種画、岡田板、明治十七
年） 
Ｓ［講］兒雷也（神田伯治講演、吉田欽一速記、由盛閣板、明治二十九
年） 
Ｔ［講］妖術兒雷也物語（史談文庫34、蒼川生著、岡本偉業館、大正三
年） 
　さてＡＢの『自來也説話』は「自来也」の名が出る最初の作品である。鬼武の作
品の中では一番有名であるが、「二流作家の構成散漫文章稚拙の作品」▼20という評
価のせいか、まとまった作品論は備わっていない。逸早く、宋の『諧史』に見える
「我来也」という中国典拠を指摘したのは、柳下亭種員である▼21。小川陽一『三言
二拍本事論考集成』▼22によれば、譚正璧氏が『説郛』巻第二十三、『西湖遊覧志
余』巻二十五に所収していることを指摘しているという。また馬琴は、文化八年刊
の随筆『燕石雑記』巻五上之九「我来也」で『類書纂要』巻廿一を節録し、「引く
ところの書名を挙げず。これ明人の癖なり」と記している。また大正十一年に岡本
綺堂が「喜劇自来也」（一幕、大正十三年初演）で、原話『諧史』の持つ笑話的な
趣向を巧妙に脚色しているし、随筆「自来也の話」▼23では洒脱な翻訳を試みてい
る。 
　いまだ指摘されていないと思うが、関連作として『二刻拍案驚奇』三十九「神偸
寄興一枝梅侠盗慣行三昧戯」を挙げたい。巻頭の詞に、 
劇賊從來有賊智　大盗賊は昔から賊智に長けているもので 
其間妙巧亦無究　その悪知恵はすぐれて巧妙なものである 
若能収作公家用　もし盗賊を集めて御国の為に働かせたら 
何必疆場不立功　きっと戦場で功名を挙げるにちがいない（高木訳) 
とあり、この巻全体の主題が提示されている。入話（枕）では「我来也」の話が
「孟嘗君が三千人の食客を養っていた話」（『史記』巻七十五列伝第十五）と並べ
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られ、本話でも本朝の鼠小僧のような義賊が役人の不正を惨々に懲らすという展開
になっている。残念ながら大庭脩『江戸時代における唐船持渡書の研究』▼24に『二
刻拍案驚奇』が発見できないし、江戸期における輸入が確認できないので、これが
直接『自來也説話』に影響を与えているとは断言できない。しかし単なる笑話とし
ての巷説である『諧史』よりは、小説的な結構を持っている点で「自来也」に近い
ようだ。「『諧史』によるところは人名と脱獄の智計の箇所程度」▼25なので、義賊
小説としての構想上の典拠として考慮の余地があろう。どう考えても「自来也」
を、鬼武の創作した虚構とは考え難いからである▼26。  
 
　　七　児雷也豪傑譚  
　Ｇ『児雷也豪傑譚』は、全四十三編（天保十～慶応四年）に及ぶ長編続き物合巻
中の雄編だが、それでも未完のままで終っている。出板事情が大変に複雑なので、
次に一覧表にして整理してみた。続帝国文庫『児雷也豪傑譚』（博文館、一八九八
年、明治三十一年）は、四十一編までの翻刻であるが、実際は四十三編まで出てい
る。なお板元は、すべて芝神明前の甘泉堂和泉屋市兵衛である。よって表には記さ
なかった▼27。 
　　 　編 　刊　　年　　作　　者　　画　工　　備　　考 
　　　初編　天保十年　　美図垣笑顔　国貞　　　嘉永六年全部改刻再板 
　　　二編　天保十二年　美図垣笑顔　国貞　　　嘉永六年全部改刻再板 
　　　三編　天保十二年　美図垣笑顔　国貞 
　　　四編　天保十三年　美図垣笑顔　国貞 
　　　五編　天保十四年　美図垣笑顔　三世豊国　弘化三年に改題改修
「緑林豪傑譚」似顔無 
　　　六編　弘化三年　　美図垣笑顔　三世豊国　「緑林豪傑譚」似顔無 
　　　七編　弘化四年　　美図垣笑顔　三世豊国　一筆庵溪斎英泉序 
　　　八編　弘化五年　　美図垣笑顔　三世豊国　一筆庵主人作 
　　　九編　弘化五年　　美図垣笑顔　三世豊国　一筆庵主人作 
　　　十編　嘉永二年　　美図垣笑顔　三世豊国　一筆庵主人作 
　　十一編　嘉永二年　　美図垣笑顔　三世豊国　一筆庵主人作 
　　十二編　嘉永三年　　柳下亭種員　三世豊国 
　　十三編　嘉永三年　　柳下亭種員　三世豊国 
　　十四編　嘉永三年　　柳下亭種員　三世豊国 
　　十五編　嘉永四年　　柳下亭種員　三世豊国 
　　十六編　嘉永四年　　柳下亭種員　国輝 
　　十七編　嘉永四年　　柳下亭種員　国輝 
　　十八編　嘉永五年　　柳下亭種員　国輝 
　　十九編　嘉永五年　　柳下亭種員　国輝 
　二 十 編　嘉永五年　　柳下亭種員　国輝 
　二十一編　嘉永六年　　柳下亭種員　国輝 
　二十二編　嘉永六年　　柳下亭種員　国輝 
　二十三編　嘉永六年　　柳下亭種員　国輝 
　二十四編　嘉永七年　　柳下亭種員　国輝 
　二十五編　嘉永七年　　柳下亭種員　国輝 
　二十六編　安政二年　　柳下亭種員　国輝 
　二十七編　安政二年　　柳下亭種員　国光　　　国輝改め国光 
　二十八編　安政二年　　柳下亭種員　国光　　　国輝改め国光 
　二十九編　安政三年　　柳下亭種員　国盛 
　三 十 編　安政四年　　柳下亭種員　国盛 
　三十一編　安政四年　　柳下亭種員　国盛 
　三十二編　安政五年　　柳下亭種員　二世国貞 
　三十三編　安政五年　　柳下亭種員　二世国貞 
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo33.html (8/12)2007/04/17 14:52:55
戯作者たちの＜蝦蟇＞
　三十四編　安政六年　　柳下亭種員　二世国貞 
　三十五編　安政六年　　柳下亭種員　二世国貞 
　三十六編　安政六年　　柳下亭種員　国芳 
　三十七編　安政七年　　種員遺稿　　芳房　　　柳水亭種清補 
　三十八編　万延二年　　種員遺稿　　国芳　　　柳水亭種清補 
　三十九編　文久二年　　種員遺稿　　芳幾　　　柳水亭種清補 
　四 十 編　文久三年　　柳水亭種清　芳幾 
　四十一編　文久四年　　種員遺稿　　芳幾　　　柳水亭種清補 
　四十二編　元治二年　　柳水亭種清　二世国貞　「帝文」欠大団円を補 
　四十三編　慶応四年　　柳水亭種清　二世国貞　改印広告は慶応二寅 
　最初の作者である美図垣笑顔は通称美濃屋甚三郎といい、一時は書肆（涌泉堂）
として『八犬傳』の出板に携わったが、経営に失敗し廃業した人物。本作が鬼武の
『自來也説話』によったことはもちろんであるが、当時流行していた読本の抄録合
巻とは、まったく別の行き方で書かれている。つまり筋を次第に改変して発展させ
ているのである。その経過については、第二十編序で、 
前巻にも言此書元稿は美圖垣大人にて中頃は一筆菴の著述なり。綴繼ゆゑ
にや英泉子に至て文中聊誤あり。一度兒雷也が手に帰入藥篭を勇見之助が
復所持し殺害されし母梢を存生様にいひ且尾形弘澄は筑紫の城主と二編に
あるを越後の領主なりとせり。予は笑顔子の條に傚て則肥後の國人とす。
此他初編に紛失まゝなる吹雪形染の茶入をいだし五編より後行衛闇老婆於
強を尋て用ゐ彼是と補綴すれども惠吉といふは弘行が義理ある妹深雪が僞
名そを別人のごとくしるせし。これのみは亦補正がたし。さはいひつ錯乱
ながらも藥篭の事と死たる人を生るにかきしは最興あり。藥に依て回生と
看ばなか／＼頗妙文。一筆菴が無二筆の名誉を讃美するの余り叙詞に換て
誌なりけり。 
　　　嘉永壬子年正月 
柳下亭種員識　
と種員が愚痴っている通り、はなはだ錯乱が多いのである。それでも種員になって
からはまだよいのであるが、登場人物の関係図を控えながら読み進んでいても、筋
がわからなくなることがある。ということは、実は読み方が間違っているに相違な
い。出板年次を見てわかるように、毎年何巻ずつかまとめて出されるので、その限
られた範囲の場面性に趣向の奇抜さを求めればよいのであろう。もちろん、その背
景に児雷也の確乎たるイメージが完成していたからこそ可能だったのである。 
　また後半部で、すでに文政二年の種彦合巻『国字小説三蟲拇戦』が存するのでは
あるが、有名な蝦蟇と大蛇と蛞蝓の＜三すくみ＞の趣向を立てている。ところが善
悪の色分けは、はなはだ曖昧である。少なくとも最初、児雷也は公権力に対しては
紛れもない山賊であった。ところが後になると大蛇丸討伐の御教書を貰い、文字通
り公権力御墨付きの勢力となってしまうのである。もっとも読者はヒーロー児雷也
の側から読んでいるわけだからよいのかもしれない。しかしながら、この荒唐無稽
な無節操さは草双紙だからこそ許されることであり、読本ではちょっと考えられな
い仕組みであった。いずれにしても、我々が持っている大蛇丸と対抗し、蛞蝓の仙
術を使う綱手を妻とし、蝦蟇の妖術を使うという児雷也のイメージは、この合巻が
創出したものである。 
　本作四十三編を通じて出てくる児雷也の変名を挙げれば、太郎・雷太郎・實夢上
人・周馬廣行・鶴若・白抄・乗雲……という具合で、文字通りの変幻自在ぶりを発
揮している。またすでに指摘されているように、種彦の『偐紫田舎源氏』を意識し
た部分も多いし、後半は『八犬傳』風の展開にもなっており、まとまらないが故の
魅力は計り知れない。 
　ところで、これらの作品が自来也の出自を筑紫の城主尾形左衛門弘澄の遺児とし
ている点は、はなはだ不審である。なぜなら尾形（緒方）氏には三輪山伝説と同型
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo33.html (9/12)2007/04/17 14:52:55
戯作者たちの＜蝦蟇＞
の始祖伝承があり、『源平盛衰記』にも、蛇の子の末を継ぐ尾形三郎として記され
ているからである▼28。蝦蟇の妖術を授かり蛇と対決すべき自来也がなぜ「尾形」氏
なのか。単に伝承的な論理に無頓着なだけなのであろうか。不可解である。  
 
　　八　伝承の論理  
　また思えば、この＜蝦蟇文学史＞には馬琴の作品が登場してこない。馬琴の紡ぎ
出したアニミズム的作品世界にあっても、蛇と鳥、雉と犬、鼠と猫などという二項
対立的トーテムは比較的頻繁に趣向化されているのに、蛇と蝦蟇の対立関係は見当
たらない。蛇の両義性と蝦蟇の曖昧な性格のせいであろうか。 
　ここまで見てきたように、蝦蟇の対偶となるのは蛇である。蝦蟇の妖術が＜妖＞
である以上は＜善＞ではあり得ない。すなわち「妖は徳に勝たず」▼29なのである。
蛇は両義性を持ってはいるが、とても＜徳＞とはいえない。むしろ逆に＜邪＞であ
り＜淫＞であり＜悪＞なのである。つまり、このように考えると、蝦蟇の＜妖＞と
蛇の＜邪淫＞との葛藤もあり得るかもしれないが、それこそ「勧懲正しからぬ」仕
組みになってしまう。馬琴が蝦蟇の趣向に積極的でなかったのも、あるいはこのよ
うな理由によるのではなかろうか。 
　ただ名詮自性の方法の一環として『南總里見八犬傳』では「蟇六」などという人
物が登場する。また、妖賊蟇田素藤（と妖尼妙椿）が妖（幻）術を駆使する点など
も、「蟇」の一字に存する妖術と繋がるイメージを利用したのである。それのみな
らず蟇田素藤が胆吹山の山塞を本拠とする盗賊但鳥業因の子である点も興味深い。
妖術から山賊へ繋がるイメージは、すでに『傾城島原蛙合戦』の七草四郎に前例が
存するからである。「四郎が術は鬼神も同然、酒呑童子以来の朝敵……」とあった
ように、蝦蟇の妖術は反逆者天草四郎、さらには酒呑童子（伊吹童子）へとイメー
ジが連続しているのである。このイメージ連合が記されるのは、テキストでいえば
『前太平記』であった。馬琴読本の中では、むしろ前期の部類に入る悪漢小説風の
『四天王剿盗異録』（文化三年）も、世界は『前太平記』であり、妖術が趣向化さ
れていた。 
　ただ、馬琴における決定的な相違は、蛇を対置しなかった点である。伝承的な論
理を巧く作品構想に利用し、そこから逸脱した趣向をたてることなく、排除すべき
部分を明確に心得ていたのであった。  
 
注 
▼1 木村八重子「蛙に乗った七草四郎」（「たばこと塩の博物館研究紀要」四号＜
江戸の出版文化―版本とその周辺―＞、一九九一年）は、『傾城島原蛙合戦』によ
る黒本『新板蛙合戦ゑづくし』から末期合巻までに見られる蛙に乗った七草四郎像
を通観し、天徳、児雷也への系譜を跡付けている。 
▼2 小池章太郎「解題」（未翻刻戯曲集５『天竺徳兵衛郷鏡』、国立劇場芸能調査
室、一九七九年）。 
▼3 「上演年表」（上演資料集248、国立劇場芸能調査室、一九八六年）。 
▼4 飯塚友一郎編『歌舞伎細見』（第一書房、一九二七年）。 
▼5 郡司正勝「解題」（『鶴屋南北全集』一巻、三一書房、一九七一年）。 
▼6 小池正胤「いわゆる「天竺徳兵衛」ものについてのノート」（「言語と文芸」
八十号、一九七五年）。 
▼7 松田修「歌舞伎、聖なる逆説－コード「天竺」の意味するもの－」（「国文
学」二十巻八号＜歌舞伎－バロキスムの光と影－＞、學燈社、一九七五年六月）。 
▼8 廣末保「蝦蟇と妖術と反逆と船頭」（『辺界の悪所』、平凡社、一九七三
年）。 
▼9 郡司正勝「治助・京傳・南北―劇と小説の交流について―」（『郡司正勝刪定
集』一巻、白水社、一九九〇年、初出は一九五九年）。 
▼10 鈴木重三「合巻について」（文化講座シリーズ９、大東急記念文庫、一九六一
年）。 
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▼11 渥美清太郎「歌舞伎小説解題」（「早稲田文学」261号、一九二七年十月）。 
▼12 ちなみに贅言すれば、高井蘭山の『繪本三國妖婦傳』全三編（享和三～文化二
年、北馬画）の下編巻三でも、妖狐によって那須八郎宗重の妻が一体二形になると
いう怪異が描かれている。 
▼13 鈴木敏也「「善知鳥安方忠義傳」の素材・構成など」（『日本文学論纂』、一
九三二年、明治書院）。 
▼14 具体的な例は枚挙に遑がないが、振鷺亭の『千代嚢媛七變化物語』（文化五
年、北馬画）や芍薬亭長根の『國字鵺物語』（文化五年、北斎画）の挿絵は酷い。 
▼15 この部分に関しては『椿説弓張月』で白縫が夫の敵に拷問を加える段や、『浮
牡丹全傳』の「荒屋敷」の一段が想起される。 
▼16 後編は文政九年になって三馬の予告を忠実に敷衍して為永春水が出している。 
▼17 早稲田大学図書館蔵。『曲亭遺稿』（国書刊行会、一九一一年）に翻刻存。 
▼18 後藤丹治「読本三種考証」（「学大国文」六号、一九六二年）。 
▼19 本田康雄『式亭三馬の文芸』（笠間書院、一九七二年）。 
▼20 以下の資料を参考にした。国立劇場芸能調査室編「児雷也豪傑譚話」（上演資
料集114、一九七五年三月）、中村幸彦「「児雷也」成立の文学的背景」（歌舞伎公
演「筋書き」、一九七五年三月）、向井信夫「「児雷也豪傑譚」くさぐさ」（歌舞
伎公演「筋書き」、一九七五年三月）、川崎市蔵「鈴亭谷峨作「自来也」にみえる
識語」（「日本古書通信」454、一九八二年二月）、小池正胤「合巻の研究（一）い
わゆる「児雷也」ものについて」（「東京学芸大学紀要第二部門人文科学」二十七
集、一九七六年二月）。 
▼21 「児雷也豪傑譚」二十五編序（嘉永七年刊）。『諧史』は『小説筆記大観』で
見ることができる。 
▼22 小川陽一『三言二拍本事論考集成』（新典社叢書九、新典社、一九八一年）。 
▼23 岡本綺堂「自来也の話」（「演劇画報」、一九二五年五月）。 
▼24 大庭脩『江戸時代における唐船持渡書の研究』（関西大学、一九六七年）。 
▼25 鈴木重三「自来也説話」（『日本古典文学大辞典』三巻、岩波書店、一九八四
年）。 
▼26 前編内題下の「　感和亭鬼武著高喜斎校合」というのも気になるし、後編の出
板にまつわる上方と江戸の板元の混乱も何か釈然としないものを感じる。鬼武の＜
作＞ではない可能性を考えてみる必要があるかもしれない。 
▼27 鈴木重三「『児雷也豪傑譚』書誌考」（水野稔編『近世文学論叢』、明治書
院、一九九二年）は、従来六編と共に「弘化三年」とされていた五編の刊年につい
て、新出初板本を用いて詳細に考証を加えている。 
▼28 『平家物語』巻八緒環にも緒方惟義について似た話がある。 
▼29 大高洋司「馬琴読本の一展開－『四天王剿盗異録』とその前後－」（「近世文
芸」三十九号、日本近世文学会、一九八三年十月）。  
 
# 『江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－』（ぺりかん社、1995）所収  
# Copyright (C) 1995-2007 Gen TAKAGI  
# この文書を、フリーソフトウェア財団発行の GNUフリー文書利用許諾契約書  
# バージョン1.2 が定める条件の下で複製、頒布、あるいは改変することを許  
# 可する。変更不可部分、及び、表・裏表紙テキストは指定しない。この利用  
# 許諾契約書の複製物は「GNU フリー文書利用許諾契約書」という章に含まれ  
# ている。　　　　　　　千葉大学文学部　高木　元　　tgen＠fumikura.net  
#　Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document under the terms of  
#　the GNU Free Documentation License, Version 1.2 by the Free Software Foundation; A copy of  
#　the license is included in the section entitled "GNU Free Documentation License". 
 
Lists Page　 
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo33.html (11/12)2007/04/17 14:52:55
戯作者たちの＜蝦蟇＞
 
 
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo33.html (12/12)2007/04/17 14:52:55
意味としての体裁 －俊徳丸の変容－
『江戸読本の研究』第三章 江戸読本の世界 
 
第四節 意味としての体裁 －俊徳丸の変容－ 
高　木　　　元　
 
　一　江戸読本の体裁 
　わが国の十九世紀小説を質量ともに代表する江戸読本。その魅力が伝奇的な起伏
に富んだ筋の運びだけではなく装幀や挿絵にも存することは、おそらく保存状態の
よい初印本に触れる機会を得た読者の一致した見解であろう。味気ない縹色無地表
紙で、いかにも書物然として流布していた十八世紀の浮世草子や前期上方読本に対
して、江戸読本は次第に色摺りで華やかな意匠を凝らした表紙を持つに至る。袋こ
そあっさりとした文字だけのものが多かったと思われるが、見返しにはさり気なく
内容に則した飾り枠などを用い、繍像には主な登場人物を描いてその運命を暗示す
る賛が入れてある。多くは漢文序を備え、目録は章回体小説に擬した独特の様式を
持ち、さらに本文中には時に刺戟的な画柄の挿絵が入れられていた。 
　このような江戸読本の気取った華やかさは、読者に対する本自体の自己主張とし
て意識的に造本された結果である。ひとたび手にとってみると、重ね摺りを施した
華麗な口絵は展開を暗示し、目録は大まかな筋を示し、さらに挿絵に一瞥を加える
と、もう読まずにはいられなくなるという具合に本が創られているのである。きわ
めて単純化してしまえば、同時期の草双紙が絵外題簽から錦絵風摺付表紙に移行し
ていったように、商品としての魅力を持たせるための所為と見做せるかもしれな
い。 
　しかし、作品内容と体裁とが不可分な関わりを持ちつつ各ジャンルを形成してい
た近世文芸にあって、比較的格調高く堅い雰囲気を保持しようとした江戸読本が、
なぜ派手な装いを持つに至ったのであろうか。おそらく〈読本〉という名称とは裏
腹に、単に筋を読むだけのものから、次第に口絵や挿絵という視覚的な要素の比重
が増し、現代の読者たちと同様に、モノとしての本自体の美しさをも愛玩するよう
になったからであろう。本というモノは本質的に手で弄んで読むものであり、単に
文字列が記されていればよいという実用品ではないのである。 
 
　二　俊徳麻呂謡曲演義  
　初板初印の美しい江戸読本が、摺りたてのきわめてうぶな状態で保存されている
作品の一つとして、広島市立図書館浅野文庫に所蔵されている振鷺亭主人作・蹄斎
北馬画の『俊徳麻呂謡曲演義(しゆんとくまるようきよくえんぎ)』（文化六年、石渡利助板）を
挙げることができる▼1。現存本としては『国書総目録』に僅か二本を見るに過ぎな
いし、『古典籍総合目録』にも登載されていないが、現在までに管見に入ったもの
は端本を含めて十三本余りある。これは江戸読本の残存本数からいえば平均的な数
字だと思われる▼2。 
　この本には謡本の体裁に擬した大層凝った装幀が施されている。半紙本五巻五
冊、栗皮色地に梅花氷裂を散らし、中央上部に長方形無郭の文字題簽「俊徳丸＼巻
之一＼亀の井＼まゝ子さん＼門法楽」と、巻一の第一回から第三回までの見出しを
曲名風に配置している。見返しには薄墨の飾り枠の内側を墨で潰し「謡曲演義俊徳
丸」と白く抜いてある。自序「俊徳丸艸序」には節付と胡麻点とを付け▼3、雅楽器
の意匠を用いた総目録を掲げている。これらは謡曲『弱法師(よろぼうし)』を強く意識
したものと思われるが、それにしても徹底した凝り方をしている。 
　さて、謡曲『弱法師』や説経『しんとく丸』（正保五年）に結実した俊徳丸の世界
は、次第にほかの世界と綯い交ぜにされて変容を遂げていった。浄瑠璃では謡曲
『富士太鼓』の筋を加えた『莠伶人吾妻雛形(ふたばれいじんあずまのひながた)』（享保十八
年初演）や、「愛護若(あいごのわか)」物の趣向を取り入れた『摂州合邦辻(せつしゆうがつ
ほうがつじ)』（安永二年初演）などがある。小説では富士浅間と俊徳丸を結びつけた先
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行作として享保十五年刊の八文字屋本『冨士浅間裾野櫻▼4』がある。振鷺亭はこれ
らの人口に膾炙した作品に題材を求めたのであるが、本作がこの八文字屋本によっ
ていることは、すでに柴田美都枝氏が指摘している▼5。だが、新たに書き加えられ
た趣向も多く、作品全体には〈鏡塚の由来譚〉としての枠組が与えられている。口
絵の最後に▼6、 
按本傳俊徳麻呂姓氏未詳蓋俟識者之後勘也。一書曰眞徳或作新徳百済王之
後裔稱山畑長者延暦年間之人也云云。時人稱其長者有徳而稱哉。今尚舊蹟
存于河州高安郡山畑村中。土人呼之鏡冢雖不載紀傳口碑勒尚矣。嗚呼旌俊
徳之美名永令為鑑萬代者乎。予此所記非稽査本拠。只掲出弱法師之謡曲以
属詞為覧話本者而作也。亦唯深耻虚譚吁於俊徳人其捨諸乎。 
と記してあるが、『河内志』の記述▼7や、『河内名所図會▼8』に見える、 
真徳麿の古跡　山畑村の中にあり。土人、鏡塚と呼ぶ。一説に、俊徳ある
いは新徳に作る。この人、姓氏分明ならず。あるが曰く、百済王の後にし
て、山畑長者と号し、延暦中の人なり。謡曲「弱法師」に見えたり。大坂
天王寺南門の外に真徳街道あり 
などという俗説により、俊徳丸を四天王寺救世観音の申し子で齋明王の弟調宰相の
太子調子丸の再誕とし、級照姫(しなてるひめ)を四天王寺庚申の申し子で前生を百齋王
敬福の娘として設定したものと思われる。 
　また、口絵には俗にいう死神として『首楞嚴經(しゆれうごんきやう)』から「癘鬼(れい
き)」を引いてその姿を描き、巻一の最後にある四丁続きの挿絵では、秘伝の巻物を
掴んだまま切り取られた腕▼9から煙が立ちのぼり、その中に『山海経』に「其ノ状
黄嚢ノ如。赤コト丹火ノ如。六ノ足四ノ翼アリ。渾敦トシテ面目無。是レ歌舞ヲ識
ル」とある「帝江」という奇態な天上之神の姿を描く。また挿絵でも『本艸綱目』
によるという「山獺(やまおそい)」や、「三尸」「九蟲」「三彭」「七魂」などの奇妙
な虫などの絵を出している。画工の北馬が跋文に、 
此書(このふみ)ハ元(もと)よりむかし物語(ものかたり)なんどの様(さま)なるべき
作者の意(こゝろ)ならねばたゞ俤子(わらはべ)の興(きやう)ある為(ため)にとて九
蟲(こゝのつのむし)なんどの形(かたち)も本草綱目(ほんぞうこうもく)の名目(めうも
く)のみに據(よ)り山獺(やまおそい)てふものも其状(かたち)を載(のせ)ざれバたゞ
おどろ／＼しう書(かき)なしつなべて繪虚事(ゑそらこと)と見侍(はべ)りてたび
てんかし 
と記す通り、これらは『冨士浅間裾野櫻』によったものではない。 
　このほかにも、詐術としての〓〓(かまゆで)の刑、恋文を運ぶ雁、入定塚の前での
ダンマリ模様、善悪邪正を映す善亀鏡という宝鏡、桓平白狐の子孫三足の白狐が妖
術を使っての仇討、波瀲(なぎさ)を惨殺すると腹中から傳胎知命という異形の虫が飛
び去り楽譜の一書を得る趣向などなど、実に江戸読本らしい伝奇的で血腥い趣向に
満ちた作品なのである。 
 
　三　冨士浅間裾野櫻  
　ところで、典拠として用いられた『冨士浅間裾野櫻』には『俊徳丸一代記』（天明
八年）という改題本がある。体裁は大本五巻五冊、外題角書には「新畫／圖入」とあ
る▼10。巻末に付された和泉屋卯兵衛の広告に、 
俊徳丸一代記(しゆんとくまるいちだいき)　ひらかな絵入五冊　俊徳(しゆんとく)
丸一生(いつしやう)日本の楽人(がくにん)住吉の冨士(ふじ)天王寺の浅間(あさま)
春藤(しゆんどう)仲光(なかみつ)夫婦(ふうふ)が忠臣(ちうしん)俊徳丸天王寺西門に
おひて参詣(さんけい)の人々に顔(かほ)をさらせし事迄いさいニ出ス 
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梅若丸(むめわかまる)一代記　ひらかなゑ入五冊　松若(わか)梅若兄弟(けうだい)
の事を出し母班女(はんぢよ)天狗(てんく)と契(ちぎり)をむすひ兄(あに)松若を取
もどせし事奥州(おうしう)角田川(すみだがは)の由来(ゆらい)等(とう)までくはし
くしるす 
愛護若(あひごのわか)一代記　ひらかな絵入五冊　あいごの若一生を委細(いさ
い)にし并継母(けいぼ)ざん言(げん)の事姫(ひめ)の成行ゑい山の阿闍梨(じやり)志
賀唐崎の一ツ枩の因縁(いんえん)迄いだす 
とあり、同時に三作の八文字屋本を改題改修本として出している▼11。これらの三作
には、序文と目録、挿絵を新たに作り直すというまったく同様の改修が加えられて
いる。享保末期から天明八年までには約五十年の年月を経過しており、板元も移っ
たのであるから化粧直しが施されても別段不思議はないのであるが、ただし加えら
れた改変の意味は一考に値する。まず、巻一の目録を並べてみる。 
冨士浅間裾野桜(ふじあさますそのゝさくら)　　一之巻 
　　　　目録 
第一　舞台(ぶたい)の調子(てうし)圖(づ)に乗(のつ)て来(く)る女中乗物(のりもの) 
　　　　大御堂(おほみだう)の荘厳(しやうごん)光輝(ひかりかゞや)く星月夜(ほしづ
きよ)鎌倉(かまくら)繁昌(はんじやう) 
　　　　よい種(たね)を薪捨(まきすて)て開(ひら)きかゝる我身の栄花(ゑいぐわ) 
　　　　表門(おもてもん)ハ悪(あく)の口明(くちあけ)裏(うら)へ廻(まは)る女の走
(はし)リ智惠(ぢゑ) 
第二　親子(おやこ)の縁(ゑん)を切(きり)艾(もぐさ)熱(あつ)さ覚る紙子(かみこ)の火
打(ひうち) 
　　　　吸付(すいつい)た乳守(ちもり)の大夫縁(ゑん)の有(ある)結(むす)ぶの帋子
姿(かみこすがた) 
　　　　家の秘曲(ひきよく)の傳受(でんじゆ)ハ請(うけ)ずに勘當(かんどう)を請
(うけ)た身 
　　　　恩愛(をんあい)の中垣(なかがき)いふにいはれぬ親子(おやこ)の義理詰
(ぎりづめ) 
第三　思ひもよらぬ災難(さいなん)身にかゝる縄目(なわめ)の恥(はぢ) 
　　　　望(のぞみ)ひらくる庭桜(にはざくら)花をふらす舞(まひ)の袖(そで) 
　　　　楽所(がくしよ)の障子(せうじ)さしてとる舞楽(ぶがく)の大事(だいじ) 
　　　　てん／＼と舞(まひ)の太鼓(たいこ)討手(うちて)ハしれぬ父(ちゝ)の敵(か
たき) 
　この浮世草子特有の言語遊戯的な凝った目録様式は、読んでも直ちに内容のわか
る書き方がなされていない。それが改題改修本では次のように変えられている。 
俊徳丸一代記(しゆんとくまるいちだいき)　　巻一 
　　　　　　目録 
一、北條(ほうでう)武蔵守(むさしのかみ)平高時(たいらのたかとき)安部長者(あべの
てうじや)を召(め)さる事 
一、楽人(がくにん)冨士(ふじ)が妻女(さいぢよ)乗打(のりうち)家老(からう)口論(こう
ろん)の事 
一、冨士(ふじ)信吉(のぶよし)が家形(やかた)へ来(きた)る事 
一、冨士(ふじ)が一子(いつし)左京之進(さきやうのしん)勘気(かんき)のわびする事 
一、萬秋楽(ばんしうらく)の舞(まい)傳授(でんじゆ)の事 
一、左京之進信吉(のぶよし)が屋敷(やしき)に忍(しの)ぶ事 
一、冨士(ふじ)横死(わうし)の事 
一、左京之進捕(とら)われとなる事 
　この「～事」で終るという書式は簡潔に内容を表わしていて、目録を追っただけ
で一通りの筋がわかるようになっている。実録体小説風もしくは読本風に直されて
いるのである。そして、この書式は化政期以降の江戸読本の全盛期に至っても、上
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo34.html (3/10)2007/04/17 14:53:00
意味としての体裁 －俊徳丸の変容－
方出来の後期読本に継承される体裁上の顕著な特徴でもある。 
　また、挿絵も画面をいくつかに区切った細かい異時同図法で詞書が入れられてい
るものから、一場面を大きく描き文字の入らない体裁に変更されている▼12。これ
も、読本風に直されたといっても差し支えないと思われる。 
　これらの体裁改変を直ちに浮世草子の読本化を意図したものと断定することはで
きないが、和泉屋卯兵衛ただ一人の気まぐれではない。享保十八年の八文字屋本
『那智御山手管瀧(なちのやまてくだのたき)』も、寛政九年に『袈裟物語』と改題改修さ
れて浅田清兵衛から出されており、これまた序文目録挿絵を彫り直し、巻頭見出し
も読本風に直された改題改修本であった。 
　浮世草子には分類されていないが、宝暦四年刊『和州非人敵討實録』（多田一芳序、
和泉屋平四郎板）も文化六年に『復讐・繪本襤褸錦(つづれのにしき)』（播磨屋新兵衛板）と
いう改題本が出されているが、全丁に絵の入った絵本体裁で「享和酉の夏五月雨の
頃　浪華の漁翁誌す」という序を持つ改刻本である▼13。さらに後になってから『敵
討綴之錦』（河内屋藤兵衛板▼14）という、鼠色表紙に意匠を凝らした題簽を貼り、見
返しと法橋玉山の手になる口絵挿絵を加えた江戸読本仕立ての改題改修本が出され
ている。これには「享和酉の夏五月雨の頃　浪華の漁翁誌す」という序に加えて、
宝暦板にあった一芳の序を「跋」と象嵌して付けられている。つまり、旧作の様態
を読本風に変えて改題改修した本は浮世草子だけには限らないのである。 
　一方、横山邦治氏は「「都鳥妻恋笛」から「隅田川梅柳新書」へ▼15」で、『梅若
丸一代記』と改題改修された八文字屋本『都鳥妻恋笛(みやこどりつまごひのふえ)』が、
天保十三年には『梅花流水』と改題され、大本五冊ながらも表紙と題簽に色摺りが
施され、繍像と挿絵が追加されて、あたかも江戸読本かと見紛う体裁で出されてい
ることを紹介し、浮世草子と読本の連続性を考えてみるべきだと説いている。 
　もちろん、作風や題材も決して無関係ではなかったと思われるが、いま見てきた
例などは、中身はまったく同じものにもかかわらず、表紙と目録と挿絵という、い
わば一番目立つ箇所の様式を新たにすることによって、従来の浮世草子とは別の（場
合によっては読本としての）読まれ方を期待したものと考えられるのである。 
　つまり、本というモノにとって、機能と意匠とは決して別の次元の問題なのでは
なく、体裁という外面的様式こそが享受されるべき内容を規定してしまうという側
面を持っているのである。 
 
　四　俊徳丸一代記  
　以下、近代になってからの問題に移るが、手許に『俊徳丸一代記』という内題を
持つ、明治廿三年刊の洋装活版本一冊がある。表紙は破損しており外題は不明、大
きさは縦二十一・五×横十四・五糎の菊判。変体仮名をも字母とする五号活字が用い
られ、ほぼ総ルビで、組みは二十九字詰十一行。天に空白が多く取られた印面の大
きさは、ボール表紙本と同様の四六判ほど。「明治廿三年九月二日　山口徳太郎＼
櫻井三世仁兄玉案下」とある書翰体の「換序」二頁と、「耕作」という署名の入っ
た口絵三図（六頁）を含めて全部で二百八十頁。内題下に「東京櫻井三世口述＼仝　
山口徳太郎速記」と見え、長短はあるものの第一席から第三十一席までに区切ら
れ、中途に口絵と同筆の挿絵五図（十頁）が入っている。これは俗に「赤本」とも呼
ばれていた速記本講談小説▼16で、刊記は次のようになっている。 
明治廿三年十月七日印刷 
同　　　年十月九日出版 
明治卅一年五月五日再版 
　　　　　　　京橋區元數寄屋町一丁目三番地 
＊＊＊　著作者　　岩　　本　　五　　一 
＊版＊　　　　淺草區南元町二十五番地 
＊権＊　發行者　　鈴　　木　　與　　八 
＊所＊　　　　下谷區御徒町一丁目七番地 
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＊有＊　　　　　大山活版所 
＊＊＊　印刷者　　山　　田　　仙　　藏 
發　行　所　淺草區南元町二十五番地　盛陽堂 
　巻末の「附言」には出版に至った経緯について次のように記されている▼17。 
附言(ふげん)に申上升近頃(ちごろ)此速記(そつき)學(がく)と申ものが流行(りうこ
う)に相成ましたので彼處(あちら)でも此處(こちら)でも此(この)速記(そくき)を致
(いた)させますが是(こ)れは文章(ぶんしやう)と違(ちが)ひ御覧(ごらん)遊(あそ)ばす
には至極(しごく)お譯(わか)り易(やす)うござゐ升……書肆(しよし)三林堂主人(し
ゆじん)は三世(おのれ)と一日(あるひ)四方山(よもやま)の談話(だんわ)に亘(わた)り
ました序(ついで)……主人(あるじ)の申しますには何(な)にか速記法(そくきはふ)
で宜(よ)さそうものを一版(いつぱん)印刷(こしらへ)て見(み)たいが何(な)にか、
善(よ)い種(たね)はないかとの話(はなし)から致(いた)して此(この)俊徳丸の説(せ
つ)に亘(わた)りました近頃(ちかごろ)は兎角(とかく)文學(ぶんがく)の世界(せかい)
とは申しながら、未(ま)だ中々(なか／＼)學術(がくじゆつ)の進歩(しんぽ)は容易
(ようゐ)では御座いません、表(うわべ)斗(ばか)り進歩(しんぽ)致(いた)して居(お)
りましても其(その)業(わざ)に長(た)けんければ眞(しん)の進歩(しんぽ)と云(い)ふ
譯(わ)けには相成(あいな)りません然(さ)れば生地(なまぢ)、自稱(じしやう)天狗
(てんぐ)で文章(ぶんしやう)を賣(う)る先生よりは、返(かへ)つて此(この)速記方(そ
くきはふ)の方(はう)が余(よ)ツ程(ほど)宜(よろ)しうござゐ升、三世(わたくし)も是
(こ)れが初(はじ)めてゝございますから、何(ど)んな事を看客(かんかく)に申上
て宜(よ)いか殆(とん)と相分(あいわか)りませんが三林堂(さんりんどう)主人(しゆじ
ん)の申しますのには人(ひと)が聽(き)ひて面白(おもしろ)いのが一番(ばん)だか
ら、先(ま)ァ遣(やつ)て見(み)ろとの勸(すゝ)めを便(たよ)りと致してヤツト大尾
(たいび)までこぢつけましたが、何(なに)に致(いた)しても深(ふか)く取調(とりし
ら)べます間(ま)が御座いませんので、充分(じうぶん)看客(かんかく)の御意(ぎよ
い)に入(い)るか、入(い)らぬかわ相(あい)わかりませんが、從來(これまで)祭文
(さいもん)讀(よ)みが唄(うた)ひますやうな物(もの)とはチト事が變(かは)ッて居
(お)ります、故人(こじん)振鷺亭(しんろてい)と申す作者(さくしや)が著(つく)りま
した、俊徳麻呂謡曲演義(しゆんとくまろようきよくゑんぎ)と申す稗史(よみほん)
がございます小生(わたくし)參考(さんこう)の爲(た)め一閲(いちゑつ)致(いた)しま
したが、古人(こじん)の作(さく)と云(い)ひ當世(とうせい)から見(み)ると余(あま)
り虚々敷(そら％＼し)い事が書(かい)てあッて、夫(それ)に讀(よ)み難(にく)うご
ざゐ升から小生(わたくし)は偶意(ぐうゐ)をもつて、別(べつ)に趣向(しゆこう)を
相立(あいた)てまして御機嫌(ごきげん)を伺(うか)ゝひ升(まし)タ、元(もと)より歴
然(れきぜん)と致(いた)した、正史(せいし)を以(も)つて、編(つゞ)りましたもの
でハ御座(ござ)いません只(たゞ)俊徳丸、合法(かつぱう)の古跡(こせき)を仮(か)
りて忠信(ちうしん)孝貞(かうてい)の形状(さま)を口(くち)にまかせて演(の)べまし
た丈(だ)けのものでございますから振鷺亭(しんろてい)の著作(さく)と小生(おの
れ)の口演(こうゑん)とお見並(みくら)べを願(ねが)ひ升焉(ゑん) 
　速記を用いた舌耕文芸の単行本活字化の早い例としては、三遊亭圓朝の人情話を
若林[王甘]藏と酒井昇造とが速記した『怪談牡丹燈篭』（東京稗史出版曾社刊、一八八四
年）が有名である。一方、明治十九年（一八八六）からは「やまと新聞」に圓朝の作
品が連載され始め、好きな時に好きな場所で読めるという速記本講談小説の流行に
一層の拍車がかかった。この速記本講談小説について神田伯治口演、吉岡欽一速記
の『自來也▼18』に付された呑鯨主人の「序」に、 
速記術(そつきじゆつ)なる言語(げんご)の寫眞(しやしん)を以(も)て記(しる)せし冊
子(さつし)は近來(きんらい)の普通(ふつう)小説(しやうせつ)に優(まさ)るも劣(おと)
る事(こと)なし去(さ)れば小説(しやうせつ)の出版(しゆつはん)數多(かずおほ)しと
いへども都下(とか)有(いう)講談師(こうだんし)が十八番(とくい)とする物(もの)を
選(ゑら)び之に加(くわゆ)るに老練(ろうれん)の速記者をして記(しる)せる講談(こ
うだん)小説(しやうせつ)には遠(とを)く及ぶ處(ところ)にあらず 
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とある。つまり、速記という「言語の寫眞」によった講談小説は、高座での語りを
髣髴とさせ耳目に入りやすいから「普通小説」に劣らないというのである。ところ
が、同体裁の『自雷也物語』という本▼19があり、こちらは紛れもなく江戸読本『報
仇竒談自來也説話▼20』の翻刻本なのである▼21。 
　速記本講談小説『自來也』の方は、どちらかといえば合巻の『児雷也豪傑譚』に
基づく神田伯治の創作といってよい。つまり、この時期の大衆読物には、実録体小
説種の速記本講談小説と近世小説の翻刻という二つの潮流があったのである。 
 
　五　速記本講談小説  
　ところで、前に引いた速記本『俊徳丸一代記』の付言に振鷺亭の江戸読本『俊徳
麻呂謡曲演義』に基づくとあったように、単なる翻刻でも自由な創作でもなく、い
わば江戸読本の講談化とでもいうべき作品も行なわれていたのである。改めて序を
見ると、 
換序 
排呈(はいてい)御口演(ごこうゑん)の俊徳丸(しゆんとくまる)一代記清書(せいしよ)出
來(しつたい)に付(つ)き御印刷(ごゐんさつ)へお廻送(くわいそう)被下度。就(つ)ひ
ては再讀(さいどく)致(いた)し候處(ところ)。是(こ)れは貴君(きくん)が別(べつ)に御
著作(ごちよさく)遊(あそ)ばされ候ものと存(ぞん)じ候。小生(しやうせい)も。御
案内(ごあんない)の如(ごと)く。小説は飯(めし)よりも好(すき)にて。從來(じうら
い)印板(いんばん)に附(ふ)し世(よ)に流布(るふ)するものは大概(おそらく)閲(み)ざ
るものなし（是(こ)れは自稱(じしやう)天狗(てんぐ)）と申(まうし)ても宜(よろし)
き次第(しだい)に御坐候然(さ)れば天明(てんめい)時代(じだい)の作者(さくしや)。
振鷺亭(しんろてい)と申す人(ひと)が著作(つくら)れし俊徳麻呂謡曲演義(しゆんと
くまろようきよくゑんぎ)と申す稗史(ふみほん)も。一度(ひとたび)閲讀(ゑつどく)仕
候得共。如何(いか)にせん。作(つく)り物語(ものがたり)を目前(もくぜん)へ出(い
だ)し。虚(きよ)とし見(み)。實(じつ)として窺(うかが)ふに足(たら)ず。殊(こと)に
支那(しな)の説(せつ)を諸書(しよしよ)より引用(いんよう)して作(つく)るものをも
つて往々(わう／＼)空々敷(そら／＼し)き箇處(かしよ)澤山(たくさん)に相見(あいみ)
へ候。貴君(きくん)の御著作ハ之(こ)れと反(はん)して温故知新(おんこちしん)。
能(よ)く其(その)情態(じやうたい)を穿(うが)ち。以(もつ)て今様風(いまやうふう)に
御著作(ごちよさく)せられしハ是(こ)れ眞(しん)に今日の童蒙(どうもう)婦幼(ふや
う)をして讀(よ)むに適(てき)し其感(そのかん)を抱(いだ)かしむ可(べ)し。元來(げ
んらい)俊徳丸(しゆんとくまる)は古説(こせつ)と雖(いへど)も。事(こと)を其間(その
かん)に存(そん)し以(もつ)て風俗(ふうぞく)を疇昔(ちうせき)に當(あ)て而(しかう)し
て其實(そのじつ)を現時(げんじ)に説(と)れしは實(じつ)に小生感腹(かんぷく)の外
(ほか)無之(これなく)候本文、荻葉(おぎは)と奇妙院(きめうゐん)と小冠者(こくわん
じや)と神經談(しんけいだん)、春緒(はるを)、小式部(こしきぶ)の薄命(はくめい)、
俊徳丸(しゆんとくまる)、合法(がつはう)の心裡(しんり)一々(いち／＼)其人(そのひ
と)を目撃(もくげき)するが如(ごと)くにして眞(しん)に愉快(ゆくわい)を相覺(あい
おぼ)へ候よつて筆序(ふでついで)に小生の想像(そうざう)を申上可(べ)く候敬具
(けいぐ) 
　明治廿三年九月二日 
山口徳太郎拝呈
　櫻井三世仁兄玉案下 
と、速記者が講釈師の提灯持ちをしているが、基本的な筋は原話を逸脱していない
上に、口絵と挿絵は描き直されているものの、明らかに北馬の手になる原画を踏ま
えたものである。改変されているものは、「波瀲」という女敵役を「荻葉」という
名前に変えて〈毒婦〉と形容している点。また、「其性淫毒なり」という山獺の趣
向や、合邦道人が級照媛の体内から三尺九虫三魂七魄を追い出す場面の描写、さら
には狐の怪異や入定の詐術などという、振鷺亭が好んで書き込んだと思われる江戸
読本らしい伝奇的モチーフは悉く排除され、ことさらに道徳教訓的な叙述が補われ
http://www.fumikura.net/paper/edoyo/edoyo34.html (6/10)2007/04/17 14:53:00
意味としての体裁 －俊徳丸の変容－
ているのである。これらは「作り物語を目前へ出し。虚とし見。實として窺ふに足
ず。殊に支那の説を諸書より引用して作るものをもつて往々空々敷き箇處澤山に相
見へ候」と巻末附言にいう部分を、敢えて避けたということになるだろう。 
　このような江戸読本を典拠とする速記本講談小説は、ほかにもいくらか挙げられ
ると思われるが▼22、たとえばこれも同じく菊判洋装本『苅萱石堂丸▼23』は、第一
回の冒頭部で、石堂丸の実伝は芝居狂言などとは大いに違うので「一口(わたくし)も
幼年(えうねん)の砌(みぎり)より、二三の原書(げんしよ)に基(もとづ)いて、樣々(さま％＼)に
苦心(くしん)を致(いた)し、至(いた)らぬながらその事實(じゞつ)に潤色(じゆんしよく)を加(く
わ)へ、言葉(ことば)に文(はな)を飾(かざ)ッて演(えん)じ」るといいながら、実のところ中
身は馬琴の中本型読本『苅萱後傳玉櫛笥(かるかやごでんたまくしげ)』▼24の筋をなぞっ
ただけのものである。基本的には安政期に流行した切附本▼25の一部に見られる読本
を抄出したものと同趣である。ただ、『苅萱石堂丸』は典拠を秘匿しているだけ非
良心的であるといえるかもしれないが、にもかかわらず、剽窃とか抄出として片付
けてしまうわけにはいかない。切附本との最大の相違は、高座で口演されたものを
速記した（という様式を採る）読み物であるという点である。当然、速記術という「言
語の寫眞」技術の確立が前提になるわけであるが、実はその速記された原稿に、さ
らに後から手を入れたようである。つまり、講談という場の枠を嵌めた口述筆記と
いう装置を仮設することによって作られたものが、速記本講談小説という様式なの
である。 
　江戸読本の翻刻本が大量に出版された近代の一時期に、よく知られている「八犬
士伝」や「自来也」など以外にも、江戸読本に題材を求めた講談や速記本講談小説
が存在したことは看過できない。そして、それらの本が同様の菊判洋綴装にカラー
表紙という体裁を持っていたということは、前述した通り造り手側が同じ読まれ方
を想定しているということであるから、ほぼ同一の読者層を想定してもよいかと考
えられるのである。 
 
　六　意味としての体裁  
　ところで、翻刻本によって江戸読本の原文を読むのと、講談速記本によって語り
手の独演を媒介とした会話体で同様の筋を読むのとでは、本質的にどこが違うので
あろうか。言文一致の問題を持ち出すまでもなく享受の位相は違う。作品世界に対
して文字通りの〈語り手〉が具体的な存在としてあらかじめ設定された文体は、
〈語り手〉による要約や注釈や脱線が自在である。と同時に作品世界の情報はすべ
て〈語り手〉の管理下におかれているわけで、前述の『俊徳丸一代記』のように近
代合理主義的な発想で、本来的な江戸読本の魅力を削ぎ落して、いたずらに教訓化
されてしまいかねないのである。このことは、江戸読本の文体にも多声的な叙述が
備わっていることに改めて気付かせてくれる。つまり、叙述を問題にせずに筋や登
場人物の行動がすべてであるかのごとき錯覚を持って近世後期小説を読むことはで
きないのである。 
　『俊徳丸一代記』という題名を持った作品を追いつつ明治期の出版についても見
てきたが、最初に触れた『俊徳麻呂謡曲演義』にも翻刻が備わっている。四六判錦
絵風摺付表紙の和装本『俊徳丸白狐蘭菊』（明治十八年三月廿四日翻刻御届＼同年七月　(ママ)
日出版、野村銀次郎）と、四六判洋装『古今小説名著集』第十七巻（明治廿四年、礫川出版
會社）とである。これらは、四六判であり、菊判洋装という現代の文芸雑誌風の速記
本講談小説の類とは別の存在として見るべきである。何度か述べてきたように、本
の大きさや体裁とは確実にその享受の様相を規定したものだからである。  
 
注  
▼1.和泉書院の読本善本影印叢刊の一冊として入れられる予定なので、書誌および
諸本研究はそちらへ譲りたい。 
▼2.一概にはいえないが『国書総目録』や国文学研究資料館のデータベースに登載
されていなくても、どこかに所蔵されていることがある。したがって現存本の数を
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問題にする時に『国書総目録』の登載本数を根拠にするのは危険である。ただし、
中には当時の出板記録類に記されながらも現存本が発見されていない振鷺亭作北斎
画『安褥多羅賢物語』などもある。いずれにしても保存のよい初印本は稀であり、
とりわけ不当に価値を貶められた再刻本（改題再刻本）の方の善本となると伝本は少
ないようだ。また、当時評判になって売れたとしても、本が多数残っているわけで
はないし、逆に馬琴が売れなかったと記して有名な山東京伝の『雙蝶記』ですら幕
末の後印本を確認できるのである。 
▼3.栗杖亭鬼卵作『謡曲春榮物語』（文化十五年、河内屋嘉七板）も同体裁の序文を持つ
謡曲に基づく作であり、三熊野文丸作『小説竒談峯の雪吹』（文化七年、玉集堂板カ）
も同様の序を備えている。また、馬琴の『旬殿實々記』巻之九でも龍宮の珠取とし
て謡曲「海土」の一部分が引用されている。 
▼4.大本五巻五冊、序「享保十五戌の＼としの始作者其磧＼作者自笑」、刊記「享
保十五年戌ノ正月吉日＼ふ屋町通せいぐはんじ下ル町八文字屋八左衛門」。 
▼5.柴田美都枝「江戸読本の展開　文化年間」（『読本の世界―江戸と上方―』、世界思想
社、一九八五年）五三頁。 
▼6.火炎太鼓風の絵の中に書かれている。なお、句点を私に補った。 
▼7.享保二十一年刊『日本輿地通志』河内之七、二丁表に、「鏡冢　山畑村ニ在。
俗云眞徳麻呂ノ舊蹟。事ハ與呂法師曲詞ニ見。或曰女孺従五位下百濟王眞徳ノ墓。
延暦中ノ人」とある。 
▼8.享和元年刊。『日本名所風俗図会』十一巻（角川書店、一九八一年）所収。 
▼9.この場面は歌舞伎の舞台を髣髴とさせる画組である。しかし、巻物を掴んだ腕
ごと切り落すのは『莠伶人吾妻雛形』に見られる趣向であり、本文中の記述とは齟
齬している。 
▼10.序末「天明七つのとし＼未正月吉日」、柱「富士」、刊記「天明八年戊申正月
吉日＼書林＼大坂心斎橋北詰　和泉屋卯兵衛」。さらに、刊記を「大坂上難波町　
播磨屋新兵衛＼同心斎橋博労町　勝尾屋六兵衛」と改めた後印本も存。 
▼11.長谷川強『浮世草子考証年表―宝永以降―』（日本書誌学大系42、青裳堂書店、一九八
四年）によれば、『梅若丸一代記』は享保十九年正月刊『都鳥妻恋笛』の改題改竄
本、『愛護若一代記』は享保二十年正月刊『愛護初冠女筆始』の改題本とある。 
▼12.神谷勝広「浮世草子の挿絵―様式の変遷と問題点―」（「近世文芸」五十号、日本近
世文学会、一九八九年六月）によれば、絵入狂言本の挿絵から影響を受けて八文字屋が意
識的に採用した詞書入異時同図法様式は、享保末年にはほぼ定着し、また、それが
次第に読本風に変化していくとする。 
▼13.刊記脇の広告に「繪入敵討綴之錦　全部六冊　敵討の始末ひらかなニ委敷して
面白きよみ本也　出来」とあり、原板木に改修を加えた本ではない。 
▼14.刊記には河内屋藤四郎以下河内屋藤兵衛まで三都九書肆が列記されている。宝
暦板の改題改修板の後印本だと思われる。 
▼15.横山邦治「序にかえて」（『讀本の研究―江戸と上方と―』、風間書房、一九七四年）。 
▼16.新島広一郎編著『講談博物志』（私家版、一九九二年）では、多くの版元とその手
掛けた講談本シリーズについて、長年にわたって蒐集された実物のカラー図版を示
して解説している。なお、国立劇場演芸図書室蔵の『合邦辻敵討俊徳丸』（錦城齊貞
玉口演、加藤由太郎速記、明治卅九年、春江堂）はまったく別のもの。 
▼17.旧稿に引用した架蔵本には一部破損していて不明の部分があった。此処の引用
(web版)では、後日入手した次の刊記を持つ別の再版本『俊徳丸一代記』に拠った。 
明治四十年一月十九日再版印刷 
明治四十年一月十九日再版發行 
　　　　　　｛明治廿三年十月七日印刷／同年十月九日出版｝ 
　　　　　　　　京橋區元數寄屋町一丁目三番地 
＊＊＊　著作者　　　岩　　本　　五　　一 
＊版＊　　　　　東京市淺草區三好町七番地 
＊權＊　發行者　　　大　　川　　錠　　吉 
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＊所＊　　　　　東京市淺草區南元町廿六番地 
＊有＊　印刷者　　　川　　崎　　清　　三 
＊＊＊　　　　　東京市淺草區南元町廿六番地 
　　　　印刷所　　大　川　屋　印　刷　所 
　　　　　　　　東京市淺草區三好町七番地 
發行所　聚榮堂　大　　川　　屋　　書　　店 
 
▼18.大正元年十一月廿五版、大川屋書店。初版（未見）は明治二十九年。 
▼19.洋装、菊判、百八十三頁、序「明治三十一年秋十月、志摩　蒼海漁夫識」、刊
記「明治三十三年二月十四日印刷＼明治三十三年二月十九日出版＼飜刻發行者・東
京市日本橋區通三丁目十三番地・内藤加我＼印刷者・東京市日本橋區新和泉町一番
地・瀧川三代太郎＼發行所・東京市日本橋區通三丁目十三番地・金櫻堂＼印刷所・
東京市日本橋區新和泉町一番地・今古堂活版所」。 
▼20.感和亭鬼武作、高喜斎校合、蹄斎北馬画、半紙本五巻六冊、文化三年丙寅歳孟
春、中村藤六板。蛇足ながら、この序文に洋装菊判という体裁について「現今流行
の洋綴製」と記されているのが興味深い。 
▼21.序末に「以て巻端の半丁を塞ぐと云爾」とあるにもかかわらず、二頁にわたっ
て序文が書かれているのが妙だと思っていたら、ボール表紙本『兒雷也豪傑物語』
（四六判、洋装、百十五頁、内題「自來也物語」、明治二十年一月十日御届、同廿二年四月三十日印刷、
同年五月一日再版、柳葉亭繁彦閲、漫遊曾發兌）に付された序文と、振仮名の多寡を除けば
まったくの同文であった。この本は明治二十年に鶴聲社から出されたものの再版と
目されるが、さらに早く明治十七年に四六判の和装本として共隆社からも柳葉亭繁
彦閲で出されており、版元や版型を変えながら何度も出版されたようだ。ただしそ
の間にいく度か挿絵の描き換えと活字の組み直しを行なっており、どうやら前版を
原稿として用いたものと思われる。近代に入ってからの、このような江戸小説翻刻
本出版をめぐる様相は、なお一層の資料収集が必要であり、版元の関係を含めて今
後の課題として残されている。 
▼22.鬼卵の読本『長柄長者繪本黄鳥墳』（文化八年）にも、同様の速記本講談小説
『鴬塚復讐美談』（錦城齋貞玉講演・今村次郎速記、いろは書房、明治三十年十一月）があり、
同時に『今古實録鴬墳物語』（上下二巻、榮泉社、明治十七年十一月）に翻刻され、さらに
四六判和装『鴬墳物語』（榮泉主人序、巻末破損で書誌事項不明）も出ている。この鴬塚の
話は合巻でも扱われ、演劇にも仕組まれ、山々亭有人・松亭金水『鴬塚千代廼初
声』（全四編、安政三年～明治二年）という人情本にもなっている。これらの検討は別稿
「草双紙・読本の雅俗－黄鳥塚説話の諸相－」 （「國文學」學燈社 1999/02）に譲りた
い。 
▼23.石川一口講演、中村卯吉速記、明治四十年再版、駸々堂。 
▼24.曲亭馬琴作、葛飾北斎画、三巻三冊、文化四年、榎本惣右衛門・同平吉板。 
▼25.本書第二章第五節参照。  
 
# 『江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－』（ぺりかん社、1995）所収  
# Copyright (C) 1995-2007 Gen TAKAGI  
# この文書を、フリーソフトウェア財団発行の GNUフリー文書利用許諾契約書  
# バージョン1.2 が定める条件の下で複製、頒布、あるいは改変することを許  
# 可する。変更不可部分、及び、表・裏表紙テキストは指定しない。この利用  
# 許諾契約書の複製物は「GNU フリー文書利用許諾契約書」という章に含まれ  
# ている。　　　　　　　千葉大学文学部　高木　元　　tgen＠fumikura.net  
#　Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document under the terms of  
#　the GNU Free Documentation License, Version 1.2 by the Free Software Foundation; A copy of  
#　the license is included in the section entitled "GNU Free Documentation License". 
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『江戸読本の研究』第四章 江戸読本の周辺 
 
第一節 読本の校合 －板本の象嵌跡－ 
高　木　　元　
 
　　一　はじめに  
　読本とは板本として出板されて流布した近世小説における一文芸様式の謂いであ
る。したがって写本として流布した作品群とは、おのずから別の位相を備えている
はずである▼1。 
　この板本と写本との差異は、テキストと作者や読者との距離として計測可能であ
る。まず読者の側から見ると、写本の読者たちは本文を読むのみならず、由緒正し
い本文を校合という作業によって仮想化していく試みをしたり、逆に勝手な本文の
改稿も可能であった。つまり作者と読者との立場が未分化な状態での享受が可能な
のであった。そのいずれにしても、限定的な範囲の人に向けた新たな異本の作成に
ほかならない▼2。ところが板本の読者に許されているのは、定稿化された本文を読
むことだけである。 
　一方作者の側から見ると、写本である限りは未定稿として放っておくことがで
き、気が向けばいつでも推敲を続けることが可能であった。また求められれば特定
の相手に向けた異本を作成して与えることもあったろう。ところが板本として上梓
する場合は、ある日限までに不特定多数の読者たちへ向けた定稿を作り上げる必要
があり、一旦出板されてしまえば、作者の手による改訂はまず不可能であった▼3。 
　このような板本と写本との差異は、大半の板本が商品として出板されたことに起
因して生じたものと考えられ、作者の書く意識にも大きな相違をもたらしたはずで
ある。板本が少なからざる先行投資を必要とする商品である以上、作者は必ずしも
書きたいことを思い通りには書けなかったはずだし、何よりも板元の意向として売
れる内容が要求されたからである▼4。 
　つまり印刷という複製技術の導入が促した写本から板本へという変化は、常に定
稿を求められる作者と、大多数の単に読むだけの読者とを、明確に別の立場として
分節化させ、その一方で商品としての本を流通させる機構の発展を促すことになる
のであった。 
 
　　二　『繁野話』の場合  
　いま写本の問題は措くとして、板本の制作過程と作者との関わりについて考えて
みたい。写本と違って板本は制作工程に複数の人間が関与するために、筆耕の誤写
や彫師の彫り損ないなど、作者の与り知らぬところで、さまざまの間違いが生じ
る。そこで何度かの校合を経てから、最終的に印刷製本されることになるのであ
る。これらの修正は、板木の該当部分を削って新たに彫り直した板木を象嵌（入木）
することによって行なわれた。 
　板本を手にして読んでいると、ところどころで明らかに象嵌したとわかる部分が
見付かることがある▼5。刊記などに入木跡がある場合は神経質になるのであるが、
板本の本文には異同がほとんどないという先入観からか、本文の吟味は比較的等閑
視されてきた気がする。しかし、これらの修正には注意を要する場合がある。一つ
には作者の改稿であり、もう一つは検閲による修正である▼6。 
　そこで板本制作の最終過程で行なわれる校合についての資料として、天理図書館
に所蔵されている『古今奇談繁野話』の校合本（九一三・六五―イ四一）について具体的
に見ていきたい。まず書誌を記しておく。 
巻冊　半紙本五巻（巻五は上下）合一冊 
表紙　後補狐色表紙（唐花亀甲繋） 
題簽　左肩「奇話　全[艸+繁]」（墨書） 
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刊記 
　　　明和三丙戌年正月刊 
　　　　江戸　通本町三丁目　　西村源六 
　　　　大坂　心斎橋筋順慶町　柏原清右衛門 
　　　　　　　南新町壱丁目　　菊屋惣兵衛 
 
　どうやら校合本を貸本屋本として使っていた本らしく、口ノ一オに「本定」（黒
印）とあり、いたずら書きが多い。全丁に入紙し、天を二糎ほど截ったようで、校合
の書き入れ（朱と墨）の上部が切れており、ほぼ全丁表左肩に「本屋」という三糎ほ
どの丸黒印が押してある。また巻五上四オの挿画の脇に「桂雪典圖［眉仙］」とあ
る▼7。なお巻五下の三～四丁目が落丁している。 
　以下、丁数行数・上部余白に朱筆（一部墨）で記された指示内容・校合本→板本と
いう順に示す。なお不明箇所は～で示し、推読箇所は〈　〉で括り、補足事項は
「＊」印の下に示した。 
 
巻一 
口一オ７・〈にこり〉さす・過（よき）る→過（よぎ）る 
口二オ１・～りさす・月（つき）→月（づき） 
　　　３・〈けう〉ぎ・侠妓（けんぎ）→侠妓（けうぎ） 
　　　５・～りさす・軍機（くんき）→軍機（ぐんき） 
　　　７・～うちて～べし・[巾+意]談→憶談 
　　　　　＊心偏に訂正 
　一オ４・～り〈取〉へし・遺地（いぢ）→遺地（いち） 
　　　９・〈あ〉たま取へし・染て→染て　　＊上に突き出た部分を削除 
　　　11・にこりさす・五層（こさう）→五層（ごさう） 
　一ウ５・けう・興→興（けう） 
　　　10・～りさす・つゝ→づゝ 
　二オ９・～・人望（しんばう）→人望（じんばう） 
　三オ２・〈わ〉がひ・我日→我日（わがひ） 
　　　４・にこりさす・山かつら→山かづら 
　　　７・～り〈取〉へし・害（がい）す→害（かい）す 
　五オ２・～ごりさす・露はかり→露ばかり 
　五ウ11・～りさす・あらされば→あらざれば 
　六オ５・～りさす・名つけ→名づけ 
　六ウ４・さす・指→指（さす） 
　　　９・～へし・害（がい）→害（かい） 
　九オ１・～さす・実（しつ）→実（じつ） 
　　　５・賢・監→賢 
　九ウ５・〈まぬ〉か・免れ・免（まぬか）れ 
　　　10・～りさす・されば→ざれば 
　十オ１・～ごりさす・ならさる→ならざる 
　十ウ２・～し・害（かい）し→害（がい）し 
十一オ３・埋（うつ）む→埋（うづ）む　　＊本文に朱で濁点、直っていな
い 
　　　３・おぎ・荻（おき）→荻（おぎ） 
　　　７・～りさす・肇（はし）め→肇（はじ）め 
　　　11・～こりさす・垢（あか）つき→垢（あか）づき 
十四ウ８・にこりさす／〈じゆ〉ん・順（しゆん）→順（じゆん）　　＊濁点
部彫り残し 
 
巻二 
　一オ３・〈取へ〉し・ひ。雄（を）→ひ雄（を） 
　　　６・～へし・類。矢（や）→類矢（や） 
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　　　９・～し・郎。家（か）→郎家（か） 
　　　10・～へし・子（し）。雪（ゆき）→子雪（しゆき） 
　一ウ３・～し・ず。夫（おつと）→ず夫（おつと） 
　　　８・取へし・バ。何→バ何 
　　　８・　　　・く。竃（かまど）→く竃（かまど） 
　　　８・入れる・ん妻（め）→ん。妻（め） 
　二オ５・～・ずあ→ず。あ 
　二ウ11・～こりさす・淀（よど）→淀（よど） 
　三オ２・～・面目（めんほく）→面目（めんぼく） 
　四オ　　＊挿絵中路傍の小石の彫り残しに朱が入っており、直ってい
る。 
　四ウ３・。・ふ妻（つま）→ふ。妻（つま） 
　　　６・許・刀祢子（とねこ）に→刀祢子（とねこ）許（もと） 
　　　７・にこりさす・臨（のそ）み→臨（のぞ）み 
　　　12・にこりさす・けにも→げにも 
　五オ５・た・他（たれ）→他（かれ） 
　　　10・。・て誠（まこと）→て。誠（まこと） 
　五ウ９・〈な〉し・日として→日となし 
　　　９・。・ず此・ず。此 
　　　９・〈お〉き・立よせて→立おきて 
　六オ２・〈とびゆ〉く・飛行→飛行（とびゆく） 
　　　８・～こりさす・ちり問ふ→ぢり問ふ 
　八ウ10・〈ざ〉き・崎（たき）→崎（ざき） 
　九オ６・～こりさす・のかれ→のがれ 
　　　８・〈きうし〉ん・舊臣→舊臣（きうしん）　　＊振仮名部に貼紙存 
　十ウ２・～をとらは〈取〉へし・徒（つき）て→従（つき）て 
　　　　　＊突出部を削る 
　　　11・〈せん〉りよ・千慮→千慮（せんりよ） 
　　　12・　・姓→姓（せい） 
十一オ２・　・根→根（ね） 
　　　３・～りさす・さし→ざし 
十一ウ９・～りさす・談者（たんしや）→談者（だんしや） 
十六オ４・〈い〉ちぶん・一分→一分（いちぶん） 
十七オ２・〈いか〉ん・如（い）何→如何（いかん） 
十七ウ５・ける・？ 
　　　８・～の／たり也・傳（つた）ん→傳（つた）へ 
 
巻三 
　一オ３・～へし・鬼神（きじん）→鬼神（きしん） 
　　　３・るい・類→類　　＊振仮名貼紙剥離跡存、直っていない 
　一ウ２・～かゆへ・故→ 故（かるがゆへ）  
　　　　？・～んべし・？ 
　二オ３・いた・傷（した）ハり→傷（いた）ハり 
　　　３・～・し→し。 
　　　５・～りさす・さま／＼→さま％＼ 
　　　11・～・召具（めして）し→召具（めしぐ）し 
　三オ１・～ごりさす・せさる→せざる 
　　　５・～・掌上（てのうち）→掌上（てのうへ） 
　四オ　　＊挿絵中に朱で「〇ゆびふとくする」「〇カミ」 
　四ウ１・～こりさす・従者（すさ）→従者（ずさ） 
　　　10・～ごりさす・帯（おひ）→帯（おび） 
　五ウ６・～りさす・べからす→べからず 
　　　６・取へし・ど。猟→と。猟 
　六ウ２・～ごり取へし・阿野（ぐまの）→阿野（くまの） 
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　七ウ８・～りさす・成（しやう）→成（じやう） 
十一オ５・～ごりさす・山祇（やますみ）→山祇（やまずみ） 
　　　７・～りさす・物語（ものかたり）→物語（ものがたり） 
十三オ５・～・日日（ひひ）→日日（ひび） 
十四オ７・引・引→引　　＊偏の上に点を加える 
　　　９・〈に〉こり／見えるか・時（し）→時（じ） 
十四ウ　？・～りあり・？ 
十六オ11・見へず・少女（せうし）→少女（せうじよ） 
十七オ　　＊挿絵中に朱で「女ノ目下より少シケヅル」とあり、矢を持つ
指や袖の部分の彫り残しに朱で印が付けられている。 
十七ウ１・〈げ〉ん・化現（けけん）→化現（けげん） 
　　　11・見へるか・支（し）→支（し） 
十八オ２・～こりさす・業（こう）→業（ごう） 
　　　３・～さす・神通（しんつう）→神通（じんつう） 
　　　６・とぐ・遂（どく）→遂（とぐ） 
　　　？・～なり・？ 
　　　９・～こり取へし・丈夫（ぢやうぶ）→丈夫（ぢやうふ） 
二十オ３・～・日々→日々（にち／＼） 
　　　５・～ん・なへ→なん 
 
巻四 
　一ウ６・取へし・財帛（ざいはく）→財帛（さいはく） 
　　　８・～へし・男子。母→男子母 
　三ウ　　＊挿絵中海の中にある砂など彫り残しに朱で印がある。 
　四ウ２・～のにごり取へし・渓水（たにがば）→渓水（たにがは） 
　　　６・～へし・と斗。云（いゝ）→と斗云（いゝ） 
　六オ８・～絹・物見→〓絹（たれきぬ） 
　六ウ12・ん・大監（たいかん／やくに）→大監（たいかん／やくにん） 
　七ウ　　？・～なもの取へし・？ 
　　　９・～こりさす・拒（こは）む→拒（こば）む 
　八オ７・取へし・に、合（あい）→に合（あい） 
　　　７・　・定め。ヘ家（いへ）→定め。家（いへ） 
　　　７・う・丹二（たじ）→丹二（たうじ） 
　　　８・～・示（しめし）し→示（しめ）し 
　九オ１・び・竊候（しのと）→竊候（しのび） 
　十オ　　＊挿絵中に朱で「〇ヒゲ取」とあり、左端の男の髭に印があ
る。 
　十ウ１・～し・に。待・に待 
　　　11・鱗・眉鮮王→眉鱗王 
十一ウ７・行・引べき→行べき 
十二オ９・りて・さがり→さがりて 
十四ウ　　＊上に「～のしるし」とある。 
十五ウ８・ごとし・かことじ→がごとし 
十六オ10・～りさす・さる→ざる 
十七ウ尾・終・四巻■→四巻終 
 
巻五上 
　四オ　　＊挿絵左下隅に墨で「桂雪典圖［眉仙］」とあるが、板本には
見えない。 
　五オ４・～りさす・直（しき）→直（じき） 
　　　11・～なし・■出さず→出さず　　＊彫残しを削る 
　五ウ９・～・空（ただ）→空（むだ） 
　　　12・～取べし・我（われハ）に→我に 
　六オ４・〈あ〉たま取へし・乏しこと→乏しと 
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　六ウ２・～りさす・わひしけに→わびしげに 
　　　12・かへ・辺（とう）し→辺（かへ）し 
　七ウ２・～？・財→財（さい） 
　　　５・～づく・憤（ふつく）→憤（ふづく） 
　　　９・～？・川下→川下（かわしも） 
　八ウ　　＊挿絵上部に朱で「～をし～にて」、挿絵中男の両目の下に
朱。 
十一オ１・～だけ・棄却（たあけ）→棄却（あだけ） 
　　　２・底（そこ）・底→底（そこ） 
　　　７・～・為重（ためかす）→為重（ためかず） 
十一ウ１・～・當時（たうし）→當時（たうじ） 
十二オ１・しで・仕出（して）→仕出（しで） 
 
巻五下 
　一オ４・～・宿（とま）り→宿り 
　一ウ１・～へし・で→て 
　　　２・もの・親の→もの 
　　　２・～取へし・至（いた）。る→至（いた）る 
　　　３・[人+尓]（なんぢ）・〓→[人+尓]　　＊本文中に朱で「つめ取べ
し」とある。 
　　　４・～ごりさす・偶（あいた）→偶（あいだ） 
　　　９・～りさす・は→ば 
　　　９・～り取へし・為（だめ）→為（ため） 
　二オ12・～ひ・應承（うけかひ）→應承（うけがひ） 
　二ウ11・うつ・写（つ）→写（うつ） 
　五オ１・にこりさす・草紙（さうし）→草紙（さうし）　　＊「ざ」に直っ
てない 
　　　６・～り取へし・二層（ぞう）→二層（そう） 
　　　９・にこりさす・小合（せうかう／こばこ）→小合（せうがう／こばこ） 
　五ウ１・～ごりさす・出せは→出せば 
　　　６・まじ・まし→まじ 
　　　６・～・まじ。・そ→まじ。そ　　＊本文中に朱で「□□取へし」
とある。 
　六オ２・ ～　志（～ろざし） ・志→志（こゝろざし）  
　六ウ３・～・言→言（いゝ） 
　10・～・惑（まと）ふ→惑（まど）ふ 
　七ウ７・～づかたも／～や・宇佐美（うさみ）→九宇佐美（うさみ） 
　八オ　　？　・～かな・？ 
　八ウ６・にこりさす・信（つれ）→信（づれ） 
　九ウ　　＊挿絵上部に朱で「～か／ことし」とある。 
十一オ３・～・利貞→利貞（としさだ） 
十一ウ12・〈に〉こりに／なをすへし・に。そ→にぞ 
十二ウ12・～くる・助（たすけ）→助（たすくる） 
十三オ11・～・たゝ・しく→たゝしく　　＊本文中に朱で「取へし」とあ
る。 
十三ウ２・と・對陣すりて→對陣とりて 
十四ウ10・～いさくはたへ／つけべし・四方かくれ→四方ニかくれ 
十五オ１・にごりさす・しらさて→しらさで 
十五ウ　　＊挿絵上部に朱で「～の／ことし」 
十六ウ１・得ず／にこりさす・得す→得ず 
十七オ９・～・偽引（をひく）・偽引（をびく） 
　　　12・にごりさす・擧（あけ）て→擧（あげ）て 
十七ウ３・會（あひ）・〓→會（あひ） 
　　　４・～りさす・肌具（はたく）→肌具（はだぐ） 
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　　　４・　　　ご・堅固（けんこ）→堅固（けんご） 
　　　４・だいが・臺尻（たいしり）か→臺尻（だいしり）が 
　　　８・～・立しと→立じと 
　　　９・ひらき・ひゝき→ひらき 
 
　以上の書き抜きに一瞥を加えてわかることは、校合という作業が推敲（書き換え）
ではなく、濁点の有無、仮名遣い、句読点、誤刻などの訂正に留まっていることで
ある▼8。その訂正の仕方は、「害」の振仮名「がい」を徹底して「かい」に直すな
ど、反切に基づいて細かく注意が払われたものである▼9。また訂正の朱筆は本文の
みならず、挿絵中の彫り残しを削る指示にまで及んでいる。これらのことから、こ
の校合が作者の手によるものと判断してよいように思う。ただ校合本には、すでに
入木されていると思われる部分も見られ、事前に内校がなされたものなのか、それ
とも初校の校合本ではないのか判然としない。つまり当時は一般的に何回の校合が
行なわれたのかもわからないのであるが、板本と比較をしてみた限りでは、この校
合本が最終校であったものと思われる。 
　一方、技術的な側面から見ると、錦絵に見られるような、ほとんど痕跡を留める
ことなく象嵌を施す技術がすでに存在しながら、本文の入木に関しては、かなり雑
な作業を行なったとしか思えない。もちろん匡郭際の濁点の入木などには非常に細
かい作業を要したことは確かであるが、大部分が一目で入木とわかるからである。 
 
　　三　『雨月物語』の場合  
　さて、本文の象嵌跡が問題となる作品として安永五（一七七六）年刊の『雨月物
語』がある。序文の年記が明和五（一七六八）年であることから、刊記との八年間の
ずれと成立時期をめぐって未解決の問題が残されている。いま、『雨月物語』の入
木跡と思われる箇所を検討することによって、改めてこの問題を考えてみたい。 
　現在に至るまで、最終稿ができたのは「安永五年、もしくはそれを隔ることのあ
まり遠くない以前」という重友毅氏の説が定説となっているようである▼10。 
……すなわちそれは、『雨月』の最初の稿がひとまずこの年にでき上った
ことを意味するものであり、それを書肆の手に渡したというのも、単に作
者の予定であったに過ぎないものを、一般序文の形式に従っていいあらわ
したにとどまる。そして推敲癖のある作者は、その後数年にわたり、最初
の稿にかなりの筆を加えながらも、なおかつその刊行に際しては、これを
記念する意味で当初の年月をそのままにしておいたのであろう。と同時
に、彼が競争相手として、その生涯を通じて敵愾心を捨て得なかった建部
綾足の『西山物語』が、同じ明和五年の二月に刊行せられていたことに対
する気持の拘泥が、その負けじ魂を刺戟して、あくまでも最初の稿成るの
日を、そこに固執せしめたとも考えられるのである。 
　まず「推敲癖」というのが気になる。秋成がどのような癖を持っていようと、前
述の通り板本には定稿が要求されるものである。かつ板本の出板には少なからぬ先
行投資が必要とされたのであるから、常識的に考えれば板木を彫ってからの推敲は
考えにくいし、まして板木のままで八年間も寝かしておくなどということは、まず
ありえないことだと思われる。また重友氏一流の修辞ではあるが、「敵愾心」やら
「負けじ魂」やらで文学史を記述していく方法にも問題がある▼11。 
　ところが、中村幸彦氏が、 
明和五年三月の序と、刊年の間八年の長きも、秋成の年譜を繙いて、国学
に専念し、生計のために医を学び、居を転じ、実生活にも精神生活にも大
いに変化のあったことを思えば、おくれたのも首肯できる。かえって、宇
万伎門や庭鐘塾での教養はこの作品には幸して、頭注に示すごとく、おび
ただしい古典から、一文一語を得るごとに使用され、板本につけば出版直
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前まで入木訂正の跡も生々しく、推敲が重ねられたのである。 
という通り▼12、『雨月物語』の板面は、一行が左右に蛇行していたり、一部の字が
歪んでいたり、文字の大きさや太さが不揃いであるなど、一見した印象だけでも随
分と汚い。京大本など保存のよい初印本を見ても墨付の違いや摺りむらが多く、入
木箇所の判断に苦しむ場合が多い。もっとも、入木箇所の判断には、国会図書館に
蔵する一本のように、小口が破損していて袋綴の裏側から見られる後印本が便利で
ある。ただし、『雨月物語』には板木はもちろん稿本や校合本の所在が知られてい
ないため、確実なことは明らかにできない。疑い出せばきりがないほどの疑問箇所
が出てくるのであるが、ここでは入木跡である蓋然性が高いと判断した箇所に限っ
て挙げてみることにする▼13。 
　以下、丁数・行数・入木と思われる箇所を順に挙げ、振仮名の場合は括弧で括っ
た上で「＊」の下に該当する漢字を示した▼14。 
 
巻之一 
　一ウ６・たる所に。土（つち） 
　二ウ７・新院 
　　　11・隔生（きやくしやう） 
　　　11・佛果（ぶつくは） 
　　　12・新院 
　三オ１・近 
　　　１・魔（ま） 
　　　５・聡明（さうめい）乃聞えましませば。 
　　　５・王道（わうたう）のことわりハあ 
　　　11・體（とし） 
　　　12・體（とし） 
　四ウ１・皇子（みこ）の重（しげ） 
　　　２・美福門院（びふくもんいん）が妬（ねた）ミ 
　五オ３・(きミ)　＊王 
　　　９・本朝 
　　　10・王道（わうだう） 
　　　10・王（わ）　＊王仁（わに）の王 
　五ウ６・天照すおほん神乃開闢（はつぐに） 
　六ウ３・なるとも 
　　　９・少納言（せうなごん）信西（しんせい） 
　七オ３・して。恨をはるかさんと。一すぢにお 
　七ウ４・信西（しんせい） 
　　　４・を博士（はかせ） 
　　　６・(あな)　＊坑 
　八オ12・魔王 
　八ウ６・敵（ども） 
　九ウ７・青々（せい／＼）たる春乃 
　十オ１・孟（もう） 
　　　３・里 
　　　６・里 
十一オ２・愛憐（あはれミ） 
　　　９・赤穴（あかな）宗 
十一ウ３・三沢（ミざは）三刀屋（ミとや）を 
　　　12・赤穴（あかな）も諸子（しよし）百家（ひやくか） 
　　　12・わきまふる 
十二オ３・赤穴（あかな） 
十二ウ２・赤穴（あかな）親子（おやこ） 
　　　５・赤穴（あかな） 
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　　　７・赤穴（あかな） 
　　　10・赤穴（あかな） 
十三オ３・赤穴 
十四オ２・赤穴宗 
　　　４・南 
　　　７・赤穴 
　　　９・赤穴 
　　　11・赤穴 
十五ウ２・霊（たま） 
　　　４・赤穴 
　　　６・赤穴（あかな）丹 
十六オ７・見え 
　　　12・赤穴（あかな） 
十七オ２・赤穴（あかな）ハ一生を 
　　　６・(あさ)　＊旦 
　　　10・赤穴丹 
　　　11・丹 
十七ウ１・(ふうき)　＊富貴 
　　　３・(まな)　＊斈 
　　　８・(きさい)　＊竒才 
　　　12・(がい)　＊害 
十八オ４・(おも)　＊重 
　　　５・(こつにく)　＊骨肉 
　　　７・(まじ)　＊交 
　　　７・(ひそか)　＊私 
　　　10・(おも)　＊重 
十八ウ２・咨（あゝ） 
 
巻之二 
　一オ４・(ぬし)　＊主 
　　　４・(ゆたか)　＊豊 
　一ウ２・(かへ)　＊代 
　　　２・(かい)　＊買 
　　　４・ゑ 
　　　４・(おろか)　＊愚 
　　　６・(ゆみすゑ)　＊弓末 
　二オ１・(あつ)　＊東（ま）を除く 
　　　３・(うへすぎ)　＊上〓 
　　　４・(ミかた)　＊味方 
　　　５・(いくさひと)　＊軍民 
　　　６・(あす)　＊明 
　　　６・(おち)　＊東 
　　　８・(まて)　＊待 
　　　８・(おつと)　＊夫 
　二ウ３・(ミやぎ)　＊宮木 
　　　５・(ひとり)　＊一人 
　　　７・(しやう)　＊上 
　　　７・(ぬしとう)　＊主。東 
　　　７・(つね)　＊常 
　　　８・下野 
　四ウ３・き 
　　　６・(なほ)　＊直 
　　　７・(まじハ)　＊交 
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　　　８・(こだ)　＊児玉（ま）を除く 
　　　８・と 
　　　12・魄　＊偏（白）の部分だけ 
　五オ６・(ふるさと)　＊古郷 
　七オ10・(すで)　＊既 
　九オ11・(なげ)　＊歎 
十一ウ10・(うご)　＊動 
　　　12・(すで)　＊既 
十二オ１・(むつ)　＊睦 
　　　10・(もり)　＊守 
　　　12・止（やめ） 
十二ウ１・(ぎ)　＊義 
　　　３・(ぎよ)　＊漁 
　　　４・(こうぎ)　＊興義 
　　　４・(ぎよふ)　＊漁父 
　　　５・南面（ミなミおもて）  
十四オ３・(いましめ)　＊戒 
　　　５・(ゑ)　＊餌 
　　　７・(を)　＊嗚 
　　　12・(かもり)　＊掃守 
十四ウ３・(こうぎ)　＊興義 
　　　３・て 
　　　４・(かしハて)　＊鱠手 
　　　11・(なまず)　＊鱠 
　　　11・(うみ)　＊湖 
十五オ３・(こうぎ)　＊興義 
　　　３・(しん)　＊神 
 
巻之三 
　一オ４・(たづ)　＊尋 
　　　10・(べつげう)　＊別業 
　二オ５・(あまく)　＊雨具 
　　　６・(ふけ)　＊更 
　　　９・(しミ)　＊茂 
　　　９・(さか)　＊界 
　二ウ７・(ぜん)　＊善 
　　　12・(すミ)　＊栖 
　三オ12・(きめう)　＊竒妙 
　十ウ６・(おき)　＊起 
　　　６・(ふし)　＊臥 
十五ウ８・陰陽師（をんやうじ） 
　　　９・陰陽師 
　　　10・陰陽師 
十七ウ４・陰陽師 
 
巻之四 
　二ウ４・あはれなり 
　七オ５・(いた)　＊徒（もの）を除く 
　八オ11・(したつかさ)　＊下司 
　九オ８・(あかた)　＊縣 
　九ウ10・(と)　＊外 
　十ウ10・ほ 
十一オ５・(まうで)　＊詣 
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十二ウ11・(まなこ)　＊真女児 
十三ウ２・(ばう)　＊坊 
 
巻之五 
　一ウ８・(つミ)　＊罪 
　二オ10・(わらハ)　＊童児 
　　　12・(ひ)　＊終（つ）を除く 
　二ウ５・(にく)　＊肉 
　　　６・(じゆ)　＊主 
　六オ８・(ね)　＊子 
　六ウ９・(らい)　＊来 
　七オ５・(をしへ)　＊教 
　八オ４・堂閣（だうかく） 
　　　５・(こけ)　＊苔 
　十ウ６・(ふうき)　＊富貴 
十二オ８・お 
十七ウ１・五 
　　　１・丙申 
 
　特徴的なのは巻之一、すなわち「白峯」と「菊花の約」には大幅に象嵌した跡が
認められ、それも語句の訂正が行なわれていることである。これについては、つと
に中村幸彦氏の指摘が備わる。 
『雨月物語』の板本は、所々に入木による改訂があって、彼の推敲のあと
を明瞭にとどめている。振仮名や、仮名遣いが多く、時に文章もある中
で、この「赤穴丹」「丹」の文字は入木で、人名を変えた珍しい例であ
る。「治」のみはもとのまま。この本の出た安永五年に近づくと、秋成の
国学に対する関心も高まる。『弁弁道書』の著者についての噂も聞き、既
に丈部は播磨の人、赤穴宗右衛門は出雲の人とした。それらに見合せて、
今まで、□□□治であったを、赤穴丹治と改めたと見てはいかがであろう
か。ことは仮空人物の名前であるが、この著述で、厳しく推敲を加えた秋
成を物語る一証とはなる▼15。 
　つまり、「白峯」や「菊花の約」に関する限り、板刻が終わってから語句の訂正
が行なわれたことは確かだと思われる。それも、固有名詞を含んでおり、大きな問
題を孕んでいる。しかし、巻之二以下では、振仮名の訂正が大部分を占めており、
前に見た『繁野話』の例から見ても、ごく普通の校合の範囲を出ていないものと判
断してよい。ならば、板が彫られたのは一体いつなのか。入木跡から得られる情報
は、刊記の部分の「五」「丙申」が入木されているように見えることである。さら
に、二書肆の字体や配置も心なしか不揃いである。もし、「安永」の部分が元来板
木に彫られていた部分だと仮定するならば、明和八、九年に集中する予告から考え
て、安永初年頃の整板を想定できるかもしれない。 
　残念ながら入木跡の調査から『雨月物語』の成稿時期を知る確証は得られない
が、高田衛氏は、 
秋成は明和八年中に火災に家を焼かれている。『雨月物語』は、その前
に、「序」にあるとおりに、書肆野村長兵衛に渡され、「蔵版目録」中に
近刊予告されるほどに出板準備がすすんでいた。ということは、さきに渡
された『雨月物語』が、初稿（草稿）ではなくて、おおむね決定稿であった
と解し得よう。ただ、「序」に記す明和五年三月から、明和七年後半の出
板準備までに、約二年間の歳月がある。この間に、いったん手渡された
『雨月物語』の推敲があるとすればあった▼16。 
と、従来の定説に対して、明和五年に「おおむね決定稿」が書肆に渡されたとする
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明和五年脱稿説を提出している。前述した通り、板本にする場合には定稿が不可欠
である。板刻後の推敲を前提として草稿を渡すなどということは絶対に考えられな
い。しかし、問題はその時期である。そもそも、近刊予告というものは企画が固
まった後はいつでも可能であるから、出板準備の進行とは関係なく入稿前に出され
ることも充分に考えられる。後になると〈縄張〉と称して、一種の企画の囲いこみ
として、場合によっては作者に対する圧力として積極的に予告広告が利用されるよ
うになるのである。 
　さらに、高田氏が右に続いて、 
わたしには入木の跡は文字の訂正ていどのように見える。入木によって校
正できるかぎりで、板刻の後も、推敲したことになる。 
と述べている通り、少なくとも「白峯」「菊花の約」の以外の七作は、文字通りの
校正なのである。逆にいえば、板木の入木跡から見る限り、推敲したといい得るの
は「白峯」と「菊花の約」だけである。そして、おそらくこの修正は刊行直前にな
されたと考えるのが自然だと思われる。中村博保氏は安永五年に刊行された最大の
理由として決定稿の完成を想定するが▼17、決定稿ができてから、直ちにあれだけの
訂正をするのは不自然である。むしろ、旧稿がやっと上梓にこぎ付けたが、どうし
ても直さなければならない事情があったと考える方が自然ではないだろうか。そし
て、それも「白峯」と「菊花の約」とだけに限って行なわれたのである。 
　いま、ここで決定的な結論を出すことは不可能であるが、本としての『雨月物
語』が造られた環境からも考えてみたい。『雨月物語』は執筆に際して、読本とい
う文学様式が選び採られたわけであるが、内容的には浮世草子の気質物としての性
格が色濃い。登場人物にも実在人物の面影を想起させる要素があり、これを戯画化
した一種の偏執者たちを、怪異小説という幻想の方法を用いて和漢混淆文脈におい
てみせた作品だと見ることができる。つまり、『雨月物語』は閉じた空間の人々を
第一義的な読者として想定していた気質物として読むことが可能なのである。それ
は『諸道聴耳世間猿』や『世間妾形気』から遠く隔たっていない時期の大坂文化壇
▼18の内部における創作であることを考え併せれば、あながち誤った理解でもなかろ
う。このように考えてくると、やはり定稿は比較的早い時期に完成しており、何ら
かの理由で出板が遅延し、「白峯」と「菊花の約」に限って刊行の直前に推敲され
たと見ておきたい。  
 
　　四　板本の出来  
　板本が出来するまでの多くの工程で、実際に何がどのように行なわれたかは、意
外にわかっていない。化政期以降の馬琴の場合だけは残された資料から少し判明し
たが、これとてほかの作者の場合とは必ずしも同じではなかったものと思われる。 
　どんなに厳密に校訂を加えた活字翻刻本や、入念な影印本が整備されても、入木
跡など原本の持つ情報のすべてを盛り込むことは不可能である。やはり原本に触れ
なければ得られないことが存在するのである。もちろん、いくら板本を見ても板木
や稿本や校合本が残されていないと確実なことはいえないが、出板が板元の主導で
行なわれた書物という一商品の生産にほかならないという本質を押さえておけば、
本の成立に関する事情の一定程度の推測は可能だと思われるのである。  
 
 
 
注 
 
▼1 たとえば、秋成の『春雨物語』は、改稿過程がそれぞれに独立した異本群を形
成しており、それも定稿へ向けた軌跡として捉えることはできない。そもそも『春
雨物語』という安定したテキストが存在しているわけではない。『藤簍冊子』との
関連も含めて〈散文〉とでも呼ぶしかない作品なのである。これは明らかに〈読
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本〉という文芸様式では括れないテキストであると思われる。 
▼2 手控えとして複製する場合や、資料的な価値を尊重する場合、また板本が高価
で買えない場合など、借覧本を傭筆を雇って厳密に写させることも決して少なくは
なかった。 
▼3 馬琴の『南總里見八犬傳』には校合漏れの正誤表が付けられたことがあるが、
板木に改訂を加えることはできなかった。超人気作で毎年続けて出されたという特
殊事情から正誤表は掲載されたが、一般に本が出板された後は完全に作者の手の届
かない存在になってしまう。 
▼4 たとえ出板を前提としたと思われる稿本が現存していたとしても、それが板本
として出板されなかった場合には、板本と同等に扱うことはできない。なぜなら上
梓されなかったのには何らかの理由があったはずであり、商品として不特定多数に
向けて出板された本と、一般に流通しなかった本とは、作品の制作と受容との両面
において本質的に違う性質を帯びてしまうからである。もっとも禁忌に触れるよう
な内容で出板できない本は、おのずから写本でしか伝わらないが、それは書本（かき
ほん）として貸本屋では立派に商品価値を持っていた。 
▼5 象嵌箇所は影印本でもわからないことが多い。とりわけ教科書用の影印本に多
く見受けられるような、板下に修正を加えた本などでは精確な判断はできない。板
木が残っていない場合は、やはり摺りの違う複数の原本を比較検討する以外に確認
するすべはない。 
▼6 佐藤悟「読本の検閲―名主改と『名目集』―」（「読本研究」六輯上套、渓水社、一九
九二年）。 
▼7 『中村幸彦著述集』十二巻、一七六頁の補記（三）に、「木村三四吾氏御教示
に、天理図書館蔵『繁野話』（明和三年刊庭鐘作）の校正刷には挿絵の一葉に眉仙の署
名がある。刊行されたものには削ってない」という指摘がある。 
▼8 「物見」を「〓絹（たれきぬ）」（六オ８）に直している以外の書き換えは見当らな
い。これは、安永九年刊の『唐錦』の校合本（天理図書館蔵）についても同様のことが
いえそうである。 
▼9 徳田武氏の教示。『康煕字典』には「［唐韻］何－蓋切。［集韻］［正韻］下
－蓋切。［韻會］合－蓋切。並孩去聲」などと見える。なお、『繁野話・曲亭伝奇
花釵児・催馬楽奇談・鳥辺山調綫』（新日本古典文学大系80、岩波書店、一九九二年）では、
シリーズの編集方針として清濁に関して補正する方針を立てている。  
▼10 重友毅「『雨月物語』の知識的性格」（重友毅著作集第四巻『秋成の研究』、文理書
院、一九七一年、初出は一九三八年）。 
▼11 同様の問題として、やはり、重友氏によって定説化された「京伝馬琴の対立抗
争によって江戸読本が形成された」という立論の根本的な誤りについては本書第一
章第二節で述べた。 
▼12 中村幸彦「解説」（日本古典文学大系56『上田秋成集』、岩波書店、一九五九年）。 
▼13 たとえば鵜月洋『雨月物語評釈』（中村博保補、角川書店、一九六九年）二四三頁に
写真が掲載されて入木だと示されている[巾+皮]の振仮名部分は、入木跡には見えな
い。 
▼14 この一覧表の作成に当って、三浦洋美氏による十本余りの調査結果をも参考に
した。ただし掲載に際しての責任は筆者に帰する。 
▼15 中村幸彦「秋成に描かれた人々」（『中村幸彦著述集』六巻、中央公論社、一九八二年、
初出は一九六三年）、三〇六頁。 
▼16 高田衛「『雨月物語』成立の一問題」（『上田秋成年譜考説』別論三、明善堂書店、一
九六四年）。 
▼17 中村博保『雨月物語評釈』「概説」の成立の条。 
▼18 長島弘明「作者・絵師・書肆・読者―秋成と綾足の物語を例に―」（『日本文学
講座５ 物語・小説II』、大修館書店、一九八七年）。 
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『江戸読本の研究』第四章 江戸読本の周辺 
 
第二節　江戸読本享受史の一断面 －明治大正期の翻刻本について－  
高　木　　元　
　江戸読本やその周辺ジャンルの諸本の書誌調査をしてみると、後印本が思いのほ
か息長く、そして大量に摺られていることに驚かされる。流布している大半の本
が、幕末から明治初期にかけて刊行された粗悪本であることから、書誌調査の第一
義的な目的は初板初印本の発見におかれてきた。これは〈作者の意図〉を直接反映
しているのは初板初印本に限られるということが、多くの資料によって明らかにさ
れてきたからである。 
　いま、読本の研究状況に即していえば、一部の著名な作品を除いて初板初印本の
所在調査ですら不充分な状態である。だが書誌研究は、初板初印本探求へ向けた遡
源的な方向へ進むだけでよいのであろうか。一般に原理的本質的な問題は始源に存
すると見做す傾向が強く、研究意義をそこに見出すことが多い。この傾向は文学研
究においても例外ではなく〈作者の意図〉を探る方向へ向かう研究が大部分であ
る。しかし逆に享受者の側に視点を転じてみると、読者の大半が手にしたのが後印
本であったことに気が付く。ならば後印本の流布相を究明することも必要だと思わ
れるのである。とりわけ出板史や文化史の分野では、享受の実態がそのまま商品生
産業者としての板元を規制したはずで、作者の手を離れて板元の意のままに扱われ
ている作品のあり方を考えると、およそ看過し得る問題ではないのである。 
　すでに周知のことではあるが、問題点を整理するために当時の出板事情を振り
返ってみる。ある程度の数が摺られた初板本の板木は、次の出板の資金繰りのため
に別の板元に売られることが多かった。これを手にした板元は、時にはそのまま摺
ることもあるが、通常は時流に即して、序跋を差し替えたり挿絵を彫り直したりす
る。また単に改竄を加えるのみならず、別の本を装うために改題本に仕立て直した
りもした。ひどい場合は、板本を板下作成に用いた覆刻（おつかぶせ）による再刻本を
勝手に出板する板元すら存在したのである。これらの改竄改題再刻本までを視野に
入れると、わずか一作品の調査ですら、容易に調べきれないことが多い。その上、
厄介なことに、現存するこれらの後印本がまったく同じ本であることは、ごく稀な
のである。表紙の違いや大きさの相違、口絵や挿絵の色板使用の程度、広告の有無
や刊記の象嵌、摺った後の貼紙による訂正など、〈板〉の相違だけでなく〈印〉ご
とに異本が作成されていたといっても過言ではないのである。だから、たとえ同一
の板木で摺られたと思われる板本であっても、細かい吟味を抜きにしたまま、後印
本の諸本調査を等閑に付してよいはずがない。大多数の読者が手にしたであろう後
印本こそが、享受の諸相を明らかにするための有効な手掛りを提供する可能性があ
るからである。このように考えてみると、まったく同様の意味において、近代の活
字翻刻本について調べておくのも意義なしとはしないであろう。 
　そこで国会図書館編『明治期刊行図書目録』に一瞥を加えてみると、予想以上に
多くの読本や実録類が翻刻されていることに気が付く。これだけの量が出版されて
いたということは、すなわちそれだけの需要があったことを示しているのである。
とりわけ明治十年代の半ばから二十年代にかけて出されたいわゆる〈ボール表紙
本〉と呼ばれる本が目に付く▼1。これはボール紙を芯にして色摺りの絵入表紙を貼
り付けたもので、四六判が多く、中には菊判や四六判半截の本も見受ける。変体仮
名の活字を用いた総ルビに近い一段組み。紙質が悪く保存の悪い汚い本が多いた
め、一見廉価版という印象を持つが、よく見ると天地と小口にマーブルが施して
あったり、見返しに色摺りで内容に即した意匠を加えたりしてあり、値段も一冊あ
たり五拾銭～壱圓と比較的高価な本であった。一方、中本型の和装活字本も並行し
て出されていたようで、こちらは錦絵風摺付表紙に色摺りの口絵を持ち、袋入りで
売られていた。値段的には洋装本より少し安く、拾弐銭～七拾五銭ほどであった。
ただし、かなり派手な値引きをしていたらしく実質的な売り値となるとよくわから
ない。 
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　これらの単行本以外にも数多くの翻刻が出されていた。新聞の付録、全集や叢書
と、出版の形態はさまざまであるが、その全貌はとても容易には明らかにできない
ほどの広がりを持っていたものと推測される。しかし既刊の書目、たとえば『国書
総目録』所収の「叢書目録」や国会図書館編『全集・叢書細目総覧（古典編）』など
から洩れている全集叢書類は少なくない。まして単行本や雑誌は未整理のまま放置
されている。これは当時の翻刻本が暇潰しの娯楽読み物として刊行されたものであ
るが故に、なかば消耗品として扱われ、すでに早くから散逸してしまっていたこと
に起因する。しかし出板史や受容史の観点から見れば貴重なもので、このような資
料も早いうちに整理しておく必要があろう。 
　たとえば文庫本に関する鈴木徳三氏の調査▼2は、シリーズ化された小型本につい
て多くの資料を蒐集しつつ不明であった出版の実態を示している。また榊原貴教編
『近代日本黎明期文学書集成目録』は国会図書館所蔵本のマイクロフィルムの目録
でありながら、「編者が調査した限りをすべて目録化」せんと▼3、マイクロフィル
ムに収録していない作品までをも含み、若干ではあるが翻刻本も掲載している。一
方、青木稔弥氏は馬琴に関連する文献の「抄録、現代語訳、外国語訳をも採録対
象」とする目録を編んでいる▼4。いずれにしても、このような仕事の積み重ねが、
明治期以降の近世文学享受史を明らかにしていく基礎となるのは間違いない。 
　そこで、本節では従来の叢書目録類では拾えないか、もしくは記述が不充分であ
ると思われるものを紹介しつつ、近代初期における江戸読本の享受史の一端を明ら
かにしたい。 
「護寶奴記」　四六判（一八〇×一三〇粍）、明治十五年五月～十六年五月、二十七
冊、鶴聲社、定價一部八錢五厘。 
　これは五種の翻刻を、およそ五丁ずつ一冊にまとめて月に二～三度発行し、揃っ
たところで一冊に製本するという形式の出版である。 
護寶奴記（ごぼうぬき）序 
儒書（じゆしよ）の親玉（おやたま）ハ孔子（こうし）佛經（ぶつきやう）の親玉
（おやたま）ハ釋迦（しやか）と相場（さうば）を立（たて）れバ微塵（みじん）も
懸直（かけね）無（ない）ところと直（ね）ぎり人（て）無（な）るべし又（ま
た）戯作（けさく）ハ山東京傳（さんとうきやうてん）曲亭馬琴（きよくていばき
ん）を親玉（おやたま）とし滑稽（こつけい）道中記（だうちうき）ハ十遍者一九
（じつぺんしやいつく）を親玉（おやたま）と代盛（だいもり）すれバ又（また）偽
（いつは）りのない正札（しやうふだ）と言（いは）ん然（さ）れバ其（その）親
玉株（おやだまかぶ）が著（あらは）したる書中（しよちう）の親玉（おやたま）と
賞（しよう）せらるゝ佳作（かさく）を一冊（いつさつ）に纒（まと）めたるもの
なれバ是又（これまた）面白（おもしろい）の親玉（おやたま）にしてずるい趣向
（しゆかふ）の親玉（おやたま）濡手（ぬれて）で粟（あわ）の親玉（おやたま）と
ハ思（おも）ふものから其版（そのはん）ハ磨滅（まめつ）し其本（そのほん）ハ
紙破（かみやぶ）れ蠧魚（しみ）食（くひ）あらし殆（ほとんど）世（よ）に絶（た
え）んとするを猶（なほ）棄（すて）おかバ惜（をし）むべきの親玉（おやたま）
勿体（もつたい）ないの親玉（おやたま）遠慮（ゑんりよ）して因循（いんじゆん）
の親玉（おやたま）たらんより寧（むしろ）急進（たうせい）の親玉（おやたま）
ぞよきと思維（しゆゐ）しさてこそ護寶奴記（ごぼうぬき）とハ題（だい）する
なれ  
　　　　黄鳥頻りに囀り若葉 
　　　　　　　　　やうやく窓に暗き時 
松亭鶴仙識　
　　　凡例 
一、巻中（くわんちう）毎題（まいたい）大尾（たいび）に到（いた）れバその跡
（あと）へ又（また）他（た）の面白（おもしろ）き物（もの）を出（いだ）す 
一、諸（もろ／＼）の畫圖（ぐわと）序文（じよぶん）とうを除（のぞ）きしハ價
（あたへ）の廉（れん）ならんことを欲（ほつ）してなり 
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一、何（なに）にても大尾（たいび）に到（いた）れば分（わけ）て一部（いち
ぶ）の書（しよ）となし所藏（しよぞう）とするの趣意（しゆい）なる故（ゆゑ）
始（はじ）めに序文（じよぶん）を載（のせ）ざるハ其（その）もの終（をは）る
のせつ右（みぎ）序文（じよぶん）口繪（くちゑ）さし繪（ゑ）とうを附録（ふろ
く）として出（いだ）し一部（いちぶ）に纒（まと）むるの便（べん）となすな
り 
　明治十五年五月十三日に出た第一号には、『稲妻表紙』『東海道膝栗毛』『慶安
太平記』『三七全傳南柯夢』『六部集』が五丁ずつ仮綴され、同月二十五日に出さ
れた二号には、それぞれ前の続きの五丁が仮綴されていた。こうして、翌十六年の
五月十五日に出た二十七号までに、前述した作品のほかに『旬殿實々記』『太平
記』が完結に至ったのである。そこで、次のような広告が出た。 
鶴聲社出版書目 
三七全傳南柯夢　　全部合本　金三十三錢 
昔語稲妻表紙　　　全部合本　金三十三錢 
太平記　巻之壹巻之二　合本　金貮拾五錢 
東海道中膝栗毛　江戸ヨリ赤坂宿迄　合本　金貮拾五錢 
慶安太平記　上巻中巻　合本　金貮十六錢 
六部集放屁論　　　上下合本　金五錢 
右之品々出來相成候ニ付御注文ヲ乞 
　つまり、多くの種類の作品を少しずつ出しながら、完結したときには別々の本に
仕立てて出したのである。なお、二十八、二十九冊目として『実々記』巻二、三
（明治十五年九月二十七日）が出ているが、刊行日時に聊か不整合がある。 
　また、明治十六～十七年にかけて松本で出された「娯覧喃誌」（吟天社）も同様の
方式であった。 
序 
近頃（ちかころ）古（ふる）き書（ふみ）の新（あらた）に出版（しゆつぱん）せる
もの數多（かずおほ）き中（うち）にも稗史小説（ひしせうせつ）の如（ごと）き
は最（もつと）も夥多（おびたゞし）きやう思（おも）ハる此（こ）は時好（じか
う）に投（とう）ずる書肆（ふみや）の機智（はたらき）當世（たうせん）にては
斯（か）くや有（あり）なんなど理窟（りくつ）を付（つけ）るも些（ち）と手前
味噌（てまへみそ）鹽辛（しほから）しと云（いは）んか己（おの）れ爰（こゝ）に
伊達顯秘録（だてげんひろく）兒雷也物語（じらいやものがたり）娘節用（むすめせ
つよう）の三書（さんしよ）を合（あは）せて漸次（しだい）に出板（しゆつぱん）
し外（ほか）ハ看客方（おとくいかた）の御目覺（おめざめ）に供（そな）へ内（う
ち）は書肆（ほんや）の金筐（かねばこ）を肥（こや）さむと計（はか）りぬ抑
（そも）本誌（ほんし）ハ前（まえ）の三書を一綴（いつしよ）にして出板（しゆ
つぱん）すれど各書（いづれも）紙面（かみ）を異（こと）にして編輯（へんしう）
いたし殊（こと）に原書（げんしよ）の序文（じよぶん）口繪（くちゑ）等（とう）
まで時機（をり）を見（み）て出板（しゆつぱん）する故（ゆゑ）後日（ごじつ）
に至（いた）り更（さら）に改綴（とぢなほ）すれバ 各（めい／＼）編（べつ％＼）
単行の全書（よきほん）となりてお小兒衆（こどもしゆう）にハ目（め）の藥（く
すり）御婦人方（ごふじんがた）のお慰（なぐさ）み唯（たつ）た一冊（いつさつ）
三錢五厘（さんせんごりん）廉價（やすい）もんだに皆（みな）さん方（がた）一
寸（ちよつし）買（かつ）て娯覧喃（ごらんなん）しと云爾（しかいふ） 
校訂者識
　細切れの小説を何種類も読んで、はたして筋を追えるものなのかどうか疑問であ
るが、続きものの草双紙や新聞連載小説の感覚からすれば、さほど奇異なことでも
なかったものと想像できる。 
 
「今古雜録」　菊判（二二六×一五〇粍）、錦絵風摺付表紙、和装、榮泉社、定價一冊
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二十錢。 
　榮泉社の今古實録シリーズの続編として企画されたもので、『朝夷島巡記』初編
上巻の巻末に次のようにある。 
〇今古雜録（きんこざつろく）出版（しゆつぱん）廣告（くわうこく） 
弊社（へいしや）出版（しゆつぱん）今古実録（きんこじつろく）の儀（ぎ）ハ追々
（おい／＼）盛大（せいだい）に赴（おもふ）き既（すで）に太閤記（たいかふき）
三代記（だいき）盛衰記（せいすゐき）の如（ごと）き大部（たいぶ）を始（はじ）
め二百八十餘種（よしゆ）の發兌（はつだ）に及（および）候事（こと）偏（ひと
へ）に御贔負（ごひいき）の故（ゆゑ）と有難（ありがた）く奉存候就（つい）て
は是（これ）まで有名（いうめい）の稗史類（さくほんるい）諸方（しよはう）より
出版（しゆつぱん）相成候へ共（ども）兎角（とかく）半途（なかば）にて瓦解
（ぐわかい）し看客（かんかく）の御不便（ごふべん）少（すくな）からざるによ
り弊社（へいしや）に於（おい）て出版（しゆつぱん）致（いた）し候様（やう）看
客方（おとくゐがた）より屡々（しば％＼）御勸（おすゝめ）之（これ）あり候に付
（つき）今度（このたび）稗史小説（はいしせうせつ）の作者（さくしや）にて有名
（いうめい）なる京傳（きやうでん）馬琴（ばきん）種彦（たねひこ）を始（はじ）
め其他（そのた）の小説（かきほん）中（ちう）別（わけ）て面白（おもしろ）きも
のを選（えら）み今古雜録と題（だい）し實録（じつろく）に並（ならび）て期實
（きじつ）を誤（おやま）らず一層（そう）勉強（べんきやう）仕り看客様方（おと
くいさまがた）の御意（ぎよい）に適（かな）ひ候様（やう）美本（びほん）廉價
（ねやす）に發賣（うりだし）候間實録（じつろく）同様（どうやう）御高評（ごか
うひやう）の程（ほど）偏（ひとへ）に奉希上（ねがひたてまつり）候 
今古實録・今古雜録　出版所　三十間堀二丁目　榮泉社　
　この『朝夷嶋巡記』は、初編上下、二編上下の四冊で、明治十八年十月刊。芳春
が挿絵を描いている。これが「今古雜録」の最初だと思われるが、どれだけ出たの
かわからない。管見に入ったのは『本朝酔菩提』（三冊、明治十八年十月）と『俊傑神稲
水滸傳』（二冊、明治十八年十二月）だけである。おそらく、この企画は「兎角半途にて
瓦解し看客の御不便少からざる」という轍を踏んだものと思われる。 
　一方、「今古實録」の方は貸本屋の写本等を大量に翻刻したもので、後に実録全
書などの底本として使われたらしい▼5。実録の活字翻刻本として重要な叢書であ
る。  
 
「古今小説名著集」　四六版（一九〇×一二五粍）、紙装角背、一冊百五十頁内外、礫
川出版會社、定價五銭。 
古今小説名著集序 
往昔の史を編するや大事は之を策に取り小事ハ之を簡牘に取る綱擧り目張
りて而し褒貶勸懲亦自ら其間に行はる眞に備れりと謂べし中世以降邦家
益々多事大史氏亦古に及ばざる者あり於是好事の徒輩出し或ハ筆を野乗に
假りて潜徳を發し或ハ文を小説に託して陰慝を誅す其觀るべき者亦鮮から
ず此種の世を益する蓋し言を竢ざるなり一は童蒙婦女をして時代の先後當
世の風俗を解し知らず識らず名教の樂地に逍遥することを得せしめ一は好
學の士をして文章の沿革言語の變遷制度の推移等を察し以て之を正史に對
照して細かに時事の得失斯道の隆汚を議することを得せしむ夫れ如是然ら
ハ則ち之を編する者固より無かるべからず之を讀む者固より禁ずべからず
本集ハ勉て古今の名著傑作を網羅して上は箕山、近松、出雲、其碩、西
鶴、源内、可笑、鬼卵、鬼武、如皐、壽來、眸川子、天歩子、閑鵝齋、陸
可彦、光定、信清、宗義、直方、九二軒、一瓢軒、其鳳、其笑、瑞笑、自
笑、龜友、蛙井、錦文流、其樂齋、墨雀、木鶏、文臺、梅嶺、石別子、秋
扇翁、由易、春樹、嘉茂、山住、久爲、元隣、馬呑、京傳、万象、三馬、
金交、京山、一九、春水、種彦、靜盧、徳升、馬琴、蘭山、英泉、種員、
金水、焉馬、洞蘿、峨眉、離醗、平魚、北壷游、鼻山人、六樹園、等諸先
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輩の作より下は現今の新著に至る迄細大漏すことなく號を追て纂録し再號
大低二三部を全載して以て世俗の妄りに章を斷し回を拆し看客をして隔靴
掻痒の感を懷かしめ強て次號を購讀せしむる等の手段を用ひざらんことを
期せり然れとも長篇大作にして牒數限りある本集中に於て完結を見る能は
ず連々數號に渉るべき者〓に諸彦が寄贈を辱くせられたる珍書等は特に本
集號外として以て之を發行す其編者微意の存する所及ひ價根の高低等の如
きハ擧て諸彦の高評に付する耳 
礫川出版會社　
　第一帙廿四巻が全巻刊行されたことは、二帙第一巻の「古今小説名著集發行趣
旨」（第一帙の序と同文）の裏に付けられた次の文章で判明する。 
謹告 
本書ハ明治廿四年二月第一巻を發刊引續き明治廿五年二月迄に廿四巻發行
なし満一ヶ年を以て廢刊せし處愛讀諸君中御秘藏の珍書佳籍數多御投與在
つて猶引續き發行候様御注告の向も不尠依て今般御所藏の便利を計り前
一ヶ年分廿四巻を以て第一帙となし本年四月以降發行の分を第二帙として
第一巻より續々發行可致候間倍舊御購讀あら舞ことを茲に謹告す 
　但第一帙第壹巻より第廿四巻まで欠巻なく備置候間是又御購求願上候 
　また、巻末に「名著集第一帙目次」として所収本の題名が挙げられている。第十
九巻以降の部分については従来の叢書目録等に挙げられていない。 
　　　●第一巻 
　復讐月氷奇縁　　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　小春治兵衛花廼島臺　　　完　　松亭金水著 
　　　●第二巻 
　碗久松山柳巷話説　　　　完　　曲亭馬琴著 
　大津土産吃又平名畫助刀　完　　式亭三馬著 
　邂逅物語　　　　　　　　完　　天歩子著 
　湘中八雄傳　　　　　　　完　　北壷游著 
　　　●第三巻 
　吾妻餘五郎雙蝶記　　　　完　　山東京傳著 
　淺間ヶ嶽面影草紙　　　　完　　柳亭種彦著 
　　　●第四巻 
　淺間ヶ嶽后編逢州執着譚　完　　柳亭種彦著 
　怪談雨夜の鐘　　　　　　完　　十返舎一九著 
　夕霧書替文章　　　　　　完　　栗杖亭鬼卵著 
　　　●第五巻 
　艶廓通覧　　　　　　　　完　　洞蘿山人著 
　貞操美談園の花　　　　　完　　爲永春水著 
　　　●第六巻 
　恩愛二葉草　　　　　　　完　　鼻山人著 
　小夜の中山石言遺響　　　完　　曲亭馬琴著 
　　　●第七巻 
　飛弾匠物語　　　　　　　完　　六樹園著 
　邯鄲諸國物語近江の巻出羽の巻 完 柳亭種彦著 
　五色の糸屑　　　　　　　完　　峨眉山人著 
　　　●第八巻 
　三十三間堂棟材奇傳柳の糸　完　　小枝繁著 
　花暦封じ文　　　　　　　完　　朧月亭有人著 
　　　●第九巻 
　新累解脱物語　　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　於三慕平宗像暦　　　　　完　　ちぬ平魚著 
　　　●第十巻 
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　邯鄲諸國物語大和巻　　　完　　柳亭種彦著 
　胸算用（大晦日ハ一日千金） 完　　井原西鶴著 
　　　●第十一巻 
　昔語稲妻表紙　　　　　　完　　山東京傳著 
　姫萬兩長者廼鉢木　　　　完　　曲亭馬琴著 
　　　●第十二巻 
　糸櫻春蝶奇縁　　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　　　●第十三巻 
　邯鄲諸國物語播磨巻　　　完　　柳亭種彦著 
　記録曾我女黒船　　　　　完　　江島屋其磧八文字屋自笑著 
　　　●第十四巻 
　蹇廼復讐戀の宇喜身　　　完　　松亭金水著 
　玉箒木　　　　　　　　　完　　義端著 
　　　●第十五巻 
　邯鄲諸國物語伊勢の巻　　完　　笠亭仙果著 
　邯鄲諸國物語遠江の巻　　完　　笠亭仙果著 
　怪談登志男　　　　　　　完　　慙雪舎素及子著 
　　　●第十六巻 
　佐野常世物語　　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　小説浮牡丹全傳　　　　　完　　山東京傳著 
　痴漢三人傳　　　　　　　完　　感和亭鬼武著 
　　　●第十七巻 
　俊徳麻呂謡曲演義　　　　完　　振鷺亭著 
　繪本連理の片袖　　　　　完　　十返舎一九著 
　　　●第十八巻 
　綟手摺昔木偶　　　　　　完　　柳亭種彦著 
　異國奇談和莊兵衛　　　　完　　遊谷子著 
　　　●第十九巻 
　常夏双紙　　　　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　櫻姫曙双紙　　　　　　　完　　山東京傳著 
　　　●第二十巻 
　忠臣水滸傳　　　　　　　完　　山東京傳著 
　　　●第廿一巻 
　大晦日曙草紙　　　　　　完　　山東京傳著 
　化競丑満の鐘　　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　　　●第廿二巻 
　己惚鏡　　　　　　　　　完　　式亭三馬著 
　三七全傳楠柯夢　　　　　完　　曲亭馬琴著 
　　　●第廿三巻 
　孝子嫩物語　　　　　　　完　　高井蘭山著 
　春色淀の曙　　　　　　　完　　松亭金水著 
　　　●第廿四巻 
　菊の井草紙　　　　　　　完　　爲永春水著 
　會稽松の雪　　　　　　　完　　峨洋堂著 
　　但シ壹冊定價金五錢全部廿四冊代價金壹圓但シ壹冊ニ付郵税金貮錢
ヅヽ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　發行所　礫川出版
社 
　また「號外」として『新編金瓶梅』（明治二十四年七月）、『景清外傳松の操』（明治
二十四年十月）とが確認できたが、『国書総目録』に載る『小説六佳撰』は管見に入ら
なかった。「號外」の出来に至る事情については、『新編金瓶梅』の冒頭に次のよ
うにある。 
古今小説 名著集號外發行の社告 
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分店は商業の繁昌より開き支線は銕道の延長より起る本集の進行は駸々乎
として止まず頗る看客諸彦の御満足を希圖せしより竟に諸彦をして却て待
遠だとの御歎聲を發せしむるに至る嗚嗟本集の月日に其繁昌を極むる推し
て知るべきなり今日の勢本集は定期外に其分店支線を設けて諸彦の厚眷に
報答せざるべからざるの時運に遭遇せりと謂べし依て向後は長篇大作にし
て牒數限りある本集中に全載すること能はす聯々數回に渉る者及び諸彦が
本社の豫告に負かず惠贈せられし珍籍等は特に號外として發行して以て聊
か編者の寸誠を表する事とは爲しぬ 
礫川出版會社謹白　
　また、第二帙第一巻の刊記に「●名著集第二帙追次發行目次」として、以下の通
りある。 
●松染情史秋の七草●美濃古着八丈奇談●那智白糸●諸國回廊傾城畸人傳
●安積沼●更科草紙●邯鄲諸國譚攝津巻●本朝酔菩提●南柯後記●旬殿
實々記●うとう忠義傳●松風村雨物語●三日月お專●縁結月下菊●園の朝
貌●手鞠唄三人娘●小栗外傳●阿古義物語●皿々郷談●松王物語●稚枝鳩
●雲の妙間雨月夜●皿山奇談●裏見葛葉●物草太郎●あやめ草●末つむ花
●戀の染分●玉川日記●高雄外傳●女水滸傳 
右者追次發行可致此段豫廣告す但前記載の外目録は次巻を以てす 
　これらのうち、確認できたのは次に挙げた十六点である▼6。 
第 一 巻　曲亭馬琴『頼豪阿闍梨恠鼠傳』、小枝繁『梅川忠兵衛この花双
紙』、明治廿五年四月 
第 二 巻　笠亭仙果『邯鄲諸国物語摂津巻』、狂訓舎楚満人『復讐高尾外
傳』、明治廿五年四月 
第 三 巻　四方歌垣『月宵鄙物語』、曲亭馬琴『孔子一代記』、明治廿五
年五月 
第 四 巻　東籬亭『壇風物語』、山東京傳『伽三味線』、菊廼舎東籬『近
世日本蒙求』、明治廿五年六月 
第 五 巻　為永春水『春色田家花』、明治廿五年　月 
第 六 巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』一、明治廿五年　月 
第 七 巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』二、明治廿五年　月 
第 八 巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』三、明治廿五年　月 
第 十 巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』五、明治廿五年　月 
第十一巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』六、明治廿五年　月 
第十二巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』七、明治廿五年　月 
第十三巻　曲亭馬琴・高井蘭山『新編水滸畫傳』八、明治廿五年　月 
第十四巻　曲亭馬琴・柳下亭種員・柳水亭種清『女郎花五色石臺』上編、
明治廿五年十一月) 
第十五巻　馬琴・種員・種清『女郎花五色石臺』下編、伊丹椿園『女水滸
傳』、明治廿五年十二月) 
第十八巻　曲亭馬琴『旬殿實々記』、明治廿六年七月) 
第十九巻　曲亭馬琴『美濃旧衣八丈奇談』、明治廿六年七月) 
　したがって確証は得られないものの、第二期が巻数順に配本されたとすれば、少
なくとも十九巻までは刊行されていたと思われる。  
 
「通俗小説文庫」　明治三十九年に東京の合名會社近事畫報社から刊行された月刊
誌。 
　やや幅の狭い菊版（二二二×一四七粍）で、紙装角背、口絵に色摺りの木版画を二～
四図折り込み、本文は五号活字の二段組、挿絵はなく、一冊四百頁内外で三十五
銭。架蔵しているのは一月～三月刊と五月刊との四冊である。おそらく四月刊は出
たものと思われるが、六月以降の刊否は不明である。一月刊（第一巻）の冒頭に「序
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に代へて」として、次のようにある。 
實話を敷衍して一種の讀本躰となしたるもの、徳川氏の中世以後頗る世に
行はれ、草双紙の人情本と共に讀書社會を風靡せり、其經緯とする處、武
勇談あり、軍記あり、烈女傳あり、貞節譚あり、或は騒動物、侠客傳、奇
譚逸聞等、あらゆる面白き物語を羅織し、士人より婦女童幼に至る凡ての
階級を通じて、何人にも讀み易からしめたるを以て、書肆の虎の巻とな
り、家庭の教へ草となり、百餘年の間一種の潜勢力を涵養し、赤本の名今
も喧傳せらる、然れども是等の書冊多く散佚して、今容易く求むる能は
ず、空しく隔靴掻痒の歎を發せしむるを以て、弊社新たに通俗小説文庫の
名の下に、赤本中の粹を抽き、精を萃め、月次號を逐ふて發售せんとす、
全部十二巻、續編十二巻、毎號凡そ四百頁の大冊子なれども、極めて價格
を低廉にし、刷出部數を多くし、普く一般に流布せしめん事を期す、今や
我讀書社會は、淫靡なる戀愛小説に飽き、漸く新なる傾向を生ぜんとする
に際し、本書の世に出づるは、是等の渇を慰する尠少なりとせず、希くは
家庭間の讀物として本書を迎へられんことを。 
　すなわち、娯楽読物の供給を意図したものであることがわかる。とくに「今や我
讀書社會は、淫靡なる戀愛小説に飽き、漸く新なる傾向を生ぜんとするに際し、本
書の世に出づるは、是等の渇を慰する尠少なりとせず」という部分は、流行を促そ
うとする板元の意欲が示唆されていて興味深い。つぎに「實話を敷衍して一種の讀
本躰となしたるもの」という所収予定書目を「總目次」として挙げている。 
　通俗小説文庫總目次 
　相馬大作忠勇傳　北雪美談　　　　名譽長者鑑　　　後藤美勇傳　　　
鎗の郷藏 
　袈裟貞操譚　　　本多平八郎　　　黒田騒動　　　　松前屋五郎兵衛　
日蓮大士眞實傳 
　關東十人男　　　名畫血達磨　　　山鹿甚五左衛門　楠廷尉秘鑑　　　
合邦辻 
　吉村兼房　　　　宮本武勇傳　　　高田馬場　　　　慶安太平記　　　
三都勇劔傳 
　孝子嫩物語　　　尼子十勇士　　　梁川武勇傳　　　村井長庵　　　　
彦左衛門一代記 
　著聞奇集　　　　天下茶屋　　　　豊臣鎭西軍記　　車丹波守　　　　
伊達顯秘録 
　黄門仁徳録　　　鼠小僧　　　　　神明強勇傳　　　幡随長兵エ　　　
奴小萬 
　直助權兵衛　　　水呑村九助　　　古今名婦傳　　　將門記　　　　　
傳教大師傳 
　宇都宮騒動　　　草木軍談　　　　弘法大師傳　　　岡山奇聞　　　　
栗原百助豪勇傳 
　源空上人傳　　　義經勲功記　　　曾我物語　　　　箱根靈驗記　　　
桶間軍記 
　豊川利生記　　　佐倉義民傳　　　大坂軍記　　　　柳生旅日記　　　
白木屋お熊 
　自來也物語　　　川中島軍記　　　畔倉重四郎　　　笹野權三　　　　
雲井龍雄 
　越後傳吉　　　　柳荒美談　　　　鎌倉顯晦録　　　傾城瀬川　　　　
元和三勇士 
　護國女太平記　　雲切仁左衛門　　天保水滸傳　　　岩見武勇傳　　　
松田お花 
　稲生武勇傳　　　嘉永水滸傳　　　小栗外傳　　　　加賀千代物語　　
越後騒動 
　孝女傳　　　　　祐天上人傳　　　汗血千里駒　　　千代田刄傷　　　
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業平文治 
　二島英勇傳　　　西國巡禮娘仇討 
　これを通覧して気が付くのは、いわゆる〈実録〉と呼ばれるジャンルで、主とし
て写本で流布したものが多く含まれている点である。近世後期の上方で陸続と出さ
れた〈絵本読本〉もこれらの実録を扱ったものが多かった。また、次の凡例からは
厳密さを期そうとする意気が読み取れるが、現在の学問水準から見れば不充分なも
のであるのはやむを得ない。 
　凡　例 
改竄　本書の編纂に方りて、編者は成るべく原本の字句を改竄するを避け
たり。然れ共是等の書は、重に冩本を以て轉輾し來りたるを以て、其間筆
冩の誤りを生じ、往々字句滅裂し、殆ど自他を辨ぜさるが如きものは、或
程度迄訂正したり。若し盡く之を添削する時は、全く改作となりて、當時
の所謂筆僻なるものを滅却し、爲に淳樸の文體を傷つくるを畏るればな
り。 
句讀　原本は大概句讀なるものなけれど、近年句讀附の書册を讀み習ひた
る人には、無點は讀過に便ならざるを以て、敢て之を添えたり。 
編纂　本書は毎巻約四五册種を収むるを期すれど、往々浩澣に度るもの
は、一種一巻又は二巻に度る事あるべく、或は七八種を一巻に収むるの已
むなきもあるべし。 
珍書　本書編纂豫定として、別に掲ぐる總目次以外、珍書佳什を藏せら
るゝ人士あらば希くは發行所に寄せられむ事を、編者は喜んで誌上に掲ぐ
べし。 
　出版事業が予定通り進行しない点は古今の差がなく、実際の刊行された本に所収
されたのは次の通りであった。なお原作品についての私見を〔　〕で括って記して
おいた。 
第一巻 
　　名譽長者鑑〔実録、紀文大盡〕 
　　北雪美談金澤實記〔実録〕 
　　相馬大作忠勇傳〔実録〕 
　　後藤美勇傳〔実録〕 
　　村井長庵實記〔大岡政談〕 
第二巻 
　　尼子十勇士傳〔読本、栗杖亭鬼卵『繪本更科草紙』文化八、文政四
年、文栄堂刊〕 
　　袈裟御前貞操譚〔読本、小枝繁『文覺上人發心之記橋供養』文化十二
年、角丸屋甚助刊〕 
　　自來也物語〔読本、感和亭鬼武『報仇奇談自來也説話』文化三、四
年、中村藤六ほか刊〕 
　　車丹波守武勇傳〔実録〕 
　　槍の郷藏〔実録〕 
第三巻 
　　嘉永水滸傳〔実録〕 
　　金紋藤巴箱崎文庫〔実録〕 
　　本多平八郎〔実録〕 
第四巻（未見。同じ版元の「絵入史談」二、明治三十九年四月二十一日刊、広告によ
る。） 
　　(大阪軍記) 
　　(小堀政談天人娘) 
　　(靈狐竒談小倉の色紙) 
第五巻 
　　筆の面影岡山奇聞〔実録〕 
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　　五大力後日物語〔読本、狂蝶子文麿『五大力後日物語』文化十一年、
西宮彌兵衛刊〕 
　　東侠客河内山實傳〔実録〕 
　　姫萬両長者廼鉢木〔合巻、曲亭馬琴『姫萬両長者鉢木』文政九年、森
屋治兵衛刊〕 
　　花廼志満臺〔人情本、四編十二冊、天保七～九年刊、松亭金水〕 
　　仙石騒動實記〔実録〕 
「錦葵文庫」　菊判半截（一五一×九六粍）で、クロス装丸背、一冊二百頁余、葵文
會、吉川弘文館、正價卅銭。 
　第一輯一編、二編の二冊のみ架蔵。三編以降の刊否不詳。冒頭に次のように見え
る。 
本會曩に葵文庫を刊行して徳川文學の精華を遠永に保全し併せて高尚なる
趣味を家庭に普及せん事に努め今や既に數種の名篇珍籍を世に紹介せりさ
れど同文庫は重に該書一冊以上の長篇を刊行するの計畫なるが故に比較的
名作多き短篇物を脱遺するの憾あるを免れず茲に於てか別に葵文庫の姉妹
本として錦葵文庫を刊行し多くの短篇中に於ける名作を網羅し價格を廉に
し携帶を便にし其遺を拾ひ漏を補はんとす如斯して始て徳川文學研究者を
して長短失ふ處なく而かも本會の主義目的を遺憾なく遂行し得べしと信ず
乞ふらくは讀者之を諒とし葵文庫と同じく愛讀の榮を賜はらん事を 
葵文會　
第一輯一編、牧野望東（解題）、明治四十四年二月十五日。 
　　化競丑満鐘〔曲亭馬琴、浄瑠璃読本、寛政十二年刊〕 
　　獸太平記〔木容堂、滑稽本、安永七年刊〕 
第一輯二編、雨谷一菜庵（解題）、明治四十四年七月十日。 
　　江戸名所花暦〔岡山鳥、地誌、文政十年刊〕 
　　都の手ぶり〔石川雅望、狂文、文化六年刊〕 
「日本文藝叢書」　菊判半截（一五七×九〇粍）、紙装丸背カバー、一冊三百頁内外、
東亜堂書房、二十錢。 
　幸田露伴校訂のシリーズで、毎冊巻首の二頁ほどに解題が付されている。当初は
二百冊を計画したようであるが、これまたどれだけ出たのかがわからない。手許に
ある本のうち一番新しい刊記が付いている『續大岡政談』巻末「日本文芸叢書全二
百巻新刊目録」には第五十巻まで（既刊）となっており、「第五十一巻以下原稿整理
中＝續々刊行」とある。このシリーズは巻数順に刊行されたのではないようで、明
治四十四年の三月ころから毎月数冊が刊行されていたと思われる。確認したものは
下の〔　〕に発兌年月日を入れたが、数ヵ月後に再刷が確認できたものもある。な
お『露伴全集』所収の序文より年月の判明したものは＊を付した。 
　第 一 巻　椿説弓張月　上編〔＊明治四十四年二月〕 
　第 二 巻　新訂通俗三國志　第一〔明治四十四年三月一日〕 
　第 三 巻　椿説弓張月　中編 
　第 四 巻　東海道中膝栗毛　前編〔明治四十四年四月三日〕 
　第 五 巻　新訂太平記　第一〔＊明治四十四年四月〕 
　第 六 巻　新訂通俗三國志　第二〔明治四十四年四月二十五日〕 
　第 七 巻　近松浄瑠璃佳作集　第二〔明治四十四年十一月五日〕 
　第 八 巻　椿説弓張月（附昔語質屋倉）　下編〔＊明治四十四年四月〕 
　第 九 巻　新訂太平記　第二 
　第 十 巻　東海道中膝栗毛（附金毘羅參詣膝栗毛）　後編 
　第十一巻　新訂通俗三國志　第三 
　第十二巻　西鶴佳作集　第一〔明治四十四年七月一日〕 
　第十三巻　新訂太平記　第三 
　第十四巻　開巻驚奇侠客傳　上編〔明治四十四年五月十五日〕 
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　第十五巻　其磧佳作集　合巻〔明治四十四年五月二十五日〕 
　第十六巻　新訂通俗三國志　第四 
　第十七巻　新訂太平記　第四 
　第十八巻　一休諸國物語　全　〔＊明治四十四年六月〕 
　第十九巻　開巻驚奇侠客傳　中編 
　第二十巻　浮世風呂　全　〔＊明治四十四年〕 
　第廿一巻　新訂通俗三國志　第五 
　第廿二巻　開巻驚奇侠客傳　下編 
　第廿三巻　浮世床　全　〔明治四十四年十一月五日〕 
　第廿四巻　新訂太平記　第五 
　第廿五巻　新訂通俗三國志　第六 
　第廿六巻　大岡政談　全　〔＊明治四十五年一月〕 
　第廿七巻　新訂通俗三國志　第七 
　第廿八巻　續大岡政談　全　〔明治四十五年二月十八日〕 
　第廿九巻　邯鄲諸國物語　前編〔＊明治四十四年七月〕 
　第三十巻　邯鄲諸國物語　後編 
　第卅一巻　八笑人　全 
　第卅二巻　新訂通俗三國志（附録支那歴史地圖）　第七〔明治四十四年十月
二十五日〕 
　第卅三巻　馬琴佳作集　全 
　第卅四巻　義士實傳いろは文庫　前編〔明治四十四年七月十五日〕 
　第卅五巻　義士實傳いろは文庫　後編〔明治四十四年九月三十日〕 
　第卅六巻　近松浄瑠璃佳作集　第二 
　第卅七巻　平家物語　前編〔＊明治四十四年七月〕 
　第卅八巻　平家物語　後編〔明治四十四年七月十日〕 
　第卅九巻　新訂水滸傳　第一〔明治四十四年八月二十五日〕 
　第四十巻　西鶴佳作集　第二 
　第四十一巻　枕草子・徒然草　合巻〔明治四十五年二月十五日〕 
　第四十二巻　新訂水滸傳　第二 
　第四十三巻　保元物語平治物語　合巻〔明治四十四年十一月五日〕 
　第四十四巻　新訂水滸傳　第三 
　第四十五巻　偐紫田舎源氏　第一〔＊明治四十五年五月〕 
　第四十六巻　偐紫田舎源氏　第二 
　第四十七巻　偐紫田舎源氏　第三 
　第四十八巻　偐紫田舎源氏　第四〔大正二年序〕 
　第四十九巻　新訂水滸傳　第三 
　第 五十 巻　雨月物語聴耳猿疳癖談　合巻〔明治四十四年八月二十五
日〕 
　さて、このシリーズは再編成して文庫本風仮綴体裁に改めて大正から昭和初期に
かけて出されている。発行所は「金星堂内日本文藝叢書刊行會」で「六十錢」と
なっている。手許の一番新しい『水滸傳』の奥付には以下の書目が出ている。
〔　〕は所収本と『露伴全集』所収の序文から判明する年月。なお、明治四十四年
九月に『海道記』と『回国雑記』にも序文を書いているが、別のシリーズであろう
か。 
第壹期刊行書目（十巻二十五冊） 
　第一巻　椿説弓張月　全三冊 
　第二巻　東海道中膝栗毛　全二冊 
　第三巻　太平記　全五冊 
　第四巻　平家物語　全二冊 
　第五巻　偐紫田舎源氏　全四冊 
　第六巻　開巻驚奇侠客伝　全三冊 
　第七巻　大岡政談　全二冊 
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　第八巻　いろは文庫　全二冊 
　第九巻　雨月物語　全一冊 
　第十巻　一休諸國物語　全一冊 
第貮期刊行書目（十三巻二十三冊） 
　第十一巻　馬琴佳作集　全一冊〔雲妙間雨夜月・皿々郷談・俊寛僧都島
物語＊明治四十四年〕 
　第十二巻　近松佳作集　全一冊 
　第十三巻　其磧佳作集　全一冊 
　第十四巻　枕草子・徒然草　全一冊 
　第十五巻　保元物語・平治物語　全一冊 
　第十六巻　七偏人　全一冊〔＊明治四十五年六月〕 
　第十七巻　八笑人　全一冊〔＊明治四十四年〕 
　第十八巻　漢楚軍談　全一冊〔＊明治四十五年六月〕 
　第十九巻　邯鄲諸國物語　全二冊 
　第二十巻　通俗三國志　全八冊 
　第二十一巻　水滸傳　全三冊〔新篇水滸畫傳〕 
　第二十二巻　浮世床　全一冊 
　第二十三巻　浮世風呂　全一冊 
　第參期刊行準備中 
　現存を確認できたのは、『馬琴佳作集』（大正十年十一月）、『開巻驚奇侠客伝』第
一～三巻（大正十五年九月）、『一休諸國物語』（大正十五年九月）、『雨月物語』（大正十
五年九月）、『偐紫田舎源氏』第四巻（大正十五年九月）、『新訂水滸傳』第一～三巻
（昭和二年二月）であるが、『一休諸國物語』の巻末にある第貮期刊行書目は十五巻二
十六冊で、『西鶴佳作集』が入り、『枕』と『徒然』を分冊した若干異なった編成
になっている。 
　また『開巻驚奇侠客傳』（大正十五年九月發行、昭和四年十一月再版發行、玉文社、貮圓）
は、全三巻を一回り大きな一冊に合冊した本であり、三星文庫『馬琴傑作集』（大正
十三年四月、三星社出版部、貮圓）もハードカバーで出ている。 
　随分と長期間にわたって版元を移して刊行が続けられている様子なので、精確に
はなお一層の調査が必要である。 
「家庭繪本文庫」　菊判（二二七×一五五粍）、桜色地に菱形繋文様表紙、和装。木板
多色摺り口絵一葉、一冊百五十頁内外、大正六年四月から配本開始、國書刊行會。 
　第一期として次の全二十四冊が計画されたようだ。 
邯鄲諸國物語　　全五冊 
稗史水滸傳　　　全四冊 
絵本太閤記　　　全七冊 
殺生石後日怪談　全二冊 
風俗金魚傳　　　全二冊 
新編金瓶梅　　　全四冊 
実際の配本順、刊記は次の通り。 
　配本　　書名　巻　　　刊　　記 
　１　邯鄲諸國物語１　大正六年四月十二日 
　１　邯鄲諸國物語２　　　　　四月十二日 
　２　稗史水滸傳１　　　　　　五月十日 
　２　稗史水滸傳２　　　　　　五月十日 
　３　邯鄲諸國物語３　　　　　六月十日 
　３　繪本太閤記１　　　　　　六月十日 
　４　邯鄲諸國物語４　　　　　七月十日 
　４　繪本太閤記２　　　　　　七月十日 
　５　稗史水滸傳３　　　　　　八月十日 
　５　繪本太閤記３　　　　　　八月十日 
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　６　稗史水滸傳４　　　　　　九月十日 
　６　繪本太閤記４　　　　　　九月十日 
　７　殺生石後日恠談１　　　　十月十日 
　７　繪本太閤記５　　　　　　十月十日 
　８　繪本太閤記６　　　　　十一月十日 
　８　繪本太閤記７　　　　　十一月十日 
　９　邯鄲諸國物語５　　　　十二月十日 
　９　繪本太閤記８　　　　　十二月十日 
　10　殺生石後日恠談２　大正七年一月十日 
　10　繪本太閤記９　　　　　　一月十日 
　11　繪本太閤記10　　　　　　二月十日 
　11　繪本太閤記11　　　　　　二月十日 
　12　新編金瓶梅１　　　　　　三月十日 
　12　繪本太閤記12　　　　　　三月十日 
（不明）風俗金魚傳 
　『風俗金魚傳』と『新編金瓶梅』２巻以下三冊は未見ゆえ刊否不明。そのほかは
架蔵本にて確認。ただし『繪本太閤記』は、全七編を十二冊に分冊している（二三四
六七編を各二冊に分ける）。この『繪本太閤記』は大正八年一月（帙に刊記存）に國民出版
社から藍色表紙の和装本で再版されており、さらに出版事項は未詳ながら一冊に合
本したものがある。また『邯鄲諸國物語』にも藍色表紙の國民出版社版がある。 
　なお、このシリーズは合巻が多いせいか、原本から挿絵を入れており参考にな
る。 
「袖珍文庫」　四六判半截（一二六×九五粍）、クロス装角背、一冊三百頁内外、三教
書院、二十五錢。 
　鈴木徳三氏の調査（前述）によれば、大正三年一月の七十八巻まで確認されている
ようだが、全部で何巻出たのかわからない。管見に入った八十巻までを記してお
く。 
１　いろは文庫（上）［明治43］ 
２　いろは文庫（中） 
３　武将感状記（全） 
４　文章軌範（全） 
５　平家物語（上） 
６　俳諧七部集（全） 
７　平家物語（中） 
８　偐紫田舎源氏（１） 
９　いろは文庫（下） 
10　平家物語（下） 
11　墨田川梅柳新書・昔語質屋庫（合） 
12　偐紫田舎源氏（２） 
13　萬葉集（上） 
14　東海道膝栗毛（上） 
15　俳風やなぎ樽（１） 
16　古今集（全） 
17　偐紫田舎源氏（３） 
18　枕の草子（全） 
19　東海道膝栗毛（下） 
20　偐紫田舎源氏（４） 
21　武經七書（全） 
22　徒然草・それ／＼草（全） 
23　十三種百人一首（全） 
24　聯珠詩格（全） 
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25　俳風やなぎ樽（２） 
26　雨月物語・諸道聴耳世間猿（合） 
27　蕪村七部集（全） 
28　浮世風呂（全）　［明治44］ 
29　繪本太閤記（１） 
30　常山紀談（１） 
31　釋迦八相倭文庫（１） 
32　風俗文選（全） 
33　梅ごよみ（全）［發禁］ 
34　假名文章娘節用・清談若緑（合） 
35　世間子息気質・世間娘気質（合） 
36　近世説美少年録（１） 
37　繪本太閤記（２） 
38　松の葉・松の落葉（合） 
39　新編水滸畫傳（１） 
40　西鶴物（１） 
41　花暦八笑人（全） 
42　釋迦八相倭文庫（２） 
43　常山紀談（２） 
44　南総里見八犬傳（１） 
45　東遊記（全） 
46　新編水滸畫傳（２） 
47　源平盛衰記（１） 
48　西遊記（全） 
49　古事記（全） 
50　萬葉集（中） 
51　保元物語・平治物語（全） 
52　常山紀談（３） 
53　神皇正統記（全） 
54　萬葉集（下） 
55　日蓮大士眞實傳（全） 
56　山家集（全） 
57　新編水滸畫傳（３） 
58　南総里見八犬傳（２） 
59　釋迦八相倭文庫（３） 
60　近世畸人傳（全） 
61　近松心中物（全） 
62　新編水滸畫傳（４） 
63　繪本太閤記（３）［大正元年］ 
64　唐詩選・三體詩（合） 
65　木曾道中膝栗毛（全） 
66　俳人紀行文（全） 
67　竹取・伊勢物語・方丈記・十六夜日記（合） 
68　南総里見八犬傳（３） 
69　南総里見八犬傳（４） 
70　鳩翁道話（全） 
71　繪本太閤記（４）［大正二年］ 
72　南総里見八犬傳（５） 
73　新編水滸畫傳（５） 
74　近世説美少年録（２） 
75　南総里見八犬傳（６） 
76　南総里見八犬傳（７） 
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77　南総里見八犬傳（８） 
78　唐物語・住吉物語・濱松中納言物語［大正三年］ 
79　南総里見八犬傳（９）［大正二年九月］ 
80　梅暦（全）［大正三年七月］ 
　割に早いペースで重印（版）されているようで、その際に巻数が換えられているも
のもある。いずれにしても、かなり流布したシリーズであると思われる。 
「江戸軟派全集」　第一期二十冊、菊判半截（一五五×一一〇粍）、紙装ちり付洋装、
一冊二百六十頁内外、西村新解題、大正十五年～昭和三年、江戸軟派全集刊行會、
非売品。 
　１　閑情末摘花（人情本集）　　　　　　　　　　　　大正十五年十一月
二十日 
　２　洒落本集第一（傾城買四十八手・柳巷訛言）　　　　　　　　十二月二十
五日 
　３　梅之春（爲永春水集）　　　　　　　　　　　　　　昭和二年一月二
十五日 
　４　娘太平記操早引（人情本集）　　　　　　　　　　　　　　　一月二
十五日 
　５　春色江戸紫・春色玉襷（人情本集）　　　　　　　　　　　　二月二
十八日 
　６　春色傳家之花（爲永春水集）　　　　　　　　　　　　　　　二月二
十八日 
　７　通俗巫山夢・世中貧福論　　　　　　　　　　　　　　　　　四月
十日 
　８　假名文章娘節用・艶競金化粧（人情本集）　　　　　　　　　四月十
日 
　９　洒落本集第二（辰巳婦言･船頭深話･船頭部屋･傾城買談客物語）　六月十日 
　10　春色恵の花・春色梅暦（爲永春水集）　　　　　　　　　　　六月二
十日 
　11　清談若紫（人情本集）　　　　　　　　　　　　　　　　　　六月二
十日 
　12　毬唄三人娘（人情本集）　　　　　　　　　　　　　　　　　六月二
十日 
　13　好色一代男・好色一代女（井原西鶴集）　　　　　　　　　　七月二
十五日 
　14　人情廓の鴬・仇競今様櫛（人情本集）　　　　　　　　　　　七月二
十五日 
　15　春色辰巳園（爲永春水集）　　　　　　　　　　　　　　　　九月二
十五日 
　16　いろは仮名四谷怪談・於染久松色読販（鶴屋南北集）　　　　九月二
十五日 
　17　洒落本集第三（娼妓絹〓・錦之裏・仕懸文庫・繁千話・志羅川夜船・夜半の茶
漬）十月三十一日 
　18　花筐（人情本集）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十月三
十一日 
　19　随筆雑文集（吉原大全・俳諧通言・容顔美艶考）　　　　　　十二月二十
八日 
　20　春告鳥（爲永春水集）　　　　　　　　　　　　　　　　　　十二月
三十日 
「江戸軟派全集」　第二期八冊、菊判半截（一五九×一一〇粍）、和装袋綴（袋入）、一
冊六十丁内外、昭和三年、江戸軟派全集刊行會、非売品。 
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　１　駅路風俗廻しまくら・客衆一華表（洒落本集第壹）　昭和三年五月　
七日　（翻刻） 
　２　敵討身代利名號（草双紙集第壹）　　　　　　　　　　　　　五月二
十日　（影印翻刻） 
　３　傾城買二筋道・商内神（洒落本集第貮）　　　　　　　　　　六月十
五日　（翻刻） 
　４　昔語丹前風呂（草双紙集第貮）　　　　　　　　　　　　　　六月二
十日　（影印翻刻） 
　５　好色五人女（伊原西鶴集）　　　　　　　　　　　　　　　　六月二
十日　（翻刻伏字） 
　６　賣色安本丹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七月
二十日　（翻刻） 
　７　お夏清十郎　風流伽三味線　上（草双紙集第參）　　　　　　八月二
十日　（影印翻刻） 
　８　お夏清十郎　風流伽三味線　下（草双紙集第四）　　　　　　八月二
十日　（影印翻刻） 
　このうち第二期の草双紙集（第壹～四）は、『草双紙選集（第一巻）』（洋装一冊、昭和
三年三月五日、桃林房）として少し先に出されている。編輯發行兼印刷者・中川初伊
も、發行所の場所も同一である▼7。 
　このほか叢書としては扱えないが同時期に同一の版元からまとまった出版が見ら
れるので、手許にある本を挙げておこう。 
「ふたりかむろ」　四六判（一九〇×一二九粍）、クロス装角背、江戸文學研究會、大
正五年六月、向陵社出版部、非賣品。所収書について私見により〔　〕に補記し
た。 
娘評判記（あづまの花軸）〔洒落本、明和刊、道楽散人〕 
侠太平記向鉢巻〔黄表紙、寛政十一年刊、式亭三馬〕 
婦足〓〔洒落本、享和二年序、成三楼主人、『傾城買婦足禿』〕 
戊戌夢もの語〔随筆、天保十年成、高野長英〕 
鹿の巻筆〔咄本、（元禄五年跋）、鹿野武左衛門〕 
阿古義物語後編〔読本、文政九年刊、為永春水補〕 
花紅葉都噺〔随筆、天明八年刊、千秋老人〕 
海外新話〔歴史、嘉永二年刊、烏有生〕 
異人恐怖傳〔抄訳、嘉永三年刊、檢夫爾著、志筑忠雄訳〕 
「江戸八景」　四六判（一九〇×一二九粍）、クロス装角背、江戸文學研究會、大正五
年九月、向陵社出版部、非賣品。所収書について私見により〔　〕に記した。 
当世虎之巻〔洒落本、安永七年刊、田螺金魚の改題改修本〕 
閑情末摘花〔人情本、天保十～十二年刊、松亭金水〕 
伊達模様錦廼袿〔人情本、天保六～八年刊、松亭金水〕 
花街三所世帯〔浮世草子、貞享五年刊〕 
眞實伊勢物語〔浮世草子、元禄三年刊〕 
逸著聞集〔説話、寛文五年序、山岡俊明〕 
「粋色風流男」　四六判（一八七×一二七粍）、和装、廣瀬夏樹校訂、大正七年八月、
東京トモエ文庫、壹圓。 
　『粋色風流男』二篇は人情本、文政八序鼻山人作で、『風俗粋好傳』の改題本。  
 
「風流江戸紫」　四六判（一八七×一二七粍）、和装、廣瀬夏樹校訂、大正八年一月、
東京トモエ文庫、壹圓五拾錢。 
春色雪の梅〔合巻、柳亭種彦『忍笠時代蒔絵』、文政十一年刊〕 
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封じふみ廓の初買 
風流江戸むらさき〔平賀源内『風流志道軒傳』、宝暦十三年刊〕 
「花かたみ」　四六判（一八七×一二七粍）、和装、廣瀬夏樹校訂、大正八年三月、東
京トモエ文庫、壹圓五拾錢。 
　『花かたみ』は人情本、五編十五冊、天保十二年刊、松亭金水作。  
 
「岩戸神楽」　四六判（一八七×一二七粍）、和装、廣瀬夏樹校訂、大正八年四月、東
京トモエ文庫、壹圓五拾錢。 
風流岩戸神楽 
根なし草女護の島風 
里鶴風語〔洒落本、安永年間、風來山人〕 
恵比良の梅〔洒落本、享和元年刊、十返舎一九〕 
「小夜衣草〓」　四六判（一八七×一二七粍）、和装、廣瀬夏樹校訂、大正八年四月、
東京トモエ文庫、壹圓五拾錢。 
小夜衣草紙〔式亭三馬『辰巳の園』の改題本〕 
十八大通百手枕〔田水金魚『箱まくら』、安永七年〕 
亂れ櫻戀の出雲〔西澤一風『亂脛三本鎗』、享保三年〕 
戀の花染〔為永春水〕 
男女川草紙〔笑亭楼山人〕 
「嵯峨の假寝」　四六判（一八八×一三一粍）、クロス装角背、廣瀬夏樹校訂、大正九
年七月、昇文館、金貮圓五拾錢。 
　『雪廼耶麻嵯峨の假寝』は松亭金水作の人情本、七編廿一巻、刊年未詳。  
 
「花曇朧夜草子」　四六判（一八八×一三一粍）、クロス装角背、廣瀬夏樹校訂、大正
九年七月、昇文館、金貮圓。 
花曇朧夜草紙〔合巻、六編廿四巻、安政四～万延二年刊、二世為永春水〕 
戀の闇篝火草紙（朧夜草紙續篇） 
春色曙草紙（花曇朧夜草紙續篇） 
「賣色安本丹」　四六判（一九二×一三〇粍）、クロス装丸背、田村西男校訂、大正九
年十二月、名作人情文庫刊行會、非賣品。 
　文政十二年序、十返舎一九作の前編に、二世為永春水作の後編を付し、さらに続
編を松本春浪が付け足したもの。  
 
「春暁八幡佳年」　四六判（一八八×一三三粍）、クロス装丸背、昭和七年八月、東京
普及社、四圓五拾錢。 
　為永春水作の人情本、六編十八巻、天保七～九年刊。 
　このほかにも、明治二十年代の幕末時代小説叢書、今古實傳（錦耕堂）、滑稽名作
叢書（光村合資会社出版部）などは、ほんの僅かの部分しかわからないし、『女非人綴
錦』『世間手代気質』『善光倭丹前』『高砂大島台』『歳徳五葉松』などの浮世草
子類を集めた温古小説（明治二十五年、礫川出版）も全貌は不明である。明治四十年代半
ばの十錢文庫（大川屋）や、今古文學（鍾美堂）、大正期に入って実録を主として出し
た袖珍本の史談文庫（岡本偉業館）、昭和十年代のいてふ本（三教書院）なども、叢書全
体の書目は完備していない。 
　この種の叢書類の白眉は帝國文庫（博文館）で、續帝國文庫を含めて大部百冊に及
ぶ。さすがに細目は備わっているが、たとえば『校訂種彦傑作集』に収められる
『天縁奇遇』は、文化九年刊の神屋蓬洲作の読本である。改竄後印の際に内題下に
「柳亭種彦著作」と入木された本を吟味せずに底本にしたための錯誤であろう。つ
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まり、所収書目を全面的に信頼することはできないのである。また、昭和版帝國文
庫はすべて別の校訂者が手掛けたもので、単なる明治版の再版ではないが、やはり
使用上問題はある。このほか、國民文庫、續國民文庫、有朋堂文庫、文芸叢書、繪
入文庫、袖珍繪入文庫、袖珍名著文庫、繪本稗史小説、人情本刊行會叢書、近代日
本文學大系、名著全集、評釋江戸文学叢書、近世實録全書、葵文庫、滑稽文學全
集、女流文學全集などには一応細目が備わっているが、改題本などの書名で入れら
れているのも散見する。つまり、すでに叢書目録に掲載されているからといって、
安心して使える状態でもないのである。 
　以上見てきたのは、叢書という性格からとくに江戸読本だけに限定できなかっ
た。だが、むしろ結果的にはその方が、当時の享受の実態に即したものになったと
思われる。つまり、実録、浮世草子、滑稽本、人情本、草双紙などの中に混って江
戸読本が位置しているのであり、ことさらに江戸読本だけを取り出してみても、あ
まり意味がないのである。同時に、馬琴や京伝の作品ばかりでなく、マイナーな作
家たちの作品が多く混っている点にも注意を要する。つまり、馬琴翁叢書のように
整然とした編集意識に基づいたテキストは比較的少なく、種々雑多なジャンルの作
品が蒐められている点に、享受者側の読書傾向を見て取れる。版元は時代の流行に
敏感に対応しつつ出版をしていたはずだからである。 
　このような考えに至ったのは、当時盛んに出版された名家名文集の編纂意識に示
唆を受けたからだが、これらは、近世近代という時代区分やジャンルや作者という
枠を越えて新旧文学が享受されていたことを示していて、明治大正期の状況を顕著
に反映しているのである。となると、近世小説の翻刻本とほぼ同時期に出ている明
治期の草双紙についても無視できないはずで、これらの書目をも整備しつつ、広い
視野から江戸読本の享受を考える必要があると思われる。  
 
 
注 
 
▼1 鈴木徳三「明治期における『ボール表紙本』の刊行」（「大妻女子大学紀要―文系
―」二十四号、一九九二年）。 
▼2 鈴木徳三「明治期における文庫本考（一）―冨山房：袖珍名著文庫を中心に―」
（「大妻女子大学文学部紀要」十一号、一九七九年）をはじめとする一連の仕事。 
▼3 榊原貴教「あとがき」（『近代日本黎明期文学書集成目録』、ナダ書房、一九九〇年）。 
▼4 青木稔弥「曲亭馬琴テキスト目録―明治篇―」（『読本研究文献目録』、渓水社、一九
九三年）。 
▼5 小二田誠二「「大岡仁政録」の謎、又は『近世実録全書』種本考」（「近世部会会
報」９、日本文学協会近世部会、一九八八年）。藤沢毅「「古今実録」シリーズの出版をめ
ぐって」（『明治開化期と文学』、臨川書店、一九九八年） 
▼6 山本和明氏より、旧稿執筆時には未確認だった第一帙の第十九巻～第廿四巻
と、第二帙の第一巻～第四巻を御所蔵本により示された。また、巻五～八と巻十～
十三は早稲田大学蔵本のマイクロフィルム目録に拠る。 
▼7 鈴木俊幸氏の教示による。 
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『江戸読本の研究』第四章 江戸読本の周辺 
 
第三節 草双紙の十九世紀 －メディアとしての様式－ 
高　木　　元　
 
　　一　はじめに 
　近世期全般を通じて、もっとも広く大勢の読者に読み継がれてきた文芸ジャンル
は草双紙であった。十七世紀後半、赤本に始まった草双紙は、時代が下るにつれて
黒本、青本、黄表紙と、内容に見合った装いの変化を遂げつつ出板され続けた。十
九世紀に至り合巻としての様式が定着した後は、「今じや合巻といへば子どもまで
が草双紙のことだと思ひやす▼1」ということになったのである。 
　この草双紙が近世小説の一ジャンルとして異例な息の長さを保った理由は、継続
的な需要に支えられた商品価値を維持すべく、時世の流行に合わせて体裁と内容と
を変化させ続けたからにほかならない。 
　従前の文学史に従えば、十九世紀後半という時期は、幕末開化期として括られ、
いわば発展史観的に近代文学発生前夜として見做されてきた。草双紙合巻も末期戯
作と位置付けられ、低俗なものとされてきたのである。しかし本来の戯作というも
のは、十八世紀末に安永天明期の黄表紙や洒落本を中心とした狂歌壇に生きた人々
の、自己顕示と自己韜晦の微妙な平衡感覚に基づく表現主体の精神性に関する謂い
である▼2。すなわち戯作であることは、作品自体の文学的価値とは次元を異にする
問題のはずである。確かに近世後期になると、後期戯作という用語でいわゆる通俗
小説を指示するようになった。だが通俗的でない近世後期小説などは存在しなかっ
たのであるし、やはり文学的価値を表わす用語としてではなく、表現主体の作品と
の距離観を含んだ意味合いをも考えるべきであろう。ならば幕末開化期の草双紙を
取り上げて、末期戯作としての低俗性だけをあげつらってみても何の意味もないの
である。 
　文化史的な観点に立脚すれば、過去に出板された本というモノ自体には、本質的
な価値の相違はないのである。つまり出板されて流通していた以上は、それを維持
していた社会機構と、それを享受した少なからざる人々とが存在していたわけで、
そのことは本自体の文学的価値とはまったく次元を異にする問題なのである。敢え
て強弁すれば、文学的価値の発見や顕彰のみが国文学研究の目的ではないはずであ
るし、まして見るべきものはないと等閑視されてきた作品群を研究対象としなけれ
ば、我が国の十九世紀小説の大半は放置されたままでよいことになってしまう▼3。 
　そこで本節では、近世近代という時代区分を相対化するために、幕末維新開化期
を包括した十九世紀を一つの時代区分として見る視点に立ち、まずは作品評価を留
保しつつ、草双紙というジャンルについて考えてみることにしたい。 
 
　　二　合巻の史的展開  
　まず草双紙合巻の変遷について、鈴木重三氏の所説▼4にしたがって整理すると次
のようになる。 
　勃興期（前）文化四年～文化六年　　　　短編読切。形式の揺籃期。 
　勃興期（後）文化七年～文化十四年　　　短編読切。形式の定着期。 
　爛熟期（前）文政元年～文政六年　　　　短編読切が中心。発展期。 
　爛熟期（後）文政七年～天保十四年　　　短編長編の併存。転換期。 
　衰　退　期 弘化元年～慶応三年　　　　長編続物が中心。沈滞期。 
　衰　滅　期 明治元年～明治二十年頃　　新聞雑誌へ解消。終息期。 
　勃興期前期には、敵討物流行による黄表紙の長編化という変化から二～三冊（巻）
を合冊（巻）するようになり、読本からの影響を受けつつ試行錯誤をしていた。後期
になると、次第に錦絵風摺付表紙を持つ前後二巻（全三十丁）という形式でほぼ安定
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する。短編読切合巻が中心の時代で、内容的には歌舞伎と接近し、表紙や挿絵に役
者似顔が多く用いられるようになる。 
　爛熟期前期に入ると、内容も外観も洗練され、上中下三巻（全三十丁）をもって一
編とするものが見え始める。ただし文政元年の出板部数だけが極端に減じており、
これは前年に「慰みもの花美の上甚だ高料なる事然るべからずと御沙汰有之」（文政
元年十月二十八日付鈴木牧之宛馬琴書翰▼5）という取り締りがあったためである。後期にな
ると、文政七年に「西遊記」の翻案作である『金毘羅舩利生纜』（馬琴作、英泉画）が
出されたのを契機に、『偐紫田舎源氏』などの長編合巻が流行していく。一方、飢
饉や社会不安の中で、山東京山『豊年百姓鏡』のように新風を樹立しようとする動
きも見られた▼6。 
　衰退期は、天保改革直後の弘化年間の自粛期を経て、嘉永以降になると長編続物
が刊行されていく。一方、新興板元の手によって上演歌舞伎の筋書風草双紙である
正本写▼7や、実録講談を抄録した切附本▼8が流行する。 
　衰滅期の初めは、明治維新後の混乱中にも長編合巻の続編が出された。明治十年
代に入って小新聞の続き物や雑誌から独立した明治合巻▼9が出始めるが、活版印刷
による＜東京式合巻▼10＞が出現すると、明治十五年頃を境にして木板の＜江戸式合
巻＞は早々に姿を消す。さらに二十年代に入ると活字洋装本が主流をしめ、ついに
草双紙は見られなくなる。 
 
　　三　天保の改革  
　以上見てきたような変遷をたどった十九世紀の草双紙史にとって、最初の大きな
転換点は天保改革である。草双紙というジャンル自体の内包していた問題が顕在化
した契機に過ぎないとも考えられるが、少し具体的に見てみよう。 
　天保改革によって人情本が大打撃を蒙ったことは言を俟たない。しかし草双紙
も、天保十四年には新作がほとんど見られなかった。翌弘化元年に出たものでも、
表紙は悉く濃淡の墨だけを用いた地味な絵柄で、教訓的な作品か、さもなければ再
板（摺）ものであった。一方、人気作であった『偐紫田舎源氏』も絶板にされ、板元
であった老舗鶴屋喜右衛門も衰退の一途をたどることになる。だが肝心なのは、天
保十二年十二月に改革の要諦として打ち出された株仲間解散令が、嘉永四年三月の
再興令まで効力を持ち続けたことである▼11。検閲の強化や教訓の奨励が行なわれた
と同時に、重板類板を監視する機構がなくなり、新規開業が勧められた。類板重板
の心配がないから、新興の板元が参入するのは比較的容易であった。これらの板元
は嘉永再興時には＜仮組＞となり、以後の草双紙出板を担っていくことになる。結
果的には、書物問屋や地本問屋は解体し、業界の再編成が行なわれることになった
のである。 
　その渦中、鶴喜と対照的に飛躍的発展を遂げたのが紅英堂蔦屋吉蔵。種彦や春水
という作者を失った天保改革後、読本抄録などを中心とする長編続物という方向を
定め、衰退期から衰滅期にかけて陸続と長編合巻を出し続けたのであった。 
　明治期後印本特有の黄色無地表紙を持つ『八犬傳犬廼草紙』巻四十四巻末に付さ
れた蔦屋吉蔵の広告「明治七年甲戌陽春開板標目」には十一種の長編合巻が挙げら
れ、「何編迄出板」などと記されている。明治四年刊の蔦吉（林吉蔵）板『薮鴬八幡
不知』（有人作、芳虎画）巻末広告では、「厚化粧萬年嶋田、廾編大尾」以下「七ふし
き葛飾譚、十五大尾」まで、十作の長編合巻がすべて「大尾」となっている。これ
らの広告は嘉永以降、蔦吉が続けてきた様式であり、予告の意味合いも含まれてい
たので信用はできない。実際に出た最終巻数と出板時期については、原本で確認し
ながら今後の精査が必要ではあるが、天保改革以後の継続的な出板が明治十年頃ま
で続けられていたことは確認できる。 
　また同じ黄色表紙の『水鏡山鳥奇談』（秀賀作、國周画、元治二年）には、見返しに
「假名垣魯文著＼明治十四年四月新刻」と見え、こちらは鶴喜から地本問屋元組株
を譲り受けた辻岡文助の手になる本の後印であった。これらの事例からは、明治に
入ってからも長編合巻の続編だけでなく、旧作の後印本も出されていたことがわか
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る。 
　　四　合巻の丁数と冊数 
　ではつぎに、もう一つの大きな転換点であった明治合巻の登場と、活版印刷の普
及について見ることにしたい。 
　まず気になるのは編巻の構成の変化である。勃興期は六巻二冊（三十丁）や五巻二
冊（二十五丁）などが一般的であったのが、次第に六巻三冊（三十丁）という構成のも
のが出てくる。爛熟期に入り長編続き物が流行しだすと四巻二冊（二十丁）が標準に
なり、これが衰滅期まで続く。もちろん黄表紙仕立の廉価版でしか出板されなかっ
た作品もあったし、上紙摺りの半紙本仕立の編成とは相違する場合もある。さらに
景物本などでは二巻一冊（十丁）という編成も見られるから、一概にはいえないが、
大きな変化の流れとしては、六巻二冊・六巻三冊・四巻二冊というように変化して
いったものと思われる。表紙の絵柄を考えれば、二枚続きより三枚続きの方が見映
えがする。だが三で割り切れない巻数の場合に中途半端な丁で綴じ分けなければな
らず、現に二冊の作品を三冊に綴じ分けた後印本なども存在する。ただ明治十一年
以降に出た明治合巻になると、今度は三冊が標準になるのである。 
　この現象を読本の場合と同じように、貸本屋が見料を稼ぐためにする分冊だとす
れば理解しやすいが、草双紙の場合は個人購入の方が多かったと思われるので、そ
う簡単には片付かない。あるいは表紙の作成経費などを考慮した仕込みと売価とい
う損得勘定の結果であろうか。 
　一方、丁数の問題でいえば、五丁で一冊を構成するという伝統は近世末期まで律
義に守られていた。次の馬琴書翰によれば▼12、 
一金瓶梅稿本、極細字ニて、難義の趣申上候ニ付、画と文ト別冊ニいた
し、書ハ大字ニ書候ハヽ宜しかるへきト思召候よし被仰示、此義は野生も
かねてさいたし度存候へとも、草紙類改名主抔申者ハ、本性頑ニて、聊も
例ニちかひ候へハ、稿本を不受取候。只今の合巻物ハ一冊十丁つゝニ候へ
とも、それすら赤本の例を推て、稿本ハ五丁を一冊ニして出し候様、諸板
元へ被申示候。況や画と文ト別冊なとにせん事ハ、中／＼諾ひ不申候。こ
れニて餘は御亮査可被成候。
（天保九年十月二十二日篠齋宛）
とあるように、改名主の側からの要求であったことが知れる。 
　きわめて特殊な例外と考えてよいのであろうが、『大内山月雪誌』（東里山人作、国
直・英泉画、文政六年、岩戸屋板）は、前後二編で五巻各九丁の四十五丁、『新型染松之
葉重』（春町作、安秀画、文政十二年、鶴喜板）は、二巻各八丁の十六丁というように、規
格外の作品もあった。 
　天保以降の合巻では五丁区切りの意識が次第に薄くなり、絵柄や文章が五六丁の
間でも続くものが出てくる。それでも基本的に五丁で一冊という意識は、中本型読
本や人情本、滑稽本にはまったく見られないものであるから、草双紙に一貫する要
件と考えてよいと思われる。 
　ところが明治期の草双紙になると、九丁で一冊という規格が生じる。『新門辰五
郎游侠譚』 ▼13二編の叙を見ると、 
新門辰五郎游侠譚叙 
草双紙を合巻と稱ふるハ。原五枚一冊を。二冊合して一冊とし。四冊を上
下二冊一帙に。製したれバ尓いふなり。然るを方今の草双紙をも。書肆ハ
是亦合巻と。稱ふるハ謂なし。又草双紙ハ其昔。人情世態質素の頃。還魂
紙に武佐墨もて。摺たる草紙なりけれは。最臭かりしより臭草紙と。世に
之を稱へしと歟。些下さらぬ名義なりしを。文明の今日に至り。九枚三冊
一帙の。製本と做るを以て。之をこそ九三草紙の。稱謂を得たれと云ハま
く耳。とばかりにして陋拙杜撰の。余が是の綴る九三草紙ハ。少し時代の
楔なれバ。故九三草紙と云ハれやせん。遮莫傍訓新聞の。續雜報を再綴な
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る。世話狂言の新奇を競ふ。少壮編輯先生方にハ迚も及ばぬ梅星叟。今の
世態ハしら髪天〓を。撥くも烏滸なる所興にこそ 
　　明治十二年第五月立夏後五日 
梅星叟乙彦記　
 
とあり、九丁三冊だから草双紙だという珍説を開示している。 
　この規格が一体どこから生じたのかわからないけれども、明治十一年の『鳥追阿
松海上新話▼14』『夜嵐阿衣花廼仇夢▼15』『藻汐草近世竒談▼16』などは、九丁も
のの早い例であろう。この時期には八丁一冊という体裁で出された草双紙も見掛け
るから、混乱はあったのであろうが、五丁一冊の規格から自由になったことは注目
に値する。 
　　五　活字本の板面 
　明治になって変わったのは丁数だけでなく、赤い化学染料を主体とした派手な色
使いの表紙絵や、袋や口絵に施された色摺りなどである。しかしこれらは華やかで
はあるが、絵は全般的に稚拙になった。また総傍訓の新聞からの影響もあろうが、
振り仮名付漢字混じりの本文は切附本に先例があり、少しく教育的配慮があったこ
とがうかがえる。しかし文字自体が大きくなったせいで挿絵全体は弛緩した緊張感
のないものになった。とくに正本写は下手な似顔で趣に乏しい上、舞台の再現とい
うよりは筋書に近いものに変っていったようだ。 
　内容的には完結していることに対するこだわりが強まったものと見え、だらだら
と続いた長編続き物合巻に対して「三編読切」という広告が目に付く。これも挿絵
ごとの場面性よりも筋の展開へと興味が移っていったことをうかがわせる現象であ
る。金属活字を使用した活版の普及も、見ることより読むことへの傾斜に一層の拍
車をかけたのである。 
　活版印刷が用いられた草双紙の濫觴とされる明治十二年の『高橋阿傳夜叉譚▼17』
も、初編の中下冊だけが各八丁で、木板に戻った二編からは各九丁となっており、
明治合巻の規格で出されている。また全編が活版で出版された草双紙のはじめとさ
れる明治十二年の『巷説兒手柏▼18』と同年の『松之花娘庭訓▼19』も、本文は活版
で一編三冊（二十七丁）の「読切」である。本文以外は刊記も木板で、袋や表紙、見
返し、序文、口絵には色摺りを施している。この二作品は「芳譚雑誌」に発表され
たものの単行本化であるが▼20、使用済みの挿絵板木をトリミングして転用するなど
して▼21、挿絵をほぼ一丁おきに入れているが、大部分の頁は本文だけで、絵を見る
読み物としての草双紙からは離れてしまった。しかし造本上は律義に草双紙の体裁
を保持しているのである。 
　この様式は明治十六年頃から出版され始める読本や草双紙の翻刻本と同様であ
る。共隆社の引札には次の通り見えている▼22。 
藏版稗史發賣御披露 
玩弄の赤本一變して。敵討物の前編後編と巻を分ちしハ。南仙笑楚満人の
發明にて。續き話の十冊物を合巻二冊に分たるハ。式亭三馬が（雷太郎強惡
物語）に嚆矢り。近年までも合巻ハ。丸假名ばかりの筆工なりしを。活字
に代用て傍訓をせしハ。小學生徒の便利を計る。拙き僕が考へにて。明治
十二年の秋九月。彌左衛門町の文永堂より。（巷説兒手柏）といふ上下二帙
の讀切物を出版したるが創めにて。意外の高評を得たりしより。今日江湖
の草双紙ハ活字に限る物とハ成ぬ。斯いへバ相撲取の。己が勝たる話のみ
を誇面にするに似たれど。今流行の活版の。鉛にあらぬ銀座二丁目六番地
へ。假本局を新に設けし共隆社ハ。繪入の稗史を盛大に發兌す。社員ハ何
れも柳亭を遊び所とする友ゆゑ。僕も亦向後ハ。近所の同社を筆勞れの休
息所に往復て。門人等に校合を托ね。摺彫なんども他に優て。美麗を旨と
する而巳ならず。精々廉價に賣捌けバ。拙著に限らず諸先生が新作の續物
も。實録の古い譚も。歳々數百部混雜て。積出す主〓ハ紙型の文字の。欠
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ず崩れず山なす程に。續々御用の御引立を。社員に代つて希がふハ小説の
作者。 
柳亭種彦［印］ 
東京々橋區銀座貮丁目六番地　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　明治十七年八月　日開業　　　　　　　　 
共隆社　　　　 
再拝　
　たとえば同社刊行の『膏油橋河原祭文▼23』を手にとってみると大層美麗な本で、
この広告に虚偽のないことが一目瞭然である。原本は馬琴作豊国画文政六年鶴喜板
の読切合巻であるが、原表紙の意匠を生かし原序文を摸刻し、厚手の和紙に布目空
摺りを施した口絵は、あっさりとした色摺りで原本の構図を生かしてある。さらに
挿絵も駒割風のものではなく全頁か見開全部を用いており、詞書（書き込み）まで例
の変体仮名で入れてある。本文は漢字を宛て振仮名を附した活字を用いて翻刻して
あるが、本全体としては原本の持っている雰囲気の保存に努めているのである。 
　それでも、さすがに絵を見てから本文を読むという、草双紙の本来的な鑑賞法に
耐えるものではない。活字になって読む速度も大幅に速くなったはずで、加えて挿
絵が簡略化されて減ったので、同時に出ている読本の翻刻と、字面上では変らなく
なってしまったのである。 
　前の『膏油橋河原祭文』巻末に付された「稗史出版書目」を見れば、「柳亭種彦
閲尾形月耕畫＼〇復讐浮木龜山＼繪入上下二冊＼定價金六拾錢」以下「曲亭馬琴作
尾形月耕畫＼〇殺生石後日怪談＼繪入上中下三冊＼近刻」まで、読本を主体として
草双紙をも交えた二十八作の既刊本と近刻予告（活版）とが載る。ここで近刻予告さ
れていた『殺生石後日怪談▼24』も、確かに出版されている。最初和装本で出され、
後に洋装本（ボール表紙本）になっているが、この時点では洋装本の方が若干高価で
あった。 
　　六　メディアとしての様式 
　明治十年代には、文政期以降の合巻の序文を集めた『曲亭馬琴戯作序文集▼25』
や、京伝馬琴三馬の読本類の序文を集めた『稗史三大家文集▼26』、さらには『稗官
必携戯文軌範▼27』などという序文集の類が木板和装本で多く出されるが、これらも
後に『馬琴妙文集▼28』のような活版洋装本で流布することになる。この序文集や美
文妙文集の存在も、近世期の享受とは位相を異にすることをうかがわせている。筋
を追うという読み方ではなく、味読暗誦のための本だと思われるから、必然的に手
許に置いておく必要があるはずである。どう考えても貸本屋が媒介する類の本では
あり得ないのである。また維新後は諸大名の勤番が離散してしまい、貸本屋は多く
の得意先を失った▼29。そのうえ新聞が普及し、同時に従来は貸本屋本として流布し
ていた写本の実録本も、榮泉社の古今實録シリーズ（明治十五年一月～十八年九月）に収
められ、共隆社の翻刻シリーズと併せて大量の読物が短期間に供給された。すでに
旧来の商売を成立させられる状況ではなくなってしまったのである。この貸本屋の
衰退により、近世期の板本の流通は著しく滞ったものと思われる。つまり、草双紙
が読みたくてもその機会が少なくなったのである。 
　ところで明治合巻であるが、本来的に画の比重が軽い雑誌や新聞記事を単行本化
したにもかかわらず、当初は草双紙の約束事通りに全丁に画が入っていた。ところ
が活版による東京式合巻が出てくると、本来の草双紙が持っていた画が主で文が従
という側面が急速に失われていったのである。木板に比べて組版の自由度が著しく
低いせいもあろうが、画は文字通りの挿絵となり、詞書（書き込み）も見られなく
なった。さらに一頁あたりに収まる文字数も格段に増え、読みやすい、読むための
本となってしまったのである。 
　すなわち活字媒体が草双紙を草双紙でなくしてしまったのである。と同時に、草
双紙が享受される基盤の方も失われていた。この活字メディアへの推移は、商業出
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版および流通機構そのものを再編成しただけでなく▼30、作品の様式までも変更を余
儀なくしていったのである。文学がメディアやそれに規定される様式から自由に存
在できないのは、むしろ当然のことかもしれない。しかし、草双紙という様式それ
自体がメディアとして機能できた時代、それが十九世紀でもあった。 
　かつて黄表紙の時代には戯作者として活動していた草双紙の作者たちの一部は、
次第に出板資本に囲い込まれて職業作家となった。その後しばらくは業界周辺に雑
家として存在することが可能な時代もあったが▼31、最後に自らが記者編集者として
新しいメディア自体を創出しなければならない時代を迎えた時、草双紙というジャ
ンルとともに、近世という時代もまた終ったのであった。 
 
注 
▼1 山東京山『先讀三國小女郎』（文化八年）。石田元季『草雙紙のいろ／＼』（南宋
書院、一九二八年）にも引かれている。 
▼2 鈴木俊幸「戯作と蔦屋重三郎（上）」（「中央大学国文」三十五号、一九九二年）。 
▼3 平岡敏夫「明治二十年代前後の埋没小説の研究」（「稿本近代文学」十二集、一九八九
年）は、近代文学の成立期・出発期についての研究が、既成の近代文学史を相対化で
きる可能性を説いている。なお「稿本近代文学」の十二集と十四集では「明治二十
年代前後の埋没小説」という特集を組んでいる。 
▼4 鈴木重三「合巻について」（文化講座シリーズ９、大東急記念文庫、一九六一年）。 
▼5 水野稔「馬琴雑記」（『江戸小説論叢』、中央公論社、一九七四年、初出は一九六三年）所引
の転写本翻刻による。 
▼6 渡辺守邦「天保合巻の一傾向」（「近世文芸」十号、日本近世文学会、一九六四年）。 
▼7 坪内逍遥「繪入刊行脚本（其一）草双紙仕立の部」（『逍遥選集』十二巻、春陽堂、一九
二七年、初出は一九二〇年）、渥美清太郎「歌舞伎小説解題」（「早稲田文学」261号、一九二
七年十月）、鈴木重三「後期草双紙における演劇趣味の検討」（「国語と国文学」、東京大
学国語国文学会、一九五八年十月号）。 
▼8 草双紙と中本型読本の折衷様式を持つ。本書第二章第五節参照。 
▼9 単に明治期に出板された草双紙という意味だけでなく、旧来の体裁を継承しな
がらも、一冊が九丁であり、本文に振り仮名付漢字が用いられている様式の草双紙
をも指す。主として木板のものをいうが、活版のものを指す場合もある。 
▼10 三田村鳶魚「明治年代合巻の外観」（『三田村鳶魚全集』廿三巻、中央公論社、一九七七
年）に「外形から錦絵表紙袋入りの合巻を、木版と活版とで、江戸式、東京式と言っ
ている」とある。 
▼11 この件についての意義の指摘と分析とは、前田愛「天保改革における作者と書
肆」（『前田愛著作集』二巻、筑摩書房、一九八九年、初出は一九六〇年）による。 
▼12 大澤美夫・柴田光彦・高木元編校『日 本 大 学総合図書館蔵馬琴書翰集』（八木
書店、一九九二年）。 
▼13 明治十二年五月七日御届、武田傳右衛門（出版人）。聚栄堂（大川屋錠吉）・文栄
堂（武田傳右衛門）合梓。梅星叟（萩原）乙彦綴、一梅齋（生田）芳春画。二編六巻六冊
（各九丁）。木板。 
▼14 明治十一年一月十八日出版御届、假名垣魯文閲・久保田彦作著、周延画、錦榮
堂、三編九冊（各九丁）。木板。明治十七年刊の活字版存。 
▼15 明治十一年六月十八日出版御届、芳川俊雄閲・岡本勘造綴、孟齋画、金松堂、
五編十五冊（各九丁）。木板。 
▼16 明治十一年十二月十七日刊（明治十二年一月・篠田仙果序）、篠田仙果録（編輯人）、
永島孟齋（芳虎）画、見返し虎嶺画、青盛堂（堤吉兵衛）、三編九冊（各九丁）。木板。 
▼17 明治十二年二月十三日～四月二十二日刊、假名垣魯文作、守川周重画、金松堂
（辻岡屋文助）、八編二十四冊（各九丁、初編中下冊は八丁）。 
▼18 明治十二年九月、轉々堂主人（高畠藍泉）著、惠齋芳幾畫、文永堂・大島屋、二
編四冊（各十丁）。 
▼19 明治十二年十二月廿日御届（于時明治己卯猟月下澣・轉々堂藍泉識）、高畠藍泉作、落
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合芳幾画（題外口画・豊原國周画）、具足屋（福田熊次郎）、三冊（各九丁）。 
▼20 本田康雄「版木から活字へ―稿本の終焉―」（「国語と国文学」、一九八八年十二月
号）に詳細な比較考証が備わる。 
▼21 前田愛「明治初期戯作出版の動向―近世出版機構の解体―」（『前田愛著作集』二
巻、筑摩書房、一九八九年、初出は一九六三～四年）。この時期の出板機構の変遷について
は、すでに前田氏の行き届いた見取図が備わっている。本稿は主としてこの仕事に
よっている。 
▼22 中央大学図書館所蔵の長谷川如是閑旧蔵「引札集」所収。鈴木俊幸氏の教示に
よる。 
▼23 和装本（和紙袋綴）、中本一冊、四十丁。「明治十八年五月十二日飜刻御届＼同
年七月出版＼定價金三拾錢＼著作人故曲亭馬琴＼飜刻出版人千葉茂三郎＼發兌所稗
史出版共隆社＼賣捌所　東京及各府縣書肆繪双紙店＼東京地本同盟組合之章［組
合］［証］」。表紙口絵に布目空摺りを施し色摺り。見返しに「瀧村弘方畫」、一
丁表に原板の馬琴序を摸刻しノドに「小倉刀」とある。 
▼24 洋装本（ボール表紙本）、中本一冊、三百十八頁。「明治十八年五月十二日飜刻
御届＼同十九年四月出版＼同年七月七日別製本御届＼同七月出版＼同二十年一月十
七日再版御届＼同二月出版＼同年三月廿四日三版御届＼同年四月出版＼定價金三拾
錢＼著作人故曲亭馬琴＼飜刻出版人千葉茂三郎＼發兌所稗史出版共隆社＼賣捌所東
京及各府縣書肆繪双紙店」。 
▼25 半紙本一冊、四十二丁、渡部白鴎纂輯、明治十一年官許、渡部氏蔵版。 
▼26 中本二冊、三十九丁＋二十四丁、萩原乙彦編輯標注、仮名垣魯文序、明治十二
年十月出版、出版人松嵜半造、發賣人瀬山直次郎。 
▼27 中本、岡本竹二郎編輯、明治十六年序。焉馬や文京、種彦らの書いた報條を集
めてある。 
▼28 洋装四六版一四五頁、大月隆編、明治三十一年、文學同志會。 
▼29 塚原渋柿「江戸時代の軟文学」（『趣味研究大江戸』、一九一三年、大屋書房）。 
▼30 矢作勝美「近代における揺籃期の出版流通―明治初年～明治二十年代へ―」
（「出版研究」十二号、講談社、一九八一年） 
▼31 本書第四章第四節参照。  
 
 
# 『江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－』（ぺりかん社、1995）所収  
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岡山鳥著編述書目年表稿
『江戸読本の研究』第四章 江戸読本の周辺 
 
第四節 岡山鳥著編述書目年表稿 －化政期出板界における〈雑家〉－ 
高　木　　元　
 
　化政期における出板界をめぐる状況を考えるに際して、少しばかり興味ある人物
がいる。内職として筆耕をしつつ、いくつかの作品をも執筆した嶋岡権六である。
本稿ではこの人物の出板界における仕事の軌跡を追うことによって、職業作家でも
なく、かといって入銀本を出すような素人作家でもない〈雑家〉、すなわち文化人
とでも呼ぶべき人々が活躍した化政期の出板という場について考えてみたい。 
　嶋岡権六について、正確な生歿年をはじめとする具体的な伝記事項は、残念なが
らほとんどわかっていない。馬琴の『作者部類▼1』には、 
岡　山鳥 
近藤淡州の家臣嶋岡權六の戲號也。文化年間讀本の筆工を旨として五六六
と稱し又節亭琴驢と號せしを文化の季の比より岡山鳥と改めたり。琴驢と
稱せし比鈴菜物語といふ中本二巻を綴り曲亭に筆削を請ひ且曲亭の吸引に
よりて柏屋半藏か刊行したり。その後今の名に改めても一二種中本の作あ
りと聞にき。文政中退糧して濱町なる官醫　石坂氏の耳房を借りてありし
か舊主に帰参して又佐柄木町の屋敷に在り。戯作は素より多からす。筆工
も今は内職にせさるなるへし。 
 
と見えている。嶋岡権六は島五六六、節亭琴驢、岡山鳥等と名乗って筆耕や戯作を
手掛けた下級武士であり、馬琴とも交流があったのである。また、『戯作者小伝
▼2』には、 
名長盈、字は哲甫、号を竹の戸、又丹前舎といひ、通称を島岡芳右衛門旧
名権六といふ、神田四軒町近藤君に仕ふ、一度浪人して駒込大番町に住
し、大衛の卒と也、再又旧主に帰参す、初め曲亭翁の門に入、節亭琴驢と
いへり、狂歌を嗜み、また書をよくして傭書するもの多し、古人式亭と交
り深くして、門弟のごとし 
 
と記されている。狂歌は当代文化人の教養であったから当然として、馬琴に入門
後、式亭三馬と親しく交わり門弟のようであったとある。さらに山崎麓「日本小説
作家人名辭書▼3」の「岡山鳥」の項には、 
岡長盈、字は哲甫、通称權六、後芳右衛門と改む。神田五軒町の旗本近藤
某に仕へ神田小川町に住む。丹前舎、竹之戸、節亭琴驢、岡三鳥▼4、山
鳥、五六五六等の號がある。始め馬琴の門に入り、節亭琴驢と號し、讀本
の著があり、突然文化七年式亭三馬の門に入り、岡山鳥と號す。文政十一
年歿。「驛路春鈴菜物語」(文化五年)、「女釣話」(文政二年)等の作者。 
 
とある。この記述には誤りが多く、「五六六」が「五六五六」、「岡釣話」が「女
釣話」などとなっているが、ここで問題にすべきは文政十一年という歿年である。 
　『訂正改版名人忌辰録▼5』には「近藤金之丞臣文政十一年没す」とあり、『狂歌人
名辞書▼6』にも「文政政十一年歿す」とある。これらの記述には根拠が示されてい
ないのであるが、『馬琴日記▼7』を見るに、文政十一年二月廿二日の条に、 
一　嶋岡権六来ル。白扇二本持参。当月廿七日、浮世小路百川ニて、書画
会いたし候ニよつて也。右同人、去年九月より、駒込御書院組やしきへ転
宅。養子和田鋭之助同居のよし也。 
 
とあり、同月廿七日(宗伯代筆)には、 
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一　七時出宅、宗伯出懸、目出度屋江立寄、明日祝儀来客入用之焼物肴・
吸物肴等、注文頼置。夫より嶋岡山鳥書画会、日本橋百川江出席、帰路(以
下略) 
 
と、書画会が催されたことが判明する。おそらく、さまざまな書画会にも顔を出し
多くの人たちとの交流があったものと思われる。同年三月十日には 
一　今朝、嶋岡権六使札。書画会之節、致出席候謝礼也。近所ニ而摘候
由、よめな被恵、宗伯、返翰遣之。 
 
と挨拶を寄越して心を配っている。さらに、翌文政十二年十月廿四日の条に、 
一　昼後、嶋岡権六来ル。予、対面。去秋中、当番衆供ニて大坂へ罷越、
当四月中帰府、九月に至り、故主近藤讃岐守殿へ帰参いたし、哲甫と改名
のよし、被告之。雑談後、帰去。 
 
とある。これらの記述は、『瀧沢家訪問往来人名簿▼8』に見られる、 
一　神田橋通り近藤淡路守殿ニて　ひつこう書　島岡権六 
一　神田橋外近藤淡路守様ニて　　筆耕書　　　島　権六 
　戊子二月廿二日會ふれニ而来ル 
一　駒込追分の先御書院組やしきニて　嶌岡権六養子 
　和田鋭之助 
　但　権六同居 
　己戌九月帰参のよし同十月廿四日来ル 
一　神田橋通小川町近藤讃岐守殿内　権六事　嶋岡哲輔 
 
という記録にも符合しており、一応信頼してよい記事だと思われる。つまり、文政
十二年十月の時点ではまだ生きていたことになる。さらに、後述する『書畫薈粋初
編』など天保期の人名録類にもその名が記されており、おそらく歿年は天保頃まで
は下ることになると思われる。 
　また、「突然文化七年式亭三馬の門に入り、岡山鳥と號す」という部分も問題が
ある。実際には文化六年から「岡山鳥」という号の使用が認められ、それも筆耕と
しての号として使用しているのである。 
　水谷不倒は『選擇古書解題▼9』「驛路春鈴菜物語」の項で、序跋文の行文を分析
して「馬琴との間に、感情の融和を缺くものがあつたに相違ない」とする。さら
に、『江戸時代戯曲小説通志▼10』の「岡三鳥」の項には「文化七年馬琴の門を去
り。更に式亭三馬に就いて。岡山鳥と改號したりしかば。馬琴大に怒りしといふ」
とあるが、根拠のない風説に過ぎない。馬琴と三馬との仲が悪かったという前提
が、馬琴と岡山鳥との問題に予断を与えたものと思われる。事実、馬琴の門を去っ
たという文化七年以後も馬琴読本の筆耕を続けている。一般に、板本を出板する過
程では、作者と筆耕は稿本を介して頻繁に行き来するものである。また、いま見て
きたように、文政期に至って馬琴宅を訪問して直接面会しているのであるから、馬
琴との関係が悪くなったとは考え難いのである。 
 
　さて、本稿では伝記的詮索はひとまず措き、残された業績としての出板物を通し
て出板界との関わりをたどっていくことにしたい。以下、関連資料を発行年順に挙
げ、見出しに立てた題名(内題)の上に［筆］耕、［作］者、［賛］詠、［校］正、
［広］告、［序］文、という具合に関わり方を示した。また、直接の業績ではない
が関連する記述が見られる資料には［参］考と付けた。 
 
　文化三寅丙(一八〇六)年 
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［作］繪本復讐放下僧 
　読本、半紙本三巻四冊、節亭山人著、蘆渓画、維時文化三歳丙寅仲秋良辰兌行、
東叡山下谷広小路・伏見屋卯兵衞板。見返し「画本復讐放家僧談、節亭主人著、畫
工蘆溪」。序「報仇奇談放下僧序、文化丙寅六月、位田因幹併書▼11」。 
　実は、本作の作者「節亭山人」が節亭琴驢である確証は、いまのところ何一つな
い。『京摂津戯作者考▼12』には具体的な記述はないが「節亭山人」の項目がたてら
れ、漆山天童『近世人名辞典▼13』には「節亭山人　関西の戯作者」とあり「節亭琴
驢」と別に立項している。 
　一方、水谷不倒『草雙紙と讀本の研究▼14』の岡山鳥の項目では本作を挙げていな
いが、『選擇古書解題』の方では、内題下に「東都　節亭山人」とあることから、
江戸の人に相違ないので節亭琴驢の外には考えられず、とすれば処女作になるとの
判断を下している。 
　しかし、本作を節亭琴驢の処女作とするには、男色模様を含む敵討という内容も
含めて、何か釈然としないものがある。明確な根拠を示せないのがもどかしいので
あるが、画工である蘆渓(浅山蘆國)は上方の絵師であり、文化末年以降、栗杖亭鬼卵
や浜松歌国や文亭箕山など、上方作者による上方出来の読本は手掛けているもの
の、この時期の江戸出来の読本には筆を執っていない。また、板元の伏見屋卯兵衛
も、この時期の江戸読本には見慣れぬ板元である。もし伏見屋宇兵衛と同一人物で
あれば、安永八年に「天狗通」を出した大坂の本屋と関係があるかもしれない。ま
た、内題や内題下署名、刊記の刊年や住所が象嵌されたものであるように見えるの
も気になる。 
　本の体裁からいえば、半紙本でありながら、匡郭はやや小さく天地に子持罫を用
い、「画(絵)本」を標榜している。目録の形式が実録小説風であり、序文に色摺りを
用いている。これらの特徴は上方出来を想起させる上、江戸読本のカタログでもあ
る『出像稗史外題鑑』にも登載されていない。そして後の節亭琴驢の発言はもちろ
んのこと、同時代の記録類でも作者について触れられた形跡はない。以上のことか
ら、節亭琴驢の作品であると認定するには躊躇せざるを得ないのである。 
　ただし、序文には「奇談放下僧乃節亭主人之所撰也。……余舁節亭主人善矣。聞
此書刻成、書為序」とあり、本書の成立が文化三年で「節亭主人」なる人物の作と
して出板されたことは動かないと思われる。 
　これ以上推測を重ねても仕方ないが、本作が節亭琴驢の作品であるかどうかにつ
いては、疑いの余地があることを指摘しておきたい。 
 
　文化四卯丁(一八〇七)年 
 
［筆］新累解脱物語 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、北斎画、筆耕島五六六、〓人(京師)井上治兵衛・
(大阪)市田治郎兵衛、文化四年丁卯春王月發兌、鶴屋喜右衛門・菱屋孫兵衛・〓屋安
兵衛・河内屋太助(文金堂板▼15)。 
　江戸読本の中で、筆耕として名前が見えるのは本作が最初である。板本の制作過
程における板下書き(筆耕)は、稿本の成稿後直ちに行なわれたはずであるから、実際
に出来した時期より半年以上前に書かれたと考えてよいだろう。ただし、必ずしも
出来した順番通りに仕事が行なわれたともいえないが、ここでは刊行順に挙げるこ
とにする。 
　本書では〓人と共に刊記に名前を並べて貰えず、巻之五最終丁の隅に「島五六
六」と署名している。島岡「権六」の「ごむろく」という音をあてた号であろう。
板元が上方の文金堂であるから〓人は京阪の人を使っているものの、筆耕には江戸
の岡山鳥を使っている。あるいは馬琴の意向が反映したものであろうか。 
 
　文化五辰戊(一八〇八)年 
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［筆］巷談坡〓庵 
　中本型読本、中本三巻三冊、馬琴作、豊広画、筆耕嶋五六六謄冩、剞〓綉像朝倉
卯八刀・筆耕三猿刀、文化五戊辰年正月吉日発販、村田次郎兵衛・上総屋忠助梓
▼16。 
　本作は挿絵の中に詞書がある、やや草双紙寄りの中本型読本であるが、序の年記
「文化丙寅ふみひろけ月なぬかのゆふべ」(文化三年七月七日)には稿了していたと推測
でき、何らかの事情で出板が遅延したものであろう▼17。しかし、実際に稿本が清書
され板下ができた時期は、早ければ文化三年七月、遅くとも文化四年の前半であっ
たものと思われる。 
　なお、「嶋五六六」という号は江戸読本に限れば、これまでの二作にしか見えな
いので、文化四年以前に使われた号だと考えられる。 
 
［筆］頼豪阿闍梨恠鼠傳前編 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、北斎画、節亭琴驢筆、桜木松五郎刀、文化第五
載戊辰正月吉日発販、仙鶴堂鶴屋喜右衛門。 
　文化四年中に書かれたと思われる本作以後は「節亭琴驢」という号を使ったよう
だ。なお、後編は鈴木武筍が筆を執っている。 
 
［筆］復讐竒語雙名傳前篇 
　読本、半紙本五巻五冊、藁窓主人作、馬琴校合、小石軒一指画、(刊年なし)、蔦屋
重三郎・中村屋善蔵(瑶池堂板)。序「文化三年秋八月編同五年初冬発兌・蒿窗主
人」。 
　無名作者の作品を馬琴が校合したもの。馬琴の序文「文化第肆彊圉單閼陽月下
浣」(文化四年十月下旬)の末に「門人　節亭琴驢書」とあるが、本文は別人の手にな
る。後編は未見、おそらく未刊で終わったものと思われる。 
 
［作］復讐快事驛路春鈴菜物語前編 
　中本型読本、二巻二冊、節亭琴驢作・曲亭馬琴補綴・魁蕾清友校正、歌川豊広・
俵屋宗理画、翰墨鈴木武旬、剞〓田龍二、文化五年歳次戊辰正月吉日発販、角丸屋
甚助・和泉屋平吉・柏屋半蔵▼18。 
　節亭琴驢の処女作とされている中本型読本。後編は未見、おそらく出ていないと
思われる。かなり馬琴の手が入っているようで、馬琴「補綴」とあり序文も書いて
いる。 
 
［校］由利稚野居鷹 
　読本、五巻五冊、萬亭叟馬作、北斎画、校正節亭琴驢、傭書石原駒知道、刻工高
橋待人、文化戊辰正月吉日、須原屋市兵衛・榎本惣右衛門・榎本平吉(木蘭堂板)。 
　本作は、『墨田川梅柳新書』や『新編水滸画傳』の巻末に見える広告「〇曲亭主
人著述目録」(近刻披露)に、「姿ノ姫心の鬼百合稚栄枯物語」として予告されていた
本であると思われる。「校正」というのが具体的に何を意味するのか、いま一つ明
確にできないが、少なくとも出来した本には馬琴の名前が見えず、校正として琴驢
の名が入れられている点は見過し難い。さらに、『名目集▼19』には蒙古退治の一条
が当時の夷賊のことに差し障りがあった旨が記されている。改めに引っ掛り、冒頭
部を書き替えて出板されたいわく付の本なのである▼20。 
 
［参］雲絶間雨夜月 
　読本、半紙本五巻六冊、馬琴作、豊広画、〓人朝倉伊八、文化御年戊辰正月吉日
発販、和泉屋平吉・和泉屋幸右衞門・北嶋長四郎・柏屋清兵衞・柏屋忠七・柏屋半
蔵(柏榮堂板)。 
　本作には筆耕名の記載がないが、琴驢の手ではないようだ。ただ、巻之五巻末(廾
七丁裏)に「俊寛僧都嶋物語　全六冊」以下「浮世猪之介暁傘　全三冊」までの六作
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品を挙げ、「右曲亭子來載新著編の題目今聞る所を以録之　門人琴驢」と見えてい
る。次の廾八丁表の「〇柏榮堂藏版目次」には、その最初に「驛路春鈴菜物語　節
亭琴驢子著　曲亭主人補綴　前編二冊」を挙げている。 
　「鈴菜物語」と同じ板元から出された本で、文化四年の時点では馬琴が「門人」
として見做していたことがわかる。 
 
　文化六巳己(一八〇九)年 
 
［筆］報怨珎話とかえり花 
　読本、半紙本五巻五冊、良々軒器水作、北岱画、筆者岡山鳥、剞〓渡辺喜平二、
文化六年己巳年春正月吉日令開板也、竹川藤兵衛・伊勢屋治右衛門(咬菜堂板)。 
　巻末広告「〇庚午春新鐫(咬菜堂)」には、 
　　渡守矢口話説岡山鳥作　全五冊 
　　鵜飼石妙字賦岡山鳥作　全三冊 
　　玉手箱錦浦嶋岡山鳥作　全三冊 
という三点の予告広告が出るが、いずれも未見。おそらく未刊に終ったものと思わ
れる。 
 
［筆］忠兵衛梅川赤縄奇縁傳古乃花双紙 
　読本、半紙本三巻四冊、〓〓陳人作、北岱画、傭筆岡山鳥、剞〓宮田六左衛門、
文化六己巳年孟春発行、竹川藤兵衛・住吉屋政五郎。伊勢屋治右衛門(咬菜堂板)。 
　右の「とかえり花」と同じ板元であるから、文化五年の間に伊勢治の仕事を二本
したことになる。 
 
［作］かたきうち岸柳縞手染色揚 
　合巻、中本四巻一冊、岡山鳥作、歌川国貞画、野代柳湖刀、柱「いろあげ」、文
化六己巳春(序)、西村源六(文刻堂刊▼21)。 
　本作は合巻の初作である。自序に、 
ある人予が草庵にきたつて雅談のあまりいふていわく、足下ハ人のつくり
なせる物の本を謄寫することひさし、一へんのしよをあむこといかにとと
ふ、予こたへていふ、そのこゝろざしはなきにしもあらずといへども、さ
えみじかうしてぜんをすゝめあくをこらすのゐをのべがたし、客のいわく
しからは一日の戲場をもつてこれをつゞらば児女子にさとしやすからんと
いふゆへに、客の意にまかするのみ 
山鳥欽白
 
とある。筆耕をしながら作品を書きたいと思っていたところへ、ある人(板元)から執
筆を促された。それも芝居に見立てて書けという注文だと書いているが、おそらく
山鳥自身の着想だったものと推測される。出来した本を見ると、登場人物のほぼ全
員に役者似顔を用いている。式亭三馬『金神長五郎忠孝話』(文化六年、文刻堂)巻末広
告に「これハ三芝居惣役者似顔しやううつし也▼22」とあるように、歌舞伎趣味が濃
厚だった合巻に、さらに徹底した役者似顔利用を促した契機になった作品である。
これ以後、文刻堂との関係が強まったようだ。 
 
　文化七午庚(一八一〇)年 
 
［筆］夢想兵衛胡蝶物語 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、豊広画、執筆序跋岡山鳥・本文鈴木武筍、文化
七年庚午春正月吉日発販、西宮彌兵衛・大和屋源次郎・三河屋〓兵衛(螢雪堂板)。自
序「文化六年己巳六月」。 
　筆耕は序跋のみ。同年十二月刊後編の筆耕は鈴木武筍。 
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［序］當世七癖上戸 
　滑稽本、半紙本三巻三冊、三馬作、国貞画、文化七庚午孟春(岡山鳥序)、西村源
六・西宮弥兵衛・西宮平兵衛。副外題簽「雅名新水鳥記▼23」。 
　どこにも書いてないが、本書の筆耕は山鳥だと思われる。序文を引いておこう。 
食前の酒は醉をすゝめ。酒後の茶は醉を醒せり。食前酒後の時をえらば
ず。克酒を飲で。克茶を吐くものは誰曽。當時石町の親玉なり。其酒を飲
に至ては。地黄坊も盃を廢べく。其茶を吐に及では。賣茶翁も爐を投べ
く。著はす所の新水鳥記。一たび巻を被く則は。おのづから熟柿臭く。閲
者醉て泥の如し。されば酒好の西平。茶好の西源。酒を飲み茶を吐くを喜
で。竟には上梓する事とはなりぬ。予も左の利方なれば。醉心地にまかり
出て。さらば躍で見しらさんか。醉ては思案にあたまから。浴るばかりの
大醉客。舌より回らぬ亳を採て。猩々盃のよろ／＼と。書なぐりたる醉筆
は。鸚鵡盃の口まねながらも。順の盃お順を構はず。吁酒にして茶なるか
な。茶で茶にあらぬ酒なるかな。とくだらぬ管を巻舌も。御亭主役の序の
一盃たのみもせぬにお助まうす事しッかり。 
　　　文化七庚午孟春 
神田丹前の好男子　　　　 
岡　山　鳥　叙　　 
[岡][山鳥]
 
　この頃、三馬との交際が深くなっていたことがわかる。 
　なお、本書の東京国立博物館所蔵本の中冊見返しに、岡山鳥の口上が記されてい
る▼24。 
是より上の巻の末にうつればしだいに酔のまはるにしたがひ亭主は怒て女
房を罵り女房は泣て亭主を恥しむ。客は笑てとりさへるといへども酢の蒟
蒻の論は肴とともにつきづ隣の亭主の利屈上戸が利屈づくめに云ひふせる
の段に至つて式亭先生の滑稽其穿実に奇なり。読者頤をはづせばきくもの
腹をかゝえて笑ふ。必ず封を切て末の巻を見給ふべしとまうす。 
岡　山鳥　謹言
 
　あくまでも、三馬の引き立て役に徹しているが、雇われ仕事の筆耕以上に本造り
に関わっていることがわかる。 
　なお、巻末に附された「物の本くさ／＼の目録」(この年の西源板には同じ広告存)に
は、三馬の二作の次に、「爲朝實記上弦筑紫勲　全五冊　西刻堂作」「伊勢え七度
熊野え三度愛宕山鬼灯由来五冊　岡山鳥作」とあり、さらに京伝と京山の作を挙げ
た上で、「右彫刻間に合ひ不申當年取急候而午の初秋より早々賣出し申候」とあ
る。『上弦筑紫勲』は前編五冊が岡山鳥作として刊行されるが、『愛宕山鬼灯由
来』は未刊か。 
 
［作］　ふとり女聟八人新曲調糸竹 
　合巻、中本二巻一冊、山鳥作、国房画、柱「いとたけ」、午のとし新はん西村源
六。 
　本作は現在所在不明で未見。ただし、今中宏「大江戸文庫７」(江戸藝術社、一九五九
年)に写真図版入で翻刻されており、出板されたことが確認でき、大方の様子はうか
がい知れる。また、冊数は『七癖上戸』に付された「庚午歳新刻稗史己巳年競魁發
兌」に「全二冊合一冊」とある。 
 
［作］菅原流梅花形 
　合巻、中本五巻一冊、山鳥作、国貞画、彫工萩原浪次郎、柱「はながた」、文化
七庚午の春(自序)、西村源六。外題「新板天神記」。▼25 
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　『七癖上戸』広告には「大文字のひとつまつちらし書の児さくら」と角書があ
り、「惣役者似かほ正うつし」「全五冊合一冊」とある。これもまた、徹底した役
者似顔の利用を試みた作品である。 
 
［作］一魚〓大當利仇討鯨百尋 
　合巻、中本三巻一冊、山鳥作、国房画、柱「くじら」、むまのはる、丸文。見返
題の角書の前に「那智御利生」。外題「熊野浦の鯨舟は一之森の茶屋娘艶容娘嶋
多」。▼26 
　本作では明確に役者似顔と判断できる登場人物は見当らない。ただ、表紙に鐶菊
の紋を大きくあしらっている。源之助と特別の関係があったのであろうか。 
　なお、同じ丸文から文化七年に出されたと思われる山東京山の合巻『誂染劇模
様』に付された広告には「　くまの浦鯨舟ハ一の森茶や娘艶容一對男」とある。 
 
［広］鷲談傳奇桃花流水 
　読本、半紙本五巻五冊、京山作、豊広画、筆耕橋本徳瓶、文化七年庚午歳正月発
兌、前川弥兵衛・丸山佐兵衛。 
　架蔵の初板初印と思しき本作巻二の見返しに『催原樂奇談』の予告広告がある。 
絵入　　　　　　小枝　繁先生作　全部六冊 
　　催原樂奇談 
読本　　　　　　蹄齋北馬先生画　　近日賣出 
〓〓先生著す処の小説ハ恋女房染分手綱といへる院本にもとづき丹波少将
俊寛僧都がことをまじへ團介といへる悪焜山神の祟にて馬と化畜生道に落
るといへども多々の仇をなす與作重井が若盛ハ花盛の遊山に奇縁を結逸平
が忠義ハ左内が得實と日を同ふす財宝をつかむ爪の長ハ鷲塚兄弟が悪行
也。小満染絹が婬邪の甚しきあれバ景政法師の道徳あつて火車にさらわる
亡者を助け終に成仏なさしむれバ山神再び現て團介が妖馬を本に帰せしむ
善悪二道に染分る心の駒に手綱ゆるすなと唄ふも読も催原楽の鼻綱を取し
三橘が人間一生五十三次の戒とせし作物語也 
雄飛閣の主人にかわつて　　　 
岡　山鳥述
 
『催馬樂奇談』は筆耕を担当していたので、紹介を書くのも容易だったに相違な
い。この広告の板下も山鳥の手だと思われ、板元にとっては重宝な存在であった。 
 
［筆］昔語質屋庫 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、春亭画、執筆嶋岡節亭・鈴木武筍、〓人(京都)井
上治兵衛・(大坂)山崎庄九郎・市田治郎兵衛、文化七年庚午冬十一月吉日発販、西村
屋與八・河内屋太助(文金堂板)。 
 
［筆］常夏草紙 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、春亭画、執筆嶋岡節亭、繍像朝倉伊八、刊字木
村嘉兵衛、文化七年庚午冬十二月令日発行、松本平介・榎本〓右衛門・榎本平吉
梓。 
 
　文化八未辛(一八一一)年 
 
［筆］馬夫與作乳人重井催馬樂奇談 
　読本、五巻六冊、小枝繁作、北馬画、岡山鳥筆、文化八辛未歳孟春発行、西宮弥
兵衛・伊勢屋忠右衛門・田辺屋太兵衛梓。 
　刊記に「催馬楽奇談全部六巻不顧拙筆清書之畢＼神田丹前住　岡山鳥」とあり、
口絵末にも瑞馬の書いたという扇面を模写して説明を加えている。本作の場合も、
単なる筆耕というよりは、いま少し本造りに関与した様子である。 
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［筆］燕石雑志 
　随筆、大本五巻六冊、馬琴作、嶋岡長盈[節亭]筆、文化八年辛未正月発行、(江戸)
和泉屋平吉・(大坂)今津屋辰三郎・河内屋喜兵衛・河内屋吉兵衛・河内屋太助(文金堂
板)。 
　刊記に「燕石雑志五巻不顧拙筆清書之畢＼神田　嶋岡長盈[節][亭]」とある。 
 
［筆］十五番武者合竹馬の〓 
　絵本、半紙本三巻三冊、馬琴作、北馬画、執筆嶋岡節亭做書、剞〓氏朝倉伊八、
文化八年辛未冬月令日発販、鶴屋金助・柏屋半蔵・柏屋忠七(柏悦堂板▼27)。 
 
［作］今朝御前操之松枝 
　合巻、中本五巻一冊、岡山鳥作、国貞画、柱「松が枝」、文化八辛未春新板(広
告)、西村源六▼28。 
　表紙に源之助の似顔を大きく描く。巻末広告には「夫ハながらのはし柱是ハわた
なべ橋くやう」という角書が添えられ、「全五冊合一冊」「のこらず役者にがほ画
仕候」とある▼29。これまた、徹底した役者似顔を利用したものである。 
　また、「新板歌川目附繪、さいしき摺一枚でんじゆ書そえ、惣役者にがほ正うつ
し、歌川豊国画、岡山鳥戯作」とあるが未見。 
　次に挙げられた「しんはんかハつた江戸めいしよ・よし原双六、一枚大形、こと
しこそまちがひなくうりいだし申候、同作、歌川国満画」というのは、文化六年
『巌柳嶋手染色揚』見返しに「しんぱんのひろめ　江戸名所・よし原雙六、岡山鳥
作、歌川國満画。此双六は日本橋より吉原まで道すがらの名所名物ならびに両国橋
より舟道むかふじま本所めいしよめぐりちかみちとまハり道ありてしんぱんかハり
し大すご六初春のよきおなぐさミ也」と広告されたもので、文化七年『七癖上戸』
にも「日本橋より新吉原まで道すがらの名物向島辺名所旧跡を出し舟でもかごでも
お好次第新板かハつた大双六なり」と見え、同年『新曲調糸竹』では最終丁に「こ
の春は面白い吉原双六と似顔の珍しい目付絵が出るから、女の子は別してそんなこ
とをして内で遊ばしやれよ」と書き込んでいた。これも未見。実際に出たかどうか
不明。 
　「宿昔話説近江源氏湖月照、全六冊合一巻、紀の十子戯作、歌川国貞画」これ
は、次項参照。「同(繪本)為朝實録、鎮西八郎一代のものがたり繪本也、當未秋より
うりいだし申候、岡山鳥作、歌川国房画、全五冊」は『為朝勇傳上絃筑紫勲』とし
て出された本であろう。 
 
［作］近江源氏湖月照 
　合巻、中本六巻二冊、紀の十子作、国貞画、武しゆん書、板木師田中仲次郎・西
村佐吉、柱「(あふみミ)けんじ」、文化八年、西村源六▼30。 
　本作は役者名義合巻の先鞭を付けた作品である。岡山鳥の名前で、源氏物語の巻
名尽くしの序文を書いているが、このような形で実作者名を出しているのである。
この役者名義合巻を代作者によって出すという工夫は、おそらく山鳥のものだと思
われるが、以後多くの追従作を生み出すことになる。なお、本作には役者似顔を用
いていないようである。 
 
［参］滝口左衛門横　笛　姫咲替花之二番目 
　合巻、中本六巻二冊、京伝作、国貞画、筆耕石原知道、柱「咲かえて」、文化八
年辛未春、岩戸屋板。 
　廿一丁裏挿画中の衝立に「岡三鳥書」と見える。 
 
［参］腹之内戯作種本 
　合巻、中本三巻一冊、三馬作、美丸画、鶴屋板。 
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　挿画中十三丁裏十四丁表に、三馬・徳亭三孝・益亭三友と共に岡山鳥が登場す
る。 
山鳥「げいしやといふものハ三みせんをひくはずの役だからやすまずにひ
いたり／＼さらバそこらでをどりをおめにかけようかヱヘン／＼」 
三馬「まだしもたのみとするなまゑひハ神田丹前のいろ男だ」 
 
［序］忠婦美談薄衣草紙 
　読本、半紙本五巻五冊、津川亭作、(北岱画)、執筆鈴木武筍、文化八辛未初秋・西
村源六。 
　次のような序文を書いている(句読点を補った)。 
薄きぬ草帋序[筆三昧] 
一日、文刻堂をとふに、かたはらに書みあり。おのれうちみておもひけら
く、およそくすしのやまひをおさむるに、木の実草の根よりはしめて、あ
るハけかれたる、あるハきたなきものをさへ、なにくれとたくはへおき
て、其をり／＼にあたりて用ふといへり。近頃世に行なはるゝ書もまたし
かり。さるは、からやまとの正きよりはしめて、あるハことわさ、あるハ
さとひことなとをさへ、なにやかやと、とりましへて、そのほと／＼につ
きてつくりなせり。かれハやむ人のためになし、これハ見る人の為にな
す。そのわさハことなれと、そのいさをハひとしといふべし。されハ此物
が〔た〕りハ、ふるくよりあなるを、ゑのさまつたなく、詞のしなおくれ
て、いまの世人の心には、うちあはぬ所のみおほかれハ、たえて手にたに
とることなきを、津川亭のあるし是をみて、詞をいまやうのすかたにあら
ため、絵をとき、世のよそほひにうつして、すてに梓にのぼせんとす。こ
れそ、いはゆるやれ敗たるつゝみ鼓のたくひならんか 
文化の八とせといふとしのみなつきとをかいつかの日　　　　 
神田丹前の岡山鳥しるす[神田丹前][節亭]
 
　これも板元西源との関係で書いたものと思われるが、津川亭との関係は未詳。 
 
　文化九申壬(一八一二)年 
 
［筆］三七全傳第 二 編占夢南柯後記 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、北斎画、做書嶋岡節亭・鈴木武筍、剞〓朝倉伊
八・木村嘉兵衛、文化九年壬申春正月良節発販大吉利市、松本平介・榎本惣右衛
門・榎本平吉(木蘭堂板)。 
 
［筆］青砥藤綱摸稜案 
　読本、半紙本五巻五冊、馬琴作、北斎画、浄書石原知道・岡節亭・鈴木武筍、〓
人櫻木藤吉、文化九年壬申春正月吉日発販、鶴屋金助・平林荘五郎梓。 
　後編には石原知道と岡節亭の名は見えない。 
　前年の文化八年中に、馬琴の読本二作の筆耕をしたことがわかるが、いずれも一
人で一作の全部を担当したわけではない。 
 
　文化十酉癸(一八一三)年 
 
［序］柳髪新話浮世床(初編) 
　滑稽本、中本三巻三冊、三馬作、国直画、文化十年癸酉孟春発売、鶴屋金助・柏
屋清兵衛。ただし、自序は文化八年辛未皐月十日。 
　蓬左文庫尾崎久弥コレクション蔵の初編上冊には、岡山鳥による次の序文が付さ
れている▼31。 
[神田丹前] 
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唐の剃頭店。　我朝の髪結床。けし坊主も来れは。若衆も来り。通人あ
り。野暮あり。其場のことをよくうがちて。水がみにすきあげたるハ。本
町の親方なり。小髷をこのむ勇も承知し。いてふにかたき。番州もぐつと
ゑらうけなるべし。あゝ。よくも人情を解したるもの哉と。おのれ刺出し
の身分ながらも。序すことしかり。 
丹前堂　岡山鳥[印]
 
　正確な執筆および出板年次は確定できないが、三編(文政六年)下巻巻末にも付され
ている。しかし柱には「序」とあり、やはり文化八～九年のあいだに書かれたもの
と思われる。なお、二編巻之下の冒頭に、「昨日酒楽和尚とあの男とわたしと三個
で岡山鳥が庵を訪らつたのさ山鳥大の酒客で頗るおもしろき男さネ」とある。 
 
［作］爲朝勇傳上弦筑紫勲(前集) 
　合巻、半紙本五巻一冊、岡山鳥作、歌川国房画、文化十年癸酉春、岩戸屋板。 
　管見に入った国会本は半紙本一冊であったが、本来は中本だったかもしれない。
見返しには「前集全五冊」とあり、巻末二十五丁裏にも「これより後へん五冊おひ
／＼出板」とあるが、後編は管見に入っていない。 
　見返し「文化十年癸酉春新刻　榮林堂梓」の部分は入木だと思われ、前述の文化
七、八年の文刻堂(西源)板の本に付された広告にも見えているので、後にそれを岩戸
屋が求板したものか。いまのところ文刻堂板の有無は未詳であるが、『七くせ上
戸』(文化七年、文刻堂板)の広告では本作を「西刻堂作」としているから、当初は板元
名義の合巻を岡山鳥の代作で出す企画があったようだ。 
 
　文化十一戌甲(一八一四)年 
 
［作］四季日待春廿三夜待 
　滑稽本、中本三巻三冊、岡山鳥作、国貞・国繁画、名古屋治平刀、文化十一甲戌
春発行、西村屋與八・丁子屋平兵衛・柏屋半蔵▼32。 
　筆耕名の記載はないが岡山鳥自身であることが序文から知れる。その序文は、
「素より繁多。活業の片手間に。やつて見たいがわるい癖」と、自分から板元に草
稿を持ち込んで出板を交渉する趣向で、「画工の催促。主人を労せず。〓人のどふ
だ／＼に。番州をも。走らせまい。不残此方で歩行ます。まだ其うへに筆耕は。も
ちだします」と売り込み、本屋は「すんならやつて見ませう」と返事をするという
もの。多少の誇張もあると思われるが、序の年記が「文化九年正月」となっている
のに、実際の出来が二年遅れた事情もうかがえそうである。 
　ところが、下巻末二十七丁裏に国貞描く岡山鳥の像を載せた上に、「板元消息之
縮圖」を掲げる。 
先日は御出被下候処早々之仕合恐入候。然は兼て御噂御座候古物を内より
見出し候。此本為持さし上候。是は落丁も有之虫ばみも有之候間何卒御補
ひ可被下候。作者の名も相見へ不申候之間御名前にて板行可仕候。御校合
被下候様奉願候。余程／＼古きものとは相見へ申候。書余は得貴顔可申上
候。頓首 
　　正月吉日 
柏栄堂
岡山鳥様 
 
　これには、手許の作者名の記載がない古書を岡山鳥の名前で板行したいから校合
して欲しい、という板元の依頼が記されている。 
　本作が出来するまでの実際の経緯はわからないが、少なくとも岡山鳥は毎年継続
して本を出し続けられるだけの売れっ子ではなかった。反面、板元にとっても重宝
な存在であったことは間違いない。 
　本来、本作は士農工商を四季に配し、春の廿三夜待の後には夏の庚申待、秋の甲
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子待、冬の己巳待と続ける構想であった。続編は管見に入っていないが、刊記に見
える「廿三夜餘　興士至而舞楼」が『廿三夜續　編如月稲荷祭』として十年後に出
されている。 
 
［序］花標因縁車 
　読本、半紙本五巻五冊、萬壽亭正二作、勝川春亭画、文化十一甲戌年春正月、伏
見屋半三郎、西村源六、播磨屋十郎兵衛、海部屋九兵衛、山田屋嘉右衛門。 
　これも文刻堂板の読本であるが、次のような序文を書いている。 
序[筆三昧]> 
ある日文刻堂を訪ふに老翁は獨茶を煎し喫しなからこの草稿を閲てしめし
ていはく是ハこれ萬壽亭の編述なり尋常の復讐の譚にあらて愚なる者を賢
にし曲れる者を直くすかゝる文はいまた世にまれなり親しく見給へとある
をおのれ眼しゐの佳記のそきに是を見れは実に毫のあやこそ玉章地蔵の玉
をつらね言葉ハ 金 子　の小金彦三にして花をさかす想ふに正二大人姓ハ
〓田一に葛葉山人とあれハ人をして譱に化さしむること通力自在なるへし
と答ふるを翁ははやくもふんてをとりてかいつくるまゝに因縁車の紀を引
いたすことゝハなりぬ 
　文化十癸酉五月文刻堂において 
神田丹前基生　　　　　　　　 
江戸岡山鳥識[山鳥][節亭]
 
［筆］骨董集上編前帙 
　随筆、大本二巻二冊、山東京伝作、文化十一年甲戌冬十二月発行、鹽屋長兵衛・
鶴屋喜右衛門▼33。 
　刊記に「傭書 上巻・嶋岡長盈＼中巻・橋本徳瓶」とある。 
 
［参］人心覗機関 
　滑稽本、中本二巻二冊、式亭三馬作、国直画、丁子屋平兵衛板。「昨日も聴給へ
山鳥子とふたりで枯野見に往つたけれどおらァ堤から別れて帰つたナントきつくな
つたらう」 
 
［参］浮世夢助魂胆枕 
　合巻、中本二巻二冊、式亭三馬作、国直画、鶴屋金助板。「採菊園みちとせさん
がむかふのふね二見えるハヱ岡山鳥さんがとつちりものでアレ／＼」 
「いやこれはどうも／＼京の四條がいゝのなんのとうそのかは此兩國につゞく物か
アレ／＼むかふの舟には山鳥が居る」(13ウ14オ) 
 
　文化十二亥乙(一八一五)年 
 
［筆］骨董集上編下帙 
　随筆、大本二巻二冊、山東京伝作、文化十二年乙亥冬十二月発行、鹽屋長兵衛・
鶴屋喜右衛門。 
　刊記に「傭書　嶋岡長盈＼同　凡例目六下之巻末自廿四紙至卅六紙藍庭林信」と
ある。 
 
　文政二卯己(一八一九)年 
 
［作］水中魚論岡釣話 
　滑稽本、中本一巻一冊、岡山鳥作、錦亭鳴虫画、文政二年正月吉日、鶴屋喜右衛
門・堺屋国蔵梓▼34。 
　自序は文政元年戌寅夏五月。巻末広告に「岡釣話二編」「楊弓一面大當利　三冊
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　岡山鳥作」「廿三夜餘　興如月稲荷祭　三冊　　岡山鳥作歌川国貞画」とある。
岡釣話の続編は本作末に内容の予告が出ているが、管見には入っていない。あとの
二作は順次出来される。 
 
　文政三辰庚(一八二〇)年 
 
［作］進上　坂東三津五郎丈　江戸狂歌連 
　狂歌摺物、文政三年九月に上阪する三津五郎に進上した餞別狂歌、四方真顔より
三馬まで百二十三人が名を連ねている。「文政三年庚辰十月中浣刻成贈秀佳▼35」。
岡丹前亭山鳥 
摺物も雄々しきていの催しはおむかしうかの大和たましひ 
 
　文政四巳辛(一八二一)年 
 
［作］ぬしにひかれて善光寺参詣 
　滑稽本、中本二巻二冊、岡山鳥作、歌川貞房、文政四年巳孟春発行、鶴屋金助・
堺屋国蔵。 
　文政三年夏に回向院にて善光寺の出開帳が開かれている。序末に「文政三年庚辰
冬十一月信濃國駒嶽の麓に旅寝し硯の氷をうち砕て」とある。また、巻末広告に
「如月稲荷祭」と「廿三夜餘　興上巳雛祭」「(驛路春鈴菜譚)後編」とが近刻として予
告されている。 
 
［序］假名手本團扇張替 
　合巻、中本三巻二冊、礫川南嶺作、勝川春亭画、岡嶌山人序、文政四年、伊藤屋
與兵衛板。[印] 
とらまへよ／＼と。藝伎をおいしハ。由良之助どのゝ御醉興。とらまへて
児に。よませんとするハ。南嶺子の新作。勧善懲悪は。素よりにて。こゝ
をしきつて。こふやつて。水門物置侍部屋。七役或ハ十二役。又ハ幕なし
大仕掛も。ちよッくら。ちよつと。筆にあやなして。馬喰街の先生に。た
のミのしるしの聟ひきで。御所望もふすハ。此品と先板元におさまれバ。
千秋萬歳ちはこの玉。春まちかねて。ことしよりほしがるところハ。山々
とゑん喜をことほく。このほんの序ともふすのも。おこがましい御免候へ
たハい／＼。 
　　文政四年辛巳のはる 
神田丹前　岡　嶌山人誌[山鳥]
 
　文政六　未癸(一八二三)年 
 
［筆］神田明神御祭典 
　番付、中本一巻一冊(十五丁)、歌川国丸画、岡山鳥書、文政六未年九月十五日、森
屋治兵衞。 
 
　文政七　申甲(一八二四)年 
 
［作］揚弓一面大当利 
　滑稽本、中本三巻三冊、岡山鳥作、英泉画、濱山考浄書、文政七甲申歳孟春発
行、鶴屋金助・伊勢屋忠右衛門。 
　巻末広告に「小野小町照々法師・天道一梼二道　岡山鳥作　中本三冊　酉年新
板」とあるが、おそらく未刊に終ったものと思われる。 
　また、『的中新話』なる改竄改題本がある。岡山鳥作、英泉・貞舛画、天保三壬
辰年発行、(大阪)河内屋直助。序文「壬辰の初春　萬器堂主人」と貞舛画の口絵(南里
亭其楽の賛あり)とを新刻し、内題尾題に象嵌して「的中新話」としている。広告に
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「天竺得兵衛虚　實　譚本朝春秋外傳　六冊　近刻」とある。 
 
［作］梅　川忠兵衛咲匂心梅川 
　合巻、中本二巻一冊、一九校、国丸画、申孟春、江崎屋吉兵衛。 
　本作は『むめ川忠兵衛戀初旅』(二巻一冊、一九作、国丸画、文化乙亥年、森治板)の改竄本
である。序文も本文も概ね同一であるが、絵組みや役者似顔をまったく替えて彫り
直している。なお、巻末江崎屋の広告に挙げられた本作に「岡山鳥作」と見えてい
るが、本文中に記載はない。 
　序文で『和漢三才図会』「 魃 」の項を図と一緒に引用しているが、『戀初旅』で
は作中にも図を示していたにもかかわらず、『咲匂心梅川』の方では「〇この神ほ
んもんのうちたゝりをなすことたひ／＼あれどもこと／＼くづをあらはさず」と一
切描かれていない。前年夏の諸国大干魃の影響か。 
 
［作］乗懸合羽雫仇討 
　合巻、中本二巻一冊、国丸画、申孟春、江崎屋吉兵衛板。 
　本作も『旅眼石伊賀越日記』(二巻一冊、一九作、美丸画、文化十一年、森治板)の改竄本で
ある。序文はまったく別のものに替え、口絵を省き、絵組みや似顔も別のものにし
ている。本文はほとんど同一であるが、一部挿絵の意味が不明の部分がある。 
　なお、『咲匂心梅川』と同一の巻末広告が付されており、そこに「岡山鳥作」と
ある。 
 
［作］毛谷村孝行次第(けやむらかう／＼のしたい) 
　合巻、中本二巻二冊、国丸画、申孟春、江崎屋吉兵衛板。 
　本作もまた『毛谷村孝行男』(合巻、中本二巻一冊、一九校、美丸画、文化十一年、森治板)の
改竄本。 
　本作にも作者名の記載はないが、巻末十丁裏の余白に「水晶散＼御はみがき＼右
岡山鳥せいす」とある。また、『咲匂心梅川』と同一の江崎屋の広告が付されてお
り、そこに「岡山鳥作」とある。この広告中に「白井権八紫の腰帯　全二冊　同作
同画」とあるが、これだけが管見に入っていない。 
　これら江崎屋板の三作は、いずれも十年前の一九作で、それも二冊物の丸取りで
ある。造りも粗雑で絵との不整合もはなはだしく、かなり安直な出板ではある。三
作の画工である国丸の名が最終丁に出ていることから、国丸が江崎屋の企画に噛ん
でいる可能性がある。それにしても、このような作の〈作者〉として(あるいは序文ぐ
らいは書いたのかもしれないが)、岡山鳥が使われているのが興味深い。 
 
［作］廿三夜續　編如月稲荷祭 
　滑稽本、中本三巻三冊、岡山鳥作、英泉画、傭書濱山考、文政七甲申歳、西村屋
與八・鶴屋金助・丁子屋平兵衛・堺屋国蔵▼36。 
　筆耕名は記されていないが山鳥自身と思われる。 
　自序には「此後編廿三夜を著述せしは。文化十一戌の春。わんと遅きも程あるべ
し」と書いている。序末には「文政七甲申二月初午おいなりさまの神酒の酔中葛飾
の別業竹門に筆を採る」とあり「神田豈山人[山鳥]」と署名している。 
　絵の後、本文の前に次の様な「口上」がある。 
　　口上 
東西／＼高うハ厶リ升れと是より口上のもつて申上ます段まつひら御めん
願ひ奉ります前編廿三夜の儀御子様がたの思召に相叶ひ候段いか斗ありが
たき仕合にぞんじ奉ります後編如月初午此たび出板につきまして相替らす
御ひゐき御一覧の程奉希ますもちろん廿三夜をはじめこの初午にいたるま
で素より推量の著作に厶リ升れハこれぞともふす鑿穿もこれなくやんやと
申滑稽も厶リ升せんことに前編とおくるゝこと十とせがあひだ世の中ハ三
日見ぬ間の桜にて時代違ひに假名ちがひ流行ちがひの間違だらけ扨また次
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の後編ハ上巳雛祭三冊もの是へこそ續てさし出します只今より御評判のほ
ど〓に／＼あつかましく希ひ奉ります 
 
　下巻末に追加二巻の梗概が記され、巻末広告にも「廿三夜餘　興如月稲荷祭　追
加　三冊嗣出」とある。各内題と柱心の巻名「上(中下)」に象嵌の跡が認められるこ
とから、稿本が長過ぎたために分割されたと思われる。この追加(二～三巻)は未見。 
　作中、「京山がみせの初音丸」「梅幸が製する白梅香▼37のかほのくすり。白芙蓉
のおしろい」「三馬がところの江戸の水」「山鳥が製する。金のへヘッてゐる。水
晶散の歯磨」などが話題にされ、挿絵中の衝立には「北越牧之筆」と見える。 
 
　文政十亥丁(一八二七)年 
 
［作］江戸遊覧花暦 
　地誌、大本四巻三冊、岡山鳥著編、雪旦画、文政十年丁亥孟春新彫、守不足齋蔵
板。外題、見返題、目録題などは『江戸名所花暦』となっている▼38。 
　それぞれの季節にふさわしい花鳥風月の名所を紹介した実用書で、おそらく岡山
鳥の著作中一番多く流布している本だと思われる。未刊に終わったものと思われる
が、初板本の巻末には「花暦次編・花暦註譚」なる近刻予告が出ており、自序では
『西湖志』『雍州府志』と比べ、本文中でも「山鳥按ずるに」などと考証を加えて
いる部分も見られる。ただならぬ自負と意気込みが感じ取れる一作である。 
　後印本には、少なくても「天保八年丁酉春正月発行、須原屋茂兵衛・須原屋伊
八」の刊記を持ち、序を付け替えた千鐘房・青黎閣板の大本三冊と、これを求板し
「明治廿六年十二月廿六日印刷発行」との刊記を加えた博文館板の半紙本四冊があ
る。さらに近代になってから出た翻刻本も数種類に及ぶ。 
 
　天保三辰壬(一八三二)年 
 
［賛］書畫薈粹初編 
　書画、三巻三冊、畑銀鶏編、天保三年▼39。 
戯作　　名長盈　字哲甫　号竹之戸又号丹前舎　世人呼曰岡山鳥　駒込大
番町　嶋岡芳右衛門 
江戸ノ人戯作ヲ以世ニナリヌ又俳諧哥ヲ詠テ其名高シ性滑稽ニ長シ酒ヲコ
ノンデ磊落也 
　　こつそりとあやめをひけハあしもとへ 
　　　　　　　　　　　打よするのも池のしら波 
 
　天保四巳癸(一八三三)年 
 
［賛］江の島まうで浜のさゞなみ 
　地誌、半紙本一巻一冊、平亭銀鶏撰、文晁他画、天保四年刊。 
　挿絵の賛に「江のしまのゑにもおよはぬ開帳へゑにかくやうなつれはひめ貝　岡
山鳥」とある▼40。 
 
　天保六未乙(一八三五)年 
 
［参］銀鶏一睡南柯乃夢 
　随筆、半紙本二巻二冊、平亭散人作、貞広画、天保六年刊。 
　口絵の「連月廿五日於平亭書画會諸先生入來之圖」に「山鳥先醒」として描かれ
ている。 
 
　嘉永二　酉己(一八四九)年 
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［参］歌城歌集 
　歌集、大本四冊　嘉永二年篠崎小竹序、嘉永五年春二月、(大阪)河内屋新二郎・(江
戸)岡田屋嘉七刊▼41。 
　　　　　岡三鳥か家にて海邊春夕 
泉郎の子のめかるわさもか夕なきにあくまて春のうらなれてみむ(巻一30オ) 
　　夕顔 
　　　　　岡三鳥か家にておなしこゝろを 
賎かやのあはらまかきをことさらにつくろひたてゝゆふかほの花(巻二10オ) 
　　　　　岡三鳥か家にて雪中早梅を 
春たゝは鴬きてやまとふらむ雪なかくしそうめの花かき 
さしてこむ鳥もまたゐす降雪のかくれかさきるうめのはつ花(巻三13ウ14オ) 
 
［賛］木石餘譚 
　読本、半紙本六巻六冊、閲訂曲亭馬琴、編述〓画圖齋藤桂屋、校合〓浄書伊藤丹
丘、嘉永六年丑春発兌、(東武)丁子屋平兵衛・(浪華)秋田屋市兵衛・(同)河内屋茂兵衛・
(皇都)山城屋佐兵衛(文政堂板)。外題見返題角書「楠家外傳」、「弘化元年冬十二月立
春前五日」馬琴序。 
　本書は第一輯のみで未完であるが、馬琴は「稗説虎之巻」という批評を書いてい
る▼42。 
　口絵の賛に、 
夏くれハしける若葉のかけそひて 
　　　　みとりに見ゆるしら川の瀧 
　右賛　片岡義明　　　節亭(口ノ３ウ) 
 
明かたの雰のたえ間の月かけに 
　　　　ほの見えそむる遠の山里 
　右賛　深垣重量　　　節亭(口ノ6オ) 
 
もみちはに立ましれとも山松は 
　　　　色にそまらぬものにさりける 
　右賛　宇佐美正俊　　　節亭(口ノ6オ) 
 
と見えるが、この「節亭」は岡山鳥ではないだろうか。 
 
未詳 
 
［序］絵本子供あそび 
　疱瘡絵本、中本一冊(八丁)、岡山鳥序、春扇画。 
　狂歌入の絵本である。花咲一男編著『疱瘡絵本集』(太平文庫３、一九八一年、太平書屋)
にも序文と一図が影印で紹介されている。 
序［印］ 
伊豆の下田と急でおせば。波のあなたに疱瘡なく。波より是方に疱瘡あ
り。なくてもわるし。あればとて。重きハ嫌ふ世のならひ。軽きハ誰も聞
がたの。その耳づくに。起上り小法師。昨夜も乾たが。また乾た。翌は早
からおひんなれ。真赤な。鯛の魚さんて。赤小豆飯も。酒湯の悦ひ。堅固
で仕てとる豆太鼓。さゝらり三八。さつはりと。あとのつかぬが。紅画の
奇特。童さん御覧童さん御覧。疱瘡が軽るい疱瘡が軽るい。と欽白 
夜伽の眼覚し紅紙燭を照して　　　　　　　 
神田丹前　岡山鳥識[山鳥]
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刊年は記されていないが、文化末年頃であろうか。 
 
［筆］信濃國繪圖 
　地図、一枚摺、九十八×二百十糎、長谷川雪堤画、岡山鳥書、川澄維保刀。信濃国
の全図で「禁賣買」とある▼43。 
　以上見てきた嶋岡権六の業績は、もちろんまだ完璧なものではないが、ほぼ輪郭
を把握できるだけの情報は提示できたと思われる。では、これらの仕事から嶋岡権
六を一体どのように位置付けるべきであろうか。 
　彼の存在を知った当初は、筆耕から作者になり上がった戯作者のあり様が、いか
にも化政期らしいと漠然と考えていた。筆耕をしつつ出板界の様子を知り、草稿の
筆写という作業を通じて著述の修業ができたからである。そこで、ジャンルという
様式性を認識しさえすれば、作品をなすことは容易だと思ったのである。確かに、
そのような側面は存在したようで、嶋岡権六以外にも筆耕から作者になった者に、
橋本徳瓶(千代春道)、晋米斎玉粒、曲山人、松亭金水、宝田千町などがいた。しか
し、これらの人々とは行き方が少し違ったようだ。 
　嶋岡権六は基本的に武士であった。内職としての筆耕を始めたのであり、本職と
しての作家を目指していたものとは考えられないのである。そもそも、職業作家と
して飯を喰っていけたのは、ごく限られた人気作家だけであることは、出板界に首
を突っ込めばすぐにわかったことであろう。むしろ、業界に顔を繋いで自作を出せ
る機会を待つ気楽な遊び人としての位置を望んだのである。 
　『江戸現存名家一覧』や『當時現在廣益諸家人名録』などを見ると、嶋岡権六は
「岡山鳥」として、畑銀鶏らと共に〈雑家〉に分類されている。〈書家〉でも〈画
家〉でも〈儒者〉でもなく、まさに〈雑家〉なのである。この〈雑家〉というの
は、マルチタレントという程度の意味で使われていた用語と考えてよいだろう。そ
して、出板メディアこそが彼らの才能を発揮できる唯一の場であった。しかし、出
板は商売であるから採算を度外視できるはずがない。そこで発揮されたのが〈雑
家〉としての多才ぶりなのであった。 
　嶋岡権六の場合は、自分で板下を作製できるのみならず、書画会を催すほどであ
るから、おそらく人脈的にも広い付き合いがあったはずである。これらを駆使して
板元に利害を説きつつ自作を梓に上せたに違いない。一方、板元の側にとっても彼
の存在価値は小さくなかったはずである。合巻における徹底した役者似顔の使用を
工夫して一世を風靡したり、自ら代作者となり役者名義合巻という新規な企画を生
み出して成功させたり、出板事業を活性化させるのに不可欠なブレーンだったから
である。そのせいか、柏栄堂や文刻堂そして堺屋など交渉のあった板元は限られて
いたようだ。 
　嶋岡権六は、岡山鳥として著名な傑作を残したわけではなかった。だから文学史
がその名を記憶しなくても、それはそれで仕方のないことかもしれない。だがしか
し、かつては知的遊戯だった〈戯作〉が出板資本に取り込まれ、商品としての本の
生産と出板事業の拡張に取り組んだ化政期という時代だからこそ、岡山鳥としても
生きられる場が存在したのである。もはや戯作者にはなれない彼は、〈雑家〉とし
て受け入れられ、そして己の多才ぶりを発揮しつつ生きいきと仕事ができたのであ
る。その結果残されたじつに多岐にわたる仕事は、やはり出板という文脈を抜きに
しては見えないものであろう。逆にいえば彼のような人間が存在できた出板という
場が、化政期を端的に象徴しているともいえる。近代化への歩みを急速に早める幕
末期に突入する寸前の幸せな時代だったのかもしれない。 
 
 
注 
▼1 木村三四吾編『近世物之本江戸作者部類』(八木書店、一九八八年)。 
▼2 『燕石十種』二巻(中央公論社、一九七九年)。 
▼3 『日本小説年表附總目録』(近代日本文学大系25、国民図書、一九二九年)。本書は『訂改
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日本小説書目年表』(ゆまに書房、一九七七年)として再版。 
▼4 「山鳥」の表記は時として「三鳥」と混同して用いられることがある。しか
し、本姓「嶋岡」の「嶋(嶌)」を偏と旁とに分解し、その上に「岡」を持ってきたの
が「岡山鳥」という戯号の由来であると考えられるから、本人が使っていたのは
「山鳥」だけのはずである。ところが、同時代でも表記が揺れている。とくに式亭
三馬の門弟であった「古今亭三鳥」の「三(山)鳥」とは、まったくの別人であるので
注意を要する。 
▼5 関根只誠編、関根正直訂『訂正改版名人忌辰録』、六合館、一九二五年。 
▼6 狩野快庵編『狂歌人名辞書』、文行堂・廣田書店、一九二八年。再版は臨川書
店、一九七七年。 
▼7 木村三四吾・柴田光彦ほか編『馬琴日記』、中央公論社、一九七三年。 
▼8 柴田光彦「翻刻滝沢家訪問往来人名簿(上・下・索引)」(「近世文芸研究と評論」三十三・
三十四・三十七号、研究と評論の会、一九八七～九年)。 
▼9 水谷不倒『選擇古書解題』(『水谷不倒著作集』七巻、中央公論社、一九七四年)。 
▼10 雙木園主人編『江戸時代戯曲小説通志』(弘文社、一九二七年)。 
▼11 国会図書館本・京都大学附属図書館本・早稲田大学図書館本はいずれも同体
裁。広島大学本は未見。 
▼12 『京摂津戯作者考』(『続燕石十種』一巻、中央公論社、一九八〇年)。 
▼13 漆山天童『近世人名辞典』(日本書誌学大系36、青裳堂書店、一九八四年)。 
▼14 水谷不倒『草雙紙と讀本の研究』(『水谷不倒著作集』二巻、中央公論社、一九七三年)。 
▼15 大高洋司編『曲亭馬琴作 新累解脱物語』(和泉書院、一九八五年)による。本影印
は、現存する最善本と思われる関西大学本を底本にしたものである。 
▼16 天理図書館本による。拙稿「巷談坡堤庵―解題と翻刻―」(「愛知県立大学文学部論
集国文学科編」四十一号、一九九二年)、林美一「未刊江戸文学」十四、十七号(未刊江戸文学
刊行会、一九五五、五九年)に翻刻が載る。 
▼17 本書第二章第三節参照。 
▼18 服部仁氏の翻刻が備わる。上下二冊を「同朋国文」二十一号(一九八八年)、「同
朋大学論叢」五十九号(一九八九年)に分けて掲載。 
▼19 「画入読本外題作者画工書肆名目集」(「国文学論叢一輯西鶴―研究と資料―」、慶応義
塾大学国文学研究会、一九五七年)。 
▼20 佐藤悟「読本の検閲―名主改と名目集―」(「読本研究」六輯上套、渓水社、一九九二
年)。 
▼21 九州大学文学部所蔵本による。国文学研究資料館にマイクロフィルムが所蔵さ
れている。九大本は原表紙を欠くが、管見に入った一本は中本一冊は錦絵風摺付表
紙で、外題「巌柳嶋」、幸四郎と路考の似顔を描く。 
▼22 使用されている役者似顔は次の通り。なお、以下に挙げる三作の役者似顔の考
証は、故向井信夫氏の教示による。 
官次郎(高島岸流)＝五世松本幸四郎、月元武者輔＝三世坂東三津五郎、荒志
郡次兵衛＝初世市川男女蔵、天竺徳兵衛＝三世中村歌右衛門、吉田女児阿
天流＝五世岩井半四郎、吉田奴隷与五郎＝初世澤村源之助、高島奴隷与九
郎＝初世尾上榮三郎、飾磨殿の妾萩の方＝初世瀬川仙女、飾磨柴丸＝四世
市川高麗蔵、吉田民右衛門＝三世坂東彦三郎、吉田妹女児阿雪＝四世瀬川
菊之丞、吉田妻女阿くら＝二世小佐川常世、吉田民之介＝七世市川團十
郎、飾磨家近臣＝二世関三十郎、与九郎姉おゆり＝初世尾上松助。 
▼23 京都大学附属図書館所蔵の大惣本による。 
▼24 棚橋正博『式亭三馬集』(叢書江戸文庫20、国書刊行会、一九九二年)解題で指摘してい
る。棚橋氏はこれを「封切紙」とする。 
▼25 慶應義塾大学三田情報センター所蔵本による。使われている主な役者似顔は次
の通り。 
松尾麻呂＝五世松本幸四郎、梅王麻呂＝初世市川男女蔵、佐久羅麻呂＝五
世岩井半四郎、時平＝初世中嶋三甫右衛門、荒藤太経景＝四世市川八百
蔵、原三妻外浪＝三世瀬川菊之丞、松尾妻千世＝四世瀬川菊之丞、道明寺
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住職木公＝初世尾上松助、猛部原三定胤＝三世坂東三津五郎、菅原道真＝
三世坂東彦三郎、須久根太郎＝二世尾上松助、判官代照国＝初世澤村源之
助、かく尼＝二世荻野伊三郎、八重＝三世市川田之介、白太夫＝初世浅尾
工左衛門、黒太夫＝二世小佐川常世、稲たつた＝三世市川団之介。 
▼26 向井信夫氏所蔵本による。 
▼27 東京国立博物館所蔵本は三巻合一冊の初印本。東京大学総合図書館にも外題欠
ながら一本を蔵す。林美一「江戸春秋」二十に影印翻刻が備わる。その解題によれ
ば天保九年改題後印本『英雄奇人傳』があるという。 
▼28 大阪府立中之島図書館所蔵本による。国会本は半紙本仕立の上紙摺。 
▼29 役者似顔は次の通り。 
袈裟御前＝五世岩井半四郎、遠藤武者盛遠＝五世松本幸四郎、渡辺左衛門
尉渉＝三世坂東三津五郎、縞原傾城由谷太夫＝四世瀬川菊之丞、朝皃咲兵
衛＝成田屋宗兵衛、加奈屋管家東禄＝初世市川市蔵、祇園火燈文悪＝三世
中村歌右衛門、守唯蔵人＝七世市川団十郎、巻水新兵衛＝初世澤村源之
助、伎者絞の阿花＝二世沢村田之介、材木問屋鹿子勘兵衛＝二世尾上松、
助衣川＝三世市川団之助。 
▼30 佐藤悟『役者合巻集』(叢書江戸文庫24、国書刊行会、一九九〇年)に影印翻刻されてい
る。「近江源氏雨夜の金竜」という改題後印本がある。 
▼31 本田康雄『浮世床・四十八癖』(新潮日本古典集成52、新潮社、一九八二年)に注釈付で
翻刻されているが、この序文は掲載されていない。 
▼32 『名家短編傑作集』(続帝国文庫、博文館、一九〇三年)。 
▼33 『日本随筆大成』一期十五巻(吉川弘文館、一九七六年)。 
▼34 『珍本全集』下巻(帝国文庫、博文館、一八九五〈明治二十八〉年)。 
▼35 土田衛「〔受贈図書紹介〕『進上　坂東三津五郎丈　江戸狂歌連』」(「女子大文
学国文篇」四十一号、大阪女子大学、一九九〇年)。 
▼36 鈴木俊幸氏の所蔵本による。また、鈴木圭一氏所蔵本は巻中を欠く後印本(釜谷
又兵衛板)で、外題は「滑稽二十三夜後編」となっている。 
▼37 この白梅香であるが、文政七年『大星物語いろは歌二ッ巴』(志満山人作、森治板)
巻末広告に「調合所は岡山鳥賣弘所ハふきや町柳屋幸助取次所は所々に御座候」と
ある。 
▼38 今井金吾『江戸名所花暦』(生活の古典双書８、八坂書房、一九七三年)解題によれば、
岡山鳥の自序を載せる初印本は見返しが黄色地に桜や紅葉を散らし「岡山鳥著編・
江戸名所花暦春夏秋冬四冊・長谷川雪旦画」とある内閣文庫本などで、同じ刊記を
持つ本でも見返しが白地で「丁亥初秋新彫發兌」とある本は、やや後印で自序を欠
くという。なお、右の改訂新装版『江戸名所花暦』(八坂書房、一九九四年)が出ている。 
▼39 『近世人名録集成』(勉誠社、一九七六年)による。 
▼40 『團扇張替』と併せて、鈴木俊幸氏の教示による。 
▼41 引用は、刈谷市立図書館村上文庫本による。なお、岡山鳥との関係について
は、山本和明「「幽篁庵」の周辺―伝笑・祐之・京山―」(「国文学研究ノート」二十六
号、神戸大学「研究ノート」の会、一九九一年九月)が指摘している。 
▼42 服部仁「馬琴晩年の読本観―『稗説虎之巻』を通して『木石余譚』を見る―」
(「国語国文学会誌」二十五号、一九八二年)。後藤丹治「木石余譚考證―日本精神を謳歌せ
る讀本史上の一作品―」(「日本文化」十六、一九三九年)。 
▼43 慶應義塾大学三田情報センター蔵(240-193-１)。鈴木圭一氏の教示による。 
 
 
# 『江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－』(ぺりかん社、1995)所収  
# Copyright (C) 1995-2007 Gen TAKAGI  
# この文書を、フリーソフトウェア財団発行の GNUフリー文書利用許諾契約書  
# バージョン1.2 が定める条件の下で複製、頒布、あるいは改変することを許  
# 可する。変更不可部分、及び、表・裏表紙テキストは指定しない。この利用  
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『江戸読本の研究』第四章 江戸読本の周辺 
 
第五節 感和亭鬼武著編述書目年表稿 
高　木　　元　
 
　江戸戯作界における感和亭鬼武の位置は、決して高いものではなかった。それゆ
え代表作とされる『報仇竒談自来也説話』や『有喜世物真似舊觀帖』に関する言及
はあっても、まとまった研究は備わっていないのが現状である。 
　近年、山東京伝や曲亭馬琴以外の作家に関する研究も着実に積み重ねられつつあ
り、速水春暁斎、十返舎一九、振鷺亭、柳亭種彦、式亭三馬、楚満人をはじめとし
て、笠亭仙果、柳園種春等に関する精緻な報告が備わり、次第に江戸も上方も戯作
界の実相が解明されてきた。江戸後期の戯作界に出板産業が深く関与したのは周知
のことであり、書肆や貸本屋に関する研究も一層充実してきた。このような研究情
況の中で、特定の一作家に関する研究の蓄積は、総体としての江戸戯作界、もしく
は江戸後期の出板文化情況の解明に供されるはずである。 
　ところがいわゆる二流三流の作者たち(鬼武をはじめとして小枝繁、東西庵南北、山東京山等
を念頭においている)に関しては、評価するに足るだけの材料が整備されていないのにも
かかわらず、見るべき作品のない群小作家の一人とされて等閑視されてきた嫌いが
ある。 
　いま、ここで鬼武を取り上げたのは、数多くの中本型読本に見られる新奇な趣向
を備えた面白さもさることながら、広い交際範囲を持つ遊民的な渡世が当時の戯作
者の一典型を示したものと考えられるからである▼1。 
　伝記に関しては不明な点が多く、『近世物之本江戸作者部類』に、 
曼亭鬼武　一號感和亭 
実名を忘れたり寛政中まて御代官の手代にて飯田町万年樹坂の邊リに處れ
りこの頃の姓名倉橋羅一郎とかおほえしかさたかならすなほよく考て異日
追録すへし後に橋のみたちの御家人某甲の名跡を續て御勘定を勤め淺草寺
の裏手に卜居し後又家督を壻養嗣某に渡してをさ／＼戯作を旨としたり初
ハ山東庵に交加し文化の初より曲亭に就て自作の臭草紙を印行せられん事
を請しかハ馬琴則山城屋藤右衛門馬喰町書賈也に紹介してその作初て世に
あらはれしハ文化五年の事なりきこれより後新編の臭草紙を印行せられし
かともさせるあたり作ハなし性酒を嗜み退隱の後放蕩無頼を事として疱瘡
を患ひ遂に鼻を失ひたれとも羞とせす歌舞伎の作者たらん事を欲りして一
年木挽町の芝居にかよひてやうやく前狂言を綴ることを得たれともその徒
に撩役せらるゝに堪すとて果さすして退きたりかくていよ／＼零落して身
のさま初にも似すなりしかと猶浮れあるきつゝ瘡毒再發して身まかりけり
没年文政のはしめにやありけんたつぬへしこの人の戯作夛かりしそか中に
自來也物語といふよみ本のみ頗時好に稱ひたりそハよみ本の絛下にいふへ
し 
 
と見え、『戯作者考補遺』には、 
鬼武　初淺草姥ヶ池近邊ニ住居後新寺町江移りぬ 
墨川亭云 
　　　寛政中飯田町ニ居しや作名ノ傍ニ飯顆山トしたりト云々 
千光院内 
感和亭と号す初号曼亭ト云前野曼七初ハ或藩中のよし仕辞し市ニ隱る算術
ニ達撃劔ニ長ス後ニ画ヲ写山翁ニ学ト自語らるゝ 
 
　また、『銀鶏三余雑記▼2』には、 
感和亭鬼武は、前野満治郎といへる人なり、ひととほりの戯作者にはあら
ず、撃剣をよくし書をよくし、和歌をよくし狂文狂詩をよくし、地理に委
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く算法に工なり、好んて土鼈をくはれしゆゑ、庵号を土鼈庵と名づく、寛
政年中かぐら坂にて、富吉といへる者、親のかたきをうちしとき▼3、鬼武
子助太刀してうたせしこと、人皆知所也、十月十一日のことなりとかきけ
り、常に戯作を好んで作られしが、作はあまり面白からず、自来也物語は
自満の作なれども、評判なし 
 
とあり、さまざまな逸話を記すも正確な生歿年すら定かではない。 
　歿年が記されている記録としては関根只誠編『名人忌辰録』(明治二十七年)があり、
「文政元年二月廿一日歿す歳五十九」と見えるが、典拠が示されておらず確認する
すべがない。これ以後の鬼武に関する記述、たとえば『増補青本年表』や『日本小
説年表』などは、この記述を繰り返すだけである。 
　一方、鈴木俊幸氏は新資料『素吟戯歌集』を発見し、その分析を通じて従来曖昧
であった寛政三～五年における動静の一端を明らかにし、また『懐宝日札』文化九
年十一月廿日の記述から神道無念流の免許を受けた五人の中に「前野萬七　江戸住
一橋殿ニ仕フ」とあるのを見出した▼4。しかし、氏も述べているように、寛政期後
半から享和二年までの空白期間、京伝から一九への交友の変化など、まだまだ多く
の不明事項が残されているのである。本稿では、基礎作業として行なった諸本の調
査に基づいて、寛政期より文化末年に至る鬼武の文学活動の足跡を年代順にたどっ
てみることにする。 
 
凡例 
 
一、ジャンルは以下のように略した。[黄]黄表紙、[洒]洒落本、[噺]噺本、[狂]狂
歌、[滑]滑稽本、[読]読本、[合]合巻、[随]随筆。なお、鬼武の著編述作品でない場
合は ( ) で括った。 
一、書名は原則として内題を採った。ただし、黄表紙合巻に関しては第一冊目の外
題を採った。いずれも原則を変更した場合は注記した。また、ほかの箇所に記され
た題名が内題と大きく異なる場合は備考に記した。 
一、書型は以下のように略した。半(半紙本)、中(中本)、小(小本)。読本で「中」とある
のは中本型読本のことである。 
一、巻冊数は所見本の状態から判断して、刊行後に手を加えられたと思われる場合
は備考に注記した。また黄表紙で前後編に分かれている場合は「前三後二」のよう
に表記した。 
一、画工名は原則として名前のみを示し、後に「画」を付した。 
一、板元は、蔵板が明らかな場合は後に「板」を付した。なお複数の板元があり蔵
板が不明の場合は、刊記の最後に記されている書肆名を示し、後に「他」を付し
た。 
一、所蔵は管見の範囲で善本だと思われる箇所だけを示したが、必ずしも初板初印
本を示すとは限らない。 
一、所蔵先の略称は概ね『国書総目録』の凡例に準じたが、以下の通り変更した。
加賀(都立中央図書館加賀文庫)、諸家(同館諸家文庫)、東誌(同館東京誌料)、尾崎(名古屋市蓬左文
庫尾崎コレクション)、八戸(八戸市立図書館)、岩崎(東洋文庫岩崎文庫)、資料(国文学研究資料館)、
中村(同館中村幸彦氏所蔵本マイクロフィルム)、東大国(東京大学国文学研究室)、狩野(東北大学附属
図書館狩野文庫)、東急(大東急記念文庫)。 
一、改題本細工本等は刊年にかかわらず、初板本の項の後に「〇」を付して示し
た。 
一、鬼武の印記などについては次の通りＡ・Ｂ・Ｃ・Ｏ・Ｑの記号で示した。 
　　ＡＢＣＯＱ （図版略） 
一、翻刻のある作品は、「◇」を付して所収書誌名を示した。 
一、備考は「＊」の下に記した。 
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安永五丙申(一七七六)年 
 
[俳]蓮華会集　蓼太編　　酒竹 
　　まつ宵や影もそのまゝ翌ならう　　　少年 s鬼武 
 
天明三卯癸(一七八三)年 
 
[俳]越旦歳暮　雪中庵蓼太 
＊次の三句入集(十九丁表) 
　　乃の字にも杖はわすれし筆始　　　鬼武 
　　黄鳥やほとゝきすには寝もやらす　ゝ 
　　行年の跡へ戻るや車牛　　　　　　ゝ 
 
寛政三亥辛(一七九一)年 
 
(洒)手段詰物娼妓絹〓　小一巻一冊　山東京伝　蔦重板　東急 
＊跋「寛政辛亥孟陬　飯顆山　曼鬼武誌Ａ」と、後跋「京伝草廬食客　煙花浪子」
が付されている。 
◇『洒落本大成』十六巻(中野三敏氏解題、中央公論社、一九八二年)。 
 
[噺]一雅話三笑[外]　小一巻一冊　蔦重板　国会 
＊序「京伝門人　曼鬼武述」。巻末に蔦重板の「晒落本類目録」が二丁ある。この
広告に寛政三年の京伝三部作が掲載されていることや、「京伝門人」と称している
こと、また本書中に当時の流行を「壬生狂言大繁盛」としていること等を考え合わ
せると、従来「文化年間」とされてきた刊行時期は、寛政三年頃まで遡るのが妥当
だと思われる。なお、名著全集に袋の写真が出ている。 
◇日本名著全集『滑稽本集』(同刊行会、一九二七年)、武藤禎夫編『噺本大系』十五巻(東
京堂出版、一九七九年)。 
 
寛政四子壬(一七九二)年 
 
(黄)唯心鬼打豆　中三巻三冊　山東京伝　鶴喜板　岩崎 
＊五丁裏、画中の衝立に「鬼武画」とある。『小説年表』は本書を「鬼武画」とす
るが、水野稔氏は「この事実だけでこの作品の画工を鬼武と断定することにはなお
躊躇されるが、寛政三、四年ごろにおける鬼武と京伝との親近ぶりは察せられる
▼5」とし、鈴木俊幸氏は同様に鬼武の名前が書き込まれている『桃太郎発端説話』
や『貧福両道中之記』とともに、鬼武が代作した可能性を示唆している▼6 
 
(黄)昔々桃太郎発端説話　中三巻三冊　山東京伝　北斎画　蔦重板　東誌 
＊中巻七丁裏の画中衝立に「鬼武画」とある。 
◇『黄表紙廿五種』(日本名著全集、同刊行会、一九二六年)所収。 
 
[狂]狂歌仁世物語　半一冊　曼鬼武撰　板元未詳　大妻女子大濱田文庫 
＊叙「寛政みつのへ子のはる日　曼鬼武しるすＯ」、跋「寛政壬子春正月　阿田口
麿謹跋」、もう一本には「曼鬼武門人　みちのおく桑折の駅　早根朝興識」という
跋が加えられ、本書の撰者を「難浅簾のあるし」とするが、『嗚呼蜃気楼』自序題
下の印[難淺簾]から、鬼武本人と考えてよいと思われる。集中に京伝の作が多く入
れられている。また、鬼武が「むつきの頃みちのくにおもむきける」旨の記述があ
る。 
◇水野稔「狂歌仁世物語」(『天明文学－資料と研究－』、東京堂出版、一九七九年)。 
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[噺]和良嘉吐富貴樽　小一巻一冊　蔦重板　東大国 
＊自序「寛政四つ子のはる日　曼鬼武Ｏ」、跋「難浅窓主人識」、跋の前に「右落
咄三十一篇　曼鬼武戯作」とある。「難浅窓主人」も鬼武自身だと思われる。 
◇『噺本大系』十五巻。 
 
〇落咄梅の笑　小一巻一冊　寛政五序　蔦重板　国会 
＊序「癸丑はつ春　曲亭主人序並校」と本文五丁を新刻し、『富貴樽』の前半十六
丁までを流用した細工本。巻末に「上手山中　瓢子作」とある。同年『梅の魁』と
題し再摺(宮尾しげを「中期咄本の調べ〈八〉」『小はなし研究』十二号)。  
◇『噺本大系』十九巻。 
 
〇戯話華靨　小一巻一冊　寛政五序　蔦重板　国会 
＊序「癸丑はつ春　曲亭馬琴」と本文五丁を新刻し『富貴樽』の後半十七丁以降を
流用、さらに新刻一丁を加えた細工本。巻末に「おに武作＼馬琴校」とある。嘉永
六年『戯談花靨』となって後印▼7。 
◇東洋文庫『江戸小咄集１』(平凡社、一九七一年)、『噺本大成』十九巻。 
 
(噺)木の葉猿　小一巻一冊　桜川慈悲成　豊廣画　寛政十二年　大和屋久兵衛刊　
東博　東誌 
◇『未翻刻江戸小咄本八集』。 
〇〔咄の親玉〕　小一巻一冊　耕書堂(蔦重)刊　国会 
※本書は「木の葉猿」の二十一丁から三十丁まで(「通り者」～「大社」)の板木を利用し
た細工本。所見本にはどこにも書名の記載はない。京大本には袋に墨書で「鬼武作
　豊廣画＼世にはなし　全＼寅年刊　耕書堂」とある。また文化十五年刊(宮尾しげを
『小咄年表』)とされているが、この「寅」は文化三年ではないだろうか。 
　鬼武が次の序を書いている。 
世に話てふものハ無而不叶もの也唖禽獣ハしらず陶にも口あれバ岩かもの
いふ世の習ひ惣て口を開くもの話にあらずして何ぞ也夫が中にも落咄なる
ものハ話乃滑稽巧にして鶏がなく東の都よりその咄の種を卸し今也鄙の端
／＼迄も這をもて一興とす其種本の問屋株耕書堂へちよびと音信れバ一盃
をもて誑し此本に序せよと乞ふまゝに是も噺か序になる歟叙か噺かハ予も
わからず此いとぐちに妄言書做し先半枚をちやかすのみ 
　　　　　　寅のはつ春 
一盃きげんで　鬼たけしるすＱ　
 
 
[狂]素吟戯歌集　大一冊(写本)　鈴木俊幸氏蔵 
＊序一「山東京伝」、序二「門人千鬼文謹撰」、「素吟戯歌集叙」末に「寛政四つ
のとし＼子のはる日　曼鬼武述」、跋「明のかね成謹述」、跋題「狂歌集跋」末に
「寛政壬子春三月　白壁道人」。 
　鬼武が東奥桑折に代官手付として下っていた時に編まれたもの。この資料を発見
した鈴木氏が「寛政期の鬼武」で行き届いた考証を展開している。 
◇鈴木俊幸「『素吟戯歌集』－感和亭鬼武初期活動資料－」(「読本研究」三輯下套、渓
水社、一九八九年)。 
 
寛政五丑癸(一七九三)年 
 
(黄)貧福両道中之記　中三巻三冊　山東京伝　春朗画　蔦重板　東誌 
＊三丁裏に「鬼武画」とある。[狂]年始物申どうれ百人一首　中一冊　真顔序　蔦
重板　国会 
＊一首入集「春来れは色を十寸見かこゑまてもめてたくかたる松の内かな」。  
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[狂]四方の巴流　中一冊　京大潁原 
＊一首入集「ちゝまりし去年の日あしも野邊にけさ春立そむる初霞哉＼蛭牙亭鬼
武」。 
 
寛政期ヵ 
 
[狂]短冊(『短冊』復刊四号所載) 
＊「人々にしはしの＼わかれを＼おしめとも＼春はまた＼逢ひ見んことを 
行水にあふくま川の名にしあれと＼しはしはよとむ瀬々のしからみ　鬼武」。 
 
[賛]「浮世絵肉筆名品展」図録(日本橋三越、一九八一年三月) 
＊「客の気も春とてものは入相のくれ行かねに花や咲らむ　感和亭鬼武Ｑ」。 
　(〓塵斎画、肉筆「桜下太夫立姿図」賛) 
 
享和二戌壬(一八〇二)年 
 
[黄]異療寝鼾種　中三巻三冊　一九画　山口屋板　慶大 
＊原装題簽完備。自序「戌孟春　曼亭鬼武Ｏ」、末丁「鬼武作」。 
 
[黄]〔富士世界夢親玉　鬼武作　同(上中下)〕　未見 
＊黄表紙「衣食住三箇図世帯評判記」(三冊、馬琴作豊国画、蔦重板)巻末に付された蔦屋
新板目録の「戌のとし新板草帋もくろく左のごとし」の最後に掲載されているが刊
否未詳。 
 
享和三亥癸(一八〇三)年 
 
[黄]苦貝十念嗚呼蜃気楼　中三巻三冊　北斎画　山口屋板　早大 
＊合一冊題簽上中欠。自序「嗚呼蜃氣楼自序[難淺簾]」「癸亥初春　曼亭鬼たけ
Ｏ」、末丁「曼亭鬼武作」。『青本絵外題集▼8』に中巻の題簽存(上巻の題簽未見)。外
題は中下とも同じ。 
 
[黄]三国昔咄和漢蘭雑話　中三巻三冊　可候画　山口屋板　長崎市博 
＊合一冊題簽中下欠。自序「癸亥春日これを序とす　曼亭鬼武Ｏ」、末丁「曼亭鬼
武作」。加賀文庫本は合一冊題簽欠。『国書総目録』によれば尾崎久弥氏も旧蔵し
ていたようだが(岩波書店に保存されている自筆のカードにも記載あり)、所在不明。『絵外題
集』に上巻の題簽存。 
 
[黄]慎道迷尽誌　中三巻三冊　春亭画　榎本板　「めいづくし」　東洋岩崎 
＊原装題簽完備。自叙「享和三癸亥初春　曼亭鬼武Ｏ」、末丁「鬼武著述」。 
 
享和四子甲(一八〇四)年(二月十一日改元、文化元年) 
 
[黄]前編信夫摺錦伊達染　中三巻三冊　豊国画　村田屋板　「しのぶ」　加賀 
※原装題簽完備。中巻題簽の角書「敵討」、自叙題の角書「瞽女復讐」「享和甲子
年＼春正月朔　曼亭鬼武撰Ｂ」、末丁「鬼武戯作」。 
 
[黄]忍摺後編陸奥瞽女仇討　中二巻二冊　豊国画　村田屋板　「しのぶ」　加賀 
＊原装題簽下欠。末丁「曼亭鬼武著」。『絵外題集』に下巻の題簽存。なお、狩野
文庫本は前編と合綴されて改装裏打ちされているが、見返し等に原題簽がすべて貼
られている。また、岩瀬文庫本は楚満人作豊広画の別作十五丁と合綴されている。 
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[黄]敵討磐手躑躅　中三巻三冊　豊国画　山口屋板　「やざへ」　狩野 
＊合一冊題簽上欠。目末「甲子初春　執筆＼曼亭鬼武」、末丁「曼亭鬼武著」。
『絵外題集』に上巻の題簽存。なお、本書は趣向に森羅子『月下清談』(寛政十年刊)を
取り入れ、仇討も一応終わっているが、後編『金沢弥二郎回国奇談』に筋は続いて
いる。 
 
[狂]國字詩階梯　小一巻一冊　村田屋板　静嘉 
※見返し「感和亭鬼武著＼十返舎一九校[印]」「國字詩階梯　全」「書林　榮邑堂
訂本」。序「于〓文化改元紀＼甲子春三月＼十返舎一九誌[貞][弌]」。自序末「感和
亭鬼武Ｏ」。後書「右和詩初学のよみかた大既等を記しはへれハ猶得かたき處ハ其
道の雅家にたより師傳を得て巧者に至るへきものなり＼文化元＼子の仲春　感和亭
＼鬼武＼しるす」。跋「國字詩階梯跋」「南湖」。刊記「文化元甲子仲春發兌＼書
房＼大阪心斉橋唐物町＼河内屋太助＼江戸通油町＼〓屋喜右衞門＼同所＼村田屋治
郎兵衞」。刊記右に続編予告、巻末に「村田榮邑堂藏版目録」が一丁あり「國字詩
階梯　感和亭鬼武著　小本一冊＼狂哥のよみかたかなの詩のつくりやうをくはしく
書あらはしたる也」以下「東海道中膝栗毛」まで十二点の広告が裏表に載る。 
　本書は「此書ハ狂哥のよみかたかなつかひ等を正し日本紀万葉の真名字をあつめ
懐紙のしたゝめかた国字詩のつくりやうかなの韻字ふみやう等を初心の人の見安き
やうに書あらはし和歌連俳狂哥をもてあそぶ人のふところにして便となるべき重宝
の小冊なり」(『信夫摺錦伊達染』前編上巻末広告)というものである。 
　なお、この広告に見える「感和亭鬼武」が「感和亭」という号の初出であると思
われる。 
 
(噺)落噺熟志柿　小一巻一冊　十返舎門人美屋一作　十返舎一九校　村田屋板　武
藤禎夫氏(未見) 
＊一九の序並校。『落噺広告夜鑑』(一作、享和三年刊)の嗣足改題本。新刻された口絵
「榮邑堂咄之會席」(画工未詳)に、一竹斎、バカ吉、一九、一磨、一作、イタコおか
ね等と共に鬼武が描かれている。序末の「噺の会」と「仕形ばなし」の近刻広告に
「来丑春出板差出シ申候」とあり、鬼武と一九との関係や板元の転居時期、さらに
文化二年刊同板『鬼外福助噺』の序文等を考慮すると、確証は見出せないものの、
本書の刊行は享和四年刊ではないかと思われる▼9。 
◇『未翻刻江戸小咄本集』八集、『噺本大系』十五巻。 
 
文化二丑乙(一八〇五)年 
 
[黄]磐手躑躅金澤彌二郎廻國竒談　中三巻三冊　北斎門人北周　山口屋板　「かな
ざハ」　東大 
＊原装題簽完備。序文はなし。中下巻外題「金澤弥二郎廻國談」、末丁「曼亭改作
者＼感和亭鬼武Ｑ」。Ｑの初出であろう。 
 
[黄]夭怪報仇夜半嵐　中三巻三冊　北斎門人北周　山口屋板　「ばけ物」　東急 
＊合一冊題簽上下欠。序題「復讐化物世界夜半嵐自序[難淺簾]」、序末「丑の孟春
　曼亭改＼感和亭鬼武Ｏ」、末丁「戯作＼鬼たけＱ」。『絵外題集』に上巻の題簽
存。 
 
[黄]返咲八重之仇討　中三巻三冊　北周画　岩戸屋板　慶大 
＊原装題簽完備。序題「返咲八重之仇討自叙」、序末「文化乙丑孟春　曼亭改＼感
和亭鬼武誌Ｏ」、末丁「戯著＼鬼武Ｑ」。 
 
[黄]悟迷惑心之鬼武　中二巻二冊　豊広画　榎本板　「おにたけ」　狩野 
＊原装題簽完備。序題「悟迷惑心之鬼武叙」、序末「乙丑孟春　浸酒樓摘華しる
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す」。末丁「曼亭改＼感和亭鬼武作Ｂ」。 
 
(黄)〔敵討怪談鬼武作物語　中五巻五冊　北周画〕　未見 
＊『増補青本年表』など▼10に載るが刊否未詳。 
 
[滑]有喜世物真似舊觀帖(初編)　中一巻一冊　栄枩斎画　村田屋板　尾崎 
＊自序「乙丑孟春　ＱＯ」。巻末に「村田榮邑堂新版目録」。再刻版に比べて書型
も匡郭も少し大きい。 
◇帝国文庫『校訂滑稽名作集』上巻(博文館、一八九四〈明治二十七〉年)、『滑稽本名作
集』(評釋江戸文学叢書、講談社、一九三六年)、『滑稽本集[一]』(叢書江戸文庫19、国書刊行会、
一九九〇年)。 
〇浮世物真似舊觀帖初編　中一巻三冊　白馬白華補　岡島真七板　文化六年刊　東
誌 
＊再刻本。再刻後印に「中村屋幸蔵・(賣買所)釜屋又兵衛」板あり(京大本)。 
 
[滑]竒談白痴聞集　中一巻一冊　指月門人桃舎画(38オ)　中村屋善藏板　国会> 
＊外題には角書なし。見返し「感和亭鬼武著述＼丑春＼竒談白痴聞集　全＼江都　
瑶池堂版」。自序「竒談白痴聞集叙[強斎]」序末「文化乙丑はる日　感和亭鬼武
Ｏ」。口絵第一図は蹄齋北馬の画賛、同第二図は一九畫賦。巻末「作者＼鬼武著述
ＢＱ」。跋「感和亭の主人に代て。伸越山人なるもの其後にしるす」。予告「後遍
白痴聞集全一冊近刻　感和亭鬼武作＼中村善蔵板」。末丁裏に「瑶池堂藏書目録　
通新石甼＼中村屋善藏」がある。 
　なお、口絵第二図は、Ｑを意匠した着物の鬼武を描き「ねにかへる気はなし春の
はなし客」とあるが、この句は『落噺熟志柿』の口絵「栄邑堂咄之會席」に山里亭
東土として載る句と同じものである。 
 
[噺]鬼外福助噺〔外題〕　小一巻一冊　一九作　栄松斎画　村田屋　国会 
＊序末「文化乙丑春　十返舎一九誌」。序と本文八話、挿絵二図を新刻し、『落噺
臍くり金』(一九作画、享和二年刊)の板木を流用した細工本。新刻八話のうち「女郎買」
「色筆」の二話が鬼武作である。 
◇『噺本大系』十九巻。 
 
(黄)御誂向叶福助金生木息子　中三巻三冊　一九作画　山口屋板　「ふくすけ」　
国会 
＊叶福助を題した七絶を序として「文化二年丑の春　感和亭鬼武Ｏ」とある。 
 
(黄)滑稽しつこなし　中三巻三冊　一九作　改名＼月麿画　山口屋板　「上だん」
　国会 
＊一九の取り巻きとして月麿や一作と共に鬼武が登場し、挿絵にも描かれている。 
◇林美一「江戸春秋」十八号(未刊江戸文学刊行会、一九八四年)。 
 
[狂]〔酒井仲遺稿抄〕 
＊寛政から文化にかけての記述があるので一応ここに入れたが、成立年は不明。
「観文楼叢刊第八」(「日本美術協会報告」五十四号所収、相見香雨刊、一九三四年十二月)。鬼武
に関する部分を引いておく。 
感和亭鬼武を誘ふて花街の鶴楼にあそひし時鬼武といへる文字をかくし題
にてよめとありければ 
　　鬼武もゐのしゝ武者も顔よりは　まづ手みしかに恋てひしがん 
 
　このほか扇屋墨河や花扇に関する言及があり、この二人は『狂歌仁世物語』にも
入集していることから、酒井仲の広い交遊関係の一部分は鬼武の交遊範囲とも重な
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る部分があると思われる。 
 
文化三寅丙(一八〇六)年 
 
[読]報仇竒談自来也説話　半五巻六冊　北馬画　中村藤六板　「自来也説話」　尾
崎 
＊外題角書「報讎竒談」、見返しは作者画工書名のほかに「松涛館梓」「六冊」と
ある。一本は飾枠にＱを散らし「五巻」とある(尾崎)。序「蘭洲東秋〓識」、自序
「報仇竒談自来也説話叙」「文化三年丙寅春正月朔旦」「於武江　摩艸姥池邊草庵
＼感和亭＼鬼武誌ＯＱ」「南岳書」。内題下「武江　感和亭鬼武著＼高喜斎校
合」。跋「後叙　千鶴庵萬亀」。巻末「這より自来也生涯乃行状竒術併西天草のわ
け万里野破魔之介と出逢そのほか不残後篇に書顕し備一覧申候」。刊記「彫刀　朝
倉宇八」「文化三丙寅歳＼孟春　東都京橋常盤町　版元　中村藤六」 
　本書は歌舞伎化された最初の読本として知られ、文化四年九月『柵自来也談』と
いう外題で大阪で上演された。また、美図垣笑顔等によって『児雷也豪傑物譚』と
いう長編合巻に題材を提供した。 
◇単行本は一八八四〈明治十七〉年(共隆社)、一八八七〈明治二十〉年(漫遊會)等。続
帝国文庫『児雷也豪傑譚』(博文館、一八九八〈明治三十一〉年)、「通俗小説文庫」(近事画
報社、一九〇六〈明治三十九〉年二月)。佐藤悟『自来也説話』前編(「実践女子大学文学部紀要」
三十五集、一九九三年)。 
 
[読]竒児酬怨櫻池由来　中三巻四冊　北馬画　伊勢屋藤六板　「桜が池」　個人 
＊外題角書「復讐竒談」、外題下に「春夏秋(冬)」とある。見返しなし(未見)。序「文
化三歳丙寅春正月　感和亭鬼武誌」。跋「文化乙丑晩夏書于浅水中田草舎　蘭洲東
秋〓」。巻末「當寅春出版目録▼11」に、 
 
一　報仇竒談自来也説話　繪入讀本　六冊　感和亭鬼武作　蹄齋北馬画 
一　竒児酬怨櫻池由来　繪入中本　三冊　同作　同画 
一　孝子美談越路雪　繪入中本同二冊　同一九作　北馬画 
一　復讐竒談鴫立澤　繪入中本　二冊　鬼武作　北馬画」 
一　出村新兵衞三國小女郎玉屋新兵衞富賀岡戀山扉　前編三冊後篇三冊　
一陽齋豊國画 
此外新板追々差出候間御求御一覧可被下候 
京橋常盤町　　　　　　 
伊勢屋藤六　　 
蔵板」
 
とあり、本書は「三冊」となっている。ただ、上巻が卅丁、中巻が廿四丁、に対し
て下巻が四十一丁あるため、廿丁目で二分冊にしたものと考えて不自然ではない。
なお、天理本は上巻のみ(破損本)。 
 
[読]復讐鴫立澤　中二巻二冊　北馬画　伊勢屋藤六板　「鴫立沢」　尾崎 
＊改装本外題後補。見返しなし(未見)。自叙「復讐鴫立澤自叙」「于時文化二丑の年
空を翔る子規地を走しる初松魚の聲聞頃綴り置るを同三歳寅乃初春出版す　感和亭
鬼武」。巻末には『櫻池由来』と同じ伊勢屋藤六板「當寅春出版目録」が付されて
いる。 
　なお、本書に登場する「有坂五郎三郎」には初代市川男女蔵、「お町」には三代
目路考の似顔が用いられている。また、本書の画工である北馬の実名が「有坂五郎
八」である点、鬼武が挿絵中に通行人として描かれている点に注意が惹かれる。 
◇拙編『中本型読本集』(叢書江戸文庫25、国書刊行会、一九八八年)。 
 
[黄]報仇竒説響数千里虎尾峠　中二編六巻(前三後三)　春亭画　村田屋板　「かたき
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打」(「カタキ」)　慶大 
＊題簽各編上巻のみ存、合二冊裏打ち本。叙題と後篇外題は「報仇竒説響数千里虎
尾峠」。叙「作者＼感和亭鬼武ＯＱ」。前末丁「鬼武作Ｑ」、後編末丁「感和亭鬼
武作Ｑ」。『絵外題集』に前下と後上の題簽あり、前中は東急本に存(後中下は未見)。 
 
[滑]〔有喜世物真似舊觀帖(次編)　中二巻二冊　下巻は一九作　村田屋板〕　未見 
＊序「于〓文化みつとし丙寅孟春　感和亭鬼武述」。上巻末に栄邑堂の口上、下巻
末に一九の後序がある(翻刻本による)。 
〇浮世物真似旧観帖二編　中三巻三冊　岡島真七板　文化六年刊　東誌 
＊初編の項参照。 
 
[滑]痴漢三人傳　中一巻一冊　(尋雪斎)　雪馬画　相模屋仁右衛門板　架蔵 
＊自叙「文化丙寅はる日　感和亭鬼武述ＯＱ」。跋「伸越山人しるす」。自跋「作
者鬼武みつから素痴を尽すこと爾り」「文化三丙寅孟春　江戸京橋弓町　相模屋仁
右衛門板」。後ろ表紙見返しに「相模屋仁右エ門・庄右エ門」の広告存。卯春出板
として後編の予告あり。また『日本小説年表』の文化四年に「痴漢三人傳後篇」と
あるが後編は未見。 
◇『古今小説名著集』十六巻(礫川出版会社、一八九一〈明治二十四〉年)。 
 
文化四卯丁(一八〇七)年 
 
[読]報仇竒説自来也説話後編　半五巻五冊　北馬画　吉文字屋市左衞門　「自来也
説話後編」　鶴舞 
＊外題角書「復讎竒談」。見返しは藍白地に書名作者画工を記す。序「丁卯初春＼
東汀間人撰」。自叙「文化丁卯春正月＼感和亭鬼武誌＼南岳書」。内題下は「武江
　感和亭鬼武著」(校合者はない)。末丁に「此前編者自来也行状〓勇侶吉郎房州鏡浦仇
討之始末書綴五巻出来在之候御求御一覧可被下候」。刊記「時維文化四年星次丁卯
孟春＼浪華書肆　吉文字屋市左衞門」。 
　なお、『享保以後大阪出版書籍目録』に、「作者　感和亭鬼武(江戸京橋弓町)＼板元
　吉文字屋市左衛門(木挽町中之丁)＼出願　文化三年十一月＼〔附記〕江戸にて同種の
もの出板されしにより出願を取消す」とある。実際に管見に入った初印本と思しき
五本の中で「吉文字屋」の刊記を持つのは鶴舞本だけで、まったく同体裁の尾崎本
(見返し白地)は刊記の前編案内を削り、板元名に入木して「東都書林　銀座町壹町目＼
布袋屋彦兵衞」とする。 
　後印本としては薄墨が省かれた吉野屋仁兵衛板(個人)や、六冊に分冊された河内屋
源七郎板(狩野)、前川善兵衛板(早大)などがある。 
◇単行本は一八八四〈明治十七〉年(共隆社)、一八八七〈明治二十〉年(漫遊會)等。続帝
国文庫『児雷也豪傑譚』(一八九八〈明治三十一〉年、博文館)、「通俗小説文庫」(一九
〇六〈明治三十九〉年二月、近事画報社)。 
 
[黄]仁王阪英雄二木　中二編六巻(前三後三)　豊広画　岩戸屋板　「にわうさか」　国
会・慶大 
＊題簽上欠前編のみ大惣本(国会)・題簽欠後編のみ合一冊裏打ち(慶大)。前編目次末
「文化四丁卯春日　感和亭鬼武著Ｑ」。前編末丁「感和亭鬼武作Ｑ」。後編目録末
「丁卯春　感和亭鬼武著」。後編末丁「おに武作Ｑ」。東急本は後編のみ(上巻題簽
存)、狩野本には前編上巻の題簽存。『絵外題集』に前中と後中の題簽存(後下の題簽未
見)。 
 
[黄]化粧坂閨中仇討　中二編五巻(前三後二)　北馬画　村田屋板　「けわい坂」　加賀 
＊題簽上のみ合一冊裏打ち。前編目次末「文化丁卯孟春　感和亭鬼武著Ｑ」。前末
丁「作者＼鬼たけＱ」。後末丁「鬼武作Ｑ」。東急本に前下の題簽存。『絵外題
集』に前上、後上の題簽存。前中後下の題簽未見。岩崎文庫蔵『書物袋絵外題集』
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に袋存「化粧坂閨中仇討　全」「丁卯新板　感和亭鬼武作」。 
 
[黄]不敵討神佛應護　中二巻二冊　春亭画　榎本板　「じんぶつ」　東急 
＊題簽下欠。自叙「卯春正月　鬼武戯作Ｑ」。末丁「作者　鬼たけＱ」。『絵外題
集』に下の題簽存。 
 
[滑]春岱〓釣形　中一巻一冊　北馬画　永楽屋五兵衛板　「春岱」　東博 
＊外題欠。序「ふみおしゆるよつのとしむつき　洛陽橋處士＼萬字楼壽佐美しる
す」。自叙「文化四丁卯春　感和亭鬼武Ｑ」。内題下「武江　感和亭鬼武著＼門人
五斗八木丸校合」。跋「北馬誌」。末丁「于時文化丁卯春正月　本所亀澤街＼永樂
屋五兵衛版」(十七オ)、「卯春新版目録＼一〓お長死霊物語　式亭三馬作＼全部十冊
合巻二本　勝川春英画＼一春岱〓釣形　感和亭鬼武作＼蹄齋北馬画＼一天保太平記
　同作＼同画」。 
　本書には蹄齋、東汀、松波、上忠等が登場し挿絵にも描かれている。鬼武の交遊
関係がうかがわれる。なお、早大東大本は跋が序の直後に付されている。 
 
文化五辰戊(一八〇八)年 
 
[読]報寇文七髻結緒　中二巻二冊　北馬画　伊勢屋忠右衛門板　国会 
＊見返し「報寇文七髻結緒」「感和亭作＼蹄齋画」「平川館梓」。自叙「于時文化
戊辰春正月東武荒川＼下流書于朝草媼池草廬燈下＼感和亭＼鬼武ＯＱ」。刊記「文
化五辰年春月＼通油町＼蔦屋重三郎＼田邉屋太兵衞＼麹町平河貮丁目＼伊勢屋忠右
衞門」。大惣本。 
〇男達意気路仇討　中二巻二冊　北馬画　鶴屋金助板　石川郷土資料館 
＊改題改修本(下巻のみ)。合巻風の大きな絵題簽に役者似顔(幸四郎と源之助)を描く。後
述する『時代模様室町織』に付された広告を見るに、文化六年刊か。なお、薄墨は
省かれている。 
 
[読]函嶺復讐談　中二巻二冊　北馬画　上総屋忠助板　国会 
＊見返し欠。叙「文化五戊辰歳春正月　感和亭鬼武誌ＱＯ」。跋「于時文化戊辰孟
春＼于麻艸姥池草廬書＼感和亭鬼武Ｑ」。刊記「文化五年戊辰正月吉日＼書肆　江
戸通油町　村田次郎兵衛＼同日本橋新右衛門町　上総屋忠助」。脇に「彫工　朝倉
卯八」。巻末に「戊辰新版　慶賀堂藏」一丁が付されている。なお、本書の袋(見返
しか)が岩崎文庫蔵『書物袋絵外題集』にある▼12。 
 
[黄]復讐最上紅花染　中三巻三冊　国長画　榎本屋板　「もがみ」　東大 
＊原題簽欠合一冊。外題には「感和亭鬼武作」(『絵外題集』所収の下巻題簽による)とある
が、序に「友どち三芳野多賀安なるもの一日予が草廬を訪ひ四方山乃雜話ありし中
に頃日斯る仇討の作意をつゝりしと説話あるを逕に予筆を採て書写し三巻乃冊子と
做して書肆にあたふ作乃善悪は児童衆乃目巧を請ふのみ＼辰の春日　感和亭鬼武誌
Ｑ」とある。末丁「三芳野多賀安作を＼感和亭鬼武著Ｑ」。なお、本作の画工は北
馬ではないが、敵役の名前が「かにさか五郎八」となっている。 
 
[合]宝入舩七福大帳　中二巻一冊　松尓楼画　村田屋　「ふく神」　東急 
＊合巻風絵外題簽(袋か)。序文は「板元邑次」と「作者鬼武」の掛け合いになってい
る。序末「辰の春　作者鬼武Ｑ」。末丁「鬼武作Ｑ＼松尓樓戯画」。九丁表と十丁
裏に「板元村田」「作者鬼たけ」「画工松尓楼」が登場し、挿絵にも描かれてい
る。なお、大阪府本は題簽欠裏打ち本で後半の破損がひどい。慶大本は後補書題簽
に『七福神茶番狂言』とあり、共に十丁目欠。「奈古曽之関と申よみ本五冊鬼武作
にて差出申し御一らん可被下候」(10オ)。 
 
[読]〔婦人撃寇麓の花　中三巻三冊　北渓画　竹川藤兵衛〕　未見 
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＊未見。外題等は『割印帖▼13』による。『名目集▼14』では「婦人撃讐麻鹿の花　
中三冊　鬼武作北渓画　同断(竹川藤兵衛)＼三月廿九日来ル同十月廿七日校合本廻ル同
十一月二日賣出し」とあり、文化六年の新板として刊行されたものと思われるが所
在不明。 
〇三島娼化粧水茎　中三巻三冊　鶴屋金助板　文化七年刊　狩野 
＊改題改修本。合巻風の大きな絵題簽(国安画)に役者似顔(上巻が幸四郎、中巻が半四郎、下
巻が四代目路考)を描く。また、外題脇に「蔓亭鬼武作」「蹄齋北馬画」とある(この時期
には「曼亭」は使わないし、まして「蔓」を使ったことはない。その上画工は「北渓」であり「北馬」で
はない)。刊年は題簽に「午の春」とあることによる。本書は内題尾題に入木し、序
文や目録を削除したと思われ、上巻三～七丁を欠いており、見返しや刊記、薄墨の
使用も見られない。 
　なお、本書を未見の『麓の花』の改題本と推定したのは、女の敵討という内容、
下巻最終回を「麓の仇討」とする点、内題下の「感和亭鬼武著」が入木したものと
は見えないことなどによる。また、山城屋佐兵衛(京寺町通五条上ル町)の「蔵板小説目
録▼15」に「三嶋女郎麓の花　鬼武作馬圓画　五冊」「孝女かつ弟嘉市千辛して父の
仇濱名額五郎をねらひしに助刀の賢造〓嘉市返り討に合ふ勝女さま／＼に猶万苦を
なし終に額五郎を見あらはし討取たる小説也」とあり、画工名は誤っているものの
本書を「鬼武作」としている。さらに、『増補外題鑑』にも「三　嶋小女郎麓の花
　全五巻」と見え、本書の後印本が五分冊されて出たことがうかがわれる。 
 
文化六巳己(一八〇九)年 
 
[読]増補津國女夫池　中二巻二冊　北馬画　松本屋新八他　中村 
＊見返しなし。自序「[難淺簾]」「文化むつの年巳の春日　感和亭鬼武誌ＯＱ」。
刊記「庸書　鈴木武筍」「彫工　能也須」「文化六己巳年正月吉旦發販＼江戸書肆
＼江戸橋四日市　竹川藤兵衞＼麹町平川町二丁目　角丸屋甚助＼麹町平川町二丁目
　伊勢屋忠右エ門＼同　松本屋新八」。『名目集』には「増補津國女夫池　上下　
同断(鬼武作＼北馬画)　竹川藤兵衛＼三月廿九日来ル八月廿四日本来ル同廿八日賣出
し」とある。 
〇女夫池鴛鴦裁 時代模様室町織　中二巻二冊　鶴屋金助板　文化六年刊　架蔵 
＊改題改修本。合巻風の大きな絵題簽(国安画)に役者似顔(上巻が源之助、下巻が半四郎)を
描く。内題尾題に入木、序や目次刊記を削除。下巻見返しに「文化六巳歳稗史目」
があり、本書と同体裁の改題改修本である『石堂丸苅萱物語』『男達意気路仇討』
『島川太平犬神話▼16』が挙げられ「▲右のさうし先達より諸方へ賣出し置候もより
のゑさうしやにて御もとめ被下御ひやうばんよろしく奉希候以上」とある(刊年はこの
広告による)。左側には「來午春新鐫」として三馬の合巻二書が挙げられ「これは當巳
の九月より賣出し申候」とあり、当時は次年新板が九月頃より出されていたことが
わかる。 
　文化五年六月に地本問屋仲間に加入した鶴金は、文化六、七年に管見に入ったも
のだけでも五種に及ぶ中本型読本を求板し、合巻風に仕立直している▼17。中本型読
本を外見上草双紙化したものと見ることができるが、その中に鬼武の作が三種も含
まれていることに注意が惹かれる。 
 
[読]尼城錦　半三巻三冊　葛飾隠士吉満作　北馬画　上総屋忠助板　「尼城錦」　
国会 
＊見返し「感和亭鬼武校」「慶賀堂」。自序「尼城錦叙」「文化六とせ巳の春日　
かつしかの隠士＼吉満述」。跋「後説」「文化六ッつちのと巳のはる日　鬼武しる
すＯＱ」。中下巻の内題には角書「復讐奇談」、内題下には「鬼(おに)たけ校」とだ
けある。刊記「作者　葛飾隱士吉満＼校合　感和亭鬼武」「畫人　蹄齋北馬」「彫
工　朝倉卯八郎」「江都書肆＼江戸橋四日市　西宮彌兵衞＼日本橋新右エ門町　上
総屋忠助」。『名目集』に「復讐奇談尼城錦　三冊　吉満作＼北馬画　西宮彌兵衛
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＼五月廿八日来ル十一月廿一日校合本出来ル同廿四日賣出し」(『割印帖』では同月廿三
日)とある。 
　なお、叙跋を見るに「吉満」なる者の草稿を慶賀堂の主人が持ち込み添削を乞う
たとあり、いわゆる入銀本ではないかと思われる。このような稿本のリライト(口絵
挿絵の指定も含む)をしたところからも、鬼武と板元との深い関係が推測できる。薄墨
を省いた河内屋茂兵衛板などの後印本もある。 
 
[合]敵討十三鐘　中二編六巻一冊　月麿画(前)　月麿門人式麿画(後)　濱松屋幸助板　
「十三がね」　個人 
＊貼絵外題簽(月麿画)に「全部六冊＼合巻一冊」とある。見返しに鬼武と月麿を描
き、一丁表に合巻の画工として復帰する旨の口上があり、一丁裏に「武江金龍山下
＼作者　感和亭鬼武」、二丁表に「于時文化六己巳春新刻」。前編一冊目だけは七
丁あり、通常より二丁多くなっている。前三末「作者鬼たけＱ」、後三末「感和亭
鬼武作Ｑ」。後ろ表紙見返し「文化六年己巳春新刻目録」末に「江戸とをり油町＼
地本問屋　濱松屋幸助」。加賀本は後印、外題や奥付を欠き二冊に分冊されてい
る。 
　なお、『国書総目録』などには「復讐十三鐘由来」とするが、「由来」の文字は
どこにも見当たらない。 
 
[合]御伽ばなし小人嶋仇討　中二巻一冊(九丁)　北馬画　村田屋板　「小人しま」　
国会 
＊貼絵外題簽(式麿画)。序「畧縁起」「辰のとしむつ月の一夜作りを巳春の新板とせ
るものは則観世音の裏門前に住る奥山の地廻り＼感和亭鬼武誌Ｑ」。文化四年仲秋
の浅草寺開帳時に小人島の見世物を見て急いで草したとある。末丁「鬼武作Ｑ」。
巻末「文化巳春新版草紙目録＼版元　東都通油町　村田屋治郎兵衛版」。この目録
中の本書は「全二冊」とある。なお、国会本は五丁目落丁。 
〇〔略縁起稗蒔仇討〕　中二巻一冊　北馬画　「小人しま」　早大 
＊(改題)後印本。ただし原題簽を備える本は未見。加賀本も東急本も所蔵目録にはこ
の題名となっている。[黄]敵討於半紅　中二編五巻(前三後二)　美丸画　村田屋板　
「お半がべに」　京大 
＊原装題簽完備。序「敵討於半紅叙」「于時文化巳の春日＼鬼たけなるものしかい
ふＱ」。前末丁「作者＼鬼たけＱ」、後末丁「鬼武作Ｑ」。 
 
[合]業平塚由来　中二編七巻(前四後三)　式麿画　村田屋板　「なりひら」　加賀 
＊改装外題欠。見返題の角書「磐岳楯之助鬼ヶ嶽夜叉五郎」。序「業平塚由来自
序」「于時文化己巳春正月　感和亭鬼武誌Ｑ」。発端冒頭(４オ)「浅草媼池之邉感和
亭鬼武著」。前末丁「作者　鬼たけＱ」、後末丁「作者　鬼たけＱ」。なお、後十
五丁表に式麿初舞台の口上がある。後ろ表紙見返しに「文化巳春新版草紙目録＼版
元　東都通油町　村田屋治郎兵衛版」。 
〇同右　中三編七巻(上三中二下二)　村田屋板　国会 
＊黄表紙仕立。題簽(下巻下冊のみ欠)には「巳の新版」とあるが後印か。 
 
[噺]落噺恵方土産　小一巻一冊　美丸画　鶴屋金助板　加賀 
＊序「落噺恵方土産叙」「維時文化五つちのと巳初春　感和亭鬼武誌Ｑ」。一九作
『落噺腰巾着』(享和四年)の板木を利用した細工本。新刻した「道理、曽我狂言、夫
婦喧〓」の三話が鬼武の作である。巻末に「午春新作噺目次＼会談文盲雅話　鬼武
作＼蛙飛出／＼噺　同作＼板元　田所町〓屋金助」とあるが、この二作の刊否は未
詳。 
◇『噺本大系』十九巻。 
 
[噺]落咄春雨夜話　小一巻一冊　美丸画　(鶴屋金助)　東大国 
＊序「落咄春雨夜話叙」「ちよつと巳のとし＼アハヽトわらふ＼三太郎月　感和亭
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鬼武誌Ｑ」。『落噺腰巾着』利用の細工本。新刻の「〓、客物語、狐狸」は鬼武作
か一九作か不明。 
◇『噺本大系』十九巻。 
 
[滑]有喜世物真似舊觀帖三編　中一巻一冊　美丸画　村田屋板　尾崎 
＊序「文で化すとよめる六つのとし巳のはる日＼感和亭鬼武いふＯＱ」。跋「後
序」「維〓文化第六聖節日　千鶴庵萬亀識」。両国花火の初日(皐月廿八日)の趣向。全
三十丁。 
〇同右 
＊初編の項参照。 
 
[合]大矢数誉仇討　中六巻二冊　一九作　春亭画　西村与八板　「大矢かず」「三
十三間とう(堂)」　早大 
＊見返題角書「京三拾三間堂」。巻末に絵馬の意匠で「たつ春の的ははづさぬくさ
ざうしあたり祝せる弓もひきかた＼感和亭鬼武」とある。 
〇京三拾間堂 大矢数誉仇討　二編六巻(前三後三)　加賀 
＊黄表紙仕立。(読)復仇女實語教　中二巻二冊　一九作　北馬画　東誌 
＊挿絵中二箇所に鬼武がさりげなく描き込まれている。 
◇拙編『中本型読本集』(叢書江戸文庫25、国書刊行会、一九八八年)。 
 
文化七午庚(一八一〇)年 
 
[読]撃寇奇話勿來關　中四巻四冊　長喜画　近江屋新八他　「勿来関」　東博 
＊見返題「撃寇竒話奈古曾之關」。自序「于時文化己巳孟春　感和亭鬼武誌Ｏ
Ｑ」。自跋「文化六巳春正月」。刊記「文化七丙午孟春發行＼感和亭鬼武著＼榮松
斎長喜画＼東都書店＼石町十軒店　西村源六＼〓町平川町　角丸屋甚助＼通油町　
鶴屋喜右衛門＼同　村田屋治郎兵衛＼神田弁慶橋　近江屋新八」。『割印帖』には
「文化六年九月　奈古曾之關　全四冊　近江屋新八」とある。『名目集』では「撃
寇竒談奈古曾關　前編四冊　鬼武作＼長喜画　西村源六外二人＼四冊目辰五月廿七
日改出ル五月廿四日出ル十二月三日渡巳九月八日本出ル九日賣出し」とある。序跋
の日付は文化六年春正月となっているが、文化五年に書かれ六年出来の予定だった
のが、何らかの事情で遅れ、七年の新板として六年九月に刊行されたものと思われ
る。 
〇復讐竒譚那古曽の関[外]　半四巻四冊　個人 
＊後印本改外題(角書を変更)。板元刊年不明。 
〇絵本奈古曽関[外]　半四巻五冊　河内屋源七板　国会 
＊後印本改外題。刊年不明。河内屋卯助ほか三都十二書肆板あり(中村)。 
 
文化八未辛(一八一一)年 
 
[読]東男〓糸筋　半五巻五冊　蘆国画　西宮彌兵衛他　「東男〓糸筋」　京大 
＊見返題「東男竒遇糸筋」。自序「　〓綱五郎髯黒兵衛東雄竒遇絲筋自叙」「文化
辛未年春三月　感和亭鬼武ＯＱ」。跋「文化八辛未春＼門人五斗八木丸誌」。刊記
「東都　感和亭鬼武著述Ｏ」「浪花　狂画堂蘆國畫圖[印]」「同　淺野高藏筆工
[印]」「文化八年辛未春三月＼書林＼大阪＼秋田屋太右衛門＼平野屋宗七＼江戸＼
關口平右衛門＼竹川藤兵衛＼西宮弥兵衛」。『名目集』には「〓綱五郎髯黒兵衛東
男〓糸筋　同(五冊)　鬼武作北馬画　同断(西宮弥兵衛)＼二月廿七日来ル未五月廿九日
校合本同六月廿四日上本廿五日賣出し」とある。一方『割印帖』は「文化辰三月」
の項に「東男竒遇糸筋　墨付百一丁　全五冊＼同八年未三月＼鬼武作芦国画＼板元
売出　西宮弥兵衛＼同　竹川藤兵衛」とある。なお、一本は同板だが巻末に一丁
「来壬申年新版読本並ニ絵草紙目録」(西村屋与八板、柱刻に「夕霧」とある)が付されてい
る(個人)。後印本として伏見屋半三郎板がある(中村)。 
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◇帝国文庫『侠客傳全集』(博文館、一八九七〈明治三十〉年)。 
 
文化九申壬(一八一二)年 
 
(読)復讐竒談信夫摺在原双紙　半六巻六冊　中川昌房著　馬円画　西村与八板　
「在原草帋」　国会 
＊見返し「感和亭鬼武著」。序「文化壬申孟春　武江　感和亭鬼武談Ｑ」。刊記
「文化九年壬申孟春発行　西村与八」。『享保以後大阪出版書目』に「忍摺在原草
紙　五冊　作者中川徳次郎(西高津新地六丁目)　板元　本屋久兵衛＼文化四年四月＼再
願　文化四年七月＼〔付記〕本書の板行は再度願ひ出でたるも惣年寄より度々本屋
行司を呼出され質問さるゝことあり結局板元より出願を取消す」とあり、『名目
集』には「復讐竒談信夫摺在原草紙　五冊　中川昌房　西村屋与八＼(文化五年)二月
五日来ル未十一月廿四日校本申二月五日廻本六日賣出し」、『割印帖』には「文化
八年未十二月＼信夫摺在原双紙　墨付百廿一丁　全六冊　文化九申正月　鬼武著馬
円画　板元願人　西村与八」とある。 
◇『小野小町業平草紙』(開花堂、一八八六〈明治十九〉年)、『繪本稗史小説』三集(博文
館、一九一八年)。 
 
(合)初昔濃茶口切　中三巻一冊　不乾斎雨声作　月麿画　山田屋三四郎板　「口き
り」　国会 
＊摺付表紙に「全一冊」とある。見返題角書「白髪戯男墨染浮女」、見返しの絵中
に「一亭式麿画」「文化八辛未＼發販山林堂梓」。序「鬼武誌Ｑ」。末丁「不乾齋
雨聲作＼感和亭鬼武校合」「武しゆん書」「墨亭月麿画」。 
　序文に、雨声子が訪れて筆削を乞うたので少し筆を加えて書肆に与えたとある。 
 
[合]浮樂鏡虫義見通　中三巻一冊　英山画　西村与八板　「見通し」　国会 
＊摺付表紙。見返題角書「復讐」。序「浮樂鏡忠義見通」「文化九年壬申正月　永
壽堂青江誌」。末丁「感和亭鬼武作Ｑ」「筆耕　石原知道」。 
 
文化十二亥乙(一八一五)年 
 
[読]新編熊阪説話　半五巻五冊　馬円画　河内屋嘉七他　「新編熊阪説話」　八戸 
＊見返しなし。自序「文化乙亥春正月　感和亭鬼武述ＯＱ」、刊記「文化十二年乙
亥春正月発兌＼三都書林＼京蛸薬師寺町西ェ入　伏見屋半三郎＼江戸田所町　鶴屋
金助＼大阪堺筋備後町　和泉屋善兵衛＼同心斎橋久宝寺町　河内屋嘉七」。後印本
に山城屋佐兵衛板がある(中村)。 
◇『熊阪一代記』(大阪浜本伊三郎、一八八六〈明治十九〉年)、『熊阪一代記』(競争屋、一八九
〇〈明治二十三〉年)。 
 
[合]亀が瀬敵討　中三巻一冊　国丸画　森屋治兵衛板　「かめがせ」「亀がせ」　
国会 
＊摺付表紙に「乙亥新板」とある。見返題「敵討十三塚由来」「合一冊」。末丁
「東武　鬼武作Ｑ」。後ろ表紙見返しには森治の広告。〇龜ヶ瀬敵　討十三塚由来
　中三巻三冊　森屋治兵衛板　慶大 
＊黄表紙仕立原装題簽完備。題簽に「文化十二乙亥新板」とある。 
 
文化十四丑丁(一八一七)年 
 
[合]〔女仇討菩薩角髪〕　中三巻一冊　美丸画　〔森屋治兵衛板〕　「女仇討」　
国会 
＊改装裏打ち本。外題は「伊香保土産女敵討」と墨書。序「文化十三丙子の秋稿な
れるを＼同十四丁丑の春の新板に発兌す＼上野伊香保木暮八左衛門子の＼浴亭にお
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ゐて＼感和亭鬼武Ｃ」。末丁「感和亭鬼武作」。国会本には表紙も見返しもなく、
摺りもあまりよくないので初印本とは思えない。なお、序文に文化十三年秋に伊香
保温泉へ湯治に行き聞いた話を趣向化したとある。本作にも「有阪五郎八」という
名の若党を登場させている。 
　序末の年記を削った後印本で「仇競花夕栄」と「東海道女仇討」の表紙を流用し
た本があるが、いつの改変かは未詳。 
〇女仇討菩薩角髪　中三巻三冊　森屋治兵衛板　慶大 
＊黄表紙仕立。題簽下巻のみ存「丑はる＼もり治版」。序の年記の部分(文化十三～発
兌す)を削除した後印本。 
〇かたき討白坂咄　中三巻二冊　個人 
＊摺付表紙上下二冊。題名は上巻の外題による。下巻外題は「敵討白坂ばなし」。
序の年記を削る。刊年板元は未詳。 
 
文政元寅戊(一八一八)年 
 
[洒]四十八手後の巻京伝居士談　小本一冊　馬鹿山人作　東急 
＊本書中に「わたし(京伝)もあつちへいつておほきに心ぼそかつたが浅草の鬼武竹の
塚東子といふものゝこのころあつちへきて又はなせやす(おにたけ東子去年古人となる)」
とある▼18。 
◇『洒落本大成』第二十六巻(中央公論社、一九八六年)。 
 
弘化年間 
 
[隋]才子必読弘化奇話(初編)　中二巻二冊　何毛呉〓内著　架蔵 
＊画工板元刊年不明。『才子必讀當世妙々奇談』(外題)という、所謂妙々奇談物の末
流に位置する作品の一つである。匿名作者が、当代の文人や戯作者等を罵倒し扱下
したもので、歯に衣を着せない毒舌は読む者の苦笑を誘う。かつての古きよき時代
の黄表紙に見られた〈うがち〉や〈楽屋落ち〉ほどは品がよくないが、幕末の〈悪
摺〉ほどはひどくない。いずれにしても文人界や戯作壇に精通していなければ書け
ない内容であることに違いはない。あるいは書肆がこれらの情報の接点に立ってい
たのかもしれない。残念ながら確かなことはわからないが、栄久(書肆栄久堂山本平吉)
が登場するところなど怪しい。 
　所見した下之巻の内題は「才子必讀當世奇談初篇巻之下」と、「弘化」に入木し
「當世」とした改修後印本。内題下に「何毛呉〓内著」とある。この名を『国書総
目録』の著者別索引では「なにもくれとうない」と訓んでいるが、「いずれもごあ
んない」と訓む方がふさわしい。全部で七つの小話からなり、最終話を除いて各一
葉の挿絵が入っている。すなわち、巻之上「水滸を評して羅貫中馬琴を罵しる」
「俳諧を論じて桃青翁鳳朗を懲らす」「董太史塩河岸に盛儀を訪ふ」、巻之下「谷
文晁八丁堀に武清に遇ふ」「難語之考濱臣守部を嘲ける」「先哲之話原念齋琴薹を
説く」「地獄之奇談」である。鬼武に関係ある最終話を引いておく。「弘化二」は
入木か。 
 
地獄之奇談 
弘化二年のことなりし栄久が主人身まかりて冥途の旅に趣けるがあちらに
てはからずも京傳種彦一九春水三馬などの諸大人に出會けるまづひさしぶ
りのことなれバ互に積る物語せしが栄久主人いふやうさてこのせつハしや
ばもまことに戯作者の種ぎれにて先生方御引とりの後はなにひとつ本らし
きものハ出来申さずたま／＼出来れバ熱病人のうはことをいふやうな前後
乱脈のわからぬことばかりつゞくりそのうへ作料ばかりほしがり候ゆゑ書
肆も一統こまりきつてそれにつけても先生方御在世のことばかり御噂まう
し居ることとのものがたりに京傳三馬の諸人大にわらつてこれハいかにも
左もあらんそのことにてわれ／＼もきのどくにぞんずる一躰われ／＼が仲
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間にて至極下手な作者に鬼丈といふものありしがそこもともしりつらんこ
の男あまりに戯作が下手でそのくせ錢ばかり欲がりしゆゑ冥府にて閻王大
に立腹あり数年餓鬼どうにまごつかせおかれしがわれ／＼度々／＼訴訟し
てこの間中責らるゝ苦をまぬがれさせておきたりしかるに當時戯作者種ぎ
れにて今作者になれバよい時節なりとて無下に文盲な輩できもせぬくせに
筆を弄し頻に思案をこらせどももと腹にないことは出来やう道理なけれバ
今の十返舎一九柳下亭種員萬亭應賀松亭金水二代目春水画工英泉など毎朝
われ／＼が靈をまつりて何卒戯作上達いたすやうにとていのるほどにわれ
／＼もうるさくおもひ此間中より鬼丈をほやうにつかわし彼ともがらの形
骸へいれおきたりかの輩六人ともに鬼丈の魂とりつきいたれバ定めて種々
／＼のうはことをならべたて嘸かし世上のものわらひならんとて毎日うは
さをいひくらせりとあるに栄久主人はじめてことのもとをしりさては左様
にて候かいかにもうはことのやうなつまらぬものばかり出来いたし候根本
を承り初めて疑心氷解いたしたりしかしうはことながらまだしもそのやう
なものゝ魂とりつきをれバこそ作も出来候ことゝおぼへたり左もなくて
中々／＼あの衆に戯作どころか田作も出来るはずがないといふにかの諸人
さりながら書肆がこまるであろふ接魂鬼をつかはして鬼丈が魂をとりかへ
すやうにいたすべしとあるに栄久主人これをとゞめてそれは御無用になさ
るべし唯今もまうすとをりあの衆に作ができるといふはまつたく鬼丈の魂
とりつきおれバならんもし御よびもどしなさるれバ唯一人作の出来る者な
く書肆ども却てこまりきりまうすべしうはことながらもまだしも作が出来
るこそめつけものにて候へバまづ名人のできるまでそのまゝにいたしおか
るゝがよろしかるべきといふにかの諸人大にわらつて栄久主人のいふとこ
ろまた一理ありさりながらわれ／＼の作をせんたくして自分どもがあたら
しく仕立しやうにほこる族もあれバ一まづかれらをよびよせて一統にいひ
きかせんとおもふなり此儀ハいかゝあるべきととふにかたはらにしやうつ
かの婆ゐたりけるがそれハ至極よろしからんわれら此せつ罪人の衣類せん
たくにいとまなくこまりきつてあるなれバその輩ふるものゝ洗濯上手とう
け給はれバ何とぞおよびなされせんたくの手助いたしてもらひたしといふ
にかの諸人なる程そのことにハわれ／＼より器用ならん早速よびよせべき
なれバ古ものゝあらひはり御手助になさるべしとあるに栄久主人イヤ／＼
それも御無用／＼かの人達はせんたくの上手なるのではなし古ものを其
まゝとり用ゆるが得手なれバ折角はる／＼御よびなされても何の御用にも
たちますまいといふ彼諸人も婆も大にうちわらふて終によびよせることは
やみけるとぞ 
 
 
未詳 
 
○[合]〔近世英雄談〕後編　豊広画 
「並立英雄談」として図版が掲載されている。「合巻　後編　感和亭鬼武作　豊広
画　色摺　江戸中」(「黒崎書店古書目録」第五一号、二○○二年五月) 
 
 
注 
▼1 三田村鳶魚は早くから鬼武に注目し「『有喜世物真似旧観帖』解題」(『三田村鳶
魚全集』廿二巻、中央公論社、一九七六年)で、鬼武と似通った人物として岡山鳥を例示し、
武士階級にも庶民階級にも固着しない作家が多かったようだと述べている。 
▼2 平亭銀鶏の雑記(大東急記念文庫蔵)。中村幸彦氏が「未刊随筆談」(『中村幸彦著述集』
十四巻、中央公論社、一九八三年)で紹介しているものによる。 
▼3 平出鏗二郎「江戸牛込行元寺富吉の敵討」(中公文庫『敵討』、一九九〇年、初出は一九
〇九年)によれば天明三年十月とある。 
▼4 鈴木俊幸「寛政期の鬼武」(「近世文芸」四十四号、日本近世文学会、一九八六年)。以下本
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稿で引く鈴木氏の所説は、この論考による。 
▼5 水野稔『狂歌仁世物語』解説(濱田義一郎編『天明文学』、東京堂出版、一九七九年)。 
▼6 鈴木俊幸、前掲「寛政期の鬼武」。 
▼7 宮尾しげを「中期咄本の調べ(八)」による。宮尾氏は「年代不詳『江戸の花おと
しばなし』となって補足再摺されてゐる」とするが、都立中央図書館蔵の該書には
刊記はなく、東京大学総合図書館霞亭文庫本には、『華靨』の馬琴序と『富貴樽』
の鬼武序が付されているが、本書と同じ話は含まれていないようだ。 
▼8 『青本絵外題集Ⅱ』(岩崎文庫貴重本叢刊〈近世編〉別巻下、貴重本刊行会、一九七四年)。以
下『絵外題集』と略す。 
▼9 この項の記述は武藤禎夫氏の『噺本大系』十五巻の解説による。刊年につい
て、享和四子年か文化十三子年のいずれとも判断可能であるが、武藤氏は「今は文
化十三年刊と推定しておく」としている。また、小池正胤「十返舎一九作　黄表
紙・合巻・噺本作品年表」(「東京教育大学文学部紀要」六十二、一九六七年)では文化十四年
とする。 
▼10 『戯作者考補遺』『江戸時代戯曲小説通史』『日本小説年表』『草双紙と讀本
の研究』などの鬼武の条、著作一覧。 
▼11 拙編『中本型読本集』(叢書江戸文庫25、国書刊行会、一九八八年)に所収した「鴫立
澤」の最後(一七九～一八〇頁)に影印で示したものと同一。 
▼12 『曲亭馬琴』(図説日本の古典19、集英社、一九八〇年)に、カラーで紹介されている。 
▼13 「〇同(五)年十一月八日不時＼春掛り行事＼婦人撃讐麓の花　全三冊＼墨付七十
七丁＼同(文化五年辰正月)＼鬼武作＼北渓画＼板元売出　竹川藤兵衛」(未刊国文資料別巻一
『享保以後江戸出版書目』、一九六二年、未刊国文資料刊行会)。『江戸本屋出版記録』全三冊
(ゆまに書房、一九八四年)。『享保以後江戸出版書目新訂版』(臨川書店、一九九三年)。 
▼14 『絵入読本外題作者畫工書肆名目集』(慶応大学三田情報センター蔵)。翻刻が「国文
学論叢　西鶴―研究と資料―」(慶応大学国文学会、一九五七年)に備わる。 
▼15 天保以降と思われる読本の後印本に付いている二丁にわたる梗概付の広告。 
▼16 一溪庵市井作の中本型読本『復讐奇談七里濱』(文化五年刊)の改題改修本。な
お、『国書総目録』では一溪庵を鬼武としているが、何の根拠も示されていない。
おそらく別人だと思われる。 
▼17 本書第二章第一節参照。 
▼18 『戯作者考補遺』に引かれており、この記事を根拠に「文化十四十五ノ内に没
せしなるへし」とある。 
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『江戸読本の研究』 
 
あとがき 
　そもそも江戸読本との出逢いは、東京都立大学の学部ゼミで『南總里見八犬傳』
が取り上げられた時であった。最初の授業に出席するために、いまはなき目黒の八
雲校舎の北側にあった薄暗い高田研究室に行ってみると、それは高さ一メートルほ
どの本箱二つに納められていた。開けるのに少しばかりコツが必要な蓋を取って、
肇輯巻之一から第九輯下帙下編下結局巻之五十三下まで、全百六冊を机の上に積み
上げた。その量の多さに圧倒されつつも、岩波文庫本では知るすべもなかったさま
ざまな色で彩られた表紙の意匠や、薄墨を施した口絵挿絵の美しさに強く心を惹か
れた。いまでも、あの時に体験した現物の持つ迫力というか存在感を鮮明に思い出
すことができる。思えば、あの時以来、本というモノに対するこだわりから抜け出
せずにテキストの周囲ばかりを見てきた気がする。 
　今回一冊の本としてまとめるにあたって、手を入れずに使える旧稿はないに等し
かった。多くの資料を扱ってきたので、新たに見出した資料や現時点において得ら
れた情報を、可能なかぎり盛り込む必要があったためである。その結果として、旧
稿の論旨やニュアンスに修正を加えなければならない部分も少なからず出てきた。
また、論文集としての一貫性を持たせるために構成を変えたものもある。それでも
まだ、いくらか重複した記述も残っているし、逆に完全に解体してあちらこちらに
分散してしまったものもある。いずれにしても、現時点での達成として本書を見て
いただきたい。以下、やや煩雑ではあるが、とりあえず基礎になった初出を記して
おく。 
　序章「江戸読本研究序説」は未発表。 
　第一章第一節「江戸読本の板元―貸本屋の出板をめぐって―」と第二節「江戸読
本の形成―板元鶴屋喜右衛門の演出―」とは、ともに「江戸読本の形成―貸本屋の
出板をめぐって―」(「文学」五十六巻九号、岩波書店、一九八八年九月)をもとにして、より
論旨を明確にするために二節に分けて増補した。第三節「江戸読本書目年表稿(文化
期)」は「『出像稗史外題鑑』について―文化期江戸読本書目年表稿―」(「読本研究」
三輯上套、渓水社、一九八九年)をもとに補訂。 
　第二章第一節「中本型読本の展開」は、横山邦治編『読本の世界―江戸と上方
―』(世界思想社、一九八五年)の執筆担当部分(第三章「中本型読本の展開」)を骨格として、
『中本型読本集』(叢書江戸文庫24、国書刊行会、一九八八年)の「解題」や、従来より続け
てきた馬琴中本型読本の翻刻(「研究実践紀要」四～八号、明治学院東村山中高校、一九八一～五
年。「説林」四十号、愛知県立大学国文学会、一九九二年。「愛知県立大学文学部紀要＜国文学科編＞」
四十一号、一九九三年。)の「解題」部分を踏まえて、通史的に再編成した。第二節「中
本型読本書目年表稿」は「中本型読本書目年表稿―天保期まで―」(「近世文芸」四十四
号、日本近世文学会、一九八六年)をもとにして補訂を加えた。第三節は「馬琴の中本型読
本―改題本再刻本をめぐって―」(「読本研究」五輯上套、渓水社、一九九一年)による。第四
節「鳥山瀬川の後日譚」は「鳥山瀬川の後日譚」(「都大論究」二十三号、都立大学国語国文
学会、一九八六年)と「「鳥山瀬川の後日譚」補正」(「都大論究」二十四号、都立大学国語国文
学会、一九八七年)を踏まえて、さらに新資料を加えて書き直した。第五節「末期の中
本型読本―いわゆる＜切附本＞について―」は「末期の中本型読本―所謂「切附
本」について―」(「近世文芸」四十五号、日本近世文学会、一九八六年)。第六節「切附本書
目年表稿」は「末期中本型読本書目年表稿―弘化期以降―」(「近世文芸」四十六号、日
本近世文学会、一九八七年)に基づくが、その後かなりの資料が収集できたので、それを
反映させた上で第五節にも手を入れた。 
　第三章第一節は「『松浦佐用媛石魂録』論」(「日本文学」二十九巻一号、日本文学協会、
一九八〇年一月)に、近年の研究で明らかになった部分を補強し部分的な修正を加え
た。第二節は「『松浦佐用媛石魂録』の諸板本」(「都大論究」十七号、都立大学国語国文学
会、一九八〇年)による。第三節は「戯作者たちの「蝦蟇」―江戸読本の方法―」(「江戸
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文学」四号、ぺりかん社、一九九〇年)に、その後に発表された論文を取り入れて修正を加
えた。第四節は「意味としての体裁―俊徳丸の変容―」(『見えない世界の文学誌―江戸文
学考究―』、ぺりかん社、一九九四年)による。 
　第四章第一節「読本の校合―板本の象嵌跡―」は「読本の校合―板本の象嵌跡を
めぐって―」(「読本研究」六輯上套、渓水社、一九九二年)。第二節は「江戸読本享受史の一
断面―明治大正期の翻刻本について―」(「愛知県立大学文学部論集＜国文学科編＞」三十九
号、一九九一年)。第三節は「草双紙の十九世紀―メディアとしての様式―」(「国語と国
文学」七十巻五号、東京大学国語国文学会、一九九三年五月)。第四節「岡山鳥著編述書目年表
稿―化政期出板界における＜雑家＞―」は「化政期出版界における＜雑家＞―島岡
権六の場合―」(「江戸文学」九号、ぺりかん社、一九九二年)。第五節は「感和亭鬼武著編述
書目年表稿」(「研究と資料」十三輯、研究と資料の会、一九八五年)をもとにして、「『感和
亭鬼武著編述書目年表稿』補訂」(「都大論究」二十四号、都立大学国語国文学会、一九八七年)
と、以後知り得た資料によって補訂を加えた。 
　なお、本論文集は一九九三年九月に東京都立大学へ提出した学位論文に基づくも
のである。 
　いままでじつに多くの方々の御厚意に与り、拙い研究を続けてくることができま
した。具体的にさまざまな御教示を賜った方々、気持ちよく資料を使わせて頂いた
各地の大学や図書館、また個人蔵の資料を提供して下さった方々には、この場を借
りて厚く御礼申し上げます。とりわけ故向井信夫氏には本当に御世話になりまし
た。 
　掲載した図版については、公的機関所蔵のものは機関名を、架蔵以外のものは個
人蔵と記しました。佐藤悟氏・鈴木圭一氏・鈴木重三氏・鈴木俊幸氏・向井のり子
氏には、所蔵されている貴重な資料の掲載を許されたのみならず、さまざまの御教
示も賜りました。また校正の段階では高橋明彦氏・三浦洋美氏のお世話になりまし
た。本書の編集全般については大石良則氏に御苦労をかけました。記して深く感謝
致します。 
　最後になりましたが、文字通りの不肖の弟子を長年にわたって温かく励まし続け
て下さった高田衛先生に、心より感謝申し上げます。 
　　　乙亥桜月 
高　木　　元　
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GNU フリー文書利用許諾契約書
バージョン 1.2、2002年11月 
日本語訳、2005年11月9日 
Copyright (C) 2000,2001,2002  Free Software Foundation, Inc.
51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA
この利用許諾契約書を、一字一句そのままに複製し頒布することは許可する。
しかし変更は認めない。
This is an unofficial translation of the GNU Free Documentation 
License into Japanese. It was not published by the Free Software 
Foundation, and does not legally state the distribution terms for 
documents that uses the GNU FDL--only the original English text of the 
GNU FDL does that. However, we hope that this translation will help 
Japanese speakers understand the GNU FDL better. 
(訳: 以下はGNU Free Documentation Licenseの非公式な日本語訳です。
これは フリーソフトウェア財団 (the Free Software Foundation)によっ
て発表された ものではなく、 GNU FDLを適用した文書の頒布条件を法
的に有効な形で述べた ものではありません。頒布条件としてはGNU 
FDLの英語版テキストで指定されて いるもののみが有効です。しかし
ながら、私たちはこの翻訳が、日本語を使用 する人々にとってGNU 
FDLをより良く理解する助けとなることを望んでいます。) 
翻訳は 八田真行 <mhatta@gnu.org>が行った。原 文は http://www.gnu.
org/licenses/fdl.html である。誤訳の指摘や改善案を歓迎する。 
0. はじめに 
この利用許諾契約書の目的は、この契約書が適用されるマニュアルや教科書、 その
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他機能本位で実用的な文書を(無料ではなく)自由という意味で「フリー」 とするこ
と、すなわち、改変の有無あるいは目的の営利非営利を問わず、文書 を複製し再頒
布する自由をすべての人々に効果的に保証することです。加えて この契約書によ
り、著者や出版者が自分たちの著作物に対して相応の敬意と賞 賛を得る手段も保護
されます。また、他人が行った改変に対して責任を負わず に済むようになります。 
この利用許諾契約書は「コピーレフト」的なライセンスの一つであり、この契 約書
が適用された文書から派生した著作物は、それ自身もまた原本と同じ意味 でフリー
でなければなりません。この契約書は、フリーソフトウェアのために 設計されたコ
ピーレフトなライセンスであるGNU一般公衆使用許諾契約書を補足 するものです。 
(訳注: コピーレフト(copyleft)の概念については http://www.gnu.org/copyleft/
copyleft.ja.html を参照せよ) 
この利用許諾契約書は、フリーソフトウェア用のマニュアルに適用することを 目的
として書かれました。フリーソフトウェアはフリーな文書を必要としてお り、フ
リーなプログラムはそのソフトウェアが保証するのと同じ自由を提供す るマニュア
ルと共に頒布されるべきだからです。しかし、この契約書の適用範 囲はソフトウェ
アのマニュアルに留まりません。対象となる著作物において扱 われる主題が何であ
れ、あるいはそれが印刷された書籍として出版されるか否 かに関わらず、この契約
書は文字で書かれたいかなる著作物にも適用すること が可能です。私たちとして
は、主にこの契約書を解説や参照を目的とする著作 物に適用することをお勧めしま
す。 
1. この利用許諾契約書の適用範囲と用語の定義 
著作物がこの利用許諾契約書の定める条件の下で頒布される旨の告知を、著作 権者
がその中に書いたすべてのマニュアルあるいはその他の著作物は、いかな る媒体上
にあってもこの契約書の適用対象となる。そのような告知を置くこと で、全世界に
おいて、著作権使用料を必要とせず、許可の存続期間を限定され ること無く、この
契約書の中で述べられている条件の下で当該著作物を利用で きるという許可を与え
ることとする。以下において、「『文書』(Document)」 とはそのような告知が記載
されたマニュアルないし著作物すべてを指す。公衆 の一員ならば誰でも契約の当事
者となることができ、この契約書中では「あな た」と表現される。あなたは、著作
権法の下で許可を必要とするような方法で 著作物を複製や改変、あるいは頒布する
ことにより、この契約書を受諾するこ とになる。 
『文書』の「改変版 (Modified Version)」とは、一字一句忠実に複製したか、 ある
いは改変や他言語への翻訳を行ったかどうかに関わらず、その『文書』の 全体ある
いは一部分を含む著作物すべてを意味する。 
「補遺部分 (Secondary Section)」とは、『文書』中でその旨指定された補遺 ないし
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本文に先だって前付けとして置かれる一部分であり、『文書』の出版者 あるいは著
者と、『文書』全体の主題 (あるいはそれに関連する事柄)との関係 のみを論じ、全
体としての主題の範疇に直接属する内容を全く含まないもので ある (たとえば、
『文書』の一部が数学の教科書だった場合、補遺部分では数 学について何も解説し
てはならない)。補遺部分で扱われる関係は、その主題あ るいは関連する事柄との歴
史的なつながりのことかも知れないし、それらに関 する法的、商業的、哲学的、倫
理的、あるいは政治的立場についてかも知れな い。 
「変更不可部分 (Invariant Sections)」とは補遺部分の一種で、それらが変更 不可部
分であることが、『文書』をこの利用許諾契約書の下で発表する旨述べ た告知中に
おいてその部分の題名と共に明示されているものである。ある部分 が上記のような
「補遺」性の定義にそぐわない場合は、その部分を「変更不可」 として指定するこ
とは認められない。『文書』は、変更不可部分を全く含まな くても良い。『文書』
において変更不可部分が全く指定されていなければ、そ の『文書』に変更不可部分
は存在しないということである。 
「カバーテキスト(Cover Texts)」とは、『文書』がこの利用許諾契約書の指定 する
条件の下で発表される旨述べた告知において、「表カバーテキスト」ある いは「裏
カバーテキスト」として列挙された短い文章のことを指す。表カバー テキストは最
大で5語、裏カバーテキストは最大で25語までとする。 
『文書』の「透過的」複製物とは、機械による読み取りが可能な『文書』の複 製物
のことを指す。透過的な複製物の文書形式は、その仕様が一般の人々に入 手可能
で、『文書』の内容を一般的なテキストエディタ、または(画素で構成さ れる画像な
らば)一般的なペイントプログラム、あるいは(図面ならば)いくつか の広く入手可能
な製図エディタで簡単に改訂するのに適しており、なおかつテ キストフォーマッタ
への入力に適する(あるいはテキストフォーマッタへの入力 に適する諸形式への自動
的な変換に適する)ものでなければならない。透過的な ファイル形式への複製であっ
ても、マークアップ、あるいはマークアップの不 在が読者によるそれ以降の改変を
わざと邪魔し阻害するように仕組まれたもの は透過的であるとは見做されない。あ
る画像形式が、相当量のテキスト文章を 表現するために使われた場合、それは透過
的ではない。透過的ではない複製は 「非透過的」複製と呼ばれる。 
透過的複製に適した形式の例としては、マークアップを含まないプレーンな ASCII
形式、Texinfo入力形式、LaTeX入力形式、一般に入手可能なDTDを用いた SGMLあ
るいはXML、または人間による改変を想定して設計された、標準に準拠し たシンプ
ルなHTMLやPostScript、PDFなどが挙げられる。透過的な画像形式の例 には、PNG
やXCF、JPGが含まれる。非透過な形式としては、独占的なワードプロ セッサでの
み閲覧編集できる独占的なファイル形式、普通には入手できない DTDまたは処理系
を使ったSGMLやXML、ある種のワードプロセッサが生成する、 出力のみを目的と
した機械生成のHTMLやPostScript、PDFなどが含まれる。 
「題扉 (Title Page)」とは、印刷された書籍に於いては、実際の表紙自身のみ なら
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ず、この利用許諾契約書が表紙に掲載することを義務づける文章や図など を、読み
やすい形で載せるのに必要なだけの、表紙に引き続く数ページをも意 味する。表紙
に類するものが無い形式で発表される著作物においては、「題扉」 とは本文の始ま
りに先だって、その著作物の題名が最も目立つ形で現れる場所 の近くに置かれる文
章のことを指す。 
「XYZと題された (Entitled XYZ)」部分とは、『文書』において「XYZ」と名付 けら
れた一部分であり、その題名は正確に「XYZ」であるか、「XYZ」を他の言 語に翻
訳した上でその後ろに「XYZ」をそのまま括弧で括ったものを含む記述の どちらか
である(ここでの「XYZ」とは、この利用許諾契約書において以下で言 及される特定
の部分名を意味している。例えば「謝辞 (Acknowledgements)」、 「献辞 
(Dedications)」、「推薦の辞(Endorsements)」、「履歴 (History)」)。 あなたが『文
書』を改変する場合、そのような部分の「題名を保存する (Preserve the Title)」と
は、「XYZと題された」部分として、ここでの定義に 従い題名を残すということで
ある。 
『文書』は、「保証否認警告 (Warranty Disclaimers)」を、この利用許諾契約 書が
『文書』に適用されると述べた告知の次に含んでも良い。この種の保証否 認警告
は、この契約書からの言及という形で利用条件に含まれるものと解され るが、保証
の否認に関することについてのみ有効とする。こういった保証否認 警告で示しうる
その他のいかなる含意も無効であり、この契約書の効能には何 ら影響を持たない。 
2. 逐語的に忠実な複製 
この利用許諾契約書、著作権表示、この契約書が『文書』に適用される旨述べ た告
知の三つがすべての複製物に複製され、かつあなたがこの契約書で指定さ れている
以外のいかなる条件も追加しない限り、あなたはこの『文書』を、商 用であるか否
かを問わずいかなる形でも複製頒布することができる。あなたは、 あなたが作成あ
るいは頒布する複製物に対して、閲覧や再複製を技術的な手法 によって妨害、規制
してはならない。しかしながら、複製と引き換えに代価を 得てもかまわない。あな
たが相当量の複製物を頒布する際には、本契約書第3項 で指定される条件にも従わ
なければならない。 
またあなたは、上記と同じ条件の下で、複製物を貸与したり複製物を公に開示 する
ことができる。 
3. 大量の複製 
もしあなたが、『文書』の印刷された (あるいは通常は印刷された表紙を持つ 媒体
における)複製物を100部を超えて出版し、また『文書』の利用許諾告知が カバーテ
キストの掲載を要求している場合には、指定されたすべてのカバーテ キストを、表
カバーテキストは表表紙に、裏カバーテキストは裏表紙に、はっ きりと読みやすい
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形で載せた表紙の中に複製物本体を綴じ込まなければならな い。また、両方の表紙
において、それらの複製物の出版者としてのあなたをはっ きりとかつ読みやすい形
で確認できなければならない。表表紙では『文書』の 完全な題名を、題名を構成す
るすべての語が等しく目立つようにして、視認可 能な形で示さなければならない。
それらの情報に加えて、表紙に他の文章や図 などを加えることは許可される。表紙
のみを変更した複製物は、それが『文書』 の題名を保存し上記の条件を満たす限
り、ほかの点では逐語的に忠実な複製物 として扱われる。 
もしどちらかの表紙に要求されるカバーテキストの量が多すぎて読みやすく収 める
ことが不可能ならば、あなたはテキスト先頭の一文(あるいは適切に収まる だけ)を
実際の表紙に載せ、続きは隣接したページに載せるべきである。 
あなたが『文書』の「非透過的」複製物を100部を超えて出版あるいは頒布する 場
合、それぞれの非透過な複製物と一緒に機械で読み取り可能な透過的複製物 を添付
するか、それぞれの非透過な複製物(あるいはそれに付属する文書)中で、 公にアク
セス可能なコンピュータネットワーク上の所在地を記述しなければな らない。その
場所には、非透過な複製物と内容的に寸分違わず、余計なものが 追加されていない
完全な『文書』の透過的複製物が置かれ、またそこから、ネッ トワークを利用する
一般公衆が、一般に標準的と考えられるネットワークプロ トコルを使ってダウン
ロードすることができなければならない。もしあなたが 後者の選択肢を選ぶなら
ば、その版の非透過な複製物を公衆に(直接、あるいは あなたの代理人ないし小売業
者が)最後に頒布してから最低1年間は、その透過 的複製物が指定の場所でアクセス
可能であり続けることを保証するよう、非透 過な複製物の大量頒布を始める際に十
分に慎重な手順を踏まなければならない。 
これは要望であり必要条件ではないが、『文書』の著者に、『文書』の更新さ れた
版をあなたに提供する機会を与えるため、透過非透過を問わず大量の複製 物を再頒
布し始める前には彼らにきちんと連絡しておいてほしい。 
4. 改変 
『文書』の改変版を、この利用許諾契約書と細部まで同一の契約の下で発表す る限
り、すなわち原本の役割を改変版で置き換えた形での頒布と改変を、その 複製物を
所有するすべての人々に許可する限り、あなたは改変版を上記第2項お よび第3項が
指定する条件の下で複製および頒布することができる。さらに、あ なたは改変版に
おいて以下のことを行わなければならない。 
●     A. 題扉に(もしあればその他の表紙にも)、『文書』お よび『文書』のそれ以
前の版と見分けがつく題名を載せること(もし以前の 版があれば、『文書』の
「履歴 (History)」の部分に列記されているはずで ある)。もし元の版の出版
者から許可を得たならば、以前の版と同じ題名を 使っても良い。 
●     B. 題扉に、改変版における改変を行った1人以上の人物 か団体名を列記する
こと。あわせて元の『文書』の著者として、最低5人(も し5人以下ならばす
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べて)の主要著者を列記すること。ただし元の著者たちが この条件を免除した
場合は除く。 
●     C. 題扉に、改変版の出版者名を出版者として記載すること。 
●     D. 『文書』にあるすべての著作権表示を残すこと。 
●     E. 他の著作権表示の近くに、あなたの改変に対する適 当な著作権表示を追加
すること。 
●     F. 著作権表示のすぐ後に、改変版をこの契約書の条件 の下で利用することを
公衆に対して許可する告知を含めること。その形式は この契約書の末尾にあ
る付記で示されている。 
●     G. 元の『文書』の利用許諾告知に書かれた、変更不可 部分の完全な一覧と、
要求されるカバーテキストとを、改変版の利用許諾告 知でもそのまま残すこ
と。 
●     H. この契約書の、変更されていない複製物を含めること。 
●     I. 「履歴 (History)」と題された部分とその題名を保 存し、そこに改変版の、
少なくとも題名、出版年、新しく変更した部分の著 者名、出版者名を、題扉
に掲載するのと同じように記載した一項を加えるこ と。もし『文書』中に
「履歴」と題された部分が存在しない場合には、『文 書』の題名、出版年、
著者、出版者を題扉に掲載するのと同じように記載し た部分を用意し、上記
で述べたような、改変版を説明する一項を加えること。 
●     J. 『文書』中に、『文書』の透過的複製物への公共的 アクセスのために指定
されたネットワーク的所在地が記載されていたならば、 それを保存するこ
と。同様に、その『文書』の元になった以前の版で指定さ れていたネット
ワーク的所在地も載っていたならば、それも保存すること。 これらの情報は
「履歴(History)」の部分に置いても良い。ただし、それが 『文書』自身より
少なくとも4年前に出版された著作物の情報であったり、 あるいは改変版が
参考にしている版の元々の出版者から許可を得たならば、 その情報を削除し
てもかまわない。 
●     K. 「謝辞 (Acknowledgement)」あるいは「献辞 (Dedication)」等と題された
いかなる部分も、その部分の題名を保存し、そ の部分の内容(各貢献者への謝
意あるいは献呈の意)と語調を保存すること。 
●     L. 『文書』の変更不可部分を、その本文および題名を 変更せずに保存するこ
と。章番号やそれに相当するものは部分の題名の一 部とは見做さない。 
●     M. 「推薦の辞 (Endorsement)」というような章名が題 された部分はすべて削
除すること。そのような部分を改変版に含めてはなら ない。 
●     N. すでに存在する部分を「推薦の辞 (Endorsement)」 と題されるように改名
したり、題名の点で変更不可部分のどれかと衝突する ように改名してはなら
ない。 
●     O. 保証否認警告を保存すること。 
もし改変版に、補遺部分としての条件を満たし、かつ『文書』から複製物され た文
章や図などをいっさい含んでいない、前書き的な章あるいは付録が新しく 含まれる
ならば、あなたは希望によりそれらの部分の一部あるいはすべてを変 更不可と宣言
することができる。変更不可を宣言するためには、それらの部分 の題名を改変版の
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利用許諾告知中の変更不可部分一覧に追加すれば良い。これ らの題名は他の章名と
は全く別のものでなければならない。 
含まれる内容が、さまざまな集団によるあなたの改変版に対する推薦の辞のみ であ
る限り、あなたは、「推薦の辞 (Endorsement)」と題された章を追加する ことがで
きる。推薦の辞の例としては、ピアレビューの陳述、あるいは文書が ある標準の権
威ある定義としてその団体に承認されたという声明などがある。 
あなたは、 5語までの一文を表カバーテキストとして、 25語までの文を裏表紙 テ
キストとして、改変版のカバーテキスト一覧の末尾に加えることができる。 一個人
ないし一団体が直接(あるいは団体内で結ばれた協定によって)加えるこ とができる
のは、表カバーテキストおよび裏カバーテキストとしてそれぞれ一 文ずつのみであ
る。もし以前すでにその文書において、表裏いずれかの表紙に あなたの(またはあな
たが代表する同じ団体内で為された協定に基づく)カバー テキストが含まれていたな
らば、あなたが新たに追加することはできない。し かしあなたは、その古い文を加
えた以前の出版者から明示的な許可を得たなら ば、古い文を置き換えることができ
る。 
『文書』の著者あるいは出版者は、この利用許諾契約書によって、彼らの名前 を利
用することを許可しているわけではない。彼らの名前を改変版の宣伝に使っ たり、
改変版への明示的あるいは黙示的な保証のために使うことを許可するも のではな
い。 
5. 文書の結合 
あなたは、上記第4項において改変版に関して定義された条件の下で、この利用 許
諾契約書の下で発表された複数の文書を一つにまとめることができる。その 際、原
本となる文書にある変更不可部分を全て、改変せずに結合後の著作物中 に含め、そ
れらをあなたが統合した著作物の変更不可部分としてその利用許諾 告知において列
記し、かつ原本にある全ての保証否認警告を保存しなければな らない。 
結合後の著作物についてはこの契約書の複製物を一つ含んでいればよく、同一 内容
の変更不可部分が複数ある場合には一つで代用してよい。もし同じ題名だ が内容の
異なる変更不可部分が複数あるならば、そのような部分のそれぞれの 題名の最後
に、(もし分かっているならば)その部分の原著者あるいは出版者の 名前で、あるい
は他と重ならないような番号を括弧で括って記載することで、 それぞれ見分けが付
くようにしなければならない。結合後の著作物の利用許諾 告知における変更不可部
分の一覧においても、章の題名に同様の調整をするこ と。 
結合後の著作物においては、あなたはそれぞれの原本の「履歴 (History)」と 題され
たあらゆる部分をまとめて、「履歴 (History)」と題された一章にしな ければならな
い。同様に、「謝辞 (Acknowledgements)」あるいは「献辞 (Dedications)」と題さ
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れたあらゆる部分もまとめなければならない。あなたは 「推薦の辞 
(Endowsements)」と題されたあらゆる部分も削除しなければならな い。 
6. 文書の収集 
あなたは、この利用許諾契約書の下で発表された複数の文書で構成される収集 著作
物を作ることができる。その場合、それぞれの文書が逐語的に忠実に複製 されるこ
とを保障するために他のすべての点でこの契約書の定める条件に従う 限り、さまざ
まな文書中のこの契約書の個々の複製物を、収集著作物中に複製 物を一つ含めるこ
とで代用することができる。 
あなたは、このような収集著作物から文書を一つ取り出し、それをこの契約書 の下
で頒布することができる。ただしその際には、この契約書の複製物を抽出 された文
書に挿入し、またその他すべての点でこの文書の逐語的に忠実な複製 に関してこの
契約書が定める条件に従わなければならない。 
7. 独立した著作物の集積 
『文書』あるいはその派生物を、他の別の独立した文書あるいは著作物と一緒 に
し、一巻の記憶装置あるいは頒布媒体に収めた編集著作物は、編集に起因す る著作
権が編集著作物に含まれる個々の著作物がその利用者に許可した法的権 利を制限す
るよう行使されない限り、「集積」著作物と呼ばれる。『文書』が 集積著作物に含
まれる場合、この契約書は、『文書』と共にまとめられた他の 独立した著作物に
は、それら自身が『文書』の派生物で無い限り適用されるこ とにはならない。 
このような『文書』の複製物において、この利用許諾契約書の第3項によりカバー 
テキストの掲載が要求されている場合、『文書』の量が集積著作物全体の2分の 1 
以下であれば、『文書』のカバーテキストは集積著作物中で『文書』そのも のの周
りを囲む中表紙、あるいは『文書』が電子的形式である場合には表紙の 電子的等価
物にのみ配置するだけでよい。その場合以外は、カバーテキストは 集積著作物全体
を取り巻く印刷された表紙に掲載されなければならない。 
8. 翻訳 
翻訳は改変の一種と見做すので、あなたは『文書』の翻訳をこの利用許諾契約 書の
第4項の定める条件の下で頒布することができる。変更不可部分を翻訳によっ て置
き換えるには著作権者の特別許可を必要とするが、元の変更不可部分に追 加する形
で変更不可部分の全てないし一部の翻訳を含めることはかまわない。 この契約書や
『文書』中の利用許諾告知、保証否認警告すべての英語原本も含 める限り、あなた
はこの契約書、告知、警告の翻訳を含めることができる。契 約書や告知、警告に関
して翻訳と英語原本との間に食い違いが生じた場合、英 語原本が優先される。 
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典型的な例として、『文書』のある部分が原文で「Acknowledgements」、 
「Dedications」、あるいは「History」と題されていた場合、実際の題名を変 更す
るには、題名を保存する(この契約書の第1項)ための条件(同第4項)を満た すことが
必要となる。 
9. 契約の終了 
この利用許諾契約書の下で明確に提示されている場合を除き、あなたは『文書』 を
複製、改変、サブライセンス、あるいは頒布してはならない。このライセン スで指
定されている以外の、『文書』の複製、改変、サブライセンス、頒布に 関するすべ
ての企ては無効であり、この契約書によって保証されるあなたの権 利を自動的に終
結させることとなる。しかし、この契約書の下であなたから複 製物ないし諸権利を
得た個人や団体に関しては、そういった人々がこの契約書 に完全に従ったままであ
る限り、彼らに与えられた許諾は終結しない。 
10. 将来における本利用許諾契約書の改訂 
フリーソフトウェア財団は、時によってGNU フリー文書利用許諾契約書の新し い改
訂版を出版することができる。そのような新版は現在の版と理念において は似たも
のになるであろうが、新たに生じた問題や懸念を解決するため細部に おいては違っ
たものになるだろう。詳しく は http://www.gnu.org/copyleft/ を 参照せよ。 
GNU フリー文書利用許諾契約書のそれぞれの版には、新旧の区別が付くような バー
ジョン番号が振られている。もし『文書』において、この契約書のある特 定の版か
「それ以降のどの版でも」適用して良いと指定されている場合、あな たはフリーソ
フトウェア財団から発行された(草稿として発表されたものを除 く)指定の版かそれ
以降の版のうちどれか一つを選び、その条項や条件に従うこ とができる。もし『文
書』がこの契約書のバージョン番号を指定していない場 合には、あなたはフリーソ
フトウェア財団から今までに出版された(草稿として 発表されたものを除く)版のう
ちからどれか一つを選ぶことができる。 
この利用許諾契約書をあなたの文書に適用するには
この利用許諾契約書をあなたが書いた文書に適用するには、この契約書の複製 物一
つを文書中に含め、以下に示す著作権表示と利用許諾告知を題扉のすぐ後 に置いて
下さい: 
      Copyright (c)  YEAR  YOUR NAME.
      Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document
      under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.2
      or any later version published by the Free Software Foundation;
      with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover
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         Texts.  A copy of the license is included in the section entitled "GNU
      Free Documentation License".
    (訳:
    Copyright (C) 西暦年 あなたの名前.  
    この文書を、フリーソフトウェア財団発行の GNU フリー文書利用許諾契約
    書(バージョン1.2かそれ以降から一つを選択)が定める条件の下で複製、頒
    布、あるいは改変することを許可する。変更不可部分、表カバーテキスト、
    裏カバーテキストは存在しない。この利用許諾契約書の複製物は「GNU フ
    リー文書利用許諾契約書」という章に含まれている。
    )
もし変更不可部分や表カバーテキスト、裏カバーテキストがあれば、「変更不 可部
分…は存在しない。」というところを以下で置き換えてください: 
    with the Invariant Sections being LIST THEIR TITLES, with the
    Front-Cover Texts being LIST, and with the Back-Cover Texts being LIST.
    (訳:
    (章の題名を列記)は変更不可部分であり、(表カバーテキストを列記)は表
    カバーテキスト、(裏カバーテキストを列記)は裏カバーテキストである。
    )
変更不可部分はあるがカバーテキストは存在しないなど、その他の三者の組み 合せ
に関しては、状況に合わせて上記二つの選択肢を混ぜてください。 
あなたの文書に、他に類を見ない独自のプログラムコードのサンプルが含まれ る場
合、フリーソフトウェアにおいてそのコードを利用することを許可するた めに、そ
ういったサンプルに関してはこの利用許諾契約書と同時にGNU 一般公 衆許諾契約書
のようなフリーソフトウェア向けライセンスのうちどれか一つを 選択して適用して
もよい、というような条件の下で発表することを推奨します。 
GNUのホームページ に戻る。 
FSF および GNU へのご質問、お問い合わせは gnu@gnu.org までどうぞ。 FSF と連
絡を取るには 他の手段 もあります。 
このウェブページについてのご意見は 八田真行 まで、その他のご質問は gnu@gnu.
orgまでお送りください。 
著作権表示は上に記載。 
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Free Software Foundation, Inc., 51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA 02110, USA 
翻訳は 八田真行 <mhatta@gnu.org>  が行いました。 
Based on: 1.18 
Updated: $Date: 2005/11/09 13:53:38 $ $Author: mhatta $ 
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                GNU Free Documentation License
                  Version 1.2, November 2002
 Copyright (C) 2000,2001,2002  Free Software Foundation, Inc.
     51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA
 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies
 of this license document, but changing it is not allowed.
0. PREAMBLE
The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other
functional and useful document "free" in the sense of freedom: to
assure everyone the effective freedom to copy and redistribute it,
with or without modifying it, either commercially or noncommercially.
Secondarily, this License preserves for the author and publisher a way
to get credit for their work, while not being considered responsible
for modifications made by others.
This License is a kind of "copyleft", which means that derivative
works of the document must themselves be free in the same sense.  It
complements the GNU General Public License, which is a copyleft
license designed for free software.
We have designed this License in order to use it for manuals for free
software, because free software needs free documentation: a free
program should come with manuals providing the same freedoms that the
software does.  But this License is not limited to software manuals;
it can be used for any textual work, regardless of subject matter or
whether it is published as a printed book.  We recommend this License
principally for works whose purpose is instruction or reference.
1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS
This License applies to any manual or other work, in any medium, that
contains a notice placed by the copyright holder saying it can be
distributed under the terms of this License.  Such a notice grants a
world-wide, royalty-free license, unlimited in duration, to use that
work under the conditions stated herein.  The "Document", below,
refers to any such manual or work.  Any member of the public is a
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licensee, and is addressed as "you".  You accept the license if you
copy, modify or distribute the work in a way requiring permission
under copyright law.
A "Modified Version" of the Document means any work containing the
Document or a portion of it, either copied verbatim, or with
modifications and/or translated into another language.
A "Secondary Section" is a named appendix or a front-matter section of
the Document that deals exclusively with the relationship of the
publishers or authors of the Document to the Document's overall subject
(or to related matters) and contains nothing that could fall directly
within that overall subject.  (Thus, if the Document is in part a
textbook of mathematics, a Secondary Section may not explain any
mathematics.)  The relationship could be a matter of historical
connection with the subject or with related matters, or of legal,
commercial, philosophical, ethical or political position regarding
them.
The "Invariant Sections" are certain Secondary Sections whose titles
are designated, as being those of Invariant Sections, in the notice
that says that the Document is released under this License.  If a
section does not fit the above definition of Secondary then it is not
allowed to be designated as Invariant.  The Document may contain zero
Invariant Sections.  If the Document does not identify any Invariant
Sections then there are none.
The "Cover Texts" are certain short passages of text that are listed,
as Front-Cover Texts or Back-Cover Texts, in the notice that says that
the Document is released under this License.  A Front-Cover Text may
be at most 5 words, and a Back-Cover Text may be at most 25 words.
A "Transparent" copy of the Document means a machine-readable copy,
represented in a format whose specification is available to the
general public, that is suitable for revising the document
straightforwardly with generic text editors or (for images composed of
pixels) generic paint programs or (for drawings) some widely available
drawing editor, and that is suitable for input to text formatters or
for automatic translation to a variety of formats suitable for input
to text formatters.  A copy made in an otherwise Transparent file
format whose markup, or absence of markup, has been arranged to thwart
or discourage subsequent modification by readers is not Transparent.
An image format is not Transparent if used for any substantial amount
http://www.gnu.org/licenses/fdl.txt (2/10)2007/04/17 14:53:55
http://www.gnu.org/licenses/fdl.txt
of text.  A copy that is not "Transparent" is called "Opaque".
Examples of suitable formats for Transparent copies include plain
ASCII without markup, Texinfo input format, LaTeX input format, SGML
or XML using a publicly available DTD, and standard-conforming simple
HTML, PostScript or PDF designed for human modification.  Examples of
transparent image formats include PNG, XCF and JPG.  Opaque formats
include proprietary formats that can be read and edited only by
proprietary word processors, SGML or XML for which the DTD and/or
processing tools are not generally available, and the
machine-generated HTML, PostScript or PDF produced by some word
processors for output purposes only.
The "Title Page" means, for a printed book, the title page itself,
plus such following pages as are needed to hold, legibly, the material
this License requires to appear in the title page.  For works in
formats which do not have any title page as such, "Title Page" means
the text near the most prominent appearance of the work's title,
preceding the beginning of the body of the text.
A section "Entitled XYZ" means a named subunit of the Document whose
title either is precisely XYZ or contains XYZ in parentheses following
text that translates XYZ in another language.  (Here XYZ stands for a
specific section name mentioned below, such as "Acknowledgements",
"Dedications", "Endorsements", or "History".)  To "Preserve the Title"
of such a section when you modify the Document means that it remains a
section "Entitled XYZ" according to this definition.
The Document may include Warranty Disclaimers next to the notice which
states that this License applies to the Document.  These Warranty
Disclaimers are considered to be included by reference in this
License, but only as regards disclaiming warranties: any other
implication that these Warranty Disclaimers may have is void and has
no effect on the meaning of this License.
2. VERBATIM COPYING
You may copy and distribute the Document in any medium, either
commercially or noncommercially, provided that this License, the
copyright notices, and the license notice saying this License applies
to the Document are reproduced in all copies, and that you add no other
conditions whatsoever to those of this License.  You may not use
http://www.gnu.org/licenses/fdl.txt (3/10)2007/04/17 14:53:55
http://www.gnu.org/licenses/fdl.txt
technical measures to obstruct or control the reading or further
copying of the copies you make or distribute.  However, you may accept
compensation in exchange for copies.  If you distribute a large enough
number of copies you must also follow the conditions in section 3.
You may also lend copies, under the same conditions stated above, and
you may publicly display copies.
3. COPYING IN QUANTITY
If you publish printed copies (or copies in media that commonly have
printed covers) of the Document, numbering more than 100, and the
Document's license notice requires Cover Texts, you must enclose the
copies in covers that carry, clearly and legibly, all these Cover
Texts: Front-Cover Texts on the front cover, and Back-Cover Texts on
the back cover.  Both covers must also clearly and legibly identify
you as the publisher of these copies.  The front cover must present
the full title with all words of the title equally prominent and
visible.  You may add other material on the covers in addition.
Copying with changes limited to the covers, as long as they preserve
the title of the Document and satisfy these conditions, can be treated
as verbatim copying in other respects.
If the required texts for either cover are too voluminous to fit
legibly, you should put the first ones listed (as many as fit
reasonably) on the actual cover, and continue the rest onto adjacent
pages.
If you publish or distribute Opaque copies of the Document numbering
more than 100, you must either include a machine-readable Transparent
copy along with each Opaque copy, or state in or with each Opaque copy
a computer-network location from which the general network-using
public has access to download using public-standard network protocols
a complete Transparent copy of the Document, free of added material.
If you use the latter option, you must take reasonably prudent steps,
when you begin distribution of Opaque copies in quantity, to ensure
that this Transparent copy will remain thus accessible at the stated
location until at least one year after the last time you distribute an
Opaque copy (directly or through your agents or retailers) of that
edition to the public.
It is requested, but not required, that you contact the authors of the
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Document well before redistributing any large number of copies, to give
them a chance to provide you with an updated version of the Document.
4. MODIFICATIONS
You may copy and distribute a Modified Version of the Document under
the conditions of sections 2 and 3 above, provided that you release
the Modified Version under precisely this License, with the Modified
Version filling the role of the Document, thus licensing distribution
and modification of the Modified Version to whoever possesses a copy
of it.  In addition, you must do these things in the Modified Version:
A. Use in the Title Page (and on the covers, if any) a title distinct
   from that of the Document, and from those of previous versions
   (which should, if there were any, be listed in the History section
   of the Document).  You may use the same title as a previous version
   if the original publisher of that version gives permission.
B. List on the Title Page, as authors, one or more persons or entities
   responsible for authorship of the modifications in the Modified
   Version, together with at least five of the principal authors of the
   Document (all of its principal authors, if it has fewer than five),
   unless they release you from this requirement.
C. State on the Title page the name of the publisher of the
   Modified Version, as the publisher.
D. Preserve all the copyright notices of the Document.
E. Add an appropriate copyright notice for your modifications
   adjacent to the other copyright notices.
F. Include, immediately after the copyright notices, a license notice
   giving the public permission to use the Modified Version under the
   terms of this License, in the form shown in the Addendum below.
G. Preserve in that license notice the full lists of Invariant Sections
   and required Cover Texts given in the Document's license notice.
H. Include an unaltered copy of this License.
I. Preserve the section Entitled "History", Preserve its Title, and add
   to it an item stating at least the title, year, new authors, and
   publisher of the Modified Version as given on the Title Page.  If
   there is no section Entitled "History" in the Document, create one
   stating the title, year, authors, and publisher of the Document as
   given on its Title Page, then add an item describing the Modified
   Version as stated in the previous sentence.
J. Preserve the network location, if any, given in the Document for
   public access to a Transparent copy of the Document, and likewise
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   the network locations given in the Document for previous versions
   it was based on.  These may be placed in the "History" section.
   You may omit a network location for a work that was published at
   least four years before the Document itself, or if the original
   publisher of the version it refers to gives permission.
K. For any section Entitled "Acknowledgements" or "Dedications",
   Preserve the Title of the section, and preserve in the section all
   the substance and tone of each of the contributor acknowledgements
   and/or dedications given therein.
L. Preserve all the Invariant Sections of the Document,
   unaltered in their text and in their titles.  Section numbers
   or the equivalent are not considered part of the section titles.
M. Delete any section Entitled "Endorsements".  Such a section
   may not be included in the Modified Version.
N. Do not retitle any existing section to be Entitled "Endorsements"
   or to conflict in title with any Invariant Section.
O. Preserve any Warranty Disclaimers.
If the Modified Version includes new front-matter sections or
appendices that qualify as Secondary Sections and contain no material
copied from the Document, you may at your option designate some or all
of these sections as invariant.  To do this, add their titles to the
list of Invariant Sections in the Modified Version's license notice.
These titles must be distinct from any other section titles.
You may add a section Entitled "Endorsements", provided it contains
nothing but endorsements of your Modified Version by various
parties--for example, statements of peer review or that the text has
been approved by an organization as the authoritative definition of a
standard.
You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a
passage of up to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of the list
of Cover Texts in the Modified Version.  Only one passage of
Front-Cover Text and one of Back-Cover Text may be added by (or
through arrangements made by) any one entity.  If the Document already
includes a cover text for the same cover, previously added by you or
by arrangement made by the same entity you are acting on behalf of,
you may not add another; but you may replace the old one, on explicit
permission from the previous publisher that added the old one.
The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License
give permission to use their names for publicity for or to assert or
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imply endorsement of any Modified Version.
5. COMBINING DOCUMENTS
You may combine the Document with other documents released under this
License, under the terms defined in section 4 above for modified
versions, provided that you include in the combination all of the
Invariant Sections of all of the original documents, unmodified, and
list them all as Invariant Sections of your combined work in its
license notice, and that you preserve all their Warranty Disclaimers.
The combined work need only contain one copy of this License, and
multiple identical Invariant Sections may be replaced with a single
copy.  If there are multiple Invariant Sections with the same name but
different contents, make the title of each such section unique by
adding at the end of it, in parentheses, the name of the original
author or publisher of that section if known, or else a unique number.
Make the same adjustment to the section titles in the list of
Invariant Sections in the license notice of the combined work.
In the combination, you must combine any sections Entitled "History"
in the various original documents, forming one section Entitled
"History"; likewise combine any sections Entitled "Acknowledgements",
and any sections Entitled "Dedications".  You must delete all sections
Entitled "Endorsements".
6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS
You may make a collection consisting of the Document and other documents
released under this License, and replace the individual copies of this
License in the various documents with a single copy that is included in
the collection, provided that you follow the rules of this License for
verbatim copying of each of the documents in all other respects.
You may extract a single document from such a collection, and distribute
it individually under this License, provided you insert a copy of this
License into the extracted document, and follow this License in all
other respects regarding verbatim copying of that document.
7. AGGREGATION WITH INDEPENDENT WORKS
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A compilation of the Document or its derivatives with other separate
and independent documents or works, in or on a volume of a storage or
distribution medium, is called an "aggregate" if the copyright
resulting from the compilation is not used to limit the legal rights
of the compilation's users beyond what the individual works permit.
When the Document is included in an aggregate, this License does not
apply to the other works in the aggregate which are not themselves
derivative works of the Document.
If the Cover Text requirement of section 3 is applicable to these
copies of the Document, then if the Document is less than one half of
the entire aggregate, the Document's Cover Texts may be placed on
covers that bracket the Document within the aggregate, or the
electronic equivalent of covers if the Document is in electronic form.
Otherwise they must appear on printed covers that bracket the whole
aggregate.
8. TRANSLATION
Translation is considered a kind of modification, so you may
distribute translations of the Document under the terms of section 4.
Replacing Invariant Sections with translations requires special
permission from their copyright holders, but you may include
translations of some or all Invariant Sections in addition to the
original versions of these Invariant Sections.  You may include a
translation of this License, and all the license notices in the
Document, and any Warranty Disclaimers, provided that you also include
the original English version of this License and the original versions
of those notices and disclaimers.  In case of a disagreement between
the translation and the original version of this License or a notice
or disclaimer, the original version will prevail.
If a section in the Document is Entitled "Acknowledgements",
"Dedications", or "History", the requirement (section 4) to Preserve
its Title (section 1) will typically require changing the actual
title.
9. TERMINATION
You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Document except
http://www.gnu.org/licenses/fdl.txt (8/10)2007/04/17 14:53:55
http://www.gnu.org/licenses/fdl.txt
as expressly provided for under this License.  Any other attempt to
copy, modify, sublicense or distribute the Document is void, and will
automatically terminate your rights under this License.  However,
parties who have received copies, or rights, from you under this
License will not have their licenses terminated so long as such
parties remain in full compliance.
10. FUTURE REVISIONS OF THIS LICENSE
The Free Software Foundation may publish new, revised versions
of the GNU Free Documentation License from time to time.  Such new
versions will be similar in spirit to the present version, but may
differ in detail to address new problems or concerns.  See
http://www.gnu.org/copyleft/.
Each version of the License is given a distinguishing version number.
If the Document specifies that a particular numbered version of this
License "or any later version" applies to it, you have the option of
following the terms and conditions either of that specified version or
of any later version that has been published (not as a draft) by the
Free Software Foundation.  If the Document does not specify a version
number of this License, you may choose any version ever published (not
as a draft) by the Free Software Foundation.
ADDENDUM: How to use this License for your documents
To use this License in a document you have written, include a copy of
the License in the document and put the following copyright and
license notices just after the title page:
    Copyright (c)  YEAR  YOUR NAME.
    Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document
    under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.2
    or any later version published by the Free Software Foundation;
    with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover Texts.
    A copy of the license is included in the section entitled "GNU
    Free Documentation License".
If you have Invariant Sections, Front-Cover Texts and Back-Cover Texts,
replace the "with...Texts." line with this:
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    with the Invariant Sections being LIST THEIR TITLES, with the
    Front-Cover Texts being LIST, and with the Back-Cover Texts being LIST.
If you have Invariant Sections without Cover Texts, or some other
combination of the three, merge those two alternatives to suit the
situation.
If your document contains nontrivial examples of program code, we
recommend releasing these examples in parallel under your choice of
free software license, such as the GNU General Public License,
to permit their use in free software.
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リスト
テキスト 
　『敵討連理橘』 （容楊黛作 安永十年 西宮新六刊） 
　『盡用而二分狂言』 （曲亭馬琴作 豊国画 寛政三年 泉市刊） 
　『高尾船字文』 （曲亭馬琴作 長喜画 寛政八年序 耕書堂刊）図版付 
　『苅萱後傳玉櫛笥』 （曲亭馬琴作 北齋画 文化四年 木欄堂刊）図版付 
　『復讐妹背山物語（β2版）』 （山東京山作 豊国画 文化四年） 
　『巷談坡堤庵』 （曲亭馬琴作 豊広画 文化五年 慶賀堂刊） 
　『小櫻姫風月竒觀(β版)』 （山東京山作 国貞画 文化六年十月刊）図版付 
　『鷲談傳竒桃花流水』 （山東京山作 豊広画 文化七年刊）図版付 
　『南総里見八犬伝』 （曲亭馬琴作）pdf & html 
　『八犬義士誉勇猛』 （立川焉馬作 豊国画 嘉永四年））図版付 
　『八犬傳銘々誌略』 （為永春水編 芳虎画 嘉永五年 錦耕堂刊）図版付 
　『八犬傳銘々誌略 第二集』 （為永春水編 芳虎画 嘉永六年 錦耕堂刊)）図版付 
　『怪化百物語』 （高畠藍泉作 暁齋画 明治八年）図版付 
　『八犬伝もの銅版絵本二種』 （「明治新刻繪本八犬傳」明治17、「繪入小説里見八犬傳」明治
31）図版付 
　『英名八犬士』巻一～二 （鈍亭魯文抄録 直政画 安政二年）図版付 
　『義勇八犬伝』初～二編 （岳亭定岡 芳宗画 文久三年）図版付 
　『英名八犬士』巻三～四 （鈍亭魯文抄録 直政画 安政二年）図版付 
研究資料 
　『類集撰要』巻之四十六 （旧幕引継文書 巻46は「書物・暦・錦繪・書物屋・板木師」） 
　「八犬伝登場人物名リスト」 （服部仁氏作成のリストを構造化したもの） 
　「切附本書目年表稿 」 (Ver.2006-12-01) 
　「山東京山著編述書目稿 」 (Ver.2001-03-18) 
　『浄瑠璃作品要説』索引 （国立劇場芸能調査室編『浄瑠璃作品要説』1-8 索引） 
　「歌舞伎役名索引」 （土田衛氏編の翻刻台帳の役名索引を構造化したもの） 
　「高井蘭山著編述書目（覚書）」 （研究プロジェクト報告書133『近世出版文化史における〈雑
書〉の研究』 千葉大院社文研 2006/03） 
研究論文 
　「読本の書誌をめぐって」 （「讀本研究」4上 渓水社 1990/06） 
　「江戸読本の新刊予告と〈作者〉 －テキスト・フォーマット論覚書－」 （「日本文学」日文
協 1994/10） 
　『江戸読本の研究 －十九世紀小説様式攷－』 （拙著 ぺりかん社 1995/10） 
　「書肆・貸本屋の役割」 （岩波講座「日本文学史」10 1996/04） 
　「草双紙・読本の雅俗 －黄鳥塚説話の諸相－」 （「國文學」 學燈社 1999/02 ） 
　「近世後期小説受容史試論 － 明治期の序文集妙文集をめぐって －」 （『明治の出版文化』 臨
川書店 2002/03） 
　「高畠藍泉の時代 －『怪化百物語』解説－」 （新日本古典文学大系《明治編》『開化風俗誌
集』 岩波書店 2004/02） 
　「『水滸後画伝』攷 － 草稿本をめぐって －」 （『読本研究新集』第五輯 翰林書房 2004/10/25） 
　「鈍亭時代の魯文 － 切附本をめぐって －」 （「社会文化科学研究」第11号（千葉大学大学院社
会文化科学研究科）2005/09/30） 
書評展望 
　「江戸絵本研究の展望」 （書評・展望 「日本文学」 日文協 1987/12、【増補改訂 2000/08】） 
　「平成元年国語国文学会の展望 近世(散文)」 （「文学語学」 全国大学国語国文学会 
1991/01） 
　「読本研究の現況と提言　5.書誌」 （特集・読本研究の50年と今後 「讀本研究」9 渓水社 
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リスト
1995/10） 
　「書評　鈴木俊幸著『蔦屋重三郎』」 （「日本文学」 日文協 1999/10） 
　「書評　印刷史研究会編『本と活字の歴史事典』」 （「週刊読書人」 2000/09/01） 
　「書評　柴田光彦・神田正行編『馬琴書翰集成』」 （「図書新聞」 2003/02/01） 
　「書評『印刷史／タイポグラフィの視軸』」 （「週刊読書人」 2006/01/13） 
　「草双紙を研究すること」 （「江戸文学」35 ぺりかん社 2006/11/15） 
項目執筆 
　「曲亭馬琴」 （研究史概説と参考資料 『研究資料日本古典文学』4 明治書院 1983/10 【増補改訂
1998/12】） 
　「小説の原稿料・勧善懲悪」 （『研究資料日本古典文学』4 明治書院 1983/10） 
　「『里見八犬伝』評注」 （少年少女古典文学館第22巻『里見八犬伝』栗本薫訳 講談社 
1993/08） 
　「中沢道二」 （『世界人物逸話大事典』 角川書店 1996/02/23） 
　「編年体古典文学1300年史」 （「國文學」8月臨時増刊号、學燈社、1997/08） 
　「貸本屋・出版 書肆」 （『日本古典文学研究史大事典』 勉誠社 1997/11） 
　「『日本古典文学大事典』執筆項目」 （『日本古典文学大事典』 明治書院 1998/06） 
　「『日本古典籍書誌学辞典』執筆項目」 （『日本古典籍書誌学辞典』 岩波書店 1999/03） 
　「「文学小辞典」執筆項目」 （世界の文学84『近世の出版文化』 朝日新聞社 2000/03） 
　「「娯楽読み物」の魅力」 （世界の文学88『南総里見八犬伝』 朝日新聞社 2001/04） 
　「「恋娘昔八丈」解題」 （リプリント日本近代文学56 国文学研究資料館 2006/04） 
講演など 
　「江戸読本の出板をめぐって」 （『刷りものの表現と享受』 北大国文学会 1989/11） 
　「機械可読テキストの処理（レジュメ）」 （国文学研究資料館 1993/10/01） LaTeXソース 
　「機械可読テキストの処理」 （『国文学とデータベース研究集会報』3号 国文学研究資料館 
1994/06） 
　「機械可読テキストと〈索引〉」 （情報処理語学文学研究会第17回大会　共立女子大学 
1995/07） PDF 
　「板本から活字へ」 （日本近代書誌学協会「会報」第4号 1998/08） 
　「出板文化史の中の八犬伝－「作者」の成立－」 （城西国際大学日本研究センター公開
講座 2004/02/14） 
　「八犬伝を読む」 （放送大学 ラジオ「特別講義 人文科学11」平成16年度第一学期 2004/07） 
　「絵入読本に於ける《絵画》の位置」 （絵入本ワークショップII　実践女子学園 
2006/09/18）　Resume PDF 
研究余滴 
　「切附本瞥見 －岳亭定岡の二作について－」 （「近世部会会報」8号 日文協 1986夏） 
　「近世後期の出板界」 （「日本古典文学会々報」117号 1990/1） 
　「近世後期小説と役者似顔絵」 （『近世後期戯作に用いられた役者似顔絵の研究』1992/03） 
　「櫻姫全傳曙草紙等の〈清玄〉」 （「國文學」 學燈社 1995/06） 
　「江戸の出板事情」 （「日本古書通信」1996/11） 
　「江戸読本の後摺本と活版本」 （新日本古典文学大系《明治編》28「月報」2006/01） 
　「絵入本についての覚え書き」 （科研報告書 2006/03） 
会報など 
　「書店・古本屋・圖書館」 （「読書ガイド」 愛知県大生協 1990） 
　「メディアとしての〈本〉」 （愛知県立大学国文学会「会報」36号 1990/12） 
　「喰へぬ性格」 （「卒業文集」 愛知県大国文学科 1991/03） 
　「明治期の妙文集」 （愛知県立大学国文学会「会報」45号 2000/01/20） 
　「学術情報リポジトリと人文系基礎学」 （千葉大学附属図書館報 InfoPort No.7 2003/10) 
　「生きてゐるから動きもするワ」 （「詩学」【特集】追悼・野本京子 59巻3号　No.643　
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2004/03　詩学社) 
　「戯作者たちの天徳」 （「天竺徳兵衛韓噺」大阪近松座 2004/11/8) 
　「研究者にとってのセルフアーカイビング」 （「情報の科学と技術」Vol.55-10 2005/10/1) 
　「十年一日」 （『日本古典文学会のあゆみ』所収 2006/12) 
ツール 
　「qkan.sed」 （舊漢字變換 sed用スクリプト） 
　「nengo.dat」 （西暦|干支|和暦データ for grep） 
画像 
　「狂歌刷物」 （文政末頃 香蝶樓国貞画） 
　「殺生石後日怪談」 （中本型読本と合巻の折衷様式） 
　「戊寅春興集」 （文化十五年、五側歳旦狂歌集） 
　「里見八犬士」 （嘉永五年、〔英勇録〕） 
　「英名八犬士」 （切附本とその改竄本） 
　「雙蝶記」 （山東京伝作・歌川豊国画・文化十年） 
　「里見八犬士 見たて句あはせ」 （点取俳諧摺物） 
余興 
　「南総里見八犬伝カルトクイズ」 （八犬伝に関する結構カルトな三択クイズ） 
リンク 
　「九州大学附属図書館」 （読本コレクションの書誌解題と画像） 
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